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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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「早速、ポスターも準備してみました。どうです？」

　プロデューサーは足下の紙袋からポスターを取り上げ、テーブルに広げた。

　東とう洋ようテレビで始まる新番組──『ひまりんプロジェクト』の番ばん宣せん用ポスターだ。日ひ毬まりが司会を務める政治討とう論ろん番組である。

　満足げにポスターを覗のぞき込んでいた日毬がうなずく。

「素晴らしい出来だな。長く連れ添そってきた『拡かくさん』の晴れ舞台にもなってくれた。いよいよ自分の政治番組を持てるのだという実感が湧わいてくるようだ。私はこのために生きてきた……」

「ふと目に留まるポスターですね。日毬の街がい頭とう演説に初めて出くわした頃の思い出が蘇よみがえります」

　そう俺も応じた。

　ポスターのタイトルの文字面は『ひまりんプロジェクト、始まる──。』となっている。

　拡声器を握りしめた高校の制服姿の日毬が、こちらを真剣な面おも持もちで指差している構図だ。制服は、たまにテレビドラマの撮影などで使用する架空の高校のものである。拡声器は最初はテレビ局が用意していたのだが、日毬がどうしても自分のものを使いたいと頼み込み、スタジオに持ち込んできたのだった。だから古ぼけた拡声器はくすんでいて、完璧に整えられた舞台のなかで妙に浮き出ていて違和感があった。

「私も本気で取り組みます。番組の宣伝は期待してください。自社ＣＭ枠で何度も流しますし、街頭広告枠を押さえてプッシュします。この番組はなんとか成功させたい」

　もともとこの番組を受けることにしたのは、プロデューサーの熱意を感じたからである。テレビ局側は、最初からかなりの力の入れようだった。

　プロデューサーは熱心に続ける。

「この番組から、日本の歴史を塗ぬり替えるような大政治家を輩はい出しゅつしてみたいですね。まずは、ひまりんに先陣を切ってもらわなくちゃ」

「安心してほしい。その期待には応えることができるだろう。やがて日本を変え、世界を変える政治家になる確信が私にはある。その私にチャンスを与えようとする貴公はなかなか優秀なプロデューサーだな」

「ははは。お褒ほめにあずかり光栄です。未来の総理大臣閣下」

　俺が冷静に指摘する。

「勝算、ありますか？　もっとエンタメ色が濃い番組かと思ってましたが、企画書では意外とガチな構成ですよね。番組のハードルが高めなので、どこまで視聴者が喰くいついてくるかわかりません。『若者』と『政治』とは極めて相性が悪い。若年層をターゲットにした政治討論番組は、本格的なものにすればするほど視聴者が寄りつかなくなってくる懸け念ねんを感じます。近年ではＭＨＫすら、質よりも、エンタメ性や話題性ばかりを前面に押し出してきてますよ」

「何を言うんだ颯はや斗と。そういう番組こそ必要なものだろう。私はアイドルとしてではなく、未来の首相として売り出していってもらいたいくらいなんだぞ」

　日毬が俺を睨にらみ上げてきた。誰よりも番組に前向きなのは日毬だから、水を差すような意見は許し難がたいのだろう。

「そう怒るな。番組を継続させるためには視聴率がついてこないとならない。どんな勝算を見込んでいるのかを確認しておけば、俺たちとしてもそれに向けて協力しやすくなるだろう？」

　そう説明しても、なおも日毬は不満げだった。この番組に驚きょう喜きする日毬の気持ちはわかるが、営業を兼務するマネージャーとしては確認しておかなくてはならないことである。

「目算がないわけじゃありません。視聴者と、最も話題を共有しやすい番組になると思っています。たとえばYouTubeなんか、ひまりん関連のアクセス数がかなりあるじゃないですか。ひまりんが政治を語るってだけで、視聴者は興味をかき立てられるんですよ」

　プロデューサーの言葉通り、日毬の映像はネットで多く視聴されていた。

　YouTubeでは、アステッドプロ前での日毬を映したニュース映像が数百万アクセスを超えている。さらに各国語バージョンがあり、複数パターンがアップされていた。

　他にも日毬が出演したテレビ番組の動画が大変なアクセス数を持っている。どの番組に出ても日毬は雰ふん囲い気きに合わず、あからさまに浮き出ていて、それがまた面白いのだ。本人がいつでも至って真剣だから、不思議なおかしみを感じさせてくれる。字幕だけ変えた同じ種類の映像が無数にアップされているので、総計はどのくらいになるかわからない。

　もっとも、ネット動画のアクセス数が多いからといって、即座に事業上のプラスがあるわけでもない。それにネットコンテンツは、同じ人が繰り返し見ている場合が多いのだ。加えて、最初の数秒しか見ない人や、間違ってクリックしたものまでカウントされてしまう。テレビの視聴率の方がよほどアテになる。だから日毬への注目度の高さには喜びつつも、虚きょ静せいに状況を受け止めるべきだった。

　そしてもちろんネットにアップされた動画は違法アップロードばかりだ。あまりに数が多く、各国語でばらまかれているものをチェックするのも容よう易いではない。ひまりプロダクションとしても、映像を使われた局としても、どうにも対応ができかねるほどだった。

　そんな状況だから、プロデューサーがこの情勢に便乗したくなるのは普通のことだ。ゆえに、それが懸念事項でもある。

「日毬人気の一点突破で勝負しようとしている印象がありますね。プロダクションの立場としては、日毬の切り売りになってしまうのを心配しています」

　素直に俺は不安を伝えた。

　討論番組は金がかからない。ゲストを出演させてアレコレ議論をさせておけば、タレントのギャラだけで済むからだ。だからタレント人気に全面的に寄りかかりがちで、肝心の番組作りがなおざりになってしまう傾向がある。

　ましてや政治番組であれば、出演者の大半は政治家、学者、企業家、小説家、漫画家など──いわゆる「文化人」である。文化人にはほとんどギャラが発生しないため、タダ同然で番組を成立させてしまうことも可能だ。文化人はテレビ番組に出演することで自分の仕事に大きなメリットが見込め、経歴に箔はくをつけることもできる。何度もテレビ出演をすることで名前を売れば、収入が啞あ然ぜんとするほど増え、会員組織も作りやすくなるのだ。だから出演自体を仕事にするタレントとは違い、「ギャラなんていらないから出させてくれ」というスタンスなのである。もちろん表向きには「そんなに頼まれるなら、仕方がないから出てやるか」くらいのことを偉そうに言うはずだが。

　おおよそ番組の良し悪しは、予算の額に比例するものだ。毎回新しいＶＴＲのコーナーを用意したり、手持ちの記者を動かして独自取材を敢かん行こうすれば金はかかるが、かける予算の分だけ番組の質は高まってゆく。

　日毬のギャラは、今では芸能界随ずい一いちと呼べるほど高い。大おお御ご所しょのタレントよりも数字が上である。こちらは日毬の出演を簡単に受けないし、取り組む仕事を厳選するからギャラも自然と高額になるが、それでも出演依頼は尽きないのである。

　それゆえ予算の大半を日毬のギャラに注つぎ込み、他のコーナーがなおざりになってしまうのは、結果としてプロダクションや日毬にとって悪い影響を及ぼしかねないものなのだ。『ひまりんプロジェクト』は六〇分番組……正しょう味み四〇分ほどの時間を延々と議論しているだけの番組は、見ている方にとっても飽きてくるものである。

　プロデューサーはうなずく。

「織おり葉ば社長のご心配は理解できます。ひまりんは起爆剤にすぎません。そこで議論されるネタが勝負。ネットとかで炎上するくらいの勢いで取り組むつもりですよ。核武装問題、貧富の格差問題、移民問題、領土問題なんかは、仮想空間上で熱くなれる最高のネタになるはずです。ひまりんの主張を全面的に押し出してＯＫです。遠慮はいりません」

「反発覚悟の話題作りですか。本当に日毬の主張を思い切って扱あつかえるなら、それはそれで面白いかもしれない……しかし危険な側面がありますね」

　政治エンタメ討論番組はいくつか成功例があるが、そのどれもが柔らかい方向だ。喧けん嘩かになりそうな話題を俎そ上じょうに載のせても、しょせんは最後に芸人が適度なオチをつけて何事もなく終わる。一瞬、もっともらしい結論が出たような気分になるものの、翌日になれば視聴者は番組のことなど綺き麗れいサッパリ忘れ去っている。中身はない。だが、まさにそれがプロの仕事というものだ。

　しかし日毬は自ら政治団体を運営し、右翼を名乗るマジものの硬派であり、芸人司会者と違ってうまいオチなどつけられるわけもない。日毬は自らの主義主張に魂たましいを込めている。政治的主張のためなら、日毬は腹を切りかねないほどの女の子なのだ。生なま半はん可かなことでは済まない。

「番組が叩かれるくらいで丁ちょう度どいい。『ひまりんプロジェクト』は、世の中に議論が広がる話題を提供することが第一義でしょう。だからバックエンドで取り組む放送作家は人員も多く割り当てますし、政治経済に普段から興味を持っている人間を慎重に選定しています。番組開始までに、放送作家も交えてひまりんと何度も打ち合わせをさせてもらいますので、ご協力をお願いします」

「うむ。任せてほしい。いかなる任務も万全の態勢で臨のぞむべきだと心得ている。ましてや『ひまりんプロジェクト』は日本にとって必要なもの……私は命を懸けてでも成功させるつもりだ」

　背筋を伸ばして腰かける日毬は、軍人のように応じた。

「番組の冒頭では、その時々の重要な政治・社会問題のＶＴＲを流します。そして中盤以降はＶＴＲで提示された重要問題をクローズアップして討論していくという流れです。放送作家が事前に討論内容を選定して、ひまりんにこの話題でいいかどうかを確認して取り組みますし、それほど手間はかからないはずです。政治の答えは一つではありませんから、結論を出さなくて大丈夫。ぶつ切りくらいでいい。あとは視聴者に考えさせればいいし、その視聴者の反応をスタッフ一同で追いかけつつ、番組作りに活いかしていこうと思います」

「ちなみに、反応はどうやって確認していくんですか？」

　俺が確認した。

「ツイッターやブログですね。最近では、自分の制作した番組の感想を追うディレクターやスタッフらを、私の周りでも幾いく人にんか見かけるようになりました。私自身は普段まったく気にしませんし見もしませんが、『ひまりんプロジェクト』に限っては一般市民の反応を追ってみるつもりです。特に視聴者の反応が重要な番組なので、スタッフ一同でどのように視聴者が討論を受け止めたかを追っていこうと思います」

　たしかに、そういう番組の作り手はいる。

　俺自身は広告の成果を数字によってのみ計測するタイプのマーケターだから、ネットが重要だとは考えていない。誰かにチェックするよう指摘されたりしない限り、わざわざ確認することはない。第一、サイレントマジョリティの動向こそが最も大切なので、声が大きいだけの少数者の反応を取り込まない方が冷静な判断を下すことができる。それに、こっちは暇ひま人じんじゃないのだから、そんなことをしている時間がもったいない。費用対効果がとても合わないのだ。朝から晩まで仕事に駆かけずり回っているというのに、意味のないことのために時間を割さく余裕などない。

　しかし視聴者とのコミュニケーションの特性を考えてネットを重視する意見もあって、テレビ業界でも一部では市民の反応として番組毎ごとにチェックする記者やディレクターも見られるようになった。とくにドキュメンタリーの作り手に多くなってきたことは、業界にいて俺も理解はしている。

　日毬は感心したように言う。

「番組だけで完結しないということだな。しかし、視聴者の間で話題が継続することに気を遣つかう必要はあるのか？　今まで私はたくさんのテレビやラジオの番組に出てきたが、そこまで想定していた番組はなかったと記憶しているぞ」

「エンタメはいいんです、どうでも。その瞬間に視聴者が何も考えず楽しんで見てもらいさえすれば。しかし、ニュースや事件、社会的問題を扱うコンテンツは、放送後の視聴者の反応がすべてといっても過言ではありません。メディアが伝えた情報源を元に、彼らがそれをどう料理してくれるかによって、番組の成せい否ひが決まると思っています。ある意味でこの番組は視聴者と双方向性があるというか……反応によって形を変えていく、そういう作り方をするんです」

「若い層を番組に取り込むには必要なやり方かもしれません。とくに難しい層ですからね」

　俺も同意した。高齢者層は黙だまっていてもテレビを見てくれるが、一方で若年層を取り込む方法は未だ確立されていないため、さまざまな方法を試こころみるのは悪いことではない。

「若年層にターゲットを絞しぼった番組作りは、プロデューサーとしての私にとってチャレンジでもあります。局として、最終的に採算が合うかどうかはわからない。しかしいつか、若い連中をテレビに呼び戻す方法を模も索さくするべきだと夢想していました。それがひまりんの出現によって現実化してくれたというわけです。……幸い私の抱える番組は上手く回ってくれているものが多いので、これでポカをしてもなんとかなります。だったら一つくらい面白いことにチャレンジしてみるべきでしょう？」

「企画書のコンセプトにあるように、二〇代、三〇代の世代をメイン視聴者に据すえるというのは、そういう深い意味があったということなのか。そこに重要な構想があるとは思わなかったぞ。こうして話してみるものだな。イメージがぜんぜん違うものになる」

「若い人たちは活動の比重を、徐々にテレビからネットに移しています。とくに政治経済などの扱いが難しいコンテンツでは、その傾向が強い。彼らのネット上での情報交換が、我々テレビ人としても無視できない程度にはなってきました」

「うむ。そうだろう。私の旧友も、テレビよりネットをしている時間の方が長い子もいたぞ。女の子がだ」

「ネットに書き込んで議論を交わして、〝繫つながってる感〟が大事なんでしょうね」

　俺も追従してうなずいた。

　プロデューサーが口にする。

「それでもやはり、我々マスメディアが世論形成の第一次情報である現実は変わりません。だから私はテレビに若い人を呼び戻してみたい。これができないと、テレビは永遠にダラダラとした衰すい退たいを続ける斜しゃ陽よう産業です」

「政治的成功を収めるためには、メディアの活用が不可欠であることは私とて理解したつもりだ。しかしマスメディアが第一次情報とは言い過ぎではないか。今ではネット上にでもさまざまな情報があると思う」

　日毬の言葉に、俺が指摘する。

「残念ながらそうじゃない。ネットとマスメディアはとうてい比べられない存在だ。経済システムにおける銀行、金融システムにおける格付け、社会秩序を維持する警察──それと同列なものが、世論形成におけるマスメディアってわけさ」

「ネット上で交わされる言葉の九割以上は、実際はマスメディア側が配信したことばかりですよ。政治経済情報も、芸能情報も何でも同様です。ネットはそれを『独自の見解』なるものを交えて披ひ露ろうし直しているだけです。ボルチモアサン紙の記者デイビット・サイモンは、『しょせんネットの書き手は、既存メディアに巣くう寄生虫のようなものだ』と指摘しています。宿やど主ぬしであるメディアは、寄生虫らによって徐々に経営を蝕むしばまれ、次第に弱体化してしまうというわけです」

　プロデューサーは手振りを交え、淡々と言った。

　俺は日毬を見やり口にする。

「テレビやラジオが提供するエンタメ、新聞が報道するニュース、書籍が取り扱う政治経済情報……彼らはそれをもとに自説を披露し、口やかましく議論を展開するわけだ。彼らの独自情報など実はただのひとつもない。あーでもない、こーでもないと議論することが重要なんだ。でもマスメディアが提供する情報がなかったら騒ぐことすらできないだろ？　自身には情報源もなければ、ツールもないんだからな」

「そうか……。マスメディアという第一次情報を受けたからこそ、初めて個々人の議論が成立していると言えるかもしれない……。マスメディアに反発する人たちも、ある部分では今の社会システムを肯定しているということか」

「だからその現実は現実と受け止めて、私たち宿主は、寄生虫をうまく扱っていく方法を模索していかなくてはなりません。若者を相手にする場合は特に。多くのテレビマンはときに寄生虫を邪じゃ険けんにしたり、目の仇かたきにすることもあります。それは為なす術すべがなくて、ただ絶望しているだけなんですよ。私もその一人ですが……若い人たちを取り込む方法を見つけ出すことは、マスメディアが経営的に生き残っていくことを探る道でもあります」

　プロデューサーは熱を込めて続ける。

「彼らに上手うまく議論するキッカケを与え、彼らの反応を探りつつ取り込むことができるかどうか……チャレンジしてみるだけの価値はあります。それは私個人の今後の番組作りの探究のためでもあるし、テレビ界全体にとっての調査のためでもあるんです。だからこの企画には、どうしても力のあるひまりんを引っ張ってきたかったのです」

「了解したぞ。私はベストを尽くしてみせる。私の政治結社も、若い層に支えられて成り立つべきだと考えているんだ」

「率直に言えば、プロダクションとしてはあまり喜ばしい話ではないですね。実験に協力させられるようなものです。本当なら日毬の最初の看板番組は、もっと手堅いもので勝負してみたかった」

　苦く笑しょう混じりに俺は言った。本心だ。

「申し訳ありません。ひまりんとは末永くやっていきたいからこそ、正直なところを打ち明けておくべきだと思ったのです。私もテレビマンとして少々ですがリスクを負ってのことですので、どうかよろしくお願いします」

　そう言って、プロデューサーは丁てい寧ねいに頭を下げてきた。
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「颯斗にがっかりさせられたのは初めてだ。どうして時々、『ひまりんプロジェクト』に否定的なことを言うんだ？　素晴らしい番組だと思わないのか？」

　東洋テレビの地下駐車場で、日毬は後部座席に乗り込んですぐ、苛いら立だちを隠さず詰きつ問もんしてきた。番組について、俺が時おりネガティブなニュアンスを口にすることが気にくわないらしい。

　俺は車を動かしながら説明する。

「番組を否定するつもりはないぞ。だけどタレントにとって、自分が看板を背負う番組が成功するか失敗するかは、とても重要な分岐点なんだ。とくに日毬の場合、最初の看板番組はかなりの注目を浴びることになる。そんななかで躓つまずいたら、『日毬がやる番組は失敗する』と番組制作者に印象づけられてしまう。あのプロデューサーがテレビ業界の将来を憂うれう気持ちはわかるけど、それとこれとは別の話だ。慎重に考えなくちゃならないだろ」

「この仕事こそ私がやるべきことだろう！　私の目的はアイドルなぞではないと颯斗は知っているはずだ。政治に進出するための重要なステップになる。私は新番組に驚喜しているぞ。信じられない思いだ。アイドルになって良かったと心から感じる。それなのに颯斗は……」

　溜め込んだ不満を爆発させるように日毬は言った。

「日毬が政界進出したがってるのは誰よりも知ってるよ。だから冷静になってくれ。政治番組を持つことと、日毬が政界に進出することに深い関連性はない。むしろ手堅く成功が見込める番組から看板を背負った方が良かったかもしれない」

「いいや、『ひまりんプロジェクト』は必ず日に本ほん大たい志し会かいの政治進出にとって大いなるプラスになるはずだ。舞い降りてきた天てん恵けいだと私は思う。この好機を活かさないのは愚おろか者ものだ」

　地下駐車場から出てすぐ渋じゅう滞たいに巻き込まれ、車をゆっくり走らせながら俺は言う。

「日毬はこの話に有う頂ちょう天てんになってて周りが見えなくなってるだけだ。上手くいっている今こそ焦っちゃいけない」

「鍛え上げられた剣士は、いついかなるときでも冷静でいられるものだ。私が冷静でないわけがない。それに颯斗は、あんな熱心に業界の将来を考える相手のために努力してやろうとは思わないのか？」

　日毬は責め方を変えてきた。よほど俺を問い詰めたいのだろう。これだけ番組に歓喜しているのだから、気持ちはわかる。

「俺だって仕事を受けたのは、真しん摯しに番組作りをしていこうとする制作側の姿勢が見えたからだよ。だけどな、あのプロデューサーの気持ちはわかるが、彼の憂ゆう慮りょは別に日本のためとかじゃなくて、職業的義務感だぞ。そもそもテレビが若者にそっぽを向かれたのは自業自得であるということを忘れちゃいけない。どっちかというとテレビ側に問題が大きかった。その現状は今だって何も変わっちゃいない。だいたい日毬自身、この仕事に就くまではテレビなんぞ見てなかったろ？　俺だって蒼そう通つうで働いてなきゃ、好き好んで見るような番組もなかったさ」

「……」

　バックミラーごしに日毬は唇くちびるを尖とがらせ、不服そうに俺を睨みつけてきた。

「あのプロデューサーがなかなか真っ当な人物であることは、俺も重々理解してるよ。でもな、テレビマンに過度に期待しすぎちゃいけない。日毬が考えているほど大層な世界じゃないんだぞ」

「立派なプロデューサーではないか。颯斗の言いたいことがわからないな」

「大手キー局の正社員として働くってのがどういうことか、日毬にはピンと来ないだろう。あれは現代の天国なんだよ。給料は抜ばつ群ぐんにいいし、雇用の心配は公務員よりもないし、間違いなく権力の頂点の一角に君くん臨りんしてる。それにな、〝世界の中心で働いてる感〟というのは何物にも代え難いシロモノだよ。日本中が毎日、自分の仕事に注目してくれている。自分を中心に社会が回ってるような錯さっ覚かく──。この感覚が当たり前になると、そこから抜け出すことなど考えられなくなるだろう」

　渋滞は続いていた。日毬は相変わらず難しい顔つきだ。俺は話を続ける。

「テレビ局の正社員は学歴社会の頂点だ。競争を勝ち抜いた努力家で、みんなエリートだ。もともと頭は抜群にいい。……でもな、局に就職できたということそれ自体で、人生の自己実現が叶かなってるんだよ。これが大手キー局と他業種が一線を画かくするところだ。だから入社した時点で成長が止まり、そこからは視野がどんどん狭くなっていく。非常識な自分の業界の判断基準でしか物事を判断できなくなるテレビマンも多い。原発で揺れた東電だってあれだけの問題を晒さらしてる。局のドグマは、その比じゃあないんだよ」

「苦労しなくなると人間の成長が止まるということだな。それはその通りだが……。就職のとき、颯斗はキー局にも受かったと言っていたな。天国のような環境だからあえて外したのか？」

「俺の場合はもっと単純で……オヤジが蒼通を嫌い抜いていた。テレビ業界も毛嫌いするオヤジだが、とりわけ蒼通を嫌悪していた。だから俺は問答無用で蒼通に入ることに決めたんだ。白状すると、本当にそれだけなんだよ」

　そう言って俺は肩をすくめた。今から振り返ればメチャクチャな理由だが、事実なのだから仕方がない。

　俺は続ける。

「権力が腐ふ敗はいするのは世の常だ。人が天国に暮らせば、必ず頭が腐敗する。中長期的な視野で見れば、天国なんざロクなものじゃない。死後には天国に行きたいっていうが、そんな場所には近寄らない方がいいぞ。そりゃ局のなかにだって細かい人間関係での不平不満はあるだろうが、この息苦しい世の中にあって、特異な場所であることも確かだよ。あのプロデューサーはそういう世界で真っ当というだけであって……だからこそ協力すべきなんだが……かといって全面的に寄りかかるわけにもいかないということさ。テレビマンの言うことを鵜う吞のみにせず、自分で注意深く計画を立てていく必要がある。俺だって蒼通の営業として、常識が通用しない業界の連中を相手にしてきたんだ。蒼通の人間は皆、その辺をよくわかってる」

「しかし……蒼通の方が局よりも上位にあるのではないか？　この業界に身を置いてみると、私には蒼通の方がはるかに力があるように思えるぞ。『Kagura』の成功でもそう思えた」

　多くの人は今の日毬の意見のように考えがちだ。ある部分では間違っていないが、蒼通に入社すれば自己実現が叶うかと言われれば、まったくそんなことはない。

　少し考え、俺は説明する。

「蒼通の力の根源はただひとつ。テレビＣＭ枠の九〇％を蒼通が押さえていることだ。実質的には一〇〇％に近いんだが、公正取引委員会に言い訳が立つように調整してるだけさ。他の代理店は蒼通に頭を下げなきゃ広告もできない。それは蒼通がテレビマンたちと癒ゆ着ちゃくしてるおかげだ。営業が楽なことは認める。でも面白いかと言われれば、別に面白くもなんともない。メーカーや銀行の一般企業サラリーマンと同じで、仕事の大半はつまらない。転職する人間だってボチボチいるぞ。俺や由ゆ佳か里りだって、ある意味じゃ転職組だ。しょせん一般企業の範はん疇ちゅうにすぎないんだよ」

「そういうものか……。蒼通での仕事はもっとテレビ寄りなのだとばかり思っていた」

「ここで俺がとくに強く日毬に言っておきたいことは、冷静に一歩引いて考えてみてほしいということだ。日毬は浮かされすぎてる。ただ熱くなるんじゃなくてさ、本当に自分の将来に繫がるのかを考えてほしい」

　俺の言葉に、日毬はさらに目め尻じりを上げる。

「……だがどう考えても、『ひまりんプロジェクト』が、私の政治的成功に繫がっているとしか思えない」

「だから、それが誤解なんだ。話したろ、『政治番組を持つのと、政治的成功は別のこと』だって。無関係なんだよ。それどころか逆効果にだってなりかねない。慎重に判断して取り組んでいくべきだ」

「ならば、『ひまりんプロジェクト』は慎重に判断しなかったとでもいうのか？」

　日毬は苛立たしそうに口にした。

「あのプロデューサーの熱意に動かされたことは事実だ。日毬にとってプラスになるかマイナスになるか、冷静になって考えていなかったと思う。やっぱりどういう結果になるか不安が大きいな」

「プラスになるに決まっているだろう！　私はタレントとしての成功を望んでいるのではなく、政治家としての成功を望んでいるのだ。これをプラスになると考えない颯斗のことが、やはり私はわからない」

　日毬は頑がんとして言い切り、姿勢を正して俺を睨む視線をいっそう険しくした。

「……」

「……」

　バックミラーごしに俺たちは視線を合わせた。俺は困った風に日毬を見やったが、日毬の方は怒っているようだった。興奮ぎみな日毬を、今ここで落ち着かせることはできそうにない。

　ため息をつき、俺は言う。

「いずれにしろ『ひまりんプロジェクト』は受けることが決まってるんだ。俺だって前向きに取り組もうとしてる。だけど自分がどのような状況にあるか、いつでも正しく把は握あくしておくべきだ。それにプロダクション側の不安や不満だって、しっかりプロデューサーにぶつけておくべきだろ？　日毬の人気を切り売りするんだから、確認する権利くらいある。それが信頼関係の出発点だ」

「……幸いにもこの番組はやることになったが、颯斗のスタンスを見ると、今後のことが心配だ。日本大志会にとって重要な仕事を勝手に断ってしまうんじゃないかと不安になるぞ。私がアイドルとして苦く汁じゅうを吞のみ込み戦ってきたのは、このためにあったんだと思う」

「日毬の望みは現実的に政界に進出することであって、テレビで語ることは数多くある手段のひとつでしかないだろう？　目的と手段をはき違えちゃいけない」

「私は颯斗のことをこんなに大切に想ってるのに、どうして颯斗はわかってくれないんだ！　颯斗なら、私の想いをわかってくれると思っていたのに……」

　それから車内で、しばらく不ふ毛もうな議論が続いた。

　日毬とギクシャクした雰囲気になったのは初めてのことだ。それだけ俺のスタンスが日毬には消極的に映り、不満を溜め込んでいたということだろう。日毬はどうしてもこの番組をやりたくて仕方がないのだ。
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　日毬と不ふ穏おんな雰囲気のまま事務所に帰り着くと、事務所にいたのは壮そう司じだけだった。今日は千ち歳とせに由佳里を付いていかせているし、凪なぎ紗さが事務所に出社してくるのは仕事が入っている日だけだ。

　俺は壮司に挨あい拶さつし、自分の席に腰かけてパソコンの電源を入れた。

　日毬は応接ソファに腰を降ろし、ふぅと息をはいた。車で俺と言い合いになったため、一息つきたい気分なのだろう。

　ふと席を立った壮司が書類を持って、日毬の前に腰かけた。

「おつかれさまです、総そう帥すい。つい先ほど、日本大志会の党員数はついに一万人に達しました。伸び率も加速度的に増加しており、このペースでいけば一〇万人に達することも不可能ではないかと。党がこれほどの勢いで拡大しているのは、私にとっても驚おどろきです」

　その話に俺は恐れ入り、ソファで対面する二人を眺めやった。極右系団体の党員が万単位など無理だと判断していたのに、それは間違いだったようだ。本当に日毬には予想を裏切られてばかりである。もっとも政治団体員というよりも、ファンクラブに入っている意識の人が大半かもしれないが。

　先ほどの雰囲気とは一転し、パッと日毬の顔が輝く。

「ついに一万人か！　一〇〇万人まで一気に拡張したいところだな。いずれは一〇〇〇万人を目指したい。本当の日本人であれば、必ず日本大志会の理念に共きょう鳴めいしてくれるはずだ」

「このまま党の拡張を続けて、次の総選挙では候補者を擁よう立りつして戦うのもいいかもしれませんね。メディアの注目は総帥に集まるはずですし、幸いにも広報活動は社長や由佳里さんというプロフェッショナルの協力が期待できます。この勢いさえ保てれば、暴力的な手段を用いずとも民族革命が成し遂とげられるかもしれません」

「しかし今の制度では年齢制限があるのだろう？　私が立候補するには、運動して制度を変えなくてはならない」

「日本大志会が選挙で勝てばいいんです。そうすれば制度に手を加えられますし、総帥が頂点に立つさまざまな方法がある」

「たとえばどんな方法だ？　聞かせてくれ」

　壮司は身を乗り出す。

「我々が政権政党になって、総帥を国務大臣に任命すればいいのです。国務大臣の過半数は国会議員で構成する必要がありますが、議員でなくとも文民から自由に選定することができます。最初から第一党になれるかどうか定さだかではありませんが、一定の議員数を確保して各党と交渉のすえ与党の一角を担にない、その条件として総帥を国務大臣に入にゅう閣かくさせることもできます。与党になればさまざまな法案を通すことも可能になるわけで、総帥を国政のトップに据えるための条件を整えることができるというわけです」

　日毬はヒザを打つ。

「そうか……！　総選挙で真っ向勝負する方法もあるというわけだな！　この国を愛する心の大きさで、私に敵う相手などいるわけがない」

　なるほど……初めて聞いた計画だったが、なかなか面白い。日毬自身が選挙で勝つ必要はないわけだ。あくまで日毬は党全体の看板として立ち、各候補者を応援して国会に送り込めば、日毬が大臣になる道が開けてくるということだろう。そうすれば平和的な手段で政権を奪取する方策が出てくるというものだ。

「ですが一方で、総選挙に勝つのは並大抵のことではありません。自じ友ゆう党、公こう世せい党などは極めて強固な組織力を有していますし、民みん政せい党は与党を経験したため多数の有名政治家を抱えています。それに比べ、現状の日本大志会は総帥一人の力で成立している党ですから、選挙で多くの議席を確保するには高い壁があります。総帥のカリスマ性は類たぐい希まれなるものでも、たった一人のカリスマが、自友党、民政党、公世党などを敵に回してどこまで戦っていけるのか……私にも測はかりかねるところです」

　壮司が冷静に指摘すると、日毬は腕を組む。

「ふむ。日本を迷走に導いたヤツらには、私がこの手で引導を渡してやらねばならない。なんとしても日本大志会は勝つ。いずれ日本大志会が評価され、日本国民の支持を一身に集めるときが来るはずだ」

「今はそれを信じて、党員獲得に邁まい進しんするしかありませんね。党員数が、私たちの力を客観的に測る目安といえるでしょう」

「ますます私のアイドル活動が大事になってくるというわけか……。これまで以上に精進を重ねなくてはならない」

　そう言って、日毬は重々しくうなずいた。

「そして総選挙に打って出る道を選ぶなら……やはり総帥クラスの看板を複数名確保することが必要かもしれません。総帥ほどのカリスマはいないかもしれませんが、せめて総帥をサポートできるくらいの宣伝力を持った人材が必要です」

「党を率いることができるくらいの有力メンバーを、他にも探すということだな？　……方法はあるかもしれない。実は近々、東洋テレビで私が政治番組の司会を務めることになったんだ。番組名は『ひまりんプロジェクト』。各界の若手一流人を交えて討論していくんだ。その番組内でもし有力者が発掘できれば、スカウトしてみる方法があるだろう」

「政治番組の司会者……それはすごい！　そのような党首がかつていたでしょうか。さらに党員の拡大が加速するかもしれませんね」

　壮司はしきりに感心しているようだった。

「芸能界に入って一番嬉しいことだ。しかし颯斗はあまり熱心じゃないんだが……」

　チラと日毬は、俺に視線を向けてきた。

　意外そうに壮司も俺を見やってくる。

「おや、社長はあまり積極的ではないのですか？」

「冷静に見てるだけさ。『ひまりんプロジェクト』に日毬が入れ込みすぎてちょっと暴走気味だから、逆に心配してるんだ」

　そう俺が言うと、日毬はムキになってドンと拳こぶしをテーブルに打ち付ける。

「私は暴走などしていない！　颯斗はネガティブで困る。この番組にこそプロダクションの全力を注そそいで取り組むべきだ」

　そして日毬は、忌いま々いましげに俺を睨みつけてきた。

　車で話し合ってきたことをもっとかみ砕くだいて説明して聞かせようとしたが……日毬が真剣に怒る様子を見て、口にするのはヤメにした。日毬は興奮している。言い合っても、また不毛な議論に陥るだけだ。

　いずれにしろ番組の開始は決定しているのだし、事を荒立てるのは得策ではない。





◇






「今回、どうもありがとうございます！　凪紗ちゃんの最初の仕事をうちにしてくれて大変光栄です。なんとお礼を言っていいか」

　創業時から付き合っている『エイティーン』の編集者が、恐きょう縮しゅくした面持ちで口にした。

　俺は謙けん虚きょに応じる。

「日毬の初期の仕事のひとつでしたし、デビュー以来ずっと世話になってきましたからね。験げん担かつぎで、凪紗もここからスタートしてみようかなと」

　今日の『エイティーン』のスタジオ撮影は、いつもの仕事の一環として日毬と千歳もやってきたが、メインは凪紗だった。加えて、マネージャーとしての挨拶かたがた由佳里も同行している。だからマネージャー二人とタレント三人、ひまりプロダクションが揃そろい踏ぶみの案件だ。

　俺の隣に進み出た日毬が言う。

「今日もよろしくお願いする。とくに姉上にとっては初仕事だ。お手柔らかに頼む」

「お初にお目にかかります、神楽かぐら凪紗です。至らないことが多くご迷惑をおかけしてしまうかもしれません。ふつつか者ではございますが、精一杯役目を全うするよう努めます。どうかよろしくご教きょう示じください」

　とてもタレントとは思えないほど畏かしこまって、凪紗は丁重に頭を下げた。

　スタジオ内のスタッフ一同の視線が凪紗に集まっていた。いつもなら日毬や杏あん奈なのような看板モデルの撮影中、スタジオの隅すみで駄だ弁べっていたりする他のモデルの子たちもポカンとした様子で、古風な挨拶をする凪紗を眺めていた。

　感心したように凪紗を見やっていた編集者が口にする。

「へぇ～、素の凪紗ちゃんって、今すごく話題の『なのである語』じゃないんですね。日毬ちゃん以上に剛ごう気きなタイプかと思ってました。普通に丁寧で、逆にびっくりしたっていうか」

　ハッと何かに気づいたように、凪紗は挨拶し直す。

「か、神楽凪紗なのである。不慣れだが、懸命に取り組むつもりなのである。よろしくお願いしたいのである」

　すかさず日毬が凪紗のやや前に進み出て口をはさむ。

「姉上はあまりこういう場所に慣れていないんだ。もし姉上に質問があれば私を通してほしい。直接話しかけるのは止めてくれ」

「凪紗ちゃん……そこまで相手に合わせる必要はないからね……。もっと普通でいいの。リラックスして」

　由佳里が後ろから凪紗の肩に手をおき、優しく言った。

　編集者がスタジオ内を見やり、撮影場所に手をかざす。

「じゃあ早速撮影に入りましょうか。あそこに立ってみてください。凪紗ちゃん、お願いします」

「了解なのである……」

　それから凪紗は指定された場所に立ち、カメラマンからあれこれと指示を受け、言われた通りのポーズを取った。カメラを前にしたときのポーズは日毬や千歳から習ってきている。しかし顔は真剣そのもので、眉み間けんにしわを寄せ、カメラを仇かたきでもあるかのように睨みつけていた。おそらく気を張っていないと耐えられないのだろう。

「さっそく何枚か撮りますね。もっと気楽にやってくれていいですよー」

　カメラマンが声をかけた。

　その後ろから、日毬や千歳も応援の言葉を投げかける。

「姉上、緊張することはないぞ。私がすぐ側にいるんだ」

「凪紗さん、ファイトですよ！」

　由佳里は俺に顔を近づけ、ささやく。

「最初のころの日毬ちゃんより硬い感じがしますねー。早く慣れてくれるといいんですが」

「そうだなぁ……。数をこなせば慣れてくれると思うんだが……」

　カメラマンは凪紗の周りをゆっくりと回りながら、何枚も写真を撮った。いちおう凪紗は、指定されたポーズにはすぐさま応えようとする。ポーズの種類も日毬と千歳から教えてもらっているから、対応に悩むことはないようだ。

　しかし……凪紗の表情はちっとも改善する様子がなかった。

「もっと笑ってくれませんかー？」

　そうカメラマンから声をかけられる度に、凪紗の表情はいっそう険しくなっていった。本人は笑顔になろうとしているに違いないのだが、努力するほど厳しい面持ちになってゆく。最初のころの日毬もそうだった。だが凪紗は、さらに輪を掛けた堅かた物ぶつだった。

　見かねた日毬が、困った様子で撮影を眺めていた編集者に口にする。

「提案があるんだ。姉上は今日が初めてで、まだ慣れていない。だから、私も一緒に手を繫いで撮るというのはどうだろうか？　二人で写るのは迷惑になるか？」

「手を繫いで……？　……なるほど！　それはむしろいいアイデアですよ！　話題の姉し妹まいで誌面を飾りましょう！」

　唐とう突とつな提案に編集者はむしろ喜んだようで、何度もうなずいた。

　すかさず編集者は撮影にストップをかけ、カメラマンにあれこれと指示を伝えた。

　そして日毬は、凪紗の隣まで進み出る。

「姉上、一緒の撮影だな。最初は緊張すると思うが、何度かやっているときっと慣れてくるはずだ。焦らなくていいんだ」

　日毬は手を差し出し、凪紗の手をギュッと握りしめた。

「日毬……」

　凪紗はホッと落ち着いた様子で、穏やかに微笑ほほえんだ。

　咄とっ嗟さに俺は言葉をかける。

「ほら凪紗、今の表情だ。すごく良い顔してたぞ。真ま面じ目めに構えちゃダメだ。凪紗の場合、仕事だと思わないくらいが丁度いい」

「わかりました織葉殿……。懸命に仕事だと思わないように努めます」

「だから懸命とか必要ない。とにかく楽にやってくれ」

「今日は私が一緒だぞ。ずっと手を繫いでいるからな」

　日毬が優しく言った。

「はい、日毬……よろしくね……」

　凪紗はだいぶ落ち着きを取り戻し、日毬と手を繫いだままカメラと向かい合った。

　さすがに撮影慣れした日毬はすぐに笑顔をカメラに向け、一方の凪紗は安心したような穏おだやかな表情になる。この表情はアリだ。日毬と対になっていて、かなり良い構図である。無表情や、怒っているような顔つきよりはずっといい。

　撮影が再開されると、打って変わって順調に進むようになった。何枚も写真を撮ったが、凪紗は安心した様子でカメラと向かい合ってくれていた。こうして場数を踏んでくれれば、いずれ凪紗もピンで仕事がこなせるようになるだろう。

　俺は隣の編集者に詫わびを入れる。

「不慣れなモデルに付き合ってもらって申し訳ありません。ギリギリのスケジュールで撮影してるのに、こうして時間を割いてもらいまして……」

「いやいや、話題のお姉さんに一番最初に出てもらえただけでありがたい限りですよ。いくらでも付き合いますって。今回の号は凪紗ちゃんがすべてですので。部数も二割増しで刷することが決まってます。相当な反響になるはずですよ」

　編集者は嬉き々きとしてそう言った。
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　撮影後の控え室。ひまりプロダクションの借り切りだ。

　ここに引き揚げてきて早々に、凪紗は俺たちに頭を下げてくる。

「ご迷惑ばかりおかけしました……。プロダクションに所属して初めての仕事をこなすことができたのも、皆さんのご支援のおかげです……」

「良かったですよ、凪紗さん！　私だって初めての撮影は緊張しましたし。正式な初仕事、おめでとうって言わせてください」

　千歳は声を大にした。

　日毬も続く。

「姉上は立派だ。長い撮影だったのに、最後まできっちり勤つとめ上げただけで十分だ。姉上がこうして仕事をこなせると知っただけで、私は大いに感動したぞ」

「なんとか終えることができたのは、日毬が手を繫いでいてくれたおかげです。……日毬、ありがとう」

　か細い声で、だがしっかりと凪紗は言った。

　由佳里が口をはさむ。

「モデルとして初めての露出が、日毬ちゃんと二人並んでってのは逆に良かったわよ。ありそうでなかったからねー。この前の原宿での記者会見のときに、二人同時に映ったくらいだったかしら。今度の『エイティーン』はきっと完売するはずよ」

「初仕事を乗り切ったおかげで、この仕事をやっていける自信が持てたかもしれません。また惨みじめな姿をお見せしてしまうかもしれませんが、精一杯努力してみます……」

　凪紗は胸の辺りに手をおき、健けな気げに言った。

「日毬が話題になったときも爆発的に売れたし、今回も女性ファッション誌に関係ない男たちがかなり買うだろう。凪紗効果のおかげでな」

　俺の言葉に、すかさず千歳が同意する。

「絶対そうですよ。みんな凪紗さんを見たいんです。待ってたんです」

「千歳が初めて出たときは、ピクリとも数字は動かなかったけどな。やはり凪紗は格が違う」

「私が出てる雑誌をぜんぶ買ってくれてる人だって数人いるんです！　ファンレターやファンメールだってたまに来るじゃないですか！　ブログでも、『買ったよ～』って応えてくれた人がいるんです！　一〇部くらいは販売が増えたはずです！」

　千歳は一心不乱に猛抗議してきた。しかし仮に一〇部増えたところで、万単位を売る雑誌にはまったく影響がない。

「ファンメール……そうだ。凪紗の紹介ページも作らないとな。それから公式ブログでも作って、そこで掲けい載さいされる仕事を案内していくことにするか。千歳と違ってファンメールが押し寄せるかもしれない」

「そんなこと言うなら、私もド派は手でに逮捕されて有名になっちゃいますから！　グラビアアイドルなのに、毎日ラーメンとかトンカツとか天丼とか食べたり、仕事の合間にお菓子やフライドポテトを摘つまみ食いしてやるんです！　好物のお蕎麦そばはしばらく食べるの禁止してやるんです！　日本中が絶望の闇やみに包まれちゃうと思います！　お巡まわりさん、私です！　大変なニュースになりますよ！」

　両腕をしきりに上下させ、千歳は息巻いた。

　冷静に俺は受け流す。

「いつまで経っても逮捕されないと千歳が気づくまでに、おそらく三年はかかるだろうな」

　由佳里が優しく言葉をかける。

「千歳ちゃんはかなり良い線いってるわよ。テレビやラジオにも普通に呼ばれるし、早くもＣＭだってこなしてる。グラビアから始めたアイドルとしては大成功の部類。お世辞じゃなくてね。運良くまともな芸能プロダクションに採用してもらえたって、今の千歳ちゃんレベルに達する子なんて一％もいない業界なんだからね。本当よ。先輩はからかってるだけ」

「そ、そうなんでしょうか……。いっつも社長からバカにされてますし……それに日毬先輩をそばで見てると、あまりに途と方ほうもない存在で……永遠に追いつけない気がして落ち込んじゃいます……。仕事量も圧倒的に違ってて、間近で見るとやっぱり日毬先輩はドキッとするほど美しいですし……」

「千歳は大げさだな。お世辞を言ってくれるのはありがたいが、実態とかけ離れて褒められると恥ずかしくなってしまうぞ」

　珍しく日毬はもじもじしながら言って、頰ほおを染めてうつむいた。

　由佳里が言う。

「日毬ちゃんや凪紗ちゃんみたいな特殊な人たちと比べちゃいけないわ。だいたい千歳ちゃんを懸命に売り込んできたのは先輩なんだから、バカにしてるわけないじゃない。千歳ちゃんはトップアイドルのひとりよ」

「トップアイドルと言うには微妙すぎるラインだ。そのレベルには届いてないだろうな」

　俺は正確なところを指摘した。

「先輩、ちょっと黙っててもらえます？」

　由佳里が睨んできたので、俺は肩をすくめた。

　千歳のそばに寄った由佳里は、視線を合わせて続ける。

「普通はね、アイドルなんて自称みたいな子がほとんどなのよ。コアなファンを集めた撮影会や、自分で自分のＤＶＤを売り歩いたりするだけでアイドル人生が終わっちゃうの。知ってる？　一説には、アイドルの子は一万人もいるって言われてるんだから」

　日毬が上うわずった声を出す。

「一万人⁉　そんなにいるのか？　日本大志会の党員数に匹敵するぞ？　私が仕事で会うアイドルの子たちはほとんど毎回同じだし、二〇人くらいしか私は知らない」

「日毬ちゃんが会うのは、メジャーで活躍してる子たちだけよ。一見信じられない数だけど、地下アイドルとして活動する子たちとか、あまり仕事がない芸能プロが乱立してる状況をみてると、あながち冗談とも思えない数字。何をやってきたかわからないような社長が一人で切り盛りしてる芸能プロが世の中にはいーっぱい。巷ちまたではアイドルもののコンテンツが流行はやってるっていうし、自分もできると思っちゃう人が多いんじゃないかしら」

　ふいに千歳は俺を指差し、カラカラと声を上げて笑う。

「あー、それって社長のことじゃないですかー？　最初のころ、うちの会社だって社長ひとりだったんですよね。ワンルーム事務所だって聞きましたし」

「フッ」

　俺は鼻で笑った。まったくの見当違いすぎて、痛くもかゆくもなかったからだ。

　代わりに由佳里が落ち着いて諭さとす。

「先輩は曲がりなりにもキャリア持ちだし、最初から官庁関係の仕事があってのことだからね。営業活動だってどこよりもまともだったと思う。地下活動は端はなっから眼中になかったからね。メディアに進出できないのなら、日毬ちゃんのプロデュースをする意味もなかったし」

「うちは相当まともだったってことですか？」

「うん、かなーり。だって私も先輩も蒼通にいたのよ。最初からメジャーでの活動しか念頭に置いてなかった。有う象ぞう無む象ぞうの芸能プロと比べちゃダメよ」

「そ、そうなんですか……。くう～、初めて社長に反撃できると思ったのに……」

　千歳は苦々しい表情でうつむいた。

　俺は追い打ちをかける。

「千歳は世間知らずにも程がありすぎる。まったく困ったものだ。千歳が人並みになるまでに、あと三〇年は修行が必要だろうな」

「悔しくて哀しくて、どうすれば社長に勝てるのか最近ずっと考えてばかりです……」

　いっそう千歳は落ち込んだようだった。

　由佳里が励はげます。

「だからね、そのプロダクションに採用されたんだから、たったそれだけでも千歳ちゃんは誇っていいの。こなしてきた仕事の実績はもちろん、容姿だって千歳ちゃんは一万人のなかでも十分にトップクラスよ。自信を持って」

　半なかば茫ぼう然ぜんとしたように凪紗が言う。

「それにしても……そんなにたくさんのアイドルの方がおられたんですか……。もっと特殊な業界だとばかり思い込んでいました……」

「私たちが想像もつかないいろんな仕事があるってことでしょうね。芸能プロも、メイド喫きっ茶さの派生だったり、地下アイドルをちょっとしか抱えてなかったり、撮影会専門だったり……さらに深く潜もぐると、実態はデートクラブとか、エッチなチャットをする会社とか、水商売のスカウト会社とかもういろいろ。それで稼げるんだから、すごいわよね～」

　そんな由佳里の言葉に、俺が応じる。

「まともに中小の芸能プロを経営するより、そっちの方が手堅く稼げるかもしれんぞ。とくに最近は、メディアの相手をしててもサッパリ儲からない。大手のちゃんとした芸能プロほど商売がどんどん厳しくなってきてる。うちだって日毬がいなけりゃ、とっくに撤退してただろうよ」

　ふと気づいたように日毬が言う。

「そういえばテレビ番組の撮影が終わったあと、私たちタレントやアイドルが何人か楽がく屋やに集まると、給料のお話になることが多いんだ。やっぱりどこのプロダクションも経営が苦しいらしい。タレントの方もきちんと収入があるのは上位の一部だけで、大半はやりたくない小さな仕事を受けたり、バイトをしながら生活している人が多いのには、最初のころ私もずいぶん戸と惑まどったものだ。今ではそんな環境に慣れてしまったが……」

「たしかに普通のプロダクションはどこも苦しいけど、タレントをタダ働きさせていいってわけじゃない。もうこれは人としての問題だろう。……だけどな、そんな条件で働くタレントもタレントだ。みんなチャンスを摑つかもうと必死なんだろうけどさ……そこまでしてタレント業ごときにしがみつきたいのかと、俺なんかは問い詰めてやりたいところだけどな」

　そう俺が応じた。

　千歳も口にする。

「私が固定給で三〇万円ももらってるっていうと、みんなビックリします。私と同じようにグラビアもたくさんやって、テレビやラジオにもそこそこ出てるレベルのアイドルの子たちも、固定給七万とか五万とか、完全歩ぶ合あいで働いてる子とか普通です。同業の子たちと話してみて、私がもらいすぎていることが初めてわかりました……。うちの話をすると、みんなこっちに移籍したがります。なかには勘かんぐる人もいて、私が社長の愛人だったりするのかって……」

　すかさず俺はうなずく。

「噓うそ偽いつわりなく、うちはかなりまともな芸能プロだぞ。芸能界随ずい一いちの良質な企業だと自負してるね。千歳がうちに所属することが決定したときに、自分がとんでもない条件を言いまくったことがようやくわかったろ？　だから世間知らずって言われるんだよ」

「……。社長にバカにされて毎日とっても悔しいですけど、すごく良い環境を用意しててくれてるんだと思います……」

「そういうのもプロダクションのひとつの格だ。うちは小しょう所じょ帯たいだからこそ、そういう格式を追求していきたい。狭い世界だから噂うわさが広まるのも早いし、うちが金にきちっとしててタレントを優ゆう遇ぐうしてるってことが知れ渡れば、仕事面でもプラスになる。そうした噂もちょっとした宣伝広告として考えれば安いものだ。うちは余計なタレントを抱えたりしないからできることだよ」

　由佳里が指摘する。

「他でかなりのお金を稼いでるって事情も大きいでしょうね。正直、うちの売上・利益の構成は、通常のプロダクション業務はかなり小さいです。芸能プロなんて名ばかりで、実際には別の企業体ですよ。所属タレントを使って、『Kagura』のような独自事業を創つくることが、本当のうちの事業の柱です」

「そういうことだな。芸能プロなんざ大して稼ぎには繫がらない。この土台を活かしてどのくらい新しい柱を立てていけるかが、俺と由佳里の腕の見せ所というわけだ」

「ひまりプロダクションは普通と違っていたんですね……。業界に疎うとい私は、これが普通なのかと思い込んでいました。一般的なプロダクションは、どうやって成り立っているんでしょうか？」

　凪紗の疑問に、俺が応じる。

「さっきも言ったように、メディアを相手にしてる大手芸能プロほど今の時代は稼げない。これからさらに稼げなくなって、先細りしていくだけだろうな。でも逆にだな、由佳里が挙げた有象無象に存在する無数の芸能プロは、意外と稼げる手段があるものだ。一人でもファンを摑まえれば、撮影会や有料チャットで手堅く稼げる。それなりに金さえ払ってくれるなら一対一での撮影会をやったっていいんだ。うちは絶対に地下アイドルやデートクラブみたいな方向はやらんけど、そっち方面にまで手を広げて、やっと経営が成り立つ中堅芸能プロだってあるだろう」

　千歳が声を上げる。

「あー！　同業のアイドルの子が、一対一の撮影会もやってるって聞きました。すごく嫌な仕事だけど、事務所の要請だし仕方ないって言ってましたよ。それで男の人が来てくれるんですねー。びっくりですよ」

「そりゃ日毬や凪紗が撮影会を呼び掛けたと考えてみろって。わんさと男が押し寄せるだろ」

「それはそうですね、確実です」

　千歳は力強くうなずいた。

「千歳の場合は…………」

　俺はしげしげと千歳を見やりながら言うと、千歳は何かに期待するように瞳ひとみを輝かせた。

　意い味み深しんに俺は続ける。

「…………うん、何でもない」

「社長を刺して私も死のうと思います。最近そんな気持ちになるんです」

　愛憎がこもっているような目を、千歳は俺に向けてきた。包ほう丁ちょうでも持ち出してきそうだから洒落しゃれにならない。千歳は純情すぎるだけに、危険なほど思い詰めすぎるきらいがある。いつか刺されやしないかと本気で心配だ。

「あはは、冗談だよ。集まるに決まってるだろ。千歳は一級のアイドルだ。本当だぞ」

「……。……やだ……ほんの……ほんのちょっと褒めてもらえただけなのに……すごく嬉しいのが悔しい……」

　突然、千歳はジワッと目に涙を溢あふれさせた。

　咄嗟に由佳里が千歳の肩に手を置いて慰なぐさめる。

「何も泣くことないのに！　千歳ちゃん、大丈夫よ。これからは、お姉さんが先輩から守ってあげる」

「すみません急に……。でもきっと、いつか社長にもっと褒めてもらえるよう頑張ってみせます……」

　千歳が懸命に涙を堪こらえていたので、由佳里が千歳を引き寄せる。すると千歳は由佳里の胸に顔をうずめた。

　いつものようにからかっただけなのに、まさか泣いてしまうとまでは思っていなかった。あとできちんと謝っておかなくてはならない。

　千歳の頭を穏やかに撫なでながら、由佳里が俺をムッとした表情で睨みつけてきた。

　女の敵呼ばわりされそうだったので、ここは由佳里に任せ、俺は手っ取り早く一人控え室を抜け出したのだった。
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　今日は日毬と千歳のレコーディングの日だった。ＣＤデビュー用の歌をスタジオで収録するのである。

　といっても、世間が想像するような華はな々ばなしい何かがあるわけではない。

　あるイベントを盛り上げようと思えばいくらでも演出できるし、何もしなければ何もない。それだけのことだ。そしてＣＤデビューは大したビッグイベントだとは判断していなかったから、派手にするつもりはなかった。

　メディアを大々的に巻き込むかどうかはプロダクションの意志次第である。毎度毎度、日毬が何かする度に華々しい扱いをするのは憚はばかられた。ここぞというときだけに集中して取り組むべきである。

　ＣＤデビューは一見、アイドルとして重要な通過点のように思いがちだが、案外そうでもない。日毬にとってはアウェーの勝負であり、ここで勝ったからといって得るものも多くない。アイドル性を出す上で一定の役割にはなるが、それだけだ。日毬で押すなら、やはり最低でも一〇億円以上のプロジェクトになるときにすべきだろう。

　仮にＣＤが何枚ヒットしたとしても、『Kagura』のような仕掛けを上回る収益になるとはとうてい思えない。それに音楽業界で活動するにも意外とお金がかかる。関わる番組には制作協力金をそれなりに積まなくてはならない。

　さらに将来に繫がるかといえば、日毬にはあまり関係なかった。むしろ日毬の知名度を切り売りしてＣＤを売るようなものだ。

　千歳にとっては大事な一歩だが、あくまでタレントとしての広報の延長線上であって、千歳が大物ミュージシャンに化けるとは考えていない。タレントには向き不向きというものがある。

　要は、たかだかＣＤデビューだ。今どき珍しいことでもない。地下アイドルでさえ普通にＣＤを発表していたりするし、ネット上のダウンロードが時代の主流である。

　レコーディング済みのものがドラマの主題歌として放映され、ＣＤが発売されただけ。レーベルが取り組む告知活動には全面的に協力したが、普段のタレント業務の延長線上にすぎなかった。

　ライブ活動をやってもいいのだが、二人に用意している楽曲はまだ多くない。将来の活動のひとつくらいに想定しておく程度だろう。

　まぁ、日毬も千歳も楽しそうにレコーディングをこなしてくれたし、それだけでも取り組んだ甲か斐いがあったというものだ。あとはテレビでの放映に合わせて、繰り返しラジオ番組でも配信されてゆく。二人に用意した楽曲は、それぞれ少なくとも一〇万回は有線で流される予定になっている。こっちの仕事は、あとは運に任せておくのみで十分だ。
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　事務所には、たまに黒くろ谷たにが出入りするようになっていた。黒谷は、公安第三課に所属する右翼担当の警察官だ。

　以前、日本大志会の第一回大会が終わった直後くらいに会社にアポなしでやってきて、「これからは情報交換する仲になりましょう」などと一方的にまくしたて、日毬が巻頭グラビアで掲載されている漫画雑誌をぶんどっていった男である。

　俺は自分の席でパソコンに向かっていたが、日毬と壮司の二人がリビングの応接で黒谷と向かい合っていた。もともと黒谷は二人を訪ねてきたのだ。

「ひまりんもやっぱさぁ、『日本改造法案大たい綱こう』とか愛読してたり？」

　聞いているこちらがうんざりするような、馴なれ馴れしい口調で黒谷は二人に語りかけた。

『日本改造法案大綱』は戦前、〝片目の魔王〟との異名をもった北きた一いっ輝きにより著された文章だ。北一輝は国家社会主義者で、声高に国家改造を主張してやまず、彼の著作は民族派右翼のバイブルになっていったことで有名だった。二・二六事件を引き起こした青年将校たちの思想的支柱にもなっており、その革命行動に連座して処刑されている。右翼といえば北一輝──そんな連想が成り立つほど、日本思想史に大きな痕こん跡せきを残した男だった。

　黒谷の問いに日毬は応えず、忌いま々いましげに口にする。

「だいたい貴公は何をしに来ているのだ？　公安は私に嫌がらせばかりしてきた。私にとって公安は敵だ。今さら仲良くなれるとでも思っているのか？」

「まぁまぁ、そう怒らないでよ。こういうのも、うちの仕事の内だからさ。ここでヒアリングした内容を上司に調査報告として提出すると、俺もひとつ仕事をこなしたってことになる。だから勘弁してね。……でも半分は、ひまりんに会いたいって気持ちもあったかな。役得だよね、役得。普段からいろんな右翼の事務所に出入りして飽き飽きしてたけど、ひまりプロダクションだけは別格だよ。この仕事に携たずさわって初めて良かったと思えるねー」

　その言葉に、日毬は顔をしかめてそっぽを向いた。

　黒谷は初対面の相手にもやたらと馴れ馴れしく、いい加減な風のある公安捜査官だった。もっともそれはカモフラージュなのかもしれないが。

　日毬の代わりに壮司が応じる。

「北一輝を嗜たしなむのは右翼たる者の基本姿勢といってよいでしょう。しかし日本人として決然と行動し、真の大和魂を持ち得るならば、その者は右翼たり得ます。北一輝を愛読しているかどうかは、日本人としてそれほど重要なことだとは思いませんね」

「すごいよね、党員数。一万人だっけか。無料ならともかく、月三〇〇〇円しっかり払う人たちでしょ。でさ、せっかくだから、今日時点での正確な数字を教えてくれる？」

「ですから一万人ですが」

「いやいや、そうじゃなくてね。一万何千何百何十何人ってところまでだよ。今日時点で。ね？」

「なぜそこまで公安に情報をリークせねばならんのです？」

　さしもの壮司も、その要求に眉をひそめたようだった。

　黒谷がやんわりとした口調で言う。

「よく考えてみてよ、佐さ々さ倉くらさん。実質的に考えれば、そんな細かい党員数を把握したって、大して意味のあることじゃないよね。日本大志会にとっても流出したところで大して困らない情報だと思うんだよね。でもさ、そんな細部まで人数を把握してるってこと自体が、俺がちゃーんと仕事をしてるってことの重要なアピールになるわけよ。報告書では、その数字をやたらに強調しちゃうわけよ。何度も何度も繰り返して書いちゃったり。ここは俺を助けると思ってさ。いいじゃん、それくらい。人間関係を円えん滑かつにしましょうよ。こっちも、これからは情報を流すからさぁ。佐々倉さーん、頼むよー」

「……」

　壮司は困ったような視線を日毬に向けた。

　すかさず日毬が言い放つ。

「一万二六三人だ。これで十分か？」

「本日時点で、一万飛んで二六三人……。いいね～。この、かかる重要情報をゲットするまでに、俺は三日三晩不眠不休で内偵を続けたって設定にするわけよ。ひまりんや佐々倉さんをつけ回し、早朝から毎日ゴミを漁あさり、インディ・ジョーンズ並の大冒険を繰り広げたわけだ。我が上司様も感動の涙。俺は丸々一日の休みをもらって家で寝てられるよね」

　そんな黒谷の話にクスリともせず、日毬は突き放す。

「用が済んだなら帰れ。私にはやることがあるのだ」

「もうちょっといいでしょ？　気楽にやろうよ。他の右翼事務所はもっとラフに迎えてくれるよ」

「だったら他の右翼団体に行け。日本大志会は公安と馴れ合うつもりは微み塵じんもない。だいたい右翼はお前たちの何なんだ？　警察は、私たちが敵だと本当に考えているのか？」

「そりゃ今だって公安の最大の仮想敵は社会共産党だよ。あと極左暴力集団ね。でも、ひまりんが常々主張してるように、右翼だってまともな団体は少数派じゃん。そりゃなかには立派な右翼もいるけど、暴力団崩れみたいなところが少なくないでしょ。それに加えて最近じゃ、排外主義的な市民系右翼団体も増えてきてるしさ。そんなまともな業界じゃないんだよ。だから公安が動かなきゃならないんだ」

　日毬は突然立ち上がったかと思うと、拳を握りしめて叫ぶ。

「では貴公が訪問してくるということは、日本大志会はまともではないということか⁉　私たちは任にん俠きょう系でもないし、排外主義的でもない！」

「いやごめんごめん、そうじゃない。どっちかっていうと、ここは結構まともな方かな。ひまりんは公明正大だしね。あからさまっていうか。でも個別に訪問するのは仕事なんだよ。勘弁してよ」

　黒谷は、言い訳になっていない言い回しをした。

「貴公らにはもっと他にやることがあるだろう！　中国や北朝鮮やロシアのスパイを捕まえたり、アメリカの活動状況を調査したりしろ！　共産党や右翼ばかりに構っているような公安は、どれだけ幸せな組織なんだ？」

「俺に怒ったってしょうがないでしょう……。日本にはＣＩＡやＭＩ６みたいな組織はできないんだよ。戦前は、とっても有能な部隊が揃ってたんだけどねぇ」

「人ごとみたいに言うな！　おまえらが公安だろう⁉　名前だけか？　そんな軟弱姿勢で日本はどうなる！　やはり日本にも、貴公らに代わる相応の情報機関は必要なようだ」

　ひとしきり怒りをぶちまけた日毬は、腕を組んでドスンとソファに腰を降ろした。

「そうは言うけどさ～、日本じゃ情報機関の設立は無理なんだよ。だから可能な範囲で公安が頑張ってるんだけどね。うちらも世間様が思ってるよりもずっと、ちゃーんと海外のスパイは捕捉してるものだよ。アメリカだけはアンタッチャブルなんだけどね」

「なんだその姿勢は？　なぜアメリカだけを例外にする？　やはり貴公らではダメだ。せめて世界標準レベルで国益を追求できる諜ちょう報ほう機関がやはり必要なようだ。私が政権を獲とった暁には、まずは最優先で整備すべきことになるな」

「日本じゃ不可能だと思うよー。だいたい警察や検察が、自分たちより上になる可能性のある組織を認めるわけないでしょー。そんな準備を本気で始めるような政治家が現れたら、すぐさま検察にとっつかまっちゃうね。マスコミの前でさらし首の上、ダラダラとわけのわからん容疑で吊つるし上げに遭あうさ。間違いないよ」

「そんなバカなことがあるか。健全な社会生活を営んでいれば、検察ごときに寝首をかかれる心配はないはずだ。どこか後ろ暗いところがあるから、官かん憲けんどもに捕まることになるのだ」

「そうとも限らないって。社会でそれなりに動いてりゃ、誰だって何かしらあるんだからね。ましてや政治家ともなれば、社会と深く関わるし。ほら、そこの織葉社長だって、本気で警察が叩こうと思えば何か出てくるに違いないよ」

　唐突に黒谷は俺を見やり、話を振ってきた。俺はパソコンから視線を離し、ソファの方を見やる。

「ぼくは正しく会社経営をしてるつもりですが？　誰にも後ろ指さされるようなことはしてませんよ」

「そう思ってるのは本人だけですって。ええ、そうなんです、みんな本心からそう思ってる。でも、違うんだなぁ。警察がその気になればいろいろありますよ。……そうそう、織葉社長のことは調査してるから知ってるけど……ほら、東とう王おう印刷のお父さんだってあるはずですよ。別に警察や検察に敵対しようなんて思っちゃいないだろうから、問題なんてないだけで」

「失敬な！　うちを犯罪家庭呼ばわりするつもりですか？」

　強い調子で俺は怒ど鳴なった。俺はオヤジが心底から嫌いだが、かといって犯罪者まがいのレッテルを貼られて放っておけるわけもない。

「うわ、ごめんなさい。喩たとえの話ですよ喩えの。警察がその気になればっていうね」

「そういうものか……。言われてみれば、そんな目に遭った政治家の顔が何人も浮かぶな。本当にどうしようもない話だ」

　日毬はうなるように言った。

「検察で働く一人一人は真面目な人が多いんだよ。勉強ができる人たちだし、みんな正義感も持ってる。でもあの組織、前身はＧＨＱが、日本の軍ぐん需じゅ物資や金銀を奪い取るために作ったものだからね。アメリカの走そう狗くとなって働く日本人を使って、日本人の財産を奪い取るために設立された組織だよ」

「隠いん退たい蔵ぞう物ぶっ資し等とう処理委員会ですね。そこがＭ資金を始めとした、戦後のさまざまな経済事件の発端ともなっている。有名な話です」

　壮司はうなずいた。

「そうそう。あとから組織名をもっともらしく、東京地検特捜部に変えただけなんだよ。そんなの、公開されてる資料で一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。……つっても、今の方針のことは知らないよ。雲の上の話を、俺ごとき下したっ端ぱが詳しく知るはずもないしさぁ」

　日毬は黒谷を指差す。

「だったら貴公ら公安は、第一に検察をマークするべきだ！　ヤツらの意志決定に影響力を持っている連中をあぶり出し、徹底的に糾きゅう弾だんしろ！　うちに来ている場合ではないだろう！」

「そんなことできないよ……。これはシステムだからねー。警察と検察はライバルじゃなくて仲間。何かと意識しちゃう同僚って感じ？　善し悪しの問題じゃないんだって。俺ら、システムの上に乗っかってないと生活なんてできないし。あんまり深いこと考えてもしょうがないよ。割り切りが大事なんじゃないのー？」

「軟弱者！　いつまでバカなことを言っているんだ！　公安は共産党や右翼から手を引け！　社会共産党ごときなら私が討ち果たしてやる！　貴公らは本当の敵に目を向けろ！」

「ひまりんが左翼勢力を討ち果たしてくれるなら、こっちもありがたいけど……でも仕事なくなっちゃうなぁ。右翼と共産党って仲悪いよね～。近きん親しん憎ぞう悪おっつーの？　実際には、両方の主義主張をかみ砕いてみれば、あんまり変わらないんだけどね。そもそも右翼の思想的支柱だった北一輝だって社会主義者じゃん」

　再び日毬は激怒し始める。

「バカな！　公安は日本大志会を左翼の手先呼ばわりするのか⁉　貴公は私を苛立たせたいようだな。いい加減にしないと出入り禁止にするぞ！」

「……ここだけの話だけどね、ひまりんだってうちの部内では、極めて社会主義的色しき彩さいが強い民族右翼指導者ってことになってるよ。だって日本大志会が政策の一つとして掲げるベーシックインカムなんて、やっぱりどこか共産主義っぽいしさー」

「現行の社会保障に蔓延はびこる不平等を排除するためだ！　制度の維持費が相当に削れるし、一定以上の収入がある家庭からは国が払った以上に税金で戻してもらえばいいだろう⁉　今の生活保護システムは歪ゆがみきっているんだから、それを平等に最適化するための一つの手段にすぎない！　現行制度の方が、よほど屈折して堕だ落らくしきった共産主義だ！」

　興奮気味に日毬はまくしたてた。

「そんなに怒らないでよ……。公安が日本大志会をどう見てるか、教えてあげたんじゃん……」

　黒谷はシュンとして言った。

　俺はパソコンの電源を消し、立ち上がりながら声をかける。

「日毬。そろそろ撮影の時間だ。出かけるぞ」

　公安との話を打ち切らせる意図ではなくて、本当に仕事の時間なのだ。今から事務所を出れば、ちょうどいい時間にスタジオ入りできる。

「ありがたい。私も話を切り上げたいと思っていたところだ。行こう」

　日毬もソファを立ち、黒谷を見下ろす。

「と、いうわけだ。貴公は帰れ。今すぐだ」

「そっかー。もうちょっとひまりんと話がしたかったけど……。じゃああとは佐々倉さんと話すから」

「貴公はまだいるつもりなのか？」

　日毬は気が抜けたような声を上げた。

「本庁に帰っても今日は大してすることないし、せっかくだから佐々倉さんと昔話をね。ほら、俺ら友達だし」

　人ひと懐なつっこそうな黒谷の言葉に、壮司は憮ぶ然ぜんとした顔をする。

「勝手に友達認定は止めてもらいたいですね」

「壮司、これを押し付けるようなことをして済まない。あとは頼む」

「ゴミ扱い⁉　ひまりんみたいな超美少女に真顔で言われると何気に大ショックだよ……」

「いってらっしゃいませ」

　壮司も席を立ち、俺と日毬に向けて軽く会釈した。

　黒谷を押し付けるような形になってしまったが、壮司ならうまくあしらってくれるだろう。
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　エレベータに乗り込むと、日毬は憤ふん懣まんやるかたないといった様子で口にする。

「何なんだ、アイツは？　今日はたまたま事務所にいたが、今後はできるだけ会いたくないものだな」

「あっちも仕事なんだろう。それに日本大志会だって警察側の情報が取れるから、それほどマイナスにはならないんじゃないか」

「官憲風ふ情ぜいが私のことをどう考えようと勝手だ。日本大志会には何にも関係がない。私は正しく結社を運営するだけだ」

　日毬は毅き然ぜんとして言い切った。

　地下駐車場でエレベータを降り、俺たちは車に向かう。

「さっきの黒谷の話しぶりからすると、決して黒谷も自分たち自身──検察や警察に良い印象は持ってないように俺には聞こえたがな」

「公安が使いそうな手だ。そうやって油断させて、情報を引き出そうとする魂こん胆たんだろう。自分たちのやっている仕事に疑問があるなら、とうに何らかの手を打っているはずだ」

「日毬が嫌なら本当に出入り禁止にするぞ。どうする？」

「いや……それは颯斗に迷惑をかけてしまう。プロダクションまで無闇に公安に目をつけられる必要はない。ヤツらに敵対するのは私だけで十分だ」

「なら、俺は放置しておくことにしよう。普段は佐々倉さんが相手してくれるだろうしな」

　俺たちは車に乗り込み、駐車場をあとにする。

　日毬は険しい顔つきで、後部座席に腕を組んで腰かけていた。何か考え込んでいるようで、日毬はいつもより口数少なかった。

　やがて日毬はポツリと、眉をひそめて口にする。

「それにしてもだ……。私は生まれて初めて左翼呼ばわりされたぞ。実に気分が悪い」

「大して気にすることはないだろう。政治思想ってのは、光を当てる角度によって如何いか様ようにも見えるものだ。だいたい人間の思考ってのは数式じゃ表せないんだからな」

　俺はそう応じたが、日毬は首をふる。

「そんなことはない。右翼と左翼では天と地の差がある」

「日毬はたぶん、政治思想を一本の線のように見てるんじゃないか？　右側に右翼、左側に左翼、真ん中には中ちゅう道どうみたいな感じでさ」

「当たり前ではないか。……口惜しくも大東亜戦争に敗北して以来、日本は左側に寄りすぎてしまった。私は日本を本来のバランスに戻したいだけだ。そもそも私は右翼と名乗っているが、国際基準では中道保守に位置すると思う」

「そんな風に、普通は線で白黒つけたくなるかもしれないが、本当は線じゃない。円なんだよ。右と左は円で繫がっているんだ」

　俺は左手でハンドルを握ったまま、右手の人差し指で目の前に円を描いてみせた。

　日毬は憤いきどおる。

「バカな！　日本大志会は左になど繫がっていない。いるわけがない」

「もっと正確に言えば、二次元の円として考えるんじゃなく、三次元の球体だな。日毬のように国家主義を突き詰めていけば、社会主義的に見えることもある。逆もまた然しかりだ。全体主義と共産主義だって歴史上はお互い激しく憎しみ合ってきたけど、実際には同じ母親から生まれた双子みたいなものだろう。だから俺には、黒谷が言っていたような話も少しは理解できるよ」

「ううむ……」

　日毬はいっそう眉間にしわをよせ、うなった。

「日毬は一本気だから、どうしても真っ正面から物事を捉えてしまう。だがときには、もっと緩ゆるやかに全体を考えてみる視点も必要だろう」

「黒谷ならともかく……しかし颯斗がそう言うのなら……。球体か……。私もじっくり思考を巡らせてみることにしよう」

　日毬はこういう真面目な話の方が好きだった。仕事の行き帰りで話す内容も、組織の運営方針や政治理念で議論することが多い。タレント業に関係した話は、ほぼ業務連絡やスケジュールだけである。そういう珍しい特性が、日毬をして全国的に名を上げた理由なのだろう。





◇






　日曜の早朝。

　タワーマンション最上階ラウンジ。

　打ち合わせのために、俺と由佳里と壮司はここに集まっていた。毎週この時間、ラウンジで定期的に経営会議を行っていく予定である。経営会議としての顔合わせは今回が初めてだ。

　だだっ広いスペースに、利用者は俺たちしかいなかった。南西側に開けたこのラウンジは、朝は直射日光が直接届かないから、室内はやや薄暗い。しかし見渡す限りのビル群に朝日が反射しキラキラ輝いていて、晴天の空模様と相まって気持ちのよい光景だった。

　俺たちはテーブルの上に、それぞれノートパソコンを広げる。

　由佳里が買ってきたペットボトルのお茶を一口飲み、俺は目の前の二人を見やった。

「おはよう。さっそく始めようか」

「いえっさー、ボス！　日曜の朝から経営会議ってなんだか清すが々すがしい気分になりますね。サラリーマン時代はなかったなぁ」

　芸能プロダクションは、土日祝祭日はあまり関係がない。テレビ収録やグラビア撮影などの仕事は少なくなるが、それに代わって休日向けのさまざまな案件がある。

　一般的な芸能プロだと、土日に行われるイベントにタレントを参加させたりすることが多い。ライブ、テーマパークやホテルでのイベント、大学祭など、タレントが必要な仕事には事欠かない。もっと小さな案件だと、個人の結婚式で司会したり歌を披露したり、ちょっとした宴会まで請け負う芸能人だってたくさんいる。うちは野外イベントにまでタレントを派遣することはほぼないから、土日は比較的余裕がある芸能プロといえた。

　壮司は書類を手渡してくる。

「どうぞ。先月の我が社の数字です」

　俺と由佳里はそれをパラパラとめくった。会社の収支報告だ。

　壮司は説明を始める。

「先月は経常利益一億六七〇四万五〇三六円。前月より一四・七％も伸びています。また子会社のステッチラインは会計士と数字を整理中ですが、経常利益ベースで三億円は超えてくるかと」

「凄すさまじいっすね……。だって設立一期目ですよ？　まだ一度も決算すらしてないんですよ？　これ、一ヶ月間の数字ですよ？　世間の経営者の耳に入れば𠮟しかられるレベルですよこれは。震えてきちゃいますね」

　由佳里の声は半ば本当に震えていた。

　俺は軽く言う。

「まだまだ伸びるだろ。メディアをあれだけ総動員したんだから、こんなものだ。思いの外ほか、少ない方だよ。俺たちが携わってる事業は、普通の会社がやってることとはまるで違うんだからな」

「頭では分かってるつもりなんですけど……どうしてもお父さんの寿す司し屋と比べちゃうんですよ。こうして数字で見ると、やっぱり度ど肝ぎもを抜かれますね。私たち、たった三人なのに」

　そう言って、由佳里は大きく息をはいた。

　壮司が淡々と指摘する。

「純然たるプロダクション業務から上がる利益は一〇％程度です。他はすべて別事業からのものになります」

「『Kagura』のおかげってことですね」

　由佳里の言葉に、俺がうなずく。

「そうだな。『Kagura』の伸びを考えると、資し宝ほう堂どうリアルクローズの年商は三〇〇億を超えるかもしれない。ひとまず『Kagura』プロジェクトは成功といっていいんじゃないか？」

「良かったですよ、資宝堂さんに迷惑がかからなくて。プロジェクトを仕切った甲斐があったというものです」

「冷静に考えてみると、由佳里はまだ蒼通に入社二年目で三〇〇億級のプロジェクトを成功させたってことになる。これって何気にすごいことだ。テレビ不況のせいで、蒼通は毎年のように減収減益を続けてる。そんななかでこのレベルの案件は貴重だからな。中心でやってた由佳里を引き抜けば、そりゃたしかに部長も怒るだろうよ」

「ですよねー！　私も自分でそう思ってたんですよ！　誰も言ってくれないから、自分で自分の成績表を張り出そうと思ってたくらいです。でも先輩がちゃんと言ってくれましたね」

「調子に乗るなっつうの。入社二年目だったにしては、まぁまぁの戦績だって言っただけだ。誇らしげに自慢するほどすごくはない。最近の仕掛けだと、韓ハン流りゅうをうまくアレンジしたヤツは、関連事業までぜんぶ含めると一〇〇〇億級だ。まぁ、あれはまさに水みず物ものだから、『Kagura』と違って瞬またたく間に終わる可能性もあるけどな。とにかく、上には上がいるってことだ」

「『Kagura』ブランドは永続しますよ。そうなるように着実に仕向けていったんです。私を一発屋と同じ土ど俵ひょうで語らないでくださいね。自分で言うのも何ですが、私って勉学の成績が悪い割に、実は結構すごいんです。昔から、運を呼び寄せる力には定評があるんですよ。その私を引き抜くなんて、先輩は良い買い物をしましたね」

　由佳里がすぐ増長するのはいつものことだから、相手にしていてもしょうがない。

「言ってろ。とにかく今度は、ひまりプロダクション本体が、資宝堂リアルクローズの立場になって勝負しなくちゃ始まらない。そこからが、本当のビジネス活動だ」

「そのための武器を私たちは抱えてるってことですね。加えて資金力もついてきたし、ノウハウも持ってるし、今なら蒼通や映えい報ほう堂どうや局まで巻き込めるし。それに何より、百戦無敗の私もいるし！」

「そういうことだ。最後のだけは余計だがな」

　咳せき払ばらいをして、俺は二人を見やって続ける。

「とにかく、ひまりプロダクションとしての方針は明確だ。今度は他の企業から資金を出してもらうんじゃなく、俺たち自身が出資して、メディアを利用し、独自の事業を創り上げていく。そのために芸能プロダクションは大きな武器になるだろう」

「ん～、どんな事業がありますかねー？」

「それを考えるんだよ。今日の今日でパッと思いつくわけでもないだろうが、こうして議論してみる機会は重要だ。どうでもいい話のなかから、思いもつかない仕事が生まれることもある。銀行口座に積み上がる資金を放置していてもしょうがないし、お金を運用する事業を早く見つけなくちゃならない」

「直接関係があるかどうかはわかりませんが、日本大志会にもかなりの資金が溜まってしまっています。資金の利用先がないので、総帥共々、どうしたものかと思案しているところです」

　そんな壮司の話に、由佳里は興きょう味み津しん々しんな様子で訊きく。

「政治団体って、集めた資金を普通はどう活用してるものなんです？」

「大半は、その政治団体で働く人々の給料が多いですね。しかし日本大志会の場合、総帥も私も給料を受け取っていません。他の費用としては、調査研究費や海外への出張費用などもありますが、やはり最も多いのは広報活動にかかるお金でしょう。ですがこの広報活動についても、日本大志会はほとんど資金需要がありません。せいぜいポスターやパンフレットを作ったり、会報を発送したりする費用に充あてているくらいで、極めて少額です」

「日毬ちゃん自身が最高の宣伝塔ですからねー。だから余計な広告なんてしなくともいいと」

「たしかに広告をしなくても日本大志会は有名な組織なのですが、それ以前に、総帥も私も広告のことは素人しろうと同然という事情もあります。広報計画を練ることに慣れていませんので、どのようにアグレッシブな活動をしていけばいいのか見当がつかないのです」

「でも佐々倉さんなら十分な計画を立てられるんじゃないの？」

　俺の問いに、壮司が謙虚に応じる。

「いやいや……私は経営管理面のことは把握しているつもりですが、広告面については……。『Kagura』のようなプロジェクトを目前で見せつけられてしまうと、やはり餅もちは餅屋だと思わざるをえません」

「でも選挙広報は慣れてるでしょ？　かなり専門的な領域だと思うけど」

「もちろん選挙についてはそれなりの知識を持っているつもりですが、選挙活動と広報活動は似て非なるものです。アレはご指摘通り、かなり特殊で専門的な知識なのです。非常に悪い意味でです。選挙活動はあまりに法律の制限がありすぎて、警察の監視も厳しく、普通の世界ではないのです。一般的な広報にはまるで応用が利きません」

　由佳里が口にする。

「ほうほう、選挙ってそういうものなんですね～。個人的に選挙の宣伝手法には興味があるんで、ちょっと調べてみます。……で、ふと思ったんですが、こういう案はどうです？　日本大志会の広報活動を、ひまりプロダクションが請うけ負うと。実質一緒みたいな組織ではありますが、きちんと正式に請け負えば、私も先輩もやる気になります」

「それは望むところですね。お二人の力は間近で見ているので、ぜひともお願いしたいところです」

「しかし考えることが増えるな。ひまりプロダクションの次の事業や資金の運用方法も検討して、日本大志会の広報業務までやるなんて、寝るヒマもないほど忙しくなりそうだ」

　乗り気ではない俺を、由佳里が責める。

「何言ってるんですか先輩！　他ならぬ日毬ちゃんの組織のことじゃないですか。私たちがやってあげなくてどうするんです？」

「わかってるよ。やる、やるさ。中途半端なことはできないと言いたかったんだよ」

　俺はノートパソコンに方針を打ち込み、二人に画面を見せた。

「とりあえず、経営ボードとして取り組むべき方向としてはこんなところだな」








■芸能プロダクション通常業務

　日毬・凪紗・千歳のマネージメント業務。それに加えて、着実にタレントを増やしていく。新たにタレント契約をするのは、特殊性のある女の子に限定し、必要最少限に絞る。地下活動は一切せず、メディアに繫がる仕事のみに限定する。




■新事業の検討

　所属タレントの知名度などを活用し、『Kagura』のようなプロジェクトを独力で立ち上げることを模索する。資金はすべて自らが負担し、ブランドを握り、蒼通や局を巻き込みながら最速での事業化を図る。




■日本大志会広報業務

　すでに日本大志会は有名な組織であるから、通常の広報活動よりも一歩進んだものが必要。政界進出に向けて社会的信用度を高める活動を重心に据える。とくに、誰もが安心して党員になれるような環境作りに取り組む。




■資金運用

　余剰資金をファンドなどに投資する他、国内外の株式、不動産、金きん地じ金がねなどに一定程度の分散をする。加えて節税対策も。









「うん、いいんじゃないでしょうか。資金運用について私はよくわかりませんが、他はやりますよ」

「わかりました。管理面は責任を持って担当します」

　モニタを確認した由佳里と壮司はそれぞれうなずいた。

「じゃあ責任者を明確にしておこう。まずプロダクションの通常業務は、俺と由佳里で入れ替わりながら対応だ。自分の管理するタレントは定めない。臨機応変に、日毬のマネージャーとして俺が付く日もあれば、由佳里に頼む日もある。連絡を取り合って対応していこう。俺と由佳里なら情報交換もスムーズだろ」

「あいあいさー」

「一日中拘束されるのは日毬だけで、千歳と凪紗はそれなりだから、十分に対応できるはずだ。それに日毬の仕事に付いてたって、意外と待ってる時間が多い。その間は他の仕事や調査に専念することができるだろう」

「ですね。空いた時間は、どんな新事業に取り組めるか考えてみようと思います」

「で、新事業は由佳里が担当してくれ。たぶん由佳里にマッチしてる」

「私一人だけですか？　先輩は？」

「そりゃ俺も考えるけど、メインは由佳里だ。俺も何か思いついたら、由佳里に情報を投げておくよ。そっちで集約して、構想をまとめ直しておいてくれ。俺より由佳里の方が発想力がありそうだからな」

　俺がそう言うと、急に由佳里は顔を輝かせ、腕を組んで得意げに語り出す。

「ほほう、そうですかそうですか。先輩も、ついに私の力を認めたということですね。当然ですよね、わかります」

「俺は日本大志会の広報業務を考えてみよう。今は信用を定着させる時期だから、そんなに派手なものはないと思うけど。それから資金運用については、佐々倉さんに一いっ括かつして任せていい？」

「こんな重要なことを、私に丸投げしてしまっていいのですか……？」

　壮司は戸惑ったようだった。

「できるでしょう？」

「ええ、まぁ。しかし、かなり多額の資金運用になっていきますから、増やすことはあまり期待しないでおいてもらいたいのですが……。守りの投資にならざるを得ないと思います」

「もちろん。どんどん金で金を増やそうっていうんなら、不動産や金地金なんて計画に書いたりしないって。だいたい今の相場は、情報を握ってないとまともに勝てやしないからね。現状を守り通してもらえれば十分。それをキチッとこなせる人材が、普通はなかなかいないんだよ」

「そこを社長がご理解しているということでしたら大丈夫です。適切な運用を心がけてみます」

　役割分担は決定だ。もっとも、たった三人だから意い思し疎そ通つうに問題はないし、それほど確固とした分担というわけでもない。必要があればいつでも連絡を取り合って調整していける関係性だし、ここでは大おお雑ざっ把ぱな方向性を全員が共有するくらいでいい。

「中枢は、可能な限り少人数体制でやろうじゃないか。革新は烏う合ごうの衆しゅうじゃ成し遂げられない。新事業も極力、ひまりプロダクションでの人員は抱えず、雑多な業務は相手の会社に丸投げしてしまえるようなものにしたい。俺たちは身軽にしておいて、どんな案件が発生しても臨機応変に対応できるようにな」

「フィクサーっぽくていいですね。悪く言えば黒幕っていうか、背後で蠢うごめく闇の組織っていうか」

　由佳里は満足そうに言った。

「なんだよ闇の組織っていうのは……」

「もっと具体的に喩えると、目指すところは蒼通をずっとコンパクトにしたような会社……それでいて利益は無限大。そんな感じでしょうか？」

「それだ。ベストな喩えだな。日本を支配するような組織にしたいって話したろ？　ならば俺たちがメディアを支配することだ。それが世論と政界を支配することに繫がり、いずれ日本大志会が政権を獲るための力になる。蒼通ごとき、俺らの下っ端として使えるくらいにまでなろうじゃないか」

「アステッドプロのような規模の会社ですら、ある部分でメディアをコントロールできる立場にあったわけですからね。たかだか芸能プロに弄ばれる局は本当に情けない集団ですよ。私たちならあっという間に局を支配下において、日本を好きなように操ってやれますね。仮想敵は蒼通……デコピン一発ではじき飛ばしてやりましょう！」

「蒼通なんざうまく利用して、ひまりプロダクションがいずれ丸ごと乗っ取るくらいで丁度いい。目先のことしか眼中にない局の連中も、俺たちが上手くコントロールして、せいぜい少しは役に立ってもらおう」

　決めるべきことも話し終わったので、俺は二人を見やり確認する。

「これから経営会議では、報告し合うことが多くなりそうだ。方針も決まったし、今日のところはこれでいいな？」

「了解です！」

「畏まりました」

　二人は揃ってうなずいた。
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　ここは東洋テレビ第四スタジオ。

　いよいよ日毬の看板番組『ひまりんプロジェクト』の幕開けだ。俺と由佳里はスタジオの壁ぎわに突っ立ち、スタッフたちの邪魔にならないようにしながら番組の開始を見守っていた。

　金のかかったオープニングＣＧが終わるとすぐ、カメラが日毬の側により、アップ映像を撮りにいく。

　テーブルの中央に腰かけた日毬は背筋を伸ばし、真剣な面持ちで声を大にする。

「日本国民諸君。神楽日毬だ。私が司会を務める『ひまりんプロジェクト』が、満を持してスタートすることになった。以降、よろしく頼む」

　日毬の隣に腰かける女子アナが意気揚々と続く。

「さて、いよいよスタートですね！　東洋テレビアナウンサー、小こ久く保ぼ千ち絵えです。この『ひまりんプロジェクト』はその名の通り、ひまりんを中心にして、各界の若手実力者たちが次世代の日本の政治や社会を考える討論番組です。ひまりん、よろしくお願いします！」

　女子アナは暴走しがちな日毬を抑えつつ、議論を誘導する役目──いわば裏の司会進行役と言えるかもしれない。かなりの技量が要求されるはずで、実際この番組には、女性らしからぬ強い司会力に定評のある小久保千絵が担当だ。細身の二八歳だが、見目と違ってパワフルで、昼のニュース番組から下ネタが飛び交うどぎつい深夜エンタメまで幅広くこなす経験豊かなエース級である。

　女子アナに軽く視線を向けた日毬は、深くうなずく。

「うむ。私は命をかけてこの番組に取り組むつもりだ。日本の未来をここで決するくらいの心づもりで望みたい」

「命をかけてですか。私もいろんな番組に関わりましたけど、そこまで断言する人は初めてですよ」

「政治を語る者ならば、自分の発言に責任を持つのは当然のことだ。ましてや自らの政策で国家を衰退させたとしたら、切腹して果てるのが日本人として至極妥当な姿勢である。おめおめと生き恥を晒すことなど許されない。即刻死すべし。視聴者の多くも日本国民として、そのような道徳教育を受けてきたはずだ。いずれ私が政権を担い、そこで大失政を犯すようなことがあれば、この番組で私の切腹を中継してくれても構わない」

　日毬は真顔で、キッパリと言い切った。

　さしもの女子アナも瞠どう目もくしてテーブルに身を乗り出し、微び苦く笑しょうが入り交じった面持ちで口にする。

「やめてください、本当に！　前代未聞の自殺実況番組になってしまいます」

「失敬な。自殺と切腹はまるで別次元のものだぞ。自殺は己の内面だけで完結し、他人にまで苦痛を及ぼす迷惑千万な行為だ。しかし切腹は社会と繫がる重大な儀式であって、人々との約束事の上に成り立つ礼儀作法と言える。日本人の基本道徳だろう。貴公はいったい、どのような道徳教育を受けてきたんだ？」

「すみません……勉強し直してきます……」

　女子アナは首をひっこめ、恐縮した面持ちになった。

「左翼に染まったプロパガンダ教育を受けさせられてきたのなら、実に嘆かわしい事態だ……。今からでも遅くはない。日本人としての道徳を、根底から学び直してみるがいい」

「ちょっと待ってください。社会共産党の方もいますので、右左の議論はそのあとで……。今日の出演者の紹介はこのあとにさせて頂きます。それではいったんＣＭをどうぞ」

　冒頭に割り当てていた時間が経過し、女子アナはシーンをそこで打ち切った。

　その区切りでテレビカメラがいったん止められ、ディレクターが割って入る。

「いいねぇひまりん！　出だしから本気な感じが出ててグッドだよ」

「ごく当たり前のことを語ったまでだ。それに私はいつでも本気だぞ。私の生き方に妥協はありえない」

　日毬の左右にはテーブルが用意され、参加メンバーらが居並んでいる。彼らの幾人かは、日毬の強硬な話に苦笑していた。

「ただ、ひまりんは司会者だからね。さっきの勢いは大事にしつつ、議論ではもう少し幅を広げてやってみてくれないかな？　その辺、お願い」

　今のディレクターの漠然とした忠告を、日毬はどれほど把握できるだろうか。

　この番組を現場で仕切るディレクターは、俺が営業相手にしていたプロデューサーとはまた別の人物だ。手持ちのディレクターのなかで一番有能な人物を割り当てたとプロデューサーは言っていた。

　日毬とディレクターと女子アナの三人で番組の方針についてのやり取りが続くなか、由佳里が俺に顔を近づけて小さく口にする。

「……摑つかみはオッケーですね。これならチャンネルを弄いじってる視聴者も、思わず手を止めちゃうと思います。さすがは日毬ちゃん、本当にすごいタレントですよね～。こんな子、世界中探したっていませんよ……」

「まぁな。だが本番はこれからだよ。やはり司会進行役の日毬が最初から公然と右翼を名乗っている以上、バランスある政治番組にするのが難しい。この構造を受け入れつつ、どう番組を盛り上げていくかがポイントだ。しかしその仕組みを創るのはプロでも簡単なことじゃないぞ」

　俺は冷静に応じた。

「司会役の政治スタンスが最初から明確になってるっていうのは、そんなに悪いとは思いませんけどね。ディレクターも女子アナも力のある人だし」

「どうだろうな……。このディレクターがやってきた過去の番組をみると、かなり実績ある人だ。それでも日毬の手た綱づなを握るのは簡単じゃない。ゲスト扱いなら日毬はどこへ出しても最高のキャラになるけど……看板司会者となると俺にも分からん。初めてのことだし、こればかりはやってみないと……」

　打ち合わせが終わったのか、ディレクターがスタジオ内を見回し声を上げる。

「それじゃ自己紹介に入って、そのまま本編に入りまーす。千絵ちゃん、お願い」

　女子アナはうなずき、再びカメラが回り始めた。

　そして居並んでいるゲストらの簡単な自己紹介が続いてゆく。

　総勢一〇名のゲスト。日毬と女子アナを中心にして、左右に五名ずつ並んでいる。自友党、民政党、社会共産党からは若手国会議員、経済学の著作が数冊ある東京大学の准じゅん教授、元財務官僚で現在は首都大学東京の教授、投資銀行家、野の上がみ総研の研究員、ジャスダック公開企業社長、社会論考の著作がいくつもある経済評論家、海上自衛隊の佐官といった顔ぶれである。ほぼ全員が三〇代。芸能人は日毬のみ。メンバーの経歴を見れば、エンタメ番組だとは切って捨てられないなかなかの布陣だ。

　各人の紹介が手早く終わったあと、日毬と女子アナの後ろにある大きなスクリーンにＶＴＲが映し出された。

　映像ではまず日本の財政問題を提起しており、悲観的な観測だと断った上で国家財政が行き詰まった場合のシミュレーションが具体的に語られた。

　日本の公務員は約三五〇万人。そして官の経済は二二〇兆円規模を持つ。日本はまさに半官半民の構造なのだと指摘し、ＧＤＰ四六〇兆円のおよそ半分を占める官の経済が立ち行かなくなれば、日本の経済規模は急激に縮小し、かつてない大不況に見舞われるだろうとアナウンスされた。

　さらに日本の社会保障システムは、現在の高齢者は五〇〇〇万円近く利益を得て逃げ切ることができるが、今の一〇代二〇代は逆に五〇〇〇万円の損が確定しており、このようなシステムを三〇年前に成立させた当時の自友党政治家や官僚の責任は極めて重いと指摘していた。

　それに続いて学者や官僚が映し出され、日本の財政や社会保障に関するさまざまな見解に触れ、社会構造や少子高齢化などまで含めた日本の諸問題がコンパクトにまとめられていた。

　約一〇分ほどのＶＴＲで、これだけでもなかなか面白い。ふんだんに予算をかけた良質なＶＴＲだった。インタビューする相手の人選もベストだったし、プロデューサーらの本気がうかがえる。

　それからこのＶＴＲで提起された問題に対する討論が始まっていった。その模様を、俺も由佳里もスタッフたちも静かに聞き続ける。各人のトークはなかなか面白く、傾けい聴ちょうに値する意見が多かった。

　東大の准教授が切々と語る。

「若い人にとっては、一刻一秒でも早いうちに国家財政が行き詰まってくれた方がいいんです。下手に政府に粘ねばられるよりずっといい。いいですか、財政破綻なんて実際には大したことありませんって。日本人はやたら悲観的だから世界の終わりみたいに考えがちですけど、人が死ぬわけでもなければ、未来がなくなるわけでもない。飢え死だってありませんよ。国家破綻って言うと、多くの人はギリシャやスペインやイタリアみたいな悲惨な状況を想像するかもしれませんが、日本はぜんぜん違います。海外からお金を借りていないので、遙はるかに楽に破綻処理できます。若い層にとって……それは私自身も含めてですが……少しでも早く日本を一度リセットし、各種制度を根本的に再設計することこそ、この歪いびつなシステムから抜け出す唯一の光こう明みょうだと思いますね」

　強い口調で日毬が応じる。

「それは無責任というものだろう。破綻が希望だとする見方は、私には賛同しかねる。社会構造は政治の力で変えられるはずだ。第一、日本よりも、欧州各国、アメリカ、BRICs諸国の方がはるかに破綻が近いに違いない。決して褒められた状況ではないが、まだ日本には若じゃっ干かんの余力が残されているはずだ」

「でもね、このままでいいわけがないですよ。この混迷を抜けだし、一刻も早く新しい支柱が必要なことは、ひまりんだって理解しているはずです。その改革を、日本の政治力で成し遂げられますか？　誰も期待してないですよ。……先生方がいる前で申し訳ないですが。それはここに来ていらっしゃる先生方の責任というよりも、国民全員の責任です。あらゆる階層の国民の権利意識の肥大化で、現実味のある計画が立てられなくなっている。もう本当に日本の低落はどうしようもないんです」

　そんな准教授の意見に、日毬は刮かつ目もくして叫ぶ。

「無礼者！　日本は低落などしていない。日本の底力は危機のときこそ抜群に発揮されるものなのだ。その真の力を、私が政権を獲ることで解放してみせる」

「……ハハハ。ひまりんなら変えられるかもしれませんね。いや本当に……」

　参加者たちと日毬は、どうにも議論が嚙かみ合わなかった。

　一年以上も演説を続けてきた日毬は、堂々とスピーチすることに慣れ切っている。物もの怖おじせず自分の意見を述べる。しかし……ディベートの方はサッパリだった。日毬は一方的に自分の主張を貫き通そうとするから、普通の討論が成立しづらいのだ。

　テレビの政治討論番組はいくつかあるが、どれほど真面目に見える番組であっても、声の一番大きいヤツが主導権を握る、およそディベートとはかけ離れたシロモノだ。これに例外はなく、必ずエンタテイメント化してゆくことになる。もちろん『ひまりんプロジェクト』とてそれは同様。この番組では間違いなく日毬の声が一番大きく、主導権も握っていた。そんな日毬だからこそ、本当なら司会に徹てっするのがベストだが、日毬の場合は自ら主義主張を繰り返す。これが番組にとって好結果をもたらすかと言えば……かなり微妙な問題だった。

　決して日毬が参加者たちより知識が劣っているわけでもないのに、どうにも未熟に見えてしまう。また、日毬は日本を愛しすぎているが故ゆえ、少しでも日本を貶おとしめるような意見には条件反射で反発してしまうことも、日毬の無器用ぶりを如にょ実じつに表していた。

　さすがに俺も、ここまで擦すれ違いの討論になってしまうとは思っていなかった。考えてみれば俺と政治の話をするときも、お互いのスタンスを確認する程度で、激しい議論の応おう酬しゅうなどはあまりしたことがなかった。日毬は一方的に𠮟りつけることが日常化しているので、相手の意見を汲くみ取り、それに冷静に反論を加えていくことに慣れていないのだ。

　経済評論家が大きな声を上げる。

「財政破綻？　しませんよ！　そもそも日本は円えん建だてで国こく債さいを発行してるんです。いざとなれば日にち銀ぎんが札をいくらでも刷ればいい。外国のお金で借金をしてるわけじゃないんですから、破綻のしようがないんです。いくらでも発行は可能ですよ。むしろ今は世界的な通貨安競争なんだから、もっとお金を刷るべきですね。意図的なインフレを起こして解決するのがベストな方法ですよ。それが、若い人と高齢者層の格差を縮める、もっとも現実味のあるやり方なんです」

　民政党政治家が口をはさむ。

「いやいや、そりゃ実質的な破綻でしょ？　インフレのコントロールなんて上手くいくわけがない。すでに一〇〇〇兆円の借金を抱えている日本の財政は、インフレに伴ともなって金利が上がれば保ちません。二・〇％の金利上昇で破綻しますよ」

「それは見解の違いです。国債は日銀が引き受ければいい。あと五〇〇兆円くらいなら日銀が刷っても、ぜんぜん問題になりません。むしろ今まで日銀が刷らなすぎた。それに比べればＦＲＢの経済有事での対応は立派なものです。日本経済をここまで行き詰まらせたのは、日銀の金融政策の失敗が大きかったのは間違いありません」

「極論ですよ！　いきなり五〇〇兆円を刷るなんて決断を日銀がした時点で、日本国債を買い越してる海外の全投資家が投げ売ってくるでしょうね。ゲームセットです」

「海外の投資家が投げ売る？　いいじゃないですか、すぐ煽あおられるバカどもには売らせましょうよ。それでもね、みなさんが考えているほど国債は暴落しませんよ。日本国内の資金で吸収できます。今は売り手に回っている大手メガバンクが、ここぞとばかりに買い手に回ることになるでしょう。あっという間のメガバンクの豹ひょう変へんぶりに、みなさん度肝を抜くことになりますよ。メガバンクのトップエリートは、日本財政が世界で最も長く生き長らえることを誰よりもわかってるんです。国債暴落をしきりに煽る人はね、頭が悪いかポジショントークかのいずれかですね。とにかく今は、ＧＤＰを伸ばすのがすべてに優先します。税収も増える。なんとしても資金を国内に循環させ、デフレを脱却しないと始まりません」

　経済評論家は早口でまくしたてたが、野上総研の研究員が民政党政治家に同調する。

「札を刷りに刷ってインフレ傾向が確定すれば、握りしめていたお金をみんなが放出して、一瞬だけ経済はたしかに上向いたように見える瞬間があるかもしれませんが……しばらく国債を借り換える自転車操業は続けなくちゃいけないんだから、どこかで確実にパンクしてしまいます。悪性のインフレが始まれば、外国資本も日本から逃げ出しますよ」

「ですから経済成長によって自転車操業を乗り越えられるんですって！　足りない分は日銀に引き受けさせていいんです。その辺、ちゃんと計算しました？」

　経済評論家が声を荒らげ、研究員がいきり立つ。

「当たり前じゃないですか。あなたの方こそ突き詰めて数字を追ってないでしょう？」

「追ってますよ！　きちんと数字を理解していないのはあなたの方だ」

「ぼくが算数もできないバカだと仰るんですか⁉」

　激しい議論の応酬に、日毬が割って入る。

「いずれにせよ現行の社会システムは行き詰まっているということだ。この制度を現在のまま維持しつづけるのは、日本にとって百害あって一利なし。損害を最小限に留めながら大改革を成し遂げるには、今が最後の機会だろう。私が政権を獲るしかない」

　自友党の政治家がテーブルに身を乗り出し、日毬をペンで指し示す。

「その政権を獲るっていう話。いつも口にしてますけど、政権を獲っていったいどうするんですか。具体的な構想を聞いてみたいんですけど」

「私の話を聞いているのならわかるのではないか？　私の独裁政権を創り上げる。私がリーダーとして、この国の未来に責任を持つのだ」

「ですから独裁をするとして……どうやって国を統治していくんですか？」

「選挙によって当選した政治家はお役ご免だ。即座に全員、馘くびにする。それだけで議員の給料や関連する歳出に一兆五〇〇〇億円の歳出削減ができるだろう。しかも全国の政治家を追放することによって、私の革新がよりスムーズに日本全国に行き渡ることになる。一部の真に優秀な政治家は、私の官僚機構に組み入れ、統治機構の一いち翼よくを担ってもらうことになるだろう」

「バカな！　日本は民主主義社会ですよ！」

　自友党政治家の声は上ずった。

　日毬は断固とした口調で続けてゆく。

「いったん民主主義は廃止する。アメリカも欧州も中国も、世界中の国家は財政が行き詰まる瀬せ戸と際ぎわに立っている。さしもの日本とてその影響から逃れられず、手痛い打撃を喰らうだろう。我々は戦時に匹敵するような混乱を乗り越えなくてはならないのだ。だからこそ私の独裁による戦時体制を創ると思ってもらいたい。私の手足となって働く官僚機構のみがあれば十分である」

「トンデモな話ですよ。ありえない。公務員制度こそまっさきに改革すべきものなのに。問題は政治家ではなく、公務員の方ですよ。いいですか、日本の歪なシステムは、官僚によって産み出され、官僚によって既得権益化して腐敗してきた。日本の癌がんは官僚機構なんです。ここを変革しないと！」

「貴公の言うように、官僚を中核とする公務員の問題が大きいことは事実だ。現在約三五〇万人いる公務員も、財政を考えれば肥大しすぎている。私は八〇万人を断固としてリストラし、二七〇万人体制とする予定だ。官僚が量産してきた外がい郭かく団体も削減しなくてはなるまい。給与や退職金の額も、民間並に引き下げる必要があるだろう。それでもやはり、国家制度を維持する官僚組織は不可欠だ。繰り返す、私の手足となって働く官僚機構さえあればいい。反論を認めるつもりは微み塵じんもない」

　日毬の話は前代未聞でせっかく面白いのに、議論がクロスしないのが実にもったいない。「反論を認めるつもりはない」などと言い切ってしまえば、そこで議論が終わってしまう。これでは日毬がテレビを使って自分の政策を発表しているだけだ。この日毬の強硬な意見と姿勢には、やり合っていた自友党政治家も啞あ然ぜんとしてしまったようだった。

　自衛官が別の話を持ち出す。

「私が心配しているのは、日本の混乱に乗じて中国が南なん沙さ諸島の攻略に乗り出してこないかということです。中国の方も不動産バブルの後処理が控えてますから、より強硬な姿勢に打って出てくる可能性があるんです」

　首都大の教授も続く。

「それと、大きな危機といえば首都直下型地震ね。加えて南海トラフの三連動地震に、富士山の噴火。いつかは必ず来るんですよ、確実に。今日ここで話し合っているあらゆる問題を、悪い方向に吹き飛ばす事態になるでしょう。東京の被害状況によっては、しばらく日本はダメなんじゃないかなぁ……」

「軟弱者！　日本がダメなわけがない！　日本大志会が政権さえ担えば、あらゆる悪い事態を振り払ってみせよう。やはり私がやるしかないのだ……」

　日毬は逆ギレし、激げきしたように身体を震わせた。日本を貶めるような意見には、日毬はいても立ってもいられなくなってしまうらしく、大声で𠮟りつけてしまうのだ。

　やはり政治議論の司会者として、日毬はあまりにも向いていないタイプだった。日毬のように強力なスタンスを持ち合わせていると、そもそも討論にならない。相手との議論が途中で終わってしまう。日毬の色が強すぎるのだ。

　心配そうな様子で議論を眺めていた由佳里に、俺は言葉をかける。

「どう思う？」

「ちょっと日毬ちゃんが一方的すぎて、イマイチ……。普通のエンタメ番組なら、こういう日毬ちゃんの姿勢がギャップを生んで面白味を増しますし、キャラクター性が抜群に発揮できると思いますよ。でもゲストの布陣を見ると、エンタメじゃありませんしね……。政治討論番組でこれだと……うーん……どんなものでしょうか……」

　由佳里は言葉をにごらせた。

　ほぼ俺と似たような感想を抱いているようだ。

　やはり今はこの番組を受けるべきではなかったか──そんな後悔の念が頭をよぎった。

　それからは終始、日毬という極端な司会者の存在感が際立つ、どうにも不思議な討論が続いていった。視聴者に受け入れてもらえるのだろうか……。
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　収録から数日後、早くも『ひまりんプロジェクト』の第一回目が放送された。こういう討論番組は時事ネタが多いから録り溜めができないので、すぐに放送される。番組の性質を考えると生放送でもいいのだろうが、日毬というある部分で危険なタレントを看板に使うこともあって、編集するのが安全だという考えなのだろう。

　映像をチェックしてみれば、収録日に見たイメージ通りだった。

　議論の中心となる日毬が強硬すぎて、どうにも浮き出ている印象がある。それに討論というより、自分の政策を一方的に訴えているようにしか映らない。果たして討論番組でこれを面白いと見るか、それとも嚙かみ合ってないと見るか……。

　放送直後、俺は仕事で面識のあるテレビ関係者の幾人かに電話をかけ、視聴した感想を聞いてみた。業界内でも噂になっている番組だから、関係者は皆チェックしているのだ。するとやはり、彼らの反応も「戸惑い」だった。「これこそ日毬らしい」という意見もあったし、「議論としては破綻している」という意見もある。業界人たちも番組をどう評価すべきか困っているというのが正確なところだろう。視聴率の推移を注意して眺めていかなくてはならない。
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『ひまりんプロジェクト』は注目を浴びていたこともあって、第一回の視聴率は同時間帯のどの番組より高く、二〇・七％という高視聴率を記録していた。ゴールデンタイムの時間枠ということを加味しても、想像していた以上に良好な数字だ。わけのわからないエンタメ番組と比較すればそこまですごくないと感じるかもしれないが、政治討論番組としては驚異的な数字なのである。タレントばかりを集めた討論とも違い、日毬以外はすべて文化人のみで構成されている番組なので、一般的な視聴者の興味はあまりないはずなのだ。

　だがしかし、メディア各社の反応は厳しいものだった。視聴率が高いのは日毬人気のおかげだとしつつも、次のような感想が大勢を占めた。




「案外、つまらない」

「期待度が高すぎただけに、肩すかしを喰らった気分」

「参加者と日毬ちゃんの間でまともな議論が成立しておらず、討論番組とはとうてい呼べない」

「ひまりんのキャラクター性は司会者に向かないことが明らか」

「話題性だけで視聴率を集めたが、いずれ失速するだろう」

「面白くなりそうな題材やメンバーが揃ってるのに、あえてそれをぶち壊すのを楽しむ番組だろうか」




　可能な限り関連記事をチェックしてみたが、ポジティブな見解を示している記者はほとんど見当たらなかった。

　収録のときに俺と由佳里が感じた懸念と同じ見方ばかりだ。どの記事も、「『ひまりんプロジェクト』第一回放送が高視聴率を出したのは日毬の存在があったからこそ」だとしていたから、決してこき下ろそうとして書いている記事ではないことも確かだった。

　普通なら、事前に俺たちが関係各所に十分な根回しをしておけば、このような記事ばかりには決してならない。芸能記者たちとのコネクションも今では深く、根回しができるだけの余力がひまりプロダクションにはあった。適切な手を打てば、多くの記事で『ひまりんプロジェクト』を絶賛させることも可能だったろう。

　だが俺があえて手を回さなかったのは、メディア各社がいくら上っ面だけ褒めるような記事を書いたとしても、今後の視聴率の推移には実質的に何も関係しないと確信していたからである。

　敵を攻撃したり、一瞬だけ話題性を作らなくてはならないような明確な目的がある場合をのぞいて、棒読み記事には大した意味はない。ならばここは、下手な動きをして記者たちと妙な関係になるよりは、ありのままの記者の判断に任せる方がよかった。それに上うわ辺べだけの記事で万ばん歳ざい三さん唱しょうしたところで、日毬のこれからのタレント人生を考えた場合、ひとつもプラスにならないことは明らかだ。

　その結果がこれなのは、俺が感じていた不安と同じだったから仕方のないことでもある。日毬には受け止めてもらい、よりよい番組作りに活かしていくのが最善の道に違いない。
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　出勤してきた日毬を促うながし、俺たちは車に乗り込んだ。ゲストとして日毬が呼ばれたエンタメ番組の収録現場に出かけるのである。向かう先は品川区港こう南なん。東京湾を背景にしたロケだった。

　珍しく日毬は口数少なかった。

　後部座席で暗い顔をしている日毬の顔をバックミラーで確認し、俺は声をかける。

「元気、ないな？」

「そ、そんなことはない……。私は精神面での修練も積んでいる。いついかなるときも私は平常心を保てるのだ。私が元気でないわけがない」

　顔を上げた日毬は懸命になって否定したが、それは落ち込んだ自分に必死で言い聞かせているような口ぶりだった。

「空元気だな。俺に隠したって意味がないぞ。日毬の悩みは、『ひまりんプロジェクト』のことだろ？」

「……」

「メディアの反応、厳しかったからな。日毬にとって初めての看板番組なんだ。最初は上手くいかないこともある。外野の批評は、今後の糧かてにすればいいじゃないか」

「……だからこそだ……。初めての番組だからこそ失敗は許されない……。アイドルとして成功するなら、やはり最初の看板番組の成功は欠かせないんだ……」

　苦しげに窓の外を眺めながら口にした日毬は、ふとバックミラーごしに視線を向けてくる。俺と日毬の視線が一瞬合った。

「……颯斗も同じような印象を持ったのか？　正直なところを教えてくれ。その方が私のためになる」

「まぁな。メディアの連中と、だいたい似たような印象だった。日毬は演説ばかりしてきたから討論には慣れてなかったろ？　あそこに出ていたゲストの連中は、それなりにディベートの訓練をしてきただろうし、日毬と嚙み合わないのはしょうがないよ」

「ついに自分の政治番組を持てると喜び浮かれていたことが情けない……。私はバカだったと思う……」

　そう言って、日毬は唇をかんだ。

「それはマネージメントを仕切ってる俺に責任があることだ。日毬が反省することじゃない。やはり日毬の適性を見て、相応ふさわしい番組をセットするべきだった。堅実な活動を積み重ねれば、日毬ならいくらでも看板番組を持つことができたのに……最初にこの番組を持ってきたのは俺の判断ミスだ」

「いや、颯斗は少しも悪くない。やはり私の問題なのだ……。私が……私がもっと上手くやらなくては……」

　日毬の悩みは深まってしまったようだった。

　しかし、こればかりはどうにもならない。『ひまりんプロジェクト』を放り出すわけにもいかないのだし、高視聴率番組であることは間違いないのだ。いかに芸能記者たちが日毬の司会に不満を持っていようと、日毬のおかげでこれだけの視聴率を叩き出せているのもまた事実である。もちろん今後の視聴率がどう変動するかは不明だが、番組の幸先は決して悪いものではないのだ。

　これからの改善点などをプロデューサーやディレクターや女子アナも交えて話し合い、良質な番組にしていけるよう努力するしかない。
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　マンションの最上階ラウンジ。日曜日の経営会議だ。

　俺は『ひまりんプロジェクト』の状況を報告する。

「──というわけで、鳴り物入りで始まった『ひまりんプロジェクト』が今後どう推移していくかまったく不明だ。予想がつかない。初回の視聴率は申し分ないけど、世間にうまく適応してくれるかどうか……」

「批判の嵐ってわけでもないんですよね。批判というより、なんというか……肩すかしを喰らった気分という感想が多いです」

　由佳里が淡々と指摘した。

「それは批判よりずっと悪い。まだ第一回しか放送されてないけど、第二回の収録に立ち会った俺が判断するに、世間の批判点は変わらないだろうな」

「総帥が口数少なくなっているのは、やはりそのことで悩んでいるのでしょうか」

　壮司の言葉に、俺がうなずく。

「ああ、そのことだね。日毬が自信をなくしてるのが一番やっかいな問題だ」

　それから俺たち三人は、顔を突き合わせて『ひまりんプロジェクト』について意見を交わした。だが、どれほど俺たちの間で議論を重ねても、結局できることは多くない。しばらく日毬とのコミュニケーションを強めつつ、推移を見守っていくことになった。

　俺は話を切り替える。

「で、今日は由佳里が提案したいことがあるって言ってたろ。どんな提案だ？」

「うちの会社で推し進める事業プランをいろいろ検討してみたんです。ものになりそうなプランはいくつかあったんですが、まずは『ひまりんプロジェクト』と連動できるような政治系で勝負してみたらどうかなと。日毬ちゃんの方向性ともマッチしていますし」

　由佳里は手元の企画書を、俺と壮司に渡してきた。

　そんなに厚いビジネスプランではない。パワーポイントで概要だけをサッとまとめた一〇ページくらいのものだ。

「ずいぶん早いじゃないか。新規事業を任せたばかりなのに」

「新規事業って言っても私が考えられることって、せいぜい宣伝の仕組みですからね。アップルとかグーグルみたいな新事業を私が考えられるわけでもなし。あんまり大したことないですよ」

「いいんだよそれで。マーケティングこそ事業のすべてだ。アップルだって技術力が秀ひいでていたわけじゃない。技術自体は既存のものを寄せ集めて、マーケティング力一本でのし上がって成功したんだよ」

「わかってます。でも私じゃ技術のことがわかりませんから。もし私に技術を見極める目が備わってたら、あっという間に世界企業を創っちゃえると思うんです。実に惜しい人材ですよ私は」

「うっせ。自慢は余所よそでしろ。とにかく話を進めてくれ」

「ほら、先週のこのミーティングで、佐々倉さんが選挙広報のことを話していたじゃないですか。それで私も興味を持って、いろいろ調べてみたんですよ。そしたら、これって改善の余地がとっても大きい分野なんじゃないかと思いまして」

　俺はビジネスプランに視線を落とし、ページをめくっていく。

　由佳里のプランは、政治ポータルサイト。要するに、あらゆる政治の話題を集めたウェブサイトを作り、そのサイト内で政治家や選挙立候補者に個人サイトを開設させ、そこで自らの政策をＰＲしたり、ネットユーザーと交流する場所を作るというものだった。今までは個別の政治家ごとにお金と労力をかけて自分のサイトを作り、宣伝していた。しかしそれらを一カ所にまとめることで宣伝も容易になるし、政治家や候補者は無料で政治論議に必要なすべてのシステムが利用できるようになるとのことだった。

　彼らが毎日自分でウェブを更新するから、運営者側はそれほど資金もかからず、自動的にコンテンツが増えていく仕組みだ。動画や音声も容易に生成できるし、選挙演説や講演会の様子なども逐ちく一いち配信できるということだった。

　四ページほどめくったところで、俺は顔を上げる。

「なんだ。本当に大したことないじゃないか。どこにでもありそうなＩＴ系プランだ。その辺の起業家が真っ先に考えて、収入の道がなさそうだから結局諦めるようなタイプの木こっ端ぱ事業だ」

「ええ、わかりますよ先輩の言いたいことは。でも私がそんなチャチなプランを誇らしげに見せるわけないじゃないですか。ちゃんと利権を持つ堅実な事業を目指してますよ。これぞ『ザ・蒼通』って感じの事業を整えるのが、ひまりプロダクションでの私の最大の任務だとわきまえてます。ちゃんと読んでください」

　そう促され、さらにページをめくっていく。

　すると由佳里の目指す方向が見えてきた。プランの骨格は、公職選挙法にサイトを組み入れることらしい。

「ふぅん、公職選挙法絡がらみか……。怪しげで、きな臭くて、なんだか悪くないじゃないか」

　にわかに興味が増して俺は言った。

　うさんくさい業界には大きなチャンスがある。非効率で、非常識がまかり通る分野こそ、改革による伸びしろが大きい。だからこそ奇き々き怪かい々かいな業界があれば、ビジネスマンは積極的に参入すべきなのだ。曖あい昧まい模も糊ことした業界のビジネスモデルを綺麗に再構築し直すことは、マーケティング立案者の本領がもっとも発揮される仕事には違いない。

「要約すると、公職選挙法を逆手にとって、選挙のネット利用を促進するサイトを作るってことだな」

　俺の言葉に、由佳里が我が意を得たりといった風に応じる。

「ですです。選挙運動で利用できる、専用の政治ポータルサイトを作るってことです。これは単なるＩＴビジネスなんかじゃありません。政治番組『ひまりんプロジェクト』が立ち上がった今こそ、それと絡めて取り組める仕事だと思いました。まずは局も巻き込んで、『ひまりんプロジェクト』と共同で事業を推進するような流れを作れればベストです」

　企画書で由佳里が書いたコンセプトは次の通りだ。





　・すべての政治家や候補者が一同に集まり、わかりやすい

　・政党、政治家、候補者ごとの政策や実績を比較できる

　・選挙と政治活動をわかりやすいものにする

　・政治活動を金のかからないものにする

　・当選した政治家が公約をきちんと実行したか確認できる

　・古い選挙や政治体制を新しいものに変革する

　・ネットを通して、有権者が気に入った政治家や候補者に対し、ワンクリックで少額の献けん金きんをしやすくする道を開く






　企画書ではさまざまなメリットが謳うたってあった。政治家や候補者が一堂に会するサイトを用意すれば、有権者にも選びやすく、政策の比較もしやすくなるというわけだ。政治家にとっても、何十万、何百万円もかけて自分のサイトを用意する必要がなくなるため、費用がかからなくなるという利点もある。

　由佳里は説明を続けてゆく。

「日本では、公職選挙法第一四二条、第一四六条、第一七八条で選挙運動のネット利用は禁止されてるんです。……もっとも禁止といっても、よくわからない条文の拡大解釈で、ネット利用が選挙違反に当たる危険性があるんで、どの候補者も自じ粛しゅくせざるをえない風潮があるってことなんですが。そもそもネット利用以前に、公職選挙法自体がわけのわからないシロモノなんです。だから政治運動をして、私たちが運営する政治ポータルサイトだけは公職選挙法の例外として認められるような利権……そこをどこまで認めてもらえるかどうかがすべてです」

　壮司が珍しく語調を強める。

「公職選挙法ほどアホらしい法律はなかなか見つかりません。私も選挙は何度か経験していますが、選挙でもっとも重要なものが公職選挙法対策ですよ。つまり警察対策。こちらは悪わる巧だくみをしていないつもりでも、あっと驚くことで逮捕されることすらあります。たとえば病院の先生が患者に対し、軽い気持ちで『誰それ候補者をよろしくお願いします』と言っただけで、戸別訪問とみなされるとか……」

「世界珍法律トップ一〇をやれば、圏けん内ないが狙えるレベルかもしれませんね。最強クラスの珍法律です」

　由佳里も同意した。

　俺が言う。

「法律ってのはどんどん増えていくものだから、時代を経るごとに珍法律もでてくるのは不思議じゃないが……なんつっても選挙だからな。民主主義の根幹に、こんな空虚な法律がまかり通っているわけだ。まったくバカげてる。こういうことひとつ取っても、本当に日毬が独裁してくれた方が、日本はよっぽど健全な社会になりそうな気がするよ」

　公職選挙法は、国会議員や地方議員などの公職に関する定数と、選挙方法を規定している法律だ。

　たとえば衆議院議員選挙で許された運動期間はたったの一二日間。自由な発想で選挙宣伝をすることはできない。選挙に利用する車の数まで決められている。印刷物の配布にまで数の制限がかけられているのだ。ありとあらゆる細かい規制で雁がん字じ搦がらめになっているのである。

　もちろん由佳里が指摘したように、ネット上での選挙活動にも多大な影響がある。実際には、公職選挙法が制定されたのはずっと昔で、インターネットなど想定していなかったため、ネット活動の規制は明確にされていない。だが候補者たちは検挙されることを恐れて活動を自粛し、曖昧な状態になっているのが現実であった。

　大半の政治家は自分のホームページを持っているが、選挙期間中はネット上での活動まで自粛しなくてはいけない。ブログの更新も、ツイッターのつぶやきも危険だ。逮捕される可能性がある。本来なら、選挙期間中こそ自分の政策をネット上でも語るべきなのではないか。

　しかし一方で、過去の選挙においては抜け道も多数発見されてきており、ザル法であるとの指摘も受けている。抜け道の知識は経験則だけがモノを言う世界であるため、選挙を知り尽くす古参政治家ばかりが有利であり、まったくの新参者が選挙に参入することは難しくもなっている。

　このような法律で杓しゃく子し定じょう規ぎに自称・民主主義の選挙を行うわけだから、とんだ茶番劇だ。政治家を誰も尊敬しなくなってしまったのは自然な流れだったとも言えよう。

　だから由佳里のプランの根本にある目的は、そういう公職選挙法による規制の埒らち外がいに政治ポータルサイトをおくことで、選挙期間かどうかに関わらず政治家が法規制を気にせずネット上での活動を続けられるようにしようとするものだった。このサイトを利用することによって、すべての政治家と候補者はネット上でお金をかけなくて済み、手軽に個人献金を集める仕組みが開け、同レベルの機会均等が約束されるわけだ。

　いわば法律による規制を受けない聖域を無理やり創り出そうというのだから、もしこれが成立すれば、利権中の利権ビジネスである。

「選挙のノウハウの大部分は、公職選挙法の実務知識なんです。実社会ではまったく役に立たないノウハウですよ」

　壮司の話に由佳里が応じる。

「アメリカ大統領選挙もメディアを使ったプロパガンダばかりで茶番劇が行き過ぎてますけど、日本の選挙は逆の意味で茶番劇です。どっちも対極すぎるので、本当は、その真ん中くらいがベストな案あん配ばいなんですが。……公職選挙法の良い部分を無理やり探すと……こういう法律がないと金持ちが選挙に圧倒的に有利なので、貧乏人も候補者として戦えるという意味はあるのかもしれませんね」

「いやいや、警察が仕事の領域を拡大したいだけなんですよ。彼らはそれでメシを食ってますので。選挙がある度に、警察は異様なほど熱中します。警察に敵対した候補者が選挙を乗り越えることは難しいんです」

　壮司の言葉には熱があった。経験してきたことだろうから、実感がこもっている。

　俺は資料に目を落とす。一〇枚ほどの、パワーポイントで要点だけまとめたもので、そこまでビシッとした計画書ではない。概要のみの説明になっている。流動的な部分も大きいのだろう。

「肝心の俺らの収入はどこから得られるんだ？　各政党、政治家、立候補者はサイト内に自分のページを無料で持つんだろ？　表向き掲げる事業目的が高こう尚しょうだけに、バナー広告を掲載したりはできない」

「それは決まってるじゃないですか。企業献金ですよ。名だたる大企業は出さざるを得ませんね。ネットで唯一の公認選挙運動になるんです」

　少し思案を巡らせてみた。企業献金は営業とは違うが、だいたい感覚は摑めるつもりだ。

　一見難しそうに見えて、しかしこれは意外と資金を集められる可能性がありそうにも思えた。慈善奉仕活動や環境活動に大企業は一定額を常に拠きょ出しゅつしているが、その一環である。しかも、この事業への協賛は、実利も伴い一石二鳥。

「献金集めは蒼通に担当させてもいいかもしれん。企業から預かってる広告費を少しだけこっちに割り当てれば、ものの一瞬だ。しかしそれをすると、かなり金を抜かれそうだよな……。こっちに入ってくるのは、集めた金の一〇％になるかもしれんぞ」

「なんなら私や先輩が直接営業にいって、献金を集めて回ってもいいと思いますね。本事業に協賛しておけば、政治面で幅広いコネクションがつけられると訴えるわけです。私の華麗すぎる営業トークをご覧に入れて差し上げましょう」

「だがな、この営業相手は広告じゃなくて総務部になるぞ。勝手が違う」

「変わりませんよ。広告部門から紹介してもらったっていいわけですし。『ひまりんプロジェクト』と連動して、番組内でも新しい取り組みとして告知してもらいましょう。『ひまりんプロジェクト』の第一回視聴率は二〇％前後なので、仮に視聴率が落ちても三〇〇〇万人くらいには告知できるというわけです。今がチャンスじゃないですか」

　そこまで言って、由佳里はポンと手を打つ。

「……あ！　まずは蒼通の総務部にお金を出させましょう。これ冗談じゃなくて。私、さっそく営業行きますよ」

　俺は由佳里を、落ち着けと手で制す。

「目指すところはわかった。せっかく『ひまりんプロジェクト』が始まったばかりなんだから、局の協力さえ得られるなら、政治事業に進出するのはアリだろう。……だけどさ、いくら政治力の行使がうまくいったとしても、一般企業が運営する政治サイトが、果たして本当に公職選挙法の埒外になるような仕組みが作れるだろうか」

　由佳里は指を二本立てる。

「二つ、案があります。一つ目は、私たちが管理するサイトを、すでにブランド力がある団体に運営してもらう方法。たとえば、『財団法人あかるい選挙促進委員会』とかと共同プロジェクトにするわけですよ。知ってます、あかるい選挙促進委員会って？　選挙のテーマソングを作ったりしていろんな面白いことをやってますし、なかなかアグレッシブな団体さんなんですよ」

「あぁ、財界が作ったヤツな。いちおう知ってるよ」

「もう一つは、この政治ポータルサイトを運営する組織として、私たちで社団法人、財団法人を用意する方法。そういう公益法人を受け皿にしておいて、警察ＯＢや政治関係者をわんさと天あま下くだりで受け入れるわけです。そうすれば、お役所を味方につけたも同然ですからね。ケーサツ様なんてチョロいですよ」

「そう言えば最近、一般社団法人とか一般財団法人って設立しやすくなったんだっけ？　この事業なら、いずれ正式に国の認可を受けられるかもしれんか……。……しかし上手くいくかな？　『Kagura』のときは俺たちの裁量の範囲内でなんとでもできたけど、こっちは政治的要素が多すぎる。事業が政治運動と密接に関わるとなれば、どうしても運の要素が強くなる」

「そのために佐々倉さんがいるんじゃないですか。政治家には、佐々倉さんに渡りをつけてもらえばいいんです」

　そんな由佳里の話に、壮司がいささか狼ろう狽ばいする。

「待って下さい。コネなんて大したことありませんよ。もちろん昔の秘書仲間に連絡すれば、政治家とセッティングしてもらうことは容易ですが……直接陳ちん情じょうに行っても結果は大して変わらないと思いますね。政治家に陳情するなら、コネなんかなくても別に誰でもできるんです」

「たしかに、政治家に当たりをつけるだけなら何とでもなります。でも一番の問題は、このプロジェクトを進めるにあたって、誰に話を持って行くのがベストかってことなんです。たぶん私や先輩があれこれ人選を考えるより、佐々倉さんにこれぞという人を指定してもらった方がいいですよ」

「……なるほど。国会議員は何百人といますが、ピンポイントで最も力を発揮できる政治家に陳情すべきですね。このプランを誰に持ち込むのがいいか、しばし検討を重ねてみましょう。警察を巻き込むなら警察官僚出身がよさそうですが、自友党に元法務官僚で力のある人がいるし……ううむ」

　壮司は腕を組んで考え始めた。

「この選挙ポータルのイメージガールは凪紗ちゃんにしましょう。落ち着いた美び貌ぼうがマッチしていると思います。ポスターやパンフレットでは凪紗ちゃんを大写しにしましょうよ。サイトで案内ページを作るときに凪紗ちゃんが説明している感じにしてもらったり。公益に関わる仕事なので印象も良いですからね」

「凪紗か。日毬だと政治色が濃すぎるけど、凪紗ならいいんじゃないか。うちが持ってるカードのなかではベストな人選かもな」

「決まりですね」

「よし。由佳里のプランに乗ってみるか。事業規模は大したことないから、そんなに悩む必要もなさそうだ。サイト構築に二〇〇〇万くらい見積もっておけば十分か。それからサイトの維持メンテを業者に丸投げしたとして、政治家数が数千人になってくれば保守やセキュリティは万全を期さなきゃならんけど……それでも月二〇〇万ってところだろうな。加えてニュースコンテンツの更新とかまで任せても、せいぜい人件費が一人か二人分のプラス……。うちにとっちゃ、タダみたいなコストだ」

「小ぶりの事業であることは認めますけどね。『Kagura』と比較すれば、そこまで大きな収入になる仕事じゃありません。でもまずは『ひまりんプロジェクト』に絡めたものを始めるのがよいのかなと。それに、せめて自分のお給料分くらいは自分で稼げるようにって」

「今なら『ひまりんプロジェクト』を宣伝に利用できるし、こういう国家システムの要よう諦ていを押さえておくのは面白い。何より政治ポータルを持っておくことは、日毬の政界進出にとって大きな布石になるに違いない。うまく成立すれば、悪くない事業に育つだろうよ」

「へぇ。先輩に褒められるとは思ってませんでした」

「別に褒めてないからな。大して気に留めるような負担でもないから、ちょっとやってみるかってだけだ。そこんとこ間違えるな」

　由佳里は腕を組み、意味深に俺を覗き込んでくる。

「うーん……それ絶対褒めてますよね？」

「褒めてないっつうの」

「いやいや褒めてるくせに」

「どうすればそんな風に都合よく受け取れるんだ？」

「やっぱり褒めてるなぁ」

「なら好きに思っとけ」

　投げ遣やりに俺は応じた。





◇






　俺、由佳里、壮司は三人で、永田町の議員会館を訪問していた。

　自友党の緒お方がた代議士に会うためだ。

　議員の事務室を訪れると、俺たちはすぐに応接に通された。目の前には代議士本人と、その秘書である。

　緒方は元官僚。テレビに出ることはないので知名度はゼロに等しい衆議院議員だが、検討に検討を重ねた壮司が「この先生しかいない」と断定した相手だった。

　由佳里のビジネスプランを俺が手直ししたものを、壮司を通してすでに秘書には手渡していた。内容は議員も確認しているはずだ。

　名刺交換を済ませてソファに腰かけ、早々に壮司が話を切り出してゆく。

「概要はすでにお伝えしている通りです。プロジェクトを進めるにあたって、たくさんの議員先生を検討しましたが……緒方議員ほど相応しい方は見当たりませんでした。もともとは総務省自治行政局選挙部にお勤めになっていて、自友党で当選してから二期目です。中央選挙管理会の委員も務めたことがありますし、国会議員のなかでは、最も選挙問題に精通しているプロ中のプロですよ」

「でもね、プロといっても選挙で勝ち残るためのプロってわけじゃないよ。その辺、事情に精通してない人が聞くと誤解しちゃうかもしれないけどさ。あくまで選挙実務や法令のプロね。何の役にも立たないプロなんだよ」

　緒方は気さくに応じた。

「ご謙けん遜そんを……」

「本当さぁ。俺みたいな選挙族なんてね、何にも利益がないんだよ。要はお金にならない。こういう言い方をするとこれまた誤解を与えちゃうかもしれんけど、金のために議員やってるって意味じゃないよ。そうじゃなくて、やっぱりお金が集まらない分野ってのは日が当たらない場所なんだよな。郵政族とか建設族とか防衛族とか、そういう方が目立ってよかったよ、本当は。でも俺、総務省周りのことしか知らんからさぁ」

「先生、地じ味みですもんね。こっちも選挙のときは大変ですよ」

　隣に座る秘書が、実感を込めてうなずいた。

「本当だから反論のしようがないな、わはは」

　緒方は高らかに笑い、壮司に向けてわずかに身を乗り出す。

「加か持じくんは残念だったな。まぁあれだ、本人に立候補するつもりがあれば、いずれまた返り咲くよ。間違いない」

　加持とは自友党の元衆議院議員で、過去に壮司が第一秘書として仕えたことのある相手だ。

「でも加持先生はもともと地元でそれなりの土建会社をやっている方ですし、社長業が忙しいですから、落ちたのを気にした風でもないですよ。地場の中小企業の社長としては、一度でも衆議院議員を経験したというだけで十分なんでしょうね。勲くん章しょうももらえますし。もう立候補する意志がないようなことを聞いてます」

「もったいないよ。なんとか説得して立候補させなって」

「どうでしょう……。飽きたからと簡単に降りられると、支援者も戸惑うところなのですが……こればかりは本人の意志次第なので……」

　緒方と壮司のやり取りに、秘書が口をはさむ。

「加持先生は軍資金がある方でしたからね。我がド貧乏陣営から見れば本当に羨うらやましい先生でした」

　緒方は何度もうなずく。

「前回の選挙もよく通ったよな、俺。俺が当選したことに、党本部の方が驚いてたくらいだよ」

「民政党の対抗馬が弱かったのと、共産党がそこそこ票を集めてくれたのと、公世党の地盤が強かったのと……いろんな幸運が重なってくれたんです。でも次はわからない。ぶっちゃけ先生、他の候補者と比べてもお金がない。ぜんぜん足りない。弱いのは当たり前です」

「だよなぁ……俺もそう思うよ。やっぱ有名にならないと金が集まらないんだ。困ったもんだよ。どうすればいいんだ？　俺のことを有名にしてくれって、俺の方が誰かに陳情に行きたいくらいだよ」

　なかなか開けっぴろげな議員である。うちの家も政治家が何人か出入りしていたことがあるが、自友党は良くも悪くも議員個々人の色がもっとも濃い党というイメージがあった。分家のような民政党も、自友党に次いでバラエティーに富んでいる。これに対し、社会共産党や公世党などは議員になるのも本人の意志というより指名によってであり、中央の指示を重視する役人のような印象だ。

　秘書が俺をチラと見やって口にする。

「広報活動を相談するなら、今回のお相手がベストじゃないですか。なんといっても、ひまりプロダクションの社長さんです。ひまりんですよ！」

「我々にお手伝いできることなら、可能な限りやらせてもらいますよ」

　俺は殊しゅ勝しょうに応じた。

　緒方は感心したような声を上げる。

「神楽日毬、すごいよね～。ものすごい。国会議員の間でも話題騒然だよ。これ本当に。しかも政治番組まで始めたでしょ。掲げてる政策はちょっとアレだけど、うちらとしても無視できないんだな」

「神楽は早いうちに政界へ進出する意向を持ってます。その際にも力を貸していただければと……」

　そう俺が頼むと、緒方は困ったように激しく首をふる。

「そりゃまったく別の話！　俺には無理だって。つーかね、そもそも俺より神楽さんの方が遙かに有名だから。こっちからすれば、神楽さんは雲の上の存在なのに、下っ端の俺が手を貸せるわけないでしょ」

　そして緒方は秘書の方を向いて確認する。

「仮に話を持ってくとすれば……幹事長だよなぁ？」

「でも、それ以前に年齢の問題があります。それに、ひまりんって急進右派ですよね。暴力革命を否定してない上に、独裁まで宣言してるわけで。見てる分にはつい応援したくなる女の子ですけど……自友党では無理ですよ。大変な問題になってしまう」

　咄とっ嗟さに俺は強く言う。

「個人的には、自友党が一番マッチしてると思うんですが。議員に各人各様の多様性があるっていったら、やっぱり自友党なんじゃないかと。神楽なら合うはずですよ」

「ん～、俺に言われてもねぇ～」

　緒方はソファに深々と身を沈めた。

　代わりに秘書が応じてくる。

「あくまで個人的見解として聞いてもらいたいんですけど……ひまりんが本当に政界進出なんてことになれば、十中八九、検察が動くと思いますよ」

「……想定できることでしょうね」

　俺はうなずいた。

　ふいに壮司が断定口調で言う。

「そのときは私が検察に乗り込みます。そのくらいの覚悟は持っています」

「の、乗り込んでどうするんです？　佐々倉さんなら一〇〇人くらい殺して、その場で自分も切腹しそうだからなぁ……」

　息をのむ秘書に続き、緒方も血相を変える。

「やめてよ～、佐々倉さん。ここで大虐殺の話し合いなんて洒落しゃれにならないからさ。今の話はナシ。ね？」

　そしてキョロキョロと周りを見やった緒方は、つぶやく。

「盗聴器ないよね？　ないよね？」

「大丈夫ですよ。先生は誰かにマークされるような大物じゃありません。警察も検察もＣＩＡもＮＳＡも、大いに残念ながら先生の名前は名簿にないと思いますよ。先生を盗聴するなんて、この上ない予算の無駄遣い。事業仕分けの対象に、真っ先になってしまいます」

　あっけらかんとして秘書が言った。

「何気に厳しいこと言うねぇ。でも本当のことだから困る」

　緒方がおどけたので、俺たちは全員吹きだした。

「それにしても佐々倉さん、あんたがまさか噂の神楽日毬のところでやってるなんてなぁ。人の先行きは予想もつかないもんだね」

　それから世間話モードになり、緒方と秘書と壮司の三人は懐かしそうに語り合っていた。

　意外とうららかな政治の側面も垣かい間ま見えて、側で聞いているだけでもなかなかに面白い話である。しょせん政治は泥臭い人間関係の世界だけに、逆に言えば人情味があって、こうして間近に居合わせると妙な親近感も湧いてくる。見ると聴くとではずいぶん違いがあるものだ。

　話もそろそろ尽きたころ、緒方が思い出したように口にする。

「おっと、話がずいぶんそれちゃったけど、陳情の内容はきちんと承うけたまわるよ。どうしようもない話だったら秘書の段階で断ってるけど、俺がこうして受けている以上、それなりに責任をもって取り組むよ。ご指摘のように、たしかにインターネット上での選挙における規定は絶対に必要だ。やりたいことはわかる」

　陳情の要点はすでに把握してくれているようだった。

　俺は言う。

「このプランを進めるために、社団法人か財団法人を用意したいと考えています。できれば国の認可を受ける形で進められたらベストです。問題は、この案件をどこに持って行くのが最もスムーズかなのですが……」

「この内容をどこに通せばいいか……普通は国会議員だってなかなかわからない。でも俺のところに来たことは正解だ。ズバリ、衆議院法制局だよ。どこのどいつに言い含めておけばいいかもわかる。だってね、総務省にいたときに、俺が選挙の法律文を書いてたんだよ。上司から言われて、わけのわからん外がい郭かく団体を作ったりもしたなぁ。ここ一〇年の間じゃ、俺が一番、選挙周りの法律を書いてるんじゃないの」

「心強い言葉ですね。やはり先生に持ち込んで正解だったというものです」

「うん、一緒に頑張ろう。面白いプランだよ。ただ成立に向けて努力するなら、どうしても総務省のＯＢを定期的に何人か引き受けてもらう必要あるけどね。たぶん大丈夫だよ」

　ずいぶん気安く緒方が請け負ったことに、逆に俺は驚いた。

　陳情相手を適当に選んでいたら、おそらく何も進まなかったろう。単に力がある議員だからと話を持ち込んでも、当の議員の方が何をどうやって進めればいいのかわかるまい。しかしその分野に精通する権威に直接持ち込むことができたなら、意外とこういうものかもしれない。

　念のため俺は確認してみる。

「ネット上での政治活動を、独立行政法人で取り組むなんてことは、ちょっと虫が良すぎますでしょうか？　そこでの仕事を我々が請け負うとか……」

　緒方は当惑した様子で、顔の前で大きく手を振る。

「そりゃ無理無理。今すぐはちょっと無理。ただでさえ事業仕分けでうるさいんだから、国に新しい事業を背負い込ませることは簡単じゃないんだよ。でも、あなた方が持ち込んできたビジネスプランにあったように、財界がお金を負担する形で社団法人か財団法人としてやるならアリだと思う。財界がお金を出すことでネットにおける正しい選挙環境を構築すると共に、特定の利害関係者の力を排除するために社団法人化して、資金の運用は理事会でチェックし、運営費に充てていく──。こういう形なら、いずれは国の認可も考えられる範囲のことだし、俺も動けるという話だよ」

「わかりました。無理をいって申し訳ありません。先生のお考え通りに進めてください」

　すぐに俺は提案を引っ込めた。もともと無理を承知で、万一通ればラッキーくらいの気持ちで言ってみただけだ。

「もし国からの補助金が欲しいなら、それは二年目以降に出るように取りはからうのが限界だ。それに根回しの時間もかかってしまう。一年目は我慢して、実績を作ることに専念してよ。きちんと実績ができたら、二年目は総務省から幾ばくかの予算が割けるように取りはからえるんじゃないかな」

「それはありがたいお話ですね。自分たちだけで努力しようと考えていたので、たとえ二年目からでも国から資金が出るなら、非常に助かります」

「でもね～、国の予算も善し悪しだよ。予算を突っ込むということはさ、要するに、それに見合う天下り役人を受け入れろって圧力を受けることになるわけだ。国会議員としては悩ましい話だよね。俺個人としては総務省に対する発言力が増すからありがたいけど、国家全体として見ると芳かんばしい話でもない。かといって、現行システムとは上手く付き合わないと何もできないことも現実だ。なんとも難しいよ」

「なるほど……。それでは、ひとまず手早く話を進めるために、資金面は当初の計画通り私ども単独で用意します。二年目以降の国家予算についてはまた相談させてください」

「財界の方には話がついてるの？　そう言えば織葉社長って、東王印刷の……だったよね？」

　俺と東王印刷との関係は、以前アステッドプロと揉めたときに報道されたことだから、それを覚えている人もいる。俺にとっては、オヤジとの関係を思い出すことさえ嫌なことだが、どうしようもない。

「いや……東王印刷はまったく関係ないんですが……。当初はひまりプロダクションが資金を投入します。最低でも準備金として三億は入れておきます」

「ふーん、それだけでも十分そうだね。以降の目め処どは？」

「今は具体的なことは申し上げられませんが、そちらはスムーズに進めております。決まり次第、ご報告申し上げていくという形でよろしいでしょうか」

　俺が言い終わる前に、すかさず由佳里が横から言う。

「蒼通には当たりをつけています。数億は大丈夫じゃないでしょうか」

　実際には、まだ蒼通に話を持ち込んですらいない。かなりのフライングだ。しかし由佳里は無能な営業じゃないから、勝算を見込んでのことだろう。

　意外だと言わんばかりに、緒方が声を上げる。

「蒼通？　本当に蒼通さん、この企画に乗ってくれるの？　なら、予想してた以上にビッグプロジェクトになりそうだなぁ」

「それから東洋テレビ、映報堂もいけそうです。その他もろもろ。私どもも本気で動いていますので、三〇億……ううん、一〇〇億くらいは集めるつもりで取り組んでます」

　さすがに由佳里の言葉は威勢が良すぎたが、かといって修正するのも憚られた。それに、俺と由佳里で分担して動いてみようとしていることは事実である。

「そんなに！　そいつは本格的だね」

「政治を変える大事業ですから。だからこそ、先生のような方に動いてもらうしかないんです」

　毅き然ぜんとした由佳里の言葉に、緒方も悪い気はしないらしい。

「こんな美女におだて上げられたら、俺なんて木のてっぺんにまで登っちゃうよ。参ったな」

　咄嗟に秘書がクギをさす。

「お世辞ですからね。たまたま先生がこの分野に詳しかっただけで、普通ならこんな良い案件回ってきません」

「そんなこたぁ分かってるよ。まったく、一言余計だよなぁ！」

　緒方の言葉に、再び一同は笑いに包まれた。

「ああ、それとね。このプロジェクトを現実化するなら、やっぱり警察は引き込んでおいた方がいいよ。あっちの協力が得られなくちゃ、絵に描いた餅になっちゃうからね」

「想定はしてました。やっぱり必須のことですか」

　俺は訊いた。

「警察にとって選挙は最大級の関心事のひとつ。その彼らの仕事の一部を奪っちゃうわけだからね。連中に圧力をかけたとでも俺が変に誤解されたら、次の選挙で落選させられてしまうよ。下手へたなことはできない」

「そこまでありますか」

　緒方の代わりに壮司が応じてくる。

「一度狙われたら、警察は平然と数十人の人員を放り込んで監視してくるものなんです。選挙のときに捨てたゴミがどこかに持ち去られてるとか、誰かにあとをつけられてると思ったら、まず警察の仕事です。刑事訴そ訟しょう法一九七条一項を楯たてにして、金の流れまでぜんぶ洗いざらい調べられますよ。プライバシーなんてありません」

　秘書が話を受けて続ける。

「さらには通信傍ぼう受じゅ法まであります。建前は暴力団やテロリストの疑いがある相手に限定して盗聴するわけですが、その〝疑い〟ってやつを警察が判断するんです。傍受してよい内容であるかどうかを判断するために、まずは試しに傍受してみるってことは適法です」

　緒方は自分を指差す。

「俺みたいに当落がギリギリで力のない候補は、とくに注意しとかなくちゃね。もうね、映画もびっくりさ。これは大げさなことじゃない。だから警察・検察は敵に回さない。普通に生きていきたいならだ。ましてや国会議員ともなれば、連中に圧力をかけるような行いは、自ら爆弾を抱え込むようなもの。申し訳ないが、俺はしばらく議員を続けたいんだよなぁ……。だからこそ、公職選挙法絡みの案件は、警察と一致協力して選挙を健全に進めるという大義名分を打ち出すべきなんだよ」

「警察に圧力をかけられるくらいの議員となれば数が限られてきますね。そちらにも声をかけた方がいいでしょうか」

　俺が言うと、すぐに緒方が応じる。

「それは俺の方でアレンジしとくよ。こういう良質な案件を紹介すれば、俺の点数稼ぎにもなるしさ。ほら、原はら田だ先生なんかいいじゃん。元警察庁だし、あの人を怒らすとマジ怖いからね」

「原田先生って顔からして怖いですよね。たまにテレビの討論番組でお見かけしますが、座ってるだけでなんか違うというか」

　そう由佳里が口にした。

「あの人が醸かもし出すオーラは警察っていうより極道っていった方がいいくらいだよな。俺も怖いよ。すれ違うとき、『親分！』って呼びそうになっちゃうんだよ。……おっと、今のは間違い。聞かなかったことにしといて」

　緒方の言葉に、俺たちはまた吹きだした。

　肝心なことを俺は切り出す。

「今回の件では諸々大変ご面倒をおかけしますので……それに相応しいだけの献金を今後は定期的にさせて頂きます。私が個人名義で献金してもいいですし、ご指定の政治資金団体へひまりプロダクションから献金する形でも構いません。お望みの通りに対応したいと思いますが、どのようなスタイルがよろしいですか？」

　腕を組んでソファに身を沈めた緒方は、考えながら話していく。

「そうだなぁ……献金についてはね、織葉社長の心付け程度で構わないよ。無理のない範囲で。……代わりに、法人の理事か社員にうちから二人ほど送るってのはどうだろうね？　そっちで面倒見てもらって、給料を定期的に払ってもらった方がいいなぁ。それから、一年目はまず総務省ＯＢを二人……でいいか。とすれば合計四人で。実績を作ったあとで、二年目以降のことはまた打ち合わせよう」

「それはいい。ぜひともそうさせてください」

　こちらとしても、関係者に片足を突っ込み続けてもらった方が安心できる。用心棒代ともいえるし、ある部分で人質を確保しているようなものでもある。

　一方で緒方の方としては、癒ゆ着ちゃくを指摘されかねない献金よりも、別の方式で定期的に資金を得た方が、今後の政治活動費を計算しやすくなるに違いない。かつ、自分が影響力を持つ国家関連事業の団体に関わり続けることで、何かしらのうま味を得る機会があるという判断なのだろう。双方利害が一致する賢明な選択だと思う。

　もちろん、緒方が私腹を肥やそうとしているわけではない。緒方はまだ無名政治家であるから、台所事情はかなり厳しいはずである。事務所や秘書らの維持費だけで、議員報酬は吹き飛んでいるのではなかろうか。真面目に政治に向き合えば向き合うほど、どうしても収支はマイナスになる。

　政治には、絶対に金が必要なのだ。なぜなら真に政治に専念したければ、金に悩んでいるヒマなどないからである。秘書の給料支払いや政治活動のためにどこでも金は必要になるし、家族や自分自身のための生活費も必要になる。次の選挙で当選するにも、やはり資金力が必要だ。

　もし収入源が確保できなければ、特定の業界や外国からの資金で簡単に操られやすくなる。だが金があればあるほど誘惑を撥はねつける力になり、そこで初めてバランスある政治に取り組むことができるのだ。最低限度のお金を確保できずして、純粋に国民のためになる政治をすることは極めて難しい。集金力がある政治家ほど、優れた業績を残すことができる。

　政治家の個人的な腐敗は倫理としては許されない。しかし国の盛衰とは別の問題だ。それどころか本当に国家をまとめることができるのは、社会や人間の有り様を真に理解し、清せい濁だく併あわせ吞のむ器量を持った政治家だけだ。

「実際に出勤したり、お手伝いするってことはほとんどないと思うけど、理事や社員には名前だけね。一人目はコイツで」

　緒方は、隣の秘書を指差した。

「私ですか。先生、私がいなくていいんですか？」

「だってこの法人の理事ってんなら、なかなか悪くない身分だろ。それに、今と何にも変わらんよ。理事会のときに顔を出すくらいで十分だろう」

「なるほど、そういうことですね。わかりました。うまく調整してやってみます」

　すぐに秘書は納得し、うなずいた。

「もう一人は身内から誰か送るから、それはあとで連絡させてね。とにかく、こっちもきちんと動くからさ。やっぱり選挙のネット対応は、いずれ必要になる事業だよ。この機会に財界の力を借りられるんなら、それが一番いい」

　緒方は断言した。

　用件も済んだところで、俺たちは丁重にお礼を述べて議員の事務室をあとにしたのだった。





◇






　議員会館を出て、駅の側にある喫茶店に入って俺たちは労ろうをねぎらい合った。

　由佳里が口にする。

「なんだか面白い先生でしたね～」

「あれじゃ官僚は務まらないでしょう。役所でも肩身が狭かったはずですよ。だから思い切って政治家に転身したんじゃないですか」

　壮司が応じた。

「自友党だってのに顔も見たことなかった。今回の件で、あの先生のこと初めて知ったよ」

　そう言って、俺はコーヒーをすすった。

「緒方先生はメディアに露出しないので、知名度はまったくない方です。その辺を歩いている人に先生の写真を見せても、どこにでもいるオッサンとしか思われないでしょうね。でも、さまざまな方面で地道な活動を続けられてる立派な先生ですよ。愛国者ですし」

　興味津々といった風に由佳里が訊く。

「佐々倉さんも少し前まで、あの秘書さんみたいな仕事をしてたわけですね？」

「そうなります。秘書の仕事で一番時間を費やすのが、今さっき我々が行ってきたような陳情の処理ですよ。私の場合は先生の方に案件をあまり回さず、ほとんど一人で処理してしまっていましたが」

「私たちの陳情、ずいぶん丁寧に聞いてくれましたよね」

「我々が持ち込んだ陳情が、かなりまともな部類だったからです。陳情の内容に意味があるし、公共の利益にも適う方向性といえますからね。たくさんの陳情を右から左に処理してきた私が言うんだから間違いありません」

「へぇ～。普通はどんな陳情があるものなんですか？」

「それはもう千差万別です。人間の数だけ陳情がある。地方の役所から『某所にバイパスを通せ』とか、不動産会社から『某地域の容積率を緩和しろ』とか、船舶会社から『某港に船舶を停まらせる認可を与えろ』とか……。こういうのは、よくよく話を聞いてみれば、本当に必要なケースもたまにあったりします。国の規制のせいでおかしな状況になっているので、それを正すために先生に力を貸してほしいということですね。陳情を受ける立場になってみれば、日本には規制が多すぎることが実感できますよ。……それからたとえば、ちょっと陳情の品位が落ちると、地元の有力者から、『うちのバカ息子の就職口を世話してくれ』なんてのも普通です。票に結びつくから、有力者の陳情はきっちり処理しなくちゃなりません。まぁ、これはまだ良い方」

　ゴホンと咳払いをして、壮司は続ける。

「持ち込まれる陳情のなかで、だいたい四〇％がどうしようもない案件です。『徳川埋蔵金の場所が発覚したから一緒に掘りだそう』とか、『フィリピン政府から真珠漁ぎょ獲かくの認可を得たから金が必要だ。国が一〇〇億円を融資してくれ』とか、『海外の大財閥が絡む金融取引の話がある。最低でも一〇〇〇億円は儲かるから、先生も一枚嚙まないか』とか……」

「一〇〇〇億円！　そんな突飛な話に乗る人がいるとは思えませんけど……」

　由佳里は頓狂な声を上げたが、壮司は淡々と言う。

「いやいや、いるんです。普通の人はにわかに信じられないかもしれませんけどね……案外いるものなんです。もし先生が直接陳情を受けたりすると、なかには先生を舞い上がらせてしまうような案件もあったりするんですよ。だからこそ秘書が見極めて、怪しげなものは省はぶいていかなくてはなりません」

「私が聞けば、子供でも騙だませないって思うんですが……政治家ってあんまり賢くないんでしょうか」

「そんな単純な話でもありません。大きな話は、むしろ政治家の方が騙しやすい。権力の一端に触れていると、本当にそういう案件があると見聞きしているものだから、意外にもコロッといくものなんですよ」

「本当に一〇〇〇億円が右から左に儲かったりする話があるわけないじゃないですか」

　二人のやり取りに、俺が横から口をはさむ。

「本当にあるんだよ、稀まれにそういう話が。案件だけ聞けば真偽の見分けなんてつかないんだけど、極めて身分がハッキリした人が具体的な案件を持ち歩いていることがある。あるところにはあるもんだ」

「えー、信じませんよ。先輩、私をからかおうとしてますね？」

「別に信じてもらわなくてもいいけど、うちのオヤジも稀に持ち込まれるよ。たとえばこんなのだ。『某国の実質国有ともいえる大銀行が緊急で資金を必要としていて、三日以内に五〇〇〇億円を融資してほしい。一年後には金利二〇％をつけて全額返す。某国が全額を保証する』とかな。持ち込んでくる相手も財界の知り合いで、数人でシンジケートを組んで出そうぜってわけだ。日本の国力が衰えたからか、最近はめっきり数が減ったらしい。でも一〇年くらい前までは結構あったようだぞ。……もっとも当時は国家補償がついたらまず安全だったけど、今じゃどこの国も破綻の瀬戸際に喘あえいでる。国家補償がついたくらいじゃ、先進国にだって危なくて融通できない世界になっちまったがな」

　そんな俺の話に、壮司がうなずく。

「一〇〇あるうち九九は噓八百でも、稀に一が混ざってるってことです。それに政治家先生の思考ってのは面白くて、『まさか自分を騙すわけがない』という風に考えるものなんですよ。権力側に立つと、人間の思考パターンが変わるんです。ある意味、大臣クラスがもっとも引っかけやすい相手かもしれませんね」

　由佳里が話を吞み込んだのを見て取って、さらに壮司が説明を続ける。

「回避する方法は簡単で、自分の身みの丈たけにあった話かどうか立ち止まって冷静に考えてみればいいだけです。身分がきっちりした人が、織葉社長の父親のような相手に持ち込むならわかりますが、その辺のペーペーの政治家に持ち込むわけがない。……でも政治家って人種は、これがまた自分のことを身の丈以上に評価しがちでもあるから、やっぱり話に転んでしまうことがある。面白いものです」

　由佳里は茫然とした声を上げる。

「ほええ。そういう世界もあるんだなと、漠然とはわかったような気もしますが……でもやっぱりわかりません」

「そりゃ由佳里はどこから見ても一般人だからな。うちでやってりゃ、その辺の感覚は嫌でも身についてくるだろうよ」

「先輩、バカにしてます？」

「そうじゃない。客観的事実を言ったまでだ」

「いいです。私、権力がほしいわけじゃありませんし、大金を稼ぎたいわけでもありませんので」

　そう言って由佳里はソファに身を沈め、感心したように続ける。

「それにしても、国家関連事業ってこうやって形にしていくものなんですね。今まで官庁に出入りしても広告をもらうだけだったんで、あんまり意識したことありませんでした。こうして深く国を巻き込んで何かするってのは初めてです」

「基本は官僚が計画することが多いけど、政治家経由で、こうして民間や地方自治体から上がってくる話もたまにあるってわけだな。でもこれはずいぶん小さな部類の事業だぞ。だから手早く実行に移せるんだ。兆単位の国策事業ともなれば関わる政治家の数も断然多くなるし、省庁も動かさなくちゃならないし……それこそ一〇年がかりになっちまう。空港を作ろうとか、新幹線が停まる駅を新設しようとかさ」

「今だから本当のことを明かしちゃいますが……ここにチャンスがあることはわかってたんですけど、『こんな事業、本当に形にできるの？』って私が一番半信半疑でした。自分で企画をまとめたくせに」

「これは通しやすい話じゃないか。なんつっても財界が金を出すって話になってるわけだから、国側としちゃ断る理由はないだろう。普通は、国や自治体が新たに予算編成しなくちゃいけないって話ばかりだからな」

「政治家に陳情して政府を動かすことって、どこの国でもこんな感じなんですかね？」

「それも千差万別だな。だが日本はさ、良くも悪くも世界で最も牧歌的なんじゃないか。平民が気軽に政治家に会って意い見けん具ぐ申しんするなんて、先進国じゃ日本だけの風景だろう。政治家とか新聞記者とかトップリーダー気取ってるヤツらはプライドばっかでかいけど実際はバカばっかだし、かといって民衆だって同じようなレベルさ。そういう国なんだよ、日本ってのは」

「ふぅむ……わかるような気がしますね……」

　由佳里は腕を組み、つぶやいた。

「日毬が日本のトップリーダーになるって聞いても、俺ら日本人は不可能だとは思わないだろ？　そりゃ突飛には違いないけど、考えられなくもないかなぁとは思うわけだ。義理人情や義ぎ俠きょう心しんやお涙頂戴が政界トップでも通用する摩ま訶か不思議な社会だ。海外じゃ、とうていこうはいかないよ」

　俺の話に壮司も同意する。

「これがアメリカだと、『大統領を目指しているのですか、それは素晴らしい。でもあなたはなぜハーバードではないのですか？』って話ですからね。飛び交う金の桁けたもまるで違う。もっともアメリカくらいになると、政治を動かせば世界各国に圧力をかけられるわけですが」

「どうしてそんなに日本とアメリカって違うんですかね。今じゃ国力にそこまで違いはないでしょう？」

「やっぱ違うよ。国際的な政治力ってのは結局、軍事力のことだ。向こうさんは攻撃的な軍事力を持ってるし、いざとなれば戦争する気構えだってある。だいたい日本が戦争できると思うか？」

　しばらく考え事を巡らせていた由佳里が、ポツリと口にする。

「いろいろ話をきくと、日本って意外と良い国なのかもしれませんね～」

「うーん、どうだろ？　そうは思わないかな。なんとも言えんなー」

　俺は曖昧に応じたが、壮司は断言する。

「いい国ですよ、間違いなく。私は何カ国も往き来しましたが、こんな社会はありません。こういう社会を守りたいから、私は活動家をしているのです」

「そうかなぁ？　俺はとても同意しかねるところだ。日毬や佐々倉さんに𠮟られるかもしれないけど、日本の未来はかなり厳しいと思うんだよな。急激な衰退ぶりには心底驚くばかりだよ。忸じく怩じたる想いを禁じ得ない。それはやっぱり日本社会の不備だろう。問題は山積してるよ」

「社長は財界人としての教育を施ほどこされてきたからか、いささか新自由主義的な発想が強いと思いますね。しかし時代は変わったんです。グローバル貿易もほどほどにしないと、国家を衰退させることに繫がります」

「財界人は無責任な立場で無責任なことを言えるわけじゃないんだ。アメリカから強烈なプレッシャーがあるなかで、どうすれば日本の国益に適った現実的な方法があるか、常に考えていると思うよ」

「社長のお言葉には同意しかねますね。財界の判断は、日本の将来を見通せていないと思います。それを話し出すと一日では済みそうにありません」

「おっと、そうだね。面倒なことになりそうだ。この話はここで止めておこう」

　論争になりそうな話を俺は早めに打ち切った。お互いの理念や理想は、それなりに理解し合っているつもりだ。わざわざ細かい部分を突き詰めて議論して、事を荒立てるのは無益である。

「頭悪い私がこうして先輩や佐々倉さんの話についていけるのは、蒼通にいたからなんでしょうか。大して悩みもせずに適当に進路を決めてきましたが……我ながら、案外いい選択をしてきたんじゃないかって、しみじみ思いますね。いつものことながら、自分の運の良さには惚れ惚れしますよ」

　そう独りごちて、由佳里は何度も小さくうなずいていた。

　由佳里は決して運の良さ一本で乗り切ってきたわけじゃなく、子ども時代から身につけてきた俗才が道を切り開いてきたのだと俺は思う。たぶん由佳里は学力が低かったから、偏差値が幅を利かす世の中にあって、いまいち自分の実力を信用しきれていないのだ。もったいないことであるが、それを俺が整然と指摘すれば、一転して限りなく増長することも目に見えている。しばらく由佳里には、自分の実力を過小評価しておいてもらうのがちょうど良いだろう。
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「──というわけで、『ひまりんプロジェクト』のプロデューサーとも打ち合わせしたんですけど、番組として協力して下さると仰ってくれました。東洋テレビも好感触で、近々社長にもセッティングしてもらうことになっています。……ですが私の本音を打ち明けますと、東洋テレビ単体だと物足りないと思うんですね。ここはやっぱり蒼通をうまく絡めておいて、業界全体を巻き込む方向で動いていければなぁと」

　由佳里は意気揚々と説明した。

　ここは蒼通の会議室。俺たちは部長を前に営業しているのである。

　すでに東洋テレビの『ひまりんプロジェクト』のプロデューサーには話を通してあるし、番組と連動させる約束も取り付けてある。プロデューサーとしても番組が社会の一端でも動かしていくことが証明できれば、企画を立ち上げた意味があったというものだろう。来週には、東洋テレビの社長や役員の前でプレゼンする機会ももらっていた。

「ったく。辞めた途端に本気だしやがって……。うちでやれよ……」

　部長が忌々しげに口にしたのを俺が制する。

「それは無理ですよ。言われたことをやるだけでも、めいっぱい時間取られてましたからね。第一、うちが最初に新法人に、三億円を出資するって話ですよ。そんなの、会社員の立場でやれるわけがない」

「……」

　部長はしばらく企画書に視線を落としていた。

　やがてページをめくる手を止め、ふと顔を上げて訊いてくる。

「『社団法人きれいなネット政治推進協会』ね……。このネーミング、誰が考えたんだ？」

「ぼくと健けん城じょうで決めました。といっても、一分くらいで決めたものですが。部長にもっと良い案があるなら、そっちに変えてもいいですよ。こだわりはまったくないので」

「いや……悪くない名前だと思ってな……。政治家や政党とのパイプ作りとしては、なかなか興味深いツールにもなりそうだ」

「財界と政界の、新しい繫ぎ役のひとつになってくれるんじゃないかと。だいたい、企業から政党への多額の献金は難しい問題です。政党からの見返りを求めればワイロと受け取られかねませんし、逆に見返りを求めなければ企業への背信行為とされてしまう可能性があります。こういった形で政治家を支援していけば誰にも後ろ指さされることはないし、社会正義にも適うし、政治運動の健全化にも繫がっていくんじゃないでしょうか」

　俺は、ひまりプロダクションが緒方代議士に個別に献金を約束した事情などそっちのけで言ってのけた。営業はこのくらいのことを平然と言わなくてはならない。

　ここぞとばかりに由佳里が声を大にする。

「お願いします部長！　構想は、ネット上だけで終わらせるつもりはないんです。ネット上での政治利権はあくまで取っ掛かりであって、いずれは東京ビッグサイトを借り切って政治イベントを開いたりとか、もっとネットの外に広がった活動をしていけるはずなんですよ。そっちは蒼通の仕事として仕切ってもらっていいですから。なんなら、私がそっちまでやりますよ」

「東京ビッグサイトで政治イベントか……。うーん……そんな需要、あるだろうか？」

　首をひねる部長に構わず、由佳里はまくしたてる。

「そのブームを作るのが私たちの仕事じゃないですか。大政治ブーム作っちゃいましょうよ。小こ泉いずみ旋風なんて目じゃないくらいの。日本国民全員が、何かしら独自の政策論をぶちかますくらいな勢いで。草食系男子に対抗して、『政策系男子』とか流行はやらせましょうよ。うちには日毬ちゃんがいるんです。世界初の政治系アイドルで、知名度も抜群ですって。やれます、というか、私やりますからね」

「……」

　押し黙る部長に、由佳里は澄すまし顔で続ける。

「ま、いいですけどね。私はどっちでも。もし蒼通が乗らなかったとしたら、イベントの利権はぜーんぶ映報堂かアサ広こうに持っていっちゃいますよ？」

「別にうちを辞めた人間が、映報堂やアサ広に出入りするのは構わんがな。好きにすればいい。しかしだ、君らには『Kagura』でずいぶん稼がせてもらった。その実績を勘かん案あんすれば、たぶん話に乗ってやれるだろう。正直、政治イベントとなってくるとニーズがあるかどうか疑わしいが……少なくとも、ネット上での新たな政治の枠組みとしてはアリだ。うちも片足を突っ込んでおく必要はあると思える」

「ですよね。当然です」

「……まぁ『Kagura』での実績を加味して……一億くらいだったら……社長の決済はもらえるんじゃないか」

「えー⁉　たったの一億ですか⁉　蒼通のくせに！　そんな！　信じられないっす！」

　由佳里は上ずった声で叫び、椅子から半身を浮かせた。

　困ったように部長が応じる。

「しょうがないだろう……無理を言うな……。うちも減収減益が続いてて、そんなに四方八方に大盤振る舞いはできないんだよ。だが、こういった政治面での利権団体なら、うちとしてもツバを付けておかざるを得ないから、申し訳程度に出しておくって話だな」

「『Kagura』の件では遙かに利益を残したじゃないですか。ケチくさいのは嫌われます」

「利益を残したもなにも、契約上できちんと事前に配分を取り決めたことだ。自分ひとりでぜんぶやったような顔をするな。うちの看板背負ってたからできたことなんだぞ」

「ちぇー。渋りまくられた末に、俎そ上じょうに載のった金額がたったの一億なんて、思いっきりアテが外れた気分ですよ。今日はお父さんのお店で乾杯しようと思ってたのに、お金がないので回転するお店で我慢しなくちゃなりません。仕方ないですね先輩」

　由佳里は堂々と舌打ちし、これみよがしに捨てゼリフを吐いた。相手が部長だから、多少は無理やりなことを言ってもいいと判断したのだろう。
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　蒼通の外に出てすぐ、由佳里はガッツポーズして口にする。

「一億ですって！　ラッキーですね、先輩！」

「ハハハ、さっきと言ってることがまるで違うじゃないか。まったく、由佳里の営業には敵わねーよ」

　思わず俺は吹き出した。だが由佳里なら、似たようなことを言うだろうとは思っていた。

　由佳里の営業は乱暴だ。しかし由佳里はただ思いついたことを口走っているわけじゃなく、ちゃんと勘かん所どころを知っていて、どこまでなら押せるのか、どこで引かなくてはいけないのかを十二分に把握している。強引なように見えて、過去に由佳里が担当した相手先で少しでも問題になったところは一件もない。

　加えて由佳里はどことなく愛あい嬌きょうがあるため、不思議なことにあまり人に悪い印象を抱かせない。やっぱり男というのは美女に弱いから、そういう側面での特権だろうか。またこれが日毬のように超然とした美人だったら𠮟りつけられた気分にもなるものだが、由佳里の容貌には親近感が湧き、開けっぴろげな性格や振る舞いと相まって、人懐っこい印象を持ってもらえるようだ。

　饒じょう舌ぜつに由佳里が語る。

「だって貰ったみたいなものですからね～。五〇〇〇万くらいなら投げてくれると思ってましたが、まさか一億出てくるとは思わなかったなぁ。蒼通、ほんと業績悪いのに。やっぱり私たちの『Kagura』での実績を高く評価してくれてて、深く関わっておいた方が得だと判断してくれたんでしょうね」

「由佳里が言っていたように、俺らがそれとは桁違いに蒼通に稼がせたことは事実だ。出しやすいタイミングだったんだろうよ」

「今度も蒼通にメリットありますって。まぁ今回ばかりは私たちの方がメリット大きいですけど！」

「俺は映報堂とアサ広にも声をかけてみるよ。蒼通が一億出すってんなら、向こうさんも同じくらい出してくるに違いない。だが同業への持って行き方には注意しないといけないから、代理店方面は俺が担当しよう」

「私はどうします？　ガンガン行っちゃいますよ」

「由佳里は局を回ってみてくれないか。東洋テレビ以外のところもぜんぶな。金を出させて、テレビでも取り上げさせれば、一石二鳥にも三鳥にもなってくれる。局の連中なら転がしやすいだろう。もし入り込めそうなパイプが由佳里の方で見つからなかったら、そのときは俺に言ってくれ。こっちの関係から誰か見つけられるだろう」

「あいあいさ～。部長とのミーティングでこの営業の感覚つかめましたんで、任せちゃってください。局だけじゃなく、この勢いで商社やメーカーまで回ってみます。資宝堂さんも出してくれますね。財界から一〇億は引っ張ってきますよ」

「ほどほどにな。そこまで金がいる事業じゃないし、ひまりプロダクションだけで背負い込んでもいいくらいだ。日毬の政界進出の布石になるってことが第一だからな」

「でも、貰えるものは貰っときましょう。財界にパイプをつくる良い機会にもなるじゃないですか」

　自信ありげに由佳里は言った。
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　居並ぶメンバーの一人がテーブルに拳を打ち付けて語る。

「──だからね、かつてない勢いで少子化が進む日本はもう厳しいんですよ。お先真っ暗。実力ある人はどんどん海外に出た方がいい。最近の若者は内向的すぎていけませんね」

「なるほど。そういう見方もできるのだな」

　物分かりよさげに日毬はうなずいた。いつもの日毬なら間違いなく怒鳴りつけるはずの話なのに、どうしたことだろうか。

　なかなか興味深い議論が繰り広げられていたが、日毬のテンションはかなり低かった。

『ひまりんプロジェクト』の収録スタジオ。第三回の収録日である。

　第二回は二日前に放送されており、あまり芳しい結果にはならなかった。視聴率は一五・六％。まだ若干高めだが、第一回より大きく下落していることは否めない。

　そして今日の第三回の収録では、日毬の迷いが強く表れるようになっていた。

　第二回までは、日毬は日本国の未来に否定的な意見には怒りを露にし、「軟弱者！」「無礼者！」などと出演者を𠮟りつけていた。しかし今日の収録では、ただの一度もそのような姿勢を示すことはなく、冷静に相手の話に耳を傾けるようになっていた。ごく普通の司会者になろうと努めているようだった。

　良くも悪くも、日毬らしさが消え失せてしまったということだ。たしかに第一回、第二回の放送では「これは司会者としてどうなのか？」という疑問を感じる振る舞いが多かったが、それが日毬というアイドルを特異なものにしていたのである。だが第三回の収録は逆に落ち着いてしまっていて、番組全体として柱が定まらず、面白味がなくなってしまったように感じられた。

　第二回の視聴率がガクンと落ちたことと、番組に対するメディアの評価がすこぶる悪かったことで、日毬はずいぶん悩んでいた。その迷いが、第三回の収録にありありとした形で表れてしまっているということだろう。

　日毬の変わりように他の出演者たちも戸惑っていたようで、収録は終始、煮にえきらなさを残したまま終了の時間を迎えることとなったのだった。
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「どうしたんだ？　今日の収録は、まったく日毬らしさがなかったぞ。こんなことは初めてだな」

　楽屋に戻ってきた日毬に、そう俺は声をかけた。

　日毬はうつむきがちに応じる。

「う、うむ……。颯斗には正直なところを打ち明けておくが……私は悩んでいる。第一回と比べれば、第二回は視聴率が大幅に落ちてしまった……」

「でも視聴率は、同時間帯の番組に比べればまだ高い方だぞ。悲観すべきほどじゃない」

「いや、本当に良い番組なら、視聴率が順調に上がっていくようでなくてはならない。昨日は夜も眠れないほど悩んでしまい、メディアが書いた番組に対するいろんな記事を読んでみたんだ。そのどれもが、番組に対して違和感を持っていて……あまり面白くないというものだった……」

　想像していた以上に、日毬は悩みにはまっていたようだ。

「メディアの記事なんていい加減なもんだぞ。それは日毬だってよく知ってるじゃないか。さんざん噓八百や誇こ張ちょうを書かれてきただろう」

「わかっているが……しかし、『ひまりんプロジェクト』に対して記者たちがあらぬことを書きたてる理由はない。誰かが仕掛けているわけでもないし、世論を誘導しなくてはならないような話でもない。一視聴者としての純粋な意見なのだろうと思う」

　それは日毬の言う通りだった。これ以上落ち込ませたくないから、俺は安心させようとしただけである。むしろ記者たちの方が世論の雰囲気を敏感に汲み取って、視聴者の声を代弁するものをストレートに書いているだけとも言えた。

　いっそう日毬は声を沈ませる。

「ついこないだまで私は、自分の政治番組が持てることをバカみたいに喜んでいたんだ……。でもいざ始めてみると、まったく違う世界だった。自分の政策を伝えることや、政治の重要性を語ることなんて二の次になってしまう。今の私は、どうすればみんなに楽しんでもらえる司会ができるのか、どうやったら視聴率が上がるのか、番組が打ち切りにならないか……そんなことばかり考えてしまうようになったんだ……」

「そんなに落ち込むようなことじゃない。今まで舞い上がってた分だけ、冷静に立ち止まってみたときのギャップが大きく感じられるんだ」

　俺は日毬の両肩に手をおき、元気づけようと続ける。

「いいか日毬、たとえ最悪の事態になったとしても、ぜんぜん大したことじゃないぞ。ただ番組が終わるだけだ。日毬はこの番組で有名になったんじゃなくて、有名だから番組側が頭を下げて出演を依頼してきたんだぞ。だから早い段階で打ち切りになったところで、世間の日毬人気はまったく変わらないだろう。考えすぎなんだよ」

「颯斗が先日言っていたではないか、『自分が看板を背負う番組が成功するか失敗するかは、とても重要な分岐点』だと。私が初めて持つ自分の番組が早期で打ち切られるということになれば、『私をメインに据えた番組は上手くいかない』という評価が定着してしまう。だから私は、胃が痛くなるほど悩んでいる。番組の推移が不安で仕方がないんだ」

　いささか俺は驚いた。なぜなら日毬は「自分がタレントだ」という認識を強く示したからだ。当たり前のことなのだが、そういう日毬の自覚を言葉として聞けたのは初めてだったのである。

　今までの日毬は、タレントになぞ目もくれなかったし、この職業にわずかな興味すら持っていなかった。それでも政治家へのステップとして重要だと理解し、苦汁を吞み込んでやっているというスタンスだったのである。

　それが変わった。いや、変わったというより、日毬の世界が広がったのかもしれない。この番組が不調に推移していることが、自分がタレントであると日毬に強く認識させたのだろうか。紛れもなく日毬は、タレントとしての成長を望んでいた。

　たしかに日毬が悩むだけの理由はあった。

　日毬はグラビアが中心のアイドルだから、タレント生命が終わるわけじゃない。最近ではＣＭにも引っ張りだこだ。バラエティのサブレギュラーやゲストとして、日毬はもはや芸能界になくてはならない存在にもなっている。

　しかし看板番組は、そのタレントにとって象しょう徴ちょう的な意味を持つものだ。この失敗は日毬にとって致命的ではないにしろ、芸能活動に影響を及ぼすことになる。

　かといって、悩んでばかりいても仕方ないのだ。気分が落ち込めば落ち込むほど、その分だけ番組に影を落とすことになる。どうにかして日毬を前向きにさせてやることはできないだろうか。
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　緒方から紹介された、同じ自友党の原田代議士の事務室を俺たちは訪問していた。

　出てきたのは原田一人。こちらからは俺と由佳里だ。ほぼ枠組みが決定した案件だから、壮司は事務所で別の仕事に取り組んでいる。

「緒方くんから話は聞いている。これは警察に協力を求めないとならんよ。手伝ってやってもいいが」

　原田は、あからさまに偉そうな政治家だった。

　有権者の前では平へい身しん低てい頭とうのくせに、いざ自分が優位な立場だとわかれば、コロッと態度が変わって高こう慢まんになる政治家は少なくないものだ。政治家という職業が人間をそうさせるのだろう。

「ところで緒方くんのところから何人か、用意する社団法人に入るそうだね」

「ええ。政策秘書の方と、近親の方、二人が理事か社員として入ることになっています。それから、総務省のＯＢも常時二人を受け入れる方針です。もっともそれは名前だけで、二週間に一回くらい社団法人の理事会に顔を出してもらえれば十分かと。理事長は私どもから出しますし、実務もこちらで行います」

「彼らの給料は？」

　無表情で原田は確認してきた。

　俺が言う。

「一人につき年間六〇〇万円を予定しています。それから最低限の手当も」

「わかった。こうしよう。警察庁と警視庁から四、五人は常に受け入れなさい。その人選は私の方でする。その他にも、私のほうから二、三人出そう。それでいいね？」

「……警察はともかく、その他というのは？」

「まぁ私の親族か関係者になるが。不満かね？」

　警察官僚ＯＢの五人はともかく、身内を三人も送り込むというのか……。どんだけだよと俺は一瞬ムッとした。

　しかし原田の力は不可欠なものでもある。一度こうして話を持ってきた以上、他の警察族議員に協力相手を変えると、原田が強力な敵対者になってしまうからだ。下手をすればこのプロジェクト自体が消し飛ぶことになる。だから絶対に、ここは協力を引き出さなくてはならない。

　冷静になり、俺は素早く計算を巡らせた。原田の協力への見返りは、最大でも年間四八〇〇万円のコストということになる。それに原田が個人の懐に入れるわけじゃなく、大半はあくまで警察ＯＢにいくものであって、それは本当に必要な経費であろう。事業分野を考えれば、決して高いとは言えないはずだ。それを上回るメリットが見込める。

「……わかりました。ご協力に感謝します」

　俺はしっかりとうなずいた。
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「珍しく口数少なかったな。どうした？」

　議員会館を出てすぐ、俺は由佳里に声をかけた。

「ムカムカしてました。なんか嫌なオヤジですよね。緒方先生とはずいぶんな違いです」

　強い調子で由佳里は言った。

「そうか、由佳里は政治家に慣れてないもんな。どっちかっていうと、こっちがノーマルだよ。緒方先生は珍しいタイプだ。原田先生はメディアによく出てて有名な人だし、何があっても当選する地盤を持ってる。でも緒方先生は無名で、いつひっくり返ってもおかしくないからさ。そういうところが態度にも出てしまうんだろう」

「私なら、緒方先生には喜んで一票入れますけど、原田先生なら敵対陣営に入れますよ」

「原田先生もアレでなかなか優秀だぞ。提示してきたラインが絶妙だ。こういう交渉の勘が鍛えられてるんだろうな。さすがとしか言いようがない」

「でも七人も八人も送ってこようなんて、ちょっと多すぎないですか。だいたい、私たちが団体を支えるんですよ」

「そう言うな。俺たちとしては、事業上のコストさえ合えば問題ない」

「そんな風に簡単に割り切れませんよ。なんか思い出すだけで腹が立ってきますね、私は」

　由佳里の憤ふん慨がいが止まりそうになかったので、俺は話の角度を変えてみる。

「ちょっとこう考えてみな。たとえばだぞ、自分の国の外務大臣として緒方先生と原田先生を選べるとしたら……由佳里はどっちを選ぶ？」

「……え？　それはたぶん……あ……なるほど……。原田先生、ですかね……」

「だろ？　まぁ当選回数が違うから一概に比較もできないけど、そういうことなんだよ。人徳ある者が優れた政治を断行できるとは限らない。孔こう子しが通用した時代じゃないんだ。そもそも政治は妥協点を探り合う戦いであって、人情の問題じゃないからな。要求は多くとも、原田先生はきっちり警察を抑えられる人だ。ここは堪えて、メリットだけを追求するのが賢いってことさ」

「……やっぱり私は緒方先生の方が好きだなぁ……」

　そこで言葉をにごらせて、由佳里は押し黙ってしまった。自分なりに考えを整理しているようだ。

　しばらくして由佳里は顔を上げる。

「……うん。先輩の話、理解しました。勉強になります、本当に……」

　しきりに感心した風に、しかしどこか割り切れなさも残しつつ、由佳里は何度かうなずいた。
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　ひまりプロダクションが入居するタワーマンションの、隣のオフィスビル。若干古めかしいが管理が行き届いていて、規模も大きく、なかなか威風堂々としたビルだ。上場企業の名前を冠する子会社が多く入居していてイメージもいい。

　俺たちは五〇坪ほどのフロアを借り切り、ここに社団法人を設置していた。理事長は壮司だ。

　最初は就任に抵抗していた壮司も、他に適切な人物がいないとわかると結局は同意してくれた。やはり政治絡みの法人ともなれば、適切な人物を用意しなくてはならない。第一、俺や由佳里だと、財界からの多額の寄付で成り立つこの法人の舵かじ取り役としては、いささか若すぎるので人選外だ。壮司も三四歳といえばまだ若いくらいかもしれない。しかし二〇代の俺や由佳里よりだいぶマシだし、経歴も申し分なく、国会議員の第一秘書として政治に近い場所にいたこともあり、俺たちのなかではこの社団法人の理事長として唯一適合した人選だったのである。

　理事長だけは外部の人間を招しょう聘へいすることはできない。この団体を実質的に俺たちが管理するためには、やはり理事長のポストは確保しておかねばならないからだ。

　就任する理事や社員は、緒方議員事務所や原田議員事務所から送られてくる人が大半で、かといって彼らは時々しか出社してこないので、事務所は普段ガランとするだろう。いちおうアルバイトで、電話受けや事務対応の女の子を雇用する予定だが、それも急ぐ必要はない。

　そして、この『社団法人きれいなネット政治推進協会』から、ひまりプロダクションはさまざまな仕事を請け負うことになる。この団体用に使用するポスターやパンフレットの広告塔は凪紗で決定だ。公的な色が強く、イメージも良質なこの仕事は、凪紗の堅いイメージに合致したベストな仕事である。

　さらには、ひまりプロダクションがネットの管理業務一切も引き受けることになる。実際のウェブ開発や管理はすべて業者に丸投げするわけだが、全体のプロデュース役として開発の調整役を引き受けることで、多額の利益を抜くことが可能だった。この仕事は安定的で、団体が存続する限り得られる収入源になってくれる。

　ただし、何もかもぜんぶひまりプロダクションに仕事が流れると、何らかのキッカケで下手に勘ぐられる可能性もある。だから別法人を作ってそこを経由させたり、蒼通などにも仕事を割り振ったりすることで、たびたび調整は加えていくことが必要だった。大した手間じゃない。
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　テレビ局ビル内にあるレストラン。業界関係者がチラホラ目に入る。タレントもよく利用しているお店なので、日毬も変装はしていない。

　日毬と向かい合って腰かけた俺は、メニューを渡しながら言う。

「さて、『ひまりんプロジェクト』でスタジオ入りするまで一時間くらい空くから、それまでここでゆっくりしよう」

「う、うむ」

　力なく日毬は応じた。

「今日は朝にちょっと食べただけだろ？　腹が減っては戦ができないからな。何食べる？」

「……私はサバの塩焼き定食で頼む」

　水を持ってきたウェイトレスに、さっそく料理を注文した。俺はボタンエビ刺身定食だ。肉中心の店が多いなかで、魚系の定食が充実しているこのお店は日毬のお気に入りだった。

　このあと、『ひまりんプロジェクト』第四回の収録が控えていた。気にしない風を装うつもりだったが、さすがに収録前にこの状態はまずい。

　落ち込んでいる様子の日毬に、俺は話を切り出す。

「まったく覇は気きがないな。視聴率で落ち込んでるんだろ？」

「想像以上の急減だった……。私もどうしていいかわからない……」

　第三回の視聴率、一二・五％──昨晩、局から連絡があった数字だ。

　第一回二〇・七％、第二回一五・六％、そして今回は一二・五％……急落状態にあると言えた。一二・五％という数字は単体として見ればそこまで悲観すべき数字ではないのだが、急激な下げトレンドの真っ直中にあり、未だ底が見えていない。さすがに短期間でこれだけの下落を見せつけられてしまうと、どんなタレントでも参ってしまうだろう。

　この変動が急激であるため、視聴率の急落自体が芸能ニュースになっていて、世間の注目まで浴びてしまっていた。明らかに悪い流れである。

　日毬は苦しげに言葉を絞り出す。

「私の名前を冠する看板番組だからこそ、なんとしても成功させなくては……。アイドルとしての私の評価を決定づけてしまうことになる……」

「なぁ、気にしたってしょうがないぞ。日毬はたくさんの番組に出てるんだ。ひとつの番組の視聴率に一喜一憂してたら前に進めないだろ？」

　今まで何度も言い聞かせてきたことを、俺は繰り返した。

「それだけじゃないんだ……。日本大志会の伸び率もありありと減退している……。せっかく日本大志会がさらに力をつけるチャンスだったのに、私のせいで……」

　無念そうに言って、日毬は唇を嚙んだ。

「……」

「こんなに重大な舞台だと私は考えていなかったんだ……。芸能界などしょせんは腰かけにすぎないと思っていたのに、まさか伏兵が潜んでいようとは……」

「いいか日毬。これは政治番組なんだ。エンタメの延長線上にあるとは言え、なかなか硬派な内容を扱ってる番組だ。本来、ガチの政治番組が高視聴率を叩き出すなんてことがありえない。なのに第一回の視聴率がいささか高すぎた。高い数字になってしまったのは日毬のためだ。でも一度番組を見たら、次からは敬けい遠えんする人だって多いはずだぞ。だから視聴率の低下は、決して日毬だけの責任ってわけじゃない。今は本来の数字に収しゅう斂れんしつつあるってだけだ」

「いや、視聴者は『ひまりんプロジェクト』のような硬派な番組を求めているはずだ。視聴率が急落しているのは私のせいだ。それ以外の要因が見いだせない」

　俺は身を乗り出し、切々と言い聞かす。

「それは違う。多くの視聴者は、難しいことなんて考えなくて済む単純なエンタメを見たいんだよ。『テレビがバカな番組ばかり流してるのはけしからん』なんて偉そうに吹ふい聴ちょうしてるくせに、実際にはどうでもいいお笑い番組でチャンネルを回す手を止めるんだ。信じたくないかもしれないが、俺らテレビに携わってる立場から見れば、これは驚くほど本当の事実だぞ。民衆というのは面白い生き物でな、高飛車なことを言う割に、実際の行動は動物と同じものなんだ。そもそも日毬みたいな人間は、端っからテレビなんざ見てるわけがないんだからな」

「ならばこそ、そのような層を番組に引きつける義務が私にはあるはずだ。颯斗は言っていたではないか、どのような社会にあっても、この層こそが常に民衆の大多数を占めるのだと。日本を変える大業は、膨大なテレビ視聴者層を番組に釘付けにしなくては始まらない。それを成し遂げられないのは私の責任──自分の非力ぶりを、私は今、心の底から痛感している」

「……」

　俺は言葉に詰まってしまった。

　視聴者の動物的な行動原理さえ、日毬は自分のせいだと言い張るつもりのようだ。この堅物の日毬に、どう言い聞かせばいいのだろうか……。

　ちょうどそのとき料理が運ばれてきた。

　話の流れを変えようと、できるだけ明るい調子で俺が言う。

「さあ、食べるか」

　日毬は料理に手を合わせ、一礼する。

「日本国民諸君、誠に申し訳ない……。いただきます……」

　それから俺たちは黙々と料理を口に運んだ。食べる間も、日毬は口数少なかった。

　あまりに憂ゆう鬱うつそうな日毬に、堪たまらず俺は声をかける。

「番組前なんだ。落ち込んでばかりいても解決にはならない。どんなときでもモチベーションを保つのがタレントとしての重要な仕事だ。気分の良し悪しは、本人が思っている以上に映像で顕けん著ちょに表れることになるぞ」

「すまない……。いつも颯斗には心配ばかりさせてしまうな……。精一杯前向きな気持ちで番組に臨めるよう努力してみよう」

　顔を上げた日毬は、口元を引き結んでそう応じた。
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『ひまりんプロジェクト』第四回放送の視聴率は一〇・九％。

　週刊誌やスポーツ新聞の記事などでは「早くも打ち切りか？」という声まで上がり始めていた。

　だが実際問題としては一〇％前後で留まるなら、即打ち切りとなる心配はない。下落幅は緩まり、底は見え始めてきたと思う。

　それでも最も盛り上がっていかねばならないタイミングで、こうして視聴率が綺麗に下がっていく様子を見せつけられると、先行きの不安で暗い気持ちになるものである。責任感の強い日毬なら、胃がキリキリと痛んでいるはずだ。

　そこで番組のテコ入れのためにプロデューサーやディレクターと話し合い、第五回の放送では指向を少し変えてみて、実験回としてみることにした。パネリストたちの年齢を一気に下げ、アイドルを中心に番組を構成し直してみることにしたのだ。

　今までは各界一流の知識人たちを集めていたが、今度はそれを一〇代のアイドルばかりにしてみるのである。視聴者にも、一回限りのスペシャル回と断って放送してみるのだ。

　ただしこれは危険な賭けである。視聴率だけを考えるなら、間違いなく立て直しにはなるだろう。知識人よりもアイドルの方が確実に視聴者を集められる。だが番組の主しゅ旨しが変わってくるし、数は少ないながらもまともな政治議論を渇かつ望ぼうしてくれている主要な視聴者を逃すことにもなってしまう。だからこその実験回だ。

　しかも、こうして有名アイドルたちを揃えるのは高額なギャラもかかる。プロデューサーも資金をなんとかしてやりくりしたらしい。いつもパネリストとして出ているのは文化人ばかりで金がほとんどかからないが、アイドルを呼ぶ第五回はゲストたちの出演料が突出して高く、とても定期的に同じスタイルでやることはできない特別な回なのだ。

　視聴率が順調に上がっている場面ならあえて危険な実験に手を出す必要はない。しかし今は、視聴率を上向かせる方策を果敢に探ってみるべきだった。そのなかで、こうした政治討論に堪えうる日毬以外のタレントを見出すことができれば、今後は他の知識人たちと並べてメインパネリストとして出し、番組の柱になってくれるはずだ。

　本当なら、知識人とタレントが一致してくれれば何にも悩むことはない。だが、まともな政治討議や社会考察ができるタレントは、現実として存在しない。タレント並に視聴者を引きつける知識人というのも、また存在しない。大衆受けする本を何冊も出している知識人っぽいタレントというのは複数いるが、結局それは文化人を装よそおうタレントであって、出てくる意見も大衆が聞きたがっている言葉を代弁したものばかりになってしまう。

　せめて日毬のような本物のアイドルで、さらにガチで政治面でも活動しているようなタイプが他にいるだけでも、番組はずいぶん違うものになってくれるはずだった。他にそんなアイドルがいるなどと期待しているわけではないが、せめて面白い視点を出していける子などが見つかると、今後の重要な戦力になってくれるはずだ。

　俺と日毬がいち早く控え室に入って待機していると、何人かのアイドルがやってきた。パネリストとして出演してもらうアイドルは八人。このうち七人が、『Kagura』のファッションショーでも出演してくれたアイドルなため、顔見知りばかりだった。

　今回、千歳は他の仕事が入っていて、こちらには来ていない。千歳のタイプはよく分かっている。この手の番組には、千歳はもっとも向かないはずだ。他のアイドルの子たちのなかから、今後、知識人と並んでもやっていけるだけのアイドルが一人でも二人でも見いだせれば、実験回をやった意味があるというものだ。

　早めに控え室に到着したアイドル四人が、挨拶もそこそこに日毬を囲んだ。

　一人が不安げに口にする。

「チラッと前の録画見てきたけど、本当に大丈夫なのかなぁ？　正直なんで私に声かかったのかわかんないし」

「神楽さん、ガチすぎるんだよね～。とてもついていける気がしないよ」

　そう言って肩をすくめたのは、『Kagura』イベントでもメインになって活躍してくれた浅あさ倉くら絵え里り那なだ。

「自友党とか言われても、『はぁ、そうですか』としか言えないって。それなりに盛り上げてみるけどさ～」

　困惑した様子のアイドルたちに向けて、日毬は言う。

「今日の放送はいつもと趣向を変えてみると聞いている。普通の人の視点から、社会に疑問をなげかけてみることは大事だろう。心配には及ぶまい」

「なんかもう日毬ちゃんのこの喋り方だけでも、議論で私の負け確定みたいな。まったく勝てる気しないし！」

　アイドルの一人が声を上げた。

「議論は勝ち負けではない。皆で意見を出し合って、正しい社会の在り方を追求していく場なのだ。臆せず自分の見解を述べる姿勢が一番尊重されるべきだろう」

　そんな話をしていると、威勢良く扉が開かれた。

「おはようございまーす！」

　声の主は片かた桐ぎり杏あん奈なだった。マネージャーの森もりも続いて部屋に入ってくる。

「杏奈だ……」

「杏奈来たよ～」

　アイドルたちはささやくようにして顔を見合わせた。裏方では素に戻るアイドルたちが多いなかで、杏奈だけはいつでもどこでも常時テンションが高く、場をかき回すことで有名だ。

「こんにちはー、ひまりん、それからみんな！」

　跳びはねるようにして輪に割り込んだ杏奈が、皆を見渡した。

「私たちはモブキャラ呼ばわりですか、そうですか……。そりゃ日毬ちゃんと比べられたら仕方ないんだけど」

「こ、こんにちは……」

　日毬は胸を覆おおい隠すようにしつつ、うつむきがちに、震える声で挨拶した。

　杏奈が日毬をのぞきこむ。

「ひまりん、また一緒だね！」

「ほら杏奈。神楽さん怖がってるでしょ。びくびく震えてるよ。ちょっとは手加減してやりなよ」

　絵里那がうんざりしたように注意した。

　ふいに杏奈は、絵里那の胸にスッと手を伸ばす。

「あれっ……ないよ……。ない……。絵里那ちゃん、どうしたの？」

「どうしたもこうしたも……病気みたいに言うなっての……。ただ胸がないだけ……ていうか言わせんな！」

「出た、いつもの杏奈」

「またその挨拶か……」

　アイドルたちは呆れていたが、杏奈は手を離そうとしない。

「あ、でも、しっかり探せばちょっとあるね。うん、やっぱり女の子だ」

「ぶっ飛ばすよマジで……」

　絵里那は拳を握りしめ、コメカミをぴくつかせた。

　すぐ前で杏奈が絵里那の胸を揉み続けているのを見せつけられた日毬は、目を見開いて息をのみ、声を絞り出す。

「え、絵里那は……何も感じないのか……？」

「何がって、何？」

「その……ビリビリっていうやつ……」

　日毬は言葉をにごらせた。

　しばし絵里那は考えるように首をひねり、胸を揉まれているのはそのままに、隣のアイドルの胸に手を伸ばした。

「ちょっと絵里那！　なんで杏奈みたいなことするのよ」

　唐突に胸を触られたアイドルは最初だけビクッとしたが、腕を振り払ったり、身体を背けたりしなかった。

　絵里那は覗き込む。

「感じる？」

「え？　別に絵里那に触られたからって、大してどうとも思わないけど」

「ビリビリってしない？」

「はあ？　するわけないでしょ。こんな場所で鷲わしづかみにされたって、そんな気分になるわけないじゃない」

　その言葉に満足した様子で、絵里那は日毬を向いて口にする。

「だ、そうよ。普通はね、神楽さんみたいに胸を触られたくらいで、そこまでシャープに反応しないものなの。少し掠かすったくらいでビリビリってするのは、神楽さんの体質よ」

「日毬ちゃんの感じやすさって、一〇〇万人に一人のレベルよね。特異体質っぽくない？」

　側で見ているアイドルも口にした。

「そ、そんな……」

　日毬は茫然としてしまった。そのせいで、胸のガードが疎かになった。

　ふと絵里那から手を離した杏奈が、すかさず日毬の胸に手をやる。

「あんっ……」

　日毬は過敏に反応し、小さく跳び上がった。

　続いて他のアイドルの子たちも、無言で日毬の胸に手を伸ばした。

「────────ッ⁉」

　ビクンと身体をわななかせた日毬は、女の子たちの手から必死で逃れるように後退する。そしてゼイゼイと呼吸を乱しながら顔を上気させ、震える腕で胸を包み込んでいた。

「今度ひまりんに会ったら、挨拶代わりに私も触りたくなるレベル……」

「日毬ちゃん……半端ない敏感ぶりね……。これ、杏奈じゃなくても触りたくなるよ……。やばっ、私の方がなんか変な気持ちになってきたかも……」

　アイドルたちは息をのみ、妙な気分に囚われたような表情だった。
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　第五回の収録は順調に進んでいた。

「やっぱ消費税反対だよねー！　今だって三万円の服買ったら、一五〇〇円も税金で取られてるんでしょ？　それが三〇〇〇円になったりとか、ありえなくなーい？」

「えー、でもそのお金って、福祉にも使われてるわけじゃん。病気の人とか、寝たきりの人のためのお金になるわけで。それってやっぱり必要だって！」

「年金なんかにも必要になってくるよねー。少子高齢化が進むと、やっぱり消費税を増やさなくちゃならないんだよ」

「でも私たちが歳を取ったときに、今みたいな年金もらえるの？」

「もらえない。絶対もらえるわけないよ。今だけだって」

「でもさぁ、国がそんないい加減な制度を作ってるわけないって。今より減るかもしれないけど、やっぱ生活できるくらいはもらえるんじゃない？」

「楽天的に考えすぎー。問題ないなら、こんな風にして騒がれるわけないじゃん」

　アイドルの子たちはさすが一流のプロだけあって、カメラが回り出すとテンションが切り替わり、思っていた以上に討論は活発に行われた。だが議論のレベルは著しく低下していた。

　司会役の日毬も、どこで話に切り込めばいいのか困惑している様子だった。また仮に突っ込んだところで、他のアイドルたちが日毬の意見に話を返せるはずもなく……下手に口をはさめば今度は日毬の独どく壇だん場じょうになってしまいかねない。

　これは当然、想定していたことである。このなかで、面白い視点で議論できるアイドルの子が見つかると、次の回からパネリストの一人として登場してもらうこともできるわけだが……なんとも難しそうだった。やはり討論のレベルが低すぎる。せめて日毬を相手にしても堪えうる視点を持った子がいればいいのだが……。

　いつもはそれなりに張り詰めたスタジオだが、今回は穏やかな雰囲気のなかで進んでいった。アイドルの個人的な生活スタイルや家庭の事情なども語られ、スタッフたちからも時折笑いが漏れたりと、それなりに楽しい場面も多かった。

　和わ気き藹あい々あいとした収録も、終わってみれば面白くなりそうであった。これはこれで、番組としてアリだ。ただしそれは、もともと企画していた内容とはまったく異なる番組だったが。





◇






　アイドルたちは挨拶もそこそこに、マネージャーに伴われ、慌ただしくスタジオを去っていった。第一級の売れっ子ばかりなので、スケジュールは文字通り分刻みである。

　控え室から荷物を取った俺と日毬も、次の現場に向かうためエレベータの側までやってきた。

　すると背後から大きな声が響く。

「ひまり───ん！」

　日毬はビクッとし、咄嗟に胸をガードした。杏奈の声だったからだ。

　足早に局をあとにしようとする俺たちを、杏奈は追ってきたらしい。局の広い廊下の角から、マネージャーの森もやってきた。俺と視線が合い、お互い会え釈しゃくを交わす。

　杏奈は日毬の前までやってきて、うつむく日毬を覗き込む。

「ね、ひまりん。どうして落ち込んでるの？」

「……お、落ち込んでないよ……」

　日毬の声は震えているようだった。

「ううん、絶対落ち込んでるって！　私ね、ひまりんのことわかるもん。いつものひまりんじゃない感じ。どったの？」

「い、いつも通りだよ……」

　隣で立ちすくむ日毬に俺が言う。

「日毬、せっかくだし相談してみなよ。業界歴は日毬より長いんだ。力になってくれるはずだぞ」

　杏奈は満足そうに微笑ほほえむ。

「いいこと言いますね社長さん！　いつだって私、ひまりんの力になってあげるよ。何かあればスケジュールなんて放り出して、すぐにひまりんのところに駆けつけちゃうからね」

「ほら、ずっと『ひまりんプロジェクト』のことで悩んでるんだろ？」

　俺が言うと、杏奈がすぐさま反応する。

「『ひまりんプロジェクト』のこと？　どうして悩んでるの？」

「……」

　日毬は、杏奈を時おり見やって躊ちゅう躇ちょしていたが、やがて小さな声で、うつむきがちに語り出す。

「う、うん……。ちょっとだけ、『ひまりんプロジェクト』のことで心配があって……。視聴率が下がってきてるのは私のせいじゃないかとか、もしかしたら番組が終わっちゃうんじゃないかとか……」

　たどたどしい口調で日毬は言った。

　杏奈を前にすると、日毬はまるで小動物のように縮こまってしまう。普段は剛健な日毬がこうも変わる様子が、なんだか妙に微笑ましい。

「ねぇひまりん。番組が終わるのなんて日常茶飯事だよ。ひとつの番組にこだわってても仕方ないよ？　毎日毎日、いーっぱい番組あるんだから。ひまりんだって、自分が出た番組を全部覚えていられないほどたくさん出演してるでしょ？　だから気にしない方がいいよ」

「でもね……この番組、とても大切に思ってるんだ……。政治番組は本当にやりたかったことだし……自分がその番組の看板を務められるなんて嬉しくて……。でも上手くいってくれないからちょっと辛くてね……」

　日毬がこんな少女のような声音で語るのを聞いたのは初めてだ。

　杏奈はうつむく日毬にさらに近づき、顔を寄せて口にする。

「ひまりんレベルなら、何度でも自分の番組が持てるチャンスはあるはずだよ。自分の大切な番組ってたしかにあるけど、もしかすると次に受け持つ看板番組は、もっと大切なものかもしれないでしょ？　その次は、もーっとずーっと大切な番組になるかもしれないし。うん、きっとそうだよ。未来にひまりんが受け持つ番組は、遙かに大事なものになってて、きっと視聴率だって爆発してるはずよ。私が保証してあげる」

「……」

　日毬はチラチラと杏奈の顔を覗き見たり、視線を落としたりを繰り返していた。

　杏奈は続ける。

「そのくらい気楽に構えてた方が、今の『ひまりんプロジェクト』にだって好影響になるはずだよ。タレントの気持ちって、番組にストレートに出ちゃうから」

「そっか……。なんか少し楽になったかもしれない……。もっと肩の力を抜いた方が、『ひまりんプロジェクト』にもプラスになるかもしれないんだ……」

「私、ギャラなしでいいよ。呼ばれればいつだって、『ひまりんプロジェクト』に駆けつけてあげる。これでも私、少しは視聴率持ってるんだ。一年前くらいは、視聴率少女なんて呼ばれてた頃もあったの。変なアダ名だなぁと思ってたけど、ひまりんのためになるんだったら悪くないネーミングだって思うよ。だから困ったらいつでも呼んでね」

　壁ぎわの離れたところで待っているマネージャーの森には、会話の内容は聞こえないだろう。

　慌てて俺が口をはさむ。

「いやいや、それは杏奈さん個人じゃ決められないって。第一、ギャラなしなんて西にしプロダクションが許可しないよ」

「事務所に言うもん。大丈夫。なんなら、ひまりプロダクションに移籍してあげる」

　さすがに俺は泡を食う。

「ダメだって。それはもちろん嬉しいけど、西プロダクションとは仲良くしていきたいし……。向こうとタレントの引き抜き合戦みたいな泥仕合になりたくないんだよ……。週刊誌でも変な騒ぎになるだろうしさ……。だいたい西プロダクションは、タレントのことを考えてくれる真っ当な事務所だろう？」

「私だって西プロに不満あるわけじゃないけど、ひまりんのためだもん。率先して辞めたりしないよ。でも許可得られないときは、そのくらいしちゃうってこと。ね、ひまりん？」

「う、うん……。でも私、大丈夫だよ……。もっと頑張ってみるから……」

　森がこちらに近づき、腕時計を見やりながら声をかけてくる。

「杏奈、そろそろ時間だぞ。急いでくれ」

　杏奈はわずかに森を見やり、日毬に視線を戻す。

「私、次の予定もこの局だから。階段で行っちゃうね」

「杏奈、ありがとう……」

　日毬はたどたどしくお礼を伝えた。

「またね、ひまりん！」

　挨拶代わりに、杏奈は日毬の胸をタッチした。警戒を緩めていた日毬は、腕のガードが疎かになってしまっていたのだ。

「やんっ⁉　なっ、何をする……⁉」

　日毬は目を白黒させ、咄嗟に両腕で自分の胸を包み込んだ。

　杏奈は笑顔で手を振り、風のように去っていった。
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　アイドルたちを招いた第五回スペシャル企画『ひまりんプロジェクト』の視聴率は反転微増。一二・二％にまで回復してくれたのだった。

　だがこれはアイドル効果であって、番組の内容が評価されたわけじゃない。むしろ堅い番組を望んでいた本当の視聴者が離れてしまった可能性もあった。

　とにかく、今後もこうしてさまざまなチャレンジを重ねていく必要がある。落ち込む日毬のためにも、番組の継続のためにも、重い政治討論と視聴率がなんとか上手いところで折り合うようなラインを見つけるのが急務だった。
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　めっきり日毬は口数が少なくなっていた。番組の在り方について真剣に向き合っているようだ。

　いつもの討論スタイルに戻った第六回放送の結果、視聴率は再び下落。九・七％にまでなり、ついに一〇％を割り込んでしまっていた。

　単体の数字として見れば、まだなんとかなる範囲の視聴率だ。しかし急落が続いている状況を加味すれば、悲観的にならざるを得ない状況であることは間違いなかった。

　まだ第六回なのに初回視聴率二〇・七％から、その半分にまで下落する状況は尋じん常じょうじゃない。番組の性質上致し方ない部分はどうしてもあるのだが、それでもここまで視聴率の下落が続けば、番組が継続できるかどうかに関わる問題だ。

　今まで出演していた番組はゲストやサブレギュラーばかりだったので、日毬は視聴率など気にしたこともなかったはずだ。制作スタッフ側からは「日毬が出演したことで視聴率が上がった」という報告は毎回のように受けていたが、それがどういう意味を持つのか、実感としてわからなかったろう。だが自分が看板を背負うことになり、視聴率は、日毬にとって初めて切実なものとなったのだ。

　仕事の帰り、車で事務所へと戻る最中、後部座席にポツンと座る日毬は気疲れしたようなため息をついた。

　俺が声をかける。

「最近、落ち込んでばかりだな」

「……うむ。それは私も認めるところだ……。なんとしても『ひまりんプロジェクト』は成功させなくてはならない。そのことで頭がいっぱいで、毎日そればかり考えている……」

「でも仕事は『ひまりんプロジェクト』だけじゃない。あんまりひとつの番組のことだけで思い詰めないでほしいところだぞ。片桐杏奈もそう言ってたろ。番組が終わるのなんて日常茶飯事だって」

「颯斗が最初、この番組を受けるのを躊躇した理由が初めて理解できた。何も知らずに、自分がほしいものを手に入れて喜んでいた私は、実に愚か者だな……」

　日毬はあまりに生真面目すぎるのだ。もう少し気楽に構える側面があっていいのに。

「たまには気分転換することが必要だな。……そうだ、半日休みを取ろうか。来週の月曜日、まだスケジュール調整中の仕事が一つある。それを後日にずらせば、半日は時間が空けられるはずだ」

「休みなど私には不要だ。ファッションショーの際にインフルエンザを患わずらって以来、今まで以上に体調管理には万全を尽くしているつもりだ。ゆえに休息時間をあえて割いてもらわなくとも、私には問題ない」

　俺はバックミラーで日毬を見やる。

「ほら、以前、またデートしようって約束しただろ。忙しさにかまけてダラダラと先延ばしになっちゃってたけど、その約束を果たすのにちょうど良いタイミングかなと思ってさ」

「デート……？　本当の本当に……？」

　意表をつかれたように、日毬は目を見開いた。

「そんなの、噓つくわけないじゃないか。なんかもうここまで有名になっちまった日毬とデートなんてどうかと思わないこともないけど、気分転換だよ。そうでもしないと、日毬は息抜きなんて一生しそうにないからな」

「……」

　日毬は息をのみ、ミラーを通して俺を見やってきた。

「嫌か？」

　フルフルと日毬は頭をふった。

「なら決まりだ。予約完了。さっそく来週の月曜日な。本当は数日休みを取って、事務所のみんなで海外旅行してのんびりってのもいいんだけど……それは叶わぬ望みだからな。だからせめて半日だけだ。たまには何もかも忘れて羽を伸ばそう」

「……うん」

　日毬はコクリとうなずいた。
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　約束したデート当日。

　昼過ぎ、日毬のスタジオ収録が終わってすぐ、俺たちは車で銀ぎん座ざ方面へと向かった。

　今日は月曜日。平日で、銀座大通りも空いている。サラリーマンではない俺たちは、混み合っている土日祝日に合わせてデートをする理由などない。

　助手席に座る日毬は、不安げに視線を上げてくる。

「やっぱりこれから……デート、なのか……？」

「約束したじゃないか。午後は仕事を入れてないからな」

「……うん……。で、でも何するの？」

「前みたいに映画見て、料理食べるくらいか。銀座でいいだろ？　日毬にどこか行きたいところがあるなら、そっちでもいいけど」

「私はあまりわからない……。颯斗に付いて行くだけだ……」

　日毬はたぶん、上うえ野のや浅あさ草くさなど下町っぽくてゴタゴタしている方が落ち着けるタイプだ。付き合ってる相手だったりするなら、そっちで気を遣わずに過ごすのもいい。だが俺と日毬は付き合っているわけでもなく、普段からデートするような間柄でもないから、それでは芸がない。

　このところ『ひまりんプロジェクト』の不調で悩んでばかりの日毬だからこそ、少し気を張って、そっちのことを考えずに過ごせるくらいでちょうどいいと俺は判断していた。それに何といっても、日毬は今では日本最高峰のアイドルだ。プロダクションの社長としては、赤あか提ちょう灯ちんの焼き鳥屋で過ごさせるわけにもいかない。

　仕事が終わってすぐ気持ちを切り替えられるわけでもないため、あまりデートという感じではないかもしれない。だが日毬にとって、まだ昼なのに今日はもう仕事が終了したというのは稀なことである。まともに休んだのは、この前インフルエンザを患ったときくらいだ。

　適当な駐車場で車を停め、俺たちは車を降りた。

　日毬はもちろん万全に変装している。髪をゴムで結び、ウールキャップを身につけ、メガネをかけた日毬なら、意外とバレることはないものだ。

「まずは映画だ。さあ、行くか」

「う、うむ……」

　俺が手を差し出すと、日毬はおずおずと手を握りかえしてきた。日毬はやや紅こう潮ちょうしていて、チラチラと俺を見やったり、視線をずらしたりを繰り返している。

　そして俺たちは手を繫ぎ、映画館へと足を運んだのだった。

　選んだ映画は最も堅いものだった。日毬は普通のエンタメにはほとんど興味を持たず、真面目な内容のものを好むからである。以前、日毬と映画館に来たときは、単に人気優先で選んでしまった。だから今回ばかりは日毬の嗜好にマッチしたものを厳選してみたのである。

　スウェーデンのテレビ局がまとめた記録映画だ。ドキュメンタリーといった方がいいような、現実にあった内容を再構成しているものだった。




　舞台の始まりはスウェーデンの小さな地方自治体。スウェーデンは地方分権が徹底し、政治家のほとんどは別に自分の職業を持っている。比例代表制が中心のスウェーデンでは、日本の選挙のように議員が自分の名前をスピーカーで無む闇やみ矢や鱈たらに連呼したり、有権者に頭を下げたりすることもない。選挙では、党同士の純粋な政策論争が中心だ。兼業議員が大半を占めるため政治と民衆の距離が近く、議員らは仕事帰りのラフな格好で議場に現れ、議員同士によるディスカッションを通した議会によって優れた間接民主制を実現している。

　しかし映画の舞台となった自治体は、放ほう漫まん運営によって財政が行き詰まり、破綻寸前といった惨状だった。その現状を嘆いたある中年の、太って禿はげた貧相な男が、自治体の長選挙に立候補して当選。

　この男は、業者や役人や金融機関と対立したり和解したり、自ら村を駆け回ったりと、来る日も来る日も再建のために尽力し、見事に自治体の再建を果たす。最初は冷ややかな視線を送っていた市民たちは大いに驚き、どこにでもいそうな太った男は、たちまち自治体のヒーローとなった。

　男の健全な行政方針と善政はまたたく間にその地方に広まり、かつて男と対立したことのある業者の社長の目に留まる。自治体再建の件では男と激しく対立した社長だったが、彼は男の手腕を見込み、国政への進出を強く勧めた。やがて男は、国政に打って出ることを決意する。

　ついに始まった国政選挙では、自治体の市民たちがボランティアで各地に散らばり、男を懸命に応援した。さらには、かつて男と敵対した業者や役人や金融機関までが男を熱烈に応援し始め、この選挙マーケティングとは無縁の貧相な候補の優勢は、関係者たちを驚かすことになったのだった。

　そして名もなきオッサン候補は、ついに国会議員に当選──。

　このドキュメンタリー映画の舞台は、その瞬間に幕を下ろした。




　いささか真面目すぎるほど現実とすり合わせようとしていて、筋とは直接関係がない社会背景などが頻ひん繁ぱんに挟み込まれ、エンタテイメントとしてはテンポが極めて悪かった。最後の選挙シーンになってやっと盛り上がり始めるだけで、そこに到達する前に眠くなってしまう人も多かろう。そもそもエンタテイメントではないのかもしれない。

　世間ではまったく人気も知名度もない映画だ。公開される映画館も日本ではわずか五館だけ。しかも客席は空席ばかりで、劇場内は閑散としていた。席の五％も埋まっていない程度である。

　たしかに日本で、この映画が流行らない理由はわかる。どう見ても男は主人公っぽくないし、地道でカリスマ性にも乏しい。しかもスウェーデンと言われても、多くの日本人には遠すぎて、馴な染じみがないだろう。

　何より、配給会社が弱すぎた。もし局が配給に協力していれば、多少は違った結果になったかもしれない。

　映画館を出ると、そばにあるホテルのカフェテリアで、日毬と向き合って腰かけた。

　日毬は感心したように言う。

「こんなに面白い映画があるのだな。映画というものを見くびっていたぞ」

「俺も個人的にはかなり面白いと思えたよ。自治体の財政難とか、治安や地域経済の盛衰とか、その辺まで淡々と描き込んでいるのがよかったな。ドキュメンタリータッチだったのが好感触だ。日本の局が作るものとはずいぶん毛色が違うなぁ」

「その割に客席がガラガラだった。不思議なこともあるものだ。どうせ映画館に足を運ぶなら、この映画を見に来ればいいのに」

　日毬は映画を気に入ってくれたようだった。チョイスは正解だったようだ。

「こういうのは大衆受けしないんだよ。まず流行らない。ハリウッド的手法とは違うからさ。普通の日本人が、スウェーデンの地域社会の事情を語られてもピンとこないだろ。アメリカ大統領選挙ならともかく、スウェーデンの地方選挙と言われてもな……」

「私の政治的成功に参考になる話がたくさんあった。やはり市民は私の想いや努力をわかってくれるはずだ。私もさらに精進し、いっそうの奮起をしなくてはならない」

「だが映画は、あくまでスウェーデンの一地方の話だ。日毬の目標は一国のトップだってんだからワケが違うよ。さすがに日本のトップともなれば他国の干渉だってあるはずだ。警察や検察だって黙っちゃいない。容易な話じゃないよ」

「だがそれでも真摯に政治を憂い、地域を変えようとする心構えは、いかなる国であっても、国政であろうと地方政治であろうと変わらない。市民らの気持ちを動かすために必要なものは、やはりトップに立つ政治家の情熱なのだと映画で再認識することができた」

　そこまで強く言い切った日毬は、拳を握りしめ、うつむきがちに続ける。

「私は幸運な環境にいる。これだけたくさんの人が私の政治的成功に注目してくれているし、何より自分の政治番組まで持っているのだ……。『ひまりんプロジェクト』で、さらにひたむきに私の想いを民衆に伝えていかなくてはならない……。それなのに私は番組を上手く軌道に乗せることができないでいる……」

　せっかくの休息なのに、日毬が『ひまりんプロジェクト』の低迷を思い出し、悩むのは避けたいことだった。日毬は元来が真面目一徹だから、心から休息を取るようなことなど考えられないのかもしれない。

「番組が行き詰まっている原因は多くある。決して日毬個人だけに帰属できることじゃない。あまり気にしすぎると、さらに番組に悪影響になっちまうぞ」

「そうだな……。司会者である以上、私の気持ちが番組のムードにストレートに反映してしまう。考え込むのも慎つつしまなければならないのだろう」

「日毬のチャンスはまだまだたくさんある。仮にひとつの番組がコケたからといって、そんなに深刻に考えるほどじゃないぞ。自分の番組を持つことで飛躍するタレントはいるけど、日毬の場合は逆なんだからな。もともと日毬は遙か高い場所にいて、落らっ下か傘さんみたいに降りてきただけさ」

「だからこそ番組を成功させる使命が私にはあるというものだ。番組の成否は、私のアイドルとしての実力に直結している。そしてアイドルとしての成功が、そのまま政治家としての大成に繫がることを今では誰よりも認識している。『ひまりんプロジェクト』の視聴率は、日本大志会の得票率のようなものだろう」

　やっぱり話が番組の低迷に戻ってきてしまう。つくづく日毬は実直だ。

　胸を張って日毬は言う。

「『ひまりんプロジェクト』を通して、すべての国民が自分の政治観を持つような世の中を作りたい。私にはその使命があるのだ」

「どうだろうな……。俺は難しいことだと思うぞ。あまり世間に期待しすぎると、手痛いしっぺ返しをくらうことになる」

「颯斗は市民に期待していないとでもいうのか？」

　日毬の言葉は、わずかに怒りを含んでいた。

　冷静になるよう俺は諭す。

「本当にすべての人が政治論をぶちかますような世の中になったとしてもだ、その大半はきっと正しくないんだよ。もともとすべての情報がガラス張りで正しく行き渡るわけもないんだし、大半の人の判断基準ってテレビだぞ。マジで勘弁してもらいたいよ。マスメディアの情報を真に受けた人間が統治する世界になんて、俺は死んでも住みたくないな。そんな社会からは真っ先に逃げ出すだろうよ」

「……私より颯斗の方が、実はずっと民主主義を信じていないのだな」

「俺は日毬みたいに独裁なんて言わないぞ」

「私は、私の独裁を経て、いずれは民主主義に回帰するべきだと考えている。消去法で考えれば、それしかあるまい」

「俺だって民主主義を否定してるわけじゃないけどな。たださ、俺はマスメディアに関わる仕事をしてきたから、どれほど民衆が転げやすいのかってことを、この目で何度も見てきてるんだ。そんなにまともじゃないんだよ。民主主義も為い政せい者しゃによってきちんとコントロールされるべきだろうな」

「それは民主主義ではない。似非えせ民主主義だ」

「いいんじゃないか、それで。正しい判断を下せるのは、常に少数だと俺は思う。それ以前に、正確な情報を得る努力を継続していける人間がほとんどいないだろう。みんな忙しいから、やっぱりマスメディアやネットからの情報で済ませちまうんだよ。そういう市民たちを、きちんと導いていくのが為政者の仕事だと言いたいんだ」

　日毬と長く会話すると、どうしても真面目な話になっていってしまう。日毬が楽しいのならそれでいいのだが、普通はデートとは呼ばない。

「枢すう密みつ院いんのようなところが実質的に国政を取り仕切っているような体制を望むのか？　颯斗だって言っていたではないか、『権力は腐敗する』と。そんな世の中が続けば中枢は腐敗し、必ず社会は混迷するに違いない」

「まぁな。だがそれは仕方ない。タイミングを見て為政者を入れ替えるような仕組みを用意しておくしかないよ。古代ローマ時代はそれが暗殺だったし、現代では選挙ってことになるのか」

「それが民主主義ならやりやすいんじゃないのか」

「だから、俺にはとうてい信じられんね。テレビや新聞から情報収集している連中の投票なんてな。……民主主義社会にだって為政者は必要だ。日本トップの権力は、ある意味では政治家だし、ある部分では官僚だし、検察だってそうだな。腐敗してるとは言えないかもしれないけど、堕だ落らくしてると指摘することはできるだろう。大衆政治の成れの果てだ」

　咳払いをして、俺は続ける。

「検察が時おり、わけのわからん話で政治家や官僚、事業家を逮捕したりするだろ？　やはり彼らはわかってるんだよ。社会はコントロールされなくてはならないということをな。その検察の判断が正しいのかどうか俺は研究したことなどないし、誰がその判断を下しているのかは問題だ。でも、為政者はそういう社会構造を受け入れて、良い意味で民衆をコントロールし、正しい支配の在り方を追求する義務があって……権力の一端を担っている検察は、黙々と自らの仕事をこなしているのだということだろうな」

「私は芸能界に入ってマスメディアとも深く関わるようになって……私は私なりに、社会がどう動いていて、どう成り立っているのかもわかってきたつもりだ。颯斗の言わんとすることは十二分に理解できる。その通りかもしれない。……でも、そういう部分までぜんぶ含めて、やはり私には日本を背負う義務があると思うのだ」

「どうしてそこまで自分の責任として考えなくちゃならないんだ？　ある程度までは民衆の好きにさせときゃいいじゃないか。自業自得だろう。その上で自分たちだけは冷静に、権益を確保できるよう努めるのが賢い生き方ってものだぞ」

「颯斗には理想があって、その理想通りの世界ではないから嫌になったのだろう？　それはわかる。だが私が求めているものは、理想の国家像ではない。理想の社会でもなければ、理想の政治制度でもない。私が真に追求しているのは、ただ日本の行く末のみである」

　強く言い切って背筋を伸ばし、日毬は続ける。

「世界二〇〇の国や地域と比較してみても日本は素晴らしい国だが、それでも完璧とはあまりにほど遠いものだ。たしかに颯斗の言う通り、市民という存在は常に心無いもので、すべての人が賢い選択をできるわけでもないのだろう。しかし……少しくらい不備があっても、歪でも私は構わない。何事にも完璧な人間などいないし、社会とてまた同じだ。たとえ完璧ではなくとも、人は自分を投げ出したりしないだろう？　そして日本とは私のことだ。私が自分を投げ出したりすることは決してない」

「……」

　まじまじと俺は日毬を見やった。

「……どうしたのだ、颯斗？」

「すごいな日毬は……。俺には、自分が食べたくないものまで吞み込む度量はない。嫌になったら、すぐゴミ箱に捨てちまうかもしれないよ」

　背もたれに身体からだを沈め、俺は続ける。

「俺はメディアや広告と深く関わってきたせいで、真っ正面から社会と向き合うのが嫌になったんだよ。民衆とは関係したくない。うんざりだ。日毬のような境地にはとてもなれない。だが日毬なら、本当に日本の為政者として相応しいということが改めてわかったよ。今まで誰にも成し遂げられなかったことが、日毬ならできるかもしれない」

　政治学の教科書として有名な『職業としての政治』のなかで、マックス・ヴェーバーが熱く語っているこんな一節があったことを俺は思い出す。





　自分が世間に対して捧ささげようとするものに比べて、現実の世の中がどんなに愚かで卑ひ俗ぞくであっても、『それでもなお！』と言い切る自信のある人間──。そういう人間だけが、政治への『天職』を持つ。






　こんな社会なのだと気づいたとしても、『それでもなお！』と声を上げ続けられる人物は少ない。多くの人は、現実は現実として受け流し、自らの権益確保のために動こうとするはずだ。たとえば俺のように。

　日毬の主義主張は、俺の考えとすべて合がっ致ちするわけではない。それでも日毬の姿こそ、政治家として誰よりも相応しいものだということは、俺でも痛いほど理解できる。

「私は何度も言っているはずだ。日本の首しゅ班はんとして相応しいのは私だけなのだと。もはや私しかいないのだと。私が日本を統治するしかないのだ」

　語調を強めて日毬は断言した。あまりの真剣な態度に、俺はなんだか不思議と日毬が可愛らしく見え、思わず笑いそうになった。

　不満そうに日毬は睨んでくる。

「……颯斗？　笑っているのか？」

「違う……。すまん、なんかクシャミが出そうになってな……」

　はぐらかそうと、俺は慌てて口にする。

「どう見ても、デートらしくない話になっちまったな」

「私はすごく楽しいぞ。デートとは、こんなに楽しいものかと驚いている。前に颯斗がデートしてくれたときのことは、緊張してしまって、ちゃんと覚えていないんだ。でも今日は気楽でいられるし、話もとても楽しい」

　やはり日毬は、政治や社会の堅い話ばかりの方が好みなようだ。

「私は生涯で二回しかデートの経験がないから、まだわからないことがたくさんあるのだと思う。普通にデートしたりしている女の子たちが羨ましい……」

「いや、こんな話、デートでしないぞ。するわけがない」

「ならば、どんな話をするというのだ？」

「もっと普通の話だ」

「私と颯斗の会話は普通ではないというのか？　国や社会の在り方に想いを巡らせるのは、どのような人間であっても当然のことだ」

「普通、ではないんだがな」

「もっと難しい話でも私は構わないのだぞ。颯斗が私の年齢に合わせた会話を心がけようとしてくれているのなら、気遣いは無用だ。私の興味は、政治や経済や社会の隅々にまで行き渡っている」

「一般的なデートなら、テーマパークに行ったり、買い物に行ったり、ゲームセンターに行ったりするものだ。こうして政治討論みたいなことをしようものなら、白けちまうものなんだよ」

　俺がそう説明しても、日毬には納得しがたいようだった。

「買い物なら自分で行けばいいではないか。それにテーマパークやゲームセンターに行って何をするというのだ？」

「そりゃジェットコースターに乗ったり、ゲームをしたりだけど……試しに今度行ってみるか？」

「あまり好ましいとは思えないな。私はこうして議論を深める方が好きだ。それと、さっきの映画みたいに、人生の糧になるようなものなら二時間を費やす価値がある」

　たしかに、メリーゴーラウンドに揺られたり、格ゲーをしている日毬など想像もつかない。たぶんテーマパークへ連れて行ったところで、すぐレストランにでも入って政治議論をするだけで終わってしまいそうだ。

「そろそろ店、変えよう。腹も減ったしな。気分一新して、またゆっくり話をしようか。今日は時間もあるしな」

　そう言いつつ、俺は伝票を摑んで立ち上がった。

「うむ。日本大志会の政治構想を颯斗にも聞いてもらいたい。政権奪取の方法やタイミングも、そろそろ具体化させていかねばならないと考えていた。それにはやはり、颯斗の協力が必要不可欠なことだろう」

　心なしか、日毬は興奮気味であるように見えた。どうやら本当に楽しんでくれているらしい。

　このところ『ひまりんプロジェクト』の苦境で重い気分を背負っていた日毬だから、たまにはこうして晴れやかに過ごしてもらえると、デートに誘った甲斐があったというものである。





◇






　帝都ホテル地下一階、和食店の個室。お座ざ敷しきで、正面から向かい合って座っている。ふかふかの座ざ布ぶ団とんの上、俺はあぐらをかき、日毬は正座してピンと背筋を伸ばしていた。

　一人一〇万五〇〇〇円の懐かい石せき料理、最上級のコースだ。二人で締めて二一万円。近辺ですぐ入れるお店のなかでは最上級店の一角である。経費で落ちるし、たまには贅沢をしてもいいだろう。

　魚と野菜が主体だから、日毬には好みに違いない。俺にとっては久々の家庭の味とも言える。

　色とりどりの小こ鉢ばちが、仲なか居いさんの手によって盆ぼんに載せられて運ばれてくる。その一品一品を大事そうに食べつつ、日毬は感想を口にする。

「……月並みな感想になってしまうが、本当に美味おいしい。味に深みが感じられるぞ……。このようなお店は私は初めてだ。母上や姉上にも一緒に味わってほしいものだ」

「それもそうだ。今度、凪紗やお母さんも誘ってみんなで来るか？　神楽一家を招待させてもらうぞ。ずいぶん世話になってるしな。……そうだ、神楽かぐら坂ざかあたりにはいい料亭がたくさんある。日毬の自宅から近いし、普段着でも大丈夫だから、そこにしよう。あの辺、俺は好きだな」

「嬉しい提案だが……しかし……」

「なんだ、何か躊躇するようなことでもあるのか？」

「……。……い、今一瞬、こういう機会があるなら、颯斗と二人だけで来たいと考えてしまった……。私はなんて自分勝手で親不孝な人間なのだろうか……。最低だな私は……。自分で自分が情けない……」

　ためらったように日毬は言い、唇を嚙んだ。

「そんなに気に入ったなら、仕事の合間にでもたまに一緒に来るか？　この辺は局やスタジオを往き来するときによく通るし、うちの稼ぎを考えたら、今じゃ大した経費じゃない。接待費が少ないと税理士から指摘されてるから、もっと使いたいくらいなんだがな。時間がないから使うヒマがないだけで」

「そういうことではない……。料理は美味しいが……そういうことではないんだ……」

「望みがあれば何でも叶えてやるんだぞ。言ってみな。むしろ日毬はもっとワガママになるくらいでいい」

「い、いや、忘れてほしい……。私は混乱していたようだ……」

　日毬がそれ以上は突っ込んでほしくなさそうな雰囲気だったので、追及するのはヤメにした。

　悶もん々もんとする日毬に、俺は改めて料理の話題を振って場を和ませた。昔、毎日のように食べていた懐かしい一品が多く、その話を聞かせてやると、日毬はしきりに感心した様子だった。

　それからしばらく日毬の家族のことなどを話していたが、やはり話題は政治や社会の話になってゆく。日毬は朝から晩まで毎日のように社会のことを考え抜いているのだから仕方がない。たぶん日毬の頭のなかの八割以上は、政治関連の思考で占められているはずだ。ややもすれば、ほぼ一〇割すべてかもしれない。

　日本政界の現状を憂う熱弁を振るった日毬は、畳たたみに拳を打ち付ける。

「私には日本の混迷が許し難い。それを考えるだけで私は、毎日血を吐くような思いでいる……。内政は何の対策も打ち出せないままだし、外交は迷走ばかりで情けない限りだ……。今こそ果敢に政治を断行していくべきとき……。颯斗もそうは思わないか？」

　とてもデートで交わすやり取りではなかったが、政治や社会の話を日毬が何よりも好む以上、俺も真剣に受け答えねばならない。

「こういう機会だから話しておきたい。外野からの無責任な意見のひとつとして聞いてくれ。俺は日本大志会が、現行のままで政権を獲るのは不可能に近いと思う」

「それはわかっている。まだまだ党員数が少ない。世の中に対する影響力も大きいとは言えないだろう。やることは山積している」

　日毬は殊勝にうなずいたが、俺は即座に首をふる。

「いや、そういうことじゃない。日本大志会が掲げている政策は難しいよ。核武装を軽々しくアメリカが容認してくれるとは思わない。とくに政策のなかで、日米同盟の見直しにまで触れているじゃないか」

「当然、見直しすべきだろう。アメリカが一方的に日本を守る条約などおかしい。本当の有事の際、アメリカが日本を全力で守ってくれると考える者がいるとしたら、どうかしているとしか思えない。自国は自国で守るのが絶対の原則だ」

「それは危険だ。思いっきり虎の尾を踏みつける行為だぞ。吉よし田だ茂しげるが長期政権を担当して以降、日本はずっとアメリカ追従を基本方針とする国だ。この国策に真っ向から立ち向かうのは自滅行為に他ならない。過去にも、日本の独自路線を追求しようとする政治家や官僚はたくさんいたが、その誰もが長続きしたことなどなかった」

　俺は考えながら指を折り、ゆっくりと続けてゆく。

「石いし橋ばし湛たん山ざん、鳩はと山やま一いち郎ろう、田た中なか角かく栄えい、細ほそ川かわ護もり熙ひろ……まだまだいるがキリがない。ここ最近では小お沢ざわ一いち郎ろうもいる。小沢はまた検察がしゃしゃり出てきてマスコミからも袋叩きだから、国民も嫌ってるだろう。……いずれ日毬の力が拡大したとき、そのまま突っ走れば、必ず彼らと同じ運命をたどることになる。驚くほど例外がないんだ」

「私はマスメディアのプロパガンダなどには負けない。命を賭して突き進んでみせる。国民はきっと、マスメディアよりも私を信じてくれるはずだ」

　日毬は決然と言ったので、負けじと俺も語調を強める。

「断言する。国民は絶対に大マスメディアの論調を信じるだろう。それは過去の歴史が証明している。アメリカ一辺倒だった吉田茂、池いけ田だ勇はや人と、中なか曾そ根ね康やす弘ひろ、小こ泉いずみ純じゅん一いち郎ろう……このあたりは長期政権を担い、国民からの人気も極めて高かった。すべて、メディアで流された通りに世の中が動いた。誤解しないでもらいたいんだが、俺は別にアメリカ追従の方針が悪いと言いたいわけじゃない。ここには大変な力が働いているということを言いたいんだ」

「私は何も、アメリカが敵だと考えているわけではない。アメリカは貴重な軍事同盟国だが、日本は自らの意志で方針を選択できる国になるべきだ。私が核武装を訴えるのも、自分の足を使って歩くことができるようにするためだ」

「だからそれが問題だ。日本には大きな流れとして、アメリカの方針に沿わなくてはならない何かがある」

「そんな流れがあるなら打だ破はすべきだ。歴史的に考えて、外国の軍隊が駐ちゅう留りゅうする今の日本は異常だ。我が国の長い歴史において、こんな状態はかつてなかった。情けなくて、恥ずかしい。それを私は正常な環境に戻したいだけだ。私は日本人である。それ以外の何者でもない」

　そう言い切って胸を張る日毬に、俺は目を見開く。

「……もしや日毬は、日本にある在留アメリカ軍基地にまで手をつけようと考えているのか？」

「それはもちろん、究極的な見けん地ちから言えば、なくすのが理想だ。しかし私とて、理想と現実は時として一致しないことくらい理解している。現状の日本の軍事力では、周辺諸国からの恫どう喝かつに単独で立ち向かうのは困難だ。日本に適切な軍備が整うまで、アメリカに協力してもらわなくてはなるまい。中長期的には、横よこ須す賀かと嘉か手で納なをアメリカ軍に提供すれば、それで十分ではないかと考えている。第七艦隊には横須賀に出入りしてもらえばいいし、空軍は嘉手納をアジアの基地として使えばいい。海兵隊が引き揚げたことによる地域のパワーバランスは、核武装と、自衛隊の軍備増強でまかなうつもりだ」

　俺は仰ぎょう天てんした。日毬は、日本にあるアメリカ軍基地の大半をなくすつもりなのだ。かつて日本でも日毬のように正論を唱えた政治家は幾人もいたが、悲惨な末路をたどることになった人物は多い。

　もし日毬の真意を世間が知れば、メディアは「中国に擦り寄ろうとしている」キャンペーンを展開し、凄まじいバッシングが始まることは目に見えている。

「……」

　沈黙する俺に、日毬が滔とう々とうと説明してくる。

「颯斗は何か誤解しているのかもしれないが、私はアメリカと敵対するつもりは毛頭ない。アメリカは世界各地で紛争を巻き起こす恐るべき国だが、それを理解してなお、日本が最も重要なパートナーとして扱わなくてはならない国であると思う。だからこそ私は常日頃から、日米同盟をさらに強固に、深化させる必要性を唱えているのだ」

「アジア諸国との関係性はどういう方針なんだ？」

「もちろん日本にとって、中国やインド、東南アジア諸国も大事な関係になる。これまで以上に親しい付き合いをしていかなくてはならない。とくに、さまざまな面から中国とはパイプを太くする努力を絶やさず、諸問題を交渉していけるような態勢作りは不可欠だろう。反面、だからこそ中国と真っ正面から交渉ができる軍事力の整備が不可欠だ」

　俺は身を乗り出す。

「アメリカは、日本がアジア地域に接近することを防ぐための、ありとあらゆる工作活動を始めるに違いない。日本が経済的にアジアに進出することは目を瞑つむってくれても、外交的に近づくことは許してくれないだろう。もちろん同様に、中国も、日本が今以上にアメリカとの同盟を強化することは絶対に望まない。中国が南沙諸島に兵を送り込んでこないのは、アメリカが背後にいるからだ。中国が硬軟織り交ぜて日米の関係を壊そうとしているのが、日本を取り巻く現実だ」

「颯斗の理解に追いついているかどうかわからないが……私とて、多少は理解しているつもりだ。私としては、軍事同盟を結ぶアメリカを第一に考え、末永く良質な関係性を保つのが当然のスタンスであると思う。それが同盟というものだ」

　そこで日毬はわずかに顔を曇らせたが、再び俺を真剣に見据えてくる。

「……アメリカは計り知れない相手だ。私たち日本人では、悔しいが、アングロサクソン人が考える遠えん大だいな深しん謀ぼう遠えん慮りょには敵うまい。アメリカは、とても信じられないくらいに横暴だ。だがしかし、その怖ろしさをすべて受け入れてなお、日本にとって、アメリカが最も手を組むべき相手だと確信している。この関係を本当の意味で発展させるためには、現在のような不平等な関係は止めるべきだ。双方の国民が真に納得できる国家間の関係を模索すべきであろう。私が生きている間に、アメリカとの対等な同盟関係にまでは持っていきたい。我々日本民族は、同胞のため武器を取るのと同様に、同盟国のため血を流す覚悟を持とう」

　切々と日毬は続ける。

「日英同盟を終しゅう焉えんさせてしまったことが、戦前日本の外交的混迷に繫がってしまった。同じ愚をたどってはならない。日米同盟は、戦前の日英同盟に相応するのではないかと思う。アメリカの横暴は心底怖いものがあるが……それでも日本が一定の軍事力をつけることで無茶な要求には正論を返し、国連を始めとした国際的な枠組みを重視した上で、対等で強固な日米同盟を次代に引き継いでいかなくてはならない。アメリカは、少なくとも今後五〇年間、変わることのない日本の伴侶である」

「日毬。今ここでした話は、決してしない方がいい。それは内面に留めておくべきだ。本当に政権を獲りたいのならな」

　日本大志会では政策を発表していたが、今日ここまでの内容について触れているわけではない。日米同盟を相互軍事同盟的なものにするというニュアンスは繰り返し政策に書かれてあったが、それはあくまで日本が自主独立の路線を突き進もうとする覚悟があってのことだとまでは読み取ることができなかった。ましてや、米軍基地の大幅な縮小計画などに踏み込んでもいない。俺とて、今はじめて知ったことである。

「なぜだ？　日米間の不平等関係を解消しようと努めるのは、政治家として当然すぎる責務だ。とくに隠すようなことだとは思わない」

「日毬には釈しゃ迦かに説せっ法ぽうかもしれないが……国家間は、原理原則に則のっとって動いているわけじゃない。建たて前まえはともかく、実態は、軍事的な力関係によってのみ決まる。疑いなく日本は、アメリカの強力な影響下にある国だよ。もし権力者層の意向に合致しない政策を日毬が語れば、さまざまな方面から猛烈な攻撃に晒されることになるはずだ。あまり派手に日米同盟の改革に触れると……知らず識らずのうちに、思いもしない虎の尾を踏むこともありえる。従属的な日米関係を心地好いと考える権力者層は少なくないんだ」

「日本人なら、自国の行く末を自らの手で摑み取ろうとする私を、必ず支持してくれるはずだ。それに私は、アメリカこそが、かけがえのないパートナーだと考えている」

「民衆の知性を信じちゃいけない。日毬のスタンスは、政治的に間違いを犯す。手て酷ひどいしっぺ返しを喰らうことになるぞ」

　強い調子で俺は言った。

　日毬は、面喰らったように口にする。

「つくづく颯斗は、権力者側の思考をするなといつも思う。……非難しているわけじゃないぞ。私にはないものだ。しかし、いささか現実主義が強すぎて、快こころよく受け入れ難い話でもある」

「そりゃ、うちの一族は自ら体験してきたことだからな。吉田茂のとき、うちの一族は全員、公職追放の憂うき目にあってる。正直メチャクチャな話だが、日毬には参考になってくれるかもしれない」

「公職追放は、戦争に協力したから……というわけではないのか？」

「俺ら一家は──というか、当時の財界の大半もだけど──アメリカとの戦争をなんとか回避しようと必死だったんだ。中国で陸軍がやたらと戦線を広げてるのに、海軍が米英との戦争まで抱え込めば、一国家として勝てるわけがない。全方位で戦争をしかけなくちゃならないなんて驚異の外交的失策……どれだけ頭が悪いんだ？　戦争するなら最悪でも一対一、できれば複数で一つを撃つような状況を作りださなくちゃならない。だがマスメディアも民衆も、中国戦線を残したまま、ほとんどがアメリカとの開戦やむなしと考えていた。軍部に率先して協力したんだな。まったく愚かな話だ」

　ゴホンと咳払いして一呼吸おき、俺は続ける。

「それでだ……軍部に工場を徴発され、うちは大量のビラを作ってたよ。嫌々ながらな。じゃないと牢屋にぶち込まれ、手酷い扱いを受ける。軍部の連中は、軍備縮小を主張していた財界が死ぬほど嫌いだったからな。挙げ句の果てに、うちが下町一帯に持ってた工場は丸焼けだ。踏んだり蹴ったりとはこのことさ」

「軍部の内政が極めて愚かだったことは、私も把握しているつもりだ」

「そして敗戦後、うちの一族は公職追放され、それが解かれるまで四苦八苦することになった。そんな俺らを、民衆はどう言ったと思う？　『財ざい閥ばつや財界が日本を戦争に引き込んだ一因』だって真顔で言い始めたんだよ。開戦前の自分たちの主張なんざ覚えてすらいないんだろう。多くの国民は自分たちが戦争の被害者であるかのように思い込んでいるが、それは単なる洗脳だよ。民主主義は素晴らしいと思い込ませるためのな。アメリカが必死で世界に広げた『自由』という名の宗教だ。あれだけ金が飛び交ってるアメリカのどこに、民主や自由があるっていうんだよ……」

「なるほど。財閥の戦争責任を問う声もあるが、事はそう単純な話でもないということだな。今でも少なくない国民は、アメリカとの開戦の責任の一端が財閥にあったと信じているが……」

「戦争責任と言われれば、そりゃ国家に生産ラインを供出したんだから、まったくないわけでもないだろう。でもな、あの状況で協力しないわけにもいかなかった。自分たち家族の生死に関わる問題だ。ただひとつ言えることは、あの国家総力体制において、企業人がわずかでも儲けられるわけがなかったことはバカでも理解できる。結局、財閥解体でちりぢりになってしまった。財閥解体を通達されたときの財界人たちの苦悩と焦しょう燥そうは、うんざりするほど聴かされてきたよ」

　財閥の最大の老舗しにせは三みつ井い・三みつ菱びし・住すみ友とも・安やす田だの四つである。それに連なり古ふる河かわ財閥や鴻こうの池いけ財閥、その他の中堅や小規模な財閥を形成していたのが二〇とも四〇とも言われている。一括りに財閥といってもその力はまちまちで、大金持ちに成り上がっただけで地方財閥とも言われた時代だった。下位の財閥は主導権確保のために、積極的に軍部に擦り寄ったところもある。

　織葉家は財閥には相当しなかったが、戦前から彼らとも交流はあった。彼らに嫁とついでいった身内もいて、遠とお縁えんの親族とも言える家もあったのである。今では親戚付き合いはまったくなくなってしまったが、いくつかの会合で顔を合わせる機会も少なくなく、親しく情報交換できる間柄だといえた。

　日毬が真剣に耳を傾けているので、俺は話を続ける。

「これが戦後には真逆に一転だ。マッカーサーがハリウッド映画のヒーローみたいな扱いだからな……。アメリカの占領がどれほど厳しいものだったか、たぶん多くの人は知らないだろう。うちの一族はそれを知ってる。だが西側とソ連の間で冷戦が始まったおかげで、アメリカの日本に対する扱いが真逆に変わり、急に穏健になり出しただけなんだよ。チェスゲームの駒なんだ」

「そのときの思想の歪みが、現代日本にまで繫がる諸問題に発展していると思う」

「そうだなぁ……。おかしなことは多かった。戦後長らく『北朝鮮は地上の楽園』なんて与太話が信じられていたしな。多くの学校の教師が真顔でそういう教育をしてた。それを真に受けて帰国した在日朝鮮人が大勢いたけど、今彼らがどういう状況か、偉そうに口にしていた教育者やメディア人や文化人は責任を感じたことがあるのか？　殺人よりも悪質だと俺は思う。悪魔って言葉は、こういう人間たちを見て作られたんだろう」

「悲惨な話だ。もし私が多くの人々に血を吐く思いをさせてしまったとしたら、公おおやけに謝罪し、その場で腹を切って詫びるところだ。責任を取る覚悟のない者が、政治を語っていいわけがない」

「でも誰も責任なんて取ってない。みんな知らん顔だよ。世論ってのは、そういうことを平気な顔でするんだよ。……だからな、理想を持ち出して世論と繫がっちゃいけない。自分の本心は、メディアの前で決して表にさらけ出しちゃダメだ。もっと冷徹な視線で、世論誘導をゲームくらいに考えた方がいい。そういうポイントさえきちんと押さえておけば、日毬にはいずれチャンスが舞い込むと俺は思う。マスメディアを徹底して味方につけて、民衆の熱狂をうまく活かしつつ、取り込んで、利用するわけだ」

「それでは戦前の軍部と一緒だ。私は戦争を推進したいわけではないし、権力を握りたいわけでもない。正しい政策を真摯に主張していくべきだと私は考えている」

「別に戦前の軍部と同じ道を歩もうって話じゃない。どんな時代でもこれは世論操作の真理なんだ。ほら、最近のケースだと、小泉純一郎なんて完璧に近いよ。メディアも民衆も、実に素晴らしく熱狂してくれた。小泉の政策が良かったか悪かったか……当時の軍部と比べるのはあまりに失礼が過ぎるし、それは別問題だけどな。すごいものだったじゃないか、小泉は」

「しかし、まやかしを並べて政権を獲るわけにもいかない……。それではあまりにも……」

　日毬が言葉をにごらせたので、俺は身を乗り出す。

「いいか日毬。『権力を握る能力』と、その後に『優れた政治手腕を発揮する能力』の二つは、まったくの別物だ。これを十じっ把ぱ一ひと絡からげにするヤツがあまりに多いが、分離して考えないと何も理解できない。まずは権力を握り、盤ばん石じゃくな体制を築くのが先決だ。権力を得るために交わした約束の重要性は……ちょっと際きわ疾どいことを言えば……ゼロなんだよ。体制を敷いた瞬間に、ちゃぶ台をひっくり返して社会を統制し、締め付ける。わずかな刹せつ那なに、一息で演じなくちゃならない。ちゃぶ台をひっくり返すタイミングを逃すと危険な全体主義に一直線だし、ひっくり返すのが早すぎると民衆にそっぽを向かれて血祭りにされる。その綱渡りが独裁者の腕の見せ所……だろう？」

　日毬は意外そうな面持ちで、俺に視線を向けてくる。

「初めて颯斗は、私の独裁を支持してくれたな。ハッキリ言葉で聞けるとは思わなかった。その方法論はともかくとしてだが……」

「もし日毬がヒトラーみたいな危険人物なら、そりゃ俺だって支援するのは憚られるところだ。でも日毬のことは、今ではよく知っているつもりだ。ほら、逮捕されたとき、心理学の専門家たちから調査されたろう。彼ら彼女らも、日毬は真っ当な人間だと分析した。俺もそう思う。日毬は人格のバランスがよく取れていると思うぞ。仮にいったん独裁者になっても、何か特定のことに妄もう執しゅうするような人間じゃない。だから日毬なら権力レースを勝ち抜いたあとに、優れた政治手腕を発揮してくれると俺には信じられる」

「颯斗にそう言ってもらえたことが、私は何よりも嬉しいぞ……。命をかけて戦っている意味があったというものだ……」

「日毬は自分の政策を確信しているのだろう？　ならばまずは権力をもぎ取ることに全力を尽くして、その後はただ粛しゅく々しゅくと政策を実現させる方法論を追求していけばいい」

「うむ。私は必ず政権の頂点に立ってみせよう。そのためだけに私は生きている」

　毅然として言った日毬は、興味深げに俺を見やってくる。

「……それにしても、颯斗は本当に政財界のことに詳しいな。私も日々勉強を積み重ねているつもりだったが、颯斗にはまだまだ敵わない」

「ガキの時分から教え込まれてきたんだよ。帝王学ってヤツさ……。俺にはもう関係ないことだがな。教育されてた当時はワケがわからなかったが……こういう形で少しでも日毬の役に立てるなら、捨てたものじゃなかったということだな」

「東王印刷の創業家ともなれば違うのだな。やはり颯斗の家も、財閥解体でやられたのか？」

「いやいや、当時の織葉家なんて、財閥の足下にも及ばなかった。おかげさまでというのもおかしいが……織葉家は財閥解体には掠らず済ませることができた。だから生き残れたんだよ。財閥解体でやられても気を吐いてるのは、せいぜいトヨダさんが目立つくらいじゃないか。三菱、三井、住友……名前だけは残ってるが、もうグループとしては無関係だし、一族もだいぶ資産を減らしちまった。今じゃ、織葉家の方が総資産量は多いだろうよ」

「トヨダとはトヨダ自動車か？」

「そうだ。でも財閥のなかではもっとも小さなグループで、解体されたのも最後のほうだったけどな。トヨダ家は立派だよ。地域や社会に貢献しようとする気構えが違う。もともと織物機械の研究や生産から始まっている家なんだが……ずいぶん苦労があったんだ。今でも一族は必ずもっとも困難な職場に回され、先頭に立って働くんだ。見み倣ならいたいものだよ。……でもな、今じゃ世界企業にまでなった彼らでさえ、旧財閥レベルのパワーがあるかと言われれば、まったくそんなことはない。やっぱり桁が一つ違う。これが織葉家になれば、もう桁が二つも違ってくる。ダメダメ、ぜんぜん比較にすらならないんだよ」

「颯斗の家はどのくらいの財産があるというんだ？」

「前に由佳里にも聞かれたことがあったが……だいたい一兆円を少し超える程度だろうな。そこまで多くない。ましてや旧財閥なんかと比べられたら、穴に入りたくなるレベルだ」

　淡々と俺は言ったが、日毬は目を丸くする。

「……い、一兆……？　私には途方もない額に聞こえるのだが……。私にはわからない……」

「でもな、仮に旧財閥がそのまま温存されたとしたら、総資産は数百兆を下らなかったんじゃないか。だから織葉家くらいだと、せいぜい政治家の何人かに献金できるくらいで……力なんてないに等しいんだよ。上にはずっと上があって、日毬の目標はとてつもないほど高いところにあるということだ」

「私の到達予定がどれほど高いのか、金額表示されると実感としてわかってくるな。そして、それほど力のある財閥でも、メディアや民衆を取り込めないと、軍部のような連中に負けてしまうことも恐るべきことだ。うむ、大変勉強になるぞ……」

「だからこそ、日毬にも付け入る隙があるということだろう」

「今の日本で頂点と言えば、トヨダ家ということになるのだろうか」

「トヨダさんが協力してくれるなら大変素晴らしいことなんだが……政治とは経団連を通して関わるだけで、距離を取るようにしてるからな……。やっぱり当時の財閥の末席にいただけに、うちと一緒で、政治に関わるのはコリゴリしてるんだよ。トヨダさんの協力を引き出すのは、望んでも無理な話だろう。でも、政治に率先して関わりたがる大富豪なら他にもっとあるよ。たとえば世せい法ほう協会な。あそこだって、どんなに少なく見積もっても、会長には一〇兆円を超える資産があるぞ」

　世法協会は日本最大の宗教団体だ。公称一〇〇〇万人……実数でも二〇〇万人の熱心な信者がいる。政治政党まで率いている日本最大の巨大組織である。

「公世党だな？」

「そうだ。公世党まで持ってて、しかも与党まで経験してるわけだ。毎年五〇〇〇億円のお布ふ施せが入るし、傘さん下かにある関連企業が上げる収益を合わせれば一兆円に達するんじゃないかな。それって、トヨダさんのところ並ということだよ。しかもお布施は無税だし、日本に敵う組織はない。警察組織や官僚組織にまで関係者が少なくない。ちょっと前の公世党の党首は検察官出身だった。自友党すら、今じゃ世法協会の支援なくして立ち行かないとまで言われている。とてつもないところだよ、本当に」

「……ううむ……」

「でも、それほどの組織体でも日本を牛ぎゅう耳じるところまでには至っていないということだ。日毬はその上に行くというのだろう？」

「もちろんだ。私の到達点が高い以上、政教分離を強要して敵を増やすわけにもいかない……。公世党とはうまく付き合っていきたいものだが……」

「公世党は、単なる宗教政党とは割り切れない党だよ。案外、ちゃんとした政策を掲げてる。末端はともかく、やっぱ中枢には頭のいい連中が揃ってて、よく勉強してるんだろう。その中央で決めた指令が、従順な全国の議員に即座に行き渡るわけで、宗教組織としての強度がある。柔軟に話し合える相手だし、きちんと手を組んだ方がいいと俺は思うけどな」

「日本大志会としても、早い段階で公世党と話し合いを持った方がよさそうだな。私としては、宗教法人への適切な課税が必要だと考えているのだが……しかし強力な敵を次々と作りだすわけにもいくまい。うむ、そうしよう。協力しあえる相手かどうか見極めるべきだ」

「公世党よりも、世法協会の本部に直接渡りを付けた方がいいだろう。政策に多大な影響を与えるのはそっちだ。蒼通も出入りしてるから、何ならパイプを探してみるぞ」

「よろしく頼む。私はいつでも構わない」

　日毬は深くうなずいた。

「でも日本は、やっぱりこのレベルなんだよ。そりゃ世法協会はものすごいけど、どうしても宗教色が強いから、ごく一般の日本人を動かすまでには至らない。意志と資金力があっても、民衆を取り込むのは限度がある」

「私には、一兆円と聞いただけで途方もなさすぎる。一〇兆円なんて単位になってくると、自分が理解できているか自信がない。……しかし、たまにフォーブス長者番付などで大富豪のランキングが発表されたりするだろう？　兆単位になっているのは世界でも数少ないように見受けられるが……」

「あぁ……ビル・ゲイツが一位になったりする指標だろ？　そりゃビル・ゲイツが大実業家であることに異論はないよ。でもランキングはまったくバカげてる。アレは芸能ランキングの実業家バージョンにすぎない。納税額から算定してるから、全体として低めに出るし、新しん興こうほど高い数字が出るようになっているんだ。ちょっと考えればすぐわかりそうなものだが、だいたい古い連中の資産なんてまともに計れるわけないじゃないか。うちの家が金庫にぶちこんでる金きん塊かいなんて、計算のしようもないだろ」

「それはその通りだ。タンス預金なども誰にもわからない」

「側の銀行の支店にはうちの金庫があって……こんな大きな金の延べ板がいくつもあるんだ。ほら、こんなバカでかいものが、所ところ狭せましと並んでるんだぞ。家族じゃないとわからんよな」

　俺は手で大きさを示しながら言った。他人に語るべきことでは決してないが、日毬なら別だ。誰よりも口は堅く、心から信頼できる相手である。

　さらに説明を続ける。

「それから抱えてる関連会社が数あま多たあって、海外にまであるよ。未上場企業の価値なんて外部は誰もわからない。正直、家族の俺らでさえ、時価で細かく把握できてるかと問われれば、まったくそんなことはないんだ。せいぜい一二〇年の織葉でさえそうなんだから、もうな、五〇〇年も六〇〇年も続いてる大富豪なんて次元が違う。しかも欧州系の連中は、帝国主義時代を通して、一時は世界を支配したんだ。日本やドイツやフランスは戦争で大敗した経験がある。ロシアは革命で何度も社会が転てん覆ぷくした。でもイギリスやアメリカは一度も社会を覆されたことがない。そういうところは、まるで違うものなんだよ」

「なるほど……私が学んできたことよりもずっと、世界とは奥深いものなのだな……」

「それに宗教家だってランキングなんかには、たまにしか顔を出さない。世法協会なんて世の文字すらなかなか出ないだろ。これがローマ教会あたりになると、もはやぶっ飛んだ次元にあるってことだ。たまにバチカンで何人も暗殺されたり、陰謀が巻き起こってるニュースが巷にもチラホラと漏れ聞こえることがあるが……アレはもう別の何かだよ」

　日本のメディアはローマへの関心が薄いようだが、この手のニュースが通信社からちょくちょく配信されている。そうして公になっているものだけでも耳を疑うようなニュースが多いので、実態はさらに大変なものだと容易に想像を働かせることはできる。

　俺は手振りを交え、滔々と口にする。

「欧米の権力者の思考は、日本のトップらとはまた違う。あっちはさ、『大衆という存在は、支配されるべき動物だ』と考えるわけだ。そこには間違いなく真理がある」

「先ほど颯斗が言っていたような話を受け止めれば……そういう側面があるのは否定できないかもしれないな……。颯斗自身は、やはりそのような考えを許容しているのか？」

「もちろん、ある部分ではな。帝王学というのは、そもそも、そういう思考が出発点になっている。自分自身と大衆の間に明確な一線を引いて、別の動物として定義するところから始まるわけだ。同じ人間とは見なさない。……でも俺が帝王学を学んできたからといって、全面的に吞み込んでるわけじゃないぞ。結局、今の欧米社会の混迷が答えになっているといってもいいな。グローバルな金融経済の破綻も、欧州各国の財政の行き詰まりも、そういったエリート主義が行き着いた一つの答えだ。エリートの連中は民衆を上手くコントロールしてこれたかもしれないが、自分自身の欲望をコントロールすることまではできなかったというオチさ。日本のように民衆が支える社会にも、欧米のようにエリートが支える社会にも脆もろさはある。運や時流で揺れ動くから、どっちがいいとは言えないな」

　ふと日毬は居ずまいを正し、鋭い視線を向けてくる。

「なら質問の仕方を変えたい。颯斗は帝王学を教え込まれて、よかったと思っているか？」

「そういう考え方を理解できただけでも、俺には十分に有用だった。日毬も知っておくべきだろう。欧米の政治家はパワフルだし、そんなエリート連中の考え方の筋道や論理立てを理解しなくては、鎧よろいを着ないで戦うようなものだ」

「私は日本の道徳教育に重きを置きすぎた。それは良かったと思っている。だがしかし、颯斗の言うことは尤もっともだ。敵を知り己を知ることは兵法の基本。どうか私に、今後もさまざまな知識を教えてほしい」

　日毬は畏まり、丁寧にお辞儀をしてきた。ここまで礼儀正しく接せられると、逆に困ってしまう。

「だが日毬の家なんて五〇〇年や一〇〇〇年の話じゃないだろう？　俺なんかより、もっと長い歴史を伝え聞いているはずだ」

「さまざまな歴史の荒波は、もちろん我がこととして聞いて育ってきた。しかし私の家は政治にも財界にも深く関わってこなかったからな……。ただ武人として潔くあろうとしてきたのだ。戦いの前には、いつでも一族が滅亡する心構えがあった。女子どもとて、常に死ぬ覚悟を持っていた。それをこうして生き長らえてきたのは、日本人としての正しい生き方を貫き通してきたが故だと私は考えている」

　重々わかってはいたが、本当に天然記念物級の日本人である。

「神楽家の歴史、じっくり聞いたことなかったな。せっかくだし聞かせてくれよ」

「颯斗にとって面白い話ではないと思うぞ」

「すごく興味あるよ」

　俺がそう言うと、日毬は軽くうなずき、静かに語り始める。

「私の家は朝廷の警けい護ごを司つかさどる家だった。その頃の出来事は、残念ながら現存している家か譜ふにも詳細は残されていない。しかし各種の史書には一族の記録が散見される。その頃の我々は藤ふじ原わら姓であったようだ」

「藤ふじ原わらの道みち長ながとか、公く卿ぎょうの一族か？」

「そうだが、しかし、藤原一族にも多数の分家があり、決して一枚岩ではなかった。一族内の跡あと目め争いは絶えず、我々の家門が主流だったことはほとんどないようだ。宗家とは縁遠く、活躍の舞台はなかった」

　そこまで聞いて、ふと俺は思った。もし政権の本流で活躍していた家だったら、逆にここまで生き残れなかったかもしれない。頂点を極めても、いずれ必ず転覆するものだ。長く家を残すには、突出しないことも重要な要素かもしれない。

「平安時代の中ごろ、我々が京の都から三み河かわの国くにに小さな領地を与えられ、一族はそこに居を移した。しかしそれは論ろん功こう行こう賞しょうというよりも、禁きん裏り内の争いの後始末や懲ちょう罰ばつの一環だったとされている。我々が神楽氏を称し、自らを守るため土豪として剣を取るようになったのは、それから少しあとのことだ」

　神妙な面持ちで日毬は話を続けてゆく。

「我が一族が急に既存の土豪勢力に割り込むことになったため、常に緊張が耐えなかった。館が焼き討ちに遭い、一族が何人も殺され、這ほう々ほうの体ていで難を逃れたこともある。おかげで我が家に伝わってきた家譜はそのときに燃え散ってしまったらしい……。聞くところによると、天子様から拝はい領りょうした文章もあったという……。そのことを思い出すと私は懺ざん悔げの気持ちでいっぱいになり……胸が引き裂かれそうになるのだ……」

　突然、日毬はギュッと自分の胸元を押さえ、口惜しげに息を荒らげた。

　あまりに無念そうな様子に、慌てて俺が口をはさむ。

「いやいや、どう考えても日毬のせいじゃないだろう……。焼き討ちしてきた相手が悪いんであって……」

「それから領国を守るため、私たちは数々の艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えてきた。私たちの勢力は弱かったから、近隣の勢力との合がっ従しょう連れん衡こうを繰り返し──」

　そして日毬は、淡々と神楽家の戦いの歴史を語っていった。その頃からの記録の大半は残っているようで、日毬は一族の歴史を詳細に語ってくれた。

　あらかた日毬が話し終えたあと、素直な感想を俺は言う。

「すっごい面白いんだが……。誇張じゃなく……。やっぱ千数百年も続いてきた家は格が違うな。うちごときじゃ、とても敵わないよ」

「神楽家は武人の家だ。蓄ちく財ざいには興味などなかった。あるのはただ、武人としての理想と、日の本への忠誠のみである。ゆえに私は、地位にも名声にもお金にも興味がない。神楽家が今に至っても存命しているのは、自らを正しく律し、一族の教えを忠実に守ってきたからに違いない」

　ふと気づいたように日毬は続ける。

「……しかし、こうも考えることができるかもしれない。もし神楽家が商家だったら、たとえ細々とでも今まで家を継続することはできなかったのではなかろうか……。もちろん日本には一〇〇〇年以上に亘わたって稼業を続けている家も七、八つほど現存しているが……それと比べれば武門の方が名を残しやすい。武人だったからこそ、盛衰の激しい人間社会のなかにあって、環境に適応してこれたともいえるだろう」

「それでも、日毬の家ほどくっきり武門の名な残ごりがある家なんて、もう滅多にないよ。国宝指定をしてもらってもいいくらいだ」

「応おう仁にんの乱で世の中がひっくり返る状況も知っているし、戦国の苦難も語り継がれてきた。江戸の治世も、幕末の混乱も、神楽家が没落していった経過もだ……。いやしかし、没落なら何度も経験してきた。一夜にして状況が変転してしまうのが世の中だ。目先の勝ち負けにこだわらず、時代の大きな流れを見極めることが大切だと私は理解している」

「俺の方が日毬から教わることが多そうだな」

「それは違う。私は現世に適合したうまい生き方を知らない。……歴史として考えれば、私の家はこれからも細々と続いていくだろう。だがしかし、私の望みはそれとは違うものだ。私が日本の首班になるということは、わずか一代で頂点を極めなくてはならない」

　決意に満ちた視線で、日毬は俺を見やってくる。

「つまりは、家いえ康やす公のような仕事をするということだ。それを日本で成し遂げたのはほんの数名しかいない。信のぶ長なが公や秀ひで吉よし公ほど有能な人物でもできなかったことだ。そして私の場合、何十年もかけるわけにはいかない。今すぐ、まさに今すぐ、私が首班にならなくてはならないのだ。すべては日本の行く末のためである。ゆえに私は、どうしても颯斗の力を必要としている。颯斗が私より優れていることは明らかだ」

「優れているとは大げさだろ。ほんの少し、日毬より年上ってだけのことさ」

「そんなことはない。今日の話を聞いて、私は想いを新たにしたぞ。今や大国となった我が国で新時代の天下を獲るためには、国内はもとより、海外勢力からも激しい干渉を受けることになろう。そのなかで国家の首班になるために、帝王学は必要不可欠なものだ。幼少より帝王学を学んできた颯斗を、どうしても私は必要としている」

「そんな大層なものでもないぞ……。帝王学ってのは大衆をクズ扱いするようにも受け取られるから……普通の人には唾だ棄きすべきものに見えるはずだ。日毬と帝王学は相容れないものだと思う」

「言わんとしていることはわかる。私の家は武門の名誉に偏りすぎたが故に、帝王学のようなものを意図して遠ざけ、見下してきたのだと思う。その姿勢はたしかに私も受け継いでいるが……それでもやはり私の理想の実現のためには、清濁を併せのむ思い切りが必要となる。だからこそ颯斗が、私に相応しい人だったんだ」

　そこまで言い切った日毬は、急に座布団から降りて俺の側へと擦り寄ってきた。

　そうかと思えば……突然、俺の目の前、畳の上で両手をつき、深々と頭を下げてきた。

「至らない私を、これからも指導してほしい。颯斗がお膳立てしてくれたことには、私は命懸けで取り組むつもりだ。どうか末永く私のことを、よろしく頼む……」

　これでもかというくらいに、日毬は頭を畳にすりつけた。

　さすがに俺は動転した。女の子が自分に土ど下げ座ざしてくるなんて、いったい誰が想像しえようか。

　俺は日毬の肩に手をやって、慌てて起こそうと試みる。

「やめてくれ日毬……。本当に頼む……」

「私は真剣なんだ。どうかわかってほしい」

　頑として、日毬は畳から頭を上げようとしなかった。

　切々と俺は言う。

「わかった、わかったから……。だからもう顔を上げてくれ。ほら、座布団に座ってさ。な？」

　すると日毬はようやく顔を上げた。表情は真剣そのものだ。

「今日はデートだぞ……。土下座する女の子なんて聞いたことないよ……」

　困惑して俺は言ったが、日毬は至極当然といった様子で自分の席に戻り、座布団に座り直した。

「ありがとう。颯斗さえついていてくれるなら、私は戦っていけそうだ。私は必ず日本の頂点となり、この国の太平を築き上げることになるだろう」

　日毬は姿勢を正し、実直な面持ちでそう断言した。





◇






　俺たちは帝都ホテルの地下駐車場を出て、靖やす国くに通りに車を走らせた。

　二一時、そろそろ夜更けだ。

　普段は日毬の仕事が入っている時間だが、せっかくの休みには早めに帰ってゆっくりしてほしい。俺はさまざまな案件が詰まっているから、日毬を降ろして事務所で一仕事しなくてはならなかった。

　日毬は静かに助手席に乗っている。変装は解いていた。

　運転席の俺を見上げ、興奮ぎみに日毬は口にする。

「男の人に、自分をこんなに深く語ったのは初めてだ。こんなに楽しく過ごせたのは、私にとって生まれて初めてのことかもしれない」

　心から日毬は満足してくれている様子だった。だが今日やったことといえば、人気のない映画を見て、懐石料理を食べながら政治論議を交わしただけだ。普通なら、デートとは決して呼ばない類のものだろう。

「日毬はつくづく真面目だよなぁ……。いつもびっくりさせられるよ」

「颯斗がしてくれたことを私はすべて覚えている。一番初めに政治議論の相手になってくれたり、日本大志会への貴重な献金をしてくれたり、警察から私を守ってくれたり……私の初体験ばかりで……。それに今日のデートは楽しくて、なんだか泣きそうな気持ちでいっぱいだ。世の中にこんなに楽しい出来事があるなんて信じられない。颯斗、ありがとう……」

「初体験」とは誤解を呼びそうな言葉だが、日毬は寸分も不自然だとは思っていないに違いない。

「たぶんこれ、普通の女の子ならデートとは言わないと思うぞ。ビジネス上の打ち合わせか、交渉事といった方がしっくりきそうだ」

　ハッとしたように、日毬は不安げな視線を俺に向けてくる。

「……は、颯斗は楽しくなかったのか……？」

「いや、すまん、そういう意味じゃない。日毬の話は面白くて勉強になったし、何より新鮮だった」

「気を遣ってくれる必要はないんだぞ……。颯斗が楽しくなかったのなら、私が悪かったのだ……。私だけが一方的に浮かれてしまったのなら申し訳ない……。デートの本を購入してみるべきだろうか……もっと勉強を重ねなくては……」

　そう言って、日毬は唇を嚙んだ。

「違うって、そうじゃない。日毬のことは知ってるつもりだったけど、今日みたいにゆっくり話し込んでみると新しい発見がある。もっと日毬のことを知りたい気持ちになったよ」

「……」

「お互いにくつろげるスタイルが一番だ。俺も楽しんだし、また日毬と一緒に過ごしたいと思ったよ」

「……喜んでいいのか？」

　日毬はどこか期待に満ちた面持ちで訊いてきた。

　ハンドルを握りながらチラと日毬に視線を走らせ、俺はうなずく。

「また半日くらい時間を空けられたら、こうしてゆっくり話し込んでみような。できれば月一回くらい日毬と映画を見て、どこかで食事をしながらゆっくり過ごす日があると俺も嬉しい。また誘っていいか？」

「……本当？」

「ああ、噓なんてつくかよ。また来よう。約束だぞ」

「……」

　日毬は何も言葉にしなかったが、口元をゆがめ、手を震わせていた。

　このところ日毬は、『ひまりんプロジェクト』の不調で落ち込んでばかりだった。今日はあえて『ひまりんプロジェクト』の話題を遠ざけたから、日毬もそのことを忘れ、ゆっくり過ごしてもらえたのではないだろうか。

　おそらく視聴率の回復は難しい。それでもこのまま低迷を続けた末、いずれ番組打ち切りを告げられたときに、ショックを和らげる効果になってくれるといい。正直、芸能人が番組の一本や二本が打ち切られたからといって、その度ごとにショックを受けていたら何もできないのだ。毎日無数の番組をこなしているのだから。

　また日毬が落ち込むようなことがあったら、こうしてスケジュール調整をして、再び誘ってみようと俺は思った。今日みたいに食事をしながらゆっくり話し込むだけでも、支えになってやれそうだ。
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「昨晩は夜遅くまで座ざ禅ぜんを組み、心ゆくまで精神統一して参りました。準備は万全です。私は乗り越えてみせるでしょう」

　凪紗は真剣そのものだった。この仕事に向き合おうと覚悟を決めたようだ。

　ここで凪紗を取り巻いているのは、俺と由佳里、それから日毬と千歳である。

　今日は凪紗のスーツ姿での撮影で、『きれいなネット政治推進協会』用のパンフレットやポスターなど、多数の撮影を行う予定になっていた。

　メイクを終えた凪紗は、やたらに真剣な面持ちと相まって、その美貌はいつにも増して研ぎ澄まされて見える。ＯＬの格好をしているが、絶対にこんな女の子がオフィス街を歩いているわけがない。

「姉上、私が側についている。気持ちを楽にして取り組んでほしい」

　すぐ側で日毬が激励すると、決意に満ちた面持ちで凪紗はうなずく。

「大丈夫です、日毬。これ以上、織葉殿や健城殿にご迷惑をかけるわけには参りません。今日こそ私は覚悟してきました。これからは私一人でやってみせます」

　時間の合間をぬって日毬もついてきたのだ。凪紗の撮影が心配で仕方がない様子だったので、スケジュールの合間を見計らって、最初の一時間だけ顔を出せるよう調整したのだった。

「やっぱり凪紗さん、次元が違ってますね……。とてもお綺麗で、息を吞んでしまいますよ……」

　ため息混じりに千歳が言った。

　千歳は今日は仕事が入っていない日なので、応援団としてやってきた。そこそこ仕事が安定してきた千歳は、高校は日毬と同じように通信制に切り替えているので、ヒマな日はたまに事務所で勉強したり、フィットネスクラブに行ったりするくらいである。事務員としては役に立たないため、凪紗の仕事のときはこうして応援団として駆り出してもよさそうだった。

　俺は周りのスタッフたちに声をかける。

「それじゃあ、とりあえず始めてみます。みなさん、よろしくお願いします」

　スタジオにはカメラマンのほか、メイク担当と照明担当の三人だけ。今回ばかりは可能な限り少人数構成にしてみたのである。

　スタッフたちは明るく返事をしてくれて、撮影が始まった。

　凪紗は、日毬と千歳に指導され、ずいぶん練習を繰り返してきている。だからスタッフたちのポーズの指定にもすぐに対応することができたし、忠実に役割をこなそうと懸命だった。

　しかし、である。やはり凪紗はぎこちない。ポーズはともかく、表情がキリリと引き締まり、カメラを睨みつけるほどに真剣だ。

　撮影は進行中だったが、俺はスタッフたちに声をかける。

「すみません、ちょっと一五分ほど休憩させてください。再開のときにはまた声をかけますんで、しばらく楽にしてもらえれば」

　スタッフたちはうなずき、トイレに行ったり機材を調整し始めたりと、それぞれ休息に入った。

　今日の撮影は、いつものように出版社や局の依頼があって行っているものではない。ひまりプロダクションがスタジオを押さえ、フリーランスのプロを集めて行っているものだから、スタッフたちは指示に忠実だ。

　俺たちは凪紗を囲む。

「うーん、真面目な表情は悪くないんだが、そればっかりだとな……」

　由佳里も続く。

「凪紗ちゃんの場合、足りないのは表情だけだからね。今回の撮影では微笑む必要まではないけど、せめてスッキリした表情を見せてほしいんだけどなぁ」

「スッキリしていないでしょうか……？　これでも真剣に取り組んでいるのですが……」

　凪紗の表情はいっそう険しさを増した。

　千歳が訊く。

「凪紗さんって、普段、笑うことありますか？」

「笑うことですか？　とくに意識したことはありません」

「やってて楽しいことってありません？」

「剣ですね。相手と剣を構え合い、対峙しているときの緊張感が、私には心地好く感じます」

　そのやり取りを聞いていた由佳里が眉をひそめる。

「それって結局、真面目な表情になるわよね……。凪紗ちゃんの趣味って何かしら？」

「趣味、ですか。ヒマがあれば剣を構えるようにしていますが……」

　ふと気づいたように日毬が口をはさむ。

「姉上の趣味といえば、やはり盆ぼん栽さいではないか？　私も姉上から手ほどきを受けて育てているが、盆栽に関する姉上の造ぞう詣けいの深さは大したものだ」

「そうですね……たしかに盆栽は、私の趣味と言えるでしょう。狭い庭ですが、たくさんの盆栽を育てています」

「盆栽か……。実に女の子っぽくない趣味だな。凪紗らしいといえば、らしいんだが」

　そう俺が言うと、凪紗はハッとしたようで、頰を染めて顔を伏せてしまう。

「や、やっぱり、変、なんでしょうか……。以前も織葉殿に稽けい古こ着ばかりだったことを指摘されましたが……そうなんでしょうね、やはり盆栽も……。私はなんて情けない人間なのでしょう……」

「いや違う……。盆栽は高尚な趣味だぞ。今じゃ世界中に愛好者がいる優れた文化だ。ただ、一九歳の女の子っぽくないと言いたいだけで……」

　俺はしどろもどろに言い訳した。話す度に墓穴を掘っているような気がした。

「やはり女の子らしくありませんよね……。本当は、心のどこかでわかっていたんです……私は普通ではないのだと……。日本人としての正しい生き方をしているつもりなのですが、私はうまく振る舞えていないようです……」

　キッと由佳里が鋭く俺を睨みつけてくる。

「先輩はもう黙ってて下さい！　私が凪紗ちゃんと話すんで！」

「わ、わかった……。すまんが、任せた……」

　俺は素直に同意し、引き下がった。俺のせいで、かえって凪紗を落ち込ませてしまったことは明らかだ。由佳里が怒るのは尤もっともである。

「ねぇ凪紗ちゃん、たとえば盆栽の世話をしてるとき、笑顔になったりしない？」

「笑顔……？　どうでしょう、意識したことはありませんので……」

　戸惑う凪紗の代わりに日毬が応じる。

「盆栽とは穏やかな気持ちで向き合うものだ。無我の境地で取り組むといってもいい。だからニッコリ笑うわけでもないし、無表情なのが普通ではないか」

「そっかぁ。何かいい案はないかなぁ……？」

「そうだ！　たとえば好きな男の子に告白された場面の想像なんてどうですか？」

　大発見をしたとでも言わんばかりに、千歳が嬉々として言った。

「告白、ですか……よい思い出がありません……。なぜか私は何度も狙われ、告白される度になんだかとても怖くて、まともに男性と向き合うことすらできませんでした……。片や、私が無下に断ってしまい、誠に申し訳ないことをしたという気持ちもあるんです。たぶん彼らは力を振り絞って告白に及んだのだと想像できます。さまざまな思いが去来し、正常ではいられなくなってしまいます……。諸氏に、なんとお詫びすればいいものか……」

「そんなに告白されたことあるんですか？」

　千歳は意外そうに声を上げた。

　俺が言う。

「凪紗は告白されまくって、そのすべてを撥はねつけたらしいぞ。学生時代に男を轟ごう沈ちんしまくった数では、日本トップクラスなんじゃないか」

「ま、誠に申し訳ございません……。私が人として不甲斐ないばかりに……」

　凪紗の落ち込みはさらに強くなった。

　由佳里が声に怒りを滲にじませる。

「先輩、黙ってて下さいって言ったじゃないですか！　聞こえなかったんですか？」

「……」

　俺は押し黙り、輪から一歩身を引いた。

　千歳は小さな声で言う。

「ごめんなさい、今のは忘れてください……」

「学生時代、私はただの一度も男の子からまともに接してもらえたことがないのに……やはり姉上と私は違うのだな……」

　なぜか日毬まで落ち込んでしまったようだった。

　場はさらに沈み、お通夜のような状態になってしまった。解決策を検討すればするほど深みにはまっていく。

　由佳里は腕を組む。

「とにかく、今のまま無表情ではダメなのよ。凪紗ちゃんの場合、カメラを向けられると、どこか怯おびえた感じになっちゃう。満面の笑みとは言わないまでも、せめて晴れやかにしてくれるといいんだけど……。凪紗ちゃんが楽しく思える想像って何かしらねー？」

「愚かな私のために皆さんをこのように悩ませてしまい、悔かい恨こんの極みです……」

　天てん啓けいを受けたように日毬は目を見開き、声を上げる。

「いいことを思いついたぞ！　こんなのはどうだ？　姉上なら、やはり剣だ。剣豪と戦った直後、自分が勝った場面を想像してみるのはどうだろうか。清々しい気持ちにもなるし、哀あい愁しゅうもある。とにかく胸がいっぱいになるだろう。姉上に合致していると思うのだ」

「剣豪との勝負……ですか……？　それを考えるだけで胸が躍おどりますね……」

　凪紗もまんざらではなさそうだった。

「そうだろう？　私なら逸はやる気持ちを抑えきれなくなると思う。姉上はもっと興奮するに違いない」

「……わかりました。撮影スタジオに足を踏み入れることは、剣豪との果たし合いだと思い込むことにしてみます。そしてカメラの前に立つのは、私が命のやり取りを乗り越えたとき──」

　そこまで口にした凪紗は目を瞑り、深呼吸を繰り返し始めた。

　周りを囲む俺たちは緊張し、黙って凪紗の様子を眺めやる。

　一分ほどそうしていただろうか。

　ふと凪紗は、意を決したように目を見開いた。その表情は、いつにも増して晴れやかなものになっていた。

　凪紗は俺たちを見回し、大きく一度うなずく。

「参ります。私なら、できるような気がしてきました。いざ」

　言いながら、進み出る凪紗の足取りは確固としたものだった。

　休憩中のスタッフたちに俺は声をかける。

「みなさん、お待たせしました。準備できましたので、再開よろしくお願いします」

　それから凪紗はゆっくりとした足取りでカメラの前に戻ると、今日初めて見せるような……いや、今まで見たこともない穏やかな表情でこちらを振り向いた。自信に満ちあふれ、生気が全身から漲みなぎっている。それは満ち足りた、清々しい面持ちだった。

　撮影が再開された。素直にポーズに応じている凪紗は堂々としていて、表情も穏やかだ。これなら企業モデルとして、どこに出しても通用する。

　安あん堵どした様子の由佳里が口にする。

「笑顔というわけではありませんが、すごく光り輝いて見えます。剣の果たし合いというだけで、まさかこんなに変わるとは……」

「凪紗のツボがぜんぜんわからない。どういうことなんだ？」

　逆に俺は困惑してしまった。

　日毬が説明してくれる。

「姉上にとって、剣は自らの命に相当するものだ。戦いの舞台を思い描くことなら、道場での瞑めい想そうのなかで毎日のように行っている。姉上が気持ちを切り替えるのに、剣ほど有用なものはない」

「先輩。凪紗ちゃんの前で余計なこと言わないでくださいね。剛健に振る舞ってますけど、凪紗ちゃんの本当は繊せん細さいで、傷つきやすい子なんですから」

　由佳里が念を押してきた。

「わかってるよ……。できるだけ口を開かないようにしてるさ……」

「社長、私も繊細で、とっても傷つきやすいんです。あんまり私のことをバカにするのはイケナイと思うんです」

　横から千歳が口にした。

　その言葉をスルーし、俺は腕時計に視線を落とす。

「おっと、そろそろ日毬のスタジオ入りの時間だな」

「うむ。姉上はもう大丈夫だ。行こう」

　日毬はうなずいた。

　俺は日毬たっての要望で、仕事の合間になんとか一時間だけスケジュールをねじ込んで駆けつけただけである。この現場はもともと由佳里の担当だ。

「凪紗ちゃんの方は任せてください。社団法人の件は、事務所に戻ったらみんなで打ち合わせしましょう」

「了解だ。……あれ、千歳、今日の仕事って入ってないんだっけ？　まさかな、そんなわけないよな」

　一人つぶやくように言いながら、俺は千歳を見やった。

　千歳は沈ちん鬱うつな様子で口にする。

「……日毬先輩。私に切腹する方法を教えてくれませんか」

「冗談に決まってるだろ。千歳もこっちに残って、凪紗のことを見てやってくれ。頼んだぞ。じゃあな」

　俺は千歳の頭にポンと手をおき、日毬を促してスタジオをあとにしたのだった。
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　俺と日毬が仕事をこなして事務所に戻ると、リビングのソファに由佳里と凪紗が座り、打ち合わせをしていた。

　由佳里が声をかけてくる。

「先輩、予定の撮影スケジュール、すべてこなせました。もう凪紗ちゃんは独り立ちできそうですよ」

　突然、スックと凪紗は立ち上がり、俺に向けて丁寧に頭を下げてくる。

「皆さまがたの温かいご支援のおかげで仕事を無事終えることができました。誠にありがとうございました。今回、どのような心持ちで仕事に臨めばいいかも理解できましたので、今後はご迷惑をかけることが少なくなるのではないかと、密かに安堵しております」

　いささか礼儀正しすぎて、こちらが戸惑ってしまうほどだ。

　日毬は凪紗に近づき、口にする。

「私も最初は戸惑ってばかりいたものだ。しかし姉上は私より吞み込みが早い。姉上なら、私以上に活躍する舞台がたくさんあるはずだ」

「……ありがとう、日毬。でもね、私には日毬みたいに活躍する実力も意志もありません。私が外で収入を得る手段としては、これがほとんど唯一のものですし……日毬を応援できればそれでいいのです」

「姉上……」

　日毬と凪紗はギュッと手を握り合った。

　俺は由佳里の隣に腰を降ろし、二人に声をかける。

「座ってくれ。凪紗も今回の仕事は理解してるな？　先日、企画書で渡してある通りだ。社団法人きれいなネット政治推進協会の看板を、全面的に凪紗に務めてもらうことになる。イメージが良い凪紗をフルに使って、ガン押ししていく予定だ」

　二人はソファに相対して腰かけ、日毬が重々しく口にする。

「非常に重要な政治的事業だと私は思う。ひまりプロダクションが、このような事業に率先して取り組むことを誇りに思うぞ」

「日毬の政界進出は常に意識してるさ。こうした政治系のインフラを持っておけば、政界とのパイプが太くなる。日毬を檜ひのき舞台に押し上げるときも、重要な告知ツールとして役に立つこと請け合いだ。それに大手企業各社から寄付を集めやすい団体を持っておくのは、営業上、とてもいいことだ。タレントの売り込み一本じゃなく、いろんな営業メニューがあるといい」

　俺の話に由佳里も続く。

「うちが三億円出すのに加えて、他にも五億円くらいは内々で決定済みよ。局も一社二〇〇〇万は出すし、『ひまりんプロジェクト』の東洋テレビさんは三五〇〇万出すからね。こうした予算を毎年、定期的にもらえるように、きっちり完璧な仕事をこなす必要があるわけ」

「そ、そんなに出るのか？」

　日毬の声は上ずった。

　日本大志会は一人一人の会員から月三〇〇〇円を集めるだけだから、桁が違うことに困惑しているのだろう。しかし個人を相手にすることと、企業を相手にすることは、別の次元の事柄だ。

　俺は言う。

「まだまだこれからだよ。蒼通の出入りしてるパイプを伝って、大手企業にはすべて営業にいってみるさ。たぶん、大企業の一～三割は協賛してくれるんじゃないかと踏んでいる。もちろん金額はまちまちだし、数十万、数百万しか出さない渋い企業もたくさんあるだろう。ピンからキリまでだけどな」

「サイトが中心の運営になるけど、パンフレットやポスターまですべて凪紗ちゃんに登場してもらう。凪紗ちゃん一色。イラストとかも、凪紗ちゃんに似せたものをたくさん用意したの。ほら、これ見て」

　由佳里は脇に置いていたファイルから紙切れを何枚か取りだして、テーブルの上に並べた。

　凪紗をモデルにした可愛らしい二等身キャラクターがいくつも描かれている。稽古着姿のものもあるし、剣を持っているものもあった。

　不思議そうに凪紗が口にする。

「こうしてアニメっぽいキャラクターで自分を見せられると、なんだか奇妙な感じがしますね」

「これが姉上なのか？　似ていると言われれば似ているが、言われなくてはわからない気もする」

　日毬は腕を組んでイラストを凝視した。

「言われれば似てるってだけで十分だよ。普通はこのキャラクターは凪紗だという前提で見るから、不思議に思ったりしない。ウェブ上やパンフレットの各ページでも、こういうキャラクターをちりばめるわけだ。それから、ＵＲＬを載せたこのキャラクターのシールを作って大量にばらまく予定だ」

「なるほど……そういう方法を採るのか……」

「日毬に見えなくもないですね。髪型さえ合わせれば」

「そりゃあ姉妹だからな」

「でね、この事業はウェブサイトを中心にして成り立つわけだけど……このサイト上に自分のページを開設する政治家や候補者向けの案内・解説と、ウェブサイトを見に来る一般ユーザのための案内を作る必要があるの。それは静止画と音声を組み合わせて、各解説動画を作ろうと思ってるわけ。パワーポイントで私が資料を作るから、それを画面上で切り替えていきながら、音声で解説してもらう形ね」

　そして由佳里は凪紗を覗き込み、説明を続ける。

「そこで音声は、凪紗ちゃんに収録してもらいたいと思ってる。台本を読み上げるだけだけど、棒読みじゃ聞いてる方も気持ちよくないから、多少は感情を込めて語ってもらうわ。でももし凪紗ちゃんが音声の収録をどうしても嫌がるなら、代わりに日毬ちゃんに収録してもらって、凪紗ちゃんということにして動画にする方法も考えているんだけど……」

　少し考えて凪紗が応じる。

「動画といっても、私が日毬のように演説するシーンを撮影するというわけではなくて、台本に沿って音声を録音するだけですよね？　それなら、今日のようにカメラを向けられるモデルの仕事より、気分的にずっと楽な気がします」

「そうね、たくさんの人に囲まれてする仕事じゃないから、凪紗ちゃんにとって、撮影より気安く取り組めるかも。だけど……台本は『なのである語』で用意する予定なのよ。世間的には、それが凪紗ちゃんということになってるからね。それはＯＫ？」

「『なのである語』……ですか……。もともと、日毬の真似をしようと頑張ったらそういう口調になってしまっただけで……大して意味のある語尾ではないのですが……」

「でも、『なのである語』は結構な人気なのよね。この言葉遣いだけで、凪紗ちゃんのキャラクターが成立しているようなところがある。凪紗ちゃんみたいな子の喋しゃべり言葉になると、なんだかヘンテコなギャップがあって、可愛さが百倍増しになるの」

「そ、そういうものですか……。もともと私が喋った言葉なので……嫌だというわけではありません」

「了解。じゃあ早速、収録のスケジュールを入れるわね。それができれば完成で、早くも社団法人の事業はスタートできるわ。そうすれば、さらに献金が集めやすくなってくれるし」

　俺が口をはさむ。

「事業をテレビのニュースで繰り返し取り上げさせないとな。国民への認知度を一気に高める必要がある」

「ネット上でも各種の大手サイトにバナー広告を出しゅっ稿こうしまくりましょう。予算はふんだんにあります。今どき珍しいちょっとしたバブル団体ですよ」

「私も『ひまりんプロジェクト』で積極的に紹介させてもらうことにしよう。他のテレビやラジオ番組に出ても、機会があるごとにＰＲしてみることにするぞ」

「頼むな。マスメディアに乗れば乗るほどありがたい。たとえ一言でもいいから団体名を語ってもらえば、その刷り込み効果が必ずジワジワ効いてくることになる」

　俺の言葉に、日毬は深くうなずく。

「うむ。最善を尽くそうと思う」

　由佳里が言う。

「台本は今週中に用意するから待っててね。スタジオの予約は入れておくから、来週には収録しちゃいましょう」

「わかりました。私も刻こっ苦く勉べん励れいいたします」

　背筋を伸ばして両膝に手をおいた凪紗は、真剣な面持ちで頭を下げた。
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　今日から明日にかけて、日毬とともに大阪出張だった。

　朝一で新幹線に飛び乗り、翌朝の新幹線で東京に戻ってくるスケジュールだ。大阪での予定は二つ。

　乗り込んだ始発の新幹線は空いていたが、グリーン車はさらにガラガラだった。

　隣に座る日毬に俺は声をかける。

「仮眠、取っとけよ。二時間以上ある。日毬なら慣れでこなせるような仕事だから、気楽でいいぞ」

「今のうちに少しスケッチを書き溜めておきたい。だが、業務に飽きがきたら自然に眠くなるだろう。そのときは睡すい魔まに逆らわず、寝ておこうと思う」

　そう言って、日毬はバッグからノートを取り出した。スケッチブックの代わりに利用するらしい。

　日毬にはいくら仕事の手を休めろと言っても、なかなか聞いてくれないのが困りものだ。

「真面目だよなぁ……。わかった、俺は寝ていくからな。ほどほどにしろよ」

「うむ。いつも心配をかけて済まない」

　日毬は勇ゆう壮そうにうなずいた。

　俺はスーツの上着を脱いでグリーン車の背もたれを倒し、そのまま寝入ってしまった。

　京都を過ぎたあたりで俺は目を覚ましたが、日毬はまだノートに向かい、筆を走らせていた。そして結局、日毬は仮眠を取らないままで大阪へと到着したのだった。
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　関西放送の控え室に、俺たちは予定時刻より早めに入っていた。

　俺は日毬に確認する。

「対談相手、知ってるか？」

「槙まき野の栞しおり、プロフィールでは確認してきたつもりだ。優秀な相手ではないか」

「現在一八歳。凪紗の一個下で、千歳より一個上になるか。今年の公認会計士試験に合格したことで、全国紙でも記事になったことがある。会計士の最年少合格は一六歳だったはずだけど……女の子だからニュース性があったんだろうな。写真で見る限り、なかなかの美人であることも確かだ。槙野栞レベルの容姿で難関試験を通る子は貴重だよ。高校には通ってなかったが、頭がいいことは間違いないんだろう」

「しかし……この仕事の話を聞いて、初めて知った相手だぞ。大阪では有名なのか？」

「文化人としては、まぁまぁ……そこそこ……というくらいじゃないか。まだメディアに露出し始めたばかりだから、これからの活躍次第だろう。それなりに論客もできる女の子だし、大阪では少しは重宝されたんだろうな。ま、全国的には無名なんだが」

　日毬はうなる。

「やはり大阪は独特だな……。芸能界やメディア業界を知るには、大阪の事情も把握しなくてはならないようだ」

「プロダクションに所属してるわけじゃないから、正確にはタレントじゃないしな。タレントっぽい文化人、っていう感じか。どっちつかずの微妙なラインだ。世の中には、こういう位置付けでメディアに露出してる人間が少なくないものさ。槙野栞本人も、自分が芸能人だとは思っちゃいないだろう。あくまで文化人として、メディアの求めに対応しているはずだ」

「プロダクションを介さず、どうやって仕事が入るんだ？」

「そりゃメディア側から直接、取材したいって声がかかるんだよ。ブログをやってたりすればメールで取材依頼があるし、本を出していたりすれば編集部経由で連絡があったりする。ただし文化人扱いじゃギャラはほとんど出ないから、出演者は仕事と考えていない場合が多いかもしれない。槙野栞はそのひとりで、全国紙に顔が出て珍しがられ、関西のテレビや新聞で時々取り上げられたりしてるくらいか。ただトークの方は……いかにも大阪っぽくてキツイ感じだぞ」

　俺は自分のスマートフォンで槙野栞の名前を検索し、トップにでてきた京けい阪はん新聞の記事を日毬に見せてやった。

「ほら、これが槙野栞、今日の対談相手だ。確認してみな」

「『美少女会計士、大阪行政について語る』か……。ほう、まだ若いというのに、政治的発言もしているのか？　読んでみよう」

　日毬は記事を覗き込んだ。

　槙野栞は、たまに在阪の新聞やテレビで取り上げられる際には、必ず『美少女』という言葉がくっついている。だから本人も、自分の美貌には一定の自信を持っているのだろう。この異名が気に入らなければ、とっくに抗議しているはずだからだ。

　記事を読みながら日毬は口にする。

「比較的まともなことを語っているようには思える。だが──」

「……だが？　どうした？」

「いささか左翼の匂いがするぞ。私のなかにある警けい戒かい信しん号ごうが、激しく警けい報ほうを鳴らすのだ」

「実際、社会共産党員らしい」

　俺がそう言うと、驚いたように日毬は顔を上げる。

「社会共産党員？　本当か？」

「どっかの記事でチラッと見たよ。でも俺が確認した限りでは、そこまで左翼然ぜんとした発言はなかったけどな。政治的主張に敏感な日毬なら、その辺がわかるのかもしれないな」

「もし時代錯誤の人間だったとしたら、刀のサビにするくらいの気構えで対談には臨まなくてはなるまい。野放しにはできないからな」

　表情を引き締めて日毬は言った。

「今回の仕事の意図を関西放送から聞いた限りでは、『大阪ＶＳ東京』みたいな構図を演出したいらしいぞ。東京にいると意識しないけど、大阪の方はそういうのが大好きなんだよ。そこで東京代表の超がつく有名人日毬に、大阪側から槙野栞が論争を吹っかけるという主旨のようだ。だから、多少は荒っぽい舌戦になっても構わないだろうな。今回の仕事はどうせ大阪でのものだから、俺のほうからとくに注意点はない。日毬の好きにやってくれていいよ」

「ならば最初から全力で勝負させてもらおう。左翼に遠慮などいらないのだからな」

　そう言った瞬間、控え室の扉が開かれた。

　女の子が偉そうにアゴを上げ、日毬に鋭い視線を投げかけてくる。

　──槙野栞だ。

　なるほど、実物は、雑誌や新聞で見る写真より可愛らしい印象である。写真写りがそれほど芳しくないのは、芸能人やタレントではないから撮影前のメイクは自分でやっていて、不慣れであるせいかもしれない。

　プロのメイクを付けてやれば、千歳には並べるかもしれない。「美人」を宣伝文句やＰＲに使う眉まゆ唾つばの自称人たちは次々と現れるが、たしかに槙野栞は他人が納得できるレベルの「美少女」だった。

　どういう訳か槙野栞は言葉を発さず、扉のところで忌々しげに日毬を睨みつけたままだ。

「こんにちは」

　日毬は礼儀正しく言葉をかけた。

「……」

　それでも栞は無言のまま。

「討論の相手を務める神楽日毬だ。貴公が槙野栞だな？　今日はよろしく頼む」

　日毬が丁寧に挨拶したかと思うと、栞は眉根を寄せて、ずけずけと控え室に押し入ってきた。

　そして腕を組んで日毬の前に仁王立ちし、高慢に日毬を睥へい睨げいしてくる。

「ハッキリ言うておく。うちはオドレが死ぬほど嫌いや」

　それが栞の第一声。

　いやはや、当初のイメージ通り、本当にキツイ子である。

「悪いが私は貴公のことをほとんど知らない。つい先ほど、初めて貴公の記事を読んだばかりだ」

　少しも臆した様子を見せず、日毬は淡々と応じた。

　栞はコメカミをぴくつかせる。

「知らん？　知らんやて……？　ど、どういうことやねん？　うちかてメディアには露出してんねんで」

　そうは言うが、栞は全国的には、大手紙の社会面に記事が掲載されたことがあっただけである。あとは大阪のテレビ局や新聞にときどき登場するくらいで、東京での知名度はゼロに等しい。

　キッパリと日毬は言い切る。

「知らないものは知らない。貴公は自分のことを過大評価しているだけではないのか？」

「……えらいおもろいヤツやわぁ……。今日はカメラの前で泣かしたるで……」

　怒りを押し殺すように、栞は強く拳を握りしめた。

「貴公は共産主義者らしいな。社会共産党員だと聞いたが、それは本当か？」

「ホンマもなにも、うちは紅あか旗はた新聞に自分のコラムまで持っとるわ。依頼がある度に欠かさず原稿書いとる。うちが極右のオドレを憎むのは当然やろう」

　紅旗新聞は社会共産党の機関紙だ。紅旗新聞の販売が社会共産党にとっては重要な財源のひとつになっており、発行部数も一五〇万部ほどを保つなかなかの大型媒ばい体たいだった。

「機関紙にコラムを書いているくらいで自うぬ惚ぼれるとは愚かなことだ。自慢するなら、大手紙にコラムを持ってからにするべきだな。極左は視野が狭すぎていけない」

「うちのどこが極左やねん！　連中と一緒にせんといてや。うちなんてせいぜい、ええとこ中道左派やで。オドレのようにワケのわからんことばかり言わんわ」

「もう少しわかりやすく話してくれないか。貴公の訛なまりはどうも私が聞き知っている大阪弁と比べてもかなり強いように思うし、早口すぎて聞き取りづらいぞ」

　たしかに栞の大阪弁はコテコテだった。
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「頭が悪いんやな。可か哀わい想そうやからゆっくり喋ったるわ」

　栞の挑発に、日毬が半ば席を立って怒り出す。

「なんだと⁉　貴公、私を愚ぐ弄ろうする気か⁉」

　すかさず俺は日毬をなだめようと間に入る。番組前に仲違いするのは、どちらにとっても得じゃない。

「日毬。紅旗新聞は結構ちゃんとした新聞だぞ。自分のところの党首や教祖をべた褒めしまくってるわけでもないし、取材力があって大手紙より面白いくらいだ。そりゃ結論が極端に飛ひ躍やくしてて受け入れがたいことも多いけど……最初から政治スタンスが革新系だとわかってるから、そこを除外して読めば悪くない情報ツールになるよ。だから紅旗新聞にコラム持ってるっていうのは、それなりのことなんだ。その辺の広報紙と一緒に語っちゃいけない」

　俺が切々と言い聞かせると、日毬はだいぶ落ち着きを取り戻したようだった。

「……ほう、そういうものか……。毛嫌いしていたが、颯斗が言うのなら、そうなのだろう……」

　今度は栞を振り向き、俺は厳しい調子で口にする。

「だけどな、君もいきなり突っ掛かってくるとは失礼だろ。好き嫌いはわかるが、それ以前に礼儀というものがある。対談相手からいきなりこんな対応をされたら、関西放送に文句をつけて引き揚げてもいいくらいだ」

「うちは本音で語りたい。まずは自分のスタンスを明らかにしておくんが、うちなりの流儀っちゅーやつや。東京モンにはわからへんかもしらんけど、上うわっ面つらだけで歯の浮いたようなことを言われるより、よっぽどマシなんちゃう？」

「君の口の悪さは知ってたよ。関西放送からも事前に注意があった。だけどさ、対談の最中ならともかく、のっけからこれだと敵わない。お互い同じ控え室を使わなくちゃならないんだ。こっちは東京から到着したばかりで疲れてる。番組前くらいは、少しゆっくり過ごさせてもらいたいんだが」

　そう言うと、栞は渋々といったように同意する。

「……ええやろ。うちのスタンスは伝えたし、噓偽りのない本心や。まだ番組までには時間がある。黙っといたるから、好きなだけゆっくりしい。さっきのは、うちなりの友情表現やと思っとき」

　そう栞は言い捨てて俺たちから離れ、控え室の隅の椅い子すに腰かけた。

　俺たちも壁ぎわに寄り、黙って腰を降ろす。

　控え室の隅と隅。

　沈黙が居心地悪くて仕方ない。どうにも微妙な空気感だ。栞は腕を組み、偉そうに日毬を睨みつけていた。片や日毬も眉根を寄せて、栞を眼光鋭く見据えている。

　日毬も栞も、相手をかなり意識していることが手に取るように伝わってきた。お互い一歩も引かず、すでに戦いが始まっているような雰囲気だ。

　この空気を打破するため、今度は俺から栞に、軽い口調で声をかけてみる。

「世間話なんだが……君はプロダクションに所属しないのか？　文化人でも、プロダクションにマネジメントを任せてる人は少なくないだろう？　君なら、そこそこ力を入れて売り込みしてもらえそうなものだが」

　インテリ美少女タレントとして、一定の需要は見込めるに違いない。大阪弁の毒舌というのも、栞の可愛らしさと相まって、テレビ的にはアリだ。だからこそタレント活動をしていなくとも、大阪界かい隈わいのメディアから出演依頼があるわけだ。

　もし栞が嫌われキャラとしての役割を率先して受け入れてくれるなら、本人の個性にマッチしていそうだし、テレビ局からは底堅く仕事が望めそうだった。視聴者が気に入らないと思えるキャラは、演出上、絶対に必要なのだ。だから、おばさん毒どく舌ぜつ評論家や、腹の立つ発言を繰り返すタレントがどの時間帯でも必ず番組に出演しているのである。もっとも、せっかく若さと美貌を持ち合わせているのに、そんな役割を引き受けたいと思う人間はまずいないのだが。

　しばし考える風だった栞は、素っ気なく口にする。

「無理やろ。そないなプロダクションあるかい」

「どうして？　関西に根を張ってるところだって、強い芸能プロはあるだろう。吉よし永なが興業とかさ」

「考えてみい。うちは社会共産党員やで？　バリバリの闘士ってわけやないけど、公で言論活動してる人間やしな。どこぞの企業が所属させたい思うねん」

　なるほど……言われてみれば、たしかにそうだ。俺が普段から日毬や壮司と一緒にいるから、政治面での感覚がマヒしてしまっているだけだった。共産主義活動家を所属させたいと思うプロダクションは皆かい無むだろう。

　第一、プロダクションはタレントを言いくるめ、安く扱こき使って上前をはねることが商売の重要な要素である。にもかかわらずタレントたちを扇せん動どうし、「タレントの権利を守れ！」などと労働組合でも組織された日には、プロダクション経営はすぐさま立ち行かなくなってしまう。仮にすべての所属タレントに最低賃金を払わなくてはならなくなったら、大半のプロダクションは倒産するに違いない。

　俺は離れたところから栞をしげしげと見やって口にする。

「プロダクション経営側の俺から見れば、君ならそれなりに使い出があるタレントになりそうだけど……社会共産党を辞めるってわけにはいかないんだろうな」

「別に辞めたってええけど」

　あっけらかんとして栞は言った。

　即座に俺は応じる。

「いいんかい！　って突っ込むべきところか？」

「うちがマルクス主義者であることは確かやけど、かといって党への忠誠心は大して持ち合わせとらん。うちの育ての親が社会共産党員やった。それだけや」

　淡々と栞は言った。

　育ての親……というのは意味深な言葉だ。家庭環境にいろいろあるのかもしれない。しかしそれは、初対面で詮せん索さくすべきことでもないだろう。

「適当な気持ちで所属するとはタチの悪い輩だな。党の方も迷惑千万に違いない」

　今度は日毬が煽ると、すぐに栞が反応して半ば腰を上げる。

「ふざけんな！　うちみたいなスーパーエース級の人材が党員であることに、党の方も感謝感激しとるわ！」

「自分で自分をスーパーエースなどと呼ぶ輩やからに、まともな人間がいるわけがない。貴公の人間性が垣間見られるというものだ」

　日毬と栞は鋭く睨み合い始めた。

　また喧嘩になりかけそうだったので、慌てて俺が再び口をはさむ。

「もしタレントになる意志があるのなら、社会共産党は一時的にでも抜けて、きちんとしたプロダクションに所属してみたらどうだ？　五年後にデビューできるかっていったら、もう遅いからな。女の子がデビューするなら今のうちだよ。あまりに日毬と合わなすぎるから、うちでは無理だけどさ」

　栞はタレント業に抵抗があるわけでもなさそうだったので、そんな提案をしてみた。大阪で燻くすぶらせておくには勿体ない人材なのは確かだったからだ。

　さも当然といった風に栞が応じる。

「ま、うちをタレントとして所属させたい思うプロダクション側の気持ちはわからんでもない。うちはメチャメチャ美人やからな。ちょっと難なん波ばや道どう頓とん堀ぼりあたりに足を伸ばしただけで、ごっつうナンパされまくって困っとるわ。うちがナンパされた記録のなかで最高峰は、一日で二七人や。この記録で負けたことないで」

　ふいに日毬は目を見開く。

「……二七人？　そ、そんなにか？」

「そうや。通算の戦績まで人数を把握してるわけやないが……五〇〇人には達してるんちゃう？　うちはすごいねん。勉強もようできるし、顔もええ。うちみたいに何もかもを持って生まれた人間ちゅーのはいるもんや」

　自慢げに言い放った栞は急に立ち上がり、再びこちらにやってきた。

　そして日毬を見下ろすようにして周りをゆっくり歩きながら、したり顔で口にする。

「神楽日毬、オドレは顔だけは確かに相当なもんやが……ふぅむ、それだけやね。一日でナンパされた人数で勝負しようやないか。オドレの記録を聞かせてみい。ま、うちの勝利は確定してるようなもんやけどな」

「……な、なぜそんな記録で貴公ごときと勝負をしなくてはならない……？」

　日毬の声は弱々しくなっていた。

　腰に両手を当てて、栞は日毬をのぞきこむ。

「ははーん、せいぜい最高記録は一日一五人ってとこやろうな。それでもすごいが、うちの領域にはさすがに到達せんのとちゃう？　この勝負、うちの勝ちや」

　栞は一方的に勝負を吹っかけてきて、一方的に勝利宣言してしまった。よほど日毬に敵意を燃やしているのだろう。

　しかし日毬は反論するどころか、ありありと顔を曇くもらせ、悲しげにうつむいてしまう。

「私は芸能界に入る前、ただの一度もナンパなどされたことがなかった……。私はまったく男の子に相手にしてもらえなくて、いつも無視ばかりされていた……。男の子に声をかけられたり……ましてや男の子と一緒に歩くことなんて……私にとっては夢のなかの出来事で、自分はなんてダメなんだと悩んでいたんだ……」

「な、なんやて……？」

　栞は毒気を抜かれたように立ち尽くした。

「芸能界に入ってから、私は初めてナンパされることを経験した。しかし、私の最高記録は一日に一回だ……。しかも今までに三回しか遭そう遇ぐうしたことがない……。私には大切な人がいるからもちろん即座に断ったが、やはりナンパされる女の子というのは羨ましい限りだ……。どうすればそんな風に、男の人から誘ってもらえるようになるのだ？」

「……」

　栞は茫然と日毬を見やっているだけだった。

「……いや、それ以前に私の場合、男の子とまともに話した経験すらなかったのだ……。クラスメートの女の子たちは、普通に男の子と話していたのに……私だけは……」

　心底から思い悩むように、日毬は嘆いた。

「すまんかったな……。うちも言い過ぎたわ……。忘れてくれや……」

　困惑したように栞は視線を外し、小さな声で続ける。

「なんや……実物のジブン、えらい普通やないかい……。テレビで見る神楽日毬は豪ごう傑けつのようなもんやと思うとったが……。東京モンに舐なめられんよう、初っ端に一丁ぶちかましたろと思うたうちが阿あ呆ほうみたいやないか……」

　ちょうどそのとき、控え室のノックがされた。

　勢いよく入ってきたのは、今回の仕事を依頼してきた関西放送のディレクターだ。

「おはようございます。お待たせしました。こっちの準備はＯＫですが、よろしいですか？」

「おはようさん。うちは万全やで」

　すぐに栞が挨拶し、立ち上がって俺も続く。

「おはようございます。今日はよろしくお願いします」

「……うむ。私も大丈夫だ」

　日毬も腰を上げ、うなずいた。

　栞は日毬を見やり、口にする。

「今日の番組の意図はわかっとる。大阪の政治経済社会をネタにして、派手に喧嘩すればええんや。せやから、手は抜かんで」

「大阪には物申したいことが山ほどある。政治討論で手を抜くことなど、私にはありえないことだ」

「よっしゃ。あんじょう頼むで」

　栞は日毬の肩をパンと叩き、そう言った。

　ディレクターは栞に声をかける。

「栞ちゃん、討論は大げさでもええんやけど、少しはお手柔らかに頼むで。なんせお相手のひまりんは、超がつくほどの大御所やからね。こうして呼ぶことができたんは、うちの局としてもごっついことなんや」

「残念。もうとっくにやり合おうてしもたわ」

　事後報告をするように栞は応じた。





◇






　日毬と栞──二人の対談は、のっけから激しい論戦になっていった。

　拳を握りしめ、日毬は慟どう哭こくするように語る。

「大阪のあまりの凋ちょう落らくぶりに、私は泣きゅう血けつを禁じ得ない。一九九六年には、東京と大阪の経済規模の差はわずかに一八％だった。ところがだ……二〇〇七年には、三二％もの差がついていた。わずか一〇年の間にだぞ？　異常極まる事態だ。とうてい信じがたい。ありとあらゆる指標が、大阪の驚異的な沈滞を指し示している。日本の足を引っ張っているのが大阪であることは疑いようがない。恥ずかしいとは思わないのか？　敵の大軍勢を前にして、必死で戦う我々の背中を、大阪が槍やりで突き刺してくるようなものだ。もし大阪がまともだったなら、日本の政治経済の状況は決して悪くなかったに違いない」

　栞は声に怒りを滲にじませる。

「よく言いおるで。この大阪の状況を作ったんも、偉そうにふんぞり返っとる中央の官僚機構やないかい。日本全国で地方が衰退しとるがな、大阪はその最大の典型例や。ええか、よう聞きや。地方が積極的に東京を真ま似ねたがったわけやない。中央の連中が地域振興策の策定権限を握ってしもうたことが、地方の東京劣化コピーに拍車をかけ、日本全土の衰退を招いたんや。旧通産省が策定しおったテクノポリス構想がその典型例やで」

「自らの責任を官僚機構に転嫁することが最近は流行っているようだ。たしかに官僚機構にも問題はあろう。私の独裁によって、肥大した官僚利権団体は木っ端微塵にしてくれよう。しかし当事者としての自覚はそこにないのか？　責任を転嫁すれば済むのか？　大阪は単なる一地方ではない。西日本の支柱となるべき重要な場所だ。東京には自覚があり、自らが日本を背負って立つ気き概がいがあった。だが大阪はどうだ？　大阪は内ばかりの利権で血ち眼まなこになり、国家を背負う責任など放棄してしまったようにしか私には見えない」

「それは東京と比べて、大阪に歴史があるからや。関西は長く日本の中心だった分だけ、さまざまなものを背負い込んでしもうた。うちから言わせてもらえば、東京が大阪に負担を押し付けて、ジブンらだけがええとこ取りをしとるんや。社会問題を大阪に投げ捨てといて、ジブンらだけが健全ですなんて顔すんなや。東京モンは汚いでホンマに」

「バカを言うな！　京都を見ろ。あっちも歴史が古い地域だ。問題はたくさんある。にもかかわらず京都経済は堅調に推移し続けているし、任にん天てん堂どうや村田製作所、ロームや日本電産など世界的企業も多い地域だぞ。それに比べて大阪というものは……」

「あんなぁ……京都はたかだか人口一四〇万人の都市やで。名古屋や札幌より小さい。周りは山に囲まれてる盆地で、都市の発展の余地がない。京都がうまくやれているんは、行政のコントロールが利きやすいからや。人口一〇〇〇万を抱える阪神圏と比べんな。なに特殊な地域を引き合いに出してくれてんねん。大阪と京都じゃ規模が違いすぎて、ちーとも比べられんわ」

「大阪ほど特殊極まる地域は、日本において他になし。行政といえば、大阪ほど未熟な自治体はないだろう。典型的な箱はこ物もの行政。開発に莫大な金を注ぎ込みまくって、オフィス街も道路も、その後はガラガラの場所ばかりだ。事実、大阪人の特質として、お上の金をアテにばかりしている。大阪はせこすぎて、他人の金にたかるのが普通の感覚になってしまっているのだ。挙げ句の果てには返せない借金の山ばかりせっせと作り続けている。嘆かわしい事態だ……」

「箱物行政であることは認める。否定することがでけん。せやけど、公共投資が悪だとする指摘は、典型的なメディア脳やで。生活保護率の急増を考えると、大阪への貧困層の流入が止まらない。この層の雇用を生み、経済の衰退を食い止めることができるんは公共投資だけや。ハシゴを外せば、さらに大阪の貧困は加速する。ばらまきしたくてしてるんやない」

「認識の違いだな。大阪の行政は、人脈と馴れ合いの巣そう窟くつだ。これは大阪人の気質にも繫がっているのかもしれない。大阪がまともに政治を考えないのが悪いだろう。お笑い芸人を好んで自分たちの長として選んできた大阪人の自業自得だ。……しかし、これだけは言っておきたい。これ以上、日本の足を引っ張るなと。普段はメディアなんて信じないとせせら笑っているくせに、そのくせ日本でもっともマスコミに乗せられやすい人種が大阪人だ」
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　そんな日毬の言葉に煽られたのか、栞は椅子から半ば立ち上がり、烈れっ火かの如ごとく激怒する。

「なんやて⁉　圏内住民一〇〇〇万人……それをオドレは阿あ呆ほう呼ばわりするんかい⁉　大阪から生きて帰れると思いなや！」

　それで火がついたのか、日毬の方も感情的になっていく。

「大阪人が私を倒せるわけがない。大阪兵は日本最弱ッ！　ひとたび軍人となれば、どのような場所にあっても常に死を意識して戦いに臨むべきだ。大阪人にはそれが足りないからこそ、ここまで凋落し続けたことを自認せよ。このようなときこそ歯を食いしばって、命懸けで困難に立ち向かう志を持て！」

「どこが最弱なんや！　うちに言わせればやな、無駄死にするんがわかってて、上官からの命令やからと機き銃じゅう掃そう射しゃのなかを銃じゅう剣けん突とつ撃げきする方がどうかしとるわ！　大阪兵は理性で考えて、ギリギリまで生き残ることで敵の補給線を搔かき乱したんやで！　負け戦でも役に立つのは大阪兵の方や！」

　外から見ていると、もはや政治議論の体をなしておらず、感情論のぶつかり合いになっていた。ヒートアップした二人は制御が利かなくなっているに違いない。お互い摑みかからんばかりに憎しみをぶつけ合っていた。

　俺は隣で討論を眺めているディレクターに顔を近づけ、小声で訊く。

「これ、テレビで流せませんよね？」

　予想とは裏腹に、ディレクターは満面に笑みを浮かべて応じてくる。

「いやいや、ぜんぜんいけます。この二人の対決なら面白いものになってくれると思うとりましたが、想像を超えとりましたわ。さすがはひまりんと栞ちゃんやで。このまんまオンエアしますよ」

「い、いいんですか、これで？　神楽が大阪を攻撃しまくってますが……」

　俺は、カメラの前で感情をぶつけ合う二人を指差して言った。

「東京とはちゃうんです。大阪はこのくらいの方がええ。最高の番組になりますわ。いやぁ、企画した甲斐がありました。今からオンエアが楽しみで仕方ありませんよ」

「……」

　東京では考えられないメディア人の考え方である。中央のメディア関係者がすっかりなくしてしまった気構えは、大阪にまだ残っていると言えるのかもしれない。

　何か思いついたようにディレクターは口にする。

「こないに面白うなるなら、これ、定期的にやりませんか？　月一回くらい、どないです？」

「関西放送さえいいのなら、うちは構いませんが……」

　俺は曖昧にうなずいた。

「ただ……定時開催となれば、ひまりんのギャラが問題になってしまいます。なんせ芸能界随一のギャラやから……。今回ひまりんを呼ぶのも、ギャラが高すぎるっちゅーて、局内でもすったもんだがありましたんや。せやから、ひまりんのスケジュールを長期予約するということで、まけといてくれません？」

「……まけるって、どのくらい？」

「五割くらい。どうですやろ」

　ディレクターは手を広げ、指を五本立てて見せた。

「……」

　値引き希望額が大きすぎて、思わず俺は絶句した。大だい根こんを値切っているのとは違うんだぞと言いたくなったが、関西がこすっからいのは仕方がない。

　俺が黙っているのを見て取って、ディレクターは食い下がってくる。

「四割引きでいいです。関西放送を助けると思って、どうかお願いします」

「……検討するということで。毎月やるということなら、こちらもギャラを再検討してご連絡します……」

　タレント活動による収入は、今のひまりプロダクションにとって大した稼ぎではない。その周辺の事業の方がはるかに利益を産み出しているからだ。しかし、やはりタレントには〝格〟というものがある。そのブランド力を維持するのがプロダクションの役目だ。簡単に応じていい話でもない。価格交渉すればギャラを下げるとひとたび知れ渡れば、日毬の格を落としてしまう。

　日毬と栞の論争はなおも続いている。

　スタジオ一杯に栞の怒鳴り声が響く。

「オドレは何しに来よったんや⁉　大阪に因縁つけにきただけかい⁉」

「まだまだ言い足りないことばかりだ！　大阪には腹が立って仕方がない！」

　負けじと日毬も大声を上げた。

「言うてみい！　事と次第によっては、うちがオドレを成敗したるで！」

「大阪は本当にどうしようもない。百の言葉で大阪を罵ののしっても、まだまだ足りないくらいだ！」

「なんやとコラ！　何でもかんでも東京が標準やと思とったら大間違いやでボケが！　大阪には大阪の在り方があるんや！」

　もはや政治議論とはかけ離れたものになっていた。これではチンピラ同士の因縁の付け合いである……。

「私が真に言いたいことは、日本の浮ふ沈ちんは大阪に懸かっているということだ！　東京でも、名古屋でも、福岡でも、仙台でも、札幌でもない。他ならぬ大阪が上昇しない限り、日本に未来などあるわけがない」

「どういうことや⁉　ちゃんと具体的に言わんかい！」

「間違いなく大阪は日本の中心のひとつだ。東京もあるし、大阪もある。それにもかかわらず、この大阪の低落……。日本を憂う私が、大阪に腹を立てないわけがない。浪速なにわの誇りはどうした？　痴しれ者ものどもが！　大阪人は、いずれ天皇陛下を大阪城にお招きするくらいの心意気を持て！」

「……」

　忌々しげに栞は日毬を睨みつけた。

　構わず日毬は続ける。

「大阪には優秀な人材がたくさんいる。すごい企業も数多い。日本の大企業の半分は、大阪から始まっているはずだ。本来、大阪には力がある。私の言葉を悔しく思うなら、まだ大阪には心意気が残っているということだ。今こそ大阪人は結束し、新しい都みやこを打ち立ててみせろ。そのためならば私は大阪人の敵となっても構わない」

「言葉だけで経済が上向くくらいなら、とっくに良うなっとるわ。大阪が抱える病根は、日本の問題の縮図でもある。それを大阪にだけ押し付けんなや」

「ならばどのように手を貸してほしいのか、大阪人は具体的に対策をまとめて発信しろ。それとも東京人の私に改革を進めてほしいのか？　なんなら私が首長になって改革を進めてやっても構わないのだが……貴公らはそれでもいいと言うのだな？」

「ご免めん被こうむるわ。オドレなんぞにええようにされたら気分が悪い」

　いっそう罵り合いが激しさを増しそうなそのとき、スタッフが二人にスケッチブックをかざした。大きく「そろそろ時間です」と書いてある。気づいてみれば、討論の予定時間はすでに過ぎていた。白熱した議論に、外部から眺めていた俺ですら時間が経つのを忘れていた。

　おもむろに日毬はカメラを指差し、強い口調で言い放つ。

「せせら笑うな！　他人事を装うな！　お上の金ばかりアテにするな！　日本の中心──商都大阪の矜きょう持じを取り戻せ！　大阪人諸君らならば、必ずやそれが成し遂げられるはずだ。その力があるにもかかわらず無関心を装う諸君らに、私が激怒しないとでも思うのか⁉　大阪こそが日本の中心であると自覚せよ！　日本の浮沈は、大阪の盛衰に懸かっているのだ！」





◇






　収録が終わった途端、ディレクターが感極まったように二人の前に飛び出してゆく。

「いやぁ、震えてくるほど最高やった！　ひまりん、栞ちゃん、ありがとさん！　こらおもろい番組になるで！　視聴率は爆発や！」

　ディレクターは手を叩きながら、日毬と栞を褒め讃たたえた。それが心からの喜びであることは、ディレクターの晴れ晴れとした表情が何より物語っていた。やはり東京の連中とは違う。大阪のこの姿勢を、中央のメディア人も少しでいいから見倣ってほしいものだ。

　日毬は満足そうに応じる。

「うむ。久々に主張すべきことを主張できた気がするぞ……。なかなか良い番組ではないか」

「……。うちは腹立っただけやわ……」

　栞は苦にが虫むしを嚙みつぶしたような表情でつぶやいた。

「さっき織葉社長さんとも話し合うたんやけど、この番組としても、今後は定期的に二人の討論コーナーをやってくことになる。今後とも、あんじょうたのむで」

　浮かれた口調でディレクターは言った。

　こちらから金額面を再提示すると伝えただけで、仕事を受けるかどうかはまだ正式に決まっていないのだが……。

　それからディレクターとは二、三の言葉を交わし、労ろうをねぎらい合ったあと、俺たちは揃ってスタジオを出た。

　控え室に戻る廊下では、日毬と栞が並んで歩いていて、俺はそのあとに従った。

「……」

「……」

　日毬と栞はお互い無言。しかし二人ともチラチラと相手を見やっており、激しく意識し合っている様子が伝わってきた。

　控え室に入ってすぐ、俺は声をかける。

「日毬、次の予定は一時間後だ。それが終われば東京に帰るだけだが……明日の予定は、昼過ぎに旭日あさひ放送の収録からだ。今日はこっちに泊まって明日の朝一で東京に戻るぞ」

「そうか。せっかくの機会だ。見聞を広めるために、大阪の下町を散策してみるのも悪くないな」

「大阪を見て回りたいなら、タクシーでも借り切ろうか」

「できれば足を使って回ってみたいところだ」

　俺は荷物を整理していた栞を見やり、口にする。

「今日はどうもありがとう。ディレクターはこの企画を定期開催って言ってたけど、まだ交渉中だからさ。ただ、うちの会社としても可能な限り仕事を受けられるよう調整するから、そのときはまたよろしく」

「うちは次の討論を受けん。あのディレクターには世話になっとるけど、こればっかりは勘弁や。オドレらなんぞと二度と話したないわ」

　栞はそう言い放ち、今度は日毬を睨みつける。

「やっぱりうちはオドレが嫌いや。討論してみてコリゴリしたわ。これからは、オドレの顔をテレビで見る度に呪のろったる。はよ死にさらせ」

「気が合うな。私も共産主義者が嫌いだ」

「ほならうちの前からとっとと消え失せえや！」

「……」

　しげしげと、日毬は栞の顔を覗き込んだ。

「……なんや？　なんぞうちの顔に付いてるんか？」

「……」

「思うてることがあるなら言うてみい！　この腐れ右翼が！」

　栞は身を乗り出して啖たん呵かを切ったが、日毬はそれに応えなかった。

　代わりに栞を指差し、日毬は俺に言う。

「……颯斗。この時代遅れのバカ左翼はどうだろうか？」

「どうって……何が？」

「『ひまりんプロジェクト』に使えると思うんだ。バカだが、バカなりに話ができるようだ」

　そんな日毬の提案に、俺はポンと手を叩く。

「な、なるほど！　面白い！　……しかし……日毬はいいのか、それで？」

　あまりに主義主張に隔へだたりがある二人だ。しかも憎しみ合っているようにさえ思える。

「私が正しい右翼だけに、こういう恥さらし左翼がいると番組のバランスは大いによくなるだろう。しかも口達者なバカだから、番組を盛り上げるのに役立つに違いない。個人的にはこのバカ左翼を私は憎んですらいるが、それとこれとは別の話だ」

「バカバカ言うなこのド阿呆！　オドレの阿呆っぷりには敵わんで！　憎しみの大きさでオドレには負けん！　うちの方がオドレを遥かに憎悪しとるわ！」

　バカ呼ばわりされたことを栞は地じ団だん太だ踏んで悔しがった。

　俺は栞に一歩近づき口にする。

「槙野栞──君を、ひまりプロダクションにスカウトしたい。アイドルデビューするつもりはないか？」

「……うちが、アイドル……？」

　予想外の話だったのだろう、栞は目を見開いた。

「どうだ？　ときどきテレビや雑誌の仕事を受けてるんだから、メディアに露出することに抵抗はないだろう？」

「アイドルって、どないなことすんねん？」

　冷静な口調で、しかしどこか急き立てるように栞は訊いてきた。どうやら栞は、にわかに興味を示したようだった。

「エンタメ番組に出演したり、グラビアに出たり、歌を歌ったり……そりゃ、いろいろあるさ」

「……」

「見たところ、スタイルは満点だな。日毬に匹敵しそうだ。すぐにグラビアで一線張れるよ」

　栞の場合、プロのメイクに任せれば、グラビア一本の勝負でも千歳並の仕事はこなせるはずだ。見たところ、バストの大きさは日毬とタメを張る。このレベルの容姿とスタイルを兼ね備えている女の子は極めて珍しい。

　俺は業務として客観的に評価しただけだったが、みるみる栞は得意げな表情になっていく。

「せやろ？　うちはすごいねん。ま、うちは貧乏やったから、大してええもん食ってこんかったんや。せやからこのスタイルは、うちの生活が貧相やったおかげで自然に培つちかわれてきたと言えるな。この腰のあたりのくびれ、見てみい。男どもはイチコロやで」

　栞は自分にかなりの自信があるようだった。

「『ひまりんプロジェクト』は見たことあるかな？　君くらい知識があるならレギュラーとして最初から押し込める。経歴も申し分ない。もともと、番組の論戦でゲストらと対抗できる女の子を探してたんだ。今は日毬だけだからさ。それが君なら相応しい」

「けったクソ悪い番組や。最近、視聴率が凋落傾向にあるっちゅーて、記事で騒がれとるな。番組が終わるタイムリミットが迫ってきとるらしいやないか。右翼御ご用よう達たしの番組が終わるんはええ気味やで」

　栞は吐き捨てるように言った。

　さすがに日毬は堪らずといった風に、控え室に大きく声を響かせる。

「なんだと⁉　保守も左翼も軍人もいる！　見たことがないなら噓を並べるな！　番組が終わったりもしない！」

「右翼が司会する番組を見て、うちが楽しめるわけないやろが！　んなもん見いへんわ！」

「貴公のような輩は日本から出て行け！　どこぞの共産国家にでも今すぐ亡命しろ！　同じ空気を吸うのもご免被る！」

　お互いの視線は敵意に満ち、激しく罵り合い始めた。先ほどの収録よりも激しい言葉の応酬だ。

「右翼は好戦的な阿呆ばかりやから困るわ！　そないに戦争したいんやったら、一人でやっとき！」

「誰が戦争しようと言っているんだ⁉　いつも噓八百で誤魔化すからこそ、議論のすり替えが左翼の十八番おはこだと言われるんだぞ⁉」

「どこが十八番やっちゅーねん！　ええ加減にせんと──」

　うんざりしつつ、俺は二人の間に進み出て話を遮る。

「二人ともやめてくれ……。今はスカウトの話だ」

　俺は日毬を見やり、落ち着かせようと続ける。

「ほら、日毬、自分から言い出したことじゃないか。もう一度だけ念を押しとくが、日毬は本当にそれでいいんだな？」

　日毬は顔をしかめたが、苦渋の様子で口にする。

「……『ひまりんプロジェクト』のためだ……。以前、アイドルたちに番組に参加してもらったことがあるが……難しい討論をこなせるほど知識がある者がいなくて残念に思っていた。栞はバカだけど、バカなりに、議論に参加できる程度の知識はあるようだ……」

　俺は栞を見やる。

「槙野栞。スカウトを拒否しないってことは、やってもいいとは思えるんだろ？　だったら、アイドルになってみないか。君ならインパクトあるタレントになれそうな気がするぞ」

「……。本気で言うてるようやな？」

　挑発的な視線で栞は俺を見上げてきた。

「適当なこと言うかよ」

「せやけどな、ちょっと考えてみい。番組前にも言うたことやが……うち、根っからのマルクス主義者なんやけど？　それ、普通に公にしとるし。そうやって政治色を出してるから、うちには声がかからんかったんや」

「ひまりプロダクションだけは例外だ。むしろ、そういうアイドルを求めてる。だいたい政治色なんて言い出したら、日毬ほど強烈なアイドルなんていないだろ？」

「うちは国家や会社のために魂を捧げる国こく粋すい主義者どもとは違うねん。もしうちを怒らせようもんなら、労働組合でも組織したるかもしれへんで。このブルジョアどもが」

「ははは。うちは労働組合に加盟しようとする人間なんていないから、一人組合になるかもしれんよ。それに、ひまりプロダクションのタレントに対する待遇の良さは業界随一だ。うちが労働者の敵だってんなら、芸能プロダクションはどこも史上最悪企業ばかりになっちまう」

　そんな俺の話に意表をつかれたのだろうか、栞は信じられないといった表情で訊いてくる。

「……ホンマに？　ホンマに活動家のうちでもええっちゅーんか？」

「いいよ。君がどんな左翼活動をしてるか知らないが……よほど暴力的なものじゃない限り、それも公認してやれると思う。労働組合でも何でも好きに作ってくれ。お望みなら、労使の協議はいつでも受けてやるよ」

　冗談めかして俺は言った。

「ホンマかいな……」

「普通ならな、誰にでもこんなにすぐ声をかけたりしないんだぞ。けど、君は個性が強烈で、まさにひまりプロダクション向きだ。日毬も了解してることだしな。さあ、決めてくれ。俺はどっちでもいいさ」

「そないに猛烈アタックされたら、うちもかなわんわぁ。なんや考えてやってもええ気分になってきおったで」

　栞は腕を組み、したり顔になっていった。

「まぁ別に所属したくないなら、それほど強く誘うわけじゃないけどな。今のようにフリーでやっていくのも一いっ興きょうだろう。文化人とアイドルはぜんぜん別のものだから、活動に抵抗を感じることもあるかもしれないし」

「ちょい待ちい！　うちは考えてやってもええっちゅーてんねん。もう少し強く誘われたら、しゃーないからアイドルとして所属してやってもええかもしれへん。そこんとこ、どないや？」

　なぜか栞が必死になり始めたが、俺は落ち着いて応じる。

「いやだから、どうしてもってわけじゃないけどな。俺は誘うだけ誘ってみた。その上で最終決断は、こっちがすることじゃない。君の意志次第だろ」

「どうしてそないな話になんねん。曖昧なこと言うんやったら、うちは拒否やで。断固拒否」

　プイと、栞はそっぽを向いてしまった。

　本人にその気がないなら口説いても仕方がない。なにせ栞の判断能力は、とても一八歳の女の子と言えないほど高そうだ。そんな栞だからこそ誘ってみたわけだが、頭の良い相手に無む理り強じいしても効果はない。

「そうか。それなら今は諦めるよ。その気になったら連絡してくれないか」

「待ちいな！　そないに頼まれるんやったら、うちも一ひと肌はだ脱いでやろうかと思わんこともないちゅー話や」

「だから、そこまで頼んじゃいないよ。興味があればってことさ。どだい、本人の意志がないと続くわけがないからな。タレント本人には精一杯努力してもらわないと困る」

「ホンマに断ってしまうんやで？　それでもええんかい⁉」

「残念だ。まぁ急ぐ必要もない。気が向いたら、渡した名刺の電話番号にいつでもコンタクトしてみてくれよ。条件決めの話し合いが必要ならいつでも応じるぞ。東京への交通費も出してやるからさ」

「頼んでるんやな？　猛烈に頼んでるんやろ⁉」

　どういう訳か、栞は切迫した様子だった。

「だからそれほどじゃ──」

　俺の言葉を遮さえぎり、栞は何度もうなずく。

「よっしゃ、わかった！　みなまで言わんでええ！　そないに激しく頼まれたらどうしようもあらへんやないか。うちは拒否しようと思うたんやけど、困ったもんやで。たはー、美人は苦悩が多いもんやなホンマに。飛とび田た新しん地ち行っても、うちレベルはなかなかおらんさかい。仕方あらへん。目の前で泣かれても困るしな」

「……？　どういう意味だ？」

　困惑して、俺は聞き返した。

　側で聞いていた日毬もポカンと口を開け、戸惑いの表情で言う。

「大阪弁もここまできついと、何を言っているのかわからないものだな……」

「せやからな！　しゃーないから、アイドルとして所属してやってもええちゅーてんのや！　うちは散々拒絶したのに、ここまで頼まれたらかなわんわ。土下座までされそうな勢いやったし、こっちは拒否しようがないで」

「つまり、所属する意志があるということか？」

「勘弁してもらいたいところやけどな。ま、こういうこともあるっちゅーこっちゃ」

「ちなみに文化人扱いじゃないぞ。アイドル事務所だからな。アイドルとしての仕事をしてもらうことになるが」

　そう念を押すと、栞は満まん更ざらでもなさそうに応じる。

「嫌なもんやで。けど、ここまで頼まれたら受けてやらんとアカンねん。浪速の女に二言はあらへんのや」

「決まった……のか？」

　どうにもスッキリしない決まり方だ。

　日毬も首をかしげる。

「決まりらしいな。よくわからないことも確かだが……」

「活動場所は東京だぞ。引っ越してもらう必要がある」

「ええよ。いけ好かん東京やけど、大阪とどれほどの違いがあるか、一度は見とこう思うとったんや。ちょうどええ機会かもしれへんで」

「いつから来られる？」

「うち、今日から行くわ」

　あっさりと答える栞に、俺は泡を食う。

「今日⁉　そんなに早く大丈夫なのか？」

「そら別に構わんやろ。うちの勝手や」

「親おや御ごさんと話し合ったりしなくていいのか？　それから、友人や知り合いに引っ越しの挨拶したりとか……」

「挨拶？　今こん生じょうの別れでも伝えて来いちゅーんかい？　別に東京と大阪なら、往き来なんて簡単やん。ちょっと帰ろうと思えばいつでも帰れるのに、そないに仰ぎょう々ぎょうしくする必要なんてあるかいな」

「まぁ、それはそうだ。栞がいいなら構わないが……。でも、会計士の仕事してるんじゃないのか？」

「してへんよ。資格に受かっただけやし、どっちにしろ会計士として登録するには、税務事務所で二年以上の修業が必要やさかい。将来は税理士になりたい思うとったけど、今は試験のあとの休息も兼ねて、好き勝手に過ごしてるだけや」

「そんなものか。ただ、どっちにしろ親御さんのところには一度お邪魔して、挨拶しておく必要があるんだ」

　俺がそう言うと、栞は眉をひそめる。

「なんでそないなことせんとアカンのん？　うちが決めればそれでええやん」

「こっちは未成年を預かるんだぞ。親御さんの意思を確認しないと、こっちが困る」

「親の意思なんて別にええて。うちはもう社会人やで？　親なんぞどうでもええわ」

「ダメだ。もし親御さんとトラブルを抱えてるようなことがあるなら知っておかなくちゃならない。親御さんとの話し合いによっては預かれないこともある。こっちにどんなトラブルが飛び火するかわからないんだしな」

　栞に相応の判断能力があることくらい、経歴を見ればわかる。しかし、そういう問題ではないのだ。

「トラブルってどないなことやねん？」

「いろんな家庭の事情があるだろう。親御さんが暴力団員だったり、犯罪者として有名だったり……。いや、そりゃ芸能界には暴力団組長の娘とか息子とか、ごくごく普通にいるけどさ。ひまりプロダクションを、その辺の芸能プロとは思わないでほしい。きっちり一線を引いていきたいんだ」

「……」

　栞は困惑した表情で、沈黙してしまった。

「……もしかして、親はヤクザだったりするか？　こっちも話を聞きもしないで人を差別するつもりはない。人にはそれぞれの人生があるだろうからな。だが、事情は把握しておく必要がある。俺が親御さんと会って納得できなかったらダメだぞ」

「ちゃうわ！　なんでヤクザってことになってんねん！　ヤクザやない。なわけあるかい」

「なら──」

　俺が話すのを栞が制する。

「わかったっちゅーねん！　会いたいなら会えばええ。いつでも会わしたる。どうせヒマしとるからな。ただ、おとんとうちは、メチャメチャ仲悪いで」

「仲悪いのか？　それはそれで困るけどな」

「せやけど話ができへん仲ってわけでもない。顔合わせれば喧嘩ばかりになってまうだけで……。おとんが反対しようが何しようが、うちはアイドルになる。うちはもう決めてん」

「じゃあ今日、ちょっとだけ会ってくか？　俺も忙しいから、大阪に来る機会はそうそう多くない。どうせ本人と面談すればすぐ終了だ。娘が芸能プロに所属するのを承しょう諾だくすると、一いっ筆ぴつもらえれば十分だし」

　誓せい約やく書しょはどこかでサッとパソコンに打ち込んで、プリントアウトしてもいいのだが……紙に手書きで数行書いてもらうだけでも十分だった。親の意思がわかるものであれば、それでいい。

「ええよ。待っとるさかい。いつでも来るとええ」

　渋々といったように、栞は同意した。
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　日毬と昼から大阪ＦＭの仕事をこなし、終わったのが一四時を少し回った頃だった。そして俺たちは電車を乗り継ぎ、栞の家へと足を伸ばした。

　到着したのは新しん今いま宮みや駅。

「ここに釜かまヶが崎さきが隣接しているのか。釜ヶ崎は、日本で最も重要な場所かもしれない。この機会に訪問することができて幸運だった」

　興味深げに日毬は周りを見回していた。

　通称は釜ヶ崎、正式名称は『あいりん地区』──日本最大のドヤ街である。労働者が集まり街を形成している、日本では珍しい地域のひとつだ。しかも大阪の中心に近い場所に存在し、わずか五〇〇メートル四方の極めて狭い空間に二～三万人もの住人がひしめく人口過密地帯でもあった。

　俺と日毬が駅を出ると、大通りの手前で栞が待っていた。

　栞は俺たちの許もとへと駆け寄ってきて、口にする。

「来よったな。うちの家は釜ヶ崎と飛田新地の間あたりやねん。案内するわ」

「親御さんに俺たちが行くことは伝えてくれたか？」

　俺が訊くと、栞はぞんざいに応じる。

「別に伝えなくともええて。どうせヒマやし、家にいるよってに。こっちや」

　栞が歩きだしたので、俺と日毬は従った。

「俺や日毬以上に、栞の方がずっと場違いだよな。明らかに浮いてるよ」

　俺は隣の日毬に言った。

　日毬の場合、メガネをかけてキャップを深々と被っているので、チラと見るだけでは容姿の良さには気づかれない。しかし栞は顔を隠しもせず、そのままだ。

「なんでや？　そないなこと、うちは思うたことあらへん」

「栞みたいな女の子が歩くような場所じゃないと思ってな」

　コテコテの言葉遣いはともかく、栞は見み目め姿すがただけなら表参道や原宿を歩いていても人目を惹ひく女の子である。

「そないなことあらへん。ちょっと行くと、女の子やって普通に歩いとるわ。だいたい飛田新地で働いてるんは若い子が多いんやし。それに釜ヶ崎のなかにやって昼間は女の子おるよ。学校のセンセとか看護師の子やボランティアの子やとか。変なイメージ持ってるだけなんちゃう？」

　飛田新地とは通称で、飛田遊ゆう郭かくとも言われる大風俗街である。大正時代に築かれた遊郭が当時の趣のまま多数残っており、なんとも古めかしい名残のある風俗街として有名だった。

「そりゃ、若い女の子が往き来するイメージなんて持てないよ」

「ま、しゃーないけどな。深夜ならともかく、昼間は普通やで。言われてるほど治安も悪うない。普通に小学校やってあるんやからな。しょせん日本なんやし危険なんかあるかい。話のネタで、面白おかしゅう誇張されて伝わってるだけや。危ない地域やったら、うちなんて住めへんやろうが」

　日毬が口をはさむ。

「私は案外、栞は大阪下町にマッチしているように感じる。栞の格好は、私から見れば野や暮ぼったく見えるからな」

「なんやムカつくわ……。ファッションデザイナーに言われたら、反論もできへんけどな……」

　栞は悔しげに唇を嚙んだ。

「でも本当の日毬なんて、ちょっと前までは制服以外でまともな服を一着も持ってなかったんだぞ。これでも一気に変わったんだ」

「なっ⁉　私は節約第一に考えていただけだ。デザイナーとして修行を重ねた私から見ても、あの制服はなかなかセンスがあったはずだ！　……もっとも、当時の私にはそれすらわからなかったが……」

　堪らずといった風に、日毬は声を大にした。ファッションデザイナーとしての誇りも育ってきたのかもしれない。

　俺たちが歩く大通りには、ズラリとホテルが並んでいた。どこも一泊一〇〇〇円や一五〇〇円などという看板が掲げられている。

「安……。見た目は普通のホテルライクなのにな」

　それが俺の率直な感想だった。ここは大阪の中心地域なのに、信じられない価格である。

「表通りは普通やが、奥に入ると鄙ひなびたところも仰ぎょう山さんある。一本路地入ると、一泊八〇〇円からあるで」

「こういうところに泊まって大丈夫なのか？」

「表通りにあるやつなら、なんも問題ないよ。昔は宿泊者が勝手に合い鍵を作って、夜に忍び込んで金品を強奪するような事件もあったらしいが……今じゃそないなこともない。警察と連携してて、警備は厳しくなっとる。外国人のバックパッカーも多くなってるし、昔の人が持ってるイメージほど悪い環境でもあらへんと思うで」

　栞はそう言うが、泊まるにはいささか勇気を要する価格設定だ。

　それにしても、とても日本とは思えないほど物価が違うのは驚くばかりだった。缶ジュースの自販機もたくさんあるが、一本三〇円からある。収益が成り立つものなのか不明だ。

「こういうホテルさ、一泊一〇〇〇円で採算合うもんなのか？」

「うちも会計人の端くれやからな、ドヤの資金繰りをちゃんと計算してみたことがある。せやけど正直、まともにやったら誰がやっても採算は合わん。逆ザヤや」

「まさか全員が全員、ボランティアでやってるってわけでもないだろう？」

「経営が成り立ってるんは、行政が莫大な資金を投入してるからや。補助金が入って初めて採算が合うようになる。たまにドヤの経営者でも何億円も脱税して捕まる不ふ逞ていの輩がおるけどな、うまいこと補助金をちょろまかしとるんや。それか、ホームレスを集めて住まわせ、生活保護を申請させまくって家賃を徴ちょう収しゅうする──流行りのヤクザ系福祉ビジネスな。せやけど、そんな悪いヤツは一部であって、大半は社会奉ほう仕しの精神が旺おう盛せいなヤツやで」

　そして栞は俺を見上げ、続ける。

「ちなみに、おとんもドヤを二つ持っとる。おとんの家はもともと、この辺りの土地持ちやったらしいな。経営は任せっぱなしで、ちっとも儲かってへんわ。奉仕活動みたいなもんやで」

「立派な父上なのだな」

　感心したように日毬は言った。

　しかし栞は首をふる。

「そうでもないわ。いろいろどうしようもない」

　行く手には、大通りの片隅で座り込み、たむろしているオヤジの集団が目に留まった。酔っぱらっているようだ。

　その集団の前で栞は足を止め、呆れた口調で声をかける。

「なんやねん。昼間っからまた路上で酒かいな」

　フラフラしたおっさんの一人が、呂ろ律れつの回らない声を上げる。

「よー、栞ちゃんやーん」

「先週、テレビ見たで。えろう別べっ嬪ぴんになりよったなぁ！」

「ちょいと丁ちょう半はん博ばく打ちで当ててな。勝ち戦の祝いで、皆に酒振る舞ってたとこや」

　おっさんたちはそれぞれ笑顔で応じてきた。

　栞はうんざりしたように言う。

「あぶく銭やろうが。たまたま一回当たっただけで、どうせ損ばっかしとるんやろ。生活保護もらっといてそれか。算数もでけへんのかい。ホンマに阿呆やなぁ……」

「阿呆やなかったら、こないなことしとらんわ」

「わはは！　その通りやで！　ワテら史上最強の負け組やさかいにな！」

　おっさんの言葉に、すかさず栞が突っ込みを入れる。

「どこが最強やねん。ええ加減にしとき」

　大阪人同士はごく普通の会話でも、どこか漫才のようで面白いものである。会話をＹＥＳやＮＯで終わらせることがないせいか、話題をポンポンと繫げていくことが自然と身についているようだ。

　おっさんたちを見回し、栞が口にする。

「それとな、うち、東京に進出することにしたで。アイドルとしてスカウトされたんや」

「アイドル？　今とちゃうのん？　いまいちワシらには想像でけんわ」

「東京か。かっこええなぁ。いつから行くんや？」

　おっさんたちは訊いてきた。

「明日から行ってしまう予定や。しばらくうちを見かけへんと思うけど、心配せんといて」

「ずいぶん急やねえ！」

「グズグズしてたって、なんも得にならへんからな。いずれテレビでごっつう活躍するさかい、見たってや」

　そして栞はオヤジの集団に軽く手を上げ、横を通り抜けた。

　俺と日毬には誰も関心がなさそうだった。普通なら一緒にいる俺たちにも視線を走らせ、会釈のひとつもするものだ。しかしここでは、他人に関心を持つことは御ご法はっ度とのようなものなのかもしれない。

　不思議そうに日毬が訊く。

「知り合いなのか？」

「まぁ、そうや。名前も知らんけどな。この辺には顔見知りが仰ぎょう山さんおりすぎて、歩くだけでえろう疲れるわ」

　その後も栞は、幾人ものおっさんたちから声を掛けられていた。その度に一言二言と会話を交わし、冗談を言っては通り過ぎていく。どぎつい言葉の応酬だったが、相手をこき下ろすという風でもなく、どこか暖かみがある会話だった。
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「ここや。ごっつう汚いところやけど、上がっていき」

　栞は足を止め、家に手を掲げた。

　大都市の密集住宅街に行けばどこにでもありそうな、築ちく古ふるの一戸建て。とにかく狭くてボロい二階建ての木造住宅。庭もない。もし直下型の大地震に襲われたら、耐えられないであろうと思われた。

　栞がサッサと玄関の扉を開け入っていったので、俺と日毬も挨拶して上がり込む。

　家のなかは小綺麗に整理されてはいたが、壁や柱の節々が痛んでいて、建物全体の老ろう朽きゅう化かは隠せないようだった。

　狭いリビングに入ると、栞は奥おく座ざ敷しきに向けて声を上げる。

「おとん。ちょっと客を連れてきたんや。会うてやってや」

「ワシに？　なんや、誰か連れてくるなら言うといてくれや……。まともな茶菓子も用意せんで……」

　疲れ声の白しら髪がの老人が、奥座敷からやってきた。

　年齢的に、とても栞の父親とは思えないほど老け込んでいた。七〇歳は過ぎているのではなかろうか。栞の父親ではなく、お爺じいさんといった方がしっくりくる。

　急な来客に迷惑していることだろう。それでもきちんと対応しようとしている様子は、至極真っ当な父親に思えた。

　いやしかし、どこかで見たことがある気がするが……。

　老人は俺と日毬を見やり、強い調子で促してくる。

「なに突っ立っとんのや。客なら客らしくせんかい。ほれ、遠慮のう座りなされ。せやけど茶菓子はないで。切らしてんのや」

「ま、槙野光こう造ぞう……？」

　唐突に、日毬が目を見開いて口にした。

　その言葉で、俺も老人のことを思い出す。

　──社会共産党の元参議院議員、槙野光造！

「今は引退した身やけど……。普通、ワシの顔みただけでパッと思いつく人は多くない。政治に関心がないとわからんことや。若く見えるけど、えろう立派な子やな」

　光造は、日毬が言い当てたことをしきりに褒めた。

　かつて、社会共産党の四天王と言われた政治家のひとりだ。有名かと言われれば、やや微妙なラインである。ごくたまに雑誌インタビューなどで顔を出していた程度。そもそも社会共産党所属議員の知名度は全般に高くないから、一般によく知られているのは頻繁にテレビに露出している党首だけだ。

　しかし槙野光造はいささか特殊だった。一時期、女性問題のスキャンダルでニュースを騒がせ、そのために社会共産党を追われることになったのである。だから政治系のニュースに一定の興味を持っている人なら、槙野光造の顔と名前くらいは聞き流したことがあるはずだ。こんなところで隠居生活をしていたとは……。

　光造が議員を辞職したときには、たしか六〇代後半だったはず。とすれば、見目通り今は七〇歳過ぎということになる。栞が一八歳だから、五〇歳以上も離れている親子なのだろうか。

　栞も口にする。

「ジブンらなら知っとるやろ。槙野光造、ちょっと前まで社会共産党の国会議員やった。噓八百のスキャンダルで追い出されたんやけどな、正直それ、党内の内ゲバやで。権力争いで足下すくわれたんや」

「コラ栞、余計なことを言うんやない！」

　光造は栞を𠮟りつけた。

　しかし栞は気にした風もなく、肩をすくめて続けてゆく。

「女性問題やって。アホらしいわ。党員らと懇こん親しん会でバーで騒いでて、女からダンスに誘われて一緒に踊っただけや。それが女性スキャンダルの真相やぞ。見てみい、この顔で何が女性問題や。おとんの顔見ただけで、うちなら気色悪うて逃げ出すわ」

「なんやと⁉　ワシかて若い頃はそれなりやったんやぞ！」

　光造の反論は子どものようだった。

「うちがもっともムカツクんは、おとんが黙りこくって反論のひとつもせず引退しよったことや。世間の笑いもんにされたんやで？　党から除名処分までされたんやで？　噓なら噓と、なんで声を上げんのん？　はめられたのに、今でも社会共産党に忠誠を誓っとるクソ爺じじいや。この歳になると、どないに間違ってても筋を変えるわけにはいかんのやろうな。自分自身の人生の全否定になってしまうさかい。可哀想に」

　栞の話に納得したように、日毬が言う。

「女性スキャンダルはどうも怪しい話だと思っていた。政治に詳しい人は、ほぼ今の栞の見解に近い感想を持っているんじゃないか。政治評論家が『党内に隠然たる力を持つようになった槙野光造を排除したい勢力による、社会共産党内の権力闘争』だと断定している記事も見たぞ」

「どんだけ社会共産党に尽くしてきたん？　議員の給料もぜんぶドヤの経営に注ぎ込んできて社会奉仕。挙げ句の果てにこのザマやで。今は肩身を狭くしてひっそり暮らす哀れな男や」

　父親に対するにはいささか辛辣な言葉に思えた。案の定、光造は栞を睨みつけ、怒鳴り声を上げる。

「ええ加減にせい！　ほんでワシになんの用やっちゅーねん⁉」

「うち、アイドルになることにしたんや。こっち、芸能プロダクションの社長やねん」

　最悪のタイミングで、栞は俺を紹介してきた。

　光造は目を見開く。

「芸能、プロダクション……？」

「今日初めて会うたばかりやけど、えろう激しくスカウトされてな、断り切れんかったんや。ほとんど土下座状態で頼まれてん。しゃーないからデビューしたることにしたった。うちほどの美貌の持ち主は、なかなかおらんよってにな。ホンマは嫌なんやが、どうしようもないねん」

　慌てて俺も挨拶する。

「栞さんは未成年なので、こうして親御さんにお会いし、保護者としての同意書を一筆もらう必要がありました。申し遅れました。ひまりプロダクション、代表の織葉です」

「日本大志会、総帥の神楽日毬だ。ひまりプロダクションに所属してアイドルもやっている。今日は仕事で、栞との対談をこなしたばかりだ」

　日毬も名乗り出て、メガネとキャップを取り去った。素顔が露あらわになる。

　すると、みるみる光造の顔色が変わってゆく。

「神楽……日毬……⁉　ま、まさか……あの右翼のか⁉」

「右翼も右翼、ここまで来ると腹の立つんを通り越して、逆に尊敬したくなる大物右翼やで。阿呆すぎてすごいわ」

　そんな風に栞が日毬を紹介した。

　紅潮した光造は、怒鳴り声を響かせる。

「あほんだらぁ！　右翼のところで仕事するなんざ、ワシは認めん！　認めるわけないやろうが！」

「右翼はこうして立派にやっとるやん！　うちら左がだらしないだけやろ！　日本国民のもう誰も、左翼革命なんて望んでへんわ！　時代に合ったやり方で勝負せなアカンやないか。うちも中央で戦いたいんや！」

　負けじと栞も応戦した。

　しかし光造は取り合わず、俺と日毬を交互に見やって吐き捨てる。

「帰れ！　クソ右翼なんぞと顔も合わせとうないわ！」

　日毬は一歩進み出て、光造に相対する。

「私も時代遅れの左翼どもには物申したいことが山ほどある。いつまで言葉遊びのようなことばかりやっているんだとな。しかし今の問題は、栞が事務所に所属するかどうかだ。私としても『ひまりんプロジェクト』を成功させるために、栞のように饒舌なバカ左翼に協力を仰ぎたいと考えている」

　俺も冷静な口調で追従する。

「誤解されているかもしれませんが、ひまりプロダクションは右翼事務所ではありません。神楽がやっている政治結社とは別の組織であって、プロダクション自体は特定の政治思想を持ち合わせておりません。むしろ栞さんが正式にプロダクションに所属して活躍するとしたら……本人の政治思想面をまったく気にしない私どものプロダクションしか選択肢がないと思います」

　だが光造に取り合う様子はなかった。忌々しげに栞を睨みつけ、叫ぶ。

「お前は社会共産党員やろ⁉　筋通せ！　こないな相手になんで頭下げにゃならんのや⁉」

　栞の方もいきり立つ。

「アホ抜かせ！　噓八百で追い出されて黙りこくりよってからに……。自分の身の潔けっ白ぱくは、裁判でも何でもやって証明せい！　いつまで党に忠誠を尽くしとるんや！」

「ワシはワシの立りっ身しん出しゅっ世せのために社会共産党に所属したんやないで！　社会の在り方を憂いたからこそ人生を懸けたんや！　ワシひとりの犠牲くらいなんぼのもんじゃい！　党がワシの犠牲を望むなら、いくらでも人ひと身み御ご供くうになったるわい！　そのくらいの覚悟は端っから持っとるわ！」

「阿呆はやっぱり、いつまでも阿呆なんやな。おとんの阿呆ぶりにはいつも呆れるわ。まぁええ、好きにせい。うちには関係のないことやしな。それより一筆くれや。一言、うちが芸能プロダクションに所属することを承諾すると書いてもらえばええ。未成年のデビューには必要なことやねん」

「そないなことできるわけなかろうが！　なんでワシが右翼に媚こび売らにゃならんのや！　それこそスキャンダルやわ！」

「うちが書けちゅーてんのや！　一行でええ！　なんでそないなこともでけんの⁉」

「帰れ！　神楽日毬の顔なんぞ見たないわ！」

　光造が、俺と日毬を睨みつけてきた。

　日毬が口にする。

「どだい左翼とは仲良くできないということだな。私は帰らせてもらうぞ」

　俺も栞に言い聞かす。

「栞。残念だけど……未成年である以上、やはり親御さんの同意なくして預かることはできない。話が成立しなかったということで諦めるしかない」

「待ってえな！　うちはやるって決めてんねんで！」

「そうは言ってもな……二〇歳になるまで待とう。その頃、ひまりプロダクションがどういう形になってるかわからないから、そのタイミングで受け入れられるかどうかは約束できない。だけど自分の意思で働く場所を決められるようになるまで、待つしかないだろうな。まぁ、二〇歳過ぎても身元保証人くらいは必要なんだが……」

「頼むで、おとん、ホンマに頼む……。こないに頼んでるんや……お願いや……」

　栞は打って変わって、光造にすがりついて頼み込んだ。

「ダメやと言うとるやろうが！　おまえらも、さっさと帰れ！」

　光造は栞を振り払い、俺たちに敵意のこもった視線を向けてきた。

　栞は身を引き、腕を組む。

「……ああそう。なら、うちにも考えがあるわ。親子の縁を切る。それでええやろ。弁護士に頼んで申し立てするから、待っててや」

「ふん、そうしたいなら好きにせい。弁護士に頼むまでもない。それなら一筆だろうが百筆だろうが、好きなだけ書いたるわ」

「決まりやな。もう家族やないってことや。気分ええでー。せいせいしたわ」

「ワシもや。小うるさいだけの娘が消えてくれて、寿命が一〇年は伸びるやろな」

「うち、おかんだけは心の底から母親やと思うとる。おかんには感謝しとるわ。せやけど、おとんのことを父親だなんて、本心ではまったく思ったことなかったで。惰だ性せいで暮らしてただけやねん」

「気が合うやないか。ワシも栞のことを娘だなんて思うたことなかったわ。栞は嚙みついてくる野犬や。煩わずらわしくて困っとったわ」

「はよ死にさらせクソ爺が！」

「出て行け！　二度と戻ってくるんやないで！」

　売り言葉に買い言葉。親子げんかにしては強烈だ。いやはや……大阪下町らしい喧嘩とでも言おうか……。

　この俺も、父親とはいつも剣けん吞のんな雰囲気だが、お互いに冷ややかな空気が流れているような感じだ。しかし槙野一家の場合は、思いつく限りの言葉で罵ば倒とうしあい、真っ正面からぶつかり合う喧嘩だった。親子同士の仲違いでも、こんなに違う形があるんだなぁと、俺は奇妙な感覚に襲われた。

　栞は喧嘩を打ち切り、俺を向く。

「話は決まりや。親子関係は解消したった。うちは自分で自分の人生を決められるようになったで」

「しかしな……幾らなんでも、そうそう簡単に縁を切るってわけにはいかないだろう……。こっちも困るぞ……」

「おとんとは実の親子やない。うちは拾われッ子や。せやから問題あらへん」

「拾われッ子？」

「昔話や。とある赤ん坊が、この家の側のゴミ集積場に捨てられとった。どこぞの阿呆が適当に生んで、育てるアテもなく捨て去ったんやろうな。ゴミ捨て用のビニール袋にくるめられて捨てられてたんやで。信じられるか？　その第一発見者がおかんや。警察も出張ってきてちょっとした事件になったし、小さな新聞記事にもなったらしい。その子どもは一時施設に預けられたが……おかんは子どもを生めない身体やったからな……たまたま見つけた子どもを、天からの授かり物やと思うて引き受けることにしたらしい。それがうちや。せやから正真正銘、うちとおとんはホンマに血の繫がりはない」

　予想外の告白だ。しかし当の栞は大して深刻な風でもなく、飄ひょう々ひょうとした顔をしていた。

　突然の話に、日毬はショックを受けた面持ちをしていた。

　栞は光造を指差す。

「見てみい、おとんの顔を。うちの美貌の欠片かけらも見いだせんで。おとんの遺伝子を引き継がんで、うちは心からせいせいしとる」

「ワシかてオドレが本当の娘やのうてせいせいしとるわ！　それでも食わしてもらっただけ、ありがたく思え！」

　光造も勝ち気だった。

　淡々と栞が宣言する。

「明日、この家を出てくわ。まとめるような荷物も大してない。もう二度と戻ってこん。これからは一人ぼっちで家に閉じこもって、余生を空しく生きるんやな」

「ふん！　家の空気が良うなって気分がええわ！」

　次に光造は、腕で宙を切るようにしながら俺と日毬を威い嚇かくしてくる。

「オドレらいつまでここにおるつもりや！　はよう出ていかんかい！」

　栞と話をしたいところだったが、光造に強く急き立てられ、俺たちは部屋を出るしかなかった。

　俺は頭を下げる。

「お邪魔しました。ご気分を害することになってしまい申し訳ない」

「部外者として話を聞く限り、お互い認め合っている部分はありそうだがな。どちらかが歩み寄ってみたらどうだ？」

　日毬の言葉が、光造の怒りを増幅させたようだった。光造はズイと身を乗り出し、日毬を睨みやってくる。

「帰れ言うたんが聞こえんかったんか⁉」

「……失礼する」

　ついに日毬もリビングを後にした。

　俺と日毬が玄関で靴くつを履いていると、栞が追いかけてくる。

「今日はホテル探すんやろ……？」

「新大阪のビジネスホテルに宿を取ろうと思ってたが……」

　いつも泊まっているビジネスホテルがあったし、新幹線にもすぐ乗りやすい。今日はそこで宿を取るつもりだった。

　栞は食い下がってくる。

「この辺でええやん。少し歩けばちゃんとしたホテルあるから、うちが案内したるわ」

「それは助かるが……」

「そんで明日、どこで待ち合わせすればええのん？」

「率直に言うが……栞をうちが引き受けるのは難しいぞ……。いくらなんでもなぁ……」

「ジジイとの親子関係は解消する言うとるやん。せやから明日、うちも着いていくで」

「気持ちはわかるけど、未成年を勝手に働かせることはできないんだ。何かあったときの責任問題になる。ましてや芸能関連の仕事なんてな……」

　ついに栞は俺の袖そで口ぐちにすがりついてきて、切々と口にする。

「もし面倒がかかっても、二〇歳になればうちも一人前や。頼む、あと一年半だけやから、待ってくれへんか……。その間、うちは下働きをしたってええ。どないや……？」

「……」

「置いていかんといてや……」

　小さく、泣きそうな声で、栞は言った。

「いずれにしろ二〇歳になったって、いちおう親族の保証はもらわなくちゃならんのだぞ。そんなの、どこの会社に就職するときも一緒だろ。誰でも保証人くらい付けるものだ」

「誰かなってくれる。その気になれば、うち、釜ヶ崎のおっさんたち一〇〇〇人の保証つけることだってできるで。今から保証人になってくれるようお願いして回れば、何人でもうちの保証してくれるわ」

「何人でもって……さっき道路で挨拶交わしてたような人たちか？　名前も知らないって言ってたじゃないか。赤の他人だろ……。しかもホームレス同然の人たちじゃないか……」

「名前は聞けば教えてくれる。あないなおっさんたちでも、昔は学者や社長やった偉い人間もたまに交じっとるんやで。ホンマや」

「そんなこと言ったってなぁ……」

　俺は困り果ててしまったが、ここで栞を振り払うわけにもいかない。こちらが誘ったのは確かだし、それに栞はタレントとして開花できそうな素養を持つ惜しい人材でもあった。

　どうしたものかと悩んでいると、突然、日毬が口をはさんでくる。

「栞の保証人なら私がなろう。それでいいのではないか？」

「日毬が……？」

「うむ」

　日毬は大きくうなずいた。日毬は冗談を言うような女の子ではない。

　だが俺以上に、栞が驚いたようだった。

「ジブン……本気で言うてくれてんのん……？」

「私が噓などつくわけがない。生い立ちの話を聞いておいて、私が他人事などと思えるはずもなかろう」

　その日毬の言葉に、栞は毅然とした面持ちになる。

「同情ちゅーなら止めてくれや。うちは自分の出生を悲しい思うたことはあらへん。生みの親がホンマもんの破綻者やったんは間違いないが、それでも美貌の持ち主やったんやろう。その点だけは感謝しとる。それに、その阿呆が捨ててくれたおかげで、おかんにも会うことができたんや。万一、うちが生みの親の方に育てられでもしたら、うちまで頭おかしゅうなってたはずやわ。それ考えたらゾッとするで。異常をきたした阿呆がとっとと手放してくれたんは、うちの人生のなかでも最大級の幸運やったと思う。どこにも恨みを持つ必要はないねん」

「……」

　不意を喰らったような表情で、日毬は栞を見つめた。

　やがて日毬は視線を外し、咳払いをして言う。

「もともと貴公を誘ったのは私だ。『ひまりんプロジェクト』の視聴率回復のために、私は貴公の存在が必要だと思ったからだ。その私が保証をするのは当然の責務だろう。同情以前の問題だ」

「さよか……。なら、ありがたくその厚意、もらっとくで……。その代わり、『ひまりんプロジェクト』にはうちも全力で協力するわ。なんやマスコミどもがえろう騒いどるけど、うちらの力で吹き飛ばしてやろうや」

　栞が日毬を見つめる視線には、今日初めて暖かさがこもっていた。

　俺がクギをさす。

「未成年の保証人なんて初めて聞いたぞ。何の意味もない保証だろうな。しかも日毬の方が年下じゃないか」

「だが私の場合は世間にも認めてもらえている大人と言える。政治結社の総帥まで務めているのだぞ。栞を保証するのに私ほど相応しい人物がいるわけがない」

　日毬は納得せず、俺を見据えてきた。

　いずれにしろ、ここで議論していても始まらない。この問題は、もっと時間を取って考えていく必要があった。

　思案を巡らせ、俺は折せっ衷ちゅう案あんでいくことにする。

「そういう問題じゃないぞ。ともかく、今ここで何もかも決めてしまえるわけじゃない。栞の意志はわかったから、明日は連れていくよ。別に旅行くらいなら未成年だろうとできるんだからな。それで今後のことは東京で考えてみればいい。もっといい方法もあるだろう」

「ホンマやな？　裏切りはなしやで……？」

　決して離すまいと、栞は俺の袖を摑む力を強くした。

「わかってるさ。俺も日毬と同様、適当なことを言ったりはしないよ」

　俺がうなずいたとき、家のなかから怒鳴り声が響く。

「いつまで人様の家の玄関先でガタガタ抜かしとるんや！　はよう立ち去らんかい！」

　栞は敵意に満ちた視線を家のなかに向ける。

「死に損ないのジジイが奥でわめいとるな。気分が悪うなるさかい、さっそく行こうやないか。案内するわ」

　そして俺と日毬は、再び栞に続いて駅の方面へと向かったのだった。
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　栞の案内でホテルへと向かいながら、日毬が尋ねる。

「居間にある仏ぶつ壇だんに女性の写真が飾ってあったが、母上のものか？」

「そうや。二年前に癌でな」

「お悔やみ申し上げたいところだ」

「寿命やったんや。うちが槙野の籍に入ったときは、おかんはもう五〇歳やったからね。……将来は税理士になって、この辺りに新しい産業を育てていくような仕事がしたい思うとったから、中学を卒業してすぐ勉強始めたんやが……ちょうどその頃に死んでしもうた。せやけど、そのおかげでうちも勉強に身が入ったんやな。栞っちゅー名前も、おかんがつけてくれたんや。仰山本を読む子になって欲しい思うて考えたらしいで。なんやその割には、ずいぶん適当な名前な気がするけどな」

「税理士か。大阪下町の産業育成に取り組もうとは素晴らしい心がけだな。見倣うべきところがあるぞ」

「でも、まだ何もやってへん。どこかの税務事務所で修業せな会計士にも税理士にも登録できんのやけど、たまにメディアに呼ばれるようになって、もっと自分にできることがあるんやないかって思うようになってたんや。迷ってた。そこでアイドルの話や。おもろいやないか」

　やや後ろを歩いていた俺は訊いてみる。

「栞が合格してニュースで報道されたのは公認会計士だろ？　税理士より難しいんだよな？」

「……うーん、一言では説明でけへんな。公認会計士として登録すれば税理士としても仕事ができるから、たぶん多くの人は税理士の方が簡単や思うとるはずやけど……実際はそうでもない。税理士試験の方が難しい部分もあるし、会計士試験の方が難しい部分もある。どっちもどっちや」

「じゃあ何で会計士試験の方にしたんだ？」

「おとんが言うたんや。『数年間は会計士の方が受かりやすくなるはずだから、今はそっちにしとけ』ってな。その頃、あないなジジイでもまだ国会議員やったし、いろんな話聞いてたんやろ。で、実際そうやった。せやからこそ、うちも勉強三年目にして合格でけたんやな」

「へぇ……そういうことがあるものなんだな。部外者には試験の何が違うかわからんけどさ」

「税理士試験は何年かかってもええから五科目に合格すればええ。せやけど会計士試験は一発で決まる。税理士試験に通るにはものごっつう記憶量が必要で、会計士試験は柔軟性が試されるんや。たぶんうち、税理士試験の方やったらあと二年は確実にかかってたやろうな。知識量は、税理士試験合格者の方が多いもんや」

「ここ何年かの間で公認会計士が増えすぎて、まともに仕事にもありつけないと社会問題になってるぞ。弁護士もそうだ。国の政策の変化で、会計士と弁護士の試験合格者が急増して、若い資格保有者には仕事がないという話だ」

　そんな日毬の言葉に俺はうなずく。

「変われば変わるものだな。ちょっと前は弁護士や会計士っていえば社会的なステータスは抜群だったけど……永遠には続かないものなんだなぁ」

「そういう国の政策の変化があったから、うちが受かったってことや。せやけど勉強はメチャメチャしたんよ。頭おかしゅうなりそうなほど毎日毎日勉強したわ。一日一五時間以上はやってたんちゃう？　だから今、その反動もあって、少しだけ休息期間を設けよう思うてブラブラしてたんや」

「もしすぐアイドルデビューが無理って話になっても、栞にうちの税務を任せることから始めてもよさそうだな。ひまりプロダクションで頼んでる税理士を紹介するよ。そこでノウハウを吸収しておくといい」

　そんな俺の提案を、栞は一蹴する。

「うちはすぐにでもアイドルになるで。おとんとの縁は切るんやから、保護者うんぬんは関係ない。うちも早くアイドルデビューして、世の中に力を行使できる立場になりたい。ジブンを見てると、とくにそう思う。最近の左はホンマにダメや……」

　栞は日毬に視線を走らせ、ため息混じりに言った。

「左翼がダメなのは思想信条の問題というよりも、時代の流れではないか。昔なら左翼系の学生運動をしていたような層が、今は右翼活動の方に来るようになっただけだろう。とくにネットを中心にして政治的発言をする輩が増えてきた」

「ネットなぁ。右だけの問題やない。左の阿呆かて仰山おるわ。それで自己満足に浸ひたれるなら安いもんなのかもしれへんが……ネットで騒いだって、何にも変わらへんのに……。そないに本気ならどうしてまともな社会で、金持ちになるとか、政治家になるとか、評論家になるとか努力して、影響力を持つ人間になろうと思わへんのやろうなぁ……」

「ネット系の団体から、日本大志会にも『共同戦線でやらないか』とコンタクトがあるぞ。しかし、確固たる思想信条を有しない団体からのアプローチは迷惑だ。左翼が、右翼陣営や保守陣営の品位を落とそうと、一発逆転のために送り込んできた刺客なのではないかとすら思うぞ」

　日毬の話に、栞が失笑する。

「左翼にそないな陰いん謀ぼう巡らす力なんぞ、もうどこにも残っとらんわ。息も絶え絶え、青あお息いき吐と息いき──それが偽りのない左翼陣営のホンマの姿や。夢ばかり語ってる連中が多いせいで、世間からは嘲ちょう笑しょうされ、誰にも相手にされてない。情けのうなるわ」

　俺が口をはさむ。

「思想がないから人が集まるのかもしれんぞ。一元的な情報を真に受けるような層なら尚更だ」

「かつての右翼勢力は任俠団体と馴れ合ってきたところが少なくなかったせいで、そのツケが回って、潜在的な活動家たちを低次元の団体に取られることになったのだ……。まったくだらしがないことだ。ゆえに決して一方だけを責められるものではない。やはり私が正しい右翼団体の旗を高く掲げねば……」

　すかさず栞が突っ込む。

「何が正しい右翼やねん。ジブンのところ、どう見たってファンクラブやないかい。本当に純粋な右翼なんてどんだけおるんや」

「いる。栞は内部にいないから実態がわからないだけだ」

「佐々倉さんとか実際に入ってきたわけだからな。あれだけ詳細に政策を打ち出しているところとか、政権奪取を真面目に検討しているところを考えると、右翼勢力のなかでは、日毬の団体ってかなりまともだと俺は思うぞ。外野から客観的に判断してもな」

　俺の言葉が日毬は不満なようだった。

「まともどころか、日本大志会こそが正しい右翼の姿なのだ。颯斗はまだその辺りのことを理解していないようだな」

「気分を害したらすまん。褒めたつもりだったんだが」

「うちやって、責めてるわけやないで。ファンクラブの方がかえって好ましいと思うけどな。そのくらいの方が人間味があって気持ちええわ」

「左翼から人間味などという言葉を聞けるとは思わなかったぞ。意外なこともあるものだ」

「アホ抜かせ。うちらから見れば、右翼の方が人間味に乏とぼしいわ。国家を語る前に、もっとやることあるやろ」

「教きょう条じょう主義者が何を言う。国家なくして、民衆を守れるわけがない」

「レッテル貼りはコミンテルンの十八番やぞ。そういう部分だけ真似すんな」

「……」

　日毬が何か言い返そうとしたとき、栞が目の前のビルを指差す。

「着いたで。ここがええ。今日はここに泊り」

「早いな。もうちょっと歩くかと思ってた」

「この辺じゃ一番上等なホテルや。ドヤとはぜんぜん違う」

　まだ昼間で時間もあったので、俺は栞に提案する。

「何なら、一緒にメシでも食べないか」

「悪いけど、うちはやることあんねん。明日から東京行ってしまうんやし、いちおう挨拶に回ってくるわ」

「釜ヶ崎に行くのか？　私の今日の予定はもうない。栞に付いていかせてもらおう」

　日毬は強い口調で言った。

「大しておもろいことはないと思うけどな」

「物もの見み遊ゆ山さんに行きたいわけではない」

　日毬は強ごう情じょうだった。

「そないに言い張るなら別にええねんけど……」

「日毬が行くなら俺も付いていかないとな。ホテルに荷物だけ置いてくるから待っててくれ。ところで、こんなスーツで中に入っていくのは場違いじゃないか？」

　そう訊くと、栞は首をふる。

「そうでもないで。そりゃ、スーツ着とる労働者はおらんけど、スーツの見学者なら他にもおるからな。うちが手配したるから心配いらへん」

　それから俺と日毬はホテルに荷物だけ預け、栞に付き従って釜ヶ崎へと向かったのだった。
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　大通りを渡り、釜ヶ崎の区画へと入ってすぐの場所。

　更さら地ちになっている土地の隅に、錆さび付いたプレハブが建っていた。俺たちは栞に続き、そのプレハブへと歩を進める。プレハブ内には使い古したミーティングテーブルや机が並び、流し台も設置されていて、来客を迎えることができるようになっていた。

　椅子に腰かけお茶を飲んでいた中年男性が俺たちを見やり、気楽な声をかけてくる。

「おつかれ、栞ちゃん。お客さん？」

「そうや。この二人、案内したるから腕わん章しょう貸してもらうで」

　栞は言いながら、壁ぎわにぶら下げてある腕章を三つ手に取った。

「ええよええよ、持っていき」

「おっちゃん、うち、手伝うの今日で最後やわ」

　軽い口調で栞が告げると、男性は目を丸くする。

「そうなん？　税理士事務所に就職でも決めたんか？」

「そうやないねん。東京に行くことにしたんや」

「東京やって？　いつから？」

「明日」

「いきなりかいな！　もうちょっとゆっくりでけへんの？　栞ちゃんに挨拶したがる連中もおるやろう」

「そないに仰々しくする必要なんてあらへん。見回りついでに何人かに話せば、それで話は伝わるやろ」

　そして俺と日毬は、栞から腕章を手渡されてプレハブを後にした。

　栞の説明によると、このプレハブに入っているのは、釜ヶ崎のホームレスたちにさまざまな支援をしているＮＰＯ団体のひとつらしい。栞もよく仕事を手伝っているのだという。

　この支援団体の腕章を着けておけば、釜ヶ崎の人々にはこちらの身分がわかるため、とくにトラブルが起こることもないらしい。こんな腕章ひとつで水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうのような効果があるとは俺にはとうてい思えなかったが、ともかく今は栞の方針に従うしかない。
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　腕章を着けた俺たちは、栞のあとに続いてどんどん釜ヶ崎の奥へと足を進めていく。

「この腕章だけで大丈夫なのか？」

　不安に思い、俺は栞に問いかけた。俺たちの姿は妙に浮き立っていたからだ。日毬は変装中とはいえど、なにせ若い女の子二人に、スーツで固めた男一人だ。周りの集団からすれば、どう見ても俺たちの方が逆に怪しい。

「心配しすぎやて。見てみい、誰もうちらのことなんて気にしてへんわ」

　たしかに、通りにはアテもなさげに路上をふらついたり、地面に座ったりしている者がたくさんいたが、誰一人として俺と日毬には関心を持っていなかった。

　たまに栞と顔見知りらしいおっさんが、陽気な笑顔で挨拶してくるくらいだ。その度ごとに栞は一言二言、大阪らしい冗談を言い合って通り過ぎるのだった。

　歩を進めながら栞は説明する。

「いちおう、この腕章つけとけば大丈夫や。こんな路上で事件はおきへんわ。ずっと奥の奥のことまでは知らんけどな」

「そんなもんなのか……」

「栞は先ほどのボランティア団体に所属しているのか？」

　日毬の問いに、栞がうなずく。

「おとんやおかんも手伝ってた団体や。うちらもたまに炊たき出しとかするけど、いろんなボランティア団体がやってくるよ。近くのキリスト教団体の炊き出しとか、どっかのおばちゃんボランティア集団がおにぎり持って回ったりとか」

「うむ。立派な活動だな」

「ここの案内役はうちらの団体が引き受けてんねん。日本中、世界中から学者や役人の見学者が来おるから、こうやってうちらが先導して案内していくんや。研究や行政にここの知識を活かしてもらったりすれば、遠回りなようやけど、こうした現状に何らかの解決手段が見いだせるかもしれへんわけやし」

「世界中から見学者が来るのか」

　意外な話に俺はつぶやいた。

「お偉いさんが結構きおるで。先月なんか、国連やユネスコからも見学者きおった。この腕章つけさせて、うちが案内したったんや。ここの連中の方もみんな慣れとるし、無関心やって」

　日毬が訊く。

「ケータイで写真を撮ったらやはりまずいだろうか。記録に残しておきたいと思っていたのだが」

「止めといてくれるか。顔写真を撮られるとまずい過去を背負ってるおっさんもおる。他にも下手なところにカメラ向けると、ヤクザや活動家が怒って飛んでくるかもしれんよってにな。たとえばほれ、あそこの建物は東征会系也之組の事務所、その二つ隣は極左暴力集団……」

　建ち並ぶ老朽化した三、四階建てのボロビルを、栞は次々と指差し教えてくれた。

「このクソ極左は『革命的プロレタリア共産主義者連盟革命的赤軍同盟革命的青年大隊』っていう冗談みたいな名前や。青年とかついてるけど、おっさんが数人いるだけやで。通称、『革プロ連』。ちょっと有名やね」

「ああ！　これが『革プロ連』か！　へぇ……すごいところにあるもんだなぁ」

　俺は感心して口にした。

　日本でも、年に数件の極左による暴力事件が発生する。とりわけ『革プロ連』は名を馳せていて、かつて主要国首脳会議サミットに砲撃を加えるような事件まで起こした団体だ。破壊活動のみに留まらず、とくに社会共産党を「まがい物」呼ばわりして目の仇にしているらしい。極左暴力事件数が激減傾向にあるため、大手メディアはあまり扱わなくなった話題だ。

　俺は首をかしげる。

「これで危険じゃないって感覚が俺にはわからんな」

「感性の違いってだけや。昼間なら、こっちが大人しゅうしてる限りマズイことはあらへん。そやからこそ、ここに逃げてくる人が後を絶たないんやろうなぁ……。ほれ、ここ小学校や」

　堅けん牢ろうな壁に囲まれた大きな建物に栞は手をかざした。

　壁はいかにも頑丈で、しかも壁から水が流れる仕組みになっていた。この水のおかげで、学校の周りだけにはホームレスが集まれないようだ。小学校には見えない。

「うちもここに通っとった。せやからこの辺のおっさんたちに顔なじみ多いねん。古い連中はみんな知っとる。冬の朝、登校してくると、人が凍死してたりすることもあった。それが顔なじみやったりして、なんとも言えん気持ちになったもんやわ。行政が把握してる数だけでも、凍死者は毎年一〇〇人を超える言われとる」

　栞に続いてさらに歩を進めてゆく。

　大きな通りの壁沿いに、風呂敷のようなものを広げた男たちが座っているのが見えた。

「ほれ、泥どろ棒ぼう市いちや。朝の方が繁盛しとるんやけど」

　そう言って栞は、側の一人に近づいていく。

　地べたに座るおっさんは風呂敷の上に時計を三つ置いていた。売り物のようだ。

　栞に視線を上げたおっさんは、気楽な調子で声をかけてくる。

「今日も案内かい。ごくろうさん」

「おっちゃん、これ本物なんか？」

　栞はアゴで時計を指し示した。

「本物も本物。素人さんやと偽物って思い込んでて絶対買うてくれん。むしろプロに買いに来てもらった方がええねんけど。たまに中古ショップのプロが買いにきてくれるから、それ待ちや」

　ふと俺に視線を走らせたおっさんは、前に時計を出して促してくる。

「兄ちゃん、これ、どないや？」

「幾らです？」

「ごっつう安っすいで～。たったの一億万円やねん」

　どう反応しろというのか。

　大阪の商人は万とか億の単位が大好きだ。その二つをハイブリッドさせたらしい。関西人のこのノリにはついていけない。

　横からすかさず栞が突っ込む。

「そないな単位あらへんがな。ええとこ、一〇〇〇円くらいちゃうの？」

「とんでもあらへん！　そないな値段で売ったら破産してしまうがな。よし兄ちゃん、こうしよ。一〇万でどないや？　ちゃーんと鑑定書も付いとるで」

　おっさんは本気で俺に売りつけたがっているようだった。

　俺はしゃがみ込み、時計を手に取ってあらゆる角度から確認してみる。

　ロレックス。いかにもアジア的成金っぽいから、織葉の家風には合致しない。オヤジは一〇〇〇万円を少し超えたくらいのクレドールを長らく愛用しているし、俺は蒼通時代に二〇万円で買ったグランドセイコーをそのままはめているだけだ。さまざまな見地から、それで必要にして十分。

　だがしかし、良品を見分ける目は持っているつもりである。このタイプのロレックスなら、おそらく一〇〇万から二〇〇万くらいはするはずだ。本物なら、どこかの中古ショップに持ち込むだけでも数十万円の値は付きそうなものだが……盗品だから彼らが直接持ち込むことはできないのだ。

　間近で見ても……これは本物に見える……。プロでも判断がつかないのではなかろうか。十中八九、本物であると思えたが、偽物の可能性も振り払えない以上、いくら安くても俺は買えない。

　こういうのは最終的に人間対人間の取引になる。商品そのものではない。過去に幾度も取引を重ねて信頼できる相手だとわかっていれば、そこで初めて購入に踏み切る決断ができるというわけだ。一見の客は手を出してはいけない。

　栞が訊く。

「どこで手に入れてん？」

「ゴミ捨て場で拾うたんや」

　飄々とおっさんは答えた。

「噓こけ。んなもん鑑定書付きで落ちてるかい」

「ホンマやて。ワシ、日頃の行いがええからな」

「呆れて物も言えんとはこのことやわ。うち、今日でここ最後やねん。明日から東京や。みんなによろしく言うとってや」

「東京？　ええねえ！　栞ちゃんならきっとやれる思うとったわ。こないな場所で燻ってちゃいけんよ」

　栞が何をするかまで伝えていないのに、おっさんは栞の東京行きを褒め讃えた。それからおっさんには購入する勇気がないことを率直に伝え、俺たちはその場を離れた。

　さらに栞に案内され、こぢんまりとした公園や、テレビが設置された集会場のような場所、仕事や賃金をやり取りする老朽ビルを連れ回してもらった。そもそも釜ヶ崎自体は非常に狭い地域なので、歩いてすぐに回れるのだ。

　労賃の受け渡し場は鉄てつ格ごう子しで防御を固めており、暴動が起こっても容易くお金が取られないような仕組みになっているのには驚かされた。また、意外とメシ屋が点在していて、屋台では海鮮丼が二〇〇円、カツ丼が二五〇円など格安で売られている。

　たびたび巡回の警官らとも擦れ違い、栞は親しげに挨拶を交わしていた。普段街で見る警官よりも武装を固めているようだったし、必ず複数人で行動しているのは印象的だった。

　釜ヶ崎を一周するように巡りながら、やがて俺たちは昭和初期の街工場のようなところに辿り着いた。設備は古めかしく、大型機械のようなものが並んでいるわけでもない。半田ごてなどが中心の作業場のようだ。

　挨拶もせず、栞はずけずけと町工場の奥へと入っていった。工場側も、俺たちが乱入したことを不自然に思う様子はなさそうだ。この工場側は、案内されることに慣れきっているのだろう。

　立ち働いていたのは八人ほど。中高年が多い釜ヶ崎にあって、ここでは意外にも二〇代の若者まで交じっている。

「ここは町工場や。自転車や工作機械の部品を作っとる。この釜ヶ崎内で、少しでも雇用を増やそうっちゅう取り組みのひとつやな」

　俺たちにそう説明したあと、すぐ側で腰を丸めて作業をしていたおっさんに栞が声をかける。

「おっちゃん。うち、今日で最後の案内なんや」

　タオルで汗を拭ったおっさんは、立ち上がって言う。

「おー、そうなのか？　今後の予定、何か決まったのか？」

　大阪訛りはなかった。標準語のニュアンス。

「明日から東京に行くことになったわ。実は今日決めたばっかりなんやけど」

「東京のどの辺？」

　そんなおっさんの質問に答えられず、栞が俺に訊いてくる。

「どの辺や？」

　代わりに俺が応じる。

「原はら宿じゅくのあたりです。最寄り駅はＪＲ原宿駅か、東京メトロ明めい治じ神じん宮ぐう前まえ駅ですね」

「いいとこに引っ越すんだなぁ。俺、一〇年前まで高こう円えん寺じに住んでたんだよ。ゴチャゴチャしてたけど、結構好きだったな」

「高円寺ってどこや？」

　首をかしげた栞に、おっさんが言う。

「向こうで暮らせばわかるよ。原宿界かい隈わいに住むなら、縁がない場所だろうけど」

　にわかに興味が湧いて、俺は訊いてみる。

「どうしてこっちに？」

「それが結構な負債背負っちゃってねー。二〇〇億くらい返せなくてさ。ここまで逃げてきた。これ以上は内緒ね」

　おっさんはあっけらかんとして、笑いながら言った。

「逃げてきたんですか……？　危険な筋に追われてるなら、ここだと逆に見つからないですか？」

「いやいや、ヤクザとかに追われてるわけじゃないから、別に隠れる必要はないんだけど。銀行とか親族とか、いろいろうるさくて。何もかも嫌になっちまってさぁ。まぁ、俺には勇気がなかったんだな」

　経営者だったんだろう。俺にとっても、まるっきり他人事とは言えない。

「勇気って、どういう意味です？」

「そりゃあんた、自殺する勇気に決まってるだろうが。死ぬのは一向に構わないんだけどね、痛いのが嫌なんだよ。俺、弱虫だからさぁ」

　そう言うおっさんの顔には悲愴感など微塵もなく、至ってサバサバしたものだった。

　おっさんは自分を指差し、軽い口調で言う。

「俺が日本の最底辺。でもね、人生の最底辺がこれだと考えると、意外と悪くないもんだよ。ああ、こんなもんかってな。今は気楽に過ごせるし、何もかもから解放されて結構満足してるけどね」

　すかさず栞が口をはさむ。

「そら、おっちゃんの誤解やで。釜ヶ崎には、行政によって莫大な予算が投入され続けとるんや。せやけど国や大阪の財政やって今後はわからんやろ。ここにぶち込まれる予算が減れば、今よりもっと悪うなる。先のことはわからんで」

「いいよ、その時はその時で。なるようになるって。ここで暮らしてると、どんなことがあっても何とかなる気分になるし。最悪、その辺の道で寝りゃあいいんだ」

「予算が投入されてるようには思えんけどな……」

　俺が言うと、栞は応じる。

「いいや、事実としてかなりの予算が費やされとる。広く行き渡っとるように見えへんのは、いろんな利権があるせいやろ」

「だから大阪はダメなんだ。どうして放置したままにしておくんだ」

　日毬が怒り始めた。それを栞が押し留める。

「言うなて……。うちかてわかっとるさかいに……」

「大手メディアじゃどうせ扱わない話だから、それこそ紅旗新聞が利権を暴いて活躍できるんじゃないのか」

　そう俺は言ったが、栞は肩をすくめる。

「うちはたまに小さなコラム書いとるだけやし、知らんわ。それにな、社会共産党ってのは敵に囲まれてるさかい。これ以上、敵を作るのは勘弁やで……」

　栞は言葉をにごらせた。

　おっさんは話を切り替える。

「で、栞ちゃんさ。東京行って何するんだ？」

「うち、アイドルになることにしたんや」

「アイドル？　なんだよそれ？　本当の話？」

　俺が代わりに応じる。

「本当です。うちの会社、芸能プロでして。今日、関西放送で栞と一緒に仕事しまして、そのときにスカウトしたんですよ。どこまで栞が活躍できるかは運次第ですが……」

「へ～、そんなことがあるんだなぁ！　じゃあこれからは関西系列でときたま栞ちゃんを見かけるだけじゃなくて、全国ネットで流れるってことだろう？」

「そういうこっちゃ。えろう活躍すると思うで。こっちで場数は踏んでるさかい、余裕や」

　栞は自信満々だった。

　おっさんは働いている従業員らに声をかける。

「おーい、みんな、ちょっと休憩。集まってくれ」

　そして皆を集めたおっさんは、栞が明日には東京に行ってしまい、芸能活動に入ることを説明して聞かせた。

　みんな瞠どう目もくしつつ、別れを惜しんで声をかけてくる。

「何かあったら東京でもどこでも駆けつけたるで。ここの連中が本気で団結すりゃ、ヤクザや警察にやって負けやせんよ」

　一番若い従業員が言う。

「みんな栞ちゃんのファンやってん。俺たちの分まで頑張ってや」

「ま、大船に乗った気持ちで待っといてや。毎日のようにうちを全国ネットで見るのはすぐやろ。うちは実力者やさかい、その気になれば全国制覇なんて一瞬やで」

　栞も気分が悪くなさそうで、得意げにそう宣言した。
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　夕方。

　うっすらと暗闇が差し込み始めた釜ヶ崎の区画を出て、栞の案内でホテルの側のメシ屋へと入っていた。

　頼んだメニューは、俺がビフテキ定食七〇〇円、日毬は焼き魚定食四五〇円、栞はオムライス五〇〇円である。俺のビフテキは、やたら分厚い肉のステーキだ。たぶん世間相場で二〇〇〇円しても不思議ではない。味もなかなか美味くて驚いた。釜ヶ崎のなかにある商店や屋台と比べればずいぶん高いが、それでも世間一般と比べればまだまだ安い。

「ホルモン焼きとか安くて美味いところ仰山あるけど、ジブン、肉は好みやないんやろ？」

　オムライスをスプーンで口に運びながら、栞は日毬を見やった。

「うむ。ずっと粗食ばかりだったから、脂っこいものはどうしても慣れないんだ。栞は肉をよく食べるのか？」

「そうでもないよ。うちは貧乏やから自炊やねん。米炊いて缶詰だけのときもあるで。外からの客は、その辺のホルモン焼き屋やモツ鍋屋に連れていくと喜ぶってだけや」

「最近まで父上が国会議員だったのに、貧乏というわけもないだろう。議員歳費は二〇〇〇万あったはずだ」

「うちの家、見たやろ。蓄財には興味がないんよ。党へも多額の寄付をしてきたし、自分が面倒みてるドヤにも金突っ込んできてるから、スッカラカンや」

　国会議員でも集金能力がないと、政治活動に懸命に取り組むほどお金に困こん窮きゅうし、四苦八苦している議員は少なくない。ましてや奉仕に近い活動にもお金を投入していたら、貯めるような余裕などないだろう。

　日毬が言う。

「共産党員でも上層部は金持ちが多いと思っていたが。裕福で勉強ばかりしてきたインテリが上層部を独占しているようなイメージが私にはあったぞ」

「そら、ごっつう金持ちもおるで。おとんも地主で、それなりに悠々自適なはずやったんやけど……阿呆やったんやな」

「立派な人物ではないか。私は社会共産党を少しだけ見直した。そのような人物が支えていた党なら、話を聞くだけの価値があるというものだ」

「党を追われおったけどな。そんでも献金は続けてるみたいやけど。あそこまで老体になると、もう生き方変えられんのや……。一生涯を活動家として全うするって決めてるんやないの」

「父上が党を離れたのに、栞は党に留まったままなのか？」

「忠誠心みたいなもんは、もうないな。せやけどやっぱり、うちはマルクス主義者やし。他にどこかあるかちゅーたら、ありゃせんわ。おとんにも、そのまま留まるように命令されたしな。まぁ、そんな命令破ったってええんやが……」

「共産主義なんて形が美しいだけだ。人間の血が通っていないまやかしだ」

「ジブン、ホンマに共産主義が嫌いなんやなぁ。そこまで憎まれる筋合いはない思うんやけど」

　栞は怒った風でもなく、淡々と言った。ほんの数時間前なら喧嘩に発展しそうなやりとりだったが、槙野宅を訪問した直後から二人を取り巻く空気は打って変わっていた。日毬が保護者を名乗り出たことで、栞の印象が一変したのだろう。

「共産主義は革命のための鋭利な武器のひとつにすぎない。貧しい者や不平分子にとって、階級をひっくり返せる武器なら何でもよかったのだ。しかし、その武器の怪しい美しさ故に、インテリがコロッと騙されてしまう。栞の父上は個人としては立派な人物かもしれないが、理想を夢見るインテリだったのだろう」

「おとんはロマンチストの成れの果てや。それは認める。あないな風にはなりたないわ」

「それにしても、記事で見た槙野光造はもっとふてぶてしい印象があったぞ。実像はまったく違うものだな」

「実際、現役時代のおとんは偉ぶってたみたいやぞ。高慢なせいで敵が多かった。もちろん今やって尊大やが……。せやから党内で煙けむたがられて、反対勢力に仕掛けられたんやな。自業自得な側面もあるやろう」

　二人の会話を聞きながら俺は思った。日毬と栞の思想は折り合わないが、同じレベルでの話が成立してくれるので、お互い良い友達になれそうだ。熱心に会話する二人の様子が、俺には微笑ましく思えた。

　ふと栞は俺に視線を向けてくる。

「さっきからジブン、黙ってばかりやな？」

「いや、二人の政治話に水を差しちゃ悪いと思ってな。日毬や栞から見れば、俺なんてノンポリ同然だしさ」

「これからは何て呼べばええんや？　社長やと思うたが、日毬は呼び捨てしとるようやし」

「何でもいいよ。好きに呼んでくれ」

「ならうちも呼び捨てでええな。颯斗か。そうしよ」

　どう呼ばれようとも構わない。社長と呼ばれたからといって、少しでも誇らしい気分になるわけでもない。ひまりプロダクションは大組織にするつもりは毛頭ないから、上下関係に厳格になる必要はまったくないし、タレントこそが第一であるべきだった。タレントがいてこそ会社が成立しているのだ。

　日毬が訊いてくる。

「釜ヶ崎、ぐるりと回ってみて颯斗はどう思った？」

「スーツ着て回るのは、場違いな感じがしてドキドキしっぱなしだった。こんなに緊張したのは初めてかもしれない」

「ホンマ大げさやなぁ！　地元民のうちが一緒なら大丈夫やって。普通に生活しとるファミリー世帯やて大勢おるわ。しょせん日本やからな」

「私は勉強になったぞ。今までさまざまな場所に足を運んできたが、ここほど私の糧になった場所はない。一日でも早く日本大志会で政権を獲らなくてはいけないと、私は想いを新たにしたところだ」

　真剣な面持ちで日毬は言った。

　しかし栞は納得しない。

「アホ抜かせ。右翼が政権を獲ったら釜ヶ崎を切り捨てるに決まっとる。いろんなもんを切り捨てて、強い国家を創ろうちゅーんやろ」

「そんなことはない。私は貧富や人種の違いによって差別するようなことはしない。真の武士道の持ち主は、弱い者に心を痛める高貴な精神を持っているものだ。私が強権を持って統治機構を整備するからこそ、釜ヶ崎は今よりずっと良くなるだろう。私には自信がある」

「ホンマかいな。そないな話、うちは信じんで。右翼の戯ざれ言ごとや」

　俺が説明する。

「日毬の掲げてる政策は社会主義的な部分もあるよ。核武装とか言ってるから、国家主義が色濃いように見えるだけで」

「日本大志会は社会主義政党ではない！　どうも颯斗は誤解ばかりしているようだ。いずれ詳しく日本大志会の政策を語って聞かせねばならない……」

　日毬が怒り心頭になりかけたので、慌てて俺は謝罪を繰り返した。日毬は不満げだったが、ひとまず納得してくれ、再び栞との議論を再開させた。

　それから俺は、二人が食事を摘みながら政治話に明け暮れるのを見守ったのだった。
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　翌朝、隣の部屋に宿泊する日毬に電話をかけ、ロビーで落ち合った。

　このホテルはモーニングサービスとして焼きたてパンをロビー隣の食堂に並べていたので、そこで軽い朝食をかき込んだ。

　そして八時半を回ったころ、俺たちはホテルをあとにした。九時に迎えに行くと栞には伝えてある。これから栞を引き取って東京に戻れば、ゆっくり移動しても昼過ぎくらいになるだろう。日毬の仕事は六本木で一四時だから、ちょうどいい時間帯だ。

　ホテルから釜ヶ崎はすぐである。

　朝はスーツを着たサラリーマンが小走りに駅に向かい、出勤していく姿がチラホラ目に留まった。どこの都市でも見られる普通の出勤風景だ。周辺部にはファミリー層も少なからず住んでいるのは本当のことらしい。

　だが気のせいか、駅界隈の大通りに突っ立っている労働者の姿も多い気がした。なかには俺を指差して会話を交わす労働者の姿も見える。いや、俺の意識しすぎだろうか……。

　栞の家の前に着くと、中から声が聞こえてきた。くぐもった声はハッキリと聞き取れないが、どうやら喧嘩中のようだ。

　喧嘩終了まで待とうかとわずかに躊躇したが、いつ終わるかもわからない。意を決してインターフォンを押すと、ドタドタと音が聞こえ、すぐに栞が顔を出した。

「おはようさん。待っとったで」

　栞は肩で息をしていた。喧嘩のせいで興奮しているのだろう。

「おはよう。外まで声が聞こえたぞ」

　そう俺が言うと、栞は視線を背ける。

「……いつものことやねん」

「改めて念押ししておくけど……タレント契約するにあたっては、やっぱり親御さんの了解を得てもらいたいところだ。日毬が保証人ったって、どっちも未成年なんだからな」

「せやから、親子の縁は切るちゅーてるやろ。東京行ってから考えるわ。準備ええで。うち、いつでもいけるわ」

「いちおう俺としては、槙野先生に一言ご挨拶させてもらいたいが」

「ええて。事を荒立ててまうし、やめといてや」

「そういうわけにもなぁ……」

　そんなやり取りをしていると、奥から光造が半身を乗り出すようにして、俺たちに向け怒りを露あらわにする。

「何しにきよったんやボケどもが！」

「うるさいんやクソジジイ！　はよう死ねちゅーたのがわからんのかいな！　くたばりぞこないが！」

　栞のキンキンに響く声が玄関にこだました。

「なんやとぉ！　オドレなんぞもう出ていけや！」

「出てくちゅーてるやろ！　もう二度と戻って来ん！」

「ボケがいなくなってくれるんやったら、せいせいするわ！」

　ついに光造は玄関までやってきて、栞と間近で睨み合い始めた。部外者の俺たちの前で、こうまで露骨な親子喧嘩をされると対応に困るのだが……。

　黙っているわけにもいかず、俺は光造に頭を下げる。

「おはようございます。責任を持って栞さんをお預かりします。栞さんなら、いずれ必ず芸能界で一定の地位を築けるはずです。できましたら、保護者として同意の旨、一筆頂けたらスムーズなのですが……」

「何が芸能界じゃ！　一筆なんぞするわけなかろうが！」

　光造が怒鳴り散らすと、栞が悔しげに唇を嚙む。

「くっそジジイ……」

「えろう気分が悪いわ！　ワシは散歩行ってくるで」

　そして光造は、俺と日毬を押しのけるようにしてサンダルを履き、玄関を出て行こうとした。

　その背後から、栞が冷たく声をかける。

「今生の別れや。さらばやで、ジジイ」

「ふん！」

　光造は肩を怒らせて、街の雑ざっ踏とうのなかへと姿を消していってしまった。

「なんやあの態度……腹立つで～……。せやけどもう一生あの顔を見なくていい思うと、気分が晴れ晴れするわ」

　忌々しげに栞は言い放った。

「……」

「……」

　俺と日毬は置いてけぼりで、困って顔を見合わせることしかできなかった。

「少しだけ待っといてくれる？　ホンマにホンマの最後やから、おかんに線せん香こうの一本でもあげておきたいんや」

「私もあげさせてもらおう。いいだろう？」

　そんな日毬の言葉に栞は戸惑う。

「それはええねんけど……」

「俺もだ。大事な娘を預かるんだし、ご挨拶のひとつもしておかないとな」

　そして俺と日毬は再び槙野宅へと上がり込んだ。

　申し訳程度の座敷に、小さな仏壇。畳は古びて擦り切れていたが、仏壇の掃除は行き届いているようだった。

　俺と日毬が先に線香を上げて、続いて栞が仏壇の前に座った。

　もぞもぞと栞は何か口にしているようだが、小さな声で聞こえない。俺と日毬は畳に正座し、栞の背中を見守った。

　品のよさそうなお婆さんの遺い影えいが飾ってある。年齢だけならお母さんというより、祖母に相当するのは間違いない。

　三分ほどして、栞が顔を上げてこちらを振り返る。

「すまん、なんや長引いてしもうたわ。もうええで」

「もっとゆっくりしていいのだぞ。スケジュールには余裕がある」

　日毬に続き、俺も腕時計を見ながら言う。

「ここを出るのは三〇分後でも間に合う。俺たちは待ってるから、好きなだけ向き合っていい」

「……さよか。なら、もう少し……」

　再び栞は仏壇に向き合った。

　その間、結局、光造は戻ってこなかった。いや、仮に家に戻ってきたとしても、俺たちの気配を察してまたどこかへ去ってしまったのかもしれない。

　それからおよそ一〇分。栞は顔を上げ、遺影をまじまじと見つめた。

　そして意を決したように立ち上がる。

「今度こそホンマに行こう。待たせて悪かったわ」

　玄関の扉を閉めると、栞はサッパリした顔になっていた。

　外に出てみれば、なぜか栞の家を窺うようにして、チラホラと労働者やホームレスの姿があった。ここは釜ヶ崎の外れの住宅街で、地区の雰囲気も微妙に違っているのに、ここまで労働者が溢れでてくるものだろうか。

　俺たちの姿を認めた労働者たちは、後じさりしながら言葉を交わしていた。なぜか栞と視線が合うとあからさまに驚き、サササッと逃げ散っていってしまった。何だろうか。

「なんやねん、今の。挨拶したろ思たのに」

　栞は奇妙な顔をして、首をかしげた。

　日毬が訊く。

「栞、何かしたのか？　なんだかビクビクしているようだったぞ」

「さあ。よく知ってるおっさんたちやったんやけど」

　他愛無い話を交わしながら、俺たちは駅へと向かった。俺たちが来たときのように、通りに突っ立つ労働者の姿はもうないようだった。

　大通りの向こう、新今宮の駅が見える。

　信号が青になったが、俺たちは渡るのを躊躇した。

　どういうわけか駅前には、異様なほどの人ごみが溢れていたのだ。しかも、おっさんの数が多い。おばさんや若者もいるが、圧倒的におっさん比率が高かった。いったい何事だろうか。

　各人各様、さまざまな出で立ちをしている。労働者風の恰好だったり、つなぎだったり、ジーパンにＴシャツだったり、両腕から彫りを覗かせたヤクザだったり、ボロボロの服を身につけている人がいたり……しかもなぜか警官の姿まで幾人か交じっていて、この異様な集団をとくに制止もしていないようだった。

　その周りにはスーツ姿のサラリーマンやパチンコに向かう爺じいさんたちなど野次馬も交じり始めており、駅前は大混雑の様相を呈していた。

　その特異な状況を見て、俺は栞に確認する。

「お、おい……今日ここで何かイベントでもあるのか？」

「なんやろ……。うちは知らんで……」

「敵意はなさそうだが……。皆、栞を見て微笑んでいるぞ。栞が今日、東京に出ていくのが伝わって、送りだそうとしてくれているのではないか？」

　日毬はそう指摘したが、栞は首をふる。

「んなまさか……」

　意を決して俺たちは横断歩道を渡った。

　大通りを横断した瞬間、俺たちの目の前で横断幕が翻ひるがえる。横断幕の文字が大きく躍おどっていた。





栞ちゃん！　俺たちの分まで




頑張ってや！






「う、噓やろ……」

　栞は毒気を抜かれたようにつぶやいた。

　茫然としたまま俺たちが群衆の前に立つと、ズラリと整列したおっさんたちのなかから、一人が進み出てきた。

　町工場で受け答えしてくれた、元東京のおっさんだ。汚れた作業着でマイクを持ち、なぜか一〇〇円ショップで仮装用に売っているような蝶ネクタイをしているのが奇妙だった。

「えー、ただ今より、俺たち釜ヶ崎の希望の星──槙野栞の前途を祝して、盛大に送別会を執り行わせて頂きます！」

　一帯に響くマイクでの音声。

　日毬の拡声器を使った演説にも負けない騒音だった。

　おっさんは一同を振り向き、言い放つ。

「さあ諸君、栞ちゃんに言葉をかけたい者は遠慮なく名乗り出ろ！　早い者勝ちだぞ！」

　すると、猛然と進み出てきたおばちゃんが、おっさんから強引にマイクを奪い取った。さすがは大阪のおばちゃんである。

　マイクを片手にしたおばちゃんは、もう一方の腕を必死に振りながら声を上げる。

「まだこんなに小っちゃい栞ちゃんが、毎日うちのタコ焼きを買いに来てくれたんを、昨日のことのように覚えてます。栞ちゃんが東京でアイドルになるって聞いて、うちは何でかしらんけど、嬉しくて泣きそうになりました！　ホンマ嬉しいわぁ！　うちらはみんな、栞ちゃんがとーっても優しい子やって知っとるから。これからもずっと、天使みたいな心の持ち主でいてください」

　入れ替わるように側のおっさんがマイクを受け取った。

「ワシ、ここに来たときから栞ちゃんのこと知ってんねん。もう一五年やで。ええ歳になったちゅーのに、まだ生き長らえてること自分でも信じられんわ。せやけど、ランドセル背負ってたころから栞ちゃんを知ってるんだけがワシの自慢やねん。ワシこんな風やけど、勝手かもしれんけど、栞ちゃんに夢託たくさせてもらうわ。いつ死んでもええ思うとったけど、死ねなくなったわ！」

　それからおっさんやおばちゃんらがマイクを奪い合い、栞に向けて一方的に、思い思いの言葉をぶつけていった。

　言葉のひとつひとつが心に染みいってくる。陳ちん腐ぷな言葉ばかりなのに、グッと胸に響くのはなぜだろう。

　その言葉を受け止める栞は必死で涙を堪えて打ち震えており、日毬はしゃがみ込んで泣きっぱなしだった。

　やがてマイクを手にする者のなかでは珍しく、二〇代の若者が栞の前に立った。町工場で見かけた青年だ。

　若者は声を大にして叫ぶ。

「栞ちゃん！　今やから言うけどホンマは好きやった！　俺ここに来て二年やけど、初めて見たときから好きやったんや！」

　周りからは「ヒュー！」という茶化したような声や、「よう言った！　男前！」などという合いの手が湧き立ち、人々は大いに盛り上がり始めた。

　ついには別の若い男も進み出てきて、マイクをかっさらう。

「俺も好きやったんやー！　チクショー！　栞ちゃんみたいにメッチャ別嬪な嫁さん貰えるよう、俺ももう一度頑張ってみるわ！　おおきに！　おおきに栞ちゃん！」

　駅前は大変な騒動に発展し始め、マイクを待つ人々はいつまでも尽きそうになかった。野次馬までが膨ふくれあがっている。

　ついにはサイレンを響かせたパトカーが何台かやってくるまでになっていた。しかも、機動隊の車両まで続いているではないか！

　警察は、釜ヶ崎発の暴動が始まるのだと誤解したのかもしれなかった。このままでは、群衆に交じっている警官は職務怠たい慢まんになってしまいかねない。

　俺たちも、ずっとここに釘付けになっているわけにはいかなかった。別れを惜しむ人々には申し訳ないが、俺は町工場のおっさんに近寄り声をかけ、そろそろ向かわなくてはならないことを告げた。

　おっさんは納得し、演説が終わったおばちゃんからマイクを奪い取り、それを俺に譲り渡してもらった。

　俺は打ち震える栞の許に行き、マイクを差し出す。

「ほら栞、言葉聞かせてやれ」

「うちはええ……どないな言葉かけろっちゅーねん……」

　栞は必死で涙を堪えていた。

「最後だろ？　ここにいる全員、栞の言葉を聞きたがってる」

「い、いやや……」

「アイドルとしての初仕事だ。うちのプロダクションに所属して初の業務命令だと思ってくれ。やってもらうぞ」

　最初、栞は恨めしげな視線を俺に向けた。しかしやがて視線を上げたり下げたりを幾度か繰り返し、決意したようにマイクを握りしめた。

　栞はマイクを持ち上げ、声を震わせる。

「……アホやなぁ……。こないなことして、交通妨害やないかい……。周りえろう迷惑しとるで……。ホンマに阿呆や……」

　そこまで言った途端、ついに耐えられなくなった栞は泣き出してしまった。必死で堪えていたため、喋るのを躊躇していたのだろう。

　周りに集まる全員が、栞の言葉を聞けて満足そうな表情を浮かべていた。

　俺はマイクを栞から受け取り、町工場のおっさんのところへと返しにいく。

　町工場のおっさんはマイクを手に一同を振り向く。

「さあ、最後だ！　皆々様、お手を拝はい借しゃく！」

　おっさんは辺り一面を見渡し、いっそう声を大にする。

「さん、さん、ななびょーし！　よーい！」




　チャチャチャ、チャチャチャ、チャチャチャチャチャチャチャ！

　チャチャチャ、チャチャチャ、チャチャチャチャチャチャチャ！

　チャチャチャ、チャチャチャ、チャチャチャチャチャチャチャ！




　息の合った拍手が、三度にわたり、新今宮駅一帯に高らかに響き渡った。





◇






　電車のなか、俺は窓から釜ヶ崎の方面を見やり口にする。

「ここぞというときの団結力はすごいものがあるな……。ビックリしたよ……」

「うちはあの連中を見捨てることはでけん。それを忘れれば、捨てられていたうち自身を見捨てることになる」

　栞も窓の外に視線をやり、続ける。

「うちの夢はただひとつ。釜ヶ崎を復興させることや。あないな街やけど、それでもうちの故郷なんやわ……」

「なら、税理士なんて言ってる場合じゃないな。政治家になるのが一番早そうじゃないか」

「おとんには、政治家になんぞなるな言われてきた。だからうちも考えへんようにしてきたんや。せやけどやっぱり、そうなんやろうな。日毬をちょくちょく雑誌やテレビで見て、えろうむかついたんやけど……自分もこいつみたいになれるかなって──」

　そう言いながら、栞は隣でうずくまる日毬を見やる。

「ジブン、いつまで泣いとんのや……？」

　そう問う栞の声には優しさがこもっていた。

　日毬はずっと泣き通しだった。腕で涙をふきながらも、日毬は必死で口にする。

「泣いてなどいない……！　左翼のために流す涙など私にはない。ちょっと大きな欠伸あくびをしただけだ」

「ああそうかい……。なら好きなだけ欠伸しとき」

　栞は再び窓の外に視線を走らせ、淡々と続ける。

「人が行き着くその先は、社会主義しかないとうちは思う。あそこのおっちゃんたち、そないに悪いことしたんかい」

　涙を振り払った日毬が、栞を睨みつける。

「寝言は休み休み言え。あのような人々を守ることは、国家に力がなくてはできないことだ……。我が国に力があった時代、彼らにはたくさんの仕事があったはずだ。しかし今、日本には力がないからこそ、手を差し伸べる余裕がなくなってしまっている。国家を強くすることだけが、真に弱者を救う道なのだ」

「ジブンがよう言うてるように、うちは国体とか、国家の力には関心がないんや。民主主義やろうが、天皇の制度やろうが、神楽日毬の独裁やろうが、うちは別に構わへん。ぶっちゃけ、うちは社会共産党の政策すらどうでもええ。反対とか何もない。ただうちは普通の人生やなかった思うから、普通の日本人ちゅーの、そういうの感じられへんかったし、ようわからんのや」

「痴しれ者ものめ！　国家の力なくして民族を守れるわけがない。国家国民を滅ぼす左翼の絵空事を、命を懸けて阻む使命が私にはある。バカ左翼の理想主義こそが民族を堕落させ、すべての人に厄災を招き、国民を苦難に陥おとしいれることになるのだ」

　日毬が睨む視線はさらに険しさを増した。

　珍しく栞は反抗せず、鼻はな頭がしらをかく。

「まぁ、そうなのかもしれへん。国家のことを、日毬ほど真剣に考えてる自信なんてないで。ただうちは、よく顔を見知った連中を助けてやりたいだけや。たぶん……うちみたいなのが、育ちが悪いっちゅーんやろうな。ええよ、はみ出し者でも。事実なんやから、しゃーないねん」

　それから二人は口やかましく議論を始め、空いた電車に揺られながら新大阪駅へと向かったのだった。

　二人の主張にはまったく折り合う部分はなかったが、存外に仲良く見えるから不思議だ。二人は芸能プロダクションの同僚という関係を超えて、良い友達同士になってくれるに違いない。
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　新大阪駅。

　グリーン車のチケットを三枚と、ペットボトルのお茶などを買い、俺たちは新幹線に乗り込んだ。

　新大阪が始発の新幹線で、発車まで一〇分弱。グリーン車にはぽつぽつと人がいるくらいだ。

　指定の座席で荷物を整理していると、栞の携帯が鳴った。

「おとんや……」

　画面を確認した栞はつぶやき、携帯に出るや否や声を怒らせる。

「なんやねん⁉　ここに来て嫌がらせの電話かいな！　東京着いたら弁護士立てて、きっちり親子の縁を切るさかい、それまで待っといてや」

　ふいに栞の声音が変わった。

「いる？　新大阪駅にか？　何しに来たん？」

　光造がここに来ているということだろうか。

「うち、新幹線のなかやねんで……。出発前やけど、もう乗ってるわ。……うん？　東京行のぞみ二〇二号一〇号車やけど……。ホームに？」

　栞は不安げに、俺と日毬を見やってきた。

「……おとん、来とるて」

「どこに？」

　俺は椅子から腰を上げ、訊ねた。

「ホームに向かってるっちゅーねんけど……」

「ほら、行くぞ。まだ時間あるだろ」

「せやけど……」

　躊躇する栞に苛立ったのか、日毬が先に立ち上がって栞の腕を摑む。

「もたもたするな！　父上がわざわざここまで駆けつけてくれたのだろう！」

「何やねんジブン、偉そうに言いおってからに……」

　ぶつぶつ文句を言いつつも、栞は日毬に引っ張られるまま席を立った。俺も後に続く。

　ホームを見渡すと、ゼイゼイと息を切らせて爺さんが走ってやってくるのが見えた。

　槙野光造だ。朝会ったときのまま、ヨレヨレの服で駆けつけてきたようだった。七〇を過ぎた年齢ともなれば、階段を急ぎ足で登るだけでも辛いはずだ。

　俺たちの姿を認めた光造は、こちらに歩み寄ってきた。

　光造は俺たちの前に立つと、栞に一いち瞥べつをくれた。

「な、何やねん……？」

　動じた風の栞をスルーし、光造は俺に封筒を差し出してくる。

「保護者の承諾書や。適当に書いてみたんやが、それでええか？」

　俺は封筒から書類を取りだし、確認した。

　達筆な文字で、「娘がひまりプロダクションに所属することを全面的に承諾する」というような内容のものが、必要以上に長々と、あらゆる言葉で書かれていた。

　俺はうなずく。

「十分すぎます」

「見栄っ張りでホンマどうしようもない娘やけど……頼む、力を貸してやってほしい……」

　すがるような目で、光造は切々と訴えてきた。

「娘さんは、責任を持ってお預かりします。ご安心ください」

「どこが見栄っ張りやねん。それ自分のことちゃうの？　文句言いに来たんかい」

　とっさに栞が横から口をはさんだが、光造はそれをスルーした。そして今度は日毬に向かい合い、口にする。

「神楽日毬。ワレ、ムカツクことばかり言いよるけど……すごい政治家になるで。ワレが正真正銘、命を懸けとることがワシにはわかる。こないな娘やけど、ワシの代わりに鍛えてやってくれや」

「承知した。もともと栞を最初に誘ったのは私だ。それだけに栞のことは、当然、私も責任を持つつもりだ。父上、任せてほしい」

　日毬は堂々と、胸を張って応じた。

　憤ふん懣まんやるかたないといった調子で栞がむくれる。

「なんでうちが日毬に鍛えられんとアカンねん。逆やろ、逆。日毬は一六歳、うちが一八歳。どう見ても逆や。ジジイだけに、頭がボケてしもうたんやな。アルツハイマーやで」

　光造は栞と向き合い、小さなハンドバッグを差し出す。

「金や。つうてもワシの金やないで。お年玉とかで栞がもらったもんを、ワシが預かっておいた金や。忘れとったやろ」

「そないなもん、いらんわ。どうせ端はした金がねなんやし」

「あって困るもんやない。持っていけ。ワシも少しは入れといたから」

　光造は無理やり栞の手元にハンドバッグをねじ込んできた。

「……」

　栞は無言で受け取ったが、その手元は震えていた。

　ピロロロロロ、とホームに音が響き渡る。出発の時間だ。

　俺が肩を叩く。

「ほら栞、最後だぞ。ちゃんと言葉をかけてやれ」

「別にええわ。何も話すことなんてあらへん」

　栞は素っ気なかった。

「ほな、ワシは帰るで。阿呆な娘の忘れ物を届けにきただけやさかい」

　それだけ言い残し、光造は背中を向けてしまった。

　来たときと同じような足取りで、光造はホームの階段へと歩を進める。

　栞は、新幹線のなかへと引き揚げようとしていた。突然、その腕を日毬が摑む。

「栞。今、父上に言葉をかけないときっと後悔する。栞がこのままなかに引っ込むなら、最後に声をかけるのは私になるぞ。それでもいいのか？」

　栞は戸惑いの色を濃くし、日毬と光造に視線を往き来させた。やがて躊躇をはねのけるようにして日毬の手を振り払い、栞は、階段に足をかけた光造に向けて叫ぶ。

「おとん！」

　光造は足を止め、こちらを振り向いた。

　栞は一歩進み出る。

「うち、天下獲とってみせるねん。おとんが為し遂げられんかったこと、うちが叶えてみせるねん。せ、せやから……それまで生きててや……」

　言い終わるや否や栞は目頭を押さえ、新幹線へと猛ダッシュで駆け込んでしまった。

　光造は立ち止まったまま、しばし茫然としている風だった。

　俺と日毬は会釈して、栞のあとを追って新幹線に乗り込んだ。

　すぐに出発のアナウンスが鳴り響いて扉が閉まり、ゆっくりと新幹線は動き出したのだった。
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　栞はトイレに駆け込んでしまったようで、しばらく席に戻ってこなかった。いろいろ思うところがあるのだろうし、そっとしておいてやった方がいい。

　俺の隣、窓側の席に座る日毬は満足そうに口にする。

「大阪の仕事を受けて良かった。来た甲斐が、十分すぎるほどにあったというものだ」

「関西放送からの企画提案は、これから定期的に受けていくことにしようか。討論する二人が両方とも同じプロダクションに所属することになるんだから、こっちとしても一石二鳥だ」

「そうだな。それがいい。大阪ＶＳ東京という討論の方向性は面白いし、さまざまな角度から光を当てていけるだろう。二大都市を対等に扱うことで、大阪に自信と自覚をもってもらえると尚いい」

「その代わり、そのためだけに大阪出張すると一日潰れちまうから、撮影は東京だ。それが関西放送の企画を受ける条件だな。これは吞んでもらえるだろう」

「うむ。それでいいのではないか。……ところで、栞はアイドルとして大成しそうな予感がするぞ。颯斗はどう思う？」

「ひまりプロダクションに抜群にマッチしてると思う。他の芸能プロでは引き受けられなくても、俺たちならば使いこなせるタレントになるよ。日毬との相性もよくて、活躍の舞台は大きそうだ」

　俺の言葉に、ありありと日毬は顔をしかめる。

「バカな。私との相性がいいわけがない。たしかに栞を誘ったのは私だが、それは『ひまりんプロジェクト』の視聴率を盛り返すための一手段でしかないのだ。元来、私と栞はまったく相容れない存在だ。槙野光造との約束を守らなければならないから、仕方なく私は栞を手助けしてやろうと思っているだけなのだぞ。やはり颯斗は誤解ばかりで困る」

「そう怒るな。助け合っていって欲しいと思ってるだけさ」

「同じプロダクションの同僚なのだから、助け合うのは当たり前だ。しかし政治思想面ではまるで違う。私と栞は敵同士だ。それを忘れないでもらいたい」

「俺には、そこまで敵対するような違いがあるとは思えんけどなぁ……」

　そんな話をしていたところ、栞が戻ってきた。

　栞は飄々と澄まし顔を装っていた。そして何事もなかったように席に腰かけた。栞が座るのは、通路を挟んで逆側の座席だ。

　俺は通路側に身を乗り出し、問いかける。

「落ち着いたか？」

「どういうことや？　うちは別に、何事もあらへんよ」

　栞は、不思議そうな面持ちを装っていた。

　少し意地悪をしてやりたい気持ちになり、俺は言う。

「目が真っ赤になってるぞ」

　紅潮した栞は、とっさに両腕で目をかくして言い放つ。

「そ、そないなことあらへん！　ちょっと大きな欠伸をしただけや！」

「どこかで聞いた言葉だな。眠いなら寝てもいいんだぞ。それから、通帳はちゃんと仕舞っておけよ。結構なお金入ってるんだろう？」

「ぜんぜん。驚くほど少額やったわ。見てみい」

　栞は目を見られないように顔を背けたまま、俺に通帳を手渡してきた。

　通帳を受け取ってページをめくってみた。ずいぶん長い間に渡って少額ずつ入金されている。最後の数字は、四六万円となっていた。たしかに、想像していたよりはずっと少ない。

「何期も国会議員まで務めた男が渡してきた金が、たったのコレっぽっちやで……。信じられるか……？　今どきこないな金、アパート借りたらすぐ無くなってしまうわ。どんだけ落ちぶれてんねん……。情けのうて恥ずかしゅうて、泣けてきてしまうわ……」

　呆れた口調の栞に、日毬がクギをさす。

「それだけ立派な国会議員だったことの証明だ。父上は、紛うことなく理想のために尽くした傑物だったに違いない。左翼に褒め言葉など決して使うまいと思っていたが、父上だけは対象外とさせてもらおう」

「どうだか。ただの阿呆やっただけやろ」

「栞、場所代わろう。日毬と話しながら時間を潰せるだろ」

　そう言って、俺は立ち上がった。

　俺と日毬は並んで腰かけていて、栞は通路を挟んで一人座っている。俺と入れ替われば、日毬と栞の二人は議論を重ねながら東京へ向かえるだろう。

「ええて。日毬に国家論なんざぶちかまされた日には、気分が悪うなってしまうで」

「栞には教育が必要だ。地頭は悲観するほど悪くないと判断できるから、私が栞の特別講師役を引き受けてやってもいい。栞を預かった私としては、一％でも更正の余地がある限り、諦めず努力し続けてみようと思っている」

　そんな日毬の言葉に、栞はコメカミをぴくつかせて身を乗り出す。

「なんやと？　笑かすようなことばかり言うんやったら、しばきまわしたるで！」

「間違った思想を根底から改めるためには、体罰もやむなし。厳しく指導させてもらうから、そのつもりでいてもらいたい」

「ええ加減にせんと、ズックに画が鋲びょう入れたるで。あとになって後悔してもしらんからな！」

　ズック……。栞の感性は、どうにも古くてオヤジくさい。昭和の記憶が色濃いオヤジ連中に囲まれて育ってきたのだから、仕方ないのかもしれないが……。

「俺は寝ていくからさ。喧嘩してもいいんだから、代われって。ほら」

　急き立てるようにして俺は栞の腕を引っ張り、席を入れ替わった。栞は不満そうな表情だったが、それ以上は文句も言わずに日毬と並んで腰かけた。

　すると予想通り、すぐさま二人は喧嘩腰の議論を開始した。案外二人が楽しそうに感じるのは俺の気のせいだろうか。それから二人は品川に着くまで、侃かん々かん諤がく々がくの論争を繰り広げたのだった。
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　品川駅からタクシーに乗って六本木に向かい、日毬のテレビ収録を一本こなした。栞だけ事務所に向かわせるわけにもいかないので、一緒に見学だ。栞はタレントではなかったにしろ、それなりの経験者である。収録を珍しがりもせず、日毬の仕事に立ち会った。

　それが終わると再びタクシーに乗り込み、事務所へと揃って引き揚げてきた。

　栞をスカウトしたことは、昨日のうちに由佳里にホテルから報告してある。待ってくれているはずだ。

　事務所ビルのエレベータに乗り込むと、栞はしみじみと口にする。

「東京はホンマに活気あるなぁ……。ビル街がガラガラの大阪とはちゃうわ。ちょっと見ただけで、ここまで違いが感じ取れるとは思わんかった」

「街並みだけなら大阪の方が巨大に見えないこともないんだがな。狭い範囲に集中してるし、摩ま天てん楼ろうは新しくて立派なのが大阪だ」

　俺の言葉に、日毬がポツリと続ける。

「ハリボテとも言うな」

「ふざけんな。大阪にはちゃんと底力があるわ。今に見ときや」

「つってもさ、栞も結局、全国デビューするために東京に来たじゃないか。まさにこういう流れが全産業で起こってるってことだよ」

「それでも、名古屋や京都はびくともしていないぞ。大阪がいかにだらしないかの証明だろう」

「うちは一時的にいけ好かん東京を利用してやろうとしてるだけや。利用されて捨てられて、あとで泣きをみることになるで」

「ははは。その大たい言げん壮そう語ごが本当になるくらいのタレントに成長してくれれば、ひまりプロダクションとしても願ったり叶ったりだよ」

　そんな話をしながらエレベータを降り、事務所のドアを開いた。

　俺は栞に、なかに入るよう促す。

「遠慮なく上がってくれ。まずはみんなに紹介しよう」

「うちのプロダクションは、経営陣もタレントもみな仲がいいからな。栞もすぐに受け入れてもらえるだろう。大人しくしてさえいればだが」

　日毬がそう言うと、すぐに栞が反論する。

「ジブンが喧嘩を売ってこない限り大人しゅうしとくわ。最大の問題はジブンの方やで」

　二人は靴を脱ぎながら睨み合った。

「認識の違いだな。貴公が左翼的妄もう言げんをまき散らさない限り、私が注意したりするわけがない」

「えろう都合のええ考え方やな。うちは──」

「あのな、仲良いんだか悪いんだかわからんけどさ、ここまで来て言い合いすんな」

　話を制してリビングの扉を開くと、みなは揃って待っていた。

　栞を見るなり、全員が取り囲む。

「ようこそ、ひまりプロダクションへ！　副社長の健城由佳里です。栞ちゃん、よろしくね！」

「お話はお聞きしてました。朝あさ霧ぎり千歳です。栞さん、仲良くして下さい」

「お初にお目にかかります、日毬の姉、神楽凪紗です。どうぞよろしくお願いいたします」

「ひまりプロダクションの雑務一切を引き受けている佐々倉壮司です。よろしくお願いします」

　栞は胸に手をおきつつ、口にする。

「なんやいきなりでビックリしてもうたわ……。槙野栞や。昨日、颯斗にどーしてもアイドルになってほしい頼まれてな。しゃーないから来てやったわ。アイドルなんて、うち、わからんことばっかりやから、迷惑かけることもあると思う。せやけど頑張るから、あんじょう頼むで」

「どうも栞は見栄っ張りのようだな……。私には、アイドルになりたがっていたのは栞だったように思えるのだが……」

　横から日毬はつぶやいた。

　由佳里は興味津々で栞を覗き込む。

「うーん……本当にコテコテの大阪弁ね。この美形とのミスマッチがなんとも言えないところ」

「どぎついおっさんたちに囲まれて育ってきたさかい、これが普通やったんや……。うち自身も大阪訛り強すぎるとは思うとったんやけど……。直さなアカンのやったら、直すで」

「違う違う、褒めたのよ！　絶対そのままがいい。日常生活でも直す努力なんてしないでね。これは業務命令よ」

　そう言いつつ、由佳里は両手で栞の手を握った。

「ええのん？」

「うん！　むしろアイドルとしては大きな強みの一つになるわ。栞ちゃんはトークも完璧って先輩から聞いたから、それは大阪弁でこなしてもらった方がいい」

「栞にはアイドルとして、いろいろな強みがあるぞ。生まれも育ちも大阪下町だ。公認会計士試験の合格者だし、社会共産党員だし、紅旗新聞にコラムも持ってる。こんな女の子はなかなかいないよ」

　そう俺は説明した。

「コラム言うても、まだ四回しか書いとらんけどな。会計士合格で名前がちょっと売れてから話が回ってきただけや」

「これからも続けられるだろ？」

「そら、うちが断らん限り入ってくる仕事やけど……」

「受け続けてくれ。うちのプロダクションとしては、栞がマルクス主義者だってことを全面的に押し出していくつもりだ。そういうのが、俺たちひまりプロダクションじゃないか」

「ひまりプロダクション所属タレントに相応しい、実に見事な人材ですよ。先輩、よく引っ張ってきてくれました」

　由佳里はしきりに感心した様子だった。

　生真面目な顔で日毬が言う。

「栞は左翼だけに困ったところがある。脳の構造に問題があるのだろう。しかし私が預かった以上、いい加減な対応もできない。しっかり教育を施していくつもりだ。教育を通して栞が真っ当な日本人に変わっていく姿は、多くの国民の感動を呼ぶに違いない。栞の矯正に成功すれば、日本大志会の名も上がるというものだ」

「ファシストに言われとうないわ。脳の構造に欠陥があるのは日毬の方やないか」

「貴公、私を愚弄する気か⁉」

「最初に喧嘩売ってきたんはジブンの方やないかい。右翼にストーキングされてる気分やで」

　低次元の言い争いは続いていた。

　俺は二人に構わず、囲んでいる皆に説明する。

「これはこれで、仲いいんだよ。とにかく、栞がひまりプロダクションにマッチしたタレントだってことはわかったろ？　今後はみなで面倒を見てやってほしい」

「急ぎ対応すべきなのは栞ちゃんの住まいですね。どうしましょう？」

　由佳里が腕を組んだ。

「うちでも一室用意できますが。狭い畳のお部屋ですけど、そちらでもよろしければ……」

　その凪紗の提案をしばし吟味してみたが、結局俺は首をふる。

「申し出はありがたいけど、栞は東京の土地勘がない。牛うし込ごめ一帯は迷路みたいで、東京初心者にはちょっと難易度が高いからな。事務所のすぐ側に借りてやるのがいいだろう」

　壮司が応じる。

「私や千歳さんと同じマンションに空きがないかどうか、さっそく不動産屋に確認を取ってみます。空いていたら至急押さえることにしましょう」

「それがベストかな。事務所の隣だし。もし空きがなかったら、どこでもいいから近隣を適当に決めてくれる？」

「了解しました」

「ここ数日はどうします？　ホテルに泊まってもらいましょうか」

　由佳里の言葉に、千歳が子どものように手を上げる。

「はい！　私と一緒はどうですか？　私ひとりだと広すぎるくらいのお部屋ですし、遠慮はいりませんよ」

「千歳さえいいのなら、そうしてもらえると助かるな」

　俺はうなずいた。

「もちろんじゃないですか！　たとえ数日でも同僚の子と一緒に暮らせるなんて、ちょっぴり楽しみです。大事件ですよ」

　やり取りを聞いていた日毬が、真剣な表情で千歳に忠告する。

「注意点がある。オルグされないように細心の注意を払わねばならないぞ。千歳は根が優しいから、つい誤って栞の話に耳を傾けてしまうかもしれない。だが、左翼の言葉はおとぎ話だ。現実世界の話ではないということを、ゆめゆめ忘れてはならない」

「誰がオルグするっちゅーねん。共産党に勧誘なんて一人もしたことないわ。勧誘にも選挙にも大して興味あらへん」

「決まりだな。部屋が決まるまで千歳と一緒に暮らしてくれ」

「私ならずっと一緒でも構いませんよ。事務所では休憩室で本を読んだりＤＶＤ見たり寝転がったり好き放題過ごせるんで、家ですることもあまりないんです」

「そうか、千歳には仕事がないんだな……」

　俺は哀れんだ視線を千歳に向けた。

「あります！　私にもいっぱいお仕事が入るようになったんです！　日毬先輩には及びませんが……でっ、でも他のアイドルの子たちに羨ましがられるくらいには仕事があるんです！　事務所のために頑張ってるので、私だって大変なんです！」

　ムキになって千歳は猛抗議してきた。
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　ほんの少しの冗談にも過剰に反応してくれて微笑ましい限りだ。これだから千歳をからかうのはやめられない。

　由佳里が鋭く俺を見やってくる。

「先輩、千歳ちゃんは繊細なんです。イジメるの、やめてあげてくれません？」

「そうです！　私は繊細なんです！　社長に褒めてもらおうって一生懸命やってるのに、どうしていつも私ばかりイジメるんですか⁉」

「わかったよ……。今後は気をつけてみるから……」

　女性陣の厳しい視線の前に、ひとまず俺は素直に引いておくことにした。

「栞ちゃんにはさっそく仕事をどんどん割り振っていくからね。まずは、ひまりプロダクションの習わしとしてファッションモデルからスタートしてもらいましょうか」

　由佳里は嬉々として言った。

「うち、先端のファッションに疎いねん。ファッション雑誌とかよう読んだことあらへん。たまに道頓堀に出かけたときにデパート覗いてたくらいで……」

「なんだ、十分に普通じゃないか。日毬や凪紗なんてそんなレベルじゃなかったんだぞ。洋服すら持ってなかったという徹底ぶりだ。それが今じゃ二人ともファッションモデルとして引っ張りだこだからな。日毬なんてデザイナーにまで昇格してるし」

　俺の言葉に、日毬と凪紗はうつむいてしまう。

「その通りだ……。政治を語る前に、まずは社会一般の風習を理解しておくべきだったと今では猛省している……」

「申し訳ございません……。誠に、どうやってお詫びすればいいか……」

「いや……反省したり詫びてもらう必要はないんだけどな……」

　由佳里は話を切り替える。

「それから『ひまりんプロジェクト』の次の収録には必須ですね」

「そうだな。もともと日毬が『ひまりんプロジェクト』の視聴率復活のためにスカウトしようと言い出したんだ。プロデューサーやディレクターとも急きゅう遽きょ打ち合わせて、栞をねじ込むことにしよう。実力を証明するまでは、栞の出演料はなしでいい。さまざまな意味で、栞は最高のパネリストになってくれるだろう」

「うむ。まさか左翼に手を借りることになるとは思わなかったが……それも番組のためだ。日本大志会の成長には、今や『ひまりんプロジェクト』の成功が欠かせない要素になっている。これだけは、死力を尽くして成し遂げねばならない」

「政治論議の仕事なら歓迎やね。日毬を打ち負かしてやるさかい」

「望むところだ。だが予め言っておくぞ、栞は墓穴を掘ることになるだろうと。せいぜい私が利用させてもらうことにしよう」

「よう言うわ。その言葉、そっくりそのままお返しさせてもらうで」

　またもや二人は睨み合いを始めた。

　ふと気づいたように由佳里が言う。

「そうそう、『ひまりんプロジェクト』の番組内でも、『きれいなネット政治推進協会』の取り組みを詳細に報道してもらうことになってるじゃないですか。東洋テレビも全面的に協力してくれますからね。それに合わせて、栞ちゃんを『きれいなネット政治推進協会』の告知にも使ってしまいましょう。栞ちゃんを立てれば、日毬ちゃんも登場させることができます。日毬ちゃんを前面に立てて押せるなら成功確率がグーンと上がりますよ」

「なぜ栞を立てることが必要なんだ？　姉上が告知の看板になっている以上、私も全力で協力するのだぞ」

　日毬は首をかしげた。

「日毬ちゃんは世界中で有名なタカ派だからね。さすがに日毬ちゃんが登場すると、『きれいなネット政治推進協会』の中立性に疑問符が付いちゃうの。だから看板は凪紗ちゃんにしたってわけ。でもね、マルクス主義者の栞ちゃんを登場させるなら、日毬ちゃんが告知に協力してもバランスが取れるようになるわけよ」

「右も左も、さまざまな政治的意見があっていい。日毬と栞の両方を出すことで、その姿勢を『きれいなネット政治推進協会』が自ら世間に訴えていくってわけだな」

「もちろんメインの看板は、政治色がそこまで強くない凪紗ちゃんになってもらうんだけど……日毬ちゃんを告知に使えるようになれば強いからね。うちの手札のなかでは最大のエースだから」

「ここまで千歳の名前なし」

　ぼそっと俺は口にした。

「密かに私も気にしてたことを、社長はサラッと言っちゃうんですね……」

　千歳は恨みのこもった視線を向けてきた。

　由佳里も俺を鋭く見やってくる。

「……先輩？」

「冗談だよ……。千歳が努力してることは知ってるって」

　慌てて俺は言い訳した。

　由佳里は栞に顔を寄せ、優しく口にする。

「それとね栞ちゃん、グラビアは定番だからね。ひまりプロダクションの所属アイドルはグラビアが柱になるの。凪紗ちゃんだけは水着なしだけど、栞ちゃんにはすっごい派手なビキニを着てもらうわよ」

「ビキニ……？」

　栞は意表を衝つかれたようだった。

「当然！　栞ちゃん、最高のプロポーションよね。日毬ちゃんよりバスト大きかったりする？」

「えっ？　うち……そないなことあらへんねん……」

　所在なさげに栞は視線を彷徨さまよわせた。

「この容姿に、このスタイル。グラビアに出ても人気を独占できるはずよ。日毬ちゃんは『巨乳』とか『爆乳』って付けられることが多いけど、それに対抗できるわね」

　身体を震わせた日毬が、途方に暮れたように言う。

「そういう呼び方は止めてくれ……。その文言を見るたび私は廉れん恥ち心しんで頭が真っ白になって、思わず腹を切りたくなってしまうんだ……。今では、自分がグラビアで出ている雑誌は確認しないように全力で気を遣っている……」

「えー、いいじゃない。ちょっとキツイ言葉かもしれないけど、それって褒め言葉なのよ」

「同じグラビアの仕事をしてる私としては、羨ましいですよ、やっぱり。私にはないものですもん」

　千歳も追従した。

　なぜか栞は戸惑いの色を隠さない。

「や、やっぱりグラビアに出んとアカンのやろか……。うち、できれば──」

「グラビアで勝負しないともったないわよ。宝の持ち腐れをするわけにはいかないでしょ？」

　由佳里の言葉に俺も続く。

「ひまりプロダクションのアイドルは容姿では全員トップクラスだから、やっぱりグラビアが早いんだよ。他の事務所のグラビアアイドルと並んでも、うちのタレントは頭一つ抜けてる自信がある」

「栞さん、スリーサイズ、いくつですか？」

　千歳は訊いた。

「……わからへん……。ちゃんと測ったことあらへんし……」

「近いうちに、さっそくグラビア用の水着を買いに行こうね。そのときに、スリーサイズはきちんと測りましょう。日毬ちゃんに匹敵する巨乳を持ったグラビアアイドルとして通用するわ。お姉さんが最高の水着をたくさん選んであげるからね」

「……」

「栞ちゃんの仕事をまとめると、まずはファッションモデルが手始めよ。次はグラビア。並行して『ひまりんプロジェクト』のパネリストを務めてもらうし、『きれいなネット政治推進協会』の告知にも協力してもらう。その他にもいろいろ考えていくからね。任せといてよ。栞ちゃんみたいに使い出があるアイドルだと、マネージャー側の私たちとしてもやる気になるわ」

　不思議なことに、栞は口数が少なくなり、自信なさげになっていった。

　グラビアが恥ずかしいのだろうか。初めて仕事の具体的な内容を提示されて、緊張してきたのかもしれない。

　その日の栞は、千歳に部屋を使わせてもらうこともあって、早々と引き揚げていったのだった。
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「おはようございます、社長」

　朝一で出社してきた千歳が、俺の机までやってきた。

「おはよう、早いな。栞と仲良くやれたか？」

「はい。栞さん、口は悪いですが、すごく気を遣ってくれる人です。私、これからも部屋をシェアしてもいいですよ」

「近場ですぐに良い物件が見つかるかどうか次第だな。もしかしたら、しばらく一緒してもらうかもしれない」

「あの……実はそれとも関係することで、もう少しお話、いいですか。相談したいことがあるんです」

「なんだよ改まって。遠慮なんていらないんだぞ。どんなことでも言ってみな」

「えっと、できれば二人で話したいんですが……」

「二人じゃん」

　しかし千歳はリビングの入り口に視線を走らせ、小さく言う。

「栞さんもそろそろ来ると思いますので……」
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　俺と千歳はエレベータで、最上階のラウンジへとやってきた。

　向かい合って腰かけると、さっそく千歳は切り出してくる。

「昨日、お風呂に入ったんです」

「そりゃ、誰だって毎日入るだろ」

「あっ、そういう意味じゃなくて……えっとですね……栞さんのスタイルがすごくいいので、胸とかウェストとかチェックしてみたいと思ったんですね。それで栞さんに、お風呂で確認させてもらえないかってお願いしたんです」

「妙なことをするなぁ。変な趣味でもあるのか？」

　俺が訊くと、千歳は声を荒らげる。

「ちっ、違います！　そういうんじゃありません！　純粋にグラビアの仕事をしている人間として、興味があっただけです。日毬先輩にも今度確認させてもらえると、今後のスタイル作りの参考になるんじゃないかって思ってます」

「あんまり意味がないことだけどな……。それで、どうした？」

「栞さんはすっごく躊躇して、何度も謝られたんです。どうしても今は見せられないって……。もう少し時間が欲しいって……。あんなに嫌がる女の人は珍しいと思いました」

「裸を見せたがる人間もいないと思うけどな」

「でも、あんな嫌がり方をする女の子っていないと思うんです。裸を見せるのに時間が欲しいとか、どういう意味なんでしょうか」

　たしかに、明らかに不自然な会話内容ではある。栞には何か重大な隠し事でもあるのだろうか。

「やり取りの現場に俺がいたわけじゃないから、何とも判断しかねるぞ。千歳はどう感じたんだ？」

「もしかするとですよ……身体に大きな傷があるとか、そういうことじゃないでしょうか。そうだとすると、グラビアを強要するのは栞さんの心理的負担になって可哀想だと思いましたし、事務所にとっても売り出し計画にズレが出てきて大変なんじゃないかって……」

「なるほど。千歳が心配してくれてることだけでもありがたいよ。どういうことなんだろうな？」

　首をひねりつつ、俺は続ける。

「……だけどさ、たしかに栞はグラビアを嫌がる風ではあったけど、拒否してたわけでもなかったよな。今のところは様子をみるしかないんじゃないか。そのうち、栞の方から何か話があるかもしれないしさ」

「わかりました。私も黙っていることにします」

「すまんな、いろいろ気に掛けてもらって。また何か気づいたら教えてくれ」

　千歳が気を遣ってくれているのはありがたいことだ。俺は素直に礼を言い、一緒に事務所へと引き揚げたのだった。





◇






　千歳から報告があったあと、皆が揃うのを待って、ファッション雑誌『エイティーン』の撮影に出かけた。この仕事は珍しく全員が揃う仕事である。日毬は看板モデルだし、千歳と凪紗にも良い仕事が割り当てられていた。そのため事務所は壮司に任せ、俺と由佳里も一緒である。

　そして栞は東京に来てまだ二日目ではあるが、この撮影に同行させて編集者に紹介し、次から仕事を入れてもらう予定だった。ひまりプロダクションに所属したタレントは、まずこの『エイティーン』から取り組むことにしている。日毬も千歳も凪紗もすべてうまくいっているから、うちなりの験担ぎだった。

　撮影三〇分前に控え室に入り、俺たちは立ったまま気楽に向き合った。

「凪紗はこの仕事、慣れたか？」

　俺が訊くと、凪紗の代わりに由佳里が応じる。

「任せてください。一昨日なんて『きれいなネット政治推進協会』用の写真、何百枚も撮ったんですよ。前みたいに緊張することもなかったし、スタッフらの指示通りに完璧にこなせてます。ね、凪紗ちゃん？」

「そうですね……。同行して下さる健城殿が何かと気に掛けて下さるので、弱音を吐いているわけには参りません。しかし仕事の前は、必ずといっていいほど緊張してしまいます」

「ほどほどの緊張はどんな仕事でも必要だ。もっと手慣れてくれば、緊張をコントロールできるようになってくるから心配するな」

　そう俺は励ました。

「姉上は自信を持っていい。私は姉上が懸命にこの仕事に取り組む姿を見て、心底驚くばかりだぞ。緊張するような仕事を乗り越えてこそ、人は成長していけるのだと思う。私はこの仕事で恥ずかしい思いをしてばかりだが、それでも自分の見聞が広まり、成長しているという実感が持てている。それは姉上も同じはずだ」

「私は自分の成長を考える余裕すらありません……。緊張をコントロールできるのはまだまだ先のことでしょうし、いつまでたっても日毬に追いつけそうにありませんね……」

「緊張しない人なんていませんよ。でも凪紗さんは、最初の仕事が東京ドームで、大勢のカメラや人に囲まれているわけですから……それと比べれば、普段の撮影なんて小さなことです」

「朝霧殿は緊張が溜まってストレスになったりしませんか？　私は座禅を組んだりして心を落ち着かせないと、仕事の緊張が解けず、夜に寝付けなかったりすることがあります」

「あー、最初はそういうこともありましたけど。でも今では毎日ちょっとの刺激がないと物足りなく感じます。適度な緊張のおかげで、人生に張りがでる感じがしますね。この仕事、今では心から好きになれました」

「千歳にも毎日仕事が入ればいいんだが……」

　ぼそっと俺がつぶやくと、千歳は必死になる。

「入ってます！　入ってるんです！　外での仕事がない日も、自分のブログ更新したりして緊張してるんです！　たった五行のブログを更新するだけでも、実はパソコンの前で何度も文章を読み直して、本当にこれでいいかどうか二時間も悩んでたりするんです！　お仕事してない日なんてないんです！」

「うちも緊張してきてしもうたわ。今日はただの見学やのに、これからアイドルとしてやってく思うと、身震いしてくるで」

「栞ちゃんには、次の『エイティーン』の撮影からさっそく入ってもらうからね。そしてすぐ『ひまりんプロジェクト』のパネリストだけど、それっていきなり大役よ。日毬ちゃんの向こうを張る役目だから、注目度も抜群だしねー」

「何気に大出世だな。日毬も凪紗も、そして栞まで……。あれ、誰か足りなくないか……？」

　俺が名前を呼んでもいないのに、千歳は声を大にする。

「私も次の『ひまりんプロジェクト』には出ることになってるんです！　栞さんが出るのに合わせて、杏奈さんとか他のアイドルもパネリストに呼ばれることになったじゃないですか！　その回は私も出演するんです！　私も負けないようにいっぱい勉強していきます！」

「期待してるよ。視聴率を上げるために何でもやってみるつもりだ。場を搔き乱すくらいでいい」

「私にとって、一番負けたくない相手は社長ですよ……」

　ちょうどそのとき、扉が勢いよく開かれた。

「おはよーございま───す！」

　その声が響いたとたん、咄嗟に日毬は自分の胸を両腕で覆い隠し、凪紗は緊張に身を硬くした。

　杏奈だ。

　そのあとに続き、マネージャーの森も入ってくる。俺と森は視線を合わせ、お互い軽く会釈する。

「ひまりーん！　千歳ちゃん！　おはよー！」

　颯さっ爽そうと俺たちの輪に乱入してきた杏奈に、千歳と日毬がそれぞれ挨拶する。

「おはようございます、杏奈さん」

「お、おはよう……」

「凪紗さんも、おはようございまーす！」

　杏奈の挨拶に、凪紗はさらに身体を強こわばらせる。

「おはよう、ございます……」

「前にひまりんと千歳ちゃんと一緒に食事行こうって約束したのに、なかなか果たせないねー。もう絶対お互い予定空けようよ。スケジュール、今決めちゃわない？　うん、そうよね！　マネージャーもいるし！　いつにする？」

　俺は栞の腕を引っ張り、杏奈の前に進み出て口をはさむ。

「ちょっといいかな。紹介しておきたいんだ。昨日からうちの事務所に所属してる槙野栞だ。『エイティーン』の撮影もこれから毎回やっていく予定だし、仕事で一緒することもあると思う。面倒見てやってほしい」

「槙野栞や。本名そのままやねん。よろしゅうたのんま」

　どうやら栞は、杏奈のことを知らないようだった。杏奈の名前くらいは聞いたことがある一般人は多いものだが、エンタメにまったく興味がない者にとっては、有名アイドルであっても知らないのは珍しくない。

　杏奈は大おお仰ぎょうに驚く。

「えー、昨日から⁉　じゃあまだテレビにも雑誌にも出てないの？」

「大阪では、たまにテレビ番組に呼ばれたりすることはあったんや。向こうの新聞にも何度か出たし……。でも、メジャーの仕事はこれからやね」

「大阪弁！　しかもこの容姿とスタイル！　栞ちゃん当たるよ！　うん、絶対に当たる！　私、わかるもん！」

　半ば興奮した様子の杏奈は、突然、はしっと栞の胸を摑んだ。

　とくに気にした風もないように、栞は口にする。

「大阪弁関係あるんかいな。お笑い芸人としてデビューするわけやないんやで」

　ふいに杏奈は真剣な面持ちになり、栞の胸を揉みしだく。

「あれ……？」

　杏奈は首をかしげ、しまいには両手で栞の胸をつかみ、激しく握りしめた。

　初めて気づいたと言わんばかりに、栞が声を上ずらせる。

「ジブン、何してくれてんねや？」

「ない……。ないよ……？」

　どういうわけか杏奈の表情は、みるみる悲しそうになっていった。

　心配げに千歳が訊く。

「どうしたんですか、杏奈さん？」

「胸……偽物だよ……。すっごく大きなパッド」

　その瞬間、栞は大きく仰け反って胸を摑む杏奈の手から脱し、そのまま勢いよく二、三歩後退した。

「なっ、何すんねん⁉」

「え───⁉　パッド⁉」

　千歳が叫んだだけで、辺りは静せい寂じゃくに包まれた。

　誰も口を開かない。どう声をかけていいのかわからないのだ。

　居たたまれなくなったのか、栞が両腕で胸を隠すようにしながら声を震わせる。

「……そ、そうや……。本当は、もっと早う打ち明けよう思うとったんや……。せやけど、言うタイミングを逃してしもうて……。う、うちも、どうしたらええのって悩んどった……」

「なんでパッドなんて入れてたんだ？」

　俺は訊いた。しかし、なぜか由佳里が敵意に満ちた視線で俺を睨んできた。

　そうだった、由佳里にもパッド疑惑があるのだ。軽い発言は慎まなくてはならない。

　だが別に俺は他意があって聞いたわけではない。無理してバストを大きく見せなくとも、栞のタレント性が損なわれることはないはずだ。

　しょせん、容姿あってのスタイルだ。バストはあればあった方がいいし、水着グラビアではある程度までは重要だけれども、結局は容姿の付ふ随ずい物ぶつでもある。美貌が人並み外れていて、その上でウェストがスリムでさえあれば、アイドルとしての条件は十分なのだ。

　それに栞の場合、公認会計士試験の合格者であったり、どぎつい大阪弁での毒舌などなど、何物にも代え難いものが山ほどある。スタイルなど、いかほど重要だというのか。

　うつむいたまま、栞はポツリポツリと語ってゆく。

「日毬との対談で……負けたくない、舐められたくない思うて……。顔では日毬には敵わんて思うたし、せめて胸の大きさだけでもって……。せやから……」

「あーっはっはっはっは！　そいつはやりすぎだ！」

　予想外の可愛らしい言い訳に俺は耐えきれず、思わず腹を押さえて吹きだしてしまった。

「な、なんやねん……ちょっとした出来心やないかい……」

　恥ずかしさからだろうか、それとも笑われた口惜しさからだろうか、栞はジワッと目に涙を溜めたようだった。

　由佳里が憤然とする。

「先輩！　笑うことまではないじゃないですか！」

「いや、すまんすまん……。あまりに微笑ましい理由だったからさ……。いくつかテレビにも出たことあったんだろ？　そのときもパッド使ってたのか？」

「使っとらん……。あの対談で初めて使ったんやわ……」

　タレントとしてテレビに出まくっていれば指摘もされるだろうが、栞くらいの出演回数だと誰もそこまで注意を払っていないということだろう。今後、まずないとは思うが、過去の映像でバストの違いを指摘された場合、ジョーク風味に「あのときはパッドを入れてみた」とでも言えばいい。大した問題じゃない。

「まさか、そのままスカウトされるなんて予想してへんかったから……こないなことになるなんて……。貧乏やったから、胸に栄養がいかなかっただけや……。やっぱりうち、もうアイドルになれへんのやろか……」

「ちっとも関係ないけどな。タレントとしての栞の商品価値には、ほぼ影響ないだろう。本当はどのくらいの大きさなんだ？」

　俺が確認すると、栞は渋々口にする。

「Ａカップやねん……」

「いやいやいや、そのパッドの大きさ、サバ読み過ぎだろ……。そういや栞、少なくとも五〇〇人にはナンパされたとか言ってたろ？　それすら怪しく思えてくるんだが」

「……日毬に勝とう思うて必死やったんや。勉強ばかりしとったから、予備校の行き帰りにたまに声かけられたりしたくらいで……本当は数人やないの……。ちょっとくらいサバ読んだってええやないか……」

「五〇〇人と数人じゃ、サバ読むなんて次元じゃないだろ。つか、一日で二七人にナンパされたとか大見得切ってたじゃないか。……まったく、栞の見栄っ張りぶりには呆れるよ」

「ぜんぜん気にしなくていいの！　わかる、わかるわよ、栞ちゃん！　私にはわかる！」

　なぜか由佳里がやたらと真剣な表情で栞の両肩を摑み、切々と続ける。

「ほら、日毬ちゃんと凪紗ちゃんが巨乳でしょ？　二人を爆乳姉妹って書く媒体もあるからね。うちのプロダクションって、ちょっと巨乳比率が高すぎじゃないかって思ってたのよ。これって異常事態なんじゃないかって。でも、栞ちゃんがＡカップで良かった、本当に。私、栞ちゃんのプッシュ頑張るからね」

　由佳里は貧乳の同志が見つかって嬉しいに違いない。

　パッド第一発見者である杏奈は、栞を覗き込む。

「ビックリしたなぁ！　栞ちゃん、パッドなんて使わない方がいいよ。使ってる子もいるけど、仕事が制限されちゃうよ。豊ほう胸きょう手術とかもダメ、絶対。わざわざそこまでしても、本人が思ってるほどバストは仕事に影響しないからね。可愛いかどうかの方が遙かに重要。そして栞ちゃん、可愛い！　これで十分でしょ？」

「なんだか栞さんに勝てる部分があって、ちょっとだけ安心しました……。まだ私もグラビアで戦えそうです」

　千歳は自分に言い聞かすように何度かうなずいた。

　日毬は眉をひそめる。

「なんで胸を大きく見せる必要があるんだ……？　私などいつも悩んでいるのに……」

「ひまりんは誇っていいんだよ！　むしろもっと見せつけるべき！」

　言いながら、杏奈は嬉々として日毬の胸に両手を伸ばした。ガードが緩まっていたせいで、杏奈の両手は、綺麗に日毬の左右の胸を包み込む。

「やんっ⁉　……杏奈……や、やめてくれ……。頼む……おかしくなってしまうんだ……」

　身をくねらせて反応した日毬は、いつもの気丈さをかなぐり捨て、懇こん願がんし始めた。

「うん！　いいよ！」

　杏奈は快活に同意しつつも、日毬の胸を摑む手を離す様子は微塵もなかった。

「あっ……あんっ……！　やああ……お願い……もうやめて……」

　日毬は腰から力が抜けたのか、へなへなとその場に尻餅をついてしまった。そして地べたに座り込んだまま、胸を守るようにしながら息を荒らげ、身体を激しく震わせていた。

　栞はありありと落ち込んでいるようだった。励まそうと俺は肩に手をおき、声をかける。

「どうりで水着グラビアを躊躇してたわけだ。でも、パッドがバレた以上、今後はグラビアの仕事を入れてもいいよな？」

「ホンマにうちでも、ええのん……？」

　おずおずと栞は顔を上げた。

「当たり前だ。下手に見栄なんて張らなくても、栞は十分に通用するよ。だから、いいな？」

「おおきに……。うち、頑張ってみるわ」

　そして栞はうなずき、心から安堵した表情を浮かべたのだった。
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「第七回『ひまりんプロジェクト』、いよいよ始まります！　東とう洋ようテレビアナウンサー、小こ久く保ぼ千ち絵えです！　どうぞ皆さま、よろしくお願いします！　ひまりんも、お願いします！」

　女子アナが意気揚よう々ようと番組の開幕を宣言した。

　ここは『ひまりんプロジェクト』の収録スタジオである。日ひ毬まりを中心として、両脇にはズラリと今日のゲスト陣が居い並ならんでいた。女子アナは日毬の脇に腰かけている。

　日毬が重々しくうなずく。

「うむ。司会を務める神楽かぐら日毬だ。私は番組に命をかけている。国会で重要な施政の審議をしているのだと考え、この番組に臨む所しょ存ぞんだ。どうかよろしく頼む」

「さて皆さんはお気づきでしょうか？　今日はいつもと違い、パネリストの数が多いんです。特に女性陣！」

　女子アナが一方のゲスト陣に手を掲かかげると、カメラが舐なめるようにパネリストたちを映し出していく。アイドルの参加者が数人いる。杏あん奈ながカメラ目線で、笑顔で手を振っているのが印象に残った。

　再びカメラが女子アナに戻る。

「まだまだスタートしたばかりのひまりんプロジェクトですが、アイドル回がとりわけ人気が高かったんです。実は、アイドル回をまたやって欲しいという要望がたくさん集まりまして、どうしたものかとスタッフ一同思し案あんしたわけです」

　身を乗り出した女子アナは声を大にする。

「そこで！　ならば、学者や政治家の方々と、アイドルの子たちをハイブリッドさせたものをやってしまおうということで、このような企画となったわけです。私もどんな番組になるか内心ドキドキしています」

　日毬が話を引き継ぐ。

「さまざまな企画にチャレンジしてみるのは必要なことだ。日本を守る仕事も、ただ闇やみ雲くもに保守的であってはならない。古き良きものを大切にしつつ、革新する精神が、次代の新生日本を形作るのだ。私はこの番組を通して保守と改新の精神を両立させるつもりである」

「そういえば、今日はひまりプロダクションからの参加者が多いんじゃないですか？　珍しいですね」

「皆が私のことを手助けしたいと申し出てくれたのだ。だから今日は、姉上以外のひまりプロダクション所属タレントが全員集まっていることになる」

「凪なぎ紗さちゃんにも出て欲しいですね～。どうですか、姉妹揃そろって司会者をやるという案は？」

「残念ながらそれは無理だ。姉上は慎つつましやかだから、テレビ番組で喋しゃべることなど適わない。しかし姉上は、この番組だけはしっかり見てくれている。家に帰ると、いつも私を応援してくれるんだ」

「それは微笑ほほえましい感じがします。ぜひ神楽一家の団らん風景を見てみたいところですが──。おっと、時間も押しちゃってますね。ついひまりんと話し込んでしまいましたが、早さっ速そくいってみましょう。今日はアイドルがひまりんを含めて六名。そして定番の先生がたは八名という陣じん容ようです。まずはアイドルのパネリストから。トップバッターは国民的トップアイドル、片かた桐ぎり杏奈ちゃんです！」

　カメラが杏奈をアップで映し出す。

「ひまりーん！　来たよー！」

　杏奈は日毬に向けて笑顔で手を振った。わずかに日毬は息を吞んだようだった。

「今日は、ひまりんの友達代表としての参加なの。真っ先に駆けつけようと思って、西にしプロにもちょっと無理言って仕事入れちゃった。私から頼んで仕事入れるなんて初めて。だって、ひまりんのためだもんね」

「それは興味深いお話ですね！　お二人は、普段から友達付き合いがあるんですか？」

　すかさず女子アナが話を振った。

「うん！　お互い忙しくてゆっくり遊びに出かけたりできないんだけど、お互いのいろんなことを知ってるの。すっかり親友同士だよ。ね、ひまりん？」

「う、うむ……。杏奈とはずっと文通をしている……。文通を続けてそろそろ一年近くなるんじゃないかと思う……」

　日毬は小さな声で、遠えん慮りょがちに口にした。

　それからしばらく、日毬と杏奈の文通話でスタジオは盛り上がった。二人の文通内容は趣味嗜し好こうから食べ物、さらには好きな男の子のタイプや、男性とデートするならどんな場所に行きたいかまで、実に女の子らしい話題で占められているらしかった。杏奈が率先してそれを打ち明けると、日毬は顔を赤らめてもじもじし、それがまた可愛かわいらしく、スタジオは温かい笑いに包まれた。

──これは面白い。

　さすがは杏奈、伊達だてにトップアイドルに君くん臨りんしているわけではないようだ。この文通話だけで一時間のトーク番組が作れそうな勢いである。今度、ラジオ番組あたりで二人をセッティングし、こういう内うち輪わネタで盛り上がってみるのもよさそうだ。近々、大手ラジオ局に企画を持ちかけてみようと思った。

　もっとも、それはこの番組とは別の話なので、女子アナは適度なところで話を打ち切り、隣となりに座っていた千ち歳とせへと話を繫ぐ。

「さて次は、お馴な染じみの人にはお馴染み、朝あさ霧ぎりちとせちゃんです。グラビアアイドルとして人気急上昇中の、ひまりプロダクション所属アイドルです！」

　女子アナの、「お馴染みの人にはお馴染み」とは良い表現だ。要はアイドルマニアにしか知られていないということでもある。

「こんにちは！　朝霧ちとせです！　日毬先輩の番組なので駆けつけてきました。だからこのお仕事はギャラなしなんです」

「お仕事のギャラなしなんですか？　いいんですか、それで？」

「もちろんですよ。日毬先輩のためなんです。私は何だってやりますよ！」

　一見、バラしてはならないことを言ったように見えて、千歳は台本通りだ。一字一句同じというわけではないが、千歳の大まかなセリフは決まっていた。

　杏奈はトークに優れていることが知られているので、台本にはかなり幅を持たせており、本人がパッと思いついたことに言げん及きゅうできるようになっている。しかし千歳には、基本的に決まった台本が割り当てられていた。しかしこれは決して千歳が劣っているという意味ではない。駆け出しのタレントは杏奈のような度胸も対応力も足りないことが当然なので、一般的なことを着実に実行していけることが何よりも大切だ。基本を疎おろそかにせずしっかり身につけてくれるなら、いずれは自分の持ち味を活かせるようになってくる。

　ちなみに、アイドルたちに台本が与えられているのは冒頭の挨あい拶さつだけで、ディスカッションの時間は自由な発言が許されていた。文化人たちには台本はないので、それとの兼ね合いが取れなくなるためである。また、政治上の問題発言は編集でオールカットするので、好きなことを言わせて問題はない。

「あっ、それから、今週発売の週刊アクシスで巻頭グラビアのお仕事をさせて頂きました！　そちらも合わせてよろしくお願いします！」

　千歳は最後に自分の仕事を付け加えた。これも台本通りだ。ネームバリューがない千歳は、こうして自分の仕事をＰＲすることで、どういうアイドルかを知らせることができる。また本当に今回は千歳のギャラはゼロだったので、プロダクションとしても宣伝をさせてもらうことで少しでもバランスをとれればいいわけだ。

「そして新顔、槙まき野の栞しおりちゃんです。なんと公認会計士試験の合格者だそうで、そちらの方面でも有名なようですね。最近、ひまりプロダクションにスカウトされたばかりとか？」

「槙野栞や。よろしゅうたのんま。本名やねん。なんせ大阪にいたときから本名で露出してたさかい、どうでもええと思ってこのままや。ちなみにスカウトされたばかりちゅーても、結構テレビの仕事してたよ」

　栞の話に、すかさず日毬が口をはさむ。

「結構と言っても、ほんの数回だろう。栞の話は大げさすぎて困る」

「余計なお世話や。新聞や雑誌も合わせればそこそこやったわ。ひまりプロの社長から必死で頼まれたもんで、しゃーないと思うて東京に来てやったんや。こういうこともある」

「アイドルになりたがっていたのは栞だったような気がするが」

「この番組、えろう腹立ってたんや。一度、乗り込んで物申したい思うとった。日毬が出るちゅーなら、うちも出んとアカンやろ。実はやな、プロダクション内では、うちと日毬は人気を二分してるライバルやねん。どっちかってーと、うちの人気の方が上なんやけどな」

　そんな栞の自慢に、慌てて千歳が声を上げる。

「初耳ですよっ！　しかも、うちのプロダクションって小さいので、一〇人もいません！　というか日毬先輩と栞さんが二分って……私は入ってないんですか⁉」

「栞は狼おおかみ少年の逸いつ話わを学んでみるべきだ。それから『謙けん虚きょ』や『謙けん遜そん』という言葉も辞書で調べてみるといい。栞程度の頭脳でも、少しは学ぶところがあるだろう」

　日毬が同調し、それに栞が反抗し始め、内輪げんかの論争が続いた。テレビでは、意外と内輪ネタが受けるのである。内輪ネタを聞かされたところで俺は少しも興味など持てないが、一般の視聴者はおそらく内輪ネタを通して芸能界の事情を垣かい間ま見られるような気分になるのかもしれない。

　それからしばらく日毬と千歳と栞の三人で、ひまりプロダクションの内情などをネタにしてのトークが続いた。テレビで利用できる内輪ネタのなかに、ひまりプロダクションが普通に使用されるようになってきたのは、芸能プロとしての認知度がそれだけ上がってきたということだろう。

　ここ最近、メディアでもっとも名前が挙げられた芸能プロと言えば、ひまりプロダクションであることは間違いなかった。おかげで良くも悪くも、一般人への名前の浸透度は高い。

　今にして思えば、やはりプロダクション名に日毬の名前を冠かんしたのは正解だったということだ。看板の日毬と即座にイメージが結びついてくれる。なんといっても日毬は強力無比なタレントだ。もちろん当時は適当に決めただけであって、この選択がプラスになるなどと少しも思っていなかったのだが。

　アイドルたちの紹介が終わり、次に文化人の紹介に入ってゆく。

　スタジオの隅すみ、隣で進行を見守っていた由ゆ佳か里りが俺に顔を近づけて、感かん慨がい深げに口にする。

「いいですね～。うちの会社も有名になってきました。日毬ちゃんのおかげもあって、芸能界随ずい一いちの知名度かもですよ？」

「俺らのような成り上がり方はかつてなかったからな。俺自身が一番びっくりしてるよ」

　俺は苦笑した。

　ひまりプロダクションが歩んできた道のりは、日毬が逮捕されたり公安にマークされたりと、決してサクセスストーリーではない。しかし常識から逸脱した立りっ身しん出しゅっ世せを遂とげたことは間違いなかった。

「ここまでくれば、局に圧力かけられる立場ですよ。おたくだけ日毬ちゃんを出さないぞって。局は慌てて何でも言うことを聞くでしょうね」

「まだ早い。あと一人か二人スーパークラスのタレントを作るか、それとも三〇人くらいそこそこのタレントを抱えたらだな。千歳には無理そうだから、栞がどこまで育つかに期待してみよう」

「日毬ちゃんと凪紗ちゃんの二人でいけますって。ていうか、どんなタレントだって日毬ちゃんの敵じゃありませんよ」

「成り上がりに対する嫉しっ妬とや羨せん望ぼうのせいで、週刊誌にも叩かれるようになってきた。知名度が上がるから悪いことばかりじゃないんだが」

「昨日発売の週刊誌に、ひまりプロダクションが芸能界で何やら陰いん謀ぼうを巡らせてるみたいな記事まで出てました。ひまりプロダクションの関係者には防弾チョッキが支給されているなんて書いてあったんですよ。笑っちゃいますね、ホント」

　そう言って由佳里は肩をすくめ、大きくため息をついた。

　事実、ひまりプロダクションは週刊誌では常連だ。叩かれることはあっても、褒ほめられることなどない。見知らぬ記者や評論家から有ること無いこと書きたてられ、まるで悪の巣そう窟くつのように非難されることもある。実に忌いま々いましい限りだ。

　だがそれがまた、ひまりプロダクションの注目度を高める結果になっていて、商売だと割り切ればプラス面も大きかった。ある意味で彼らとは持ちつ持たれつの関係性である。社会全般に対して、重要な娯楽を提供する役割を引き受けているとも言えた。バカらしいが、責任重大というわけだ。

　吐き捨てるように俺は言う。

「日毬も賛否両論。この番組のプロデューサーが苦笑しながら言ってたが、ネットでの叩き方も常じょう軌きを逸し始めたらしいじゃないか」

「でも何の影響力も持ってないですからね～。このくらいの方がタレントとして絶対にいいです。それに一方では賞賛も集まってますよ」

「あれだけ政治的発言を繰り返してれば、小さなことで猛もう然ぜんと叩かれるからな。総論はＯＫでも、たった一つの政策の違いで蛇だ蝎かつの如く嫌われちまう。俺はとても政治家なんざやりたくないね」

「あー、私、最近はそういうのを考えないようにすることで心の安あん寧ねいを保ってるんですよね。まともに考えていくとおかしなことが一杯すぎて、もう何も見たくない。テレビも新聞もネットも雑誌も見なくなりました。必要最少限の情報を収集するのと、友人知人とのメールのやり取りだけで十分すぎます。第一忙しいんで、寝る間際までゆっくり何かを見てる時間なんてないですし。その辺の生産性が低い暇ひま人じんと違うんです。『見ざる、言わざる、聞かざる』の境地ってこれかもですね」

「へぇ。そういうのも、ひとつの賢い生き方だろうな。社会の構成要素を作る立場にいる人間は、その心構えで十分だ。構成要素と一緒になっちゃいけない。由佳里も成長しつつあるってことだ」

「私は最初から成長しきってました！　完成形です！　昔からかなりすごかったんですよ、私！」

　急に由佳里が声を大にしたため、スタッフらが俺たちを振り向いた。パネリストらまでこちらに気を取られたようだった。

　俺は居たたまれなくなり、首を引っ込めて注意する。

「こっ、こら、収録中だぞ。大声出すなよ……」

　また由佳里をふとしたことから苛立たせたりするのはまずいので、俺は会話を中断し、スタジオに視線を戻した。

　文化人たちの紹介が続いていた。一人一人は短く、当たり障さわりないものだった。いかに優れた経歴だったとしても、それを語って聞かせたところで、視聴者を引きつける役目には少しもならないから、文化人の紹介は流す程度で構わない。テレビでは、面白いことを言えない人間に価値はないのだ。すでに毎回出ている顔なじみが多くなっていたので、彼らには議論で活躍してもらえさえすればそれで十分である。

　パネリストたちの紹介が一巡したところで、今日の議論の基もととなるＶＴＲが流された。

　官かん僚りょう機き構こうの話だ。

　元官僚から現役官僚、それから政治家たちまで登場し、国家全体を統制する責務を負う官僚機構について解説された。放っておけば肥大化する官僚機構を、どのようにして創造的にぶち壊すかというのが今回のテーマのようである。

　俺たちの運営している『きれいなネット政治推進協会』でも総務省、警察庁、警視庁などの官僚ＯＢを受け入れているから、他人事ではない。ＶＴＲを漫まん然ぜんと聞き流す多くの人たちは「そんなもんか」という感想だろうが、この問題は俺も、我が身のこととして理解できる。

　今日のパネリストは学者が八人、そして日毬を含めたアイドルが六人という陣容だ。

　学者の一人が滔とう々とうと声を上げる。

「昨今、地方分権が声高に叫ばれていますが、要するにこれは、現在の官僚機構をいかに解体するかという戦いなんです。霞かすみヶが関せきに集中した権力はあまりにも強大で、これを壊そうとする政治的努力は断続的に行われてきました。しかし、そういった政策を推進しようと尽力した政治家は皆、官僚による嫌がらせやサボタージュによって危機に陥おちいってきたため、未だ目的には至っていないのです。だからこそ地方分権を確立することは、官僚制度を解体し、日本を革新する重要なプロジェクトになりえるんです」

「最近、大阪での都構想が重要な政治ファクターになってきているのは、新勢力と旧権力との戦いの一環と捉えることができますね」

　別の学者が応じ、栞も追従する。

「大阪都構想、ええやないか。無理やりにでも東京から権力機構を移動させないとアカン。まずはメディアの連中を東京から引っぺがしてしまえ。地方分権の戦いはつまり、中央官庁との戦いや」

「私も静岡出身なんですけど、なんか東京こそが日本みたいな感覚でした。それはやっぱり東京に何もかもが集中しすぎてるからだと思います」

　そう言ったアイドルを、学者が指さす。

「そう、メディアを東京から剝はがすのは、地方分権を考える上で避けては通れないことですよ。同時に、日本のテレビ局や新聞社を合併させて、一気に数を減らしてしまった方がいい」

　日毬は生き真ま面じ目めな顔で、司会者席から口にする。

「メディアの解体・再生は私も常々思うところだ。これは私が統とう括かつする日に本ほん大たい志し会かいの試案なのだが……まずＭＨＫは余計な番組を作ることは止やめ、ニュース専門局として延々と二四時間報道番組を流すだけにして、受信料ではなく税金で成り立つ局に変える。そして核心的な改革──肝心の民放は二つでいい。日本には民放が多すぎて、番組の質の劣化が著しい。放送内容にまともな品質を求めようとすれば、合併や再編成を通して局の国際的競争力を上げるしかない。残りは各種の専門局でいいはずだ。専門局だけで一〇〇や二〇〇のチャンネルがある」

　メディアから仕事をもらう立場のアイドルが、本来ならばメディアの解体・再生に触れるのは鬼き門もんである。しかし日毬に限っては、この程度の発言は朝飯前だった。日毬は大っぴらにメディアを責め立てるのに、出演依頼が途絶えることはない。メディアにとっては、自分たちの存在意義うんぬんよりも、目先の視聴率こそが最重要なことであるからだ。

　学者たちが議論を続ける。

「現在のマスメディアは霞ヶ関のプロパガンダ機関にすぎないので、それを潰すことが重要な布ふ石せきにもなりますね」

「そうは言いますが、先生がた。官僚がそこまで悪いですか？　ちょっと考えてみてください。戦後日本の繁栄を支えてきたのは政治家ではありません。大おお蔵くら省しょうですよ。それは皆さんだって否定しないでしょ？　日本でもっとも有能な人間たちが大蔵省に集まっていたため、混迷しがちな日本民主主義のなかにあって、かろうじて大蔵官僚がシンクタンクの役割を果たし、国家全体を統制することができてきたわけです」

「私も同意見です。バカみたいな『ノーパンしゃぶしゃぶ事件』をマスメディアが作り上げて大蔵省を叩きつぶしたことが、日本の急激な衰退に繫がっていることは確かです。ノーパンしゃぶしゃぶなんてどうでもいいじゃないですか。ソープランドじゃないんだから。それを汚らしくも低俗極まる方法で叩きつぶしたのはメディア諸しょ氏しですよ。頭が悪いから正面から大蔵官僚を論ろん破ぱできないので、毒々しい方法を用いたわけです。日本の最大の戦犯は無責任なメディア諸氏であって、マスコミ人たちには自分が日本をメチャメチャにしたという自覚を持ってもらいたい」

　ふいに、小学生のように千歳が手を挙げる。

「はい！　ノーパンしゃぶしゃぶって何ですか？」

「文字通りですよ。しゃぶしゃぶのお店なんですが、そこの店員の女の子がパンツを穿はいていないということです。だからノーパンしゃぶしゃぶ。そのお店が、大蔵官僚の接待に使われたということでメディアで問題視されたんですね。高こう潔けつなメディア人の方々は、どうやら自分たちが接待したりされたりすることはないんでしょうよ。きっとそうだと信じますよ私は」

　学者の一人が強い皮肉を交えて解説した。

「でもスカートやズボンを穿いてれば、パンツを穿いていなくとも……」

「だから、スカートやズボンも穿いていないお店なんです」

「……えっ？」

　ようやく意味が吞み込めたのか、千歳は急に赤くなり、押し黙ってしまった。

　大蔵省を評価した学者たちに向かい、栞が声を荒らげる。

「官僚擁よう護ごなんてとんでもないで。古き良き時代を懐かしむのは結構やけどな、大蔵省やって今の堕だ落らくした官僚たちと何も変わりないんとちゃうの。官僚が有能だなんて単なる神話であって、本当は何の役にも立っていない集団やろう。むしろ、官僚が民間の足を引っ張ってきたとすら言っていいとうちは思う。日本は高成長の波に乗っていたから、官僚は自らの腐敗を覆おおい隠すことができていただけや。そんななかで阿あ呆ほうな文化人が官僚を持ち上げ、官僚神話が作られた」

　我が意を得たりといった風に、栞の隣の学者がしきりにうなずく。

「そうですよ。官僚なんてね、昔から堕落してたんです。だって、ぼくだって一〇年前まで国土交通省にいましたが、その中にいるのがもう嫌になったんですよ。官僚機構という存在は、どうしても自分たちの権益を第一に考えてしまうものなんです。放っておけばどんどん自分たちの権力を肥大化させ、たちまち癌がん細さい胞ぼうになってしまいかねない。しかしもう、今の日本には肥大した官僚機構を養うだけの国力がないんです。時代は変わってしまったんです。今こそ東京から地方へ、権力を移い譲じょうしなくては」

「政治の力で官僚機構を解体せねばならない。これは日本国家にとって最大の政治課題です。これを成し遂げられないことには日本はきっと変われない。今こそ中央官庁の力を削ぎ、地方の力を盛り立てて、日本全体の復活を考えていくべきです」

　別の学者がテーブルに身を乗り出し、大声で同意した。

　日毬が口をはさむ。

「ちょっと待ってほしい。確認したいことがある。『官僚機構を解体すべし』と考えている者と、『問題は他にある』と考えている者を明確にしたいんだ。自分がどちらの派に所属しているかよく考えて、手を挙げてくれないか？」

　パネリストらは頷いた。

「『官僚機構を解体すべし』と考える者、手を挙げてくれ」

　日毬の言葉に、学者八人のうち六人が手を挙げた。パネリスト席のアイドル五人のなかからは栞が一人。

「うむ。では次に『問題は他にある』と考える者は？」

　学者八人中、二人。アイドル四人は、戸惑ったように周りを見回していた。サッと日毬が手を挙げた。するとアイドルたちもバラバラと日毬に続き、手を挙げる。

「もう一つ。『地方分権を推進すべし』と考えている者と、『中央集権を強化すべし』と考えている者、これを分けてみたい」

「中ちゅう庸ような立場はないんですか？」

「申し訳ないが議論の時間は決まっている。だから、立場を明確化させるために、どちらかに付いてほしい」

　質問した学者はうなずいた。

「では改めて質問する。『地方分権を推進すべし』と考えている者は手を挙げてくれ」

　学者八人中六人。加えてアイドル陣からは栞が一人。先ほどとまったく同じ陣容だ。

「『中央集権を強化すべし』と考えている者」

　もちろん同じ区分けになった。

「せっかくの機会だ。座席を移動しよう。双方の派が向き合う形になるといい」

　日毬の提案に皆は立ち上がり、バラバラと席を移動した。日毬まで司会者席から立ち上がり、パネリスト側の席に着く。

　全員が着席した頃を見計はからい、学者の一人が日毬に鋭い視線を向ける。

「ちょっと聞きたいんですが。ひまりんは官僚機構に問題がないとでも考えているんですか？」

「官僚に問題はあって当然なのだ。しかしもう少し考えてみてもらえないか。そもそも官僚をヤリ玉に挙げること自体がおかしい。古こ今こん東とう西ざい、官僚の役割も、その習性も変わらないはずだ。たしかに官僚を放置すれば、その権勢は必ず肥大化していくもの。そういったシステムを理解し、統制するのが政治家の役目である。しかし日本は、政治に力がないから官僚の力が増しているにすぎない。問題は政治の側にあって、官僚の側ではない。そしてそれは、現状のような政治を選択してきた有権者の問題でもある。だから私は常々、有権者が持つ権力を一時的に剝はく奪だつし、私の独裁が必要だと主張しているのだ」

　日毬は胸を張って応えた。

「政治に力がなかったのは確かですよ。高度経済成長を享きょう受じゅし、平へい穏おんな時代ならそれでも良かった。しかしいざ現在のような国家存亡の危機となったとき、ふと立ち止まってみれば、官僚機構が肥大化しすぎて手がつけられなくなっている。このままでは日本はもうダメなんですよ」

　日毬は刮かつ目もくし、叫ぶ。

「無礼者！　日本がダメなどということはありえない。我が国には力がある。その力を解放するため、やはり私が独裁をするしかない……」

　そう言いながら日毬は身を震わせた。

　いつもならここでスタジオが沈黙する場面だが、栞があっけらかんとした風にツッコミを入れる。

「なんでいきなり独裁ちゅー話になんねん。今のシステムに則のっとった変革の方法はいろいろあるやろ。そのやり方を皆で話し合うてるんやないかい」

「バカを言え！　いつまで話し合いをするつもりだ。左翼は一生話し合いを続けて無駄な時間を過ごしていればいい。私は現実的な方法で官僚支配を打破し、日本の新しい時代を打ち立ててみせる」

「アホ抜かせ。ジブンの独裁ちゅー話の、いったいどこに現実味があんねん」

　栞に学者も追従する。

「だから、もっとも現実路線に沿った方法のひとつが、地方分権だってことだったじゃないですか。官僚支配を打破するためにもっとも確実な方法ですよ」

「でも先生。話を聞いていると……ひまりんが統治者になれば、その官僚支配ってものは打破できるんじゃないですか？」

　杏奈が大真面目な様子でそう言った。

　一瞬、スタジオは沈黙につつまれる。

「それも一つの方法かもしれませんが、現実的とは言えないんじゃないかと」

　おずおずと学者の一人が言ったが、杏奈が彼を指さす。

「ほら認めた。一つの方法だって認められるんなら、私たちで現実にすればいいじゃありませんか」

「そんな方法論が良いかどうかとは言ってませんよ……。それに、仮に本当にひまりんが独裁者になったからといって、今より良くなる保証なんてどこにもありません」

「そんなこと言ったら何もできないじゃないですか。だいたい、保証がある方法なんてあるんですか？　そんなものがあったら既にやってます」

　強い口調で杏奈は言って、日毬を向いて問いかける。

「ひまりんなら大丈夫だよね？」

「もちろんだ。私は十じゅう全ぜんにやりおおせるだろう」

　力強く日毬はうなずいた。

　アイドルたちも続く。

「うんうん。私は日毬ちゃんに独裁者になってもらいたいなぁ」

「さんせ～。ひまりんが統治する日本に住んでみたいよ」

　ゴホンと咳せき払ばらいした学者が、眉をひそめて口にする。

「申し訳ないが、そういう安易な発言は無責任すぎますよ。ノリや雰囲気でしていい発言ではありません。先ほど、マスメディアの品性の話が出たばかりですが……そのような発言がいっそうテレビメディアの品格を傷つけることになるのですよ」

　学者の発言はまったくだと俺も思った。テレビ視聴者を動かしやすい立場であるアイドルが、流されるまま言っていいことではない。

　しかし日毬は身を乗り出して声を大にする。

「無礼者！　失政を犯すようなことがあれば、私には腹を切る覚悟があるのだ。為い政せい者しゃとしての責任を引き受ける覚悟は誰よりも持っている。日本を真に救うことができるのは私だけだ」

　再び栞が日毬に喰ってかかる。

「個人が腹を切れば済むって話でもないやろ。独裁者の暴走で、国家が破滅したら敵わんで」

「私が暴走するわけがない。私は何も戦争を求めているわけではないし、周辺諸国との対立を望んでいるわけでもない。現在のように周辺諸国に侮あなどられることなく、日本が当然のことを毅き然ぜんとして主張できさえすれば十分だ。私ほど未来の日本に繫がる政策を、果か断だんに実行できる為政者などいないと断言できる」

　すぐに別の学者も続く。

「いやいや、むしろ日毬ちゃんは暴走するくらいでちょうどいいでしょう」

「まさか先生、日毬の独裁に賛成なんか？」

　栞は目を見開いた。

「……面白いんじゃないかと思いますね」

「こらアカン……。学者先生からそないな発言が出るとは思わんかったで。驚きやわ」

　日毬がテーブルを叩く。

「だったら対案を示せ！　ぬるま湯の中で討論し続けたいならどこかへ消えてそっちでやれ。耄もう碌ろくした左の戯ざれ言ごとは聞き飽きた。宗教じみた妄もう言げんを垂れ流すのが、日本国家にとってどれほどの罪かわからんのか！」

「一八歳のうちに向かって耄碌やと⁉　だいたい、どこが罪やねん！　話し合いを否定したら何もでけへんやろうが！」

「限界が近づいているのに話し合いか？　左寄りの白はく日じつ夢むはもうたくさんだ。私がこの命に懸けて全責任を負ってみせる。私に日本を預けるべきだ」

　力を込めて言い切り、日毬は身体からだを震わせた。

　こういう日毬の姿は、まさに第一回や第二回で見せた遠慮のない姿だ。しかし今回は、この日毬の姿勢が空回りすることなく、番組にうまく活かされていた。日毬の独走に、栞が適時突っ込んでくれる。それは日毬にとってマイナスではなく、かえってプラスになっているように見えた。栞がいるため、日毬も遠慮することなく全力を出せるのだ。そして、そのことを日毬自身も理解しているようだった。

　今までは日毬が強硬な発言をしても、文化人だと遠慮してしまうし、タレントだと知識面で押し切られるしで、対抗できる相手がいなかったのだ。この対立軸を明確化させただけで、番組がビシッと引き締まる。

　学者の一人が声を上げる。

「また無責任呼ばわりされるかもしれないけど、ぼくはやっぱり日毬ちゃんに任せてみたいなぁ。そのくらいのことをしなくちゃ、かつての日本の国力を取り戻すことは二度とできません」

「国力と言いおるけど、すでに十分な水準になってるんとちゃうの？　これ以上発展を求めるちゅーんか？」

　栞が問い質した。

　学者たちの議論が続く。

「発展を求める？　当たり前じゃないですか！　現在の経済システムで発展しない社会なんて成立しないんです。良し悪しの問題じゃない。今は精神面の話をしてるんじゃないんです。現実的に、どのように国家システムを改革していくかの問題なんです」

「だからこそ、今このタイミングで地方に権力を譲じょう渡とすることが必要ですよ。首都直下型地震だって来るんだから」

「日本列島を一つの街として見る視点が必要です。全国の交通インフラを縦じゅう続ぞくさせることで、日本全体が発展する道を探らなくちゃなりません。今は地方分権なんて言ってる場合じゃなくて、どうやって国家全体が活力を取り戻すかを検討しなくちゃいけないんですよ」

「まだ公共事業を続けようって言うんですか？　鉄道網もうや交通網を発展させるほど、東京一極集中が加速するだけですよ？　日本の道路網や交通網は異常なほどの長さになってますって。各国と比較してみてくださいよ。理想と現実は違うんです」

「その言葉、そっくりそのまま返させてもらいましょう。すぐ日本と海外の比較をしたがる人がいるが、国情が違うんです。地震国だからこそ公共投資で国土を強くし、地方のインフラを整備することで東京に何かあった場合のリスクヘッジができる。しかもね、地方の独立という話は聞こえがいいが、地方が成り立つわけがない。単なる地方切り捨てですよ」

　栞が口をはさむ。

「地方切り捨てちゅーけどな、いつまでも中央が金をばらまくことができないからこういう話になってるんちゃうの？　余力のある大阪が率先して、ぜひとも都構想を実現すべきやろ。大阪が先陣を切って中央政府から自立してみせれば、いいモデルケースになるわ」

「事は大阪だけの問題じゃないんです。大阪はまだいい。社会インフラも整っているし、日本列島の中心部に位置するという立地も抜群だ。しかし、辺境はどうするんです？」

「そういう感情論はよくない。地方切り捨てだっていうお涙なみだ頂ちょう戴だい話にするのは印象操作です」

「感情論じゃありませんって！　地方まで含めて日本でしょ？　一度荒こう廃はいした地方は人が寄りつかなくなり、二度と復活できなくなりますよ」

　日毬は重々しく口にする。

「地方分権論者が言いたいことはわかる。中央から権力を奪うことで、中央の官僚機構の力を弱めようとしているのだろう？」

「決して官僚機構の解体だけが目的ではありませんが……それも重要な目標であることは確かです」

　学者のひとりがうなずいた。

「認めたと考えていいのだな？」

「深く関係していることだけは、当然認められるべきでしょう。現に先ほど日毬ちゃんが賛成反対を分けた結果を見ても、関連していると言わざるをえない」

「諸君らは間違っている。地方分権を通して中央から権力を奪おうとするなど、亜流の方法論だ」

「でも、誰も成し遂げられていないじゃないですか。現実に私たちの民主政治は、官僚機構から権力を取り戻すことに失敗し続けてきた」

「だからこそ私が存在しているのだ。私の独裁を強化し、真の中央集権を実現させることだけが、官僚支配を終しゅう焉えんさせる方法なんだ。官僚は官僚のままでいい。ただ私の命令に背いたり、サボタージュしたりさえしなければ、それで十分である。官僚が私に逆らうなら、その行為には命をかけてもらわなくてはならない」

　スタジオを見渡し、日毬は生真面目な顔で続ける。

「力のある政治家がいるという前提の下でなら、概して日本の官僚は優秀だと言える。官僚に創造力など期待すべくもないが、事務処理能力は高く、それを私が正しい方向に導いてやればいいのだ。あらゆる抵抗を撥はねつけ、国論を統一し、目標に邁まい進しんする意志が私にはある」

「なんで日毬が独裁をやるちゅー前提になっとんねん。話、終わっとるやん」

　栞が啞あ然ぜんとした声を上げた。

「結論は出ている。それが日本にとっての天命なのだ」

「なんでやねん。真顔で言われると、こっちもどう反応していいか困るわ」

　学者の一人が言う。

「ぼくは……ひまりんでも無理だと思うなぁ。官僚機構は、そんなに脆ぜい弱じゃくじゃありませんよ」

「軟弱者！　そのような弱腰でどうする！　既き得とく権けん益えきを破壊し、日本に真の公正を取り戻すことができるのは私しかいない！」

　それから議論はさらに盛り上がり、二時間以上も続いた。

　いつもより収録時間を長めに確保してあったのだが、それでも予定時間をオーバーしてしまうほどだった。これを四〇分以内に編集するわけだ。大変な作業である。

　だが、番組の討論は予想外に面白く、対立軸が明確になっていいのではないだろうか。アイドルの子のなかには討論についていけない子もいたようだが、参加者らは全般的に活き活きしている。いつもと違う雰囲気があった。

　終了予定時間はとっくに過ぎていた。スタジオの外では、この場所を次に使用するスタッフたちが集まり始めている。もはや時間の限界だ。

　ディレクターが収録の終了を告げた。すると、何人かが自然に拍手した。それが輪になって広がり、スタジオ全体に広がった。俺も由佳里も拍手に参加する。いつもはなかったことだ。皆、今回は上手うまくハマったという実感があったのだ。

　ディレクターが、俺と由佳里の側までやってきて口にする。

「栞ちゃん、適切にひまりんに突っ込んでくれていいですね。今回とくに面白くなったのは栞ちゃんのおかげです。もちろんひまりんがいてこそ成立してるわけですが、栞ちゃんというスパイスが加わると番組全体が引き立ちます。あとは編集に全力を尽くしてみますよ」

「日毬ちゃんと栞ちゃんの対立軸がうまく作れるような話題を毎回持ってこれると、番組が引き締まっていくような気がしますね」

　由佳里が応じた。

「ええ、放送作家陣とよく話し合って企画を練っていくようにしますよ。事前の打ち合わせでもご協力ください」

「ですが栞だとまだまだタレントとしての知名度が弱いので、その点は我々の方で努力しなくちゃなりませんね。番組にも貢こう献けんできるよう、うちの事務所としても可能な限り強く栞を売り出していこうと思います」

　俺の言葉に、ディレクターは気づいたように言う。

「だったら……『とびきり弁当決けっ死し隊たい』、知ってます？　ありきたりの料理ショーなんですが、ぶっちゃけ芸人らのお笑いトークが中心です」

　おかしな名前の番組だが、これがなかなかの視聴率を持っている。さまざまな弁当を探し求めて芸人たちが全国各地を訪ね歩き、その合間の芸人たちの会話が人気になっている番組だった。

「ええ、それはもちろん。ありきたりって言っても、弁当を扱ってるのは面白いですよ」

「私が担当してる番組なんで、さっそく栞ちゃんを突っ込んじゃいますよ。こういう物怖おじしない毒舌の女の子がいると、新しいインパクトがありそうなんで」

「本当ですか？　それは助かります」

「やった！　ラッキー！　ありがとうございます！」

　俺と由佳里は素直に礼を述べた。『とびきり弁当決死隊』は人気番組だけに、時間帯もゴールデンタイムである。ありがたいことだ。

「何より栞ちゃん、可愛いですしね。容姿と毒舌のギャップがあって、使い勝手がいいキャラクター性です。トークも手慣れてる感じなので、芸人らに交えても活躍してくれるでしょう」

　ディレクターは栞を見やり、満足そうに口にした。一仕事終えた栞は同業のアイドルたちと駄だ弁べり合いながらスタジオを引き揚げていった。





◇






　ディレクターとの立ち話を済ませた俺と由佳里は控え室へと立ち戻った。今日はアイドル数名ずつに一つの部屋が割り当てられていて、ひまりプロダクション専用の部屋が用意されていた。部屋にいたのは、日毬、千歳、栞である。

　由佳里は部屋に入るなり、声を大に響かせる。

「おつかれさま！　すごく良かったわよ。栞ちゃんが入ってくれて、場が引き締まった感じ」

「なんや、うちはどうにもピンとこんかったわ。アウェーな勝負な気がして、宙ちゅうに浮いとる気分やった。別に緊張したとか、そういうんやないんやけど……難しいもんやな」

　すぐに栞が応じてきた。外から見れば栞は非常によくやってくれていたが、当の本人はしっくりこなかったようだ。まだ環境に適応していないからだろう。緊張しなかっただけでも立派なものである。

　由佳里に続き、俺も腰かけながら口にする。

「参加者が多かったからな。特に今日は日毬も含めると一四人もパネリストがいたから、話に入るタイミングが難しい回だった。そのなかじゃ栞は、日毬に次いで討論に参加できてたよ。最初にしては上じょう出で来きだ」

「そんなもんかいな。自分やとイマイチわからんで」

「栞の無責任極まる発言を聞けば、左翼の夢見がちで愚かな性しょう根ねが歴れき然ぜんとなり、視聴者はやはり私の独裁が必要なのだと考えてくれるはずだ。そういう意味で、栞には十分に存在価値があった。この番組に栞を連れて来ようと思った私は間違っていなかったようだ」

　毅然として日毬は言った。

「反論したいことは山ほどあるけど……今日のところはやめとくわ。改めて思うた。日毬はやっぱりすごいで……」

「格が違うだろ？　日毬みたいなタレントはいないんだよ。でもな、実は俺も由佳里も、栞には密かに期待してるんだ。売り出し方によっては日毬のタメを張れるようになるんじゃないかってな」

　俺の言葉に、由佳里が続く。

「本当にそうよ。自己紹介のときに、もっと左翼色を打ち出しても良かったんじゃない？　マルクス主義者だって公然と名乗ってくれた方がプロダクションとしてはありがたいわ。うちの場合は、かえってそのくらいの方がいいの」

「せやけど、企業ＣＭとかに出られんようになるんやないの……？」

「おいおい、自分でセーブしてたのか？　それはプロダクションが考えることであって、アイドル本人が考えることじゃない。売り出しの方向性はこっちに任せておけって」

「ひまりプロダクションは、企業からの広告に頼りきりになる必要はないからね。私も先輩も独自の仕事を創っていけるから、遠慮なく自分の持ち味を活かしてくれていいの」

「さよか……。今日やってみて悩むことも多いけど、頑張ってみるわ」

「期待に応えてもらうぞ。栞は十分にポテンシャルがあるからな」

　俺がそう断言すると、横からおずおずと千歳が口にする。

「社長、誰かのことを忘れてませんか？」

「誰かって、誰だ？」

「目の前にいるじゃないですか」

「……」

　俺はまじまじと千歳を見やり、意味深に押し黙った。

「し、社長……？　私のことも、密かに期待してもらえてますよね……？」

「……」

　俺が応えずにいると、十二分に意味を汲くみ取ってくれたようだ。千歳は涙声で言う。

「そんな……！」

　由佳里が優しくフォローする。

「もちろん千歳ちゃんのことだって期待してるわよ。でも今は、新たに参画した栞ちゃんの売り出し方を話してたの。千歳ちゃんはもう波に乗ってるでしょ」

「乗ってるとは言いがたくないか？　グラビアでマニア受けはしてるけどさ。ひまりんプロジェクトみたいなトーク主体の番組では、日毬や栞にはとても及ばないな」

「今日だって活躍しました！　重要な場面でみんなの注目を浴びたと思うんです！」

「千歳が活躍した場面って『ノーパンしゃぶしゃぶ』だけじゃねーか。そっから黙っちゃったろ」

「だ、だってびっくりしたんです！　それに他のアイドルや学者さんだって、何度も発言してる人は少数派だと思います！　私は普通だと思うんです！」

　パネリスト一四人のうちで、積極的に発言していたのは五、六人だ。だから千歳の言い分はもっともである。

「千歳は今のままでいいと思うぞ。一いっ生しょう懸けん命めいさが私には伝わってくる。千歳を見ていると、私も頑張らなくてはならないと思えてくるんだ」

　そんな日毬の言葉に、千歳は救われたような表情になる。

「日毬先輩！　やっぱり努力を見てくれている人はいるんですね……！」

「経営陣としては困る。正直、千歳の収支はトントンだ。日毬や凪紗が桁けた違いに稼いでいるから、存在に気づかないレベルになってきた」

　由佳里がムッとして俺を睨にらみつけてくる。

「困ってません！　千歳ちゃんに対して、どうも先輩ってＳの気質がありますよね」

「そ、それは違う。たぶん千歳が天性のＭなんだよ。俺の方の問題じゃないはずだ」

　慌てて俺はまくしたてた。妙な誤解をされたくない。

「なんですか、その変な言い訳。だいたい先輩──」

　由佳里が滔々と喋り始めたとき、ノックが鳴った。すぐにカチャリと扉が開き、杏奈が顔をのぞかせる。助かった。由佳里にさらに責められそうだったから、ありがたいタイミングだ。

「ひーまり───ん！」

「杏奈⁉」

　小さく叫び、咄とっ嗟さに日毬は逃げ腰で立ち上がり、自分の胸を両腕で覆い隠した。

　杏奈は断りもせず部屋に飛び込んできて、俺たちの輪に入ってきた。

「おつかれさまでーす！」

　杏奈は舞台裏でも変わらない珍しいアイドルだ。

　皆はそれぞれ挨拶を返した。日毬だけはうつむきがちで、後じさっていた。

「栞ちゃん、よかったよ！　ああいう人たちのなかに交じっても、普通にやり合えるなんてすごいよ！」

「そうやろうか……。もう少し慣れてくると、もっと遠慮のう発言できるようになるんやけど……」

　栞も悪い気はしないようで、珍しく照れたような表情を浮かべた。トップアイドルから真顔で称えられれば、さしもの栞も嬉しくなるだろう。

「杏奈さんも、あんなに難しいお話だったのに結構発言してましたね。やっぱりすごいですよ」

　千歳が杏奈を見上げて言った。

「私はひまりんが総理大臣になってくれた方が嬉しいなぁ！　政治や社会のこと私あんまり詳しくないんだけど、ひまりんが政治家になってくれたら、きっと毎日楽しく応援できると思うんだ。千歳ちゃんもそう思うでしょ？」

「はい！」

「今回はありがとう。西プロダクションがこの仕事を引き受けてくれて助かったよ」

　俺は出演の礼を伝えた。杏奈は視聴率を持っているから、助すけ太だ刀ちは本当にありがたいことなのだ。

「言ったでしょ？　私、ひまりんのためなら駆けつけるって。ね、ひまりん？」

　ふと杏奈が一歩足を踏み出し、日毬に近づいて覗のぞき込んだ。すると胸を触ってもいないのに、日毬はわずかに身をくねらせて吐息をもらす。

「あっ……」

「どうしたの、ひまりん？」

　さらに杏奈は近づき、日毬を覗き込んだ。

「ちっ、違うんだ……。何でもなくて……」

　思わず吐息をもらしてしまったことが恥ずかしかったのだろうか、日毬はしどろもどろに弁明した。おそるおそるといった風に、日毬は視線を上げたり下げたりを繰り返していた。

「文通、ばらしちゃったね」

「う、うん……」

「また二人だけの秘密作らないと。これから秘密会議しない？」

「秘密会議って……何するの？」

　か細い声で日毬が訊きいた。

「お茶するの。三階によく行くカフェがあるから、一緒しよ」

「でも、お仕事が……」

　チラと日毬は俺を見やってきた。

　俺は時計を確認して応じる。

「一時間くらいならいいよ。迎えにいくから、それまでゆっくりしてきなよ。杏奈さんは芸能界の先輩なんだから、悩みがあったら相談する絶好の機会だ」

「さっすが社長さん！　話がわかりますね！」

「それなら……うん……いいよ……」

「それじゃひまりん、行こ！」

　サッと杏奈は自然に日毬に手を伸ばした。そして胸をガードする日毬の片腕を、しっかり杏奈は握りしめた。日毬は胸をタッチされたと思ったのか、ビクンと肩を震わせる。

「はんっ⁉」

　しかし杏奈は腕を取っただけで、胸を触ってはいなかった。日毬は意い表ひょうを衝つかれたように目を白黒させつつ、杏奈に手を引っ張られ、控え室をあとにしたのだった。
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　番組の推移を固かた唾ずを吞んで見守っているプロデューサーから連絡が入り、第七回『ひまりんプロジェクト』の視聴率を聞かされた。視聴率一三・九％。着実に上向いているのは、数字として見れば一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。





　第一回　二〇・七％

　第二回　一五・六％

　第三回　一二・五％

　第四回　一〇・九％

　第五回　一二・二％（スペシャルアイドル回）

　第六回　九・七％

　第七回　一三・九％（アイドルゲスト回）






　真っ先に俺は日毬を呼び、ソファに座らせた。

　リビングのソファに腰かけ、日毬は殊しゅ勝しょうに俺の報告に耳を傾けた。

「そうか……一三・九％……。まだまだだが、しかし重要な視聴率の反転と言えるだろう」

　報告を聞き終えると、生真面目な表情で日毬は深くうなずいた。

「特別なニュースがあったわけじゃないし、裏番組も通常通りの編成だった。だから純粋に視聴者が増えたってことだ。番組のエンタメ性が高まったおかげで視聴率が伸びてくれたんだな」

「私も収録が終わったあと、『今回はもしかしたら良い結果になるかもしれない』という実感があったんだ。その通りになっていたことが驚きだ。欲を言えば、もう少し視聴率が伸びて欲しかったところだが……」

「上出来だよ。番組ももう第七回といえば、ある程度は視聴者層も確定してるころだ。そこで視聴率が伸びたということは大きな意味がある。これを下地にして、地道に面白い討論番組作りに励はげんでいければ、末すえ永ながく続く番組になってくれるだろう」

「……番組の新しいスパイスになってくれた栞に感謝しなくてはならないな」

「栞は喧けん嘩かっ早いように見えて、意外と周りに気を遣ってる女の子だ。今にして思えば、ひまりんプロジェクトにプラスになるような言動を試みてくれてたんだと思うよ。毒舌を活かせるし頭もよくて機転も利くし……本当に良いタレントになってくれそうだ。日毬が栞を誘ってくれたおかげだな」

「……ふと思ったのだが……栞の歓迎会をきちんとやるべきではないだろうか？　千歳も、由佳里も、姉上も、壮そう司じにも歓迎会を開いている。しかし栞にはまだ何もしてやっていない」

「へえ！　普段はビジネスライクに接しているだけかと思ってたのに、日毬の口からそんな提案があるとはな。意外なこともあるものだ」

　実際、二人は顔を合わせると口喧嘩に発展してしまいがちなので、お互いに微妙な距離を取るようになっていた。決して仲が悪かったり、敬遠していたりするわけではなくて、お互いにとって都合の良い距離感を発見したようだった。毎日顔を合わせるのだから、そういう工夫は、滞りなく社会生活を送るために必要なことだ。

「ちっ、違う！　左翼のために私が何かしてやると思ったら間違いだ。ただ単に私は、理論上のことを指摘しただけだ。栞のワガママぶりは目に余る。誘った私のメンツにも想いを至らせてほしいものだ」

「わかった。そういうことにしとくよ」

　無理やりな日毬の話に俺は苦笑した。

「颯はや斗とは早とちりが多くて困る。妄想のなかでしか生きられない哀れな左翼人に、私が少しでも情を寄せるはずがない。私は現実世界で闘っているのだ」

「一ひと括くくりに日毬は左翼って言うけどさ、存外に栞は現実的な人間じゃないか？　本人はマルクス主義者って言ってるわりに、ガチガチって感じもしない。だからこそ、学者連中とも対等に議論が交わせたんだと思うけどな。地じ頭あたまが良いんだろう。柔軟性は日毬並にある子だよ」

「バカな！　私と栞を比べていいわけがない。最前線で日夜戦っている私から見れば、遠くから夢を語っているだけの栞は腹立たしくて仕方がない。颯斗はその辺のことを理解しているのか？」

　日毬の怒りが高まり始めたので、俺は落ち着けと手で制する。

「わかったって……。とにかく、栞の歓迎会はきちんと開こう。それでいいだろう？」

「う、うむ……。理論上、やらざるを得ないことだからな……。理論上だけに仕方がないのだ……」

「どこで、どんな風にやるか希望あるか？」

「事務所でいいのではないか？　ひまりプロダクションのメンバーが全員集まっても、ここは十分に広い」

「それじゃ、準備は俺に任せてくれ。俺と由佳里でどんな内容にするか考えてみるよ」

「私も手伝うのだぞ」

「いや、日毬は仕事の方に集中してくれ。一日中スケジュールが詰まってるだろ。でも千歳も凪紗も栞もまだそれほど仕事は多くないから、マネージャーには多少余裕はあるんだよ。準備は佐さ々さ倉くらさんにも手伝ってもらえるしさ」

「そうか。颯斗がそう言うのなら従うことにしよう。私から提案したというのに、準備を押し付けるような形になってしまうのは申し訳ないのだが……」

　日毬は素直に同意した。
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　日曜日の定例経営会議の際、業務や数字面のやり取りを終えたあと、俺は切り出す。

「──それで今日の最後の件だけどさ、日毬から提案があったんだ。栞の歓迎会を開きたいって」

「へー、日毬ちゃんから！　案外、仲良いんですね～」

　由佳里は嬉しそうに手を叩いた。

　壮司もうなずく。

「栞さんとは、私も普通に会話が成り立ちます。上辺だけのものじゃなく、深い会話がです。総そう帥すいと栞さんはお互いに、同年代で同じ次元に立って話ができる唯一の相手なのではないでしょうか」

「佐々倉さんは右翼として、栞に対する抵抗感はないの？」

　興味を持って俺は訊いた。

「まったくありません。栞さんは、世の中を突き放して冷れい徹てつに見ている印象がありますね。そういうタイプだと、思想が転向したりすることもないでしょう。いかに説得しようとも、栞さんが右翼や保守陣営に与くみすることはない。しかし逆に、自分が寄って立つ思想にも入れ込んでいないということです。本人は左翼活動家と言い張っていますが、実のところ冷めすぎていて、まったく熱心には見えませんね」

「確かに指摘されてみれば……日毬は驚くほど熱烈だけど、栞は冷めきってる感じだな。メディアでも政治的発言をしてる二人だが、温度差があるってことか」

「栞ちゃん、左翼活動なんて何もしてませんよね。デモに参加するわけでもないし、誰かに政治議論を吹っかけることもない。せいぜい、紅旗新聞あかはたにときどき記事を寄き稿こうしたりするくらいですけど……それだって依頼があるからやってるだけでしょうし」

「栞さんのようなタイプには、本を書かせてみたら面白いかもしれませんよ。自分が今まで見聞きしてきたことや、身近でつきあえる右翼の巨頭たる総帥の考えなどまで取り込んで、幅広く物事を書き込んでいくことができるかもしれません。最初は上手く自分の考えをまとめられないでしょうが、長年コツコツやっていけば、そういう方面でモノになるんじゃないかなと」

　そんな壮司の提案に、思わず俺はヒザを打つ。

「本か！　それはいい！　ちょうど栞の売り出し方を考えてたところなんだ。佐々倉さんのそのアイデア、採用だよ」

「そんな簡単に採用でいいんですか？　私にはタレントの売り方などわからないのですが」

　壮司は戸惑ったようだった。

「もっとも、佐々倉さんがイメージしたような堅いものは無理だよ。いきなりやっても販売的に成功しないだろうからね。もっとアイドルらしさを打ち出した砕けたもので、ポップに政治面・社会面・経済面を扱えるような、軽くて薄いビジネス書。栞は左翼インテリっぽさを全面に出して売っていくから、ちょうどいい」

「あ～、なるほど。定期的にビジネス書を刊行していくアイドルはアリかもしれませんね。うん、栞ちゃんにピッタリ。あとは原稿をどうするかですが」

　すぐに由佳里も理解したようだ。

「ゴーストライターでいいじゃん。出版数をこなしていって慣れてくれば、自分で原稿を書いてみてもいい。グラビアやモデルの仕事も次々入れていかなくちゃならんから、最初のうちはゆっくり原稿を書いてるヒマもないだろう。……おっと、話が脱線しちゃったけど、まずは栞の歓迎会のことだ」

「いいんじゃないですか。議論するまでもないでしょう。やりましょうよ。考えることは、前回のようにここでやるか、近場のホテルでやるかってだけですね」

「どうせなら、日毬の誕生日も一緒に祝ってしまわないか？　今月は日毬の一七歳の誕生日だ。日毬も準備を手伝うって言ってたんだけど、それも含めて祝ってしまおうと思いついて、こっちに話を持ってきたんだよ」

　日毬の手伝いの申し出を受けなかったのはこのためだ。ひまりプロダクションとしては、やはり日毬の記念日は祝ってやらなくてはならない。

「日毬ちゃんの誕生日！　いいですね！　反対する理由なんかないですよ」

「それと一月先のことになるが、プロダクションの一周年パーティーまで含めたっていい。それでちょっと盛大にやってもいいんじゃないかってさ」

「うーん、そうですね～……。プロダクションの設立一周年パーティーは別のものにしませんか？　局や記者や代理店や同業者も呼んで、営業活動も兼ねなくちゃいけないじゃないですか。そっちはあくまで業務の一環として淡々とやりましょう。でも私たちが本当にやりたいことは、気の置けない身内だけで集まっての、アットホームなパーティーのはずです。だから、設立記念とは切り分けましょう」

　一周年記念を仕事の関係者で集まって祝うのは悪くない話だ。仕事の延長線上で、大して面白いパーティーにはならないと思うが、やって悪いことではない。

「そうか。それもそうだな。決まりだ。栞の歓迎会と、日毬の誕生会を一緒にやる。このことは、ここにいる三人だけの秘密な」

　由佳里と壮司はそれぞれ頷いた。

「場所はどうする？」

「ここでも良いんですが、また同じだと芸がないので……すぐ側に、私が時々ランチするフレンチレストランがあるんです。すごくお洒落しゃれなお店なので、そこを借りてやりませんか？　団体用に借り切りＯＫみたいなんで」

「なら由佳里に任せるよ。店の借り切りなら、料理を準備したりする必要もないしな」

「あいあいさ～。いっぱい予算をかけて、特大のケーキを準備してもらいましょう。任せてください」

　気安く由佳里は請け負った。

　由佳里は何を任せても明るく引き受け、手っ取り早くこなしてくれる。会社の雰囲気がいいのは、かなりの部分、由佳里のおかげであることは明らかだった。由佳里を引き抜いた選択は、つくづく良かったと思う。
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「揃ったな。約束のメシを食べに行こう。由佳里と佐々倉さんが向こうで待ってるから、付いてきてくれ。このビルの二つ隣のレストランだ」

　事務所に集まった皆を見渡し、俺は言った。

　日毬、千歳、栞だけでなく、今日は凪紗も揃っていた。「今夜は全員で揃ってメシでも食べよう」と伝えていたから、凪紗は仕事が済んでも家に帰らず、事務所に居残ってくれていた。

　そして俺たちはゾロゾロと会社を出て、エレベータへと乗り込んだ。

「全員が揃うのは久しぶりだな。たまにはこうして親しん睦ぼくを深める機会も必要だろう」

　そう言いながら日毬は、チラチラと栞を見やっていた。歓迎会で驚かせるのを期待してのことだろう。

「ですね！　なんだか最近は私にも仕事が増えてきたので、事務所で顔を合わせる機会が少なくなりました」

　千歳の言葉に、俺は首をかしげてみせる。

「増えた？　そうだっけ？」

「増えてます！　すごく増えてるんです！　いえ、すごくって程じゃないかもしれませんが……結構……ううん、それなりに、たぶん……増えてるような気がします……」

　千歳はうつむきがちになり、声は徐々に弱々しくなっていった。

　もっとも、千歳は自信なさげだったが、間違いなく仕事は増えている。テレビでも深夜番組で複数のレギュラーを掛け持ちしたり、ゲストで呼ばれる機会が多くなってきた。大型の仕事はまだないが、それでも育ってきていることは確実だった。そもそも俺が営業しているのだから、所属タレントたちの仕事の増減については誰よりも把握している。千歳にはいつもの冗談を言ってみただけだ。

　エレベータを降りて、ぞろぞろと歩く。

　外に出ても、帽ぼう子しを被ったりしてカモフラージュしているのは日毬と凪紗だけである。知名度としては日毬が頭一つ抜け、凪紗がそれに続いているだけだ。

　千歳はほぼ気づかれない。ごくごくたまに男性が握手やサインを求めてくるくらいで、そういう状況に遭そう遇ぐうする方が珍しかった。秋葉原などを歩けばもう少し状況は改善するだろうが、原宿ではまずない。

　栞はまだ無名の範囲内だが、数ヶ月もすればメガネをかけるなどの変装が必要になるだろう。

「千歳はかなり仕事入っとるやん。うちなんて、ほとんど開店休業状態やわ」

「栞さんは今月所属したばかりじゃないですか。それなのに最初のころの私より、栞さんの方が仕事が多く決まってきてるんです。何気にそれって大事件ですよ。このままじゃ、あっという間に追い抜かれそうです」

　俺が口をはさむ。

「栞はすぐ追い抜くだろうな。すでに千歳は、ギャラの額なんかでは凪紗にも大差つけられてる。千歳は未だにノーギャラの案件だってあるからな。アイドルとしてヤバいんじゃないか」

「ちっともヤバくないんです！　私だって努力してるんです！　いつかは日毬先輩や凪紗さんにも追いつこうって懸命なんです！　私の出世物語はすごいドラマになるはずです！　社長に褒めてもらいたくて……いつかきっとって……そう信じてるんです……」

「十分に千歳は頑張っていると思うぞ。颯斗はジョークでからかっているだけだ。みんな千歳を評価している」

　そう言う日毬に、凪紗も同意する。

「朝霧殿はご立派だと思います。私は日毬がいるから、その知名度のおかげで仕事があるだけです。とても私単独では何もできなかったでしょう。物怖じせず大きな舞台で仕事ができる朝霧殿が、私はとても羨うらやましいです……」

「千歳は家に帰っても、寝るまでフィットネスで身体作りに励んでるんやで。そこまで密かに努力したところで正直なんも変わらんよと、うちは忠告したんやけどな。ま、それくらい千歳は陰で頑張ってるちゅーこっちゃ」

「ばらしちゃいけないって言ったじゃないですかぁー！　そんな風に必死だって思われたら恥ずかしいです」

「実際、必死やろ。でも、何も恥ずかしがる必要なんかないんや」

「そ、そうなんでしょうか……。また社長にバカにされるんじゃないかって心配です……」

　怖じ怖じと千歳は俺に視線を向けてきた。

「するわけないだろ。あとは食べ物に注意しとけよ。脂物を控えるようにしとけば十分だ」

　そう俺が言うと、千歳はありありと目を見開く。

「えっ？　信じられない……。社長が普通のアドバイスをしてくれました……。やだ、嬉しい……」

「大げさすぎるだろ。千歳はいちいちリアクションが激しいから、からかいたくなっちまうんだぞ」

「小学生が、気になる女の子をつい虐いじめてしまうっていう法則やね」

　知った風な口で栞が俺をからかってきた。千歳の敵討ちのつもりなのだろう。

「千歳が単純すぎるんだよ。……っと、ここだ。着いたぞ」

　由佳里指定の店の入り口前には看板が立っていて、Ｈプロダクション様貸し切りと書かれた紙が貼はられている。気を遣って「ひまりプロダクション」の名前を伏せてくれたのだろう。あるいは由佳里がそう伝えたのかもしれない。

「なんや、うちらの借り切りなんか？　こないに広いレストランやのに、何もそこまですることないんちゃう？」

　栞はレストランの外観を眺め回し、首をかしげた。

　意味深に日毬が言う。

「今日は特別なんだ。理論上、行わなくてはならない儀式がある」

「理論上？　なんやねんそれ」

「ほら、入るぞ」

　俺は皆を促うながしてエントランスをくぐった。

　店内は広々としていたが、その中央のソファで、由佳里が手招きをしていた。壮司も姿勢正しく座って俺たちを待っている。

　俺たちが二人のいる席に近づくと、立て札が二つ置かれていて、『栞ちゃん歓迎会』『日毬ちゃんお誕生日会』と書かれた紙が貼られていた。

「うちの……歓迎会……？」

「……私の、お誕生日……？」

　二人は同時に声を上げた。
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　俺が応じる。

「そうだ。二人のために用意したんだ」

「せやかて、うちが初めてプロダクションに来たときも、やってくれたんやないの？」

「あのときは何もしてないだろ。ただみんなで囲んで迎えただけだ。うちのプロダクションは誰かが加入すればこうしてきちんと開いてる。あっと、それからな、もともと栞の歓迎会をちゃんと開こうと言い出したのは日毬だからな。だから仲良くしてやってくれよ」

「ちっ、違う！　左翼のために私がお祝いなどするわけがない。理論上、そうなっていたから言ってみただけだ。というか、どうして私の誕生日まで一緒になっているのだ？　初耳だぞ？」

「いいじゃないか。みな忙しいから、こういう機会にかこつけないとなかなか集まれないだろ？　実際、日毬の誕生日って明日じゃないか。だったら、今日やらないともったいない」

「しかし……」

　悩む日毬に、由佳里と壮司がそれぞれ口にする。

「日毬ちゃんはうちのプロダクションのエースだからね。私たちもお祝いしたいの。それに明日誕生日じゃない」

「今や総帥は、誰もが認める右翼の巨頭でもあります。その誕生日を祝うのは、我が国の歴史にとって重要な式典でもあるのです。だから遠慮せず祝われてください」

「だが私だけ祝われるわけにもいかないぞ？　歳を取るのは私だけではない。姉上も、千歳も、颯斗や由佳里や壮司だって歳を取るではないか。私だけ誕生日を祝うのは不自然というものだ」

　千歳が小さな声で言う。

「私、先月密かに一八歳になってたんです……。誰も何も言ってくれないので、コンビニで小さなショートケーキを買ってきて自宅で食べました……。あれは哀しい大事件だったと思います……」

「そうだろう。千歳や姉上の誕生日も祝ってやるべきだ。私だけ受けるわけにはいかない」

　日毬が納得しないようだったので、由佳里が一瞬俺を見やり、新しい提案をしてくる。

「そこまで日毬ちゃんが言うのならお祝いを拡張しましょう。ここにいる全員の誕生日を平等にお祝いするということで、どうですか？　お店の人に頼んで、誕生日ケーキのチョコレートに全員分の名前を書いてもらいますよ」

「それでいい。姉上も千歳も、由佳里も颯斗も壮司の分も、一緒に祝うということにしよう」

　やっとのことで日毬が同意した。

「日毬が強く望むならしょうがない。まぁ、俺の誕生日なんて三ヶ月前なんだが。今さらって気がしなくもないが」

　そう言ってから、俺は全員を見渡して呆あきれ声を上げる。

「しかし全員の誕生日を平等に祝うなんて、ゆとり教育みたいだな。うちの会社の弱体化が進まないか心配だ。言い出しっぺの二人──由佳里が文もん部ぶ科か学がく省しょう役で、日毬が日にっ教きょう組そ役ということにしとこう」

「文部官僚ですが子どもは私立に通わせます」

　キリリと由佳里は言い切った。

「最悪の役割だな。私は即座に腹を刺し、息絶える前に己の罪を一〇〇回叫び、そして自分を呪い殺すだろう」

　日毬は苦しげに顔をゆがめ、やがて真剣な面持ちで強きょう弁べんする。

「今こそ義務教育に徴兵を取り入れ、国民は六ヶ月間の兵役義務を担ってもらいたい。日本人は国こく民みん皆かい兵へいたるべし」

　それから由佳里は店の料理人に頼んで、チョコレートの板に全員分の名前を書いてもらい、改めてそれをケーキに差し込んだ。俺の名前まで書いてある。妙な気分だ。

　その準備が終わると、由佳里は持ち込んでいたマイクをバッグから取り出し、俺たちが取り巻くテーブルの前に進み出てきた。そして何度か咳払いをしてから、由佳里は朗々と声を響かせる。

「え～、それでは皆さん。これから栞ちゃんの入社祝いと、私たち全員の誕生会を執り行います。司会はもちろん、優秀すぎる副社長として評価の高い私──健けん城じょう由佳里が務めさせて頂きます。皆さま、健城由佳里、健城由佳里でございます！」

「選挙活動かよ。わかったから早くしろ」

　俺は苦笑しながら言った。

「大人にはビールからワインまで、未成年にも各種の飲み物を取り揃えております。おっと、そう言えば凪紗ちゃんは二〇歳になったばかりですね！　大人の仲間です！　本日は無ぶ礼れい講こうでどうぞ！」

　話を振られただけで凪紗は恥ずかしそうに頰ほおを染め、うつむいた。

「ではまずは乾杯の前に、本日のメインヒロインである槙野栞ちゃんから、今後の抱負を語って頂きましょう！　栞ちゃん、お願いね」

　由佳里が差し出したマイクを、栞は躊ちゅう躇ちょせず受け取った。

　栞は立ち上がる。

「なんや、テレビより緊張するな。改めてよろしゅう、槙野栞や。うちの誕生日は四ヶ月先だからまだ一八歳、それまでは千歳と同い年ってことになる。千歳の部屋に居い候そうろうの身分やねん」

　そこで栞は俺たちを見回したあと、大きく息を吸い込んで先を続ける。

「テレビの経験はある言うても、アイドルとしては初めてやし……今やから打ち明けると、ちょっと不安だったんや。せやけどな、うち、『ひまりんプロジェクト』に出てみて、『これならできるんやないか』って思った。毎日顔を合わせて話してる日毬や千歳が一緒の収録やったから、うちも自然体で仕事ができたんやと思う。最初の仕事が『ひまりんプロジェクト』で良かったわ。次からは一人の舞台になっても、頑張ってみる」

　びっくりするほど普通の挨拶だ。これが日毬だと政治一色になるが、栞は地に足の着いた子である。

　マイクを戻してもらった由佳里は、再び立ち上がる。

「栞ちゃん、どうもありがとうございました！　さて続いてはついに、特Ａ級の、ものすごく偉大な人物が登場です！　芸能界で話題騒然の成り上がり企業にして、わずかな期間でメディア界を席せっ巻けんし、全土にその名を轟とどろかす堂々たる存在、ハリウッドも驚天動地、地球の歴史上ナンバーワンのスーパーウルトラ芸能事務所──ひまりプロダクション代表取締役社長、織おり葉ば颯斗から、華麗すぎる挨拶とさせて頂きましょう！　全世界のみなさん、注目です！」

　由佳里の誇張しすぎな紹介に、栞と千歳は大声を上げて笑い、普段は生真面目な顔をしている日毬や凪紗や壮司までクスリとしたのだった。

「前置き長えよ。プレッシャーかけんな。……しかしメチャクチャな紹介だよな」

　うんざりしつつ立ち上がり、俺はマイクを受け取った。

「このメンバーで今さら畏かしこまって挨拶もないんだが……紹介された以上は応えなくちゃならない。先月、ひまりプロダクションは第一期決算を迎えたばかりだ。来月には設立一周年になる。こうして俺が今あるのは、ここにいるメンバー全員のおかげだ。感謝してる」

　会社の登記をしてまだ一年は経っていない。しかし指定した決算期を越えたので、第一期は終了している。

「第一期の決算の数字は調整中だが、ステッチラインと連結すれば、利益ベースで三〇億を超えそうだ。利益が巨額になり始めたのは第一期の中盤からだから、これは途方もないことだ。年商一〇〇〇億円の会社といってもしっくりくる利益といっていいだろう。それが、たったこれだけのメンバーで成し遂げられた。それと、ステッチラインの従業員の人たちも含めてだな。もちろん来期は、さらに巨額なものになるはずだぞ」

　予想外だったのか、栞が目を見開いていた。会計士として最低限の知識がある栞にとっては、とてつもない数字に聞こえるのは間違いない。当然だ。普通の会社ではありえない。メディアを存分に利用した、極めて特殊な業態だからこそ叩き出せる数字だ。

「俺としては、ここにいるメンバーとはすべての情報を共有していきたい。ひまりプロダクションは普通の企業じゃない。金儲もうけを考える会社というよりも、どうやってメディアを操るかを考えるプロパガンダ機関といった方がしっくりくるかもしれないな」

　満足そうな顔でこちらを見上げる由佳里にいったん視線を走らせ、皆に向き直る。

「これは由佳里が言い出したことだけど、ひまりプロダクションが目指すところは蒼そう通つうだ。もちろん蒼通より利益を上げ、蒼通より遙かに業界全体に影響力を行使できる組織を作りたい。局や新聞社なんて眼中にない。連中を利用し、俺たちの便べん益えきのために使い倒してやろう」

　次に日毬を見やって、俺は続ける。

「それと、ひまりプロダクションは、日本大志会から広報業務の一切を請け負っている。だから俺たちの持つあらゆる能力を活かして、日毬が政権を獲とるための手助けもしていく。日毬の政権獲りが、俺たちが目指すべき大目標になるだろう。皆で知恵を出し合い、虎こ視し眈たん々たんと計画性を持って事に当たれば、必ずそれは成し遂げられるはずだ」

　感嘆の表情で栞がつぶやく。

「なんや、すごいところに来てしもうたもんやな……。腐れ右翼を手伝うなんて勘弁やと思うてたけど……日毬ならちょっとだけ考えてやってもいいような気がしてきたで……。うちも頭おかしゅうなってきたんとちゃうやろうか」

「真面目な話はこれでいいだろう。乾杯の掛け声は、やっぱり日毬に任せたい。俺なんかじゃ役者が違いすぎる。なにせ今じゃ日毬は、押しも押されもせぬ日本右翼界のドンだからな。冗談みたいなホントの話だから困る」

　俺がマイクを差し出すと、日毬は生真面目な顔で受け取って立ち上がった。

「うむ。颯斗から指名されたのなら、その大役は引き受けねばなるまい」

「さあ乾杯です！　みなさん、グラスにお好きな飲み物を注そそいで下さい！」

　由佳里が皆を促すと、めいめいは手前のグラスに飲み物を注ぎ合った。

　準備が済んだのを見届けて、日毬は栞を鋭く見やる。

「栞、よく来てくれた。誘ったときは半信半疑な部分もあったのだ。しかし今、『ひまりんプロジェクト』に復活の兆きざしがでてきたのは栞のおかげだと断言できる。栞が所属してくれて本当に良かったぞ」

「な、なんやねん……。妙に嬉しくなってくるやないかい……。これも右翼のオルグ活動ちゃうんか……」

「私と栞の思想はまるで違う。ときには対立してもいいはずだ。それでも、社会全体をより良いものにしていくのだという理想、より大きな目標では一致できるはずだ。苦しくとも小しょう事じは捨て去れ。拒絶を超越せよ。国論を統一し、私の下に権力を集中させることだけが、真にこの国を救う道なのだ」

「意見したいことは山ほどあるが……そうやな、対立も含めて話し合おうやないか。うちと日毬は友達や」

　栞は深くうなずいた。

　日毬はうなずき返し、グラスを宙に持ち上げる。

「では諸君、想いを高らかに掲げよ。大日本の未来のために……乾杯！」

『乾杯！』

　そして俺たちは声を限りに日毬に応え、グラスを鳴らし合ったのだった。





◇






　俺のテーブルには、凪紗と栞が座って話し込んでいた。窓際のテーブルには日毬と千歳、厨房側では由佳里と壮司が料理を摘つまみながら会話している。五〇人や一〇〇人のパーティーをしてもおかしくはないレストランの借り切りなので、めいめいが好き勝手に移動しながら話して回っていたのだった。

　先ほどから凪紗は静かにウーロン茶をちびりちびりと飲みながら、俺と栞の話を窺うかがっていた。凪紗は会話を振られない限り、自分からは場に溶け込めないようだ。そんな凪紗に、俺は話題を向けてみる。

「凪紗は二〇歳なんだから、お酒も飲めるだろ？　さっきからノンアルコールばかりだ」

「私は飲んだことがありません」

「そうなのか？　神楽家では酒が禁止されてるとか？」

「いえ、そんなことは……」

「なんだ。それなら、ちょっと飲んでみてくれよ」

　俺は空いていたグラスを取って凪紗の前に置き、俺が飲んでいた赤ワインを注ごうとした。だが凪紗はとっさにグラスを両手で塞ぎ、詫わびを入れてくる。

「申し訳ありません……。人様の前で酔うような事態となっては、大変なことになってしまいます」

「試してみないと酔うかどうかわからんだろ。それに一口くらいじゃ、酔ったりなんかしないよ」

「今度、一人のときに試してみようと思います。織葉殿……今日のところはお許しを……」

「ごっつう真面目やなぁ。日毬の姉なんて聞いて、どれほどの猛も者さやねんと思うとったんやけど。逆に驚いたわ」

　さしもの栞も、軟弱と堅物という矛む盾じゅんした二つの性質が同居する凪紗の人となりには、呆あっ気けに取られたようだった。

「そういや栞、俺らと最初に会った日に、日毬のことを豪傑だと思ってたって言ってたよな」

「そら思うやろ。みんな思っとるわ。せやけど、いざ喧嘩売ってみると弱々しいところもあって、うちよりずっと女の子っぽいやないかい。なんでやねん。意味わからんわー」

「日毬は女の子っぽいでしょうか？」

　興味深げに凪紗が訊いた。

「そういう風に見えるときが結構あるな。無理してる感があって、本当は弱いんやないか。そういう日毬だからこそ、うちも受け入れられるようになったんや思う。メディアで見とるだけのときは死ぬほど嫌いで、腹立って仕方がなかったが」

「栞もちゃんと見てるんだな。間違いなく日毬は女の子っぽいよ。テレビで見ている視聴者にはわからないだろうけど、近くにいればいるほど気づく点かな」

「……」

　なぜか凪紗がうつむき、押し黙ってしまった。

「どうしたんだ、凪紗？」

「織葉殿や槙野殿が仰おっしゃるなら、そうなんでしょうね……。日毬が羨ましいなと思いまして……」

「なんで凪紗が落ち込むんだよ」

「いえ、その……私は趣味も生き方も無ぶ器き用ようで、女性らしさもありません……」

「そう思っとるのはお姉さんだけやないの。そんな悩み自体、なんや可愛らしいんやけどな」

　栞の今の言葉に、俺も完全に同意である。

「だろ？　可愛らしいよな。凪紗もメディアで日毬の姉として誇張されがちだけど、もったいないことだ。素のままの方が女の子らしいし、こういう性格まで含めて売り出せないのが残念だ」

「冗談は止めてください……。私などが可愛らしいわけがないんです……」

　凪紗は沈む一方だった。褒めれば褒めるほど失意が深まってしまうようだ。

　栞が訊く。

「お姉さんは政治家を目指してたりせんの？」

「とんでもありません。私には人前に立てるような意志も能力もないですし、政治のことも詳しいわけではありません」

「ホンマに想像と違うなぁ。もっと政治的にガツガツしてると思うとったんやけど」

「まぁ神楽家の人たちはナチュラルに愛国的だけどな」

　俺がそう言うと、凪紗は不思議そうに首をかしげる。

「そうでしょうか？　日毬と違い、少なくとも私は特別に政治的なことはしていないと思います」

「たとえばそうだな……祝日には日の丸を掲げてるだろ？　昔は一般的だったけど、最近ではみんな面倒だからしなくなってしまったものなんだよ」

「旗はた日びには、必ず国旗掲けい揚ようをすべきです。近所の方々も日の丸を掲げています。それは日本国民として、最低限の姿勢だと思います」

　旗日とは比較的昔の人が日常的に用いた言葉で、国民の祝日のことである。若い人は聞き慣れない言葉になってしまった。

　栞は椅い子すに腰を沈めて腕を組む。

「十分に素質ありやね。なるほどなぁ……日毬みたいな大物が生まれる下地は、ちゃんとあったってわけや」

「いろいろな意味で立派すぎて、どう表現していいかわからんよ。日毬や凪紗から見たら、俺なんか日本人失格だ」

「織葉殿はご立派な日本国民だと思います。いつも感心させられてばかりです」

　凪紗と比べればとてもそんな風に言えないが、反論はしないでおくことにした。本心から言ってくれているようだったからだ。凪紗はいささか繊細すぎるので、話を否定したりすると、一般人よりも傷つく度合いが遙かに大きいのである。

「どうして日毬みたいなヤツが生まれたんかっていう理由はわかった。せやけど日毬が政権を獲るなんて言われても、途方もないことのように聞こえるんやけどな。そないに簡単に政権が獲れるなら、社会共産党がとっくに政権獲っとるわ」

「社会共産党？　無理無理。イメージが固定されすぎててプッシュのしようがないよ。端はなっから共産主義なんて誰も信じちゃいないんだから、どんな広告したって相手にされん。日本の左の連中が何十年も真顔で語ってきたことは噓ばかりだったって、今じゃ誰でも知ってる。社会共産党を政権につかせるより、真っ新な政党を創ってそっちを政権につかせる方がまだ簡単だ。別に中身は同じでも、見せ方さえ変えられればいい。党名は労働党か共和党あたりに変えてな」

「真っ新にしたら、ホンマに可能性あるのん？」

「そりゃ、やりようは見つかるだろう。だからさ、そういうことまで考えて、クライアントのために総合的なアドバイスをしていくのが広告マンだ。俺や由佳里はこれでメシ食べてきたんだから、幾いく重えにも戦略を練って事に当たってるよ。ただ単に要望を聞いてＣＭ打ったり、新聞広告を打ったりするだけの仕事なら、バイトだってできるだろ」

「『Kagura』の成功では驚かされました……。まさか日毬が、あんなにお洒落なファッションデザイナーになってしまうなんて……。こんな短期間で世間様の視線が変わってしまうのは信じられず、目が回るようです」

「まだまだだよ。要所要所で、もっと効率的な戦術はあったんじゃないかって反省する部分も少なくない。品行方正にやりすぎたんじゃないかってな。もう少し乱暴にやったら、利益はさらに上がっていただろう」

「今より利益を上げる仕事なんてあるんですか？　私には想像もつきません」

　凪紗がため息混じりに言った。

「メディアが飛びついてくれて、利益幅が大きい分野があるかどうかだな。凪紗や栞も考えてみてくれよ。参考になるからさ」

「たとえば、どんな分野があんねん？」

　栞は興味をそそられたようだった。

「そうだな……ちょっと前の話だけど、フランチャイズ商法が流行はやったときに、ビデオ販売とかパソコンスクールとかいろいろ出てきた。それらが出てきたときは新しかったから、いろんなメディアが取り上げたんだよ。メディアの連中は面白いネタを必死になって探してる。とにかく面白ければエンタメやニュースのネタになるわけだ。こういうのはさ、一度メディアの波に乗れば、短期間で一〇〇億でも二〇〇億でも稼げてしまう」

「一〇〇億？　んなアホな。そんなに稼げるかいな」

「考えてみな。フランチャイズに加盟するために三〇〇〇万かかるんだぞ？　店舗作ったりして原価は一五〇〇万、とすれば半分の一五〇〇万円がフランチャイズ本部の利益になる。一〇〇〇人加盟者がいたら、それだけで利益一五〇億ってことだ。仮にメディアを総動員したとしたら……一〇〇〇人なんてすぐだと思わないか？」

「せやけど、三〇〇〇万の現金をすんなり出せる人って、そないに仰ぎょう山さんいないやろ。そのレベルを一〇〇〇人も集める作業ちゅーのは……テレビでも結構ハードル高いんやないの？」

「素人しろうとだなぁ。その金だって、別に持っていなくて構わない。金融機関や政策投資銀行から借金させればいいんだよ。夢さえ見てくれる人なら、その辺に普通にいる一〇〇〇人で十分なわけだ」

「そ、そういうもんなんか……」

　栞にはピンとこないようで、困惑した様子だった。

「もちろんそういうフランチャイズはあっという間に稼いで、一瞬で消滅したり、トラブルになったりしたけどな。ほら、最近だと、自然エネルギー──ソーラーパネル関連とかな。冷静に見れば『どんだけ発電コスト高いんだよ』ってツッコミ入れたいところだけど、そこは問題じゃないんだ。メディアの連中にあることないこと喋らせて国まで動かして、すごい規模のビジネスにしやがったよな。あれなんて、『Kagura』がとても及ばないレベルの仕事になってるよ」

「太陽光発電なぁ……。一時期はニュースで報道されまくっとったけど、そういう視点で見ると、世の中えろう適当なもんなんやな……」

「ポイントは簡単だ。売り込む素振りを見せちゃダメだ。いかにも役人然とした顔で、まったく売るつもりがないのに、求められるから仕方なく売っている、仕方なくメディアに出てやっている……くらいのことを平然と言ってのけた方がいい。視聴者の心にちゃんと届く。なおかつテレビ側としても、そういうものを取り上げたがる。ありきたりのものをいくらテレビに持ち込んでも、局からは無視されるだけだ」

「なんや、そういうのを聞くと嫌になるな。何をやっても無駄なんやないかって気がしてくるわ」

「逆だよ。ポイントを押さえてメディアを動かせば、世の中は意外と簡単に動く。デモをやっても意味はないんだ。いや、もっと正確に言えば……仮にデモをやるなら、大メディアの連中がいかにも取り上げたくなるようなお膳立てをしないと、まったくの無駄な行為でしかない。ちゃんとメディアを活用して、適切に世論を動かしてやればいい。それが素晴らしい結果になるか、酷いものになるか、あるいは徒と労ろうに終わるか……それは動かす側の姿勢の問題だ」

「だからこそ、日毬の政治団体にもチャンスがあるということでしょうか？」

　凪紗の問いに、俺はうなずく。

「そういうことだな。日毬は現実として、チャンスを摑つかみかけてる。……なんなら、凪紗の盆ぼん栽さいとか流行らせちゃうか？　盆栽ガールなんて造語を作ってもいいな。仕事が特殊すぎて、せいぜい年商数億の仕事に成長すれば御おんの字じってとこだろうが、凪紗が興味あるならやってもいいよ。いやいや……ちょっと待てよ……こういう突とっ飛ぴに見えるネタこそメディアが飛びついてくるぞ。適当に言ったつもりだったけど、なかなかいいんじゃないか盆栽ガール……。凪紗もさらに露出するようになるし……」

　俺は頭を巡らせた。もし凪紗を押し立てて事業化し、メディアの連中を上手く動かしてやれば、年商ベースで五～一〇億円くらいは堅そうな事業分野に成長しそうな気がした。うちの会社にとっては小さな利益だが、別に仕掛ける分には損はない。盆栽ガールという方向性は、ギャップに面白味があり、テレビネタとして良質である。女の子がマンションのベランダなどで取り組めそうな趣味として、地味な流行に育つのではないか。由佳里に話せば乗ってくるに違いない。

　しかし凪紗は悲愴感いっぱいに訴えてくる。

「織葉殿、お願いします……どうか、どうか止めてください……。私には売り出してもらうようなものはありません……」

「盆栽か。ええ趣味しとんなぁ。やっぱ家柄なんやなぁ。何から何まで、うちとは違いすぎるわ」

「女の子っぽくなくてお恥ずかしい限りです……。そのことでは以前、織葉殿にも注意されたんです」

　凪紗は今にもうずくまりそうなほど萎縮していた。

「おいおい、注意なんてしてないよ。凪紗のなかで俺の話がどこまでネガティブに変換されてるんだよ。自分に自信がなさすぎるのも考えものだぞ」

　凪紗には、いくら本心から褒めても、否定的なニュアンスで受け取られてしまう。もしかしたら凪紗は一人家に帰ったあと、悶々と悩んでいるのかもしれない。

　ふと栞が口にする。

「……どことなく、日毬と凪紗さんって根本的な部分で性格が似とるわな。どこがどうってハッキリとは言えへんけど、なんちゅーか、やたら堅物な割に意外と弱々しいところとか、妙なところで自分を過小評価するところとか」

「俺もそう思う」

「そうでしょうか。私は日毬にはとうてい及びません。すごい妹だと思っています」

「日毬は意地張ってるだけやないかと思うねん」

　そんな話をしていると、窓際で話し込んでいた日毬と千歳が、飲み物を手にこちらのテーブルにやってきた。

「みなさんとこうして話すのは楽しいですね！」

　空気も読まず、千歳は明るい声を上げた。

　だが、凪紗が一人沈んでしまっているところだったので、ちょうどいい気分転換だ。

　すぐに俺は応じる。

「本当はみんなで旅行にでも行ければいいんだけどな。そのうち一日くらいは休みを取って、社員旅行でもしようか」

「忙しいのに気を遣わせてしまってすまない。だが私なら休みは不要だぞ。馬ば車しゃ馬うまのごとく働き続ける意志が私にはある。日本のために休息を取るヒマなどないと心得ている」

　日毬は姿勢を正して椅子に座り、頑がん強きょうに言い切った。

「ちょうどいま、日毬と凪紗のことについて話してたんだ」

　俺がそう言うと、日毬は怪け訝げんな顔をする。

「私と姉上のこと？」

「神楽姉妹は似てるんやないかってな」

　栞が横から口にした。

「姉妹なのだから似ているのは当たり前ではないか。私は姉上を見習って育ってきたのだ。姉上はいつも優しく、私のことを支え続けてくれた。私は姉上をとても尊敬している」

「……私は、日毬に尊敬されるような人間ではないのです。日毬の方がずっと立派になりました……」

　小さな声で凪紗は言った。

「何を言う。私は今でも姉上の背中を追っているのだ。姉上の剣には、未だに私は追いつくことができないでいる。私はまだまだ未熟者だ」

「……」

　凪紗は哀しそうな表情をした。評価されればされるほど、落ち込みが増してしまうらしい。

「どうしてこないに自信ないんやろうな。その気になれば、女のうちが嫉しっ妬とするほどモテまくりそうやのに。もっと高たか飛び車しゃになってもええんやで」

　そう言う栞に俺が応じる。

「実際、凪紗はモテまくる人生を歩んできたらしいけどな」

「凪紗さん、二〇歳ですよね！　そろそろ彼氏ができてもいい頃じゃないですか？」

　またもや空気を読まず、千歳が好奇心いっぱいに凪紗を覗き込んだ。

「……彼氏……ですか？　私のような女性らしさがない人間を素直に受け入れてくださる方がいるとは思えません。すぐに嫌われてしまうはずです」

「考えすぎですよ！　というか、凪紗さんがダメなら私なんてもっとダメに決まってます。……あっ、そうだ！　このメンバーで、『凪紗さんに彼氏を見つけようプロジェクト』を発動しませんか？　あっという間にできるはずです」

　勝手に盛り上がる千歳に、俺はポツリとつぶやく。

「彼氏いない歴一八年を爆走中の誰かが何か言ってるぞ」

「一八で彼氏がいないなんて普通です！」

　ムッとした千歳に、栞も同調する。

「颯斗は今、うちら全員を敵に回したな。いよいよ血も涙も無い経営陣に対抗し、ストライキを敢行することになりそうや」

「朝霧殿は可愛らしい方です。どこから見ても女性らしさを感じる方です。それに比べて……私ごとき……」

　凪紗は今にも涙を流しそうなほど落胆し、唇をかみしめた。

　これ以上の言葉をかけるのが憚はばかられ、俺たちは顔を見合わせて沈黙したのだった。





◇






　日曜日、定例で行っている朝の経営会議。

　目の前の由佳里と壮司に、俺は報告する。

「第八回の『ひまりんプロジェクト』は視聴率一四・五％。前回よりも上がってくれた。しかもだ、今回出演したアイドルは日毬と栞だけだったから、非常に良い傾向だ。ほぼ視聴者層が落ち着いてきたと判断してもいいだろう」

　第七回は杏奈などの大物アイドルを呼んだおかげで数字が上向きに反転してくれたが、今回はさらに上昇したということである。視聴率が底を打ち、上昇傾向にあることは確実だった。

「良かったですね！　この成功をキッカケに、日毬ちゃんを看板にした番組企画はいろいろ立ち上がっていくはずです。それに、番組内でも『きれいなネット政治推進協会』のＰＲをやってくれてるので、一石二鳥にも三鳥にもなってくれてますよ」

「『きれいなネット政治推進協会』は、もうすぐ正式運用開始だな。金集めも、今まで以上に頑張らないと」

「よろしければ私も営業活動をお手伝いさせてもらいますよ。営業は素人同然ですが、可能な限り努力をするつもりです」

　壮司は強い口調で言ったが、俺は首を振る。

「いや、佐々倉さんは社団法人の整備に注力してもらった方がいいな。緒お方がた代議士や総務省、警察庁や警視庁と調整しながら進めなくちゃならないことも多いだろうし、新たに入社してくる社員や理事もいる。ネット上での、少額献金システムの整備も大変だ。二年目は総務省から国家予算を割いてもらえるような運動にも力を入れてもらいたい。それから事務員を雇用したり、やることは山積みだ。金集めはこっちに任せてくれていいよ」

「そういうことでしたら、承知しました。法人の整備に全力を注ぎます」

「まぁ、金はもうかなり集まってるんだけどね。俺らだけで背負い込むことも可能だしさ。心配はいらないよ」

「スタートは今月末です。有名な政治政党はぜんぶ並べるんですが、自じ友ゆう党や民みん政せい党のページと一緒に、なぜか日本大志会もちゃっかり入っちゃってます。国会議員や地方議員を出していない政党が交じってるのは日本大志会だけですよ」

「いちおう、これは国の関連事業だからね。その政党一覧に混入させるということは、実は日本大志会にとって大きな意味がある。たとえば右翼団体だとテレビＣＭは断られるけど、これからは大っぴらにコマーシャルが打てる可能性が開けるんだ」

　俺と由佳里の話に、壮司は感心したようだ。

「なるほど……。そういう布石まで打って下さっているのですね。日本大志会の隊員の一人として、織葉社長と由佳里さんに心より感謝します」

「感謝される謂いわれはないよ。こっちは日本大志会の広報業務一切を請け負ってるんだから、カッチリ仕事をしないとね」

「そうですよ～。プロフェッショナルとしての実績が豊富な私の腕前を、存分にお見せいたしましょう。お茶の子さいさいですよ。私に任せちゃってください」

「豊富だったか？　初耳だな」

「実績がいっぱいありすぎて、どれを参考に挙げればいいかわからないくらいです。先輩だって知ってるくせに。私が特にすごいのは、失敗した経験がないっていう歴史的事実なんですよ。戦いの勘かん所どころを知っちゃってるんですよねー。まさに一〇〇戦一〇〇勝。常勝無敗と言えば私のことです。いずれ『伝説の広告ウーマン、かく語りき』って自伝を出版する予定となっております」

「自うぬ惚ぼれるのは勝手だが、それ以前に一〇〇回も戦ってないだろうが」

「ついでに私からの提案です。凪紗ちゃんの写真集を出しましょう。日毬ちゃんの写真集が完売御おん礼れいじゃないですか。この勢いをかって、凪紗ちゃんまで押しちゃいましょう。『きれいなネット政治推進協会』の広告塔でもあるんで、タイミング的にはベストですよ」

　出版不況のなかでも、とりわけ写真集はもっとも売れない分野である。ネットで画像が出回ってしまう時代、四〇〇〇円もする写真集を買ってくれる層はとても少ない。そんななか日毬の写真集は敢闘していて、今年発売の芸能人写真集のなかではナンバーワンだった。日毬の知名度を以てすれば、当然と言えば当然なのかもしれないが。

「凪紗は、さすがに写真集は拒否するんじゃないか？　日毬の写真集を見て腰を抜かしてたからな」

「大丈夫ですよ。受けてくれます。水着はなしの、ある意味で純粋な写真集を想定してます。ＯＬの格好をしたり、和服を着たり……」

「ああ、なるほど！　普通の服でいいのか。それなら凪紗もノーとは言わないな。話題性もある。売れるかどうかは未知数だけど、企画に乗りたがる出版社はすぐ見つかるだろうな」

「ちょっとだけ購入者へのサービスとして、薄着のドレスとか、胸やお尻を強調する服を着てもらったりもしましょう。せっかくのスタイルを活かさないのは宝の持ち腐れです。ドレスくらいなら凪紗ちゃんも許してくれるんじゃないでしょうか。どこまで許容できるかゆっくり話してみますけど」

「日毬にも協力してもらって、数枚は二人が並んで写ってるページがあってもいいな。それだけで売上が嵩かさましされるし、損益分岐点は越えてくれるんじゃないか」

「いいですね。そうします。日毬ちゃんも喜んで協力してくれるでしょう」

「決まりだ。それはやろう。由佳里の方で諸もろ々もろ進めてしまってくれ」

　一言で「諸々進めろ」と片付けたが、このプロジェクトひとつとっても準備しなくてはならないことは山とある。大手出版社とも交渉して当たりをつけなくてはならないし、一流のカメラマンやスタッフらと報酬の交渉をしたり、彼らとのスケジュールを調整したり、スタジオを押さえたり──。

　普通なら、これら準備のためかなりの時間を要することになる。細々とした問題も生じるし、ストレスを溜めることだってあるだろう。しかし手慣れた由佳里は気安く応じる。

「あいあいさ～。凪紗ちゃんをしっかり売り出すのは私の責任だと思ってます」

「頼むぞ。何をやらせても由佳里はそつなくこなすから、ホント頼りになるよ」

　俺は気がゆるみ、ついうっかり、本心を吐と露ろしてしまった。

　ふと自分の言葉を反はん芻すうし、マズイと思ったのも束の間──。

　パッと由佳里の顔が輝く。

「ですよねー！　やっぱりそうですよねー！　それ、自分が一番よく知ってるんです。子どものころから私、自分の要領の良さには惚れ惚れしてたんですよ。なんで私ってこんなに要領よくやっちゃうんだろうって。要領の良さ選手権があったら、余裕で日本一になっちゃう自信あるんです。運もいいし、要領もいい。これって完璧じゃないですか。やっぱり先輩もちゃーんとわかってくれてましたね。そりゃそうですよね。だって私を蒼通から引き抜いたわけですからね。当然でしたよねー」

「よくもまぁいつも、自分がすごいすごい言えるもんだよな……。それが一番感心するよ……」

「わかってました。ええ、わかっていましたとも！　天性の勘があるんですよね。私って何をやってもすぐに勘所を押さえちゃうんです。スポーツでも仕事でも、何でも来いです」

「勉強はサッパリだけどな」

「そこは先輩、わかってませんね。学力の問題じゃないんですよ。ジャングルや樹海に放り出されて、高等数学が解けたって意味がないじゃないですか。生き残れるのは、生物としての勘なんです。人と人との関係性っていうんですか、交渉力っていうんですか、もうなんかすごい総合力の問題なんです。ふふん、やっぱり大したものだなぁ、私」

　俺は大きくため息をつき、褒められて興奮する由佳里を黙殺する。

「……話を戻すぞ。次は栞の売り出し方だ。以前の経営会議で、栞はインテリっぽさを全面に出していくために、本を書かせてみようって話になったじゃないか。読みやすくて、栞らしい辛口のビジネス書だよ。アイドルとインテリを融合させたような感じでさ。栞はそういう出版実績をコンスタントに積んでいって、政治経済社会について語れる言論系アイドルでいいんじゃないか。ワイドショー的なニュース番組ってたくさんあるから、そういう番組の毒舌コメンテーターとして押し込んでいこう。恐い顔のおばちゃんコメンテーターなら結構いるけどさ、栞クラスの若さと容姿を持ってるのは新しいよ。栞には若者らしい薄っぺらさがなくて実力もある。かなり仕事が発掘できそうだ」

　俺の説明に、由佳里は腕を組む。

「たしか最初はゴーストライターを使うって話でしたよね？　原稿代に一冊一〇〇万……経費としてはそのくらいでしょうか。栞ちゃんなら、喜んで原稿を扱いたがる出版社はすぐに見つかるでしょうね。栞ちゃんのイメージを作るとして考えてみれば安い経費かもです。でも、ライターさんと原稿を調整するのは面倒そうだなぁ」

「それは俺がやるよ。由佳里はビジネス本なんて読まないだろ？」

「私、すっごい読書家です！　昨日なんか、寝る前にちょっとだけヤングマガジン読みました！　昔からマガジン一筋なんです！」

　突っ込もうかと思ったが止めた。

　咳払いをして、俺は口にする。

「ともかく、三～四ヶ月に一冊くらいのペースで定期的に刊行していくイメージかな。その企画だけで、初年度の営業経費は四〇〇万だ。普通のアイドルなら売り出しにコストなんて掛けないけど、栞になら幾ら費やしても大丈夫だろう」

「ですね。栞ちゃんはかなり優良な買い物でしたよ。地頭がいいから、女優の方向も面白そうだと思ってます。どこかのドラマの役に押し込んでみますか？」

「女優か。栞ならできそうだよな。ためしに役もらってみるか」

「了解です。そうと決まればすぐに動きますね。さっそく明日、蒼通に無理やり押しかけて社内を歩き回ってみます」

　前回『ひまりんプロジェクト』に登場した栞は、ギャラが発生していない。こちらがプロデューサーに提案して使ってもらったのだ。結果、プロデューサーにもディレクターにも栞は気に入ってもらえたし、今回からはギャラをもらえることになっている。しかしまだ少額だ。すぐに栞は売れるようになると確信できるので、今は番組出演歴を積み重ねるべきである。

「日毬、凪紗、栞は三枚看板になってくれそうだ。とくに栞はオールマイティにどんな仕事でもこなせそうだから助かるよ」

「先輩、誰か忘れてませんか？」

「千歳なー。まぁしょうがねーよなー。どうすっかなぁ？」

　そんな俺の言葉が不満だったのか、由佳里はバンとテーブルを叩いて声を上げる。

「そんなこと言って！　すごく一生懸命じゃないですか！　あんなに真面目な子はいませんよ！」

「わかってるって。千歳はびっくりするほどいい子だよ。俺だってなんとかしてやりたいと思ってるさ。ただ、ここでは経営的なことを話してるだけだ。日毬は素のままで大ヒットしてるし、凪紗も妙な受け方をしてる。栞は使い勝手が広くてやりやすい。だが千歳はグラビア主体で、たまに歌を歌わせたり、ちょっとしたトーク番組に使うくらいが関の山だろう。あれだけ空回りする子はたしかに珍しいが、それが売り出しに繫がったりはしないんだからな。それとも由佳里には何か売り出しの案はあるか？」

「今のままでいいじゃないですか。トーク番組でも、千歳ちゃんの空回りぶりがプラスに作用してて、私はいいと思いますね」

「だが大ヒットには繫がらない」

「何も、全員が全員、大ヒットに繫げる必要はないと思います。日毬ちゃんが凄かったから、先輩の感覚がマヒしてるだけなんですよ。千歳ちゃんは十分に抱えるメリットのあるアイドルです」

「俺だって千歳を無む下げに扱うつもりはないよ。以前はさ、いずれタイミングを見計らってステッチラインの社長に抜ばっ擢てきしようかと思ってたんだが……仮にそうなっても、食いついてくるメディアは少ないだろう。珍しいことは珍しいが……千歳が経営についてメディアの前で語るなんてできないし、そもそも『だからどうした？』という話になっちまうからな」

「ステッチラインの社長に千歳ちゃんを……ってのは、ちょっとあからさますぎますよね。多少は経営について知っててくれれば正当性あるんですけど、今の千歳ちゃんだと、いかにもマスコミ対策で就けましたって印象を持たれて、メディアは逆に扱ってくれないと思います」

　まったく由佳里の指摘通りだった。

　メディアとタレント（文化人）の関係は、ある部分で恋人同士の関係に似ている。強くアプローチすればメディアに安く見られて引かれてしまい、あっという間に恋愛感情は冷めてしまう。しかし、こちらがメディアから逃げている風を装えば、逆にメディアは勝手に盛り上がり、どこまでも追ってきてくれるのである。

　たとえば今の凪紗人気があるのは、俺たちが事実を隠いん蔽ぺいしてメディアから逃げていたために、メディアが興奮して追ってきてくれたからである。おかげで俺たちは予想外のメリットを享受でき、結果として凪紗のデビューにも繫がってくれた。

　だがステッチラインの社長に千歳を就けるのは、いかにもメディア対策風であり、安く見られて興きょう醒ざめされてしまうというわけだ。もっとこちらが高飛車に出られるお膳立てができさえすれば、この案もそれほど悪くはないのだが。

「なら、千歳はひとまず現状維持ってことだな。とくに計画を練ってプッシュはしないが、営業面では今まで通り努力を続けてみよう。それでいいな？」

「いいと思います」

　由佳里はうなずいた。

「決まりだ。既存の仕事以外で、これから新しく抱える仕事をまとめると……こんな感じだな」

　打ち合わせしながら打ち込んでいた内容を、俺は二人にパソコンを向けて見せてやった。





　★きれいなネット政治推進協会（担当：佐々倉壮司）

　★凪紗の写真集（担当：健城由佳里）

　★栞の書籍制作および各社への売り込み（担当：織葉颯斗）






「畏まりました」

　すぐに壮司が口元を引き結び、うなずいた。

「了解っす」

　由佳里は軽く応じた。

　話し合うべきことも終わったので、俺はパソコンを折り畳む。

「さて、今日の会議はこんなもんか」

「ちょっと待ってください。私からもうひとつ」

　慌てて由佳里が口にした。

「なんだ？　新しい事業の提案か？」

「ん～、そういうわけではないんですが……先輩、ドーナツって興味あります？」

「いや、全然」

「話終わっとるやないかー、と、栞ちゃんなら言ってるでしょうね」

「で、ドーナツがどうしたんだ？」

「私の幼馴染みの子に、お菓子作りの料理人がいるんですよ。中学を出てからすぐ調理学校、その後に欧州に留学までして、最近帰ってきたんですね。それで銀座に小さなドーナツショップを開きまして、そこそこ流行ってるんですよ。儲かってるってほどじゃないんですが、これからもお店を続けられる程度にはやれているんです」

「へ～、立派と言えば立派だけど、特に珍しい話でもないよな。飲食店なんてそこら中にあるわけだしさ」

「その子のお父さんも料理人で、うちの近所で鰻うな重じゅうの専門店をやってます。こっちの鰻うなぎ屋は、お店を閉めるかどうか悩むほど厳しいんです」

「ああ。角に、結構大きな鰻屋があるよな。アレか？」

　俺が由佳里を指さすと、由佳里は指さし返してくる。

「それです、それ」

「アレ」とか「それ」で話が通じるのだから、俺と由佳里も仲が良くなったものだ。

「同じ小学校と中学校に通った女の子同士でしたし、お互い親同士も築つき地じ飲食街の顔役みたいなこともしてたんで、ずっと親友同士でした」

「親友が店始めたばかりってんなら、いろいろ手伝ってやれよ。由佳里なら手助けができるだろう」

「そうなんです。そのことで相談がありまして」

「なんだ？　俺に断らなくちゃならないようなことでもあるのか？」

「ドーナツって言えば……やっぱりテレビじゃないですか」

「そうか？」

「そうですよ。テレビって言えば女の子向けのスイーツなんです。『テレビ＝スイーツ』と公式を作ってもいいくらい。テレビとは、まさにドーナツなんです」

「そりゃ、言わんとしてることはわかるぞ。テレビを使って最大級の効果を上げられる分野は、若い女性層を相手にしたものだ。特に、ケーキやお菓子なんかの甘い物や、最新のファッションな。この女性層の購買パワーには度ど肝ぎもを抜かれるよ。最もテレビの影響を受けやすい層のひとつだ。日本経済は、彼女たちがいなくちゃ成り立たん」

「つまりです。私が先輩に断っておきたいのは……親友のお店なんで、業務の合間に本格的に手伝っちゃっていいですか？　局の企画に割り込みまくって、料理番組があれば次々にお店を取り上げさせようと思うんです。仕事を疎かにするつもりは毛頭ないんですけど、個人的に、そういうこともやりたいなぁって」

　由佳里の心配がまったく無用なものだったので、軽く俺は応じる。

「なんだよ。やれよ。正直、腐るほど料理やスイーツ関連の番組あるんだから、うちの名めい刺し切って一言口を利くだけで、幾らでも取り上げさせることができるじゃないか」

「ひまりプロダクションの名刺を切って動くんですし、先輩に無断でやるわけにはいかないじゃないですか。だから断ってるんです」

「断る必要はない。由佳里の判断で勝手にやれって」

「ありがとうございます。いずれドーナツ屋がギャラを払えるようになったら、千歳ちゃんあたりを広告塔に起用させてもらえれば、プロダクションにとってもメリットのある話になると思います」

「千歳を使ってくれるのはありがたいがな、広告塔としては弱いぞ。日毬や凪紗のようにはいかない」

「ポスターやチラシで、テレビの仕事もしてるアイドルが登場してくれるだけで十分ですよ。せっかく私が関係するなら、千歳ちゃんの仕事にも繫げられれば一石二鳥じゃないですか。テレビでも騒がれるお店になるはずですし」

「ただな、あまりテレビでやり過ぎると逆に大変なことになるぞ。連日長蛇の列ができて、お店が荒らされてしまいかねない。立ち上がったばかりなら、尚なお更さらだ」

　俺は注意を促した。俺たちであれば、テレビに取り上げさせること自体は、いともたやすい仕事である。しかしスイーツ系は、一歩間違えれば抑えが利かなくなってしまう可能性もあった。マスメディアを巻き込んでのマーケティングを企むなら、何事もやりすぎないことが肝心だ。ほどほどのラインに抑え込み、断続的に情報を流していくことが、結果的に最も長く効果が続く広告になってくれる。

「私だってプロです。その辺の調整は、細心の注意を払ってやりますよ。なにせ親友のお店ですから。とにかく、無事に許可を得られたんで、そっちはそっちで少し動かせてもらいますね」

「……ちょっと待ってくれ。せっかく由佳里が動くってんなら、ちゃんと絡ませてもらうと面白いかもしれないな」

「絡むって、ドーナツ屋にですか？」

「計画性を持ってやれば、『Kagura』みたいな事業に育つ可能性があるんじゃないか？」

「さすがに……あそこまで突き抜けようなんて考えてませんでしたけど……」

「由佳里の親友の望みって何だ？　お金か？　それとも料理人としての名誉か？」

「さ、さぁ……。そんなにきちんと考えてるかなぁ？　私だって『何が望みだ？』って聞かれたら困るところなんですが」

「うちとしても面白い関わり方を提案できると思うんだ。そこそこ繁盛するくらいのドーナツショップをやっていて、腕も確かな料理人なら、ガツンと一緒したいところだな。由佳里が絡むって話なら、尚更だ」

「先輩、それ本気で言ってます？　それなら私も嬉しいですね。だって親友の手助けが会社の業務になっちゃうのであれば、遠慮なんていらないですよ」

「銀座か。由佳里の家や蒼通からも近いな。ちょっと行ってみるか。紹介してくれよ」

「了解です。そうと決まれば会ってみて下さい」

　それから俺と由佳里は顔を突き合わせ、ドーナツショップの展開の可能性を話し合ったのだった。
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「新橋～、新橋～」

　山やまの手て線せんの特徴的なアナウンスが車内に響いた。

　窓から見える景色は再開発地域が目立つ。近辺には新しいビルが次々と建っていくのだろう。以前の新橋は雑然とした場所だったが、整備され、小こ綺ぎ麗れいな街へと変貌を遂げている。山手線の駅周辺には大きな予算が投入されていて、国家方針として職住接近のコンパクトシティが目指されている。出生人口が減少する国家においては、もはや周縁部の開発は必要性がなくなってしまったのだろう。山手線のキーになる駅の開発がこれからも進み、都市機能がここに集約していくに違いない。だがその割に、日毬の家の周辺のようなド真ん中の低層木造住宅街はそのまま放置されているのが、東京という都市の摩ま訶か不思議なところだ。

　ボーッとしながら吊つり革かわにつかまり窓の外を眺めていたところ、ふいに由佳里から袖そでを引っ張られた。

「先輩、降りましょう」

「え？　有楽町まで行かないのか？」

「駅で言えば、新橋か築地市場から歩いた方が早いです。銀座八丁目なんで」

　俺は由佳里について電車を降り、改札をくぐった。

　心なしか由佳里の足取りは軽くなっているようだった。友達に会うからかもしれないし、勝手知ったる自分の庭だからかもしれない。この一帯は由佳里の地元だ。都心を自分の庭だと言い張る由佳里だが、とりわけこの地域には誰よりも土地勘があるだろう。

　ビル群を抜け、碁ご盤ばんの目状の裏路地を幾度か曲がると、由佳里は側の雑居ビルを指さした。

「着きました。ここです」

　あまりのボロさに俺は驚いた。

　ビルとビルの狭はざ間まに佇む狭苦しい四階建て。戦後すぐに建てられたんじゃないかと思われるほど古びていた。両隣のビルも手狭な雑居ビルだが、さすがにここまで古びてはいない。銀座の裏通りに行けばたまに再開発から取り残されたボロビルがあるが、そのなかでは最も錆び付いた建物だった。

　まともなテナントなんて入居しないだろうと想像できるビルだったが、一階のテナントだけは改装が施されており、どこの街角にもありそうなパン屋といった佇たたずまいをなんとか保っていた。

　俺は首を振る。

「八丁目って聞いてどうかと思ってたけど……これはない……。せめて中央通り沿いじゃないのかよ……。なんちゃって銀座じゃねーか」

「なんちゃって銀座ってどういうことです⁉」

　由佳里が憤ふん然ぜんとしたので、俺は説明する。

「怒るなよ。だってほとんど新橋だし、通りが細くて人通りも多くない。……いや新橋は悪くないけど、オフィス街だろ。ドーナツ屋より居酒屋の方が似合う街だ。誰がドーナツ買いにくるんだ？」

　少なくとも、一般人が「銀座のお店」と聞いて想像するものとは乖離しているのは間違いない。

「オフィス街にはいっぱい女の子が働いてるじゃないですか。蒼通だって歩けます。ＯＬさんが買いに来てくれます。お洒落な子、この辺とっても多いですよ」

「そうは言うけどさ……。このビルはちょっとな。銀座の住所だけ使用したい怪しげな通販会社が入居しそうなオンボロじゃん。配管いかれてんじゃないのか。ドーナツ屋ってかなり水使うだろうに、水道とか大丈夫なのかよ。どうしてこのビルを借りてドーナツ屋を始めようなんて思ったんだ？」

「こっちの事情です！　もう、先輩なんて連れてこなきゃ良かった！」

　由佳里は本気で怒り始めたようだった。

「由佳里だから素直に本音を伝えただけだよ。お世辞を並べ立てるよりいいじゃないか……」

「行っちゃいます。付いてこないでください！」

　つっけんどんに言い放ち、本当に由佳里は一人で店の中に入っていってしまった。

　俺は慌てて後を追い、店内へと入った。

　スーツを着た若い女の子のお客さんが二人いた。お店のなかは内装のおかげで、ビルの古くささは感じない。並んでいる商品がドーナツでなければ、ごく普通のパン屋といった趣だった。

　コックの帽子を被った女の子が、由佳里に目を向け微笑んだ。この子が由佳里の親友なのだろう。次に俺に視線を向けて、「いらっしゃいませー」と明るい挨拶をしてくれた。

　俺と由佳里はお店の隅で、お客さんが買い物を済ませるのを待った。一人はドーナツ二つで四八〇円、もう一人は箱に一二個を詰めたセットを三〇〇〇円で購入していった。セットで買った女の子は、会社に持って帰って複数人で食べるのだろう。

　オヤツにしては高価なものだと思う。やはりこの辺りで働いている大手企業勤務の女の子は、下手へたな男よりもずっとお金に余裕があるのだろう。

　お客さんがお店を出ると、コック帽を被った女の子は由佳里に近づき声を上げる。

「由佳里ー！　待ってたよー」

「佐さ歩ほッ！　おつかれ～」

　二人は笑顔で手を握り合った。

　店内を見渡して由佳里が言う。

「繁はん盛じょうしてるみたいね」

「まだまだ全然ダメだって！　やっぱ、ちょっとお店の場所が悪いんだよね～。クチコミに期待するしかないんだ」

　それから二人は、俺そっちのけでしばらく会話に花を咲かせた。お店や地元商店街の話をしたかと思えば、どうでもいい天気の話に飛び、さらにはお互いが着ている服の話まで、短い間に次々と内容が移り変わっていく。女の子が集まるとこれだ。考えてみれば由佳里や千歳も、二人のときはいつもこんな感じで話題が尽きない。こういう輪に入れない日毬や凪紗は特殊なのだろう。

　ふと由佳里は、いま気づいたとでもいうように俺に視線を向けてくる。

「そうそう、先輩、紹介しますね。この子が私の幼馴染み──芹せり沢ざわ佐歩。お菓子作りの料理人です」

　次に由佳里は佐歩を向く。

「そして佐歩。こっちが私の上司……ていうか、ビジネスパートナー？　ほら、ひまりプロダクションの社長よ。先輩が来たがってたから連れてきたの」

「よろしく。由佳里と長く一緒にやってる織葉颯斗です。このお店のプロモーションを由佳里が手伝うって聞いたから、興味を持って来てみました」

　俺は進み出て丁重に挨拶した。

　なぜか佐歩は驚く。

「知り合いを連れてくるって言ってたけど……えー！　由佳里がいつも話してたのって、もしかして、この人じゃないの⁉」

　その言葉に、由佳里は急に目を見開き、口元を震わせた。そして慌てた様子で佐歩の口に両手をあてがって塞いでしまった。珍しく焦あせっているようだ。

「余計なこと言っちゃダメ！　会社の上司なんだから、話くらいするに決まってるじゃない！」

　由佳里は佐歩を押さえつけながらまくしたてた。

　どんな会社でも、上司の愚ぐ痴ちのひとつも言うのは世の常だ。別に俺は気にしない。俺と由佳里の仲なんだから、心配する必要などないのだ。

「せ、先輩も気にしないでくださいっ！　先輩の話って言っても、別に大したことじゃないんです！　そうそう、色んなストレス溜まってて……愚痴っていうか、悪口っていうか、悪あく態たいっていうか……先輩ってちょっとムカツクーとか、そういう類のことなんです！」

「そのくらい構わないよ。俺だって愚痴くらい言うしさ」

　俺は軽く応じた。

　またもや二人は俺そっちのけで、小声でコソコソと話し始めた。女の子同士はこうなると話が長くなる。

　ヒソヒソ声がたまにヒートアップしたりして漏れ聞こえてきた。注意しようかと思ったが、時おり声が聞こえていると教えるのも変だ。

「──ならイチコロでしょー？」

　途切れ途切れに聞こえる佐歩のささやき声に、由佳里の強い語調。

「バっ、バカ！　だから、そういうんじゃないんだって！　もっと色々あるのよ！　こっちは大人なの！」

　俺は二人を放っておき、店内をぐるりと一周しながら商品を眺めやった。

　販売しているドーナツは、一個二〇〇～三〇〇円が中心らしい。生クリームを惜しみなく使っており、たしかにどれも美味おいしそうではある。チョコレートやイチゴまでふんだんに使っている豪華なものは、一個五〇〇円もの値付けがなされていた。とても高く感じるが、これで売れているのだから大したものだ。

　男がもしドーナツを食べたいなら、コンビニなどで三個一〇〇円で売っているような廉れん価か品で済ませるだろう。こういう高価な嗜好品をオヤツとして購入する女子のパワーは、本当にすごいものである。高級ドーナツひとつとっても、女の子たちはこの低迷した経済の、ほとんど唯一の救世主だ。しかし少子化のせいで、その層がこれからどんどん薄くなっていくのが困りものである。

　狭い店内をくまなく見てみたが、高価なドーナツが主体の割に、やはり内装が普通すぎた。これでは商品に合わない。パン屋の改装などに手慣れた業者に頼み、最低限のコストで内装を済ませたのだろう。

　ふと二人を見やれば、俺をジロジロ眺めやりながらヒソヒソ話を繰り広げていた。由佳里などは、俺にガンを飛ばしてきているように思えた。何か因縁を付けられるようなことをしただろうか。まだ続いていることに、少々俺はうんざりする。

　俺は由佳里に訊く。

「まだ話はかかりそうか？」

「あっ、すみません！　ちょっとなんか勝手に話し込んじゃいまして！」

　そのとき、お客さんが新たに来店した。

　佐歩は明るい声を上げる。

「いらっしゃいませー！」

　すると、また別のお客さんが続いて入ってきた。さらには、また別の客もだ。三人の客はいずれも、この辺りで働く女の子のようだった。商売繁盛は良いことだ。

　店舗経営では不思議なことだが、唐とう突とつに来店が連続したと思えば、その客を捌さばき終えるとまったく来店がなくなったりと、妙な規則性があるものだ。いや、規則性ではないのかもしれないが、人智では計算できない神がかり的な間合いは確かにあるのだ。

　三人の女の子が会計を終えてお店を出るとすぐ、佐歩は今日初めてきちんと俺に向き合ってきた。

「改めまして、芹沢佐歩です。由佳里とは小中と同級生の仲でした。高校は違ったんですけど、お互い近所で仲も良かったので、ずーっと付き合ってる悪友なんです」

「聞いてます。由佳里が芹沢さんのドーナツの売り出しを手伝うというので、どうせならうちのプロダクションが正式に絡んで事業化できないかなと思って訪問したんですよ。見たところ、想像してたよりずっと良い商品ですね」

「見てるだけじゃなくて、ぜひお好きなものを食べてみてください。出来たてばかりですよ。かなり自信あります」

「すごく美味しいんですよ。食べ過ぎないか心配で、佐歩の店にあんまり近寄れないんです」

　由佳里も勧めてきた。

「じゃあ頂きます。お勧めはどれですか？」

「ぜんぶお勧めなんですが……そうですね……あえて言えばこれで」

　佐歩がトレイにお勧めを載せて、俺と由佳里に手渡してきた。

　由佳里はすぐにぱくついた。

　俺も続く。一口食べ終えて、俺は素直な感想を言う。

「うまっ……。なるほど……これは確かに美味い」

「ありがとうございます！」

「なんですか先輩の感想。心が入ってないっていうか、いかにも棒読みなような」

　ドーナツから顔を上げた由佳里は不満そうだった。

「いや本当に美味いと思うよ。ただドーナツは食べ慣れてないし、洋菓子の出来不出来にもあまり詳しくない。俺に料理番組の芸人みたいな感想を期待されても困るぞ。ただ、かなりの腕前だということはわかる」

「相当レベル高いんですよ！　佐歩はホテルオーニシのパティシエにならないかって声をかけられてるくらいです。だから私も、これならテレビに取り上げさせるのは簡単だと思ったんです。あとはタイミングを計るだけです」

「それは理解できるけど、どうしてここでやってるの？　もう少し目立つところを借りて内装も工夫すれば、もっと速く広まると思うんだけど」

　俺の疑問に、佐歩が顔を暗くする。

「そうですよね……。ちょっとこの場所やビル、どうかと思いますよね……。実はこのビル、うちの持ち物なんです」

「うちのって、由佳里の家の近くの鰻屋さんの持ち物ってこと？」

「そうです。言ったじゃないですか」

　由佳里の言葉に、俺は首を振る。

「いや、言ってない。初めて聞いた」

「あれ、そうでしたっけ？」

　聞いていたら、俺だってビルをボロクソにけなしたりしない。由佳里には何事も本音でいいとしても、その友人が絡んだものとなれば話は別だ。そのくらいの分別は持ち合わせている。

「お恥ずかしいほど老ろう朽きゅう化した建物です。エレベータすらないなんて。だから上階のテナントが酷いところしか入らなくて、トラブルが多くって……。建て替えるお金もありません。最近はうちの鰻屋の業績が悪くて、銀行の担たん保ぽに入れてます。私がお店を始めようと思ったとき、たまたま一階に長いこと入ってくれてたクリーニング屋さんが廃業したので、それなら私が入ろうかなと。家賃がかからないですし、今の時代、こんな老朽ビルに他のテナントさんはなかなか決まりません」

「昔、このビルの二階より上にテナントが一つもなくなったことがあって、近所の友達が集まって最上階を秘密基地にしたことがあるんです。なつかしいなぁ～」

　俺が訊く。

「それじゃこの辺、かなり友達多いのか？」

「そりゃ小中の同級生は多いですよ。公立はあんまりガラが良くないんで、その分みんなで連つるんで助け合ってましたね。でも、なんだかんだで、今でも深い付き合いがあるのは女の子の幼友達だけです」

　佐歩が口をはさむ。

「健けん司じとかヤクザになってるってよ。信のぶ義よしは千葉で公務員試験に受かったんだって。あー、それと島しま野のさんとこの材木屋、潰れたの知ってる？　負債二八〇億だって！　先週の新聞に出てたし！」

「へ～！　島野さん、この辺りにビルやマンションをガンガン建てて、すっごい羽は振ぶりよかったのに！　変われば変わるものね～」

　またもや二人だけの会話が始まってしまった。女の子同士だと、どうしてこうも話がアレコレ飛んで長引くのだろうか。

　俺が手持ち無ぶ沙さ汰たになっていることに気づいた佐歩が声をかけてくる。

「織葉さん、知ってますか。由佳里って私たちのなかで一番のバカだったんですよ。本当は、私よりずっと頭悪かったんです。それなのに一番の出世頭になってたんですよ。ちょっと嫉妬しちゃいますよね」

「うんうん、それは私も素直に認めるところだけどね。どんなに勉強しても頭に入らないのよ。暗記とか無理」

「うそー、由佳里が勉強する姿なんて一度も見たことないよ。そんなの見てたら私びっくりして近所中に言いふらしてると思う」

「でもね、私の場合、運の良さだけは世界一クラス。それ一本で世の中渡ってきた感じ。私の順じゅん風ぷう満まん帆ぱんすぎる人生って自慢してもいいと思うのよね」

　二人にまた置いてけぼりにされないように、俺は口にする。

「由佳里の学力が低かったってのは、本人から何度も聴かされてきたよ。でも同時に、華麗な自分の歩みを自慢ばかりしてたけどな」

「自慢なんかしてませんよ。至極当然のことを伝えたまでです。私って実は結構すごいんです」

「……ったく。本当にすごい人間は、もっと謙虚なものなんだよ」

　投げ遣りに言って、俺は本題を切り出す。

「ところで、お店の売り上げの方はどんな感じ？　由佳里からは、そこそこって聞いてきたけど」

「実際、そこそこです。おかげさまで、いつも買いにきてくれる女の子たちも増えてきたので、黒字にはなってますね。先月は七〇万円の利益が出ました」

「まだ開店したばかりなのに、それは大したものだ。本当に良いドーナツ作りに励んでるってことかな」

「それは自信あります。というか、私にできることはそれだけなんで。あっ、でも、ここは実家のビルなんで、家賃がかかってません。このビル一階テナントの賃料は一九万円なので、その分は引いて考えなくちゃなりませんね」

「それでも利益が出てる。もっと目立つところで勝負すれば、上を狙っていけるはずだ。佐歩さんには、さらにお店を拡大していく野心はないの？」

「人並にはあります。私が作ったドーナツをたくさんの人に食べてもらえるのは、とても嬉しいことです。あと、実家の鰻屋も業績不振で廃業を考えているので、私がそれに代わる仕事ができればいいなと思いますね。お父さんやお母さんは事業主だから、まともに年金なんてもらえませんし……。これからは私が養やしなっていかなくちゃ……」

「今日は佐歩さんに提案があって来たんだ。腕前は聞いてたし、実際に今日来てみて確認もできた。それに人柄も、由佳里と子どものころから付き合ってきたんだから、こっちとしては即座に信用がおける」

「どんな提案ですか？」

「佐歩さんのドーナツのプロデュースは、ひまりプロダクションに任せてもらえないか？　俺も由佳里も、マーケティングについてはプロだと自負してる。だから日本全国に佐歩さんのドーナツを良い形で広める手助けをしてやれると思うんだ」

「由佳里のところはドーナツのプロモーションまでやるの？」

　驚いたように佐歩が由佳里を向く。

「やっちゃうよ。佐歩の開いた口が塞がらないくらい、すごいものを見せてあげる。それが私の仕事だからね」

　佐歩は俺に視線を戻し、丁重に言う。

「由佳里が手伝ってくれるっていうのなら、私としては断る理由なんてまったくありません。ですが由佳里がやってくれるのはともかく、お忙しそうな織葉さんにまで手伝ってもらうのは申し訳なくて、気が引けるんですが……」

「いや、こっちもビジネスだよ。商売になると思ったから話を持ちかけたんだ。共同して大きな事業にしていきたい。商品作りは佐歩さんにお願いするから、事業化の方は俺たちに全面的に任せてほしい。どうだろう？」

「織葉さんがそう仰って下さるなら……。由佳里もいることですので」

「決まりだ。お店や商品は確認できたし、佐歩さんの人となりも確認できたし……今度はきちんとした共同事業計画を持ってくるから、受けてほしい。もちろん計画を見て嫌だと思えば断ってもらえばいいんだけど、佐歩さんにマイナスになるようなことはないと思うよ」

「わかりました。織葉さんのことは由佳里からも重々聞いています。信頼していますので、よろしくお願いします」

　佐歩は頭を下げてきた。

　由佳里と佐歩の関係性は深いから、こちらのこともすぐに信用してもらえる。話が進めやすくてありがたい限りだ。

　だが、この企画を進めるにあたって忘れてはならないことがある。あくまで俺がドーナツ企画を進めようとしているのは、由佳里が全面的に関わろうとしたからだ。佐歩製ドーナツが秀ひいでているかどうかは、二の次、三の次のことだった。

　佐歩が有能なパティシエであることに疑いはない。実際にドーナツを見て、食べてみればわかることだ。クチコミで地味に人気を博しているのもうなずける。しかし一方で、他にも腕の良いパティシエならば実はたくさんいるのだ。一流に分類できるパティシエは、東京だけでも優に数千人いるだろう。あくまで佐歩はそのなかの一人であり、ありありと実力の違いがわかるほど秀でているわけでもない。一流が作ったものであれば、どれも十分に満足して食べることができる。パティシエの有名と無名を分けるのは、運が第一、実績が第二、その上で自らの広告をどのようにアレンジするかだけである。

　だから俺としては、由佳里が佐歩製ドーナツの売り込みを決めている以上、それに便乗しようと考えただけなのである。要するに、佐歩製のドーナツを見込んだわけではなくて、本質的には、由佳里のマーケッターとしての腕前を見込んだといった方が正確なのだ。由佳里がうちの名刺を切って局に本気でアプローチするなら、佐歩製のドーナツは次々と番組に登場することは間違いないから、便乗するのが当然の選択だったのである。

　それから俺は店の状況を細々とヒアリングして、一二個入りのドーナツセットを購入し、事務所へと引き揚げたのだった。
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　ドーナツを抱えて事務所に戻ったときには、すでに二〇時を過ぎていた。

　事務所にいたメンバーらをリビングのソファに呼び寄せ、さっそくドーナツを振る舞うことにした。

「おいしーい！　生クリームに砂粒みたいなチョコがまぶしてあって、その歯ごたえがなんだか気持ちいいですね。生き地じの表面もぱりぱりしてて、ワッフルみたい。これじゃきっと食べ過ぎちゃいますよ」

　かぶりついたあと、千歳は瞳ひとみを輝かせてそう言った。千歳は素直だからこそ、その感想は信用できる。

　由佳里は満足そうに言う。

「でしょ？　これならどこに出しても、第一線で勝負できると思うのよね。デパ地下あたりに出店すれば、繁盛間違いなしだと思うんだけど……」

「これホンマに美味いわ～。どこで売っておるん？　時々買いたいで」

　栞も顔を上げ、しげしげとドーナツを見やった。

「銀座。うちの近所だから、これからたまに買ってきてあげるわね」

「銀座っていっても、銀座の隅な。新橋の雑居ビルに囲まれた場所……といっても、わかんないだろうけど。一個三〇〇円くらいするから結構高いよ」

　俺が補足した。

「毎日食べるものやないし、ええんやないの。逆にこういうスイーツがコンビニやスーパーで九八円で売られてると、大したありがたみも感じんしな」

「なるほど。その通りだ。まぁ、これが九八円ってことはありえないだろうけどさ」

　俺たちはあっという間に食べ終わっていたが、日毬は二口食べただけで大半を残していた。

　お腹を押さえている日毬に俺は訊く。

「日毬は食べないのか？」

「す、すまない……。とても美味しいことは間違いないのだが……どうも体質に合わないみたいだ。身体がぐるぐるするような気分とでも言えばいいのだろうか……。生クリームがふんだんに詰まっていて、すべて食べ切るには時間がかかる」

「なんや、それならうちがもらったる。ええやろ？」

　すかさず栞は手を伸ばし、日毬が応える前に奪い取った。

　日毬は素直にうなずく。

「うむ……」

「なら私にも分けてください！」

　千歳は栞の袖にすがりついたが、栞がそれを振り払う。

「悪いな。早い者勝ちやねん」

「あっ、栞さん、ズルイです！」

　ドーナツを奪い合う二人を尻目に、由佳里が日毬を覗き込む。

「日毬ちゃんは普段、ケーキとかも食べないのよね？」

「食べた瞬間は、舌が蕩とろけるんじゃないかと錯覚するほど美味しく感じるんだ。でも吞み込むと、なんだか胸のあたりが気持ち悪くなってしまう。今も気分が優れない。異物を吞み込んだような嘔おう吐と感があるんだ……。せっかく由佳里の友達が作ってくれた食べ物に対し、このような言い方をするのは憚られるが……」

「ドーナツは初めて？」

「まったく食べたことがないわけではない。コンビニで一〇〇円で買ったものを、姉上と分けて何度か食べたことがあるように記憶している。しかし、これはドーナツというよりシュークリームやケーキに近いと思う。生クリームはあまり食べる機会がない」

「生クリームは食べ過ぎると胸焼けするからね。それならしょうがないよ。残したこととか気にしないで」

「すまない、由佳里……」

　心底から日毬は申し訳なさそうだった。体質に合わないのなら、無理する必要はないのだ。

　争いに勝ちドーナツを頰ほお張ばり終えた栞と、負けてシュンとしている千歳に、俺は声をかける。

「おいおい、栞はそれで四つめだろ？　千歳も三つ食べた。いくらなんでも食べ過ぎだ」

「びっくりするほど美味しすぎたのが悪いんです。このドーナツが悪いんであって、私は悪くないと思います」

　千歳は無理やりな言い訳をした。

　栞は訂正してくる。

「四つやない。日毬が少し囓かじってたから、うちは三つ半や。そこ重要やから間違えんといてや。夜はご飯抜けばええやん。コンビニでサラダでも買って食べれば十分やね」

「女子が好むスイーツってさ、ギトギトの脂分の塊かたまりじゃん。だから質素な食生活が標準の日毬が、胸焼けするのは当然だと思うぞ。だって生クリームたっぷりのこれ、たった一個で三〇〇キロカロリーって……。脂質も半端ないだろう……。いや、美味いのは間違いないけど、それとこれとは別の話だ。女子がこういうのを喜んで食べて、普段の食事を節約するって感覚が……ちょっと俺には意味不明だな」

　俺は率直な感想を口にした。

　すると女性陣三人──栞と由佳里と千歳は、あってはならないものを見るような目を俺に向けてくる。

「いま颯斗は、日本全国六五〇〇万人の女子に喧嘩売りおったな」

「カロリーや脂質を口にするなんて……先輩、禁きん忌きを犯してしまいましたね」

「男の人だって変なところがいっぱいあると思います！　自分たちのことを棚に上げて、女子にだけ文句を言うのはおかしいです！」

「まぁそうだ、冷静に見れば、男性向けのマーケティングだってアレなのが多いことは否定しないよ。たださ、これは食べ物のことだからなぁ……。近ごろ激増してる花粉症なんかのアレルギーも、こういう脂分の過剰摂取が引き起こしてるんだぞ。日毬の食生活と比べてみろって」

　さすがに女性陣三人を敵に回して勝てる気がしないので、すばやく俺は話を切り替える。

「とにかく、神楽家の食生活を考えると、ドーナツの広告塔には日毬や凪紗は使えないな。メディアの前で食べる機会は何度もあるだろうしさ。うちの切り札が使えないとなると、作戦をよく考える必要がある」

「広告塔って……ドーナツを売り出すのん？」

　栞が訊いてきた。

「そうだ。このドーナツを日本中に広める。いや、世界中にだな。そのためにも、まずは日本市場を席巻しようじゃないか」

「でも普通にやってても人気出そうやけどな」

「そういう計画があるのか……。役に立てずすまない……。颯斗の役に立ちたかったのだが……」

　日毬は悔しそうにヒザの上で拳を強く握りしめ、うつむいた。

「いいんだ、日毬が気にすることじゃない。マーケティングは俺たちが考えなくちゃならないことだ」

「広告塔は千歳ちゃんでいいんじゃないですか？　先輩にも伝えましたけど……もともと私が考えていたのは、ポスターとかに千歳ちゃんを起用する案でした」

「だがその案は、あくまで由佳里が友達を助けるために、プロダクションと無関係にやった場合の話だったろ？　それで千歳に仕事を回してくれると」

「ええ、そうですね」

「それは予備案として取っておこう。ひまりプロダクションが本腰を入れて取り組むということになれば話は別だ。もっと効果的な演出をした方がいい」

　おずおずと、千歳は小さく手を挙げる。

「よ、予備案？　私、やりますよ……？　というか、やりたいです……」

「悪いが、千歳では弱い。グラビアアイドルが広告に出てたって、それはただの綺麗なポスターにしかならないんだ。お客さんをガツンと引っ張ってこないとな」

「……今晩、樹海に旅立とうと思います。その前に、せめて社長と……」

　千歳の目には愛憎がこもっていた。ひとたび千歳が思い詰めようものなら、何をしでかすかわからない。なにせ実家を救うため、身を殺すことも厭いとわない意志を持った子だ。包丁かナイフでも持ち出してきた日には、また新しい週刊誌ネタになってしまう。

　慌てて俺は詳しい説明を試みる。

「待てって。よく聞いてくれ。千歳はグラビアアイドルとして狭い世界で知名度があるだけだ。テレビ番組にもいくつか出てるけど、深夜帯中心だろ？　それじゃ男の客しか見込めないんだ。いいか、売り出す商品は女の子向けだぞ？　歌やドラマで幅広く女性の支持を獲得しているタレントじゃなきゃ意味がないだろう。別に千歳を邪じゃ険けんにしてるわけじゃないよ」

　うちのタレントは決して変な番組には出していないが、やはり千歳のことを覚えているのは男性ばかりだろう。千歳はファンの幅が狭く、知名度もまだまだで、国民性があるタレントではないのだ。「狭い範囲の男性客を相手にした、そこそこ売れてきたアイドル」の域を出ていない。

「じ、じゃあ……私が嫌われてるわけじゃないということですか……？」

　おっかなびっくりに、千歳が俺に訊いてきた。

「どうして好き嫌いの話になるんだよ。そういう問題じゃない。日毬クラスとは言わないが……匹敵するくらいの知名度があって、女性層にも高い支持を得ているタレントを看板に引っ張ってきたいところだ」

　なぜか栞が、さも当然といった風に主張する。

「そこで、うちやね。それしかないわ。うちはタダのアイドルやないで。トークもできる。ニュース番組のコメンテーターやってできるんやないか。売り出したばかりやけどポテンシャル十分やろ。オールマイティに活躍できるっていったら、やっぱり槙野栞や」

「ないなー。ドーナツの看板に栞はありえない。大阪下町っぽい商品ならいいけどさ。だってドーナツだぜ？」

　すかさず俺が応えると、予想外に大きいリアクションで栞が動転する。

「な、なんやて？　うちでええやん！　うち、可愛い。ドーナツに似合う。ホンマに自信あるんや。うちがドーナツ持って歩いてるだけで憧れの的や。全米が感動に痺しびれるわ。そうやないの？」

「似合わない。栞を使うんなら、たとえばラーメンとか、串カツとか、お好み焼きとか──」

　俺が言い終わる前に、バンッと栞はテーブルを両手で叩いて立ち上がった。

「なんでやねん！　なんでラーメンやねん！」

　憎々しげに栞は俺を見下ろして続ける。

「堀ほり江えや梅うめ田だを歩くと、みんなしてうちのこと見てた！　そういう周りの視線に応えてやろうと、うちも気張って格好つけてたもんやわ！　それがなんで東京に来たらラーメンになんねん！　おかしいやろ！」

「しょうがないだろう。タレントには、売り出しのイメージってのがあるんだからさ」

「もうええわ！　うち、帰る！」

　そう栞は吐き捨てて、ドタドタとリビングを突っ切り、乱暴にドアを開けた。そこで一端立ち止まった栞は、憤ふん怒どの形ぎょう相そうで俺を睨みつけてきた。そして、フンと鼻息荒く振り返り、事務所の玄関を後にしてしまった。

　間借りしている千歳の部屋に引き揚げてしまったのだろう。栞は気性が荒いから一気に爆発しがちだが、元来、頭の悪い子ではない。数時間もすれば冷静になるはずだ。

　普通のプロダクションなら、アイドルは社の方針に従順になってくれるものだが……ひまりプロダクションは、いろいろな意味で自己主張が強いアイドルたちで困る。

　由佳里が諭さとしてくる。

「先輩、栞ちゃんが怒るのは当然ですよ。もう少し、言い方ってものがあるんじゃないですか？」

「栞さんが可哀想です。いつも社長に虐められる私も可哀想だと思います！」

　大声で千歳も追従した。

「乱暴な言い方をしたつもりはないぞ。やっぱり栞の売り出し方は、そういう方向になるはずだ。ちゃんと説明してやった方が栞のためだ。別の機会に栞とゆっくり話し合って、さらに補足説明しておくよ。少しでも納得してもらえるようにな」

「ドーナツの広告塔なら、私がやってもいいのだぞ？　千歳や栞が美味しそうに食べるのには敵わないかもしれないが……頑張って、食べきれるよう訓練を積むつもりだ」

　日毬が真剣な面持ちで提案してきた。少しでも会社に貢献したいという気持ちの表れだろう。

　しかし俺は首を振る。

「気持ちはありがたいが、せっかく健康的な生活を送ってる日毬に、あえて反対のものを食べさせるわけにもいかないからな」

「しかし私は『Kagura』を経験したことで、同様の仕事には慣れているはずだ。役に立てると思う」

「『Kagura』のビジネスのやり方とはまた違うよ。アイドルがドーナツ製造に取り組むのは行き過ぎだからな。今度は、そこまで計画的に仕込むつもりはない。ドーナツをテレビに次々と取り上げさせるに当たって、純じゅん然ぜんたる広告塔の役目を果たして欲しいんだ。だからメディアの前で頻ひん繁ぱんにドーナツを食べることが重要な仕事になると思う」

「ううむ……頻繁に食べるとなれば、私だといささか重いかもしれないな……」

「それに日毬は公でも、質素な食事であることを公言してる。誰もが日毬は和食オンリーで、仮におやつを食べるとしても和菓子のイメージしかないよ。だから羊よう羹かんやモナカの広告塔だったら日毬でもぜんぜんアリなんだけどな」

「お饅まん頭じゅうなら私も好きなのだが……」

「私は千歳ちゃんでもいいと思いますけどね」

　そんな由佳里の言葉に、千歳が飛びついて抱きしめる。

「由佳里さん！　大好きです！」
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「だから、千歳がダメだとは言ってない。予備案のひとつと言っているだけだ。売り出し方の全体像まで含めて検討して、その上で決定しないとな」

「なら、先輩が計画立案をしてくれるっていうんですか？　私がやるものだとばかり思ってました」

「これは急な案件だし、何もかも一人で準備は大変だ。手分けしようか。由佳里は売り込める番組と、そのプロデューサー、ディレクターのリストアップを頼む。時期がきたらアプローチしてもらうよ。計画は俺が担当してみよう。いつもいつも、由佳里にばかり任せておくわけにはいかないからな」

「そうですか！　先輩がやってくれるなら嬉しいですね。私も大船に乗ったつもりでいられます」

「少し時間をくれ。別にドーナツ屋自体は経営危機ってわけでもないし、急ぎじゃないんだろう？」

「ええ。鰻屋の方は赤字みたいですけど、佐歩のドーナツ屋は黒字です。今すぐ何かしなきゃならないわけじゃないですよ。佐歩は実力があるんで、パティシエとして名をあげる手助けをしてあげたいと思ってただけなんです。一番仲が良い友達なんで」

「了解。広告塔のことまで含めて考えてみるよ」

　それから俺と由佳里は全体像を話し合った。そして俺の方でさっそく計画を煮詰め、事業化に向けて動き出していくことにしたのだった。
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　栞は捨て台詞ぜりふを吐いて会社を飛び出し、その後わずか一時間ほどで会社に戻ってきた。

　時刻は二一時半を過ぎている。この時間も、ひまりプロダクションは通常営業の時間帯だ。この時間帯に生番組が入ることがあるし、営業も深夜にまで及ぶ。ここからタクシーで一〇分少々かかる実家住まいの日毬や凪紗は仕事が終われば帰宅するのだが、隣に住む千歳や栞はヒマを持て余し、会社に居座ることが多い。だから夜半でも栞が会社に来るのは珍しいことではなかった。

　ふてくされてソファに座り込んでいた栞を俺は誘い、一緒に事務所マンションの最上階ラウンジへと足を運んだ。俺は仕事の書類を抱えている。

　ラウンジからは、夜にはライトアップされた東京渋谷方面の景色が楽しめるためか、先客が数人いた。みなコーヒーを飲みながら、窓の外を見やっていたり、読書をしたりしている。会社から帰宅して、リラックスしているのかもしれない。

　このマンションの住人も、さすがに日毬にばったり出くわすと、はたと立ち止まり瞠どう目もくする人が多い。日毬と見み紛まがうからか、凪紗にも視線が集中する。しかし千歳や栞くらいだと、たとえタレントだと気づいても、大して興味もなさそうだった。

　住人専用の抽出機でコーヒーを二つ注ぎ、窓際の席で不満げに夜景を眺めやる栞にカップを差し出しながら、俺は隣に腰かける。

　チラと横目で俺を見やり、すぐに夜景に視線を戻した栞は、わざと聞こえるような独り言をつぶやく。

「腹立つわー。なんでうちがドーナツやとダメやねん。うち、自分の顔にはごっつう自信あるねんで。それをすべて否定された気分やわ」

　そう言いながらツンと澄すました栞の横顔は、たしかに美しいとは思う。今のように怒っている方が、顔立ちが綺麗に引き立って見えた。モデルでもグラビアでも一定の人気を確保できるだろう。

　だが、そういう容姿と大阪弁の栞が、あえて自分の出身母体である下町風を全面に押し出すからこそ、最高の商品になり得るのだ。それゆえに、栞にはタレントとしての可能性を大きく見出すことができるのである。容姿では千歳とタメを張り、スタイルは千歳に劣っているが、それでもやはりタレントとしてのポテンシャルは栞の方が際立っていた。

　うんざり気味に俺は言う。

「そんなにやりたいのか？　たかが一商品の宣伝じゃないか。栞なら、もっと可能性があるんだぞ」

「せやけど、うちがプッシュする商品はラーメンやトンカツになるんやろ。なんやそれ」

「トンカツとは言ってないけどな」

「表参道や青山がなんぼのもんや。うちがお洒落して歩いたら、みんな仰天して釘付けになるわ。なんなら、メチャメチャ本気で着飾って澄まし顔で歩いてるとこ、颯斗にも見せたろうか。一瞬で惚れる思う。一目惚れや。やばい、うち、ついに貞てい操そう失ってまうで。千歳の言葉を借りると『大事件』や」

　こういう物言いを平然とするところが、ドーナツが似合わないということに気づかないのだろうか。大阪下町ではそれで良かったのかもしれないが。

　俺もジョーク風味に応じる。

「彼氏いない歴に終止符を打つときが来たのか？　やっと栞も大人の仲間入りができるってことだな」

「うっさいわ。ところで、うちらの事務所って、恋人作るんを禁止してたりするんか？」

「別にそんなルールは作っちゃいない。いろんな経験を積むのは大切だろう。とくに女の子にとって恋愛は重要だ……と、由佳里が言ってた。だがメディアで騒がれる可能性があることだから、必ず事務所には伝えてもらう。その上で、アドバイスはさせてもらうぞ。相手が下手な男だったら、『今すぐ別れろ』くらいのことは言うだろう」

「ふぅん。意外と自由なんやね。ま、うちに見合う男がその辺にいるとは思わんけど」

「そうだな。焦る必要はまったくない。ちゃんと才能ある男を見分けて捕まえろよ。栞なら大丈夫だろう。個人的には、芸能人同士はあまり推すい奨しょうできないが……つっても、普通の出会いが限りなく少なくなるから、多くの人気タレントは結局、芸能人とくっついちまうんだがな」

「才能ある男ね……」

　栞は横目で俺を見やってきた。ムスッとしていて不満げだ。

「なんだ？　まだ文句言いたそうな顔だな」

　再び窓の外に視線を戻した栞は、詰まらなそうに口にする。

「別に」

「それでさ、ここに呼んだのは、今後の栞の売り出し方をきちんと話しておきたいと思ったからだ。栞の想像と、事務所の売り出し計画にだいぶ違いがありそうだったから、今のうちに調整しておければなってさ」

「違うもなにも、うち、新ラーメンの宣伝なんぞやらん。アイドルがやる仕事やないやろ。プロフィールの好きな食べ物欄らんに、ラーメンって書くのとは別問題や」

「ラーメン、好きなのか？」

「うちの主食はドーナツや。普段からドーナツしか食べへんねん。うち、ドーナツ博士として有名やってん」

　ありもしないことを、栞は仏ぶっ頂ちょう面づらで言い切った。

「こだわってんなぁ……。わかってくれよ……。栞は大阪下町っぽさを大事にしていきたいんだ。それに加えて、マルクス主義者って側面をガン押ししていこうと思ってる。実際、栞は人前に出ても学者と討論もこなせるレベルだからな。かなりいいぞ、この線は」

「共産党員やってことはあまり公にしたくないねん。そもそも党に忠誠なんぞ持っとらんし、義理を立てる必要もない。変な仕事しか入らなくなるんやないかって心配や」

「でも、マルクス主義者であることに違いはないだろう？」

「そうやけど……」

「この時点で日毬に完敗してるな。負けだ負け。もう白旗掲げて、日本大志会に入っちゃえよ。日毬は歓迎してくれると思うぞ」

　小馬鹿にしたような口調で、俺はぞんざいに言った。ここは、わざと煽あおり立てた方が良いと判断したのだ。

　案の定、栞はガタリと音を響かせて半ば立ち上がり、俺を憎々しげに見やってくる。

「なっ、なんやて？　うちの理想は、日毬なんぞには決して負けへん！　絶対や」

「だったら、何で自分の理想を掲げて勝負できないんだよ。日毬と自分を比べてみろって。表に出て戦ってる日毬と、陰に隠れてせせら笑っている栞。情けないな。勝負にすらならない」

　栞は何か言いたそうだったが、拳こぶしを握りしめて耐たえたようだった。

「……うっさいわボケ……」

　そう小さくつぶやき、栞は再び椅子に腰かける。

「最近わかってきたんや……。日毬はすごい。日毬はホンマに命懸けて戦っておるし、それと比べればうちなんか何もできない人間や。左も右も含めて物陰から管くだ巻まくしかできない雑魚ざこどもを哀れんできたけど、実はうちもおんなじやった。うちも雑魚やったわ」

　そこまで自戒するように言って栞はうつむき、絞り出すように続ける。

「せやけど……うちには、逆立ちしたって日毬みたいなことはでけん……。あないなこと無理やで……。悩んどる」

「わかるよ。栞はどこか冷めてるから、日毬みたいに一心不乱に進むことは恥ずかしいって思いがあるんだ」

「そないなこと……いや、そうやな。そうや、その通りや……。日毬との格の違いを見せつけられるたび、うちみたいな半端者が主義主張を訴えるのはなんや恥ずかしゅうて……」

「だが、栞には栞の売り出し方がある。任せてもらえないか？」

　俺がそう言うと、キッと栞は睨みつけてくる。

「それがラーメンやって言うのやろ」

「ドーナツにこだわりすぎだ。そういうことじゃない。もっと全般的な栞の売り出し方針のことだよ」

「……どんな方針なんや？」

「経営会議でも話し合ったことなんだが、事務所としては、栞はインテリ押しでいいんじゃないかと考えてるんだ」

「うちはインテリやないで。おとんは阿呆なインテリやったけど……」

「いや、栞は結構なインテリだよ。世間からインテリだと思われるポイントを押さえてある。討論番組にも出せるし、ニュースのコメンテーターだって上手くこなせるはずだ。アイドルというより、文化人チックな方向で売り出そうと考えてるんだよ」

「前とおんなじやん」

「栞が個人で活動していたのとはまるで違う。もっと戦略的に取り組んでいくのさ。第一ステップとしては、栞の本を定期的に出版していこうと考えてる。社会評論を中心に、政治や経済まで含めて語ってもらうような本だ」

「うちの本？　原稿書けっちゅーの？　それはいいけど、慣れてないから最初は時間かかるかもしれんな」

「もちろん栞自身が原稿を書くのは歓迎だよ。だけど、最初のうちはゴーストライターを付けて、手際よくやっていく計画だ。すでにライターには何人も面接してて、幾人かからサンプルの原稿をあげてもらうことにもなってる」

「なんでライター使わなきゃならんのや。うちなら、自分で原稿書けるで」

「原稿ばかり書いてるわけにはいかないだろ。今後はモデルとして雑誌にも定期的に出てもらうし、水着グラビアもこなしてもらう。それから栞にはテレビドラマの役を回してもらう交渉をしてて、そっちも進めていく予定だ。もちろんトーク番組にはどんどん栞を押し込んでいく。目が回るほど忙しくなるはずだぞ」

「でも、勝手にうちの原稿書かれるのは嫌やわー。変な原稿ができてきたら困るで」

「事務所の売り出し計画に沿った原稿をあげてきてもらう予定だ。だから、それは吞み込んでくれよ。当然、出版する原稿は栞にも事前にチェックしてもらうから心配ない。もちろん栞は栞で、勝手に出版用の原稿を書いてくれ。出版できるかどうかは、原稿を見て判断させてもらおう」

「つまり、うちは作家として売り出すちゅーわけやな？　ふぅん。ラーメンより悪くないやん。ゴーストライターを使うちゅーのは気に食わんけどな」

　存外に、栞は悪い気はしないらしかった。

「作家じゃない。作家もできるし、討論もできるし、女優業もこなせるアイドルだ。良い言い方をすれば、マルチタレントってところだろうな」

「スーパーマルチタレント……ええやないか」

「スーパーは付けてない」

　すかさず俺は訂正した。

「なんや、ちゃーんと颯斗はうちのこと考えてくれてたんやな。散々腹立ててたけど、えろう損した気分やわ」

「だけど悪い言い方をすれば、どっちつかずの中途半端になって色が薄まってしまう。だから栞の場合は、マルクス主義者だという柱を強く押し出して色を付けたいと考えてるんだよ。視聴者は栞を見ると、『左翼』や『共産主義者』って瞬時に判断するようになる。そこまでいけば、半なかば栞の売り出しは成功だ。言わば、俺たち自身が、自分たちで事前に栞にレッテルを貼ってしまおうというわけだな」

「自分で自分にレッテルを貼る……か。そないな方法もあんのやなぁ……」

　栞は納得したような、腑に落ちないような、不思議そうな顔をした。

「うちには日毬がいるだろ？　そして日毬は芸能界きっての重じゅう鎮ちんだ。だからこそ、その反対側の主義主張をした方が、マーケティング的には正解なんだよ。そして栞には、左翼的主張ができるだけの教養が備わっている。事務所の方針に乗っかってもらえば、きっと上手くいくだろう」

　ポンと栞はヒザを叩く。

「わーった！　ええやろ、颯斗に乗っかってみるわ。ラーメンのことは忘れたる。ちなみに、うちの主食はドーナツやで。生まれてこの方、ドーナツしか食べたことあらへんのや」

「……ったく。ぜんぜん忘れてないじゃないか」

　俺は首を振り、ため息をついた。
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「『きれいなネット政治推進協会』の開始にあたり、こうしてお集まり頂きました記者の方々のために説明会を開かせて頂きます。わたくし、事務局を担当いたします健城と申します。本日の進行役を務めさせて頂きますので、よろしくお願いいたします」

　会場に集まった記者たちの前で、由佳里はマイクを握り淡々と言った。普段の悪ふざけが好きな由佳里とは違い、なかなか司会者然とした印象だ。

　俺は会場の模様を、最後尾の列に腰かけ眺めていた。一〇〇人ほどが入れる記者会見室に集まっていたのは四〇名ほど。空席も目立つ。そして中央には協賛するスポンサーの一覧がズラリと書き並べられていた。錚そう々そうたる大企業の一覧だ。

　この記者発表は、特に派手なものにする予定はない。俺たちが率先してアクセスを集めなくとも、サイトを利用する政治家たちがさまざまな情報を更新していくことで、自分の支持者や敵対者を次々と引き連れてきてくれる。それにネットには境界線となるものがないから、政治家のサイトにやってきたとしても、それが『きれいなネット政治推進協会』内にあるものだとは思わない。お役所も絡む事業だから、今回は一般的な範囲内での情報公開を予定しているだけだった。

　だが集まった記者たち四〇名は、全員が意表を衝かれ、仰天しているようだった。まったく期待していなかった総務省関連の面白味のない説明会に、普通ならありえない二人が何食わぬ顔で並んでいたからだ。もちろんその二人とは、広告塔を務める凪紗と、手助けをするための日毬である。事前に伝えもせずにこの二人が腰かけていれば、そりゃあ驚くだろう。

　由佳里が続けていく。

「ではまず、このたびネット上での政治システムの変革のために奔ほん走そうしてくださった自友党、緒方議員から一言ご挨拶をさせて頂きます。それでは緒方先生、よろしくお願いします」

「どうも。自友党衆議院議員、緒方です」

　緒方議員はマイクを持ち上げ、飄ひょう々ひょうと挨拶した。

　そこで緒方議員は押し黙ったかと思うと……ふいにテーブルに身を乗り出し、記者たちに親しげに語りかける。

「すごいメンツだよね～？　驚いちゃうよ。なんで俺が交じってるのって感じだよ。だって、ねぇ？」

　そして身を引いた緒方議員は、隣で粛しゅく々しゅくと腰かけている総務官僚に声をかける。

「どう思う？」

「わたくしに振られましても……」

　唐突に話を振られた総務官僚はしどろもどろに言った。一応、この人物は総務省から送られてきた広報担当官である。

　ゴホンと咳払いをしてから、緒方議員は再び記者たちに向き直る。

「ともかく本題に入りますか。ここに集まった記者の方々は、すでに我々の取り組みを把握しているものと思います。また同時に、公職選挙法の不可思議な部分は重々ご理解して下さっているものと思います。日本の選挙はおかしい、そのような声がありました。まったくその通りなのです。しかし事は民主主義の根本に関わることなのですから、一いっ朝ちょう一いっ夕せきですべてを変革するというのは、なかなかできることではありません。国民の皆さまがたとの議論を深めていかねばなりませんし、私たちの民主主義の有り様をどうしていくべきか、基本に立ち返って考えなくてはなりません」

　まるで選挙演説のように緒方議員は朗々と続けてゆく。

「ですが、そんなことを言っていては、いつまでたっても何も変革することはできません。そこで、まずは公職選挙法の空白地帯となっていたインターネット上において、何らかの手段を模索しようと考えたことが、この度の取り組みの始まりだったのであります。今回、私たちが手をつけた選挙制度の更新につきまして──」

　緒方議員はおちゃらけたように見えても、いざこういう場面となれば、さすが官僚的答弁に長けている。元官僚なのだから当然だ。何を言っているのかわからないが、しかし、いかにも尤もっともらしく聞こえるという天下無敵のお役所スタイルである。中央官庁の権威に弱い記者たちを煙に巻くにはベストな長なが口こう上じょうだ。

　それから緒方議員と、総務省の広報担当官の話が終わり、いよいよ主役たちの登場だ。

　まずは凪紗である。

「『きれいなネット政治推進協会』の名誉広報を務める神楽凪紗……な、なのである……。伏してお願い申し上げる次第、なのである……」

　実は凪紗の役目はこの一言だけだ。あとは日毬が話を引き継ぐことになっている。

「私が副広報を務める神楽日毬だ。政治結社日本大志会の総帥を務めているし、討論番組『ひまりんプロジェクト』上において各種の議論を深めている関係上、この問題への興味も深い。『きれいなネット政治推進協会』の副広報を務められて、大変名誉に思う」

　記者たちは日毬の言葉を聞き漏らすまいと、真剣に耳を傾けていた。

　日毬は堂々と続ける。

「このような場に姉上は慣れていない。広報を務めるのは姉上になるが、直接市民らと語らう役目は私が引き受けるつもりだ。私が姉上の名みょう代だいだと思って欲しい」

　そして日毬はインターネット上での政治制度を整備する必要性を、いつもの意い気き軒けん昂こうな口調でひたすら訴えたのだった。

　この記者会見によって『きれいなネット政治推進協会』は正式にスタートを切ったのである。

　翌日からはしばらくの間、テレビＣＭ、新聞広告、雑誌広告、ネット上での各種広告などが、一息に展開される予定だった。『きれいなネット政治推進協会』は多量の広告を出しゅっ稿こうするスポンサーであるため、叩くような報道は一つもないだろう。それどころか、マスメディア各社は大いに気を遣ってくれて、ニュース報道で積極的に取り上げてくれるようになるはずだ。

　また、『きれいなネット政治推進協会』が認める政党一覧に、堂々と日本大志会を並べていた。今までは危険な右翼団体と目されることもあった日本大志会だが、今後は数ある政治政党と並列に扱ってもらえることになる。国が関連した事業体が一般政党として認知しているという事実は、日本大志会がマスメディアで前向きに報道されていくための布石になってくれるはずだ。

　テレビ不況のせいでＣＭが激減している昨今、テレビ局は金払いの良いクライアントが欲しくてたまらない。今まで大手キー局では禁忌だった宗教ＣＭにさえも率先して手を出し始めている。そこに『きれいなネット政治推進協会』をステップにして、次は日本大志会が大金を投入すれば、テレビ局各社が扱ってくれる道が開ける。この日本で、右翼団体が大手を振って公を歩くのはありえなかったことだ。
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『きれいなネット政治推進協会』の開幕は、予定通り、テレビニュースでも積極的に取り上げられることになった。

　通常は、この手の団体がテレビに露出することはありえない。第一、それほど騒ぐ話でもないのだし、日本国の政治スタンスが何か変わるような事態というわけでもない。公職選挙法がなくなったり、大幅に改造されるわけですらない。

　本来なら、新聞の片隅で記事になる程度のことである。『きれいなネット政治推進協会』で行う事業は、全体からみれば、ほんの些細な変化を加えるにすぎない小事だった。ネット上でワンクリックでの献金に道を開いたことは注目に値するが、しかし大事とは言えない。

　それにもかかわらず、テレビ各局はさまざまなニュース番組で取り上げるに至っていた。どうでもいいほど小さな話が、まるで大ごとでもあるかのように各局は報道した。これは日毬や凪紗が看板に立っていることも多少は影響している。しかし最も重要なことは別にあった。テレビＣＭ枠を販売している蒼通の営業担当者たちに向けて、「『きれいなネット政治推進協会』では、ニュース番組で取り上げてくれる量が多い局に対し、より多くの広告出稿を予定している」と明確に伝えていたことだ。俺と由佳里が、蒼通の営業マンたちを『きれいなネット政治推進協会』の事務所に呼んで、滔々と説明して聞かせたのである。

　それが蒼通の営業から局に伝わり、局の方も懸命に動いてくれたわけである。局はこちらの気を引こうと必死なのだ。実際に俺たちも、各社へのテレビＣＭの出稿量に大きく差をつけたため、次はさらに大きな広告料を割り当ててもらおうとする局の報道は過熱していった。

　もしかすると最重要なポイントは、蒼通の営業担当者たちが、俺と由佳里をよく知っていたことかもしれない。社内でも、俺と由佳里は「あの神楽日毬が所属するひまりプロダクションをわずかな期間で創り上げた元蒼通マン」としてちょっとした噂になっていたためだ。それが蒼通の営業担当者たちに信頼を感じさせ、積極的に便べん宜ぎを図ってくれるキッカケになった側面は意外と重要だったりするのだろうか。

　とにもかくにも、たかだか選挙制度の枝えだ葉はのことに取り組む小さな団体が、あまりに順調すぎる滑り出しとなったのである。

　テレビや新聞の報道のおかげで、積極的にサイトを活用していこうとする政治家たちが一気に増え、一種のブームのような状況を作りだした。政治家ならば、『きれいなネット政治推進協会』で情報発信しないのは情報弱者とでも言わんばかりの風潮が生まれ、アクセス数は勝手に伸びていき、予想外の利用者増加にサーバを増設しなくてはならない状況になっていった。

　だが俺と由佳里にとって一番ありがたいのは、当然、企業献けん金きんが極めて集めやすくなったことである。
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　夕方のニュース番組。

　事務所のソファでテレビを取り囲み、俺と由佳里と壮司、それから広告塔を務めた凪紗と日毬は、『きれいなネット政治推進協会』の話題が流れるのを確認していた。

　ちょうどニュース画面には、日毬が記者たちからマイクを突き出され、コメントを述べている場面が映し出されている。

「『きれいなネット政治推進協会』が取り組む仕事は、日本の選挙制度に新しい風穴を開けてくれたのではないだろうか。私も日本大志会の総帥として、このサイトを通して積極的に情報配信をしていくつもりだ」

　続いて別の議員に切り替わった。顔に見覚えがある。たしか大臣を数回経験している政治家だったはずだが、よく覚えていない程度の人物だ。この議員は誇ほこらかに語る。

「このサイト、いいですね。情報の透明性を確保するという観点から見て、このような取り組みは評価されるべきでしょう。自分の政策を、他の政治家の方々と比較してもらいやすい。何より情報の更新がしやすく工夫されているし、政治に取り組む者にとって素晴らしいツールになりますよ」

　またもや別の議員。まったく知らない政治家だ。彼は晴れやかな表情で、鼻高々にコメントを述べてゆく。

「風が吹いている気がしますね。やっと日本の選挙の取り組みもここまできたのかと。選挙問題を重要な政治課題として個人的にずっと取り組んできたんですが、ここにきて私の地道な活動が評価されたようです。私はやっとやり遂げたのだと……そんな想いで一杯です」

　お前はいったい誰なんだよ……と、ツッコミを入れたくなったが、絶賛してくれているのだから味方には違いない。この議員よりも、こんなホラ話をニュースのコメントに選んだテレビ局の頭の方がどうかしているのだ。まぁ善意で考えれば、局のスタッフらは忙しくて、他にまともなコメントが取れなかったのだろう。

　画面はスタジオへと戻った。

　キャスターが、隣のコメンテーターに向けて喋りかける。

「昨日は領土問題を巡って、サイト上で議員同士の論争まで巻き起こり、国民の注目を浴びました。今後の新たな政治の枠組みとして、大いに期待したいところですが──」

　それからしばらくニュースではこの話題が続いてくれた。タダでＣＭ一〇〇本分に相当する広告を次々と行ってくれるのだから、ありがたいこと限りない。局には足を向けて寝られないほどである。

　由佳里は俺たちに向き直り、笑顔で手を叩く。

「だーいせーいこー。正直、これは簡単だった！　商品を売るような話じゃないし。凪紗ちゃんも、ひとつ大きな仕事をこなしてくれたわね」

「いえ……私は何もやれていません。日毬が手伝ってくれたから、なんとかできたのだと思います」

「何を言う。『きれいなネット政治推進協会』が全国に浸透したのは、姉上が名誉広報を務めたからに他ならない。姉上は立派だ」

　熱心に日毬は凪紗を励ました。いつ見ても、実に武ぶ士し然ぜんとした礼儀正しい姉妹関係である。

　俺は感想を口にする。

「日本大志会が大手政党と密かに肩を並べる位置についたことが、俺たちにとっては一番大きな進展だったかもしれないな」

「肩を並べる必要などない。いずれ私が日本の総裁として起つことになるのに、同列になったくらいで喜ぶのはナンセンスだ。颯斗の努力には大いに感謝しているが、私の視野に入っているのはただ一つ──日本の頂点だけなのだ」

「まぁそう言うな。何事も大事なのはステップだよ。テレビや新聞にも広告を出稿していけるし、公安も簡単には手を出しづらくなってゆく。さまざまな展開が考えられるよ。なんせ俺と由佳里が広告を請け負ってるんだ。その辺は任せてほしい」

「うむ。颯斗と由佳里のことは大いに信頼している。私は急ぎ政権を獲らなくてはならない。どうか日本大志会をよろしく頼む」

「大丈夫さ。それで佐々倉さん、お願いしていた調査結果、出た？」

「大部分、完了しました。少々お待ちください」

　壮司は立ち上がり、自分の机に行って引き出しからファイルを取りだした。それを俺に手渡してくる。

　俺はテーブルにファイルを広げた。

　由佳里が覗き込んでくる。

「うーん、さすが佐々倉さん。仕事が細かいなぁ。私だと面倒になって、途中で投げ出しちゃう自信ありますよ」

「かなり地道な仕事だし、大変だったでしょう？」

　俺の問いに、意外にも壮司は満ち足りた顔をする。

「率直なところを打ち明けると、作業が楽しくて仕方がありませんでした」

「本当に？」

「もちろん私も最初は大変な仕事だと考えていたのですが……これほど仕事で興奮したのは久しぶりです。日本大志会に関連したあらゆる記事や番組に目を通してみると、世の中には日本大志会に関心を寄せるメディア人たちがちゃんと存在しているのだということを、肌で感じ取ることができました。これもひとえに、総帥のカリスマ性の為せる業わざであると思います」

　壮司に任せていた仕事は、端的に言えば、記者たちの分別作業だ。

　大手新聞社、雑誌社、そしてテレビキー局をリスト化し、彼らが過去に扱った日本大志会に関連する報道すべてに目を通す作業を、コツコツと壮司に積み重ねてもらったのである。そしてどの記者が日本大志会に好意的で、どの記者が批判的かを分析し、データベース化したのだった。

　過去の記事には、誰が書いたのか不明なものも多々あった。だが、これぞと思う記事を発見すると、実際に新聞社や雑誌社に連絡したり、普段から付き合いのある記者に確認したり、各種の会見のときに当該メディアの記者に記事を見せて裏を取ったりしながら着実に進めたのである。

　可能な限りの新聞や雑誌や番組を収集したが、それでもチェック漏れはあるだろう。しかし、壮司の仕事はいつでも丹念で正確だ。このデータベースは、日本大志会の広告宣伝活動にとって最大級の武器のひとつになってくれるに違いない。

　壮司は説明を続ける。

「記者たちの役職や立場もできる限りデータベースに盛り込みました。その上で、すべての記者を格付けしています。ＡＡＡからＣまで、金融の大手格付け機関の分類を参考にさせて頂きました。日本大志会の理念や方針に何らかの形で共感してくれている記者をＡクラス、そのなかでも特に積極性のある記者をＡＡＡとしています。また敵対的な記者をＣクラスに分類し、どちらとも言えない記者はＢクラスとなっています」

　壮司はファイルをめくりながら言う。

「やはり一番多いのはＢクラスに相当する記者ですが、Ａクラスに相当する者が決して少なくないことに驚かされます。分類としては、Ｂクラス五九％、Ａクラス一七％、Ｃクラス二四％といったところです」

　由佳里は感心したように叫ぶ。

「細かい仕事だなぁ！　でも、ここまでやる必要あるんです？　メディアを動かすだけならもっと楽ですけど」

「当然ここまでやるんだよ。日毬がやろうとしてるのは政権獲りなんだぞ。生半可なことをやってちゃ簡単に足をすくわれちまうっての」

　強い口調で俺は言った。どれほど地道な作業でも、やれることはすべてやるべきだ。幸いこの作業は壮司が楽しんで取り組んでくれたようだが、もし労力が足りなければバイトを雇ってもいいし、作業の一部を外注したりしてもいい。

　日毬はうなる。

「優れた広告宣伝のためには、こういう作業を積み上げていくことが必要なのか……。毎回のように驚かされてばかりだぞ」

「だがな日毬、広告宣伝こそが政治と言うこともできる。マーケティングは事業のすべてであり、政治のすべて、宗教のすべてでもある。ちょっと稼ぐだけなら由佳里のように乱暴やるだけでも十分だけど、その世界の最高峰を目指すなら、細かい作業を妥協しちゃいけない」

「乱暴なんかしてませんし！　私ほどスマートでクールな広告ウーマンはいませんよ！　この私が保証します！」

「自分で自分の保証して何の意味があるんだよ……」

「ううむ……。颯斗の言葉を否定できないところが、私にとって残念なことだ……。だがしかし、日本大志会が政権を奪取するためには……吞み込まねばならぬのだろう……」

　しげしげとファイルを眺めやっていた凪紗が、ポツリと口にする。

「データを見てみると、ＣクラスはＣばかりですね。逆にＡクラスは、ＡとＡＡばかりです。ＡＡＡは数人しかいません。Ｃということは、すごく日毬を嫌っているということでしょうか？」

　壮司はうなずく。

「そうなります。総帥が息をしただけでも叩くような輩やからが一定数存在しているということです。総帥をこき下ろすことに記者人生を懸けているような人間たちですよ」

「いつも日毬を追っかけ回して捏ねつ造ぞう記事を書きたててる例の東とう西ざい新聞の記者みたいな感じなんだろうな。こうなるともう理性でどうにかなる問題でもない。日毬くらい有名なヤツなんて総理大臣かアメリカ大統領くらいなものだし、変なヤツに付け狙われても仕方ないよ」

「私とて覚悟はしていたことだ。真の右翼である私が、白昼夢のなかに生きる左翼どもから叩かれるのは当然のことだろう。窮きゅう鼠そ猫を嚙むという。私に成敗されかかっている売国勢力が、自分の商圏を守ろうと必死になっているに違いない」

　日毬は決然と言った。

「逆にＡクラスは、表立って総帥を絶賛するような記者は数えるほどしかいないということです。ただ、記事のニュアンスの節々から総帥に対する期待のようなものが見受けられるので、その程度に応じてＡやＡＡに分類しています。ＡＡＡともなればメジャー媒体記者はいなくなり、全員が雑誌とネット系の記者で占められますね」

「そうだろうなぁ。仮に大手紙や局の記者が日毬に期待していたとしても、それを公のスタンスとして示すことは難しいだろう。でも、密かに日毬に期待したり共感したりしている大手媒体の記者だって存在するはずだよ。みんながみんな、同じ思想信条を持ってるわけがないんだからな。そういう人間たちを、強い味方にしていくことが今後の課題だ」

　俺の話に、由佳里が首をかしげる。

「強い味方……ですか？　このデータをどうやって活かすんです？」

「ちょうど『きれいなネット政治推進協会』が立ち上がったばかりだろ。それにかこつけて記者クラブのようなものを作れないかと考えているんだ」

「記者クラブを作るだけなら、勝手に宣言しちゃえばいいじゃありませんか。記者が集まるかどうか知りませんけど」

「佐々倉さんが分類したＡクラスだけを集めるんだよ。彼らにさまざまな便宜を図ってやって、持ちつ持たれつの関係を築き上げたいんだ。集まったメンバーだけに日本大志会や日毬が関連するさまざまな政治活動をリアルタイムでリークしてやれば、彼らにとってメリットは大きい。ゆくゆくは、この記者クラブをインナーサークル化していくのがいいだろう」

「あーあ、なるほど～！　ありますよね、そういうの。私たちで、同一の目的を持った記者たちの集まりを作っちゃおうというわけですね。記者たちが喜びそうな内部情報は、私たちもかなり提供できるようになりましたから……面白そうじゃないですか」

　さすが由佳里はこの業界にいるだけに、すぐ意味を把握したようだ。

「どういうことなんだ？　由佳里はどう理解したというんだ？　すまないが、私にはイマイチ分かりがたい。私の経験不足なのだろう」

　日毬は戸惑ったようだ。メディア業界のメカニズムに馴染みがないと、ピンとこないのは当然だろう。

　俺はかみ砕いて日毬に説明を試みる。

「なに、簡単な話だ。日毬に好意的な記者たちを集めて、彼らに情報提供しながら親しん睦ぼくを図っていこうということだよ。ちょっとしたサークルみたいなものだと考えていいんじゃないかな」

「サークル活動？　それだけだと、特別な話には聞こえないが……」

「世の中というのは意外と単純だ。世論は複ふく雑ざつ怪かい奇きなようでいて、実際のところはメディア人が世論を作ってる。ここで質問だ。日本には複数の大手新聞があるが……どれが右寄りで、どれが保守で、どれが左寄りの媒体か、明確に答えられるか？　あるいは、どの媒体が自友党支持で、どれが民政党支持かってことでもいいな。日にち毎まい新聞と東西新聞の違いでもいい」

「言われてみれば不思議な話だが、どの媒体にも大して違いはないはずだ。ひとたび特定の組織や人物を叩くときは、テレビも新聞も、皆が示し合わせたように一様に叩く。讃さん辞じを送るときも皆一緒だ。強いて違いを挙げれば、多少叩き方が違うくらいだろうか……」

「だろ？　たとえばこれがアメリカならば、媒体ごとに一定の色がついている。キャスターや番組にもそれぞれ色がついていて主張は明確だ。タカ派の番組もあるし、保守系のテレビや、革新系のラジオもある。愛国的で好戦的な左翼系媒体もあるな。ちょうど『ひまりんプロジェクト』の司会が右翼の日毬であるような明確なイメージが、大半の局や新聞やキャスターについているということだろうな。わかりやすいんだ。あっちのメディア人は誇り高いし、責任感もある。……しかしだ、これが日本になるとそうもいかない。できるだけ責任を曖あい昧まいにしたがるのが、日本のメディア人の処しょ世せい術じゅつだ。普段は記者たちがそれぞれ好きなことを書いているように見えるけど、いざ重要な政治議題になったときの団結力たるや凄まじいものがあるぞ。増税や政権交代なんかの論調は、どの局を見ても一緒、どの新聞を見ても一緒」

「たしかに異常だ。その不条理は私とて以前から理解していたつもりだが……どうしてこんな状態になっているのか、深く考えたことまではなかった」

「悪名高き記者クラブって風習があるだろ。官庁が発表する大本営発表を、すべての記者が一堂に会して、ありがたがって聞くような場だな。それが日本のメディア体質を如実に表している。普段は好き勝手してるんだが、国の行く末を決するような課題になると、記者たちは局や新聞社の垣かき根ねを越えて、集まって意見交換してるんだよ。インナーサークル化してるってわけだな。インナーサークルで情報交換している当人たちは、自分たちこそが日本の権力を担うエリート集団だとでも内心では考えているに違いない」

　由佳里が補足する。

「そんな記者たちの緩い連携が世論を作ってる側面があるの。インナーサークルは数人の力のあるオピニオンリーダーが仕切るから、記者たちは自然、彼らの意見に引きずられて記事を書いてしまうわけ」

　日毬は合点がいったように目を見開き、ヒザを叩く。

「そっ、そうか……！　そういうことなのか……！　何か今、曖昧だったものが、線で一本繫がったような感覚だ。颯斗と由佳里の話を聞けて良かった。世論とは、そうやって形成されていたのだな」

　さらに由佳里が付け加える。

「あっ、でもそれは、別に記者たちに悪気があったり陰謀を企んでいたりするわけじゃないわよ。単に自分の意見だけだと自信がないから、他の人の考えを聞いてみたいと思うんでしょうね。さまざまな人の話を参考にしながら勉強してるってことかしら。だからどうしても、その場で一目置かれてるようなオピニオンリーダーの意見に染まっちゃうわけよ。人間なら自然なことだと思うの」

「メディア人たちも実に人間らしいということか……」

「そして親しく情報交換する仲が、やがてはインナーサークル化していくという寸法さ。だからここ一番というときに、必ずと言っていいほど論調が統一されてしまうんだよ」

「秘密結社みたいなものになっていくということか？」

　日毬の質問に俺は首を振る。

「それだとちょっと重々しすぎるな。大政党の派閥の勉強会みたいなものをイメージすればいいんじゃないか。記者たちは記者たちなりに、日々研けん鑽さんを積んでいるつもりなんだろうな。ただ、実のところ記者たちも、インナーサークルのオピニオンリーダーから情報操作されているという側面があるわけだ」

「そうですね。インナーサークルというと怪しげな響きがありますが、先輩の言う『勉強会』というニュアンスが適切かもです。もちろん記者たちの情報力や人脈は対等じゃないし、勉強会のなかで尊敬を集める人だっているわけで……どうしたって意見が一方向に染まっちゃうのは避けられないですよ」

「話はここで終わらない。インナーサークルのオピニオンリーダーだって、情報源が財務省や環境省や農林水産省や国土交通省や東京地検特捜部だったり、アメリカ国務省やホワイトハウスだったり、アメリカやロシアや中国の情報機関だったりするわけで……当のリーダーすら日常的に情報操作されていると言えるな」

　日毬が話を消化しているのを見て取って、俺は話を続けてゆく。

「だって考えてみなよ。勉強会で偉そうに情報提供してるオピニオンリーダーだって、そいつが社会を動かしてるわけじゃない。ぜんぜん違う権力者から情報のおこぼれをもらって、いかにも誇らしげに情報を披露するわけだ。いつだってそうだ。そこに流れる情報に、意図がないわけがない。高度な情報になればなるほど、まさに一〇〇％、何らかの意図がある。そう考えていくと……社会ってのはなかなか面白いだろう？」

「う、うむ……。社会への理解が深まれば深まるほど、日本大志会の目標は遠大に思えてくる……。党員が増えたくらいで簡単に政権が獲れるというわけでもないのだな」

　日毬は腕を組んで気難しそうな顔をした。

「だからつまり、俺たちが率先してインナーサークルを作り、クラブに所属した記者たちにメリットのある情報をどんどん提供していく。普段は情報操作なんてせず、正直に情報を供給してやればいいんだ。彼らが他では得られないスクープを連発すれば、社内での立場が強まって、局や新聞社の意見を左右できるようになってゆく。……そして、ここ一番の大事な勝負の瞬間に情報操作をちょっと加えて流してやれば……俺たちに都合のよい情報が、ズバリ大衆へと流される。それがそのまま、世論になるというわけだ」

　俺の話に、なぜか壮司が震えていた。壮司が絞り出すように口にする。

「多くのことを学んできたつもりでしたが……やはり私の能力には限界があったようです……。日本大志会を選び、ひまりプロダクションに仕えてよかった……。総帥のカリスマ性に、社長や由佳里さんの経験則が加われば……ここでなら本当に、政権に手が届く確信があります」

「私たちはたまたまマスメディアと深く関わってきたから、仕事を通して理解してただけですよ。佐々倉さんだって私や先輩の知らないことをたくさん知ってるじゃないですか」

　由佳里に俺も同意する。

「そうそう。『きれいなネット政治推進協会』だって、佐々倉さんが動かなきゃ設立にまではこぎ着けられなかった。俺らは広告宣伝のことしか知らないからね。広告宣伝こそが人間社会のすべてだって俺は思ってるけど……これはちょっと歪いびつな考え方だってことも自認してるつもりさ」

「ご謙けん遜そんを……」

「私も壮司に同意見だ。颯斗と由佳里を頼りにしている。今までは日本大志会の党員数が増えることに一喜一憂してきたが……それ以上に重要なことがあったのだと、私は認識を新たにしたぞ」

「党員数の増加は貴重なことだよ。毎月三〇〇〇円も党費を出してくれる人が万単位でいるという事実が、日本大志会を無視できない存在にしてるんだからな」

　俺の言葉に由佳里も続く。

「党員参加費が無料だったら、今ごろ一〇〇万人が党員になっていてもおかしくなかったでしょうね。小こ泉いずみ元首相の発行していたメールマガジンには二〇〇万人の読者がいたっていうし」

「だが無料の参加者には何の意味もない。メールマガジンの購読者数やツイッターのフォロワー数なんて、社会的な影響力はどうせ何もないからな。たとえ少額でも、自分の利害を度外視してお金を払ってくれる人こそが信頼できる相手だろう。いざというときに頼れるのは、この人たちだ」

「わかった。これからも党員獲得には命を懸けて励むことにしよう。私の想いは、あまねく日本国民に必ず届いてくれるはずだ。だが日本大志会を政権に近づける仕事は、颯斗と由佳里に今後とも助けてもらいたい」

　日毬が熱っぽく言った。

　続いて凪紗はテーブルに両手をつき、丁重に口にする。

「織葉殿、健城殿……どうか日毬のことをよろしくお願いいたします。私も、与えられた仕事は誠心誠意取り組む所存です」

「二人にそこまで頭を下げられると困っちゃうなぁ！　このお姉さんにドーンと任せちゃってよ。ぜーんぶ私がやってあげるからね。安心して」

「頼むぞ、由佳里」

「健城殿、どうかお願いいたします」

　二人に一途に頼まれ、充足した面持ちの由佳里は、俺に視線を向けてくる。

「で、先輩、肝心のことはどうやって進めます？」

「任せろとか大見得切っといて、俺に振ってくんな」

　ゴホンと俺は咳払いし、テーブルを囲む皆に説明する。

「ひとまずそうだな……俺と由佳里と佐々倉さんの三人で、このデータ上でＡクラスの記者たちとコンタクトしよう。『きれいなネット政治推進協会』のことで意見交換したいという提案でいいんじゃないかな。広告塔になっている日毬の動きについても相談したいと持ちかければいいと思うよ。日毬に好意的なら喜んで飛んでくるはずだ」

「その場でこっちの情報を提供したりして、親密なパイプを育てていこうというわけですね？」

「そうだ。日毬が政権を獲るための構想を、ある程度まで語ってもいい。日毬の口から率直に、考えていることを打ち明けてもいいと思うぞ」

「私としては政権奪取のためなら、どのようなことでもやろうと考えている。たとえ、この命を散らそうともだ。しかし……武力を使うことも辞さないと考えてはいるが……具体的な計画まで定まっているわけではない。今までは党員数が一〇〇万人や一〇〇〇万人になれば政権に手が届くと、安易に考えていた」

　日毬は実直な面持ちで言った。

「それは誰でもそう思うだろう。だから正直なところを伝えてもいいかもしれない。計画は進めているが、方法論に悩んでるってことまでさ」

「弱みを見せることにならないだろうか」

「いいんじゃないか。記者たちだって人間だ。少し弱みをのぞかせるくらいの方が、日毬に対する親密度も増すだろう。それに加えて、内部情報を子し細さいに伝えて関係性を深めていくのがいい。勉強会に呼ぶのは日毬に好意的な記者だけにするから、あまり肩肘ひじ張る必要はないさ」

「了解した。私はやり遂げてみせる。いかなることでも私は死力を尽くすだろう」

　日毬は軍人のようにピンと背筋を伸ばし、雄々しい口調でそう言った。





◇






　ひまりプロダクションが入居するタワーマンション隣のオフィスビル。

　ここは、『きれいなネット政治推進協会』の事務所内に用意したミーティングスペースである。ど真ん中に巨大なミーティングテーブルがドンと置いてあり、多数の人が座れるよう工夫してある。三〇人は入れる会議室だ。

　俺は集まった人々の前、丁重に礼を述べる。

「今日はわざわざ集まってもらってすみません。皆さんのご支援の下に『きれいなネット政治推進協会』が立ち上がったことですし、そのお礼も兼ねて記者の方々と懇こん談だんできる機会を持てればと思っていました。今後、政治は大きく動きます。『きれいなネット政治推進協会』は、あくまで大局の一端でしかありません」

　ややテーブルに身を乗り出し、俺は皆を見渡して続けてゆく。

「ご存じのように、私はひまりプロダクションの代表でもあり、日本大志会とも深く関係しています。そこで皆さんと腹を割って、今後の政局の行方や、日本大志会が巻き起こすことになる政治闘争について、率直に皆さんと意見交換しながら、関係を構築していければと考えています。このような場は定期的に作っていきたいと考えていますので、どうぞよろしくお願いします」

　この場に参集したのは、東京キー局五社のうちから三社、そして大手新聞五紙のなかから三紙の記者たちである。ＭＨＫは呼んでいない。一社から二人が参加していたりもするので、計一〇人の集まりだ。第一回としては、ちょうどいい人数だろう。彼らは皆、壮司が用意した記者のデータベースのなかで、Ａクラスに相当する記者ばかりである。

　データベースは壮司が各種の媒体をチェックして逐一更新していく予定なので、新たに加わる記者がさらに増えてゆくかもしれない。だが多くなっても一五人が限度だと思う。それ以上になってくると、オープンな記者クラブと違いがなくなってしまうし、情報の漏ろう洩えいを防げなくなるからだ。

　また、すべてのキー局や新聞社からまんべんなく参加者を募る必要はない。あえて局や新聞社に差をつけた方が強みを活かせるのである。

　第一に、「自分は選ばれたのだ」という参加者の功名心を搔きたてることができる。第二に、もし俺たちが意図しない情報を流したり、打ち明けた秘密をバラしてしまったような場合には、制裁措置として次からはその局や新聞社は参加することができなくなる。すると、このようなインサイダーの場に自分が参加していないことが、彼らの仕事上のデメリットになるため、知らず識らず俺たちに忠実になっていくわけである。

　だから俺たちが排除しようと決めたメディアは即座に処分し、別の局や新聞社に取って代えるというプレッシャーを常に感じさせた方がいい。参加を許可するメディアは限定しておくべきだった。

　この場は記者会見ではないし、少人数のアットホームな空気感もあって、めいめいの記者が気軽に口を開く。

「このような場にお招き頂いたのは素直にありがたいですね。しかし、どこまで率直にお答え頂けるものでしょうか。それに織葉社長がいったいどこまで日本大志会に関わっているのか、我々も正確なところは知りません」

「日本大志会の人気は日々高まっていますし、今後の日本政局の台風の目になる可能性が大きいと思います。しかし我々記者が得られる情報が少なく、記事も憶測が多くなっておりました」

　そんな記者たちの言葉に、俺は実直に応じる。

「それらの疑問にも、今日ここに集まった皆さんにだけ、包み隠さずお答えするつもりです。そうそう、途中から神楽が参加することになっています。神楽本人の口からも、本音を引き出してもらえるんじゃないかと思いますね」

「日毬ちゃんが⁉」

　記者の一人が不意を喰らったような声を上げた。他の記者たちも息を吞んでいる。

「ええ。仕事が終わったら駆けつける予定になっています。もうすぐ来るはずですよ」

　俺は時計を見やりながら、業務報告をするように言った。

　記者たちは一様に驚きを隠さず、顔を見合わせていた。

　そりゃそうだろう。ここに集まっているメンバーはすべて、密かに日本大志会に好感を抱いている記者たちなので、そのカリスマがいきなり目の前に登場して本音で語り合えるとなれば、予想外の収穫になるはずだ。記者の仕事は、社会に影響を与える重要なキーマンに会って、当該人物から本音を引き出すことである。だから今日ここで日毬の本心に触れるだけで、仕事上の重大な成果になるだろう。

　また、目の前に居並ぶのは大手新聞社と東京キー局の社員のみである。弱小雑誌や、ネット系媒体の記者の方が日毬に対してあからさまな好意を示す者が多かったが、彼らは一人も呼んでいない。邪険にしているわけではなくて、大手媒体と弱小・ネット系は分けた方がいいと考えたのだ。

　なぜなら、大手媒体の記者たちは極めてプライドが高いから、特別な場に自分たちより遙かに劣る弱小媒体の関係者が交じっているというだけで、その会合を一段低いものに見てしまう。それに現実問題として世論操作のパワーにも格段の差があり、双方の社会的影響力を比較すれば、やはり大手媒体の圧勝だった。一〇〇対一の差がつく。だから、弱小・ネット系の方でも余裕があればインナーサークルを別途組織するつもりだが、力を割さくのはこちらの大手媒体中心の秘密会合になってゆくだろう。

「今回、どんな基準で声をかけて頂いたんですか？」

　記者の一人が訊いてきた。当然の疑問だ。

　不審に思われない範囲で率直なことを伝える。

「お呼びする基準は、優秀な記者の方であるのは大前提として……日本大志会や神楽に対し、それほど悪い感情を持っていないのではないかと思える方だけをお呼びしました。我々も子細に皆さんの活動をチェックしているわけではないので、本当のところはわかりませんが……」

　実際には、壮司がかなり子細なレベルまで報道内容をチェックしている。日本大志会の活動にとって少しでも重要だと思えることなら、壮司は身をすり減らして取り組む人間だ。それに何より、この仕事に楽しく取り組んでいた。

　俺は説明を続ける。

「端っから日本大志会や神楽に敵対的だと、こちらも本音で話せません。結局は公で行う記者会見と同じレベルになってしまいます。上っ面だけの会合でお茶を濁にごしたくはないので、ヒザを突き合わせて語れる相手だけを選んだつもりです」

　周りを見渡した一人の記者が、おずおずと言う。

「他の人たちはわかりませんが……神楽さんの存在を、私はなかなか面白いなと思って見ていたところです」

　別の記者たちも、堰せきを切ったように続く。

「私は……低迷した日本政治に一石を投じるという意味で、日毬ちゃんの登場が社会に大きな影響を及ぼしてくれると信じています。プラスマイナスはあるでしょうが、行き詰まった日本の現状を鑑かんがみれば、必要な出来事だったと思いますね」

「私はナショナリズムを無闇に煽る人間こそ、本当の売国奴だと思っていました。だから打ち明ければ、最初のころは、ひまりんが嫌いで嫌いで仕方なかったんです。個人的にもひまりんをウォッチしてまして、いつか彼女の闇を暴いて、世の中に晒してやろうと考えていたんですね。……でも、なかなかそれが見つからない。そしてあるときふと気づいたら……ひまりんを応援している自分がいたんですよ。彼女を熱心に追うあまりに近づきすぎたのかもしれない。信じられなかった。嫌いだと思い込むようにしていたんですが……なぜだか昔のように嫌いにはなれませんでした。どこまで支持するかどうか、自分でもまだわかりません。でも、見極めてみたいとは思っています」

　この記者は率直な気持ちを語っているなと、そう思えた。

　真しん摯しに俺は応じる。

「世間のイメージはわかりますが、神楽と深く話し合ってみれば、たぶん皆さんが考える印象とはまた違ったものになると思いますよ。神楽は間違いなく、誰よりもナショナリストです。でも、ぼくはずっと神楽の側にいましたが、あの子がナショナリズムを煽ったことはないと思う。世間が勝手にそう認識することは多々ありましたけどね。彼女のなかでは大和民族は古来一つであるということが大前提になっているので、今さらわざわざそれを持ち出して大衆に説明したり、煽り立てる必要はないわけです。この辺のニュアンスが、たぶん近くにいないとわからない」

　もちろん日本大志会の広報を任された身としては、ナショナリズムを積極利用するタイミングはあるかもしれない。政権を獲るためには、特定階層を取り込むための当然の措置である。それに、ナショナリズムが即、悪に繫がるというわけでもないだろう。

　バラバラの国論を統一するための力として非常に重要な側面もあるはずだ。そもそもナショナリズムがなかったら、近代国家が成立していない。世界史はまったく違うものになっていた。ナショナリズムの否定は共産主義的な科学であって、ナショナリズムの肯定は現実の人間世界を考えればやむを得ないのだ。

　皆を見渡しながら、俺は自分の立場を伝えてゆく。

「ぼくは新保守主義者なんですね。グローバル市場経済が好ましいかどうかは別として、現実問題として世界は一つの市場になってしまいました。グローバル世界における国家間の経済格差が一定程度に収縮するまで、日本を含めた先進国の不況はたぶん終わらない。そんななかにあって、日本だけが旧態依然とした制度を引きずったままだと、やがてグローバル世界に押しつぶされてしまうことになる。嫌なら鎖国すればいいんですが、そんなことができるわけもない。苦しい状況になることは理解しつつも、グローバル経済にアクセスして戦うしかないんです。ならばこそ、世界的な競争に打ち勝てる断続的な革新は不可欠だ。……すでにこの出発点から、神楽の保守的な思想とはギャップが出てきます。神楽も過去の記者会見で、マネージャーとは思想面で違いがあるということを率直に語っています。だからぼくは、日本大志会の政策や理念には共鳴していません」

「不思議な話ですね。そんな織葉社長が、日毬ちゃんをプロデュースしている。さらにこうして、日本大志会と我々記者の間まで取り持とうとしている。ご気分を害されないで欲しいのですが……お金のためですか？」

「違います。断じて。もちろんぼくは企業人ですから、利益を上げていかねばなりません。しかし、それと神楽を支援しているのとはまったく違うことです。要は、ぼくも神楽のカリスマに取り込まれた一人なんですよ。ぼくではどれほど日本の変革を考えたところで何もできませんが、神楽なら、ぼくごときが到底できもしないことをやり遂げてくれるはずだと──それを確信しているんです」

　それから俺はさらに踏み込んで、自分の考えを直ちょく截せつに語っていった。以前、壮司にも包み隠さず伝えたようなことだ。その俺の話を聞いて、壮司はひまりプロダクションへの正式入社を決断してくれたのである。記者たちと壮司は思想面も性格もまったく違うが、それでもこうして顔を突き合わせ、丁寧に実直な言葉で語る想いは、必ず相手に伝わるはずだ。

　俺が話し終えると、記者たちも熱くなってきてくれたようだった。彼らは口々に言う。

「織葉社長……やりましょう！　我々の力で日本を変えましょう！」

「高い見識を持つ方の話は、いつ聞いても参考になるものですね。今日は心底、この場に参加できてよかったと思います」

「この場にいるメンツが全力を合わせれば、かなりすごいことができますよ。いずれ日本大志会に政権を獲らせることも……」

　記者たちが興奮し始めたちょうどそのとき、『きれいなネット政治推進協会』の事務所の扉が開かれた。

　最初に現れたのは、マネージャーを担当してもらった由佳里だ。続いて今日の主役である日毬が、いつにも増して真剣な面持ちで事務所へと踏み込んできた。

　一斉に記者たちは立ち上がった。

　由佳里が軽く挨拶する。

「どうも～。おつかれさまでーす。皆さんどうぞ遠慮なく座っていてください。ひまりプロダクション、副社長の健城です。日毬ちゃんの仕事が終わったので、お連れしました」

「日本大志会総帥、神楽日毬だ。現状を洗いざらい語っていいと颯斗から聞き、気を引き締めてきたつもりだ。どうかよろしく頼む」

　そう言って日毬は口元を真一文字に引き結び、慇いん懃ぎんに頭を下げた。

　それから日毬と記者たちが名刺交換と挨拶を済ませたのち、再び彼らはこちらに向かい合う形で席についた。日毬と由佳里は、俺の隣に並ぶように腰かける。

　俺は二人に口にする。

「日毬が来るまで、ここに集まってくれた皆と話し合っていたところなんだ」

「そうか。ならば続けてくれ。私は聞いていることにしよう」

「いや、俺の方からの話はだいたい終わったから、今度は日毬の番だ。影響力のある記者の方々だから、思う存分に語ってほしい。皆、日毬の話を聞きたがってる」

「いきなり語れと言われても、語るべき分野があまりに多すぎて困ってしまうところだな……ふむ……」

　しばし日毬は瞼まぶたを閉じ、腕を組んだ。やがて何か思いついたように目を開き、記者たちに口にする。

「私がいつも相手にしている芸能記者たちは、局や社から酷い仕事を回されて可哀想だと思う。内心では一刻も早く芸能畑を抜け出したいと考えている者も多かろう。しかし諸君らは、ずいぶん仕事のし甲斐がある分野にいるようだ。政治家や役人を相手にして質問することにも慣れているに違いない。ならばここは、諸君らからの質問を受け付け、それに私が真摯に答えていく形にしよう。いかがだろうか？」

「望むところです。ぜひともいろいろ質問させてください」

「聞きたいことは山ほどあります。日毬ちゃんは今や、日本右翼界の堂々たるドンとして世界が認めるところです。そんな方が本音を語って下さるということで、興奮がとまりませんね」

　記者たちはめいめい、嬉しそうに応じた。

「うむ。決まりだ。遠慮はいらない。存分に質問してほしい。どのようなことでも答えよう」

　すかさず俺は口をはさむ。

「一点、注意点を申し上げさせてください。これから神楽と話してもらうわけですが……ここまでなら書いていい、ここから先は現時点では決して書かないでほしいというラインを正確に伝えます。可能な限り我々の動きをお伝えしますので、どうかその一線だけは守ってください。よろしくお願いします」

　記者たちは揃ってうなずいた。

　守らなかった場合は即刻排除である。特定も容易だ。だが、十中八九、今日の記者たちは約束を守ってくれるはずだ。この場に参加できているだけで、彼らとしては十分すぎるほど仕事上のメリットがあるのだから。ここにかじり付いていれば、他社が決して得られないスクープも取り扱えるようになる。

　記者たちは顔を見合わせながら、最初に質問するのを譲り合っているようだった。

　由佳里が促す。

「どうぞどうぞ。気軽に何でも聞いちゃってください」

「日本大志会の会員数、何人になりました？」

　記者の一人が訊いてきた。

「昨日時点で二万七八〇三人だ。もうすぐ三万人に到達するから、その際は記念パーティーのようなものを開きたいと考えている」

「すごい数ですね！　党員は毎月三〇〇〇円を払うんでしたよね？　とすると……毎月八〇〇〇万円もの収入があるということですか⁉　それだけのお金が集まっていて、何に使ってるんです？」

「党員が増加中なのは素直にありがたいことだ。すべての党員に私は感謝している。お金については今のところ資金需要がない。幸いなことに広告宣伝費にコストをかける必要がないから、大幅に余ってしまうのだ。しかし私がそこから給与を払ってもらっているわけでもないし、個人的なことに使用することもない。事務所の賃料すら、ひまりプロダクションの好意で無料で貸してもらっている。政治資金収支報告書は選挙管理委員会に提出してあるから、興味があればそちらを確認してもらうのが速いと思う」

「資金需要がないのに、党費を集めているのはどうしてなんです？」

「今この瞬間は資金需要がないというだけの話だ。いずれは相応に支出する必要があるだろう。それに、仮に党員は無料でなれるということを考えてみてほしい。何かの力になるだろうか？　メディアには誇れる数になるかもしれないが、いざ戦いとなった場合には、何の力にもなってくれないだろう。私は一〇〇万の雑兵よりも、共に戦ってくれる少数の精鋭を求めたい」

「政権を獲りに行く方法について質問していきたいのですが──」

　それから質疑応答が続いた。

　日毬は素直に応じ、その答えのすべてに記者たちは満足してくれたようだった。

　インナーサークル──第一回勉強会は成功だ。今後はこのような勉強会を折があるごとに開き、大事な場として育てていくことができそうだった。
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「うち、女優もできそうやわ。自分に演技の才能があるとは思わんかったが、やってみると簡単やった。緊張したったのは、えろう損した気分や。自分のオールマイティぶりには驚いてまうで」

「女優っつーか、今回のはチョイ役だぞ。セリフも二言だけだったじゃないか」

　俺は栞をリビングのソファに座らせ、打ち合わせをしていた。席についてすぐ、栞は昨日初めて撮影に取り組んだばかりのドラマの役柄を誇張し、自慢し始めたのだった。

　たしかに栞は撮影に緊張した様子もなかったし、演技は初めてにしては上出来だった。それは認める。しかし息をするように見栄を張りたがる栞の大げさな性格は、どうにかならないものだろうか。

「大作映画のヒロインやってもええね。純愛の果てに二人で命を散らすようなヤツや。うちに向いてる思うねん。オードリー・ヘプバーンみたいに歴史に残るんちゃう？」

「純愛？　経験ないだろ？」

　俺は呆れ声で言った。

「ド阿呆。経験と演技は別もんや。むしろ恋愛は経験してないくらいの方が、想像力を働かせて素晴らしい演技できる思うで。女優経験者のうちが語っとんのやから、そういうもんや」

　あえて突っ込むのはヤメにした。その代わり、俺はジョークで応じる。

「わかった。探してみるか。下町を舞台にした熱血モノで、任にん俠きょう道を語るような台本がいい。姐さん役はすぐいけそうだ。ちょっと栞だと若すぎるけど……モノは考えようかもしれん。セーラー服を着て日本刀を振り回すような姐さんがいてもいいと思うんだよな。日本よりむしろハリウッドにありそうじゃないか？」

「なんでやねん。なんでヤクザ映画にすり替わっとんねん。恋愛モノちゅーたやろ。地球のど真ん中で純愛を絶叫するようなヤツや」

　栞は眉をひそめ、俺を鋭く睨みつけてきた。本気で立腹し始めたようだった。

「だからさ、プロダクションが想定したイメージがあるって言ってるだろ。頼むよ。栞は毒舌系を全面に押し立てるんだから、そういうのにマッチしたものでいくんだよ。もちろんたまにはファンを驚かせるために真逆のイメージにチャレンジしてもいいけど、それは先の話だ。まだ栞の知名度は不安定なんだから、今は着実に固定イメージを定めておかないとな。槙野栞って名前を聞けば、誰もがパッとイメージできるようになるまで視聴者にすり込まないとさ」

「最近、颯斗のことがわかってきたで。千歳も虐めとるやろ。次はうちにまで狙いを定め、虐め抜こうって寸法や。ラーメンに続いてヤクザときた。なんやそれ。リアル悲劇のヒロインちゅーたらうちのことや」

「俺も由佳里も頑張るからさ、売り込みは任せてくれよ。ともかく、今日打ち合わせたいのは他でもない。栞の本のことなんだ」

「前に言っとったヤツな。それで、本がどないしたん？」

　テーブルの上に乗せてあった原稿の束を、俺はトントンと叩く。

「原稿が出来てきた。ゲラを渡しとくから、ヒマなときにでも一度は目を通しておいてくれよ。もしかしたら記者から本について質問されることがあるかもしれないから、受け答えくらいはできる準備をしておいてもらわないとな」

「ふぅん。うちの原稿が勝手に完成してて、いつの間にか本になるわけね。妙な話やなぁ。まぁ、こっちも楽でええわ。読んどくから借りとくで」

　栞はゲラを取り上げ、しげしげと表表紙を眺めやる。

「タイトルは『槙野栞の社会経済超入門』……？　な、なんやの、このタイトル……？」

　栞はありありと困惑した表情を浮かべた。

「最初はオーソドックスにな。派手に奇をてらおうかとも考えたんだけど、ヒットを飛ばすことが目的じゃないから、地道な感じでいいかなと」

「どこが地道やねん。このタイトル超恥ずかしいわ。ありえん……。書店で見かけたら、うち、穴があったら速攻で入るで。これ買うヤツはホンマに阿呆や」

「誤解だ。中身は読んでみればわかるが、結構ちゃんとしてるよ」

「ホンマかいな……。不安しか感じへんけど……」

　パラパラと栞はゲラを捲りながら言った。

「表紙は栞と千歳のアップでいくからな。教授役の栞が、生徒役の千歳に講義していく会話調のスタイルになってるんだ。笑いどころがたくさんあって面白い原稿だぞ。表紙の撮影は週末のスケジュールに入れてある」

　あくまで著者で主役は栞なのだが、会話の相手方として千歳を活用することにしたのだった。知名度はやや低いかもしれないが、同じプロダクションに所属するアイドルであることに間違いないし、生徒役として他に適切な人物がいなかったのだ。まさか日毬や凪紗を生徒役に据えるわけにはいかない。

「ああ……それから、栞自身も本になりそうな原稿書いていいからな。使い物になるかどうかは俺が判断するけどさ」

「うちが書いたものが使い物にならんわけないやろ。超絶な論文書いたる。マルクス超えたるでホンマに。いずれ世界中の教科書にうちの名前が載るんや。女優時代のうちの写真入りでな。間違いないで」

　栞はどうしても自分を女優と位置付けたいらしい。

　俺は棒読みで応える。

「わかったわかった。そうなるといいな。原稿のチェックはそれほど急ぎじゃないけど、今週中に頼むよ。直したい箇所は赤ペンで修正したり、メモったりしておいてくれ。栞が納得いくまで自由自在に直せるからな。来週にはこのゲラで確定して、出版は来月になるだろう」

「うちが好き勝手に直していいならそこまで不安に感じる必要もないか。ええよ、どうせ今日はもう仕事もないし、ブログの更新が終わったらすぐ読むわ」

　ゲラを受け取った栞は、ブログの更新のために席へと戻り、パソコンと向き合った。パソコンは、うちの所属アイドル陣が共用だ。日毬は日本大志会に自分の机があるが、千歳や凪紗や栞などの所属アイドルには特定の机はない。リビングの広さに限度があるからだ。だからたまに千歳と栞がパソコンを譲り合っている場面を見かける。

　ちなみに栞のブログタイトルは『栞の秘密』である。俺が三秒で付けた適当なもので、正直何でもよかった。何やらミステリアスで、本人が一番気に入っているようだった。

　栞のブログは、普段からは考えられないほど堅い。ニュースを解説したものや、社会論考が中心のブログだ。しかも論文チックな文章で、とてもアイドルのものとは思えなかった。『ちとせの約束』と比べれば遙かに文章量も多い。

　しかし栞は意外としっかりした常識を持ち、強い自制心が働くようで、初期の『ひまりのお部屋』のような過激さはまったくなかった。インテリっぽさを押し出す方向性ともマッチしているように思えたので、俺は好きに続けさせることにしていた。仮に、マルクス主義的な内容に触れて叩かれたとしても、それはそれで良いのである。もともと栞はそういうアイドルとして売り出すのだ。
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　ブログを書き終わった栞は、近場の喫茶店に行ってゲラを読んでくると告げて、事務所をあとにした。読み終わるまでしばらくかかるだろう。

　だが俺がメールのやり取りに勤しんでいると……事務所を出て一五分しか経っていないのに、栞が肩を怒らせて俺の前へと戻ってきた。

　俺の目の前まで押しかけてきて、栞は声を大にする。

「牛丼ってなんでやねん⁉」

「なんだ？　怒ってんのか？　どうして？」

「これやこれ。颯斗はホンマに読んだのか？　よく読んでないだろ？」

　栞はゲラを押し付けてこようとしたが、俺は振り払う。

「読んだって。当然だろ。俺がＯＫ出したんだからな。栞の方こそ読んだのかよ。出てって一五分しか経ってないじゃん」

「読んだわボケ！　序盤だけやけどな！　なんで日本経済を説明するのに牛丼使ってんねん。『牛丼指標』って何やねん。生まれて初めて聞いたわ」

　栞の原稿に登場する『牛丼指標』とは、この本独自の通貨の単位のようなものだ。牛丼一杯を単位としてモノの価値や流通の仕組みを考えていこうというアイデアである。各国の経済力を測るための、仮想的な通貨レートとして使われる『ビッグマック指数』は非常に有名だが、それを参考にしたのだった。

　教授役の栞が、生徒役の千歳に、牛丼を通して「裁さい定てい取引」「かんばん方式」「スワップ取引」「デリバティブ」「価格弾力性」などのさまざまな基本用語を解説しつつ、日本経済を教えていく形式を取っている。二人の掛け合いが楽しく読めるし、中学生でも理解できる内容に仕上がっていた。

　正真正銘、上出来の原稿なのだ。それは間違いない。出版社も原稿を確認し、絶賛していたのである。依頼したゴーストライターの一人がこの『牛丼指標』を提案してきたときには、「なるほど！」とヒザを打ったものだ。だが栞には、牛丼が不満で仕方がないようだった。

「東京都内の２ＬＤＫが一五万牛ってなんやそれ。単位が『牛』っておかしいやろ。どういうことやねん」

「目の付け所がなかなかだと思ったけどな。ビジネス書だからこのくらいでちょうどいいんだよ。世間一般の人にとってはな、簡単に読めるのに、なんとなくわかった気持ちになるのが重要なんだ。いつの間にか勉強できてたって感覚がキーポイントだ。指標として牛丼を使うアイデアはそれだけでクスリとするし、最後まで興味をもって読んでもらえるんだよ」

「この原稿、おかしいことばかりやで。そもそもやな、裁定取引やヘッジファンドの解説なんて、なんでうちがせんとアカンねん。そんなの常識やろうが」

「それは誤解だ。意外と世間の人は、教科書で習うような内容をまったく覚えていないものなんだよ。そういう部分を、別の視点から改めてわかりやすく解説してやることが、もっとも広い層に向けて本を売るということに繫がるんだ」

「教科書をさらにかみ砕くって……どんだけ知力低いねん。そないなレベルのヤツが、今さら学生並の知識付けたって無意味やろうが」

「それを言い出したら何も始まらないだろう。このレベルの層が社会を動かすんだぞ。いいか、この際だ、日毬と栞の違いを教えてやろう。日毬はそれを理解した上で、真っ正面から向き合おうと努力を重ねてる。だが栞はどうだ？　栞は自分が何か一段高いところにいるような気分にでもなってて、そこから降りようともしてないんだよ。いかにも左翼らしい身のこなしだな。だが栞はアイドルなんだぞ？　アイドルってのがどういう仕事か言ってみろ。自分が賢いことをＰＲしたいのか？」

　俺は栞を指さして、厳しく申し渡した。

　ここまで言うのは、俺としてもちょうどいい機会だと思ったのだ。受け止める当人にとっては悔しくて仕方ないだろうが、𠮟りつける方だって辛いのだ。しかし、これも優しさである。

「くっ、くうう……」

　栞は口惜しそうにうめいた。

「全体像を見誤っちゃいけない。一般層はそこから先には経験も知識も向上しないから、似たようなレベルを何度見かけても知的満足を得られるものなんだよ。だからこそ、これから栞だって何冊もビジネス本を出すことで、アイドルとしての個性を強めていけるんだろ？　これは栞の売り出し方なんだ。経営方針としてそう決めてるんだよ。俺や由佳里だって栞のために努力してるんだ。この原稿が完成するまでに俺がどれだけ大変だったか、少しでいいから理解してくれ。頼む、わかってくれよ……」

　言い過ぎる一方では酷なので、俺は攻め口を切り替え、優しい口調で人情に訴えた。

「……。うちの名前でこないな本が出るなんて、とんだ罰ゲームやな……。日毬やないけど腹切りたくなってきたわホンマに……」

　不満たらたらではあったが、栞の言葉尻から、どうやら諦めてくれたことがわかった。栞は論理で説得するよりも、人情で押した方が効果があるようだ。

「繰り返すが、栞自身も原稿を書いてくれていいんだからな。今回は、栞の売り出しのためにスピード重視でゴーストを使ったけど、本来、栞自身にも原稿が書けるはずなんだ。時間がかかってもいいから、取り組んでみてくれよ」

「こないな本は次はゴメンや。せやからうちが本気で書いたる。そうやね……タイトルは『あいりんの経済』や。ホンマにガチで取り組んだるで。こら絶対売れるはずや。一〇〇万部いくんやないの。この本が出たら、大阪府もうちを招しょう聘へいするやろうな。政府まで動かすことになるんちゃう？」

　俺は頭を抱える。

「それ、絶対売れないな……。よくて二〇〇〇～三〇〇〇部ってところだろう……。そのタイトルなら、関西方面の図書館が買ってくれるかもしれないからな。だが下手すれば五〇〇部なんてこともある。栞は頭がいいけど、まだまだ社会経験不足だよなぁ……。その辺の感覚が何もわかっちゃいないよ」

「颯斗の方こそ何もわかっとらんね。今の日本には必要なものなんや。全国民に衝撃が走るんやないの」

「もともと本は売れなくてもいい。だから栞が書いてくれるなら喜んで出版するよ。ただ、タイトルは変えさせてもらうぞ。内容も読みやすいように手を加えると思う。せめて栞のファンになってくれた人が面喰らわないようにな」

　そんなやり取りをしていたところ、下着が見えそうなほどのミニスカートの千歳がリビングに入ってきた。実際、歩く度に、ほんのわずかに水色の下着が顔をのぞかせていたが、千歳自身は気づいていないようだった。そう言えばこの前の時間帯は、日毬と千歳が仕事を受けているファッション誌でミニスカート特集の撮影だった。最後の撮影で使ったものを、そのまま穿いて帰ってきたのだろう。

「おつかれさまです。ただいま戻りました！」

　千歳は明るく挨拶してきた。

「おかえり。日毬は？」

「私だけ事務所の前で降ろしてもらって、由佳里さんとそのままＭＨＫに直行しました」

「日毬もそんなミニスカートのまま直行したのか？」

　心配になって俺は確認した。知名度が高くない千歳はともかく、日毬の下着を誰彼かまわずチェックされるのはプロダクションとして非常に困る。芸能人の噂話が世の中の末端に行き着くころには、必ず一〇〇倍に誇張され、まことしやかに語られるようになるのだ。

「いえ、日毬先輩は着替えてました。私はもう帰りだったので、このままの格好で帰ってきたんですが……まずかったですか？」

　その言葉に、俺は心底から胸をなで下ろした。

　事務所で過ごす分には下着が見えようと構わないし、千歳の自宅マンションも隣である。帰ったらすぐ着替えるだろう。

「じゃあ千歳は今日は上がりだな？」

「私だってブログの更新作業があるんです！　すごく大事な仕事なんです！　一生懸命なんです！」

　なぜか千歳は必死で反論してきた。今日も仕事が少ないと、からかわれたとでも思ったのだろう。

「頼みたいことがあるんだ。今度、栞のビジネス書を出版するから、原稿を読んでおいて欲しいんだよ」

　そう言って、俺は机からもう一つ原稿を引っ張り出し、千歳に預け渡した。

　不思議そうに千歳が訊いてくる。

「どうして私が読むんです？　私、ビジネス書なんて読んだことありませんよ」

「むしろ、それでいい。千歳でも読めるように作ったつもりだ」

　パラパラとゲラを捲った千歳は声を上げる。

「え？　私が登場してますよ⁉」

「うちもよく知らんのやけどな。そういう本らしいで」

　栞は肩をすくめたが、千歳は瞳を輝かせる。

「そういうことならわかりました！　私が難しそうな本に登場するなんて、自分でもビックリですね！」

　原稿は非常に簡単に書かれているのだが、千歳にとっては馴染みのない内容だろう。そんな千歳が読んだ感想こそが、最も参考になる意見に違いない。
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「おはようございます社長！　原稿読みました。私でも、とても楽しく読めました。私も出してくれて、とっても嬉しかったです！」

　いつものように朗らかに会社にやってきた千歳は、俺の前に来るなりそう言った。その後ろには栞も続いていた。しかし栞の方は不服そうな面持ちだ。

　俺はパソコンから顔を上げる。

「おっ、そうか。千歳が楽しく読めたというなら最高の出来上がりだ。昨日、栞に責められたときは若干不安になったけど、やっぱり間違ってなかったと確信したよ」

「牛さんが可愛いです！　こんなに可愛らしい牛さんならペットにしてみたいですね」

「ペットに牛は無理だろ……。この牛はイラストにして本にちりばめる予定なんだ。『牛丼指標』、悪くないよな？」

　千歳の隣に進みでてきた栞が、詰まらなそうに言う。

「うちもちゃんと読んだけど……昨日、序盤を読んだときと同じ感想や。正直どうかと思うわ。教科書読んだ方がええんちゃう？」

「栞は一般社会人向けの本を読んだことがないだけだろ。こっちに任せてくれよ。日毬だって最初はな、水着になるのが死ぬほど嫌だったのに、決心して取り組んでるんだぞ。本当に自分を売り出したいと考えているのなら、妙なプライドは捨て去っちまえ。階段の上にしたり顔で居座ってないで、多くの人たちがいる場所までちゃんと降りてこい」

「わーったわ……。いまいち釈しゃく然ぜんとせんけどな……」

　いちおう、すでに覚悟は決めてきていたようだ。

「直しは？　気に入らない箇所に赤ペンは入れてくれたか？」

「ええよ、このままでも……。いったん赤ペン入れ始めると、あれもこれもと収拾がつかなくなるかもしれへんしな。文章は読みやすいし、解説内容に間違いがないことは認めたる」

「よし、これで確定だ。近いうちに書店に並ぶから、次の原稿の用意も始めるぞ。栞はこういう方向なんだよ」

「得意分野を持てる栞さんが羨ましいです。私なんて……」

　千歳は尊敬の眼差しを栞に向けた。

　一方の栞は肩をすくめる。

「牛丼やラーメンはもう勘弁してもらいたいわ……。うちも日毬みたいにファッションデザイナーになりたいで……。お洒落でカッコええやつな……」

　それから二週間後。栞の本が印刷所に回り、全国の書店に配本されることになったが、残念ながら売れ行きは芳しくはなかった。出版不況が騒がれて久しいこのご時世、芸能人の本ですらこんなものだ。とにもかくにも栞は作家デビューを果たしたわけで、目的は達している。

　しかし時おりエンタメ情報誌やアイドル系雑誌などで取り上げてもらえたので、実際に本の購入までには至らなくとも、「アイドル槙野栞」が作家業もやっているのだという認識が広まるキッカケにはなりそうだった。今後とも定期的に栞の本を刊行していくことで、徐々にこの認識を定着させていけば十分である。アイドルとしての栞にとって、これは名刺代わりのようなものだ。





◇






　俺の気は張り詰めていた。

　こんなに緊迫した状態が継続するのは、社会人になって初めてのことかもしれない。中学や高校のころは、高圧的なオヤジを前にしていつも緊張のなかで生きてきた。しかしまさか、思わぬところに伏ふく兵へいが潜んでいようとは……。

　芹沢佐歩のドーナツ事業のために、由佳里にはメディア対策を任せている。そして俺の方は、事業計画を練り上げるという役割分担だった。この分担はお互いの持ち分を活かしたもので、何気なく決めたつもりだ。由佳里にも特に異論がなかったのは、分担が適切だったからである。しかし……これが実際に計画を練る段になって、俺に思わぬ緊張状態をもたらしたのだった。

　理由は単純だ。由佳里の上司として、相応ふさわしい腕前を見せておかないとならない。少なくとも由佳里には負けるわけにはいかなかった。いつも偉そうなことを言っている上司として、由佳里が出す成果より劣っている結果となれば、非常に恥ずかしい思いをする。大惨事だ。

　蒼通時代は俺が計画して指示を出し、由佳里がそつなく仕事をこなすという間柄だった。それは現在でもほぼ変わらないが、由佳里は経験をこなして元来の地力を発揮できるようになってきたため、並み居るトップクラス企業の社員たちと比べても、ずっと高い実力を持っている。その由佳里の実力のほどは誰よりも理解しているだけに、実はハードルがかなり高いのだ。

　そんなわけで、内心ではかつてない緊張状態にあったのである。そのことを考えないようにするほどに、意識はそちらに向いてしまう。失敗は許されない。

　仕掛けの一つめは証券会社との打ち合わせだった。野の上がみ證券。ドーナツ事業のマーケティング計画に関連した、海外のＭ＆Ａ相手を見つけるためである。野上證券は欧州にも足掛かりがあり、国際間の取引にも精通している。依頼した案件は、彼らの仕事にとっては極めて小さな部類だったが、今後もひまりプロダクションがさまざまな取引を依頼するという期待感を持たせ、取り組んでもらっていたのだ。

　証券会社の担当者は、バッグから分厚い資料をいくつか取りだしてきた。

「織葉社長の構想にマッチした商店、四つほど見つかりました。資料はこちらです」

　俺は渡された報告書を覗き込んだ。どれも欧州の老舗しにせ有名店の会社情報報告書である。




　創業六〇年、アムステルダムの洋菓子屋

　創業一〇八年、ベルリンのベーカリーチェーン

　創業五六年、パリのドーナツ屋

　創業九二年、ローマのケーキ専門店




　お洒落な外観を持つ店舗デザインばかりのチェーンだし、数字上もすべて黒字だった。

「これなら、どれでもいけそうだなぁ。探せばたくさんあるものですね」

　俺は資料を眺めやりながら言った。

「実際には、もっと多くの商店さんがありましたよ。日本にいると実感持てませんが、欧州は今、信じられないくらいに景気が冷え込んでいます。ですから代々受け継いできた会社やお店でも、まとまったお金がもらえるなら喜んで手放したい相手は山ほど見つかりますね。そのなかから格調高いものだけを厳選したつもりです」

「なるほど。このレベルが数千万で買えるものですか」

「ベルリンのベーカリーショップだけは若干規模が大きいので、八〇〇〇万円必要です。でもそれ以外は五〇〇〇万円あれば十分かと。いちおう長期的に黒字を維持できそうな商店を選別したつもりですが、それでも利幅は少ないですよ。堅調とは言い難いですね」

「いいんです、それで。この資料、お預かりして検討しますね。少し時間をください」

　俺は資料を預かり、礼を伝えた。





◇






　試食用のドーナツを美味しそうにほおばりながら、建築デザイナーは資料についている各種の写真を興味深げに眺めていた。

　やがてすべての資料に目を通し終わり、顔を上げる。

「どのお店も雰囲気あるよね～。古式ゆかしい感じでいい味出してるよ。最近マンネリズム化が著しいこの業界じゃ、この手の色合いを描写することが難しい」

「そういうチェーンだけを厳選して選んでもらいましたので。あとは先生の印象に合致したものを選ぶだけかと思います」

「ぼくが選んじゃっていいの？」

　建築デザイナーは自分を指さした。

　お店の印象など俺には判別がつかない。だからプロが好むものを選定してもらい、それを日本にもってきた場合のアレンジを加えてもらえればいいのだ。

「ええ。経営環境や財務体質は二の次です。大事なのは全体の雰囲気、店舗のイメージ、アレンジのしやすさ、日本に持ってきた場合の印象……そういった総合的なデザインの方が重要です」

　野上證券が選定して持ってきたものは、基本的に財務状況が悪化しているものはない。もっとも、仮にケーキ屋チェーンやパン屋チェーンが経営危機に陥っていたところで、大したコストでもないだろう。千歳の実家工場の方が遙かに規模が大きい。

「写真を見た限りでは、ぼくはこれが気に入ったね。現代日本にもアレンジできる風格がある」

　建築デザイナーが指さしたのは、ベルリンのパン屋チェーン。

　二〇店舗を持つ老舗で、ベルリンの富裕層が住む地域に出店して、手間暇をかけたパン類を販売している店である。資料によると一般向けの二倍近い値段をつけてあり、一帯の有名ホテルにもパンを納品しているそうである。

　商品一覧が並んでいるが、どれも美味しそうだ。もちろんメニューにはドーナツも並んであり、これはこれで悪くなさそうだった。

　チェーン店名はKirschtorteキルシュトルテ、原意は「さくらんぼのケーキ」のようだ。

　俺はその場で、このチェーンを買い取る意志を固めた。もともと建築デザイナーに選ばせるつもりだったのだ。そもそも大した買い物ではない。

　いま欧州は財政危機の真っ直中で混乱しているが、ドイツならまず安定的な国家運営がなされるに違いない。欧州に店舗網を持つのなら、もっとも妥当な国である。

「一店舗目は銀座に？」

　建築デザイナーの問いかけに、俺は曖昧に言う。

「安全牌ぱいを考えれば、その予定かなと。ただ、こだわっているわけではありませんので……先生の店舗のイメージによっては、渋谷や新宿という選択肢もあるかもしれませんね。あるいは、あえて一店舗目は大阪や福岡という選択肢もアリかと」

「欧州の老舗洋菓子店が満を持して日本に進出──そんなお店のコンセプトを考えると、神戸か横浜というのも悪くないよね」

「そう思います。ただ実際の店舗運営のことを考えてみると、最初は頻繁に往き来もしなくてはなりませんから、できればここから一時間以内に行ける場所の方が現実的だとは思っています」

「この資料を預かって諸々考えてみるよ。でもやっぱり、現地を見たいなぁ」

「欧州に飛んでください。費用は全額持ちます。せっかくですので、写真で気に入ったベルリンのチェーンだけでなく、他の三つも実地で確認してもらうのがよろしいかと」

「時間、あるかなぁ……。やっぱり現地をよく見なくちゃならないし、調整して何とかしてみるけど……。織葉社長は行かないの？」

　建築デザイナーはスマートフォンでスケジュールを確認しながら訊いてきた。

「私も時間が」

「でも、何千万も出してチェーンを買うんでしょ？　いいの、そんな適当で」

　他人からすれば適当に見えるに違いないが、こちらとしてはそこまで重要なことだとは考えていなかった。仮に失敗してお金をドブに捨てることになったとしても、大したショックは感じない。

「いずれ契約前には他の人間に行ってもらうことになると思います。私も、向こうに足を運ぶ機会があれば訪れてみるとは思いますが……しかしまぁ、しょせんは数千万の売買なので……。一億未満の売買であれば、基本的には業務は部下に一任しています」

　由佳里は多忙だし、日本での仕事には稼ぎになるものがたくさんあるから、たとえ一週間でも欧州に飛ばすわけにはいかない。ややもすれば、由佳里は旅行がてらに行きたがるかもしれないが、ダメだ。

　かといって壮司は、『きれいなネット政治推進協会』の整備に走り回っている。もっとも壮司の方は直接お金には結びつかないから、手の空いているタイミングで壮司に欧州に飛んでもらうのがいいだろう。ＮＴＮドコモに在籍していたときは、海外でのＭ＆Ａも担当していた壮司なので、安心して任せられる。

　建築デザイナーは大仰にため息をつく。

「はあぁ～、景気いいよねー。さすがは世間を騒がせる芸能プロだけあるなぁ」

「何を仰います。先生だって景気がいいじゃないですか。このご時世に大したものです」

　世界的に名の知れたこの建築デザイナーも、代々木に五億と言われる豪邸を建てたばかりである。その自分の邸宅のデザインが秀逸だったため、建築雑誌などで幾度も取り上げられていた。同レベルで話せる相手だからこそ、金の話を率直に語ったのだ。貧乏な相手だったら、何も好き好んでこちらの金に余裕があるなどというニュアンスは言わない。何の得にもならないからだ。

　さらに打ち合わせを重ね、デザイナーには早い段階で欧州に飛んでもらい、すぐさま店舗デザインを進めることで合意した。
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「──というわけで、キルシュトルテチェーンは赤字じゃないが、かといって儲かってるわけでもない。経営者はそのまま続投してくれる意志を持っている。これからは向こうの経営者と意思疎そ通つうを図って、さまざまな共同のプロジェクトを進めていかないと」

　日曜日、朝の経営会議。

　俺は二人に向けて説明を続ける。

「いずれ佐々倉さんには欧州に飛んでもらうよ。キルシュトルテのオーナーと株式譲渡の契約をした上で、何から何まですべて任せることになる。今後は定期的に欧州に飛んで、共同プロジェクトの進行確認や、経営状況のチェックまで担当してほしい」

「わかりました」

　壮司は、そのたった一言で応じただけだった。態度からは、いささかの戸惑いも感じない。仕事をこなせる自信があるのだろう。

「ほわ～、こんなことまでしちゃうわけですねー。例えていえば、モンドセレクションみたいな感じでしょうか」

　由佳里は惚ほうけたような声を上げた。

　モンドセレクションは、日本国内でマーケティングに活用されることになり、急激に知名度を増したベルギーの民間団体が運営する賞である。オリンピックのように金賞、銀賞、銅賞と区分され、審査料を払えば、どんな企業の商品でも審査してもらえる。別に向こうが優れた商品を独自に選別しているわけではない。しかも選定基準も選定過程もまったく公開されていない単なる民間団体の賞である。国際的にはまったくの無名な賞であり、審査対象品の五〇％が日本から出品されているという、まさに日本の消費者のためだけに向けた広告的な賞だった。当然、このマーケティングを最初に取り入れたのは広告代理店だ。あまりに軽薄なビジネススキームだったので、すでに一部の消費者の間ではこのバカげた実情が知られてしまっていた。内情がバレバレになっても継続されている広告手法である理由は、それでもまだ大多数の人々の購買行動に、一定程度の影響を与えるからである。受賞価値が低いため審査料が安い分、マーケティング計画上、費用対効果に見合いやすい。海外の権威──実態は微み塵じんも権威ではないのだが──に頼る手法は、マーケティング上における一つの常套手段だ。

　それと比べれば、買収する予定のキルシュトルテチェーンは本物の老舗で、堅実な店舗運営を続けているのだから、よっぽど中身がある。

「この手の広告費が八〇〇〇万円と考えればアリだよな。一〇〇年の歴史を手に入れられるわけだ。もちろんこれが五億ってんなら不要だけどさ。費用対効果の問題だよ」

「過去に蒼通が扱ったお店のなかにも、作ったばかりなのに、一いっ子し相そう伝でんの味の伝承とか勝手に付けてるチェーンもありましたけどね」

「調べようもない店ならどうでもいいかもしれん。けど、俺らはテレビでガンガン押すわけだからな？　いつわりのない形式をきちんと調えておくべきだ。妥協しないでやろうぜ」

「私なら面倒で妥協しちゃうなぁ。さすが先輩です！」

　由佳里は素直な面持ちで言った。

　だが俺は内心では、由佳里に負ける可能性を懼おそれ、ビクビクしていることは内緒だ。

「で、広告塔の件で相談だ。千歳っていう案があったろ？　たしかに、ひまりプロダクションの手札のなかでは、この案件に最も妥当なんだろうなとは思うよ。だけど、どうしてもこのプロジェクトを成功させると考えれば……やっぱり弱すぎる。漫画グラビアで千歳を何度も見かけてる若い男どもを相手にするならいいけどさ、女の子に適合しそうなのはせいぜい深夜番組くらいだから、どうしたって知名度が低い」

「でも、他に誰がいるんです？　日毬ちゃんと凪紗ちゃんはドーナツを食べませんし、公でも生クリームのようなものは敬遠していると言ってます。栞ちゃんは先輩の言っていた通り、イメージが違う。だったらやっぱり、千歳ちゃんしかいないと思いますね。千歳ちゃんのプッシュも兼ねて、私はいいと思いますけど」

「由佳里の話もわかるんだがな。しかしプロジェクトの成功を第一に考えるべきだろう。やり方さえ間違えなければ、芹沢佐歩製のドーナツはきっと評価されるはずなんだ」

　万一でも由佳里に劣ることになってはならない。企画を成功させるため、いつにも増して俺は真剣だった。

「なら、日毬ちゃんにお願いして、今回もそれで乗り切りますか？　ファッションデザイナーなのに、いつの間にかドーナツまで焼いてたら不自然だと思いますね。いくらテレビ視聴者層でも、さすがに騙しきれないと思いますよ」

「今回、ドーナツを広告塔が作ったという設定はなしだ。『Kagura』のときは、ファッションモデルだった日毬がファッションデザインにチャレンジするというストーリーは悪くなかったよ。モデルとファッションとは十分に親和性がある。だが、いくらなんでもドーナツを焼くのは信憑性に問題があるからな。ドーナツと、アイドルやモデルを結びつけるのは飛躍がありすぎるよ」

「なーんだ。じゃあ今回はフツーの広告で行くんですね」

　由佳里は詰まらなそうに言った。企画力のある由佳里にとっては不満かもしれないが、後々のことまで想定しておかねばならない。俺たちは末永く事業を継続していく必要があるのだから、一発屋で終わりというわけにはいかないのだ。

「だからこそ、純然たる広告塔としてのパワーが不可欠なんだよ。そこで考えたんだが、西プロダクションに仕事を発注しようかなと考えてるんだ」

「西プロの、誰です？」

　予想外の話だったのか、由佳里の声は上ずった。

「そりゃ決まってる。片桐杏奈しかいないだろう」

「杏奈ちゃん？　うーん……ドーナツの広告塔としては抜群かもしれませんけど……芸能プロダクションの事業に、他のプロダクションからタレントを引っ張ってくるなんて勿もっ体たいない気がしますね」

　由佳里は腕を組んでうなった。

「わかるって。でも、事業の成功のことだけを焦点に考えてみてくれよ。片桐杏奈なら、世間のお洒落イメージでは日毬と並ぶレベルの、日本最高峰の一人だ。なんせファッションモデルとして飛躍した子だからな。ベストな人選だと思う。他のアイドルや女優だと、ちょっと太刀打ちできないよ」

「ギャラ、高いと思いますよ。西プロは全般的に高いですが、なかでも杏奈ちゃんは頭一つ抜けてます。うちのタレントを使うならタダですけどね」

「仕事に見合うギャラならいいじゃないか。お店が一店舗ならとても割に合わないかもしれない。でも日本全国に支店を作っていくことを考えたら、片桐杏奈は有用だ」

「……わかりました。そこまで先輩が言うなら、私としても頑がん強きょうに反対するつもりはありませんよ。杏奈ちゃんはずば抜けてると思いますし。でもなんか、先輩がちょっと浮き足立ってるように見えるなぁ。どうしてだろう？」

　片桐杏奈にこだわりがあるわけじゃない。どうあっても由佳里に負けたくないだけなのである。プロジェクトの成功から逆算して考えてみれば、日毬という切り札を使えない以上、片桐杏奈クラスの広告塔が必要だったということだ。
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「どうも、お世話になります。西プロダクションの西にし信のぶ俊としです。こうしてお会いするのは初めてですね。お噂はかねがね……」

「急な訪問に快く応じてくださってありがとうございます。ひまりプロダクション、織葉です。西社長とはお会いする機会がありそうな割に、なかなかありませんでしたね」

　俺と西社長は丁重に名刺を交換し合い、お互いソファに腰かけた。

　ここは西プロダクションの社長室。

　西社長は業界人風ではなく、びしっとスーツで固めており、大手町を闊かっ歩ぽするサラリーマンといった印象だった。

　創業者は、現在の西信俊氏の父親──西昌まさ明あき氏である。大手芸能プロダクションの分裂劇によって分離独立した西昌明氏は、幾人かの有名タレントのプロデュースに成功し、順調に会社を発展させてきた。やがて現在の代表である息子の西信俊氏に経営をバトンタッチ。バブル華やかなりし一九八八年には店頭市場への株式公開、一九九五年には東証二部へと上場、そして二〇〇一年には東証一部へと上場を果たし、押しも押されもせぬ芸能プロダクションの筆頭企業として業界の先導役を務めている。

　芸能プロダクションに珍しく設立当初から明朗な会計基準による経営を試み、所属タレントには給料制を導入し、タレントとの信頼関係も厚い優良企業でもあった。だからこそ上場ができたのである。いくら力があっても、仙石社長の個人経営色が強いアステッドプロだと、上場は絶対に無理だ。あらゆる上場基準に抵触するに違いないし、裏社会との関係性が疑われると、それだけでアウトである。

　芸能界はどうしても裏社会との結びつきが大きくなってしまいがちなので、そのなかにあって、西プロダクションが上場を維持し続けているのは貴重なことだ。西プロダクションは、企業としては年商二〇〇億円の中堅であるが、人間関係が色濃こくうさんくさい企業が多い芸能業界にあって、別格の一つと言える企業なのだった。

　しかし実は、ひまりプロダクションは決して負けてはいない。タレント数こそ大きく劣っているものの、連結売上高二五〇億円、経常利益三五億円と、驚くなかれ西プロダクションを上回っているのである。ステッチラインが連結対象であるのが大きい。もちろん非上場企業だし、将来にわたって本体を株式公開させるつもりは毛頭ないのだが、数字面では芸能界随一の企業体なのだった。だから謙る必要もないし、機嫌を窺う必要もない。西プロダクションとてそれがわかっているから、俺の訪問にいきなり社長が出てきたのである。俺としては、単なるタレントの出演交渉なので、別に社長を相手にしなくてもいいのだが。

　西社長は親しみを込めて口にする。

「一度は織葉社長とじっくり話し合ってみたいと思っていました。我々の業界のなかでは希け有うな大成功者ですからね。テレビや芸能業界全体が急激に縮小するなかで、ひまりプロダクションの急成長は本当に大したものです」

　言葉には実直な響きがあった。業界の重鎮に真顔で言われると、恐縮することしきりである。

「買い被りすぎです。成長とはちょっと違うんですよ。もっとシンプルな話で、テレビでバカをやればやるほど、その露出に応じて売上が積み上がっているだけなんです。ぼくらの売上は一過性に近くて、どこまで永続するかはわからない。普通の企業とは成り立ちが違うわけです。ぼくら経営陣はそれを誰よりも自認しているので、手を休めず次々と仕掛けていかなくてはなりません」

　それから俺と西社長は、今後の芸能界についての意見を交わした。決して当たり障りない話ではなく、お互いが当事者として、今後どうやって生き残っていけばいいかを真剣に語り合った。話は多岐に及んだが、ひまりプロダクションの実態は芸能プロダクションとは違うのだと説明すると、西社長は大いに関心を示したのだった。

　ちょうど話題がひまりプロダクションの事業に及んだところで、俺は本題を切り出す。

「──そんなわけで、我々は事業分野にこだわることなく、どんな仕事でもこなします。もっともそれは、マスメディアを利用した情報操作が仕掛けられる場合に限られますが……。そこで今回、西社長にお時間を割いて頂いたのは他でもありません。このたび、ひまりプロダクションではドーナツ事業を始めることになりました」

「ドーナツ……ですか？」

　西社長は奇妙な顔をした。よほど意表をつかれ、どう応じていいかわからないのだろう。

「はい。うちの副社長が腕の良いパティシエと同級生でして、『テレビとはドーナツである』と言い出したのがキッカケになっています」

「ああ、健城さんね！　この前、局で出くわしたんで、局の取締役に紹介されて名刺交換させて頂きましたよ。あんなに若くて副社長なんて……しかも可愛い子じゃないですか。元タレントさんですか？　ぼくも知らなかったけど」

　無名タレントまで含めれば数が多すぎるため、芸能プロダクションの社長といえど、すべての業界人を知っているわけではない。

「いえ、タレントじゃありません。蒼通時代のぼくの部下だったんです。引き抜いたんですよ。アレでなかなか仕事ができるので助かってます。下手したら、ぼくなどよりずっと有能なのが実に腹立たしいところではありますが……」

　半ば本心である。気を緩めたときに由佳里の前で口を滑らせてしまわないよう、注意しなくてはならない。

「そうだったんですか。局の取締役も褒めてましたが」

「うちの株主の一人でもあるんで、決して表看板だけを担当してるわけじゃないんですよ。毎日のように界隈を営業で走り回っているので、健城と出くわす機会は多いかもしれません。今後ともひいきにしてやってください。ああ、でも、褒めないでやってください。すぐ調子に乗ってしまうヤツなので」

「いやはや、心底、御おん社しゃには敵いませんね」

　西社長はソファに身を沈めた。

「そこで今回訪問させていただいたのは、その健城が言い出したドーナツの件です。ドーナツショップを多店舗展開していく予定なのですが、その広告塔には片桐杏奈さんを起用できないかなと考えておりました。ＣＭから何から何まで、杏奈さん一色にするつもりです。新規に立ち上げるお店の宣伝など、杏奈さんにとっては格下の仕事になるとお考えになられるかもしれませんが……我々は本気で取り組みます。すぐに杏奈さんにとって相応しいレベルの事業に育つことを約束できます」

「ちょっと待ってください。どうしてうちの杏奈なんです？　御社には相応しいアイドルが何人もいるじゃないですか。特に、ひまりんには誰も敵いませんよ。あれはもう次元が違うタレントです。芸能畑が長い私も、あのレベルの存在をこの目に見るなんて思いもよりませんでした」

　日毬が褒められるのは、俺にとっても素直に嬉しいことだ。率直に礼を言う。

「ありがとうございます。しかし今回の仕事に日毬が取り組む可能性は、ほぼゼロです」

「それはどうして？」

　それから俺は、西社長に日毬の食生活の事情を説明し、ドーナツがあまり食べられないことなどを詳しく伝えた。

　西社長は啞然としつつ、首を振る。

「ドーナツが……食べられない……。そんな女の子が……いやいや、そういう部分まで含めて、さすがはひまりんです。予想の斜め上を行くお話ですね。たしかにそれは広告塔にするわけにはいかない」

「そこで弊社内でも人選は考えました。うちは数が少ないですが、それでも皆、そこそこの知名度はあると思います。神楽凪紗、朝霧ちとせ、槙野栞……しかし、イマイチはまりません」

「なるほど……。お話はわかりました。杏奈となればギャラがちと高いですよ」

「ぜんぜん問題ありません。幾らでもどうぞ」

　杏奈のギャラの額は理解しているし、その分まで計算に入れて事業収支も試算済みだ。当然である。想定している事業規模全体から見て、しょせんはアイドル一人分のコストなどたわいもない額だった。

「わかりました。考えてみれば、ひまりんの方がずっと高いですよね……。それと、釈しゃ迦かに説せっ法ぽうですが、杏奈のブランド力を傷つけないよう注意してもらいます。まずは売り出そうとしているドーナツが、果たして杏奈に見合うものなのかどうか……」

　次に俺は事業内容を語って聞かせた。ひまりプロダクションが事業序盤に投入する資金額や、欧州からチェーンを引っ張ってくること、それから想定している店舗展開まで、詳しくだ。小さなショップに大物タレントを利用することは普通ならプロダクションが許可しないし、店側としても割に合わない。街中にあるただのドーナツショップやパン屋だと思ってもらっては困る。

　また、こちらとしても杏奈を広告塔として利用させてもらうことで、テレビ番組への介入を強めたいのだと打ち明け、手の内を明かした。ドーナツをメイン商品に仕立てる以上、俺と由佳里が局に介入すればテレビ番組は幾らでもセットできる。スイーツは、もっとも局と関連しやすい分野だ。しかし杏奈が看板に立てば、介入がよりスムーズになるのだった。各番組に話を通すのに半分の時間で済むのなら、それだけ俺と由佳里は他の仕事に時間を割けるようになる。俺も由佳里も、自分たちの年俸（二期目は役員報酬を年一億二〇〇〇万円と設定した）から推定すれば時給三万円は優に超えているはずだし、会社の利益から逆算すれば時給四〇～五〇万円にはなるだろう。だから局への話が通しやすくなる一点だけでも、杏奈を押し立てる価値があるのだ。

　こういった思惑は、率直に、洗いざらい話しておくべきだった。西プロダクションは重要な同業者であり、業界全体の発展のために手を取り合っていくべきだからだ。

　話を聞き終えた西社長は、うなずきながら腕を組む。

「まぁ、スイーツは手堅いですよね。料理やお菓子の番組ばかりで、この先テレビ界もどうなっていくのやらと情けなく不安ではありますが……現実は現実として受け止めねばなりません。我々がどうこう言ったところで、局のお偉方の意向が変わるわけでもないですからね。もとより織葉社長からの依頼であれば、受けなくてはならないでしょう」

「ありがとうございます。今日はこうして訪問した甲斐がありました。契約金はいつでもお支払いいたします」

「あっ、せっかくお話も決まったわけですし、杏奈を呼びましょうか。先ほど森もりが帰ってきているのを見ましたので、杏奈もいるはずです」

「それならぜひ。挨拶しておきたいですし、仕事の内容も伝えておきたいところなので」

　西社長はうなずいてソファを立った。そして自分の机から内線電話を取り上げて、森を呼び出した。すぐさま杏奈を社長室に来させるように伝えて受話器を下ろし、再び俺の前へと腰掛けた。

　すると一分もしないうちに、ノックもせずにいきなり扉が開いた。杏奈だ。

「どったのー？　何か私に用事？」

　杏奈はすぐに俺に目を留め、笑顔になる。

「あっ、ひまりプロダクションの！　社長さん！　ひまりん、元気してる？」

「元気だよ。というか、いつも通りだけど」

「杏奈。面白い仕事が決まったぞ。今から内容を話すから、座りなさい」

　西社長がそう伝えると、杏奈はそそくさとソファに腰かけて首をかしげる。

「何？　社長が決めてきたの？」

「今ここで決まったことだ。なんと、ひまりプロダクションからの依頼なんだ。優秀なアイドルを抱えてる事務所なのに、わざわざ杏奈をご指名なんだよ。不思議な話もあるものだろ？」

「えー？　何それ、どういうことー？　ひまりんじゃダメなの？」

　杏奈は好奇心いっぱいに俺に問いかけてきた。

　そして俺と西社長は代わる代わる、今しがたの話を杏奈に繰り返して聞かせた。

　話を聞き終えた杏奈は、笑顔満面で声を上げる。

「ドーナツ食べられないとか！　可愛すぎ！　知れば知るほど好きになっちゃう。私、五分前よりもっとずっとひまりんのこと愛しちゃったみたい。あー、今すぐひまりんを抱きしめたいなぁ！」

「食べられないわけじゃないんだ。でも食べたら具合が悪くなるみたいでさ。杏奈さんは普通に食べられるだろ？」

「ドーナツを嫌いな女の子なんていないよ。ひまりんは女の子を超越した何かなの。きっと宇宙から来た天使なんだと思う。そうだよ、絶対そうなんだ」

　西社長が口をはさむ。

「そういう事情で杏奈に仕事が回ってきたわけだな。森にスケジュールは調整させるから、やってもらうぞ。かなり忙しい仕事になりそうだ」

「やった！　毎日ひまりんと会えるかもだよね！　それとね社長、ちょっと社長と話させて」

「どっちがどっちなんだよ」

　社長社長と杏奈が連呼するので、西社長も戸惑ったようだ。

「もちろん社長に言ったの。ひまりんの社長と話させてって」

　杏奈は俺と話すのをご所望のようだ。

「好きに話せばいいじゃないか」

「いいよ。遠慮はいらない。不安や思うところがあれば、どんなことでも話してくれ」

　俺は言ったが、杏奈は首を振る。

「ううん、そうじゃない。直接お話がしたいの。内緒話」

「内緒？　なんだよ、俺にも聞かれたくないことなのか？」

　西社長が意外そうな声を出した。

「うん」

「俺が外れなきゃダメ？　代わりに森も同席させちゃダメなことか？」

「森くんもダメ」

「嫌われてんなぁ、俺たち」

「そういうことじゃないってば。社長のことは好きよ。森くんはまぁ……うーん……それなりに頑張ってるっぽいし、一応、好きかもって感じにしとく？　私のひまりんへの愛の一〇億分の一くらいは森くんに向けてもいいかな。社長には一万分の一くらい。だから、ね？　お願い」

「参ったな。そりゃクライアントと個別に話してもらうのは構わないんだけど……杏奈がこんなことを言い出すのは初めてのことだよな……」

「構わないんならいいじゃない」

「……言い出したら聞かないからなぁ。わかったよ、仕方ない。しばらく席を外すから、サシで自由に話しなさい」

　やれやれといった風に、西社長はヒザに手をついて立ち上がろうとした。

　それを杏奈が制する。

「それじゃダメよ。ここじゃ内緒話って気分にならないからね。いいでしょ、社長さん？」

「そりゃ俺は杏奈さんに仕事を依頼する立場だから、お願いなら聞くけど……」

　俺はうなずいた。

「それじゃ決まりっ。ちょっと先のホテルにフレンチレストランがあるの。いいでしょ？　おごってくれる？」

　すると杏奈は、俺が同意する前に立ち上がり、歩きだしてしまった。

　慌てて俺は西社長に断りを入れ、杏奈のあとを追いかけた。





◇






　杏奈は変装もせず、普通にホテルのフレンチレストランで俺の目の前に座っていた。杏奈がよく通っているお店らしい。店員たちも杏奈の姿を見て驚く様子もなく、目立たない最奥の席に案内してくれたのだった。

「これにしよっ。今日はこれを食べると幸運に巡り会えるような気がするんだ～。私、そういうの当たるの」

　メニューを開いてすぐ、杏奈は躊躇することなく三万五〇〇〇円のコースを指さした。お店のなかでも最高級のコースである。

　ひまりプロダクションにとってはどうでもいい程度の金額ではあるけれど、普通なら、自分から誘った相手に奢おごらせるような状況で、この金額のコースは頼まない。

　大物と言うべきか、天性の無邪気さと言うべきか──。

「俺はこれでいいかな」

　メニューをすべて眺め回してから、単品のスープとパンとテルミドールに決めた。同じものでも良かったのだが、それほど腹は減っていなかったのだ。第一、まだ夕方である。

　ウェイターに注文を伝えてテーブルを挟んで向き合うと、杏奈はニコリと俺を見つめてくる。屈くっ託たくのない笑顔。杏奈ほどの人気アイドルが自分ただ一人のために微笑みを向けてくれる状況なら、卒倒する男は多いに違いない。杏奈の場合、言葉遣いはお世辞にも丁寧とは言えないのに、仕草や挙動はさすがにトップモデルだけあって洗練されている。

　杏奈は裏表のない子だと、かつて森が口にしていた。西社長の前でも、あれだけ忌き憚たんない口の利き方をしていた以上、やはり裏表のない子だという評価は妥当だろう。

　しかし一方で、時おりドラマの主演としても活動している杏奈がどんな仕草をしても、演技なのかもしれないという危惧はある。演技は下手だという評価だが、杏奈だっていちおう演じる仕事をしているのだ。

　もっとも杏奈は、仕事中でも日常生活でも常時ハイテンションで、公私の垣根がないタレントとして業界では有名だ。彼女にとって、ライトが当たる舞台の上も、毎日の生活も、同じ世界の出来事なのだろう。そういう観点から見れば、仕草には女優として培つちかった演技が活かされているのかもしれないが、彼女の性分を疑ってかかる必要は皆無かもしれない。

　杏奈は優しく微笑みながら、真っ直ぐ俺を見つめていた。

　俺は訊く。

「どうしたの？」

「うん。どんな風に話を切り出そうかと思ってね」

　参った。こうまで真摯に微笑んで見つめられると困ってしまう。

　俺の今の仕事は、たまたまと言うべきか、美女に囲まれる生活を送っている。だから杏奈に見つめられたところで、それほど感情は動かない。だが普通の生活を送る男子がこんなに間近で杏奈に視線を向けられたら、一撃で言いなりになってしまうだろう。それに、うちのメンツ──日毬も千歳も凪紗も栞も、ついでに由佳里も──は、誰もが今の杏奈のように、男を困惑させたりするようなことはしない。

「とりとめのない話になっても構わないよ。だから、遠慮なく思ってることをどんどん話してみて欲しいんだけど」

「そう？　じゃあ、そうする。先週、ひまりんと千歳ちゃんとお茶したんだぁ」

　言いながら、杏奈は瞳を輝かせた。よほど楽しかったのだろう。

「ああ、それは知ってる。だいたい俺も森さんも外の車で、三人が戻ってくるまで待機してたじゃないか。知らないわけがないよ」

　杏奈の提案で、仕事の合間を見計らい、三人が一時間ほど喫茶店で過ごしただけである。もちろん次の仕事があるから、俺と森は車のなかで三人が戻ってくるのを待っていた。

　杏奈がどうしても日毬とお茶をしたいと言い張ったので、森とスケジュールを調整し合い、仕方なくアレンジしただけだ。日毬は最初しきりに困惑していたが、杏奈の強い要望だと言うと、千歳も一緒にという条件で同意したのだった。日毬は杏奈と直接会うことを避けたがるが、嫌いというわけでもないのが不思議である。あくまで苦手なだけなのだろう。杏奈は率先してひまりんプロジェクトを手伝ってくれたり、文通で秘め事や仕事のことを相談し合っていたりする相手だけに、日毬も一定の信頼を置いているようではあった。

「私、ひまりんに憧れて、ファッションデザインを教えて欲しいって真剣にお願いしてみたの。私も、もっと大きな新しいことにチャレンジしてみたかったからね。でも、笑わないで欲しいんだけど……」

「笑わないよ」

「ひまりんは教えてくれるって言ってくれたの。でもそのあと、ひまりんがどれだけ頑張ってるか聞いたら、私には無理だと思った。だって千歳ちゃんもずっとデザインをやっていたのに、ひまりんは毎日毎日努力して、あっという間に追い越しちゃったんでしょ。やっぱり、ひまりんはすごいね」

「ファッションデザインに限らず、何をやるにしても日毬の努力は尋じん常じょうじゃないからなぁ。熱心なんてレベルじゃないよ。本当に命を懸けてるんだ。比べちゃいけない」

「だよねー。安易な気持ちで頼んだ私って、バカだなって思ったよ。私もファッションモデルやってるんだし、すぐ出来るんじゃないかって誤解してたみたい。何も知らなかったんだ」

「杏奈さんって意外とチャレンジャーなんだな。トップモデルで、アイドルとしても業界の頂点なのに、別の新しいことをやろうとしてるなんてさ。素直に感心したよ」

「私ね、社長になりたいの。自分の事業をしてみたい。昔は私、タレントを見極める目を持ってるから、スカウト事務所なんかもいいなー、なんて考えてたことがある。でもね、私も成長していろんな仕事を見るようになって、もっと大きな仕事やってみたいって思うようになったんだぁ」

　杏奈がそう言ったとき、料理が運ばれてきた。

　皿をテーブルに並べ終えたウェイターが去ってから、俺は訊く。

「マジで？」

「うん。マジ。モデルやアイドルはいつまでも続けられないでしょ。だから私、ずっと前から考えてたことなの」

「続けられないって……まだ一八歳だったよね？」

「最近一九歳になったところ。あと四～五年は続けられるかもしれない。かなーり頑張って……三〇歳まで……やっぱりそれ、無理あるよね～。たとえば二八歳アイドルなんて、普通に番組には出られるかもしれないけど、そういうの、どこかに冷笑したようなニュアンスが混じってると思うんだよね。なんていうか……上手く言えないけど」

「杏奈さんなら別にアイドルじゃなくなっても、女優の方面にだって進めるだろう？　それなら七〇歳までいけるじゃないか」

「役者や舞台出身の人なら、生涯女優っていう人生は、きっと素晴らしいものに違いないわよね。でも私はアイドル出身だから、元々、女優に対しての憧れのようなものは強くなかった。四〇歳になって、自分が悪妻の役をやるなんてちょっと想像できない。ううん、それ以前に、私って本当に演技が下手だと思う。たぶん私、演技ってできないの。今の私が素そのもので、それは撮影のときも番組の最中でも変えられなくて、他人を演じる仕事っていうのはピンとこないんだよね」

　たしかに、杏奈の演技は評価が低かった。業界関係者の誰もが認めるところだ。しかし杏奈が主役を務めるだけで視聴率はある程度確保できるし、少なくとも杏奈に素晴らしい演技は期待されていない。杏奈のドラマや映画という話題性だけで十分だったのである。

「だから私、女優にはあんまり乗り気じゃなくて……西プロダクションがアレンジしてくれた仕事もね、私の素に合った役だけを選んでくれたから、なんとかこなせたんだと思う。まったく性格の違う人を演じるのは無理。きっとそれは、演じる人生っていうのが、私に向いていないから。私はいつでも私であって、他の誰のものでもない。自分に正直に生きて、自分が楽しいと思える居場所を確保したいって思う。それが一番、みんなのためにもなることだと感じるんだよね」

　杏奈の言葉遣いなどはとても大人の世界では通用しないものだが、しっかりした根っこを持っていることに驚いた。

「ハッキリわかったことがある。脚光を浴びている状態が私の自然な状態なの。考えてみれば、私、生まれたときからそうだったんだ。注目されることが、息をしてるみたいに当たり前な感じ。もし誰からも目を向けてもらえなくなったら……きっとその時点で私の人生が終わっちゃう」

「終わるっていうのは言い過ぎじゃないか？　多くのアイドルの子たちは、一部に女優に転業する人もいるけど、多くはひっそり引退して、家庭に入って、それぞれの小さな幸せを見つけていくんだと思うよ」

「そうよね～。同業の子は、引退して結婚して……なーんて子はいっぱいいるし、見てきたよ。でも私には無理……」

「……」

「わかってる。自分でも思うけど、こういう考え方、すごく嫌な女の子じゃないかって。……あっ、でも別にね、男の子にモテたいとか、そういうのはまったくないんだ。いつまでも今の自分でいられる環境を追い求めたいの。私が私でいられるところ。そして、そんな私が、これからもずっとたくさんの人たちに幸せを分け与えられるような仕事をしてみたい。だから、社長」
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　なるほど……やはり杏奈は、関係者たちが口を揃えて話していたように、表裏のない子なのは本当だ。普通なら親友にしか話さないような自分の嫌なところも、俺のような他人にまで語って聞かせてくる。それは彼女の人生にとって決してプラス面ばかりではないだろう。こういう開けっぴろげな性格のせいで、損をすることが多かったはずだ。森も、杏奈は売れてしまったが故に、同業の女の子たちから妬まれ、陰口を叩かれたことをかつて語っていた。

「社長って言っても、いろいろあるよな？　ピンからキリまである。それはアイドル界もまったく同じだけど……いや、経営者の方が、遙かに上と下の差違が大きいよ。上は兆円単位でグローバルに資産があるし、下は借金まみれで首吊る寸前って世界だからな」

「ごめん、私、あまり詳しくない。なんとなく思うのは、西社長とか、そういう印象。私なら上手くやれるんじゃないかって、いつも思ってる」

「ははは。西社長はちょっとハイレベルすぎるな。企業としては中堅大手といったところだけど、仮にも上場企業の社長だよ。そこらにゴロゴロいるようなレベルじゃない」

「でも自信があるの。タレントより向いてるんじゃないかって。アイドルを引退するまでに形にしてみたい。ううん、できればもっと早く」

　杏奈の目には確信がこもっていた。よほど決意を持っているのだろう。

「話はわかった。それで、そういう想いを俺に語るのはどうしてだ？」

「……もしかしたら、私の希望を叶えてくれるかもしれないと思った相手だから」

「ふーむ。なるほど……。わかる気はするが……」

　俺は慎重な答えを試みた。意図しない方向に話が進む可能性がある。

「『Kagura』事業のお話は、ひまりんと千歳ちゃんから大体聞いたよ。ひまりプロダクションってすごいよね。こんな芸能プロ、見たことないよ」

「あれは最初から仕掛けたんだ。日毬が頑張りすぎて、本物のファッションデザイナーになっちまった部分が予想外だったけどさ。それと凪紗のデビューにも繫がったことが、望外の幸運だったかな。杏奈さんなら大丈夫だと思うけど、他言はなしにしてほしい」

　仮に今さら吹ふい聴ちょうされたところで大したダメージはない。似たような仕掛けが、あとになってから週刊誌に暴かれたりするケースは過去にもたくさんあったが、当事者に何のダメージももたらさなかった。週刊誌や書籍やネットが何か特殊なことを言ったとしても、現実的な影響力はあまりない。

　週刊誌が騒ぎ立てるようなケースでダメージを喰らうのは常に、仕掛けの最中に暴かれるときだけだ。なぜなら仕掛けに乗っかっている関係者たちが引いてしまうからである。

　また、局が他人の仕掛けに散々乗せられたという阿呆さ加減を、自ら認めたりすることなど一〇〇％ない。週刊誌は身も蓋ふたもないし、変幻自在なので、過去の自分の発言と真逆のことを書きたてたりしても気にもしないし、他人も誰も気にしないというだけにすぎない。

　杏奈は明るい顔で言う。

「ぜんぜん心配しないで。テレビに関係していると、ちょっと信じられないような出来事をいっぱい目にするからね。それ語り始めると、一ヶ月かかっても終わらないよ。それに、ひまりんに迷惑かけるようなことなんて私がするわけないよ。私とひまりんはね、ずーっと文通を交わしてる大親友なの。私のひまりんへの愛は宇宙で一番だと思う」

「ははは。今の言葉を日毬に聞かせてやれば、きっとびっくりするんじゃないかな」

「それでね、私、ピンと来たの。ドーナツのお話って、いわゆるそういう感じのことなんでしょ？　社長さんの顔に書いてあったもの。『これから仕掛けます』ってね」

「やれやれ、杏奈さんには敵わないな。いろいろ計画は練ってるところだよ。テレビのバラエティに押し込むには最高の材料だと思うんだよな。よかったら、杏奈さんにも協力して欲しいんだけど。お礼はするよ」

「……ねぇ社長さん、私にも同じこと、できるかなー？」

「同じことって？」

「『Kagura』のときの、ひまりんみたいな立場になって……私自身がドーナツを売り込むの」

「広告の手伝いは全面的にしてもらうつもりだよ」

「そうじゃない。もっと深く関わりたい。これは私にとってチャンスなんじゃないかって……それで社長さんと二人で話さなきゃって思ったんだ。私に……やらせてもらえないかな……？」

「うちの会社でもいろんな方向性を検討したんだけどさ、『Kagura』と違って、ドーナツをアイドルが焼くのはやっぱり不自然だよ。同じようなパターンは無理だと思う」

　俺が説明すると、杏奈は小さくうなる。

「それはたしかに……そうよね……。でもさっきの話では、新会社を作るってことだったでしょ？　だったら、私を社長に……とか……。私、一生懸命、頑張るよ」

「それはアリだ。面白い。いや、こちらから頼みたいくらいかも……」

「本当に？」

「だけど西プロダクションは許可しないだろうな。広告に使うならまだしも、他社の事業の社長に押し立てるなんて……。さすがに考えられないよ。警察署の一日署長とか、ああいうイメージで一日社長なんて話ならいけるかもしれないけど」

　杏奈は拳でテーブルをドンと打つ。

「そんなの意味ない。それはタダの広告でしょう。相応しい仕事をしてみせるから。私はチャンスを摑みたいの」

「でもな、これは事業だから失敗することもある。失敗する原因は金繰りだけじゃない。仕掛けの最中にマスコミに叩かれるかもしれないし、食品だと衛生問題が発生したり、本当に何が飛び出してくるかわからないものなんだ。もちろん慎重に進めるわけだけど、絶対上手くいくなんて保証はありえない。だからこそ、杏奈さんのイメージを守るため、西プロダクションの許可はありえないよ。俺が逆の立場でも、『なんでそこまで協力しなきゃならないんだ？』って思うからな」

「……もし私が……ひまりプロダクションに移籍するとしたら？」

「すごく嬉しい。だけどな、悪いけど、西プロダクションとは仲良くやっていきたい。やはり芸能界を引っ張る中核企業として、西プロダクションには頑張ってもらいたいところだ。そんな相手からトップ級のタレントを引き抜くのは避けたいな」

「勘違いしないで。私、西プロダクションのこと大好き。すごく感謝してる。西プロダクションでデビューできて、とっても良かった。だからね、仲良く話し合うの。移籍って珍しいことじゃないでしょ？」

　たしかに移籍は珍しい話ではない。実際に移籍まで辿り着くのはごく一部だが、その裏側で、移籍に関する交渉はたくさん繰り広げられている。しかしそれが片桐杏奈となれば、まったくの別問題だった。

「でもな、杏奈さんって今の西プロダクションの売上の一五％を稼いでるんだよ？　何十人のタレントを抱えてるなか、たった一人でだ。年間三〇億円以上の売上を持ってくるスーパークラス。一人で並の企業超えてるよな。そのくらい、杏奈さんは大物なんだよ。西プロダクションの抵抗は激しいはずだ」

「そこは社長さん同士の話し合いでしょ？　二人が納得できる内容にすればいいじゃない」

「簡単に言うけどさ……。そりゃ条件次第で、合意できない話なんてないよ。仮にうちが移籍金として一〇〇億円を用意するっていうのなら、西プロダクションは応じるだろう。だからつまり、みんなが驚くくらいの金を積まないとならないってことさ。払う方の俺の立場になってみてくれよ」

「社長さんが今、私は一人で年間三〇億円稼ぐって言ったばかりじゃない。損はさせないよ」

「年間三〇億稼ぐって言っても、それは売上であって、事務所家賃や社員の給料のような諸々の経費はかかるものなんだよ。利益としてすべてが残るわけじゃない」

　しかし杏奈は真剣だった。切々と頼んでくる。

「お願い。私を社長にして。自分の居場所は自分で摑み取りたい。アイドルで売れている今の状態は、そのまま自分の会社に活かしていけると思うんだ」

「そこまでうちに移りたいの？」

「社長になって会社を大きくするチャンスを摑み取りたいの。ドーナツの話が、ひまりプロダクションから持ち込まれた今この瞬間が、私にとって最大のチャンスなんだと思う。だって私、自分一人じゃ何をどうしたらいいのかわからない。それでも、やりたいと思ってる。西社長だってきっとわかってくれるはずよ」

　西社長が簡単に「はい、わかりました」と言うわけもない。西社長が杏奈を優遇するのは、基本的には杏奈の稼ぎが莫ばく大だいだからだ。もちろん個人的に好感を抱いているという側面もあるだろう。杏奈は率直で、好感を抱かれやすいタイプだと思う。しかし杏奈は、企業経営を甘く見ていることは否めない。実際に西社長に話を持ちかけたら、激怒されても文句は言えないだろう。

「整理しよう。ひまりプロダクションとしては、そりゃ杏奈さんが移籍してくれるなら大歓迎だ。当たり前だろう。でも西プロダクションは抵抗を示すに決まってるから、この説得は相当に大変だ。普通なら怒るだろうし、門前払いになるかもしれない」

　俺は手振りを交えながら続けてゆく。

「でも、『提案が杏奈さんからあった』という事実は重要だ。俺が何もないところから西社長にこんな話を持ちかけたら、もう二度と西プロダクションに出入りできなくなるかもしれない。だけど他ならぬ杏奈さん当人の希望なら、俺としても渋々の形で、西社長と相談するという筋書きは成立する。西社長も提案を検討せざるを得ない。そこまで、いいかな？」

　俺は軽く質問したように装ったが、実は極めて重要なポイントだ。杏奈から提案があったということを、もし杏奈が隠したいのだとしたら、俺はここで何もなかったことにして引いた方がいい。無用なトラブルに発展しかねないからだ。

　しかし、もし杏奈が自ら西社長に立場を伝えてくれるのだとしたら、ひまりプロダクションに嫌悪感を抱かれることもなく、十分に交渉の余地がある。俺は固唾を吞んで、杏奈がどう答えるのかを見守った。

「社長さんが言ったことは事実よね。だから私が、私から提案したことを内緒にして欲しいなんて言うつもりもないよ。その代わり……私を社長にしてくれる？」

　どうやら杏奈は、俺の問いの重要性はよく理解していたようだ。俺は即座にうなずく。

「杏奈さんの決意はわかった。俺としても、杏奈さんが新会社の社長になってくれるなら、この上なくありがたいことだ。文句などあるわけがない」

　杏奈は強い口調で念押ししてくる。

「ただの名前だけの社長じゃないよ。さっきの一日社長みたいな話じゃ絶対に嫌。私が本当に、本気で社長になるの。わからないことは教えて。いっぱい聞くことがあると思う。でも私、逃げ出さないで努力するから」

「上手くいくかはわからないが、まずは西社長に相談してみよう。話がややこしくならないように、一緒に同席してくれるよな？」

「もちろんだよ。これは私から持ちかけた話。そして西社長に理解を得るのは、私自身の大事な務め。大好きな西プロダクションにどうやったら迷惑をかけないかをちゃんと話し合って、その上で自分の未来を摑み取るの。西社長はきっとわかってくれるはず。私、頑張るよ」

　杏奈は笑顔で同意した。
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「ずいぶん長かったな。何を話してたんだ？　うちの会社の愚痴か？」

　西プロダクションの社長室に引き揚げると、西社長は待ってくれていたようで、冗談交じりにそう言った。だが、心持ち焦っているように見えた。俺と杏奈の話の内容が気になって仕方のないようだった。

　杏奈はソファに着くなり口にする。

「違うよ。愚痴なんて私が言ったりするわけないでしょ。それに私、社長のことも西プロのことも大好きだしね」

「また時間を取らせてしまって申し訳ありません。予想外の話で長引いてしまいました」

　待たせてしまった詫びを俺は伝えた。

「社長、お願いがあるの。私ね、自分で会社をやってみたい」

　前置きもなく、いきなり杏奈は核心を切り出した。

　西社長はため息混じりに応じる。

「それは何度も聞いてるよ。でも、杏奈はまだまだ若いんだ。いいか、杏奈はいま、アイドルとして波に乗ってる。これ以上ないくらいにだ。皆が杏奈みたいになりたいと望んでるけど、ほとんどたどり着けない。恵まれてる今を大切にしろ。今は今しかできないことがある」

「今しかできないこともやるし、新しいチャレンジもしてみたいし、もっとたくさんの人と深く関わっていきたい。私は私であり続けるために、今できることを着実にしておきたいの」

「アイドルなんていつまでも続けられるものじゃないだろう？　だからこそ、売れている今を大事にして精一杯駆け抜けてみろよ。『一念天に通ず』って言葉がある。脇目も振らずに一つのことに邁進すれば、杏奈の人生はさらに輝かしいものになるはずだ。杏奈の新しい目標もわかるんだけどさ、一〇年後に始めたって遅くないじゃないか。一〇年経っても二九歳なんだぞ？」

　西社長の話は極めて正論だと俺には思えた。きっと俺も同じ立場なら、同じように諭して聞かせるに違いない。

　しかし杏奈は不服そうに口を尖とがらせる。

「ひまりんなんてもっと若いんだよ。でも、自分のやりたいこと、やるべきことに妥協しないで生きてる。それでも私より有名で、ずっと売れてるし、世界中で名前が知られてる。自分の組織まで持ってて、何万人もの会員だっている。本当にすごいよ」

「ひまりんと比べてもしょうがないじゃないか……。あの子は芸能人というくくりでは語れない別の存在なんだからさ……。芸能人として、片桐杏奈は間違いなく頂点だ。俺が言うんだから間違いないよ。杏奈だってすごいんだ」

　いてもたってもいられない風に、西社長は激しく身振りを交えて語った。

「私ね、ひまりんにすっごく衝撃を受けたの。ひまりんのことが好きで好きで堪らないんだ。実はね、私もひまりんのファンクラブに入ってるんだよ。本名の方だから誰も気づいてないかもだけど。私がひまりんの応援団の第一号になりたい。懸命に頑張って、少しでもひまりんに近づいてみたい。ひまりんを側で見られたから、私も今に満足したままで終わりたくないと思った」

　初耳だ。日毬のファンクラブとは、日本大志会のことだろうか。いや、そうに違いない。それが本当なら、ちょっとした芸能ニュースになっても不思議ではなかった。

　だが別に杏奈は政治的意図があって入っているわけではないだろう。日本大志会に入党した人々の大半は、杏奈のようにファンクラブという意識しかない。

「杏奈……」

　西社長は困ったように言葉を途切らせた。

「社長は今、言ったわよね、『一念天に通ず』って。それって私のことじゃないよ。ひまりんの姿そのものじゃない？　私はアイドルをやったり、モデルをやってみたり、女優をやってみたり、言われるがままの仕事に取り組んでいるだけ。だから私は、自分で自分の仕事に取り組んで、いつまでも自分の力を活かし続ける場所を創り出したいと思った」

「もう一つ、率直なことを言おう。杏奈じゃまだまだ経験不足だよ。杏奈は恵まれていた分だけ、世間知らずと言われても仕方がない部分があるんだ。社長業はよほど勉強しないと務まらないと思う」

　西社長は説得のパターンを変えてきた。正面突破では説得しきれないと思ったのだろう。

「だったら、ひまりんは最初から実力があったの？　そんなことないでしょう？　ひまりんと私の違いはたった一つ──始めたか、始めなかったかというだけ。ひまりんにできて、どうして私にできないの？　スタートラインは私の方がずっと恵まれていたはずなのに。私だってきっとできるはず。お願い社長、わかって」

「……。それで杏奈は社長になるために、いったいどうしたいと言うんだ？」

「私ね、さっき社長さんとお食事したときに……あっ、織葉社長さんとお話して、私を社長にしてくださいってお願いしたの。さっきのドーナツのお話でね。大々的にやるんなら、私を新しい会社の社長にしてもらって、修行させて欲しいって頼んだの」

「修行……？　ど、どういうことなんだそれは……？」

「怒らないで聞いてね。私、ひまりプロダクションに移籍したいと思ってる」

　声音を変えず、杏奈は優しくそう言った。

「……」

　グラリとよろめき、西社長は苦渋に顔をゆがめた。心底から苦しそうだ。

「西プロダクションは大好きだし、とっても感謝してるよ。私の故郷だと思ってる。でもね、私が自分の目標に近づけるとしたら、ひまりプロダクションなんじゃないかって」

　その杏奈の話には応えず、西社長は俺に向けて、恨めしげな視線を投げかけてくる。

「困りますよ、織葉社長……」

　言葉にせずとも、その視線で、西社長の伝えたいことがすべて読み取れた。逆の立場だったら、俺も同じような態度で、こちらの意を汲くんでくれるよう伝えるに違いない。というか、それしかできない。

　俺は目を逸そらさず、謙虚な面持ちで肩をすくめた。俺としては板挟みになっている状況を語りつつ、杏奈の望みも叶えてやりたいということを態度で伝えようと試みたつもりだ。どこまで理解してもらえるかわからないが……。

　その上で、俺は十分な間合いを取ってから慎重な応答をする。

「ぼくらとしては、当然ながら杏奈さんほどのトップタレントに来てもらえるなら、これほどありがたいことはありません。しかし一方で……これは杏奈さんにも伝えたことですが……西プロダクションとの関係を悪化させるつもりもありません。核心は、こちらが支払う移籍金になってくると思われますので、西社長が納得のいく形で検討できればと考えています」

「私が将来、自分の仕事を興おこして稼いだ分は、いっぱい西プロダクションに送るようにするよ。本当の本当に、西社長にも、西プロダクションにも感謝してるんだよ。みんな大好き。でも自分に妥協せず生きて、頑張ってる姿を見てもらうことが、私が心の底から感謝の気持ちを伝えることになるんじゃないかと思ってる」

　杏奈は切々と語った。

「……」

　しばらく西社長は、無言で俺の顔を見つめていた。表情をなくしているようで、どんな言葉を伝えたがっているのかわからない。

　西社長は、やがて静かに杏奈へと視線を戻して語り出す。

「たしかに、西プロダクションで杏奈の望みを叶えるために、ひまりプロダクションと同じようなことができるかと問われれば……それは難しい。俺らは芸能界のことはわかるけど、それ以外の業界のことはサッパリだ。次々と事業を展開していけるようなノウハウも実力もない。だから杏奈の希望はわからないでもないよ。前から散々言っていたことだしな」

　そこでいったん言葉を区切った西社長は、穏やかな口調になって続ける。

「だけど俺らプロダクションは、金の話だけですっきり割り切れるわけでもないじゃないか。杏奈のことは、本当の娘のようなものだと思ってるんだ。今みたいにワガママを言う部分まで含めてな。うちの役員もみんな、同じ気持ちだよ」

「ねぇ社長、どこのプロダクションに所属しても私たちの関係は変わらないよ。ここは私の故郷だもん。いつだって帰ってくるよ。西プロダクションに所属して私が稼ぐかどうかはお金の話だけであって……本当に社長が娘のように私のことを見てくれているのなら、私が自分で道を切り開こうとしているのを応援してくれるんじゃないかって思うの」

「……」

　西社長が押し黙ったので、俺が口を開く。

「ひまりプロダクションとしては、杏奈さんの望みを叶えてあげられると思います。その上で、西プロダクションにもメリットを提供できるような、新しい関係性を構築できるのではないかと……」

「杏奈は並のタレントじゃないんです。相応のお金を積んでもらいますよ。でなければ応じられない。条件面について、織葉社長はどうお考えなんですか？」

　西社長は、ぞんざいな口調になっていた。

「……」

　俺は視線を落とし、計算を巡らせた。できる限り正当な額を提示したいところだ。しかし杏奈ほどのレベルには、逆に適正額というのが見出しづらい。

　顔を上げた俺は、ひとつの提案をしてみる。

「移籍金五億。即金で、即日用意できます。それにプラスして、杏奈さんが上げる売上の二五％を、五年間にわたって西プロダクションに無条件に支払うという条件……いかがでしょうか？　売上の二五％を払い続けるなら、かなり妥だ当とうな線だと思いますが……」

　今ここで決断できる最大限の条件を、包み隠さず提示したつもりだった。

　即座に西社長は返してくる。

「移籍金はご提示通り、五億で結構です。しかし杏奈の売上の五〇％を、五年間。それが、こちらが譲歩できる最大限の条件です」

　五年間にわたって売上の半分……いくらなんでも無理だ。第一、杏奈が動けばコストがかかるわけで、そこに三五％の営業経費がかかれば、俺たちの手元に残るのは一五％になってしまうことになる。営業経費は読みづらく、実際にやってみないとわからない部分が相当ある。

　しかも契約を結んだ翌日に、いきなり杏奈が病気で稼働できなくなったり、大けがをしてしまったり、気分が変わって引退したくなってしまったりすることも起こりえる。人間対人間の商売は、これが頻繁に起きて極めて難しい。仮にそうなると、移籍金として支払ったものは丸損することになるわけだ。そういう十分に想定しうるリスクも加か味みすれば、とてもすぐに吞めない条件ではあった。杏奈を渡したくはない西社長としても、それをわかっていて逆提示しているのだろう。

　西社長は淡々と言う。

「杏奈が仕事をしている営業先はすべてくっついています。そのことを加味すれば、妥当な条件かと」

「たしかにクライアントはついていますが、それは直近の話です。まったく営業しなければ、一年後にどこまで今のクライアントが残っているでしょうか？　ぼくらもクライアントを増やすために営業を継続していかねばなりませんので……さすがに売上金の五〇％を抜かれたら、手元に残るお金がなくなってしまいます」

「ならば話は終わりです。申し訳ないが、これ以上、話を進めることはできない」

「社長、お願いよ……」

　杏奈は頼んだが、西社長は言い聞かす。

「杏奈だって大人なんだ。大人の事情は理解してもらうぞ」

「だったら、こういうのはどう？　私は西プロダクションに所属したままでいいの。だけど、ひまりプロダクションのドーナツ事業には本気で関わらせて。社長をやってみて、いろんな経験を積みたいの」

　その杏奈の提案は、俺は十分にアリだと思った。それなら今まで通り西プロダクションで仕事をしながら、社長業の経験も積んでいけるはずだ。ひまりプロダクションと西プロダクションとの間で、付随した小さな契約を結べばそれで済む。俺たちとしても、ドーナツ事業に杏奈が深く関わってくれるだけで、成功は半ば目に見えていた。

　しかし西社長は大きく首を振る。

「そんな中途半端なことはさせられない。毎日二社の間を往き来するなんてトラブルになるだけだ」

「トラブルになんかならないよ？　むしろ芸能界の仕事にも、今まで以上にフルパワーで挑めると思うんだ。本当だよ」

「ダメなものはダメだ。もう諦めてくれよ……」

「諦めるとか、そういう問題じゃないんだよ。私はどうしてもやらなくちゃいけないと思ってる」

「どうしてなんだ……。杏奈は十分にやれてるじゃないか。これ以上、何を望むんだよ」

「望みならいっぱいある。私、あんまり頭が良い方じゃないと思うから、うまく表現できないのが悔しいんだけど……もっとたくさんの人のためにできることがあると思う。アイドルなんかじゃない、もっと自分自身のこの手で、たくさんの人のために……」

「杏奈をここまでにしてきたのは西プロダクションだろう。その西プロダクションを簡単に出ていくなんて、杏奈は酷いよ」

「そんな風に言わないで。私は西プロダクションのためにも、西社長のためにもチャレンジしてみたいと思ってるの。今までお世話になった人を裏切ろうってことじゃない。もっとずっと自分自身が成長できれば、きっと西社長が喜んでくれる結果になる。私、わかるんだよ」

「もうこれ以上言わせないでくれ。話は終わりだ」

「だから言ってるでしょ！　西プロダクションに所属したままで構わないけど、ドーナツ事業だけは社長として経験を積ませてって！　それすら嫌だっていうのなら、社長が私を娘のように考えてくれてるなんて噓だよ」

「噓じゃない。杏奈こそどうしてそんなことを言うんだ？」

　なんだか恋人か夫婦同士の喧嘩のようなニュアンスになってきた。さらに言い合いが続くと泥沼になりかねない。会話の谷間を見計らい、俺は口をはさむ。

「お話はわかりました。ですが、もう少し交渉させてください。この話が持ち上がったのは今日突然だったので、ぼくもまだ整理しきれていません。できるだけ西社長のご提示頂いた条件に近いものを再提示できるよう務めますので、今はいったん保留とし、この話を持ち帰らせてもらえませんか。きっと何らかの妥協点が見いだせるはずです」

「無理ですよ……。織葉社長、このお話は、この辺でヤメにしましょうよ……」

　西社長は、俺が食い下がったことに驚いた様子だった。この話をなかったことにしたい気持ちが、困惑した言葉尻にありありと映し出されていた。気持ちはわかる。

　しかし、ここで終わらせると、今度は杏奈が可哀想だった。杏奈とて決意を持って話を切り出しているはずで、気持ちが宙ぶらりんのままでは彼女の仕事や私生活にも多大な影響を及ぼすはずである。

　もう少しでいいから、ここにいる三者の歯車が嚙み合い、現実的に折り合いをつけられる方法は見いだせないものだろうか……。

　そして俺は再度何らかの提案をするという話を強調し、杏奈と西社長には訪問の礼を丁重に述べてから、西プロダクションをあとにしたのだった。
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　夜、帰宅する前の由佳里を捕まえて、俺は杏奈に関する相談を持ちかけた。

　説明を終えると、由佳里は興奮したように瞳を輝かせる。

「すごい！　大変なことですよ、先輩！」

「そうは言うけどな。一朝一夕で決まる話でもない。せっかくの交渉の糸口ではあるんだけど……片桐杏奈は大物すぎる」

　なんとも言えない難しい状況を、正確に説明するのは難しい。無闇に由佳里をエキサイトさせたくはないのだが、それでも業界を歩き回っていれば、西社長と顔を合わせる機会だってあるだろう。だから副社長として、現状を由佳里にもきちんと伝えておかなくてはならなかった。

「大っぴらに交渉できる環境が整っただけでも価値あることじゃないですか。西プロダクションが受けるかどうかは、金銭面次第ですって。何より杏奈ちゃんがうちの会社を選び取ろうとしてくれていること自体が、とっても感動しますよね！　うちの会社、すごい！」

「だが西社長の提示条件が厳しい。売上五〇％を五年間にわたって寄よ越こせって話だぞ。とても割に合う案件だとは思えないよ。向こうは譲歩しそうにないしさ。西社長の気持ちはわかるだけに、なんともな……」

「でも、別の視点から考えられるんじゃないですか。杏奈ちゃんは定番中の定番のアイドルです。モデルとしても超一流。トークもできるので、テレビやラジオには引っ張りだこです。日毬ちゃんに次ぐ市場価値がありますよね。つまり、無理をしてでも杏奈ちゃんの移籍に成功すれば、ひまりプロダクションは業界トップに君臨することになるわけです。芸能界って、突出するタレントを一人抱えてるだけでも業界を席巻できます。それが二人も！」

「企業業績だけなら、すでに西プロダクションを上回ってるけどな」

「芸能事業の話ですってば。芸能プロとしては日毬ちゃんが抜けてるだけじゃないですか。でも杏奈ちゃんさえ加われば、日毬ちゃんと二枚看板……栞ちゃんあたりが育ってくれば三枚看板も夢じゃないし……ううん、手堅い凪紗ちゃんも入れれば四枚看板……一気に堂々たる芸能プロとして、業容を確立できるってものです。それって営業上、かなり有利なことですよ。局に対して、今まで以上に強く出られると思います」

「それは分かってるよ。だが、それを勘案しても、移籍に関するコストが高すぎるんじゃないかと考えてるんだ」

「そうでしょうか？」

「そうだよ。由佳里はいささか興奮してるようだ。冷静に判断できてない」

　俺はクギを刺した。

「それに先輩が準備中のドーナツ事業会社の社長に、本当に杏奈ちゃんが就任してくれたりするのなら……すごい展開になってくれるかも……。なんか、頭のなかにいっぱい企画が浮かんできました。佐歩も超喜んでくれると思います」

「由佳里の意見はわかった。ちょっと考えてみるよ」

　俺が話を中断しようとすると、まじまじと由佳里が俺を覗き込んでくる。

「先輩、私の意見、あまり重視してませんね？」

「そんなことないって。意見としては聞いとくよ。だから相談したんだろ」

「そうかなぁ？　私は杏奈ちゃんと仕事ができるようになりたいですね。先輩、お願いしますよ。もっともっと、今までにも増してすごい会社にしていきましょう」

　まぁ、由佳里ならこう答えるだろうと思っていた通りの返答だった。さすがに俺は、由佳里のことをよくわかっているらしい。

　とにもかくにも、由佳里の意見は判断材料にならないことは確かだった。しかしビジネスパートナーが前向きであることを確認しておけば、条件次第で話を進める決断ができるというものだ。

　だがもし本当に杏奈がドーナツ事業会社の社長に就任してくれるとすれば……いささか強引な切り抜け方だが、俺がプランニング能力で由佳里に劣っていることを証明せずとも済みそうだ。なぜならマーケティング担当者の純然たる能力など吹き飛ばすほど杏奈の力は大きいので、計画の良し悪しを、ある程度までは有う耶や無む耶やにできてしまうからである。

　さまざまな状況を想定し、もし話が進む可能性を見いだせるとすれば、どのラインの金銭負担なら割に合うようになるかを冷静に検討しなくてはならない。
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　思うところがあり、俺は四し季き報ほうで西プロダクションの情報を確認した。

　敵を知り己を知れば百戦して危うからずだ。もちろん西プロダクションは敵ではないが、いかなる交渉事にも敵対がつきものである。タレント出演依頼だけなら詳しく調査する必要などないが、何らかの提携関係を探る場合になれば、相手の企業情報を精査しておくのは必須のことだ。

　また、俺はすぐさま西プロダクションの有価証券報告書を入手した。ここには西プロダクションに関する数字面のすべてが記載されていると言っても過言ではない。会社が意図して隠蔽工作を企めば有価証券報告書の操作はできるが、西プロダクションには変な噂はない。この報告書を信頼して問題ないはずだ。

　ごく基本的な西プロダクションの情報は次の通りである。





◆西プロダクション企業概要




　　資本金…………四七億五〇〇〇万円

　　連結売上高……二〇二億円

　　経常利益………二四億円

　　従業員数………二六〇人（本体二〇四人、連結子会社五六人）






　立派な会社だ。均整の取れた美しい数字である。

　ちなみに、ひまりプロダクションの場合はこうなる。





◆ひまりプロダクション企業概要




　　資本金…………二〇〇万円

　　連結売上高……二五三億円

　　経常利益………三五億円

　　従業員数………一二四人（本体五人、連結子会社一一九人）






　うちのプロダクションではタレントには基本給を払っているので、アイドルは全員が従業員扱いだ。加えて壮司である。経営者の俺と由佳里を除外すれば、本体の従業員は五人。そして連結子会社はすべてステッチラインの従業員である。

　どうだろうか。

　こうして数字だけ見比べてみれば、ひまりプロダクションは極めてアンバランスで、いかにも怪しい。自分で言うのもどうかと思うが、胡う散さん臭くさいとはこういうことを指すのだ。まともな長期展望を持って事業運営をしている組織ならば、まずこんな数字にはならない。ひまりプロダクションが週刊誌で叩かれるようになったのには、相応の理由はあるということだろう。

　西プロダクションの主要株主を確認すると、未み来らいホールディングス株式会社が二七・三％を保有しているだけで、他にはめぼしい株主はいないようだ。東洋テレビ、テレビ日に本ほん、ＦＭ‐Ｔ、ヒノテレビなども株主には名を連ねているが、それぞれ一・六％、一・四％、一・〇％、〇・七％というレベルでしかない。筆頭株主として君臨している未来ホールディングス株式会社は、西家の資産管理会社のひとつで、株式の一〇〇％を西家の親族が三人で分け合って保有しているようだった。

　有価証券報告書をさらに読み込んでいくと、おかしな点がいくつも見つかった。いや、西プロダクションの経営陣や経営方針がおかしいのではなく、株式市場の評価がありえない状況になっているということだ。

　今日時点の株価をチェックしてみれば、一株六一二円で推移している。発行済み株式数と掛け合わせてみれば、時価総額八九億円。だがしかし、西プロダクションは現預金だけで一〇七億円を保有していて、無借金経営の優良企業である。現に、銀行口座に一〇七億円があり、質の高いタレントを何人も抱え、企業自体も立派な利益を叩き出しているのに、企業の価値が八九億円とはあまりに酷い。仮に西プロダクションが今日時点で解散したと想定して一株の価格を算出してみれば、資産や現金などを勘案すると一株一三八七円になる計算だった。

　これは悲惨な状況である。上場している意味がまるでない。他人事ながら、一経営者として実に痛ましく思えた。西社長に素直に同情したいところだ。

　もっとも、今の日本において、このような歪な状況に陥っている上場企業は何も西プロダクションに限ったことではない。売上高が数百億相当の中堅企業は、軒のき並み悲惨な状況に追いやられているといっていいだろう。数字は優良なのに、株を買いたがる投資家が存在しないのだ。

　いや、兆単位の売上を上げるメガバンクや小売チェーンですら、企業が解散したときの価値よりもずっと低く見られている場合が多くなってしまっている。誰もが国の経済の未来を悲観しているため、株式市場に金が回らない。これは西プロダクションの経営が悪いからでは決してない。経営陣が血のにじむような努力をしたところで、今の日本では、株価は上がらないのである。

　しかし幸いにも……と言うべきか、実家の東とう王おう印刷は意外と堅調な評価を受けていて、少なくとも解散価値よりは高い株価がついているようだった。この違いは明確だ。利益体質であることを大前提とした上で、世界で勝負できる技術をいくつも保有しているかどうか──そこが評価の分かれ目になっている。

　まず外国人投資家が買ってくる。少し前は欧米の投資ファンドだったが、近年では中国人だ。少し株が下がると、どこからともなく必ず買いが入る。なかなか下がらない。まだまだ日本の技術力は世界的優位を保てているので、企業によってはこのような状況が起こるのだ。

　東王印刷レベルになれば、ステルスをはじめとした軍事技術にも転用可能な特許、環境やバイオ関連の特許を多数保有しており、グローバルな評価を受けやすい。だが西プロダクションのような会社は、日本国内の市場でしか勝負できず、客観的な評価などできないタレント商売なので、株価はとことんまで落ちるのだ。

　数字上は買えば得なのに、誰も買わない。そして日経平均の下落に応じて株価は下がってゆく。さらに誰も買わなくなるという負のスパイラル。一億玉ぎょく砕さい、総悲観状態である。政治に確固とした統制が取れていないと、政府や企業に対するこのような過小評価が容易に起こりえる。

　……だが、これは意外と、面白い状況かもしれないと俺には思えた。

　考えてみれば、杏奈の移籍金五億円という数字が出たばかり。加えて、杏奈が上げる売上のなかから大部分を西プロダクションに支払うという話だった。ならば単純に、西プロダクション自体を丸ごと買ってしまった方が遙かにコストパフォーマンスが高そうであることに、俺は気づいたのだ。

　ひまりプロダクションも芸能業界の企業だから、西プロダクションが保有する各種資源を極めて有効に活用できるはずだった。買収に乗り出してしまうのが、もっとも手っ取り早い手であると、あらゆる数字が明確に示している。

　しかし、ひまりプロダクションが現実に買収に動いたりすれば、週刊誌やネットではバッシングの対象になりかねず、大手メディアも報道してくることだろう。このような場合、やはり買収する側が叩かれる記事になりがちだ。『Kagura』でも仕掛けたばかりだし、これからドーナツチェーンに取り組もうとしている矢先、金融取引のことで足下をすくわれる可能性は排除しなくてはならない。派手な動きは慎まねばならなかった。

　だから俺は数字と睨めっこしながら、さまざまな検討を重ねた。

　そして代案として、買収ではなく、特別決議での拒否権を持つパーセンテージまで買い進めてはどうかと考えた。発行済み株式の三分の一以上──三三・四％だ。現時点、筆頭株主の未来ホールディングスは二七・三％なので、それを逆転させるわけだ。そこまで影響力を持つことができれば、役員を送り込んだり、場合によっては代表取締役を俺たちの側が出したりすることも可能になる。実際には西社長を引きずり降ろすつもりは毛頭ないのだが、あらゆる交渉で、こちらの意を汲んでもらうことができるだろう。移籍契約などせずとも、実質的に、杏奈の移籍を完了させることができるというわけだ。マジックのような不思議な方法だが、現にそれが叶うのだから、この仕掛けに取りかからないのはビジネスマンとして失格だ。

　それに、芸能界随一の優良企業である西プロダクションに影響力を持っておくことは、ひまりプロダクションにとっては望外の成果である。真っ正面から杏奈の移籍交渉をするよりは、遙かに費用対効果が高い方法には違いなかった。

　そこまで検討し、俺はまずメールを打つことにした。相手は西社長である。




----------------


株式会社西プロダクション　西　様




お世話になります。

昨日はお忙しいなか、突然の訪問に西社長自らご対応いただき恐縮しております。

片桐杏奈さんの移籍について話し合いを持てたことは、御社との関係性を考える上でとてもよい機会になりました。今後は長期的に御社と弊へい社しゃの関係性を強化したく思い、折を見て御社株式を購入していくつもりです。御社は業績堅調な芸能界の雄なので、私どもとしてもご指導を賜たまわりたく考えております。

今後ともなにとぞよろしくお願いいたします。







株式会社ひまりプロダクション

代表取締役社長　織葉　颯斗



----------------




　その後、俺は他のメールに返信作業などをしていると……早くも西社長からの返答があった。




----------------


株式会社ひまりプロダクション　織葉　様




こちらこそ織葉社長とお話しする機会を持てて幸いでした。

杏奈の件はご要望に応えられず申し訳ありませんでしたが、弊社の立場をご理解くださると助かります。

また、弊社の株式購入は大変ありがたいことです。株式市場の低迷のために、株価が低調に推移している現状について、我々経営陣としても頭を悩ませておりました。

今後とも、気を引き締めて経営に臨んでいく所存です。よろしくお願いします。







株式会社西プロダクション

代表取締役社長　西　信俊



----------------




　そのメールを確認し、すぐに俺は、栞と壮司を呼び寄せた。





◇






「ええ会社やね。うちなりに報告書作ってみたわ」

　栞がプリントした数枚の書類を受け取りながら、俺は言う。

「確認して欲しいのは数字だけだったんだよ。他の部分は、別に栞に検討してもらわなくてもよかったんだけどな」

　俺は栞に西プロダクションの有価証券報告書を預け、夜までに企業価値を分析するよう依頼していたのだった。といっても、俺が分析した数字が適切かどうかを念のため再確認するだけの、答え合わせのようなものである。企業価値を測る簡単な作業を二人同時に間違うことはないから、現状の株価と価値の乖離や、解散価値の計算をしてもらえれば十分だったのだ。

　しかし栞は何を思ったのか妙に奮起したらしく、渡した有価証券報告書を参考に、自分なりのアレンジを加えて会社の評価をあれこれと書き加えたものを渡してきたのだった。

　栞は得意げな表情で覗き込んでくる。

「どや？　ええ仕事やろ？」

「まぁな」

　ぞんざいに俺は応じた。

　書類をパラパラと捲ってみたが、栞なりにさまざまな角度から会社の分析に取り組んだようだった。会計士資格保有者としてのプライドがあったのだろう。

　だが……勝手な予想が先行する栞の分析は、正直、ほとんど参考になるものではなかった。さすがに努力した相手に真っ向否定するのも憚られるから、俺は曖昧に応じただけだ。

　しかし、頑張った跡が垣間見えて可愛らしい限りである。他の報告書を多数読み込む機会を持ち、経験を積んで手慣れてくれば、栞もいずれまともな仕事ができるようになるだろう。どこかの税理士事務所か監査法人にでも入って蓄積を経た後の話だが。

「俺の分析と数字は合ってたよ。大きな金を動かすから、念には念を入れたかっただけだ。サンキューな」

　素直に俺は礼を伝えた。

「こういう仕事があれば、大船に乗ったつもりでうちに任せればええねん。なんなら、ひまりプロダクションの経営計画もうちが練ったるで。今は壮司がやっとるようやけど、うちの方が適切や思うんやけどな。一丁、頑張ってみるで」

「考えとくよ。栞がもう少し経験を積んだらな。それより出版用の原稿早く書いてくれよ。あんまり時間かかるようなら、こっちでまた準備することになるぞ」

　俺に褒められ努力の成果が報われたと思ったのか、栞は得意げで、どこか安堵したような面持ちだった。





◇






「肝心の株式比率の方は……今日現時点で一〇・九％になりました。大量保有報告書の作成は完了しています。今晩中に社長にチェック頂けましたら、明日には金融庁に提出いたします」

　壮司は淡々と業務報告をしてきた。

　俺は壮司に、西プロダクションの株式を可能な限り買い集めるように指示していたのだった。一〇億円ほどの金を右から左に動かしたはずなのに表情一つ変えていないところは、さすがに度胸が据わっている。

「順調に増えてるじゃないか。目標は三三・四％だけど、まぁそこまで強く拒否権にこだわってるわけでもないんだ。経営に直接タッチしようと考えてるわけじゃない。仮に二〇・〇％止まりでも、二五・〇％止まりでも構わないよ。西プロダクションへの影響力が強まれば十分だ。欲を言えば三三・四％、あるいは筆頭株主となる二七・三％超えができればベストかな」

「我々が買い始めた時点の株価六一二円から、現在は六八七円にまで急きゅう騰とうしています。短期間での一割の暴騰のおかげで、売り物も多く出てきましたが……いったいどこが買っているのかと、金融業界の注目を浴びているようです。明日、我々が大量保有報告書を提出すればそれが明らかになり、相場の波乱が予想されます」

「売り物は残らず拾っておいてほしい。すべて買いだ」

　俺は強く断言した。躊躇はいらない。攻撃を仕掛けた以上、わずかでも動じる隙すきを見せれば負けだ。

「明日以降、相当程度に株価が急騰することが考えられますが……よろしいですか？」

「オーケー」

「了解しました」

　壮司は事務的にうなずいた。

　これは仮定の話だが、まかり間違ってもし西プロダクションが傘下になってくれれば、それはそれで嬉しいことだ。堂々たる東証一部上場企業である。東王印刷と比べれば二桁規模が違うが、それでも上場企業を持つ立場としては、俺はオヤジと肩を並べることになる。経団連の会議に出席して、オヤジに文句をつけてやってもいい……などと思わず妄想してしまう。バカな話だと自認しているが、それでも「きっと気分がいいだろう」などと考えてしまうのだった。





◇






　ひまりプロダクションが金融庁に大量保有報告書を提出した直後から、メディアが騒ぎ始めることになった。

　情報が公になったわずか数時間後に反応を示したのは、週刊誌系列のネットニュースだ。一般に週刊誌は、芸能人や芸能プロを散々に叩いて部数を伸ばそうとするのが常道で、今もっとも叩かれているのは俺たちである。以前はアステッドプロが引き受けていた役目だったのに、いつのまにか悪役は、ひまりプロダクションになっていた。ネットニュースでは叩き方が輪をかけてエスカレートし、ひまりプロダクションはメディア業界において陰謀を巡らす悪の組織のような記事になっていた。

　また、叩くことまではしなかったが、たかだか一企業が株を買い進めている小さな話を、テレビの芸能ニュースまでが取材に動いているようだった。俺にまで記者から電話がかかってきたので、適当に答えておいた。早ければ今日の夕方にはテレビで流れることだろう。

　だいたい、大量保有報告書なんて毎日のようにどこかが提出しているのに、なぜこの程度の小さな案件にマスコミが介入したがるのだろうか。本当に、わざわざマスメディアが取り上げるようなレベルではまったくないのだ。もっと重要なニュースは他に幾らでもあるのだが。





◇






　俺がパソコンに向かい資料作りをしていると、受話器を持った千歳が声を上げる。

「社長！　西プロダクションさんからお電話です！」

「誰と名乗ってた？　西社長だよな？」

　俺は顔を上げ、受話器に手をやった。

「あっ……た、たぶん……ごめんなさい……」

　千歳の声は弱々しかった。まったく、いくら言い聞かせても、なかなか普通のことを覚えてくれない事務員様である。本人はひたむきなだけに、厳しく𠮟りづらいところだ。いずれにしろ、十中八九、電話の相手は西社長だろう。

　俺は受話器を耳に押しつけた。

「お電話代わりました。大変お世話になっております。織葉です」

「織葉社長……やってくれましたね」

　挨拶もせず、西社長が静かに口にした。

「はい？」

「大量保有報告書の件ですよ。話を聞こうじゃありませんか。一体全体どういうつもりです？」

「五・〇％を超えたので金融庁に報告したまでですが……」

「こんなものはルール違反ですよ。こちらとしても、全力で戦わせてもらうことになりますが……よろしいんでしょうね？」

　落ち着きを装った西社長の声のなかに、強い怒りが含まれているのがありありと伝わってきた。

　だが悪いことをしたとは、おかしな話だ。公開された企業の株式を、正当な手順に則って購入しただけである。この事実を、「非人道的」「ルール違反」「不意打ち」などと非難することの方が誤りだ。公開株式市場から株をどれほど買い集めようが、それは不意打ちでも何でもない。

　そんなことは西社長とて理解しているはずだ。メールのやり取りでも、うちが株を買うことは西社長も喜んでくれていた。それが一定数を超えると、急に『悪』に転じるなどとは奇妙な話だ。

「西社長、落ち着いてください。御社は芸能プロダクションの筆頭企業です。そういう企業に対し、今後はうちも関係性を強化していきたいんです。焦らないでください。いいですか、これからお伝えする話をよくお聞きになってください。お約束できますが、ひまりプロダクションが御社に経営陣を送り込んだりする意図はありません。御社の経営陣は優れているので、ぼくらが関与する必要なんてないんです。ましてや西プロダクションを乗っ取ったりするつもりもありません。大いに誤解されていると思います」

「でも、うちを支配しようとしてるんでしょう。おたくの好きにはさせませんよ」

「支配とは大げさですよ……。杏奈さんの移籍交渉をするよりも、御社の大株主になった方が費用対効果は遙かに高いと査定できました。だから、杏奈さんの移籍話がより現実化してくれるんじゃないかという下心はありますよ。ただ、それ以上に、お互いの強みを活かした相乗効果を期待しています。我々の関係なら、お互いのプラス面を大いに利用し合えるようになるはずです」

「これ以上、うちの株をさらに買い進めるつもりなんですか？」

　隠し立てするつもりは毛頭ない。しかし一方で、もし情報が漏洩すれば、株価に大きな影響を与えることになる。まかり間違えば風説の流る布ふに発展することもありえた。それゆえ大っぴらに手の内を語るわけにはいかないが、それでも当の西社長から聞かれれば、可能な限り意図を開示したいとも思う。

「これは公になれば問題があるので内密にしてもらいたいのですが……うちの大目標としては、西プロダクションの拒否権を取るところまでいければ嬉しいと考えています。ただ、うちも資金が無む尽じん蔵ぞうにあるわけではないので、あまりに株価が暴騰してしまうようでしたら……二〇～二五％のラインで留めることも考えています。ケースバイケースで変えていくつもりなので、そこまで確固とした計画性を持って買い進めているわけじゃありませんよ。ある程度の株数さえ確保できるのであれば、わざわざ杏奈さんの難しい移籍交渉を進めなくとも、実質的に同じ効果が見込めるんじゃないかとも考えてるんです」

　西社長の息が荒い。

「まずは話し合いといきますか。電話でやり取りしていてもラチがあきません」

「いいですよ。なら、すぐにお伺いしましょうか？　一五時はいかがでしょう？」

　俺は時計を見やりながら確認した。





◇






　西プロダクションを訪問してみると……西社長は、予想以上に敵対的な態度になっていた。

　席に着いて向かい合うなり、西社長は鼻息を荒くする。

「急きゅう遽きょ我々は、企業買収の専門家たちとも協議しました。織葉社長、あなたと争い合うことになったのは残念だ。しかし、元はと言えばあなたが売ってきた喧嘩です。我々は受けて立つ」

「しかし御社は公開企業ですよ？　我々はただ株を買っただけで、御社に対する経営的な圧力など一切考えておりません」

　俺は冷静に状況を説明した。そこまで恨まれる筋合いはない。株を買われるのが嫌なら公開しなければいいのだ。少なくとも俺は、ひまりプロダクションのような大切な会社を公開させるつもりなどまったくない。

　西社長はテーブルを叩く。

「そういう問題じゃないんです」

「ではどういう問題なんですか？」

「信義の問題ですよ」

「申し訳ありませんが、ちょっと理解しかねます」

　淡々と俺は応じた。

　かつて時間外取引を用い、ルールギリギリの方法でニッポン放送に乗っ取りをかけ、テレビ局に影響力を持とうとしたライブドアのような類とはまるで違うのである。公にＴＯＢをかけたわけでもない。もし俺がＴＯＢに打って出ることまで想定していたなら、端っからこちらも敵対的に臨むか、それとも社長や役員らに根回しをした上で穏和に臨むかの二つに一つ。こんな中途半端な対応などしていない。

　西社長は吐き捨てる。

「話になりませんね。お会いして話す必要もなかったようです」

「大いに誤解があるようですが。お電話でも話したとおり、杏奈さんの移籍交渉をするよりも、御社の大株主になる方がずっと安上がりだったというだけです。我々が御社の大株主になれば、別に杏奈さんに移籍してもらわずともいい。現状の関係で、杏奈さんに協力してもらうことができる。それに他のタレントさんとも協力関係を取りやすいですし、局に対して大きな圧力もかけられるようになるでしょう。私にはメリットしか浮かびません」

「そちらの出方次第では、ヒノテレビから増資を受けることも検討しています。実は内々で話も済んでおり、いつでも実行はできる状態です」





[image: （挿絵）]





　本当かどうか、かなり疑わしい。

　大量保有報告書の提出は今日の午前中だ。なのにヒノテレビからの増資が、午後になりすぐ決まるような話だとも思えない。うちの会社であれば俺一人の決断ですぐ動けるのだが、さすがにキー局が動くなら臨時取締役会を招集しなくてはならないはずで、どんなに速くても数日必要なはずだった。局本体の危機というならまだしも、他人の会社のために局が急いで動くとはいささか考えがたい。金儲け優先のヒノテレビが、ひまりプロダクションにあからさまに対抗してくるとも思えなかった。

「いいんじゃないですか。全体としてみれば財務体質が強化されるのは悪いことではありません。ただ、あまりに問題ある増資でしたら、一株主としては、株主代表訴そ訟しょうも検討しなくてはなりません」

　俺は原則論を言ったまでだったが、西社長は力強く言う。

「代表訴訟、結構。我々は勝つでしょう。残念ですが御社の望みは叶いそうにありませんね。ひまりプロダクションが高利益体質の会社であることは存じていますが、いくらなんでも我々やヒノテレビを敵に回してまで戦えるだけの資金が現時点であるとは思えない」

「我々は、御社のように情報公開していませんよ。西社長には、うちの会社がどのくらいの資金量を保有しているのか予想もつかないはず」

「撤退するなら早い方がいい。それならば、我々は話し合いの席に着く用意がある」

「……」

「……」

　どう応じようか、しばし俺は思案した。西社長がブラフを用いてきている以上、こちらにもブラフをかける権利がある。西社長の戦意を削ぐため、俺もブラフを用いることに決めた。

　俺は澄まし顔を装い、意味深に口にしていく。

「実は最近、東王印刷がメディア業界に進出を検討してましてね。もともと出版や新聞から仕事を請け負うことが多いのですが、新たな映像・編集技術の開発に着手していまして……局にも興味があるんです。今回、ぼくが西プロダクションに狙いを定めたのは、その第一歩なんですよ。おそらく資金量は、西社長がお考えになっている数十倍はあるでしょう」

　内実を知っている俺にとっては、苦笑せざるを得ないほどの、絶対ありえない話である。オヤジはことごとくマスメディア関係を内心バカにしているし、ましてや芸能関係の会社を買収して傘下に収めるなど、激怒で前後不覚になるほどかもしれない。しかし部外者には、真偽の見分けなどつくはずもない。

　さらに俺は続ける。

「……ヒノテレビ？　うちのオヤジが聞いたら鼻で笑い飛ばす相手ですね。格下にも程がある。国にすがりついて電波を割り当ててもらわなくちゃ何もできない利権屋集団と、裸一貫でも戦えるうちを比べないでもらいたいですね。組織の能力も品格も桁違いだ。利権屋を引き連れて対抗してくるつもりなら、せめて三社は引っ張ってきてくれないと。……ですがそれでも……企業体力の面からいっても、こういった戦いへの慣れから考えても、キー局連合ごときに負けるとは思えませんが」

　俺は憫びん笑しょうしたように装った。

　本当のところ、その利権屋集団を徹底利用して商圏を広げるひまりプロダクションは、さらに輪を掛けて酷い利権組織なのだが……それは言わぬが華である。

「そう、ですか……我々は命懸けで事に当たらなくてはならないようだ……」

　西社長は予想に反し、決意を漲らせたような顔をした。

　西プロダクションも、それなりの資金量を持っている。一〇七億円。現金保有量だけを勘かん案あんすれば、ひまりプロダクションよりも銀行預金が多い会社だ。創業して間もないひまりプロダクションは、企業体力の面で明らかに劣っている。

　しかし、実はまったく勝負にならない。ひまりプロダクションの圧勝は、最初から決まっているようなものだ。なぜなら西プロダクションは株式公開企業であって、俺たちは自由に株式を売買できる。一方、ひまりプロダクションは未上場企業であるから、どれほど西プロダクションがひまりプロダクションの株を買い進めたくても、端っから無理なのである。仮に西プロダクションが一兆円の資金を調達したとしても、俺たちには勝てない。真っ向勝負なら、ひまりプロダクションが圧倒的勝利を収めることはわかりきっていた。

　それはお互いに理解している。だから俺は余裕を持って話を聞けるし、一方の西社長は対抗手段がないことを知りつつも、どうにかして事態打開の糸口を探ろうと必死なのだ。

　ゴホンと咳払いをして間をおき、俺は言う。

「率直なところ、西社長がそこまで抵抗感を持つとは思いませんでした。繰り返すようですが、我々は御社株式の過半数を持つ意図はなく、乗っ取りをしかけているわけでもないんですよ」

「そんな話を真に受けるわけにはいきませんね。こちらは会社が懸かってる」

「会社が懸かると仰いますが、西プロダクションがなくなるわけでもないし、社長交代を要求しているわけでもありません。我々としてはビジネス行為です。何か妥協点はないものでしょうか？」

「それは逆にこちらが聞きたいですよ。ただ、喧嘩を売ってきたのはあなただ。ひまりプロダクションがうちの会社から手を引いてくれさえすれば、すべてが丸く収まります」

「ぼくも交渉だと思って穏やかに話すよう心がけていたつもりですが……だいたい、西社長が仰ることはおかしいですよ。そんなに株式を買われたくないのであれば、株式公開しているのが間違っています。今すぐ社長はＭＢＯを宣言し、株を買い集めるべきですね」

「……」

　西社長は苦渋の表情だった。

「取引所のルール以外にも、何か勝手に紳士協定のようなものがあると想像されているのかもしれませんが、その姿勢が間違っています。取引所のルールが気に入らないと思ったなら、その時点ですぐに撤退を決断するのが社長たるものの責任でしょう？　ぼくは自分の会社の株式を公開させたいとは思っていません。今の環境ではバカを見るだけだ。自分の責任で判断していることです」

「ええ、それは正論ですよ。そうですとも。しかしですね、相手の弱みにつけ込んで……」

　先ほどまでと違い、西社長の語気はずいぶん弱まっていた。

「ぼくが弱いモノ虐めをしているような気分になってきましたが……。果たして西プロダクションは弱いんでしょうか？　芸能プロダクションとしては、うちの会社より遙かに強い基盤を持っているはずですよ。そんな優れた西プロダクションは、市場から正当な評価を受けていないし、その責任は西社長にだけ帰されるべきものじゃない。今の経済状況が、西プロダクションの株価を驚くほど低くしています。本来、西プロダクションは強い企業なんですから、それを活かせるポジションに会社を置くのが経営者としての最大の役目ではないでしょうか？」

「……どうか織葉社長、何も言わずに一時撤退してもらうわけにはいきませんか……？」

　ついに西社長は強気の態度をかなぐり捨て、テーブルに身を乗り出すようにして訴えてきた。

　これには参った。論理でこられれば論理で返すだけだが、切々と情に訴えられると困ってしまうのは俺の弱さだろうか。だが、いくらなんでも大金が絡んだ話を、人情だけで引っ込めることもできない。

　俺は深く頭を下げる。

「申し訳ありません。それでは子どもの使いですよ。うちが世間の笑いものになってしまいます。ただ、こちらが矛ほこを収めるだけの名分が立つような妥協点はありませんか？　たとえば、片桐杏奈さんの移籍を吞んでもらうとか。条件は先日、ぼくと社長が主張した中間くらいの妥協案で構いませんから」

「どのような方法がベターなのか考えさせてください。我々の方針が決まりましたら動きます。場合によっては、織葉社長と再度、交渉の席を持たせてもらうかもしれない。あるいはもしかしたら、戦闘開始ということになるかもしれません。それは何とも、今ここで申し上げることはできませんね」

「わかりました。いったん引き下がることにしましょう。穏和に交渉を再開できることを願っておくことにします」

　そして俺と西社長は、今日のところは交渉を取りやめることにしたのだった。

　ひまりプロダクションとしては、株式を引き続き買い進めていくつもりだったのだが……仕方なく、いったん中止することにした。

　もし向こうが本当にヒノテレビなどを引き連れて戦いを挑んでくるとしたら、俺が攻勢を中断した期間の分だけ、一方的に不利な立場に立たされる。西プロダクションに防戦を張るだけの猶予を与えてしまうことになるからだ。

　しかしさらなる株式の買い増しは、向こうの態度を硬化させるだけだと俺は判断していた。芸能界で大戦争が起こってしまうことになる。アステッド戦のときと違い、株式公開市場を通した啀いがみ合いは、衆しゅう人じん環視の下での争いになるだろう。そういう状況に陥れば、どちらにとっても得ではない。

　西家がコントロールできる西プロダクションというものに、創業家としてはやはりこだわりが強いのかもしれない。しかしもっと広い視野で眺めてみれば、この程度の会社の支配は小さなことなのである。あえて言わせてもらうが、西プロダクションを舞台にした株式の売買劇など、しょせんは小事に該当するのだ。東王印刷ともなれば大事だが、西プロダクションは小事にすぎない。

　東王印刷の場合、うちの家が株式の過半数を持っているから他人が買収することはできない。うちのオヤジも東王印刷に強い自負と誇りを持っているし、他人に買収されることなど断固拒否するだろう。織葉家はまた別の理由で東王印刷を株式公開させている。織葉家や東王印刷──正確には俺の爺じいさんや曾ひい爺さんたち──は、我らこそが『ザ・日本』であるという強い気概を持っていたからだ。ゆえに日本を率いる企業として、株式を広く社会に公開することに使命感を持っていたのである。昔の人たちには骨があった。たぶん、今の神楽家のような側面を多少は持ち合わせていたに違いない。
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　西社長とすぐには折り合えず、西プロダクションを後にした日の夜。

　携帯に、杏奈から着信があった。

　俺がすぐに電話に出ると、杏奈のいつも通りの声が響く。

「社長さん？　私。杏奈だよ」

「こんばんは。何かあった？」

「あのね、社長から、ひまりプロダクションに移りたいかって聞かれたんだ。社長から話を持ち出してくるとは思わなかったから、びっくりしちゃった」

「ああ、実はさ──」

　西プロダクションとの株式交渉の成り行きを、杏奈にもわかるように俺はかみ砕いて説明して聞かせた。

　話を聞き終えた杏奈は大いに戸惑ったようだ。

「ひまりプロダクションが、西プロダクションと合体⁉　そんなことありえるの？」

　合体というのは表現としてどうかと思うが、あながち間違ってもいない。訂正するほどではないだろう。

「ありえるんだよ、大人の世界では。でも西社長は強く抵抗してるから、たぶん上手くいかないだろうな」

「どうして社長は嫌なの？」

　杏奈は俺のことも西社長のことも「社長」と呼ぶから、どちらがどちらなのかわからなくなるときがある。

　俺は再び買収についての説明を試みた。買収される方は、心理的に嫌な気持ちになることも含めてだ。

「ふぅん。じゃあ結局、上手くはいかないんだ」

　杏奈は杏奈なりに理解してくれたらしい。

「たぶんね。でもうちの会社としては、杏奈さんに来て欲しいと思ってる。だから、西社長とは継続して交渉だ」

「都合よく聞こえるかもしれないけど、私はどっちにも喧嘩して欲しくないな。だけどやっぱり、今社長さんが教えてくれたようなことを、もっとたくさん勉強して、自分の会社を持てるようになれればって思う。どんな形になったとしても、社長さんが始めようとするドーナツ屋さんには関わりたいし、本気で勉強してみたい。だから私を見捨てないでほしいんだよね」

「まさか！　杏奈さんほどの大物を見捨てるわけがないよ」

「それ、まさにそれ。上手く説明できないんだけど、それなのよ。西社長はタレントとして売れてる間は待つように言うけど、それはダメ。直感が私にささやくの。私のタレント業と社長業は別々のものじゃない。『タレント業が一段落つくまで待て』っていうのは、つまり次は別人に生まれ変われっていうのと同じ意味。いつでも私は私だし、今までだってずっとそうだった。タレントになったら人生が変わったなんてこと、私にはなかったんだよ。他の子は別の人生だって言うし、番組と楽屋と私生活でぜんぜん違う子も一杯いる。だけどね、本当に私は変わらないの」

　やはり杏奈には軸がある。曖昧な物言いが混じっているのは、杏奈自身、自分の考えを理路整然と理解しているわけではないからだろう。しかし彼女が紡つむぐ言葉には迷いがない。人は外見だけで判断してはならないというのは、このことだ。

　杏奈は懸命に想いを整理しようと語り続ける。

「芸能人は自分のお店を持ったりする人多いでしょ。事務所の先輩たちが新しく開いたお店にも、よく招待される。でもね、私がやることは全部、片手間じゃないんだ。芸能人も、社長も、私の人生のひとつ。みんなにはそう見えないみたいだけど、私、結構真剣に考えて生きてるんだよ」

「杏奈さんのためだと思って、あえてひとつ厳しいことを言っておきたい。うちが企画してるドーナツ事業は、確実に成功できるかどうかはわからないよ。計画ではどんなに素晴らしい事業でも、実際にはやってみなくちゃわからないところがある。杏奈さんはタレントとして順風満帆だけど、経営者になったとたんに大失敗なんてこともあるよ。芸能人として売れていた分だけ、失敗にはマスコミが飛びつくし、大恥をかくだろう」

「誤解してるよ。私、タレントとして最初から順風満帆だったわけじゃない。いっぱいバカにされたし、叩かれた。『大根役者』って週刊誌によく書かれたけど、それって私の代名詞だったんだよね。哀しかったけど、自分は演技に向いてないこと知ってたし、やっぱりそうだなって思った。だから先輩の俳優にも指導を受けて、勉強して頑張ったの。今でも下手だけど、ドラマの仕事にも楽しさを感じるようになってきた。社長をやっても最初は失敗ばかりだろうけど、やらなくちゃ始まらないでしょ。だから私はずっとチャレンジしてみたかったし、ドーナツ事業のお話をきいて、すごいチャンスかもしれないって思ったんだ。難解な仕事だと対応できなくても、ドーナツなら私だってわかる。私の直感、すごく当たるんだよね」

　そう言えば、日毬や千歳の指導をしてくれている歌の先生が、「杏奈は歌がとても下手だったが、大変な努力家だった。伸びしろが一番大きくて、思い出に残る生徒だった」と語っていたことを俺は思い出す。

「わかった。西社長とも相談して、なんとか杏奈さんにチャンスをやれないかってこと、伝えてみるよ。移籍が叶わなかったとしても、他に方法はあるはずだ。タレント契約は西プロダクションで継続して、事業面はこちらに関わってもらうような二股をかけてもいいんじゃないかと思う。任せてほしい」

「私ね、国語が苦手なせいだと思うんだけど……自分の気持ちをあんまりうまく表現できなくて、そのせいで西社長が嫌な気持ちになってしまってるかもしれない。でも本当の私の気持ちをちゃんと伝えられたら、西社長は絶対にわかってくれると思う。うまく自分の気持ちが伝わらないってこと、本当にもどかしいなぁ！」

　それから杏奈と五分ほど言葉を交わし、俺は電話を切った。

　杏奈は饒じょう舌ぜつだしマシンガントークもお手の物のタレントだったが、たしかに論理的な思考をして、理路整然と話ができるタイプではなかった。直感で動くタイプである。だからこそ言葉を整理しきれない自分自身に、一番腹を立てているようだった。
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　翌日。

　西社長から電話があり、今から来社したいと告げられた。

　検討には時間を要すると思っていただけに、存外の素早い行動である。もっとも、何らかの答えを持ってくるかどうかはわからない。妥協点を探る交渉を継続したいのかもしれないし、対応策を検討するための情報を集めたいだけかもしれない。

　俺も予め、西プロダクションのさまざまな出方を想定しており、即座に対抗できる心づもりをしていた。

　事務所に入ってきた西社長は、珍しそうにリビングを見回した。西社長がうちの会社を訪問してくるのは初めてだ。

「なるほど……。こういう事務所でしたか。従業員とタレントの一体感があっていいですね」

「うちは小さな所帯ですからね。西プロダクションのような真っ当な企業じゃないですから」

　謙遜を込めて俺は言った。

　西プロダクションは一般的なオフィスビルに入居する企業だ。芸能プロダクションがマンションの一室を使用するケースは珍しくないが、社員とタレントが渾こん然ぜん一体となって日常的に出入りする事務所はあまり多くない。ひまりプロダクションの場合は、千歳が事務員をしていたり、日毬の政治結社が奥の部屋にあったりすることもあって、全員が事務所のキーを持ち、自分の家のように出入りしていた。

「やや手狭になってきたので引っ越したいところなのですが……日常に忙殺されていて、なかなか対応できないままなんですよ。物件は探しているんですけど」

「次もまたマンションですか？」

　ソファに向かい合って腰かけても、西社長は本題を切り出さなかった。

　これも挨拶だと思い、しばらく俺も付き合うことにする。

「個人的にはどちらでもいいですね。ただ、皆がマンションに慣れてしまっているので、マンションは候補になるんじゃないかと」

「一個三億や四億のタワーの最上階あたりを複数買って、いくつか部屋をぶち抜いたらどうです？」

「それもアリですが、超高級物件は利回りが悪すぎる。長期保有するには分が悪いし、売りたいと思ってもそうそう買い手が見つかりません。金勘定をし始めると、どうしても細かい計算ばかりになってしまって、損がわかってる取引にはなかなか踏み切れないものです。結局、賃貸で済ましちゃうんですよね」

「ははは。おたくが小さな利回りを気にするなんておかしいですよ。ひまりプロダクションほど景気の良い組織なんて、今の日本では宗教団体くらいです」

　そして俺と西社長は一〇分ほど、他愛ないことを話し込んだ。西社長は焦ったり、怒ったりしている風でもなかった。本題に入る前のジャブのようなものかもしれないし、事前に穏やかな雰囲気を作りたいのかもしれない。

　話も途切れかけた頃合いを見計らい、俺から促す。

「ところで……社長がわざわざ訪ねて下さった件ですが……」

　それ以上は言葉にせず、俺は西社長が話し出すのを待った。

　西社長は居ずまいを正す。

「率直に申し上げます。ひまりプロダクションが持つ弊社株式をすべて、私に譲渡してくださいませんか。正確には私個人というより、私が管理する未来ホールディングス株式会社が貰もらい受けたいのです。もちろん、タダで寄越せなどとは言いません。譲渡価格は一株九〇〇円を考えています。いかがでしょうか？」

　視線には強い意志がこもっていた。

　俺たちが買い進めた当時の株価は六一二～六八七円の範囲内である。そして解散価値は一三八六円。

　一株九〇〇円で買い取ってくれるならば、ひまりプロダクションは株を右から左に動かしただけで、およそ一株二五〇円前後の利益を得ることができる。巨額の利益だ。この期間、わずかに一〇日。週刊誌に叩かれまくりそうな話だった。

　しかし……利益を得られることはありがたいが、本意ではないのだ。

　俺は押し黙り、思考を巡らせる。

「……」

「……」

　西社長は俺の出方を待っていた。

　腕を組み、俺はうなる。

「……うーん」

「ならば、一株一〇〇〇円で構いません。切にお願いいたします。温情に頼るのは憚られるところですが、どうか同業者の誼よしみとして、話を受けてくださいませんか」

　ズイ、と西社長は身を乗り出し、丁重に言った。

　西プロダクションの大株主になることは利益に適うし、業務上さまざまな点でメリットが見込めた。だから、もし純粋に利益だけを追求していくのであれば、限界まで西プロダクションの株式を買い進め、会社を丸ごと乗っ取ってしまった方がいいはずである。それを西社長は恐れているのだろう。俺がどれほど「過半数を握るつもりはない」「現経営陣を追放するつもりはない」と強調しても、西社長が信じないのは経営者として自然な判断である。もし金だけを追い求めるなら、俺の話など戯言にすぎないからだ。

　決断し、俺は西社長を見据える。

「こうしましょう。一株六五〇円にて、ひまりプロダクションが保有する全株を、未来ホールディングスに譲渡します。我々が購入した御社株の平均価格を調べてみたところ、一株六四七円でした。ですから、ほぼ購入価格に近い金額です」

「……？」

　西社長はありありと戸惑いの表情を浮かべた。

「その代わり……杏奈さんの移籍を進めさせて頂けませんか？　株式を購入価格で譲渡するのは、一〇億円単位の利益を喪失することと同じです。ですからその点を加味して頂き、私が当初提案した条件での移籍をお願いしたく思います」

　もともと西プロダクションの株式を買い進めようと考えたのは、杏奈の移籍交渉が発ほっ端たんになっている。こちらとしては西プロダクションを諦めても、杏奈を確保できるなら、当初の目的を成し遂げることができたとも言えるだろう。

　対立が強まるのは、どちらにとっても利益にはならない。西社長が言うように、ここは誼よしみを重視し、急いで妥協点を探った方が良いと思えた。また、俺の提示条件は妥当な範囲内でもあったので、事ここに至っては、吞んでもらえる自信もあった。

「そちらの方向で来ましたか……。正直なところ、最終的な妥協案としてこのお話になるだろうと想定はしていました……」

　しばし西社長は瞼まぶたを閉じた。やがて決意するように、俺を見やってくる。

「実はここに来る前、杏奈とも話し合いました。やはり杏奈は私たちが見出したころのまま、強い意志を秘めた女の子でした。私が杏奈の希望を阻んでいるように見えるかもしれませんが……それは単純な話で、私が芸能界のことしか知らないからです。ずっと芸能畑一本で歩いてきました。御社のように、他の業界に進出できるノウハウも力もありません。残念なことに私では、杏奈の望みを叶えてやれそうにない」

「それでは……」

「はい。杏奈のことは娘のように思っております。『可愛い子には旅をさせよ』と申しますが、私は今、そういう心境です。杏奈に代わってお願い申し上げます。織葉社長、どうか杏奈を育ててやってください。よろしくお願いいたします」

　西社長は背筋を伸ばしたあと、頭を下げてきた。

「責任重大ですね。ですがお約束します。杏奈さんのために我々は最善を尽くします。意志の強い杏奈さんなら、経営者としても立派に育ってくれるでしょう」

　話は決まりだ。ここは金銭的なメリットを追求したり、西プロダクション全体を取り込むことを考えるよりも、当初の目的まで引き下がる譲歩をするべきだ。あまりに利益ばかり追い求めると、周りが見えなくなって足をすくわれてしまう。

　それから俺と西社長は、具体的な杏奈の移籍条件を確認し合った。

　譲渡契約金は五億円。また杏奈が抱える既存の案件はすべて滞りなく引き継ぎ、芸能活動によって杏奈が上げる売上の二五％を、ひまりプロダクションは向こう五年間、西プロダクションに支払う。事業活動での売上は考慮にいれない。おおよそ、当初の予定通りだ。

　一通り取り決めが終わって安心したのか、西社長は穏やかに口にする。

「ご存じかもしれませんが、杏奈のデビューは一四歳です。うちがやっているタレントオーディション──西プロスカウトキャラバンはなかなか定評がありまして、そこに杏奈も応募してきたのが始まりです。オーディションでの杏奈の最初の言葉は、今でもハッキリ覚えています。なにせうちの会社の語り草になってますからね」

「杏奈さんは第一声、何て言ったんですか？」

「『たぶん私、大賞を取ると思います。だから応募しました』──信じられますか？　内心では自信があっても、表向きには謙虚な応募者が多いものです。そんななか、真顔で言い放ちましたからね。さらに信じられないのは、別に杏奈は自分のタレント性が一番だと考えていたわけではなかったんです。『西プロスカウトキャラバンの広告を偶然見かけて、その瞬間に受賞することを直感した』そうなんですよ。未だに信じられないけれども、杏奈には時々そういうことがあります」

「そう言えば、たまに杏奈さんは、自分はスカウトの方が向いていると仰いますね。まだ日毬が芸能デビューした直後に、まったく露出もしていない日毬に向けて『必ず売れる』と断言したこともあります」

「ああ、そうです。ひまりんの話はずっとしてました。世間どころか、うちのプロダクションの人間も、誰一人ひまりんのことなんて知らなかったころですよ。あとになってから、『あのとき、杏奈が言っていたのはこの子だったのか！』と驚いたものです」

「そうだったんですか……。それは本物かもしれませんね……」

「だからきっと、このタイミングで杏奈が移籍しようと決意したのは、直感が何かを告げたということでしょう。こんなことを言い出したのは初めてですからね」

「なるほど」

「でもね、杏奈は決して直感だけの子じゃありませんよ。誰よりも努力家です。あんなに努力を積み重ねる子はいませんでした」

「それは聞き及んでおります」

「開けっぴろげな性格のせいで、メディアの前でポロッと本音をもらしてしまいます。そのため一時は雑誌やネットで激しく叩かれたこともあって、杏奈が公に喋るのを禁止したこともあるほどです。女優の仕事も下手クソで……いや、今でも下手なままなんですが……それでも、泣きながら努力して、あらゆるバッシングを跳ね返してきました。そんな杏奈の姿があったからこそ、我々役員一同も力を入れて売り出してきたんですよ」

　西社長の語り口は、まるで本当の親のようだった。

　それから西社長は、杏奈との思い出話を実感を込めて語り続けたのだった。
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　夜、俺は杏奈に電話をかけた。話の成り行きは西社長からも聞いているだろうが、俺からも伝えるのは筋すじというものだ。

　杏奈はすぐ電話に出た。しかし、鼻をすする音が聞こえる。どうやら杏奈はすすり泣いているようだった。

「あのね、西社長とお話ししたの。西社長がね、次のチャレンジを頑張れって応援してくれた。今までずっと西プロダクションで頑張ってきたのに、私って悪い子よね」

「大丈夫、今生の別れをしようってわけじゃないだろう？　西社長も納得した上での話だ。杏奈さんが気に懸けることじゃないよ。タレント周りのやり取りはすべて、プロダクションの責任だからさ。恩返ししたいなら、今よりさらに成長した自分を見せてやることだ。杏奈さんに関わってきたすべての人が、きっと喜んでくれるだろう」

「うん。私ね、ただのアイドルなんかじゃ終わらないよ。もっとちゃんと周りの人たちと向き合って一緒に生きていきたい。おばさんになっても、お婆さんになっても……。今回の話を聞いたとき、なぜだか直感したの。これは私が待ってたチャンスなんだって」

「西社長も、杏奈さんの直感はすごいって言ってたよ。西プロダクションのオーディションを受けたときも、言い放ったそうじゃないか」

「私の直感なんて、本当はそんなに当たらないんだよ。五分五分。外れるときだってあるのに、みんなは外れたことを覚えてないみたい。でもね、今まで直感に従って生きてきて、後悔したことがないのが私の自慢なんだ。私は自分の予感を信じてる」

　五分五分でも大した確率だ。神懸がかった何かが杏奈にはあるのだろうか。いや、違う。神懸かった何かがなければ、普通は杏奈ほどのトップスターになれやしない。何かを見出されたからこそプロダクションの経営陣の目に留まって売り込んでもらえたし、多くの人たちが支えてくれたわけだ。その何かがあった上で、たゆまぬ努力を継続できる子だけが、トップスターとして君臨し続けることができる。日毬だってそうだ。

「杏奈さんの移籍、メディアへの発表はまだ先になる。でも、社内の人間たちには話しておきたい。時間のあるときに寄ってもらえないか？」

「それなら明日、午前中、そっちに寄るよ。一一時から旭あさ日ひ放送だから、その前に少しなら」

「明日の朝か……ちょっと待って……」

　俺は素早く全員のスケジュールをチェックした。

　由佳里と栞は早朝から現場に出ている。栞が役をもらったドラマの撮影で、夜明けのシーンがあるのだ。しかし日毬と千歳は出社する時間だし、凪紗も仕事で事務所に来ることになっている。三人いればちょうどいい。特に、事前に日毬には伝えておきたいところだ。

「明日の朝なら日毬もいるし、むしろ助かるな。わかった、待ってるよ」

「お話ができて少し落ち着いた。私、頑張るよ。応援してね」

　杏奈は決意を込めるように、そう言った。
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「おはよ！」

　ひまりプロダクションのリビングに入ってきた杏奈は、すっかりいつもの元気を取り戻していた。

　あとに続き、マネージャーの森も入ってくる。

「おはようございます、織葉社長。西からお話は聞いております」

「ああ、森さん。どうも、わざわざお手間とらせてすみません。どうぞ、お座りになってお待ち下さい」

　リビングのソファに杏奈と森を座らせ、俺は相対して腰かけた。

　すぐに壮司がお茶を持って来てテーブルに並べ、綺麗なナナメ四五度の一礼をして引き下がろうとした。すると杏奈がポツリと感想をもらす。

「軍人みたいな人だね～」

　壮司は足を止め、丁重に口にする。

「私にとって褒め言葉ではありますが、単なる従業員です。日常はひまりプロダクションで働いており、かつまた日本大志会の隊員でもあります」

「あっ、そうなんだ。じゃあ同じ会員なんだね。私もひまりんのファンクラブ、入ってるよ」

「まさか同志の方ですか⁉」

　壮司は目を見開いた。さしもの壮司でも意表を衝かれたに違いない。

「かなり最初の頃に入ったんだよねー。本名『美み城しろ春はる菜な』の方で入ってるから、もしかしたらひまりんも気づいていないかも。たしかまだ会員一〇人にもなってないくらいの時に入ったはずよ。私が一番最初のメンバーだったら嬉しいんだけど。毎月会報が送られてくるでしょ。ひまりんの写真がたくさんついてくるから楽しみなんだぁ。真面目な顔で一生懸命、自分で自分の写真を撮とってる感じが可愛くて仕方ないよね～」

「そ、それは筋金入りの党員の方ですね……。私より席せき次じが上に違いありません……。気がつきませんで……」

　急に壮司は恐縮しだした。壮司は体育会系のためか、やたらと上下関係に厳格だ。生粋の右翼人とはこういうものなのだろうか。

　ちょうど千歳が出社してきたようで、明るい声でリビングに入ってくる。

「おはようございます！　今日も一生懸命頑張ります！」

「おはよー！　千歳ちゃん！」

　杏奈はソファに座ったまま手を振った。

「あれっ、杏奈さん？　どうしてこちらにいらっしゃるんですか？」

「今からその説明をするところだから、千歳も座ってくれ」

　俺は千歳をうながして、ソファに座らせた。

　続いてすぐに玄関の扉が開き、日毬と凪紗が会話を交わす声が聞こえた。二人が出社してきたようだ。

　リビングに入ってきた日毬と凪紗に向けて、杏奈は急に立ち上がって突進した。

　日毬が重々しく口にする。

「おはよう。今日は姉上と一緒の仕事だが──」

「ひまりん！　おはよ！」

　ぴょんと跳びはねるようにして、杏奈はいきなり日毬の目の前に躍り出た。

「え……？　あんな───────⁉」

　日毬は目を見開き、蒼くなって凝固した。

「ひまりん。私たち、これからずっと一緒だよ。朝も夜も、明日も明後日も、ずーっと一緒なんだよ」

　不意を衝かれた日毬は完全なるノーガード。杏奈は両手で、しっかりと日毬の左右の胸を握りしめた。

「あんっ……ああっ……ど、どうして杏奈が……。あんっ……いやあっ……。やめて……やああ……」

　逃げるように腰をくねらせた日毬は、両腕で胸を押さえつつ、全身から力が抜けたようにしてその場に尻餅をついてしまった。よほど激しく揉みしだかれたのだろうか。日毬は脱力したように座り込んだまま、肩を小刻みに震わせていた。

「日毬⁉」

　凪紗がしゃがみ込もうとしたところ、杏奈は凪紗の胸も鷲わしづかみにする。

「凪紗さんもっ、おはよ！」

「あああっ⁉　片桐殿……ど、どうか……はあっ……ああっ……おやめになってください……」

　凪紗は立ったまま懸命に耐えていたようだが、喘あえぎながら震えだした。

　さすがに森が慌てたようで、すかさず立ち上がり、杏奈の腕を握りしめる。

「まだ挨拶も済んでないだろ⁉　どうしていつも傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな振る舞いばかりするんだ⁉」

「なにー？　ひまりんと凪紗さんに挨拶してただけだし。ちぇっ。いいよもう。あとでひまりんとはゆっくりお話するし」

　杏奈は森の手を振り払い、舌打ちして席へと戻ってきた。

　そして上気しながら息を荒らげる日毬と、直立して震える凪紗に向けて、俺は座るように伝えた。二人は寄り添い、よろよろと支え合うようにしてオフィスチェアを二つ引っ張り出し、そこに腰かけた。二人はソファから距離を取りたいに違いない。

　すると杏奈が再びソファから立ち上がって、別のオフィスチェアを日毬のすぐ隣に移動させて腰かけ、ニッコリ微笑んだ。表情を引きつらせた日毬は胸を守るガードを強くした。

　皆が揃ったところで、俺は事の経緯を語っていく。日毬はチラチラと杏奈を警戒しながら肩を震わせていたし、凪紗はすくみ上がっているようだった。その間中、ずっと杏奈はニコニコと微笑み、日毬だけを見やっていた。

「──というわけで、昨日、杏奈さんが移籍することに決まったんだ。契約はまだだけど、その前にみんなに知っておいてほしい。この発表がなされたら、メディアは一気に騒ぎ出すだろうからな」

　あらかた俺が伝え終わると、千歳が興奮したような声を上げる。

「大事件ですよ……！　一年に一度あるかどうかくらいの……！　昔、テレビで普通に杏奈さんを見てて、まるで別世界のことだと思ってました。それが私も同じ事務所に所属することになるなんて……！」

「でも同じ事務所でも、仕事量や人気が桁違いなんだけどな」

「そっ、そうですけど、やっぱり嬉しいんです！　前代未聞の事件ですよこれは！」

　隣でずっと日毬を見つめていた杏奈が、明るく口にする。

「よかったね、ひまりん。いっぱいお話するようになっても、一生お手紙交換は続けようね。約束だよ」

　警戒感をさらに強めつつも、日毬はたどたどしくうなずく。

「う、うん……。杏奈とはいっぱいお手紙交換してきたし、直接いろんなお話ができるようになるのは嬉しいよ……。で、でも……お願いがあるんだ……」

「うん、何でも言って。ひまりんの願いなら、私、何でも叶えてあげるよ」

　胸をガードし、チラチラと杏奈を見やりながら、日毬はおそるおそる言う。

「あ、あのね……あんまり胸を触らないで欲しいんだ……。ちょっと変な感じになっちゃって……」

「ひまりんは嫌なの？」

　杏奈は首をかしげた。

「い、嫌っていうか……困るっていうか……。病気じゃないのかと心配なくらい、本当におかしくてね……。真っ白になるっていうか、気持ちが混乱するっていうか……全身がビリビリッてなって、なんだか変なんだ……」

「変って、どうなるの？」

「……」

　日毬は顔を真っ赤に染めて、うつむいた。

　しばらく杏奈は答えを待っていたようだが、日毬は下を向き、もじもじするばかり。

　やがて杏奈は、優しい口調で口にする。

「そっか。いつも無意識なんだけど、できるだけ努力してみるよ」

「本当に？」

　驚いたように、日毬は顔を上げた。

「うん！　私、ひまりんにたくさん喜んでほしいし。ときどき無意識で触っちゃうことあるかもだけど、許してくれる？」

「わかった……。杏奈が努力してくれるんなら──」

　そのとき唐突に差し出された杏奈の手を見て、日毬は身を仰のけ反ぞらせる。

「やんっ……」

　吐息を吐いて、ビクンと日毬は身体をわななかせた。いつものように胸をタッチされたと思ったのだろう。だが杏奈は触っていなかった。ただ手のひらを、日毬に向けて差し出していただけだ。

　咄嗟に日毬は目を白黒させながら、杏奈の手に視線を落とした。

「その代わり、永遠に友達だよ」

　杏奈は微笑し、そう言った。

　日毬は頰を染め、おずおずと震える手を差し出し、杏奈の手を握りしめた。

　握手をしながら杏奈は白い歯を見せ、日毬は上目遣いで恥ずかしそうに小さく微笑んだ。
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　西プロダクション社長室。

　俺と西社長は、分厚い契約書を交わしていた。両社にとって重大な行為である。

　契約は二つ。




（一）株式会社ひまりプロダクションと未来ホールディングス株式会社の間で締結する、西プロダクション株式譲渡を約した『株式売買契約』

（二）株式会社ひまりプロダクションと株式会社西プロダクションの間で締結する、片桐杏奈に関する移籍と、仕事をそのまま引き継ぐことに関する『移籍契約』




　重々しい儀式的な契約の締結が終わり、西社長はホッとしたように息を吐く。

「これにて契約は終了ですね。現在、うちの株価は騒ぎのおかげで七二六円にまで伸びています。妙な形で注目を浴びた結果、西プロダクションに興味のなかった投資家たちも割安であると知ってくれたようで、買いが集まっているようです。それをあえて安く譲って頂き、感謝しています」

「未来ホールディングスの持ち株比率は四〇％近くになりますね。まだまだ御社の株価は不当に低いままなので、もう少し買い進めておいた方がいいんではないでしょうか。できれば過半数まで」

「検討しています。今回の件ではコリゴリしましたからね……。相手が織葉社長であったことが不幸中の幸いです。これがもし筋の悪い投資ファンドだったと考えるとゾッとしますよ……。結果論ですが、つくづく良かったんです」

「我々としても、杏奈さんが移籍してくれたことは今後の大きな力になってくれます。杏奈さんはまだまだ若いので、活躍の余地はたくさんあるでしょうね」

「杏奈のことはよろしく頼みます。いろいろありましたが、杏奈がさらに飛躍してくれることを切に願っています」

「お任せください。ところで……杏奈さんのマネージャーだった森さんは、次は誰の担当になる予定ですか？」

　俺は気になっていたことを確認した。だが、そこまで知りたいわけでもない。あくまで世間話の延長線上だ。

　西社長は曖昧に応じる。

「まだ未決ですよ。森は入社三年目で、初めての担当が杏奈だったんです。生真面目なヤツだったので、役目をそつなくこなしてくれたと思います」

「せっかくですので、森さんも一緒に引き受けてもいいですよ。いや、我々はどちらでもいいので、御社の意向を重視します。もちろん杏奈さんの意見も重要ですね」

「……なるほど。一緒に連れだしてもらうこともできるというわけですね……。どうだろう……。うーん、どっちでもいいですね」

「西プロダクションとしては、重要な人材ではないんですか？」

「重要というか……まぁ、どの担当を任せても問題なくこなせるだろうなという安定感はありますよ。ですが営業力などに期待できませんし、とくに目新しい仕事をするわけでもなく……。いたらいたで使えますが、いなかったらいなかったで困らないかも……。考えれば考えるほど、どちらでも……。なんなら御社のお望み通りに対応しますが」

　森はあまり期待されていないようだった。ちょっと可哀想だ。かといって、仕事面でトラブルを起こす可能性も低そうである。だいたい俺の抱いていたイメージ通りの一般社員だ。

　ふと気づいたように、西社長は言う。

「ああそうだ。なんなら、杏奈も呼びましょうか。本人に聞いてみましょう」

「そうしてもらえると助かります。ぼくも西社長もどちらでもいいようですので、杏奈さんに決めてもらいましょうか」

　西社長が内線で連絡すると、杏奈はすぐにやってきた。

　俺たちが森の処遇の希望について伝えると、杏奈は素っ気なく口にする。

「森くん？　どっちでもいいよ」

　杏奈もどうでもいいらしい。

「あんまり気にしない感じかな？　それなら手慣れてるし、西プロダクションにいてくれたことで業界での顔も通ってるし、安心して杏奈さんと一緒に移ってもらえるんだけどな」

　杏奈は腕を組んで首をかしげる。

「そうね～。強いて言えば……顔見知りだから安心はできるかも。真面目なだけが取り柄だしね。でも、別に他の人でもいい気がする。嫌じゃないけど、望んでるわけでもないし……」

「困ったな。みんな、どっちでもいいらしい」

　西社長の言葉に、俺がうなずく。

「ですね。決められない。なら、このまま西プロダクションにいてもらうのが常道ではないかと」

「そうする？　いいんじゃないの、それで」

　投げ遣り気味に言った杏奈は、何かアイデアを閃いたように続ける。

「あっ、そうだ。こういうのはどうかな？　私、今まで通りタレント業を継続しながら、会社の社長にもなるわけでしょ？　だったらすごく忙しくなる。だからね、森くんをマネージャーというより、私の秘書として採用しましょ？　よく知ってる相手だから、私も扱き使いやすいしね。どう、そういうのは？」

「まぁ……杏奈がそうしたいなら、それで。いいですよ、森を連れていってもらっても」

　西社長は俺に向けて言った。

「なら、もらっておきましょうか。いや本当にどっちでもいいんですが」

「決まりね。私もどっちでもいいけど」

　森の意向には関係なく、三人の間で決まってしまった。オマケのようなものであるが、西プロダクションの社員だった相手で、かつ業界での悪い評判もない人間なら、杏奈の新会社で採用してもいいと思う。杏奈周りの仕事をすべて把握している担当者だから、うちとしても楽だった。

　そして西社長には断りを入れ、杏奈と一緒に側のホテルのカフェラウンジに森を連れだし、話をしてみることにした。
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　森の経歴の概要は、西社長から聞いてきていた。

　北海道大学を卒業し、新卒で西プロダクションに入ったらしい。森は北海道放送や大手制作会社など大半に落ちたが、実直な性格を評価されて西プロダクションに滑り込んだようだった。もともと映像関係に興味があり、逆に芸能界やタレントのファンではなかったことも評価されたようだ。目立たないが、言われたことを着実にこなし、勤務時間が不規則でも文句一つ言わず、淡々と仕事をする人物のようだった。俺が当初抱いていたイメージに近い男である。

　森を前にして、いきなり杏奈が切り出してゆく。

「森くん、転職してみない？」

「転職？　どこに？」

　森は大して驚かなかった。杏奈が突然ワガママを言い出すことに慣れきっている風だった。

「そんなの、決まってるでしょ。私たちのところ」

「つまり、ひまりプロダクションにってこと？」

　俺が横から口をはさむ。

「正確には、杏奈さんがこれからスタートする会社にってことになります。まだ会社はありませんが、そこに転職する意志はありませんか？」

「織葉社長、いったいどういうことですか？　そもそも、杏奈の会社って何です？」

　森は、あくまで杏奈が単に移籍するということしか知らないようだった。開けっぴろげな杏奈も、事の成り行きが速すぎたせいで、森に話す機会はなかったようだ。

　だから俺と杏奈が代わる代わる、順を追って話して聞かせた。もともと杏奈が移籍する最大の目的は、自分が社長になって経営をしてみたいからである。ひまりプロダクションならそれが叶うから、今回の話に繫がっているのだということを、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明した。

「──だからっ、森くんが私の会社の第一号社員ってこと。記念すべきことだよ」

　杏奈は当然のように言ったが、森は冷静に応じる。

「でも、そんなの決められないよ。西社長にも話をしないと……」

「社長にも話は通してあるもん。だから気にしなくていいの。要は、私のところに来るか、それとも今まで通り西プロにいたいかってことよ。もちろん来るよね？」

「話を通したって言われたってさ……いきなりだからなぁ……」

　さすがに森も、ここで決断を迫られるとは思っていなかったようだ。

　俺が訊く。

「森さんは、今の年俸はおいくらですか？　ボーナスも込みで」

「年収ですか？　ボーナスも込みで……三五〇万円くらいですね」

「年俸六〇〇万。まずはそれからスタートしてみましょう。働きによっては増額もありえます」

　俺が断定口調で言うと、森は血相を変える。

「ろ、六〇〇万⁉　そ、そんなに頂戴できるんですか⁉」

「ただし、西プロダクションと違って上場企業じゃないですからね。これからスタートする会社なんで不安定な職場ですよ。未来の保証はないと思ってください。会社がうまくいかなかった場合は路頭に迷うことだってありうる。この転職は森さんの人生にとって大きなメリットをもたらすかもしれないですし、後悔することになるかもしれません。それは森さんの働き次第……」

　森なら、万が一杏奈の会社が立ちいかなくなっても、ひまりプロダクションの一般社員として採用してもいいのではないかと思っていた。だから俺が今伝えたことは、入社を前にする社員に対し、経営者が誰でも言うような公式通りのことである。

「でも、森さんの給料を支払うのは杏奈さんですよ。杏奈さんが社長です。その下で働くわけですが」

「仕事内容は杏奈のマネージャーですか？　それなら想像しやすいです」

　杏奈が言う。

「もっと色んなことをやるの。私の秘書にしてあげる。私が『こうしろ』って言ったことはぜんぶやってもらうよ。それって今までと変わらないよね。いいよ、森くんなら。知らない仲じゃないし」

「杏奈のところの社員……。織葉社長、今決めないとならないでしょうか……？　少し時間を頂くわけには……？」

　森は俺に救いを求めてきた。給料には大いに惹かれても、杏奈に扱き使われるとなると今すぐ決断がしづらいようだった。

　怒ったように杏奈が森を見据える。

「何か不満なの？　ここで決めてよ。じゃないと、もう森くんなんて私いらない。二度と話もしてあげない」

「そ、そんな……。杏奈、頼む。俺だって色々あるんだ。西プロダクションに採用されたことは両親だって喜んでくれたし、何人かに相談しなきゃ」

「じゃあダメ。話は終わり。決断もできないの？　男でしょ？」

「うう……年俸六〇〇万……。わかった……。杏奈のところの社員として、働かせてもらいます……」

「なーんか釈然としないなぁ。嫌そう」

「い、嫌じゃないって！　そうじゃないんだけど、突然すぎて困惑してるだけなんだ。そりゃそうだろう。こっちは杏奈と違ってサラリーマンなんだぞ」

「今までは西社長と私の二人の指示に従ってきて板挟みだったと思うけど、これからは私だけじゃん。こんなに楽なことはないよ。最高の環境だよ」

「そ、そうかなぁ……」

「なーんかムカツクよ。やっぱりやーめた。森くんの採用、却下」

「待ってくれ……。やるってば……。いきなり杏奈が社長になるだなんて想像つかなくて」

「そればっかり。うじうじしてて嫌な感じだし、ホント想像力ないなぁ！」

「だからサラリーマンなんじゃないか……」

　二人はやはり慣れた相手同士だけに、気安く何でも話せそうな間柄だった。杏奈の会社の第一号社員としては、間違いなく適切だ。

「杏奈さんの会社の法人登記はすぐに行うので、それが完了次第、転職してもらいます。退職の準備を進めておいてください」

　俺は業務報告をするように森に伝えた。

　尚も森は不安で仕方がなさそうだったが、結局、転職には同意したのだった。
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　翌日の新聞──経済面に「西プロダクション、ＭＢＯを発表」という記事が載っていた。

　当事者の一人であるだけに、俺は驚いて新聞を読み込んでいった。

　西社長が支配する未来ホールディングスが一般投資家から株を買い集め、東証一部上場を廃止し、非上場企業に戻そうという試みである。西社長が提示しているＭＢＯの募集価格は一株九五〇円。

　俺たちが買い始めたときは六一二円で、昨日の終値は七一〇円だったから、十分に妥当な値付けだ。それでも解散価値が一三八七円ということは、このＭＢＯは経営陣にとってもメリットが見込める。

　すでに未来ホールディングスは四〇％近い株式比率を持っているから、あと少し買い増せば、完全に会社を手中にすることができる。このＭＢＯは成功するだろう。

　現在の市場環境から考えれば、上場している価値はほとんどない。経営努力しても株価が上がらず、投資家からは文句を言われるだけだ。それに上場しているだけで、監査費用など事業とは無関係の何億円もの出費を要求される。

　業界の筆頭企業として名を馳せていた西プロダクションが高く掲げた自らの旗を降ろしたことは、芸能界にとってひとつの象徴となる事件だ。芸能界の歴史が少しだけ変わった。
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　俺と由佳里は、ひまりプロダクションに杏奈と佐歩を呼び、二人を引き合わせていた。

　その上で会社の設立計画を語る。

「設立時の資本金は二億五〇〇〇万円。主な用途としては、欧州のキルシュトルテ買収に八〇〇〇万、それと当初から五店舗出すことを想定した資金になる。十分足りると思うけど、もし不足するようなことがあったら逐ちく次じ増資していくよ。金繰りの心配はしなくていい。それと、キルシュトルテも一定の利益は上げてるから、何も心配はないだろう」

「すごいよ由佳里……。なんか本格的だよ……。こんなことになるなんて……」

　佐歩は隣の由佳里の袖を揺すり、動揺を隠しきれないようだった。

「まだまだこれからだってば。テレビでこの会社が取り上げられまくったら、もっとビックリするからね」

「だって私はお菓子やパン作りしかできないから、自分ちの空き物件でこの仕事をやっていただけなのに……」

　俺はテーブル上に置いていた登記書類を開き、説明する。

「代表取締役には杏奈さん、取締役には佐歩さんになってもらう。あとは社員に森さんが入ると。ここまでＯＫ？」

　杏奈は軽い口調で言う。

「おっけ～。あ、そうそう、社長さん、私のことは呼び捨てでいいよ。西プロダクションでも、社長からは呼び捨てだったわけだし。ひまりんや千歳ちゃんも呼び捨てでしょ？」

「だったら、俺のことも社長さんって呼ぶのはやめた方がいいな」

「でも社長は社長じゃん」

「でもさ、杏奈さん自身がこれからは社長なんだよ？」

「あ、それもそうなんだ。私も社長だよね！　じゃあ何て呼べばいい？」

「好きなように呼んでもらっていいけど。見分けがつくなら何でも」

　心底こだわりはなかったので、投げ遣りに俺は言った。

　杏奈はしげしげと俺の顔を見つめてくる。

「うーん、そうね……それじゃ颯斗キュン。決まり！」

　そう言って、杏奈は俺を指さした。

「それは無理……」

　俺は頭を抱えた。

「え～、何でもいいって言ったじゃん！　すっごく可愛いと思うんだけどなぁ」

「あはは、愛らしくていい呼び名ですよ、先輩」

　由佳里まで俺を指さして笑い出した。

「だよねー。絶対、颯斗キュンだと思うんだよねー。私のなかでもう決めたの。ね、颯斗キュン？」

「頼む……杏奈さん、一生のお願いだ……それだけは……」

「あっ、ほら、まだ杏奈さんって呼んでる。許してあげない。颯斗キュン」

「颯斗キュン！　やーん、かわい～」

　由佳里は便乗し始めた。

「ねー。絶対可愛いよねー」

「由佳里まで悪ノリすんな」

　俺は由佳里を睨みつけてから、杏奈に視線を移して切々と口にする。

「杏奈、本当に頼む……。俺はここで一生分のお願いを使い果たしてもいいからさ……」

「どうする、由佳里さん？」

「どうしよっか、杏奈ちゃん？」

「その呼び名を変えてくれなきゃ家出してやるぞ。俺はもう二度と会社には出社しなくなると思うね」

　俺は千歳みたいにごねた。そんな呼び名を付けられるなら、もう本当にどうにでもなれだ。

「もう、しょうがないな～。でも、颯斗キュンが一生分のお願いをここですべて使ってくれるなら、頼みを聞き入れても割に合うかもね。なら、颯斗くん。うん、これにしよ。颯斗くんで決まりっ」

「それもどうかと思うが、まだマシか……。杏奈には敵わないよ……」

　ため息をついて、俺は続ける。

「話を戻すぞ。会社設立のストーリーはこうだ。『杏奈が欧州で仕事をしたときに、とんでもなく美味しく、地元の人々に愛され続けるドーナツを見つけ、これを日本に持ってこようと決意した』……テレビ的にはベストなシナリオだよ。ここまで、いいかな？」

「ヨーロッパで仕事かぁ……いくつか行ってるけど……どこだっけ？　街の見学もできないほど一瞬だったから、よく覚えてないんだぁ。着いたらすぐ現地に直行してカメラ回して、終わったら飛行機だったし」

「森さんにも確認したけど、杏奈は今まで計四回、欧州で仕事してる。パリ、ボンに一回、ローマに二回だ。キルシュトルテチェーンはベルリンだから、ややズレてるけど問題はない」

「へ～、結構行ってるんだね、私」

「でだ、杏奈が代表を務める会社で、キルシュトルテを買収して傘下に収めるわけだな。このキルシュトルテブランドが日本に上陸するとテレビで煽って盛り上げていくわけだ。つっても、別にキルシュトルテはブランドでも何でもないし、たしかに老舗だけど、そこまで有名ってわけでもない。それを無理やり日本でブランド化してしまおうってわけだな」

　由佳里が口をはさんでくる。

「先輩、今の話、ちょっと混乱したんですが……。杏奈ちゃんの会社がキルシュトルテを買収して傘下に置くわけですよね。でも、キルシュトルテが日本に上陸するっていうのは……？」

「テレビの報道や世間のイメージは、杏奈のやる会社はキルシュトルテの日本法人のようなイメージになる。佐歩さんが作ったドーナツはキルシュトルテで長年愛されてきたドーナツってことにして、『ついに日本上陸』と煽り立てる。佐歩さんは日本人初の、キルシュトルテの商品企画担当パティシエだ。実際にキルシュトルテのチェーンでも、このドーナツの販売を今すぐ始める予定になってる」

「……む。わかるようなわからないような」

「つまり、皆は本社が欧州にある老舗のドーナツ屋だと思い込むわけだ。だけど実際には、本社の実態は杏奈が日本で始める会社だというわけさ。この辺の資本関係は、どうせ世間にとってもマスメディアにとっても意味不明なことだろうから、その漠然とした状況を利用して、こちらに有利なイメージを創り上げてしまえばいい」

「世間はキルシュトルテが上の組織だと思い込むけど……実態は資本関係上、杏奈ちゃんの会社の単なる子会社チェーンだったというわけですか」

「そういうことになる。別にいいじゃないか。テレビ的に尤もっともらしければ」

「なるほど……」

　今度は杏奈が訊いてくる。

「そんな風に、チェーンを簡単に買収できるの？」

「日本も不況のように感じるけど、欧州はその比じゃあない。不況のどん底。企業買収がしやすい環境にあるんだよ。もっとも、キルシュトルテを買収したからといって、それ自体では特にメリットはあまりない。この老舗のブランドを使うことだけに意味がある」

「なんだか、妙ちくりんな話ですね」

「そうよね～。なんとなくわかったけど」

　言いながら、佐歩と杏奈は顔を見合わせた。

「今はイメージしづらいだろうけど、準備しているうちにわかるようになる。経営は基本、杏奈に一括して任せることになるよ。逐一、俺や由佳里と情報交換しながら進めていけば、要点は摑んでいけるはずだ。杏奈が経営者になりたいなら、最初に知識を仕入れて取りかかるより、実際の現場にいきなり投げ出されて、さまざまな実務を経験していった方が遙かに早いぞ。試行錯誤するのが最高の勉強だ」

「わかったよ、颯斗くん。私、頑張るね。昨日ひまりんからもらったお手紙でね、いっぱい応援してくれてたんだぁ」

「やはり颯斗くんっていうのはどうなんだろうな……」

　俺の困惑を余所よそに、由佳里が佐歩に向けて口にする。

「うちの寿司屋や、佐歩の鰻屋の数十倍、数百倍の売上になるからね。一気に楽になるよ。期待してて」

「本当にそんなになるなら、うちも鰻屋やめちゃっていいくらいなんだけど。お父さんもいい歳だし」

「それは続けようよ。やっぱり築地は私たちが仕切らないとね」

「鰻屋の経営が厳しいなら、いずれは新会社で買い取って、面倒を見てあげればいいよ。佐歩さんの会社でもあるんだ」

　俺の言葉に、由佳里がうなずく。

「そうそう。杏奈ちゃんが社長なんだから、うまくアレンジして、芸能人御用達の鰻屋にしたっていいの。局やスタジオから通いやすい立地だから、そういう作戦も取れるわよ」

「なんか本当にすごいことになってきたなぁ……。私はただ、ドーナツを焼いていただけなのに……」

「あとは新会社の名前さえ決まれば、さっそく登記してしまうつもりなんだが。住所はうちの事務所にしておくつもりだ」

「会社名、杏奈ちゃんが決めて」

　由佳里は促した。

「えー、いきなりだなぁ！　何でもいいの？」

　杏奈は声を上げた。

「何でもいい。杏奈プロジェクト株式会社とかでもいいんだ」

「あっ、それ。それでいいよ。颯斗くん、なかなかやるじゃん」

　またも杏奈は俺を指さして言った。

「いやいや、適当に言っただけだって。さすがにこの会社名はないよ」

「ううん、今ね、私のなかに電撃が走ったよ。私、わかるもん。ひまりプロダクションと対になってる感じがして、余計に気に入ったなぁ」

　冗談だと思ったが、杏奈は本当にこのネーミングでいいらしい。

　ひまりプロダクションという名前も俺が適当に付けたものだし、うちの所属タレントのブログ名なども数秒で決めている。だからまったくと言っていいほど俺自身は名前にこだわりはなくて、マーケティング上で問題がなければそれでいい。しかし、それを他人に押し付けるつもりはなかった。

　それなのに、杏奈はそれでいいと言う。杏奈プロジェクト株式会社……小学生が考えて取って付けたようなこのネーミング、いかがなものだろうか……。





◇






　杏奈が西プロダクションに出社する最終日。

　俺は杏奈を正式に譲り渡してもらうため、ここまでやってきていた。杏奈ほどの大物タレントの移籍であれば、それなりの形式を調えるのはちょっとした礼儀のようなものだ。

　社長室に通された俺は、西社長と社交辞令を交わしたあとで、契約を履り行こうする旨を確認し合った。俺の隣には杏奈が座っている。

「それでは織葉社長、よろしくお願いします」

　西社長は俺に向けて、深く頭を下げてきた。もちろん俺も、即座に下げ返す。

「わかりました。それでは失礼します」

　皆が揃って立ち上がったとき、杏奈がいつもの口調で西社長に声をかける。

「社長、いつでも電話かけてきて。美味しいお店、これからも誘ってね」

「……」

　なぜか西社長は返事すらせず、そっぽを向いてしまった。西社長の表情にも態度にも、契約を決めたときのような温かさがまったくないように感じた。社長室で西社長と会話を交わしたのはわずか一五分ほどだが、その間も、西社長はただの一度も杏奈に語りかけることもせず、それどころか視線すら合わせようとしなかったのだ。いったいどういうことだろうか。

　杏奈と俺が部屋を去るときも、西社長は声をかけてこず、エレベータ前まで見送ってくれるようなことすらなかった。

　社長室を出ると、森が待っていた。合流し、三人でエレベータに向かう。

「どうしたんだろう……。みんなね、すごく余所余所しいの。社長もそうだけど、社員の人たちも今日はあんまり口利いてくれなくて……。やっぱり私が移籍を決めたから、みんなにそっぽを向かれちゃったのかな？　最後の日だったのに……」

　杏奈が困惑している姿を見たのは初めてだ。いつも明るい杏奈でも、落ち込むことがあるらしい。

　森は深刻な口調で返してくる。

「それは俺も思った。すごく冷たいよな。会社組織なんて所しょ詮せんこんなもんか……。俺なんて成り行きで転職することになったのに」

「何？　不満なの森くん？」

「違うって……。杏奈はともかく、俺くらいには普通に別れの言葉をかけてくれてもいいように思ったんだけど……」

「私がともかくってどういうこと？」

　杏奈は、森に厳しい視線を向けた。

「だって、最初に移籍を決めたのは杏奈であって……」

「だったら森くんは転職やめなよ。私、森くんなんていらないよ」

「俺は別に西プロダクションに残ってもよかったんだけどな」

「じゃあもう着いてこないで！」

　険悪な雰囲気だ。冷たくあしらわれると、こちらの空気まで悪くなってしまう。

　俺は二人の間に割って入る。

「ほら、ここに来て喧嘩は良くないっての。お互いに人間なんだ。感情のもつれがあっても仕方がないじゃないか。気にしててもしょうがないよ」

「……ちぇっ」

　杏奈は、わざと聞こえるように舌打ちした。杏奈にはよくあることだ。

「……」

　森は深刻な表情で沈黙した。

　湿っぽい雰囲気のまま、俺たちはエレベータの前まで辿り着き、ボタンを押した。

　俺は森に話を向けてみる。

「森さんまで冷たく当たられたんですか？」

「そうなんですよ、聞いてください織葉社長……。みんなに最後の挨拶を告げて回ったんですけどね、さも興味なさそうな顔して、サッサと自分の仕事に戻ってしまうんです。『早く消えろ！』なんて暴言を吐いてきた人までいたんですよ、本当に。まさかこんなに適当にあしらわれて、追い出されるとは思わなかったです」

　すぐにエレベータが到着し、俺たちは乗り込んだ。

　つっけんどんに杏奈が言う。

「森くんはしょーがないんじゃないのー？　私とぜんぜん違って期待されてたわけじゃないし」

「杏奈だって同じような対応されてただろ。みんな杏奈に腹を立てて、嫌いになったんだよ」

「フンだ。いいもん私。これからもいっぱい活躍してやるんだから」

　プイと杏奈は横を向いた。

「自分たちの稼ぎに無関係となればこんなもんだろ。会社組織ってのは、現実はこうなんだよ。みんな、杏奈なんか嫌いなんだ。早く出ていってしまえばいいと思ってる。大嫌いなんだよ」

　あからさまな森の物言いに、キッと杏奈は森を睨みつける。

「やな感じ！　何その言い方⁉」

「だって本当のことだからな。西プロダクションのみんなは、もう二度と杏奈の顔なんて見たくないんだ。スキャンダルをばらまかれるかもしれないぞ」

「私にはスキャンダルなんてないもん！」

「みんな言ってた。『片桐杏奈を業界から抹殺しろ』って。そのうち杏奈は芸能界から追放されると思うね。惨みじめな末路だ。当然の報いって言葉を知ってるか？」

「……。なーんか、わざと怒らせようとしてない？」

　杏奈は冷たい視線を森に向けた。

　もうどうにでもなれという風に、森は吐き捨てる。

「この扱いは当然だろう。杏奈は西プロダクションの全員から、本当は物凄く嫌われていたってことを知っておいたほうがいいな。自分が好かれていると思い込んでたようだけど、完全に勘違いだ。憎まれてたんだよ。杏奈を追い出すことができて、西プロダクションのみんなは心から清々してるんだ。今だから明かしちゃうけど……杏奈の移籍が決まった日の夜なんて、関係者全員が集まって祝杯を挙げたんだよ」

「森くんなんかあっち行って。もう顔も見たくないよ……。やだな私……恥ずかしくて泣いちゃいそうだよ……」

　杏奈は目に涙を溜めて、両腕を震わせた。全力で涙を堪えようと懸命だったが、身体の震えは収まらないようだった。

　一階に着き、エレベータが開く。

　するとその瞬間、ロビーには盛大に花吹雪が舞い散った。同時に、拍手と歓声。

　目の前には、ズラリと西プロダクションの社員一同が並んでいた。エレベータからエントランスまで細い道が造られ、その両脇には社員たちが整列している。花道だ。

「えっ……⁉」

　杏奈はポカンと口を開け、惚けたようだった。

　今しがたの森の話はいったいどこへいったのか……左右に居並ぶ社員たちの顔は輝き、杏奈に心からの笑みを向けている。社員らのなかには、西プロダクションのタレントらも幾人か交じっているようだ。

　杏奈は何が起こっているのかわからないようで、目を見開き、呆然とその場に立ち尽くしていた。

　エレベータの開くボタンを押さえていた森は、もう一方の腕で、トンと杏奈の背中を押す。

「ほら、杏奈。みんな最後の挨拶をしたがってる。一人一人に言葉をかけてやってくれよ。全員、杏奈のことが心から大好きなんだ」

　杏奈はジワッと涙を溢れさせ、忌々しげに森に視線を向ける。

「私を騙したんだ……やっぱり森くんの顔なんかもう見たくないよ……」

　足を踏み出した杏奈を、側の社員たちがたちまち取り巻いた。

　杏奈は巻き込まれるように一人一人と握手を交わしていった。その度ごとに温かい言葉をかけられてゆく。

「杏奈、おつかれさま！」

「ひまりプロに行っても頑張って！　ずっと応援してるよ！」

「もし向こうが嫌になったらいつでも戻ってこいよ！　待ってるからな！」

「杏奈、卒業おめでとう！」

「これからも俺たちは片桐杏奈の大ファンだぞ」

　ふと見れば、杏奈は涙で顔を濡らし、嗚お咽えつのために言葉を返すことができないようだった。それでも言葉をかけた社員らはみな満足そうだった。

　社員やタレントたちと杏奈が握手を交わしているのを横目に見ながら、俺は森に声をかける。

「明らかに変だとは思ってたんですが……さっきのはやっぱり演技だったんですか」

「ええ、みなと事前に話し合って決めてたことなんですよ。杏奈を驚かせてやろうって。重大な役割を任されてしまったので、内心かなり緊張してました……」

「森さん、演技下手すぎ」

「ですよねー。誠にもって、仰る通りです……」

　森は申し訳なさそうに首を引っ込めた。

　しばらく杏奈を取り巻く喧騒が続いていたが、やがてエレベータが稼働し、誰かが降りてきたようだった。

　一階に着いたエレベータが開くと、それは西社長だった。西社長の手には、大きな花束。

　社員たちは、西社長と杏奈から一歩引いてスペースを空けた。

　西社長は杏奈の前まで歩を進めて、花束を差し出しながら声をかける。

「杏奈。今までよく頑張ってくれた。杏奈みたいに明るくて表裏のない子がいるって知って、毎日が驚きの連続だったよ。杏奈には、天性のアイドルとしての素質が備わっていた。出会えたことに感謝してる。西プロダクションの歴代クイーンに刻まれる、偉大なタレントだった。片桐杏奈を育て上げることができたのは、我々一同の誇りだ」

　その直後、ロビーには全社員の拍手が鳴り響いた。

　花束を受け取りつつ、杏奈が口元を押さえて涙する。

「みんなとこれからも一緒できなくて、ごめんなさい」

　嗚咽を押し殺した杏奈は涙を拭き、幾度か深呼吸を繰り返した。

　咳払いをし、息を整えているようだ。皆に向けて話そうとしているのだろう。こんな場面でも周りの期待に応えようとする姿は、やはりプロフェッショナルだ。

　杏奈は目を真っ赤にさせていたが、それでも一同を見回し、透き通った声で語り出す。

「友達のひまりんを見てて思ったの。命を懸けるくらいの目標があるなんて、すごく羨ましいなって。私は芸能界が好きだけど、命を懸けているのかなって考えたときに……やっぱりそうじゃないよねって、心のどこかで思ってた」

　一同は静まり、杏奈の言葉ひとつ聞き漏らすまいと耳を傾けていた。

「以前から私には、どうしてもチャレンジしたいことがあったんだ。西社長みたいになりたい。私も西プロダクションみたいな会社を作って、関わってくれるたくさんの人を幸せにしてあげたいと思う。もっともっともっと、すごくたくさんの人たちの人生に、テレビを通してなんかじゃなく、生身の身体で深く関わり合いたいって思う。みんなと一緒に悩んで、みんなと一緒に走って、みんなと一緒に笑い合えるような、そんな人間でありたい。それなら生涯の仕事にできるんじゃないかって……自分の命を捧げられるんじゃないかって想いが強くなってたんだ」

　杏奈は大きく息を吸い込み、朗々と声を響かせる。

「だから私は旅立ちます。これから勉強しなくちゃいけないことがたくさん。わからないことばかり。私なんかが本当にやれるのって、自問自答もしています。不安もいっぱいあるけれど、それでも私は生涯のすべてを懸けて、この目の前の壁にぶち当たってみようと思います。こうして応援してくれる人たちのため、大好きな友達のため、大好きな西プロダクションのため、大好きな日本のため……私は本気であがいてみようと思います。明日のみんなの未来のために」

　そして杏奈は、両手で花束を高々と掲げ上げる。

「ありがとう！　みんな、大好きだよ！」

　次の瞬間、盛大な拍手がロビー一面に鳴り響いた。居並ぶ一同は満足げな表情で、杏奈に温かい視線を向けていた。

　杏奈の側では西社長がうずくまり、大粒の涙を流している。

「うう……杏奈……杏奈ぁ……」

　西社長は誰憚はばかることなく泣いていた。普段はエリート然とした真面目な人で、こんな姿をするとは思わなかった。だがしかし、送り出す杏奈から「西社長みたいになりたい。西プロダクションみたいな会社を作りたい」なんて目の前で言われれば、ある種の衝撃を感じることはやむを得ないのかもしれない。どうして杏奈がひまりプロダクションに移る決断をしたのか、今ハッキリと理解できたような気がした。俺もそんな言葉をかけられてみたいなと、素直に西社長が羨ましく思えた。

「杏奈ぁ……杏奈ぁああああ……」

　まったく泣き止む様子もなく、嗚咽に身み悶もだえる西社長は今にも倒れ込みそうだった。

「あはは！　西社長、本気で泣いちゃってるよ。初めて見た。逆じゃないのー？」

　杏奈は西社長を指さし、カラカラと笑い声を響かせた。そんな杏奈自身も、うっすらと目に涙を溜めていたのだった。
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　杏奈の実家は、埼玉県さいたま市大宮区にあった。

　俺と由佳里は、杏奈の両親への挨拶に向かうため、混雑が激しい大宮駅へと降り立っていた。大宮駅は三本もの新幹線の往復路になっており、一四もの路線が乗り入れる日本有数の巨大ターミナルである。また大宮は、氷川神社の門前町として古代から栄えてきた。言い伝えによれば、氷川神社は孝こう昭しょう天皇三年（紀元前四七三年）に建立され、関東一円に多数の系列を持つ大掛かりな神社である。

　大宮駅東口の繁華街を通り抜け、入り組んだ路地の終わりに杏奈の実家はあった。周りには雑居ビルやマンションが乱立しているせいか、昼間でも日光が遮られてしまっていた。杏奈の実家はかつて、こぢんまりとした神社だったそうだが、いざ訪問してみれば鳥居もないし、賽さい銭せん箱もない。神社らしき場所も閉鎖されてしまっていて、運営されていないようだった。杏奈は、この場所にかつてあった神社を管理していた神職一家の生まれである。ちなみに近所の氷川神社とは別の系統であり、規模もまるで違い、何の関係もないそうだ。

　杏奈自身は仕事上の都合もあって、今は西プロダクションの側のマンションに一人暮らしをしている。大宮ならば東京都心に仕事に出かけることも可能な距離だが、トップアイドルである杏奈には電車通勤の選択肢はないだろう。

　挨拶もそこそこに、俺たちは奥座敷へと通された。奥座敷といっても普通のフローリングのリビングで、古めかしい外壁とは違い、なかだけリフォームされているようだった。

　テーブルを挟んで、俺たちは杏奈の両親と向かい合う。

「春菜の父、美城仁ひと史しです。わざわざご訪問頂いて恐縮です」

「母の美城佐さ枝えです。春菜がお世話になるそうで、あの子が騒々しくしないか今から心配しています」

「こちらこそ、彼女のような大物を迎えられて恐縮することしきりです」

　俺は丁重に頭を下げ、持参した菓子折を差し出した。

　ちなみに杏奈の本名は美城春菜である。片桐杏奈は、西プロダクションが名付けた芸名だ。

　すでに西プロダクションを通して両親の同意は得ていたが、移籍を公に告知する前に、俺たちの方も正式に挨拶に来なくてはならなかった。大事な娘を預かるのだから、礼儀を失してはいけない。

　挨拶もそこそこに、俺たちは和わ気き藹あい々あいと世間話に花を咲かせた。

　両親から聞き及んだところによれば、周りのビルやマンションはもともと神社の土地だったらしく、開発が進んだため売却したり、借地権の形で貸し出しているそうだ。旧大宮市の都市計画に従い、開発に協力したのだという。一般的な神社としての業務はほとんどなくなっており、父親はサラリーマンとして隣駅のさいたま新都心に通い、普通に会社勤めをしているそうだ。

　話が芸能界に及ぶと、父親が困惑した面持ちを浮かべる。

「あの子が芸能界に飛び込んだのは突然なんです。私たちもこんなことになるなんて思ってもおらず……」

「西社長からもお聞きしました。たまたま西プロダクションが出稿したオーディション広告を見て、ひらめいたんだとか」

　俺の言葉に、父親はうなずく。

「春菜にはときどき、そういうことがあります。物心ついたころからありまして、私たちも最初は大して気にしていませんでした。ひらめきが外れることも普通にありましたからね。別に百発百中でもなんでもないですし、子どもの戯言くらいに考えていたんです。でもね、春菜が中学に入ったころに気づいたんですが……ここぞというときは外さないんですよ。小さなことでは結構外すのに」

「だから私たちも、春菜が広告を見ただけで西プロさんのオーディションに受かると言い切ったときは、きっと受かるんだろうなと思ったんです。だから実際に大賞を受賞したと聞いても、何の感慨もなかったんですよ」

　母親も追従した。

　由佳里が訊く。

「不思議な力ですね～。天てん啓けい……とでも言えばいいんでしょうか。それはやはり神職に関係が？」

「そんなことはないと思いますが……なんともわかりません。それに、力なんかじゃありませんよ。勘のようなものです。少なくとも、私にはまったくそんな力はありませんし、私の父や祖父も、まったく。ただ……曾爺さんは易えき者しゃとしてそこそこ有名だったようで、関東大震災を言い当てたりだとか、当時の新聞で物珍しげに取り上げられたことはあったようですね」

　父親の声音には、自らの話をあまり信じていなそうなニュアンスがあった。

　由佳里が手を叩く。

「予言者じゃないですか。すごい！」

「いやいや、絶対に予言者なんかじゃありません。もし本当に予言する能力があったなら、今ごろうちは大富豪になってなきゃおかしいですよ。見てください、この元神社の敷地を。周りは建物に囲まれ、新規で訪れる人なんて誰もいない。しかもです、曾爺さんの話にはオチがありまして……実は株で大損しているらしく……おかげで周りの土地はその頃にずいぶん失ってしまい、ずっと貧乏だったようです。いやいや、本当にお恥ずかしい……」

　面白い話だ。ちょっとした小説にでもなりそうである。

「せっかくの勘も、自分の利益がかかってると乱れちゃうんでしょうか？」

　由佳里は不思議そうに首をかしげた。

「わかりません、サッパリ。いやでも、外れるときは外れるんです。春菜が何か言い出しても、積極的にアテにはしないでおいて欲しいところです。勘が良いくらいに考えておいてもらえれば」

　父親の話を、母親が引き継ぐ。

「その勘が、普通の人よりは研ぎ澄まされていることだけは私たちも知っています。春菜が新会社を始めるなんて言い出したのも、最初は変な人に騙されてるんじゃないかと思ったんです。タレントとしての知名度を誰かが利用しようとしてるんじゃないかって。でも、春菜がひらめいて、自分で言い出したんだって本人から聞きまして……それで、大丈夫なんじゃないかって思ったんです。よく聞けば、神楽日毬さんが所属する事務所で始めるというので、ひとまず安心しました」

「ですが事業の成功は時の運でもあります。私どもも全力でサポートしますが、成功するかどうかは何ともわかりかねるところです。ただ一つお約束できるのは、資金面でも契約面でも、春菜さんに責任を背負わせることはありません。彼女はいずれ経営者として、新しい産業の創出を自分の手で行っていきたいという強い意志を持っています。まずは環境を用意しますので、そこで勉強してもらえればと……。彼女の力がついてくればくるほど、私どもにとっても利益になると考えています」

　それから俺と由佳里は代わる代わる、大切に杏奈を扱うことを約束し、美城家をあとにしたのだった。





◇






　大宮駅までの道をゆっくりと歩きながら、由佳里はしみじみ口にする。

「うちの子たち、親御さんから話を聞いてみれば、やっぱりみんな家庭環境を反映してる気がしますね～。それぞれ特徴があって面白いです」

「そうだな。神楽家なんかマジもののサムライの家だし、工場経営者に共産主義者に神職ときた。強いて分類すると、千歳と杏奈は常識的な家庭の範囲内で、日毬と凪紗と栞はかなりのレアケースだよな」

「私の家が最も普通な気がしますね。つまり、最も常識人は私だったというわけです。ひまりプロダクションは私に支えられてるんですよ」

「よく言うよ」

「でも実は、先輩の家が一番極端なレアケースだったり……」

　俺は由佳里を睨みつける。

「俺の家のことは言うな。オヤジの顔なんて思い出したくもない」

「先輩って普段は落ち着いてて風格ありますけど……いざ家の話になると、急に子どもみたいになるんですよね。そういうの、意外と可愛いです」

「うっせ。おちょくるのはやめろ。いくら由佳里でも怒るぞ」

　さらに俺は怒気を強めた。

　しかし由佳里は動じない。

「ほらほら、そういうところが子どもみたいで可愛いっていうんですよ。颯斗キュン」

「……」

　俺は押し黙り、応えもせずに早足で歩きだした。反論するとドツボにはまりそうな気がしたのだ。

　由佳里はたぶん、俺の扱いに手慣れているとでも考えているのだろう。長く一緒にいて馴れ合ってきたせいで、それを否定しづらいのが辛いところだ。だからここは無視に限る。

「あっ、先輩、待ってください！　ヒールなんですよ、私！　女の子を置いていくなんて酷い！」

　由佳里は慌てて追いすがってきたが、俺は振り払い、一息に駅への道を駆けたのだった。
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　杏奈の電撃移籍を公式に認めるために、ひまりプロダクションでは記者会見を開いていた。

　だが記者会見の少し前に、ひまりプロダクションと西プロダクションが事前に取り決め、お互いにとって都合のよい芸能記者だけに密かにリークする形を取っていた。それゆえ、一部の朝刊紙面にはすでにスクープとして杏奈の移籍情報がすっぱ抜かれるスタイルになっていて、テレビ好き芸能好きの人々の話題をさらっていたのだった。なにせ杏奈は数年間にわたり国民的トップアイドルとして君臨してきた超大物級である。これで騒がなかったら、他に何がニュースになるというのか。

　壇だん上じょう、記者に取り囲まれた杏奈は堂々としていた。

　記者の一人が質問する。

「西プロダクションとひまりプロダクションの間で、株式市場を通した買収合戦が行われ、ニュースでも騒がれていました。今回の移籍とは何か関係があるんでしょうか？」

「株式のことはまだ勉強中でよくわからないの。でね、その話は知ってるけど、どういう関係があったのか私は知らないよ。間違ったようなことを答えたくないから、ノーコメントでいい？」

　杏奈には株式売買の経緯はある程度伝えてはいた。しかし知識面が追いつかず、杏奈がすべてを理解しているとは言い難い。しかも実際の戦いは、俺と西社長の間だけで繰り広げられた話だ。具体的なことは、杏奈は本当に知らないのである。

「西プロダクションとひまりプロダクションは、杏奈さんにとってどういう芸能事務所なんでしょう？　なぜ移籍を決断したのかまで教えてもらってもいいですか」

「西プロダクションは私にとっての故郷で、ひまりプロダクションは私にとってのチャレンジなの。西プロダクションは大好きだし、とっても感謝してる。でも私は、どうしても挑戦したいことができて、ひまりプロダクションに移ることに決めたんだ」

「チャレンジとは具体的にどういうものかお聞きしてもよろしいですか？　舞台で新しい役柄にチャレンジするとか？」

「ううん、私ね、自分の会社を始めることにしたの」

「自分の会社⁉　もう少し詳しくお聞きしてもいいですか？」

　質問していた記者は声を上ずらせた。

　杏奈とは事前に打ち合わせて、この記者会見の席で新会社の社長就任を告知することにしていた。注目を浴びる今が、最初のアプローチをするにはタイミング的にベストである。ただし、あまり詳しくは語らず、あくまで概略程度に留める方針だった。情報を小出しにコントロールすることが必要だ。どのような情報をいつ出していくか、そのタイミングは俺たちが計る。主導権を握るのは記者たちではなく、俺たちの方だ。

「少し前から準備を始めててね、会社の設立に合わせて移籍することになったの。ひまりプロダクションは芸能事務所だけでなく、いろんな仕事をしている会社だから、勉強させてもらうつもり」

「どんな会社なんですか？」

　矢継ぎ早に質問する記者は、非常に興奮した声音だった。眺めている視聴者の方が、なんだか焦って見み入いってしまいそうなトーンだ。テレビ向けに、そういう声音をあえて作っているのである。演出上、必要なことだ。

「私がヨーロッパで仕事をしたときに、びっくりするくらい美味しいドーナツを発見したの。その会社と契約を結んで、日本で独占して販売していく計画なんだ。期待してて。私が選んだ飛びっきりのスイーツをみんなに届けるからね」

「いつからスタートする予定なんですか？」

「もうすぐ。でも仕事もいっぱい抱えてるから、今はまだハッキリと断定まではできないかな。情報はちゃんと届けるから、待っててね」

「会社名は決まってます？」

「名付けて『杏奈プロジェクト株式会社』。ね、わかりやすいでしょ？」

　会見場に集まる記者たちは冗談だと思ったのだろう、温かい笑いが巻き起こった。

「面白い名前ですね。でも、本当の名前を教えてもらえませんか。みんな聞きたがっています」

「本当の本当に、『杏奈プロジェクト株式会社』だよ。私は可愛いと思うんだよね。何度も何度も自分の会社名をつぶやいちゃうくらい気に入ってるんだぁ。頑張ろうって気になるの。変かなぁ？」

　杏奈は可愛らしく小首をかしげた。記者たちはそれ以上、会社名には踏み込まなかった。

「同事務所になる日毬ちゃんは政治団体の党主としても、ファッションデザイナーとしても名を馳はせていますよね。ひまりプロダクションはタレントに対する縛りが緩く、かなり規則に曖昧な印象があります。自分の会社にチャレンジするに当たって、杏奈さんもそういうところが気に入ったんでしょうか？」

「そう言うけど、自分のお店を持ってるタレントさんはいっぱいいるよ。お寿司屋さんとか焼き肉屋さんとか、飲食店が多いかな。私だってその気になれば持てたもの。だから、規則に縛られたくないから移籍を決めたんじゃないの。ひまりプロダクションは所属タレントが少ない分、いろんな事業に積極的に携わっていてね、ここなら私も勉強させてもらえると思ったんだ」

「ひまりプロダクションは芸能界で暗躍している会社として、やや評判が悪いところもありますが……」

　記者は含みを持たせた言い方をした。週刊誌などで、ひまりプロダクションが叩かれていることを匂わせたのだろう。

「どうしてそんなこと言うの？　悪くないよ。一部の人が想像で書いてるだけだよ。私だって過去に、ありもしないこと、いっぱい書かれたもん。そんなこと言わないで」

　その後も記者から、ひまりプロダクションを遠回しに叩くような場面もあった。だが、大筋では予定通り。杏奈の新会社のことに触れることができたし、和気藹々とした雰囲気のなかで記者会見は終わってくれたのだった。
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　記者会見が終わって、帰りの車のなかでも杏奈はずっと喋りっぱなしだった。このマシンガントークにいつも対応しなくてはならない森は、苦労しているに違いない。今日は通常の仕事ではなく、移籍に関する重要な記者会見だったので、森ではなく俺がマネージャー役を務めたのである。

　ようやく事務所に帰り着いて地下駐車場に車を置き、杏奈と並んでエレベータへと向かう。

「いきなり会社始めちゃって大丈夫かなぁ。これでも不安なんだ。夜とか緊張しちゃって眠れないよ。でも思い返せば、芸能界に飛び込んだ直後もこうだったかもー」

　杏奈は伸びをしながら言った。息をするように話をする子だ。

　エレベータに乗り込みながら俺は気安く応じる。

「へー、意外な話だなぁ。その割には緊張してるように見えないぞ。いつも通りの杏奈だよ」

「頑張ってみんなには不安なところを見せないようにしてるからね。芸能界にいる以上、哀しい姿とか、泣いてる姿とか見せられないでしょ。どんなときでも私は私。それが私の務めだし、それが私の良いところだと思わない？　ね、颯斗くん？」

「そうだな。杏奈は今のままがいい。これからどんなことがあっても、杏奈は変わらないでいてもらいたいな。ずっと杏奈を追っかけてきてる多くの人も、同じように思ってるんじゃないか」

「だよねー！　私、どんなに成功しても、どんなに偉くなっても変わらないよ。これからも、ずーっと」

　エレベータを降り、俺たちは事務所に帰り着いた。公に移籍発表したばかりだから、本当の意味で杏奈は今日から俺たちのメンバーだ。

　杏奈を引き連れリビングに入ると、パンパンパンとクラッカーの音。

　千歳が第一声を上げる。

「杏奈さん！　新会社設立おめでとうございます！」

「おめでとう！　杏奈ちゃん、これからもよろしくね」

　ペーパーで作った三角帽のようなものを被りながら、由佳里が手を叩いた。

「おめでとさん。あんじょう頼むで。日本を代表する女優同士として、スーパーマルチタレント同士として、うちらはライバルでもある。よろしくしたってや」

　いつから栞はライバルに昇格していたのか。杏奈とでは、とうてい勝負にならない。まぁ栞なら近い将来、対抗できる逸材に化ける可能性は十分あると思うが……。

　杏奈は事務所を見渡す。

「うわー！　どうしたの！」

「うちの事務所の恒例行事なんだ。新しい人が加わると、歓迎会を開いてる。今日は杏奈と森さん、そして佐歩さんの歓迎会ってわけさ」

　俺はそう説明した。

　すでに森と佐歩は事務所で待っていたようで、一緒に杏奈を囲んでいた。

　だが歓迎会と言っても……杏奈は、ひまりプロダクションに入社するわけじゃない。杏奈はひまりプロダクション所属タレントになったわけであるが、社員ではなかった。別会社の社長である。そして森と佐歩は、これから杏奈が始める新会社に所属するという形だ。

　強いて言えば、ひまりプロダクショングループの中に新しく誕生した『杏奈プロジェクトグループ』の設立祝いといったところだろう。

　整理すれば、杏奈プロジェクトグループとの関係は、実際のところ次の二つのみである。




★杏奈とのタレント契約

★新会社への全額出資




　新会社の代表取締役社長には杏奈、そして佐歩は専務取締役、森は正社員だ。

　ただし、株式の一〇〇％をひまりプロダクションが保有していた。杏奈に対して日常的に経営指導を行い、株主として権利行使をしていくし、連結対象の子会社でもある。杏奈プロジェクトの売上・利益は、そっくりそのまま、ひまりプロダクションに全額が反映されるというわけだ。また、ひまりプロダクションの経営会議には完全子会社の代表として杏奈も必ず出席し、事業の足並みを揃えていくことになる。

　たとえばステッチラインの場合、ひまりプロダクションが保有している株式は五一％。しかし一〇〇％の株式を支配する杏奈プロジェクトは、さらに関係性が強い。加えて代表の杏奈が、タレントとして個人的にひまりプロダクションに所属しているのだから、ほとんど一体の組織でもあった。

　佐歩が進み出てくる。

「杏奈さん、改めてよろしくお願いします。杏奈さんと一緒にお店ができるなんて今でも信じられなくて、夢みたいな気持ちです」

　森も続く。

「妙な気分だけど、こっちでもまたよろしく。まさか杏奈の部下になる日があるなんて想像してなかったよ」

「どんな雑用でも仰せつけて下さい。いかなる任務でもこなしてみせます。以降、お見知りおきのほどを」

　礼儀正しく壮司が頭を下げた。

　おそるおそるといった風に凪紗が口にする。

「片桐殿、今後ともよろしくお願いいたします……。で、できましたらどうか……これからは胸を揉まないでいただければと……。なぜか全身が痺しびれて目が眩くらみ、幻げん惑わくされてしまうのです……」

「みんな……ありがとう……。とっても嬉しいよ……。でも、森くんや佐歩さんも祝われる側じゃないの？　私だけ祝われてる感じ」

　杏奈が胸を押さえながら言った。

　由佳里が応じる。

「杏奈ちゃんが到着する前に、すでにお祝いの言葉はかけちゃったからね。最後が杏奈ちゃん」

「なぁんだ。残り物かぁ。でも、残り物には福があるっていうよね。だから私、喜んでいいんだよね？　ね、ひまりん？」

「う、うむ……。杏奈……参加おめでとう。これからもよろしく……」

　なぜか日毬は声を震わせていた。よく見れば、怯えているように見える。

　ズイと杏奈は日毬に近づく。

「ついに来ちゃったよ、ひまりんのところ。ひまりんを最初に見たとき、こうなる予感がしたんだよね。いっぱいいっぱいお話しよ。大好きだよ、ひまりん」

「わ、私も……」

　胸を両腕でガードした日毬は、うつむきがちに紅くなり、上目遣いに杏奈を見やっていた。

　それから飲み物を片手に乾杯を交わし、食べきれないほど注文したデリバリーの食事をめいめいが自由に摘つまみ、話し込み始めた。これだけの人数になると、やはり近場にいた人同士で複数のグループに分かれてしまう。三～四人くらいが話しやすい。

　俺の小グループには、主役の杏奈と、デリバリーの手配を一手に引き受けた壮司がいた。

　リビング内を見渡しながら俺は言う。

「ひまりプロダクションと杏奈プロジェクトのメンバーを集めると、合計一〇名か……。さすがにこれ以上の所帯になってくるなら引っ越しも考えないとな。このマンションの他の部屋を借りて拡張もありえるけど……できれば事務所を分けたくないところだ」

「そうですね。同じ会社内なのに往き来が容易ではないと、どうしても心理面で距離ができてしまいます。同じ室内の方がいいでしょう」

　壮司も同意した。

　杏奈は下を指さす。

「当面は、杏奈プロジェクトのメンバーもここでいいんだよね？」

「ずっと一緒さ。日毬の政治結社だってうちの事務所内にあるんだ。杏奈のところも同じだよ」

「そっかぁ。人が増えると、たしかに狭いよね」

「急ぎ、引っ越し先を選定しましょうか？」

「そうだね。じゃあ佐々倉さんに任せるよ。賃貸でも、購入でもいい。もちろん今みたいなマンションじゃなくて、オフィスビルだっていいよ」

「了解しました。隣に『きれいなネット政治推進協会』で借りているビルもありますし、千歳さんや栞さんの自宅になっているマンションもありますから、近場がいいでしょうか。とにかく急ぎ対応いたします」

「西プロダクションは普通のオフィスビルだったけど……こうして見るとマンションもいいなぁ！」

　杏奈が感嘆したように声を上げた。

「まぁ、ここは高級物件だからさ。ただ都心マンションだと、広い部屋がないんだよ。二〇〇平米くらいのところがあればマンションでもいいんだけど」

「新築マンションの同階の部屋をすべて買って、フロア丸ごと使用してしまうのもアリかもしれませんね」

　壮司の提案に、俺はうなずく。

「それでもいいな。臨機応変に判断してくれていいよ」

「だったら、みんなの部屋も作れるね。千歳ちゃんも栞ちゃんも、事務所内に住めばいいんだよ。颯斗キュンだって住んじゃえば、通勤しなくてもいいじゃん」

　意気揚々と杏奈が言った。

「……。は、颯斗キュン……ふふ……」

　壮司は口元を手で塞ぎ、必死で笑いを堪えていたようだった。しかしチラと俺の顔を見た瞬間、ついに堪らずといった風に吹きだす。

「ふふふ……ははははははは！　ゴホッ、ゲホッ、し、失礼しまし……ははははははは！　ゴホッ、すみません。ま、誠に……誠に申し訳なく……」

「ほら……。だからキュン付けはやめてくれって言ってるじゃないか……」

　心底から俺は参った。変なアダナを付けられた方がまだマシだ。

「ついつい！　だって颯斗キュンの方が可愛いよ絶対」

「可愛いとかいう問題じゃない」

「ははははは……ゴホッ……ゴホッ……」

　壮司は懸命に笑いを堪えているようだった。やはり公衆の面前で「颯斗キュン」呼ばわりは拷問だ。

　懸命に平静を装う壮司に、杏奈が口にする。

「そうだ、ついでに佐々倉くんの呼び名も決めたいよね。どんな風に呼ばれたい？」

「私ですか？　何でも結構ですよ」

「だったら……そうね～。佐々倉壮司……なんだか武道家っぽい名前だよね……。可愛さ成分が足りないんだと思うな」

　しばし壮司の顔を覗き込んでいた杏奈が、ポンと手を叩く。

「よし！　佐々倉の佐を取って『さっちゃん』、壮司の壮を取って『壮ちゃん』……どっちがいい？」

「では『壮ちゃん』でお願いします」

　寸分の迷いもなく、壮司はキッパリ答えた。満まん更ざらではなさそうだ。

　やや頰を染めた壮司は初めて見る。壮司に限って過去に杏奈のファンだったということはあるまいが、しかし騒動の最中に杏奈を知り、ファンになったという可能性ならありうるだろう。

「決まりッ！　よろしくね、壮ちゃん！」

「よろしくお願いいたします。事務員として、誠心誠意、杏奈さんをサポートさせて頂きます」

「ところで壮ちゃんってさ、一癖あるよね。ううん、二癖かな。私、なんとなくわかるんだぁ」

　何の気なしに、杏奈は軽い口調で言った。

「……」

　ほんの一瞬、壮司の顔つきが動いたように思われた。見間違いだろうか。まさか壮司が動揺するようなことはないだろうが……。

「ひまりんを悲しませるようなことだけはしちゃダメだよ。約束してね」

　杏奈は壮司に、アイドル然とした笑顔を向けた。

「……も、もちろんです。天地神明に誓って……」

　壮司はポーカーフェイスを保とうとしているようだったが、心なしか、どこか余裕がなくなっているように感じられた。
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　最上階ラウンジ。

　こちら側の席には俺と由佳里。テーブルを挟んで向こうには、杏奈プロジェクトの創業メンバー──杏奈、佐歩、森だ。

　俺は資料を差し出しながら言う。

「一号店は銀座大通りのファッションビル一階を押さえた。狭いが人の流れも多いし、すごく目立つ場所にある。建築デザイナーに内装のプランをいくつか考えさせてあるから、杏奈が決めてくれ」

「わー！　どれもお洒落な感じだね。迷っちゃうよ。佐歩ちゃんはどれが好み？」

　杏奈はテーブルの上にデザイン資料を並べ置いた。

　佐歩は迷いながらも指さしていく。

「私はこれかなぁ。でも、こっちもいいし……」

「待ってくれ。細かいことはあとで話し合ってほしい」

　目の前で悩み始めた女の子たちを制し、俺は説明を続けてゆく。

「俺の方で今まで準備していたものをまとめたから、事業を進めるにあたって最低限のものは取り揃えてあると思う。事業プランもだ。ただしプランに不満があれば、杏奈の判断で変更を加えていって構わない。いろいろ悩むと思うが心配ない。もし問題が発生するようなことがあったら、俺が必ず対応するから、遠慮せず自由な発想でやってみることだ」

　渡した書類を杏奈はパラパラとめくりながら口にする。

「お店ってもっと簡単なのかと思ったのに、すごくちゃんとしてるなぁ。数字も細かすぎてわかんない。私、こんなの作れないよ」

「これは最少限度のものだ。杏奈もきっとできるようになる。これから毎週日曜日の経営会議には、杏奈プロジェクトの代表取締役社長として、杏奈にも毎回必ず参加してもらうぞ。そこで事業の進展を報告してもらうし、大方針についても相談していこう」

「わかったよ、颯斗くん。責任重大だね」

「だが、いつでも二四時間、少しでも悩んだり困ったりしたことがあれば、俺か由佳里に連絡してほしい。手の空いている方がすぐに対応するからな」

　今後、俺の方で計画は立てていくが、それを基に杏奈がどうアレンジを加えていくかは自由だった。それで杏奈がもし失敗しても、俺は構わないと考えていた。何もかも最初から順風満帆にいくわけがない。失敗は、経験を積み重ねる上で避けて通れない道である。

　杏奈プロジェクトの資本金二億五〇〇〇万円が、何らかの間違いで消え失せてもいいのではないだろうか。いや、そのくらいの状況に追い込まれた方が、杏奈の人生にとって必ずやプラスになるだろう。それが杏奈を譲ってくれた西プロダクションに対する責任でもあった。

　そして杏奈が経験を積んで経営者として成長してくれることこそが、遠回りなようでも、本当の意味でひまりプロダクションに大きな利益をもたらしてくれるようになるはずだ。

「杏奈は今までと同様のタレント業をこなしながら、さらにこの仕事に取り組んでもらうことになる。無理は承知だ。だから急ぐ必要はないぞ。佐歩さんや森さんの手助けを得ながら、着実にやってみてほしい」

「ひまりんだってデザイナーを並行してやってるんだよ。私だってきっとできる」

「そりゃ日毬はたしかに大したものだが……経営者の業務とは比べられない。杏奈はすべてを見て、すべてを管理しなくちゃならないんだ。専属で経営したって大変なのに、杏奈の場合は日がな一日タレント業でも走り回らなくちゃならないんだからな。並の人間だとこなせない」

「たくさん売らないとなぁ！　自分がタレント業で上げる収入よりも、早くドーナツの売り上げを多くしたいよ。お店も一店舗だけじゃダメだよね。全国にたくさん作らなきゃ」

「販売計画についてはまったく問題ない。あんまり焦らず、店舗マネジメントをしっかり学び、杏奈と佐歩さんと森さんのチームワークを構築することに専念した方が、回り道なようでいて、実際には早く多店舗展開ができるようになるだろう」

　由佳里が口をはさむ。

「杏奈ちゃんが社長を務める新会社というだけで、注目度は抜群なの。最初は私たちも、局にどうやって佐歩のドーナツをねじ込もうか考えてたんだけど……今はむしろ逆にね、どうやって局の動きを封じようかに悩んでるくらい」

「連中は節操ないから、下手すると荒らされてメチャクチャにされるからな。広告には、適切な案配というものがある。やり過ぎると、俺たちが繰り出した刃が、逆にこちらに跳ね返ってきて致命傷を負うことだってあるわけだ。杏奈という刃が強すぎるからこそ、ややセーブして取り組まねばならないんだよ」

　俺ができるだけ正確に補足した。

「でも『Kagura』ではひまりんが前面に立ったでしょ？　私より、ひまりんの方がタレント力があると思う」

「覚えてないかな？　『Kagura』の場合はね、最初は誰も、日毬ちゃんのブランドだって知らなかったの。徐々に盛り上げていって、ある一点を越えた時点でオープンにしたのよね。その計画性が、あのブランドの勝負だった。あえてそう演出したわけ」

　由佳里の話を俺が引き継ぐ。

「だが今回は、万人が杏奈の会社が売り出すドーナツだと知っている。状況が違うんだ。どの情報をメディアに流し、どれを伝えないでおくか……その差さ配はいは難しいから、俺と由佳里に任せてもらいたい。だがリアルタイムに杏奈とは情報をやり取りしていくし、広告面で杏奈に番組に出演してもらうこともたくさんあるだろう。最初はニュース報道に乗せようと考えてる」

「了解！　任せといてよ」

　俺は、静かに腰かける森を向く。

「では森さん、引き続き杏奈のマネジメントはお願いします。仕事は倍増しますが、過労で倒れそうなほど忙しいときは、ぼくか由佳里に声をかけてもらえれば代わりますから」

「大丈夫です。年俸めちゃくちゃ増えたので……。それ以上、しっかり働きますよ」

「ちなみに森くん、これからはマネージャーじゃなくて秘書だから。ちゃんと名刺は秘書って肩書きにしてよね。その方が、私が社長っぽいからね」

　そんな杏奈の命令に、森は苦笑いを浮かべながらうなずいた。
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　俺はリビングで壮司と向かい合っていた。

「新事務所ですが、ひとまず二案用意しました。一つめ。竣しゅん工こうされたばかりの低層マンションがあります。場所は市いち谷がや砂さ土ど原はら町。急な坂を登り切った高台にあります。五いつ菱びし地所の分譲で五階建て、大変グレードが高いのですが、売り出し価格を間違えたようで、最上階がすべて空いています。最上階の七〇～九〇平米が五部屋……これをすべて購入して、うちの事務所にしてもいいのではないでしょうか。すべて使うなら、内廊下まで事務所として使ってもいいと内ない諾だくを頂いています」

　マンション販売用の分厚いパンフレットの数々を並べながら、壮司は言った。

　俺はそのうちの一つの資料を取り上げ、捲ってみる。

「砂土原町の五階建てね……。うちみたいな芸能事務所は、ちょっと周りから浮きすぎないかな？　マスコミが集まったりすると、近所に嫌がられるかもしれない」

「それはそうかもしれません。ただ、都合よく特定階がぜんぶ売れ残っている竣工済みが都心では見つからなかったんですよ」

「いくら？」

「まだ竣工した直後ではありますが、すべて購入するなら定価から二〇％引いてもらえるそうです。ぜんぶで六億三〇〇〇万円」

「ちょっと高すぎるな……。利回り計算すると……表面で五％くらい？」

「四・三％です」

「この辺じゃ仕方ないけど、酷い利回りだなぁ……。ダメだそれじゃ。賃貸で探した方がいいよ」

「ですね。マンションで広い場所を確保しようとすると、どうしても範囲が狭まってしまいます。あえてマンションにこだわるなら、豊とよ洲すや有明の方面であれば在庫が豊富ですし、特定階を丸ごと確保も可能です。新築をロット単位で購入する条件で大幅割引きしてくれるデベロッパーはすぐに見つかりそうかと……。売り出し価格から三割四割引きとなれば、利回り計算上も九％前後まで持っていけると思います。予算もかなり抑えられるはず」

　悪くはない。複数の大手キー局もあるし、湾岸で毎日海を見て過ごすのも気持ちがいいだろう。しかし俺は腕を組んで悩む。

「いや～、どうだろうなぁ……。あっちの方は俺もまったく判断がつかない。少し昔は東王印刷も向こうにだだっ広いだけの倉庫を持ってたんだけど、ぜんぶデベロッパーに売り払ったんだよね。一戸や二戸ならともかく、下町や湾岸に大人買いはしない方がいいよ。わからないことには手を出さないでおこう」

「了解しました。二つめはビルの一棟買いです。新宿御ぎょ苑えん駅から徒歩三分、まさに新宿御苑の前のビルです。築六年の一〇階建てが八億五〇〇〇万。加島建設が施工しています」

　差し出された写真を見た。お洒落なビルで、新宿御苑の前の通りにあるビルだ。広さも十分。素晴らしく立地がいいし、前の通りは広いわりに車の交通量も少ない。この辺なら地盤も良好である。

「……ん？　これ……かなり安いよね？」

「そう思います。表面利回りでも九％は確保できるので、かなり安めだと思います。この場所に、この築年で利回り九％あれば……市場に出ればすぐに売れるかと」

「どこからの情報？」

「銀行から直です」

「何か問題あるビルなの？」

「まったくないようです。私も確認してきました」

　こっちの方が遙かに良い。先の二つとはとても比較できないパフォーマンスである。壮司もそのくらいわかっていただろうが、優先はマンションだったので、あえてそちらから開示してきたのだろう。

「今から見に行こう。現地を見て良かったら、すぐにここで決めさせてもらおう。つうか、これなら買わないともったいない。少し景気がよければ一五億つくな。杏奈はマンションが気に入ったようだったが、ここなら納得してくれそうだ。日毬の家からも近いしさ」

　現地の状況はよくわかる。重々チェックする必要もない。建物を実際にこの目で見て最終確認したいだけだ。相場が高いか安いかくらいは知っているから、株式の売買みたいな感覚である。

「了解しました。今すぐ銀行に連絡して手配します」

「考えてみれば、このビルなら一階で杏奈のお店をやってもいいな。うん、これはいい」

　ビルの状況を書面上で何度も確認し、しきりに俺は感心した。差し押さえた物件を銀行が処分しようとするのは日常茶さ飯はん事じだが、タイミング次第でこういう優良物件に出会うことがある。通常の不動産流通マーケットに乗れば、今の景気でも優に一〇億円超えの価格で売買されるに違いない。

　壮司は銀行に連絡をするため自分の机へと戻り、電話を掛け始めた。

　事務所には、杏奈と千歳だ。杏奈はつい先ほどまでここで、建築デザイナーと店舗設計について打ち合わせていたところである。

　日毬と栞は仕事で出払っていた。『ひまりんプロジェクト』の撮影である。付いているのは由佳里だ。凪紗の仕事は休みなので、剣道場で門下生を相手にしているころだろうか。

　俺は席を立ち、資料と睨めっこしている杏奈に声をかける。

「杏奈。ちょっといいか？」

「何？　颯斗くん」

　杏奈は顔を上げた。

「うちの次の事務所、オフィスビルにしようかと思ってるけど、問題ないか？　マンションは投資の効率が悪くてな」

「いいよ～。私が決めることじゃないし。こういうマンション事務所は初めてだったから、なんとなくいいかなと思っただけ」

　千歳が横から話しかけてくる。

「社長。杏奈さん仕事しすぎてると思いませんか？　さっきまでテレビ局で収録してたのに、帰ってきたら打ち合わせで、またこれからスタジオ入りするんですよね？　『Kagura』のときの日毬先輩を見てるみたいです」

「千歳ちゃん、心配しないで。一号店開店までもうすぐだからね。私も毎日新しいことが学べて新鮮だよ」

「日毬先輩はインフルエンザで倒れることになったんで、杏奈さんもあまり無理しないでください」

「うん。ありがとー」

　ぼそりと俺は言う。

「どこかのアイドルもこのくらい仕事してくれればいいんだが……」

「私は事務員をとても頑張ってるんです！　みなさんの体調を心配するのも事務員としての大事な仕事なんです！　自分にできることを丹念にやってるんです！」

「事務員が体調管理の仕事をするなんて初めて聞いたぞ。部活のマネージャーみたいな仕事だな……」

「どんな仕事なら私にできるか、無我夢中で考えたんです！　お掃除や買い物は佐々倉さんがぜんぶやってしまうんで、私はコミュニケーションを頑張ろうって決めたんです！　これしかないんです！」

　まさに命懸けといった様子で千歳が断言した。

「わかったから興奮すんな……。まぁ、頼むぞ」

　俺は曖昧にうなずいた。

　別に千歳が何をやろうと自由だし、やりたいようにやらせるつもりだった。千歳はロクに仕事ができずとも、あれこれ必死に走り回って空回りしているだけでも、案外、会社の雰囲気が明るくなる。みんなが千歳の一挙きょ手しゅ一投とう足そくにヒヤヒヤし、心配しながら見守ることで、会社内は妙な一体感を得ることができていた。これはこれで、悪い役回りではないのだ。
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　俺は杏奈と打ち合わせをしていた。

　新会社の設立や準備のために、打ち合わせをしなくてはならないことが頻繁にある。基本的に杏奈に一任していたが、やはり杏奈は未経験のことが多いため、俺の方で軌道を調整していく必要があった。

「広告宣伝だが、今回はあえてエンタメ系の番組では取り扱いさせないつもりだ。杏奈が社長というだけで、幾らでもマスコミが勝手にやってくるが、できるだけシャットアウトしてほしい」

「お店や新会社のことを聞かれたら、『ノーコメント』で通せってこと？」

「そうだ。すでに杏奈が社長を務めるということを告知しているから、それだけで十分。ニュースでも報道済みだ。あとは余計なことは口をつぐんでほしい」

「もったいない気がするなぁ。大々的にやっちゃった方がいいんじゃない？　私、ものすごくお客さん集める自信あるんだよ」

　杏奈は不満そうだった。気持ちはわかるが、メディアは必ず手の平を返す瞬間がくる。杏奈といえどもだ。もし杏奈が事業経営でかなりの利益を得ているとなれば、叩きどころ満載だろう。

「それが逆に良くない。お店のスタート前から話題を爆発させると、同時に叩きも始まることになる。だから最初は堪えてくれ。杏奈が新会社にチャレンジ中だと、世間に知っておいてもらえば十分だ。ファンが買いに来るだけでも長蛇の列ができるだろうから、それ以上のことは何もしない。少なくとも三ヶ月は、ブームづくりはなしだ」

「どうしてそんな回りくどいことをするの？」

「最初だけ儲ければいいという話じゃないだろう。そりゃテレビをフルに使って、杏奈が前面に立って客を呼び込めば、冒頭の爆発力で一〇億は稼げるんじゃないか。だけどすぐに飽きられちまうぞ。一度使い古されたネタは、その時点で終わったように感じるものなんだ。杏奈のお店は一発屋じゃない。いつまでも愛されるお店を目指したいだろ？」

「もちろんだよ。私はずっと会社を続けていく。もっと大きくしていきたいんだ」

「だからこそ、ちゃんとドーナツの美味しさを知ってもらって、お店の売上・利益ともに好調で、杏奈がしっかり経営をしているという裏付けを作ってから露出していくべきだろう。杏奈の知名度は抜群だからこそ焦る必要なんかない。地に足がついた実力を見せつけていく方が、長い目で見たら遙かに広告効果が高くなる」

「そっか。宣伝すれば何でもいいって問題じゃないんだね。私、安易に考えてたよ」

「その辺は調整していくよ。これでもプロの端くれだ。任せてくれ」

　滔々と杏奈を説得していると、日本大志会の部屋から日毬が出てきて、俺たちが座るソファにやってきた。

　日毬は何か話したそうにしていたが、杏奈をチラチラと見て、躊躇しているようだった。

　だから俺から声をかける。

「どうした？」

「どったの、ひまりん？」

　杏奈も顔を上げた。

「う、うむ……。あとでもいいのだが……」

「いいよ。座りな」

　そう俺が促すと、日毬はおずおずとソファに腰かけた。杏奈を真ん中にして、俺と日毬が向かい合う。

　上目遣いでおそるおそる、日毬は杏奈を覗き込む。

「杏奈……打ち合わせ中、ごめんね」

　いつも杏奈の前でだけは、なぜか日毬はしおらしくなる。急に気弱な女の子っぽくなって、やたらと可愛らしい。もしかすると本当の日毬の素は、こちらの方なのかもしれなかった。

　杏奈が優しく応じる。

「いいんだって。私もひまりんのお話聞きたいし」

「抱えてるのは資料か何かか？」

　俺が訊くと、日毬はいつもの口調で重々しく語る。

「党員のデータだ。実は日本大志会の党員数が、つい今、三万人を突破したんだ。これは記念すべきことだと思う」

「すごいな。本当に感服するよ。いくら世間で猛烈に騒がれたからって、新興の政治結社がそんなになるものなんだな。だって毎月ちゃんと金を支払ってる人数だろ？　予想を超えてた」

　俺は素直な感想をもらした。俺は当初、万単位に届くかどうかすら微妙だと考えていたのに、人数を減らさず堅調に伸び続けているらしい。

　三万人が毎月三〇〇〇円を払うわけだから……年間にすれば一〇億八〇〇〇万円もの党収入だ。しかも日本大志会は宣伝費もかけていないし、人件費すらかかっていない。大半の資金が党に残るという、稀まれに見る団体でもあった。

　日毬は姿勢を正して語る。

「これも真面目な党運営を心がけてきたからだと考えている。このまま政権奪取まで一気に成し遂げたい。国の行く末を嘆くのは、もうお終いだ」

「国会議員や地方議員を一人も有していないのに、日毬のカリスマだけでここまで伸びてくるのは異常事態だよ。つっても政治結社というより、ファンクラブみたいなものかもしれないが……」

「私はもっとずっと増えると思うよ。だってひまりんの団体だもん。一〇〇万人になるのもすぐだよね」

「うむ。一〇〇万人は堅いだろう。私は党員一〇〇〇万人を当面の目標としている」

　頑として日毬は言い切った。

「やっぱり毎日、日毬の写真を専用ページにアップしているのか？」

「もちろんだ。颯斗のそのアドバイスのおかげで、勢いよく増え始めたのだからな。専用ページにアップした写真は、毎月一回きちんとまとめて、会報に同封して送るようにしている。今では製本や発送作業は業者に丸投げしているが、写真だけは欠かさず撮り続けるよう頑張っている」

「それ、私もたまに一緒に写ってあげる。一週間に一度くらいは一緒に撮ろう。ね？」

「杏奈が⁉」

　日毬は意表を衝かれたようだ。

「だって私も党員なんだよ？　ちっとも不自然じゃないって。そしたら、私のファンの人も党員になってくれるかもだし。事務所の許可は、颯斗くんがくれるって」

「それは嬉しい限りだが……颯斗はいいのか？」

　日毬と杏奈は期待がこもった視線で俺を見やってきた。

　本当なら、芸能プロダクションとしては大いに好ましくはない。しかし、ひまりプロダクションはタレント個人の自主性を重んじるプロダクションである。だからこそ日毬が売れたのだ。

「まぁ、仕方ないな……。うちはそういう事務所だしな。杏奈も、そういうのも込みでうちに移籍してくれたんだろ？」

「うん！」

「いいよ、いいさ。好きにしな。ただし、どんな露出をする予定かは逐次報告してくれよ」

「颯斗……ありがとう。杏奈が手伝ってくれるなら、日本大志会の伸び率は格段に上がるに違いない」

「ありがとう、颯斗くん！　大好きだよ！」

「けどさ、完全に政治結社じゃないぞ、それってさ……。とにかくだ……党員数が三万人に到達したことは、メディアをフル活用して大々的にＰＲした方がいいかもしれない。今まで入党するかどうか悩んでいた人も、それを踏ん切りにして党員になってくれる可能性がある。もちろん新しい人間たちを呼び込む力としても抜群だ。さっそく報道陣にアプローチして、ニュースで流させるか？　記者会見を開いてもいいな」

「考えていたことがあるんだ。三万人記念党大会を開こうと思う。党費も貯まっているが、会報の製本や発送くらいにしか使わない状態が続いている。だから党費を少し使って、ホテルを借り切って盛大にやれば、党員一同の意気も上がるというものだ。そこに報道陣を呼べば一石二鳥にもなってくれる。無駄なお金にはならないのではないだろうか」

「それは妙案だ。日本大志会は『きれいなネット政治推進協会』の政党一覧にも載ってるし、すでに堅実な土台がある。党員を一〇人から一万人にするのは至難の技だが、三万人から一〇万人にするのは簡単な話だぞ。派手に演出してもいい頃合いだろうな。メディアの連中を大々的に招待してやって、テレビニュースでガンガン流させようか」

「颯斗にそう言ってもらえると心強い。私はやり遂げてみせる。今こそ日本大志会の旗を高く掲げるつもりだ」

「なんなら蒼通でイベント企画を担当してる人間を何人か呼んでやろう。俺や由佳里よりずっと慣れてるから、丸投げしちまった方がスムーズだろうな。日毬の手間もかからない」

「こういう場合、複数の代理店でコンペした方がいいんじゃない？」

　そんな杏奈の疑問に、少し俺は考えてから応える。

「時間をかけてもいいならそれも一案だよ。でも俺や由佳里は蒼通出身だから、連中が出してくる見積もりの原価が、本当は幾らなのか知っている。ヤツらは間違いなく無謀な請求をしてくるだろうけど、原価に近いところまで叩いて仕事させるよ。向こうも渋々やるだろう。結果的にこれが一番安く上がると思う。テレビも動かしやすいしな」

「なるほど～。颯斗くんもいろいろ考えてるんだね」

「当たり前だ。こっちはそれが仕事なんだぞ」

　杏奈は日毬を見やり、ニッコリと微笑みながら口にする。

「ひまりん、私もいっぱい手伝うからね。党員として、私も党大会に出るよ」

「私も杏奈のお店を手伝わなくてはなるまい。店頭に立って、売り子をやっても構わない。もっとも私だと笑顔が上手くできないらしいから、杏奈に迷惑をかけてしまうかもしれないが……。以前アルバイトをしていたお弁当屋さんでも、すぐに売り子を外されてしまったんだ……」

　俺が慌てて口をはさむ。

「待ってくれ。水を差すようで悪いけど、今はまだ控えてほしい。二人とも大物だけに影響が大きすぎるんだ。せっかく計画を立ててるのに、予想もしない方向にぶっ飛ぶ可能性があるからな」

　そして日毬を見やって、俺は切々と続ける。

「まずは日毬。杏奈のお店は当初、ＰＲしない予定なんだ。だから日毬が店頭に立つ必要もないし、広告に協力することもなしだ。なぜなら計画では──」

　そして俺は日毬に、なぜＰＲを計画していないのか説明して聞かせた。『Kagura』のときと比較しながら話すと、日毬もすぐに納得したようだ。

「そう、なのか……。せっかく杏奈に協力できる機会かと思ったのだが……」

　日毬は残念そうだった。

　次に俺は杏奈を見やり、口にする。

「杏奈の方は、今一番重要な時期だ。タレント業以外で時間が取れるなら、新会社の計画に集中してほしい。そもそも杏奈は今だって多忙すぎて、睡眠不足になってるじゃないか」

「……ちぇっ。ひまりんのことなら別だもん」

「そう言うな。いずれ杏奈に協力してもらうタイミングも来るだろう。だが今は自分のことに集中してほしい。それが回りまわって、日毬にとってもプラスになるはずだ」

「杏奈、そうして欲しい。気持ちだけで十分だ。私の方は大丈夫だ」

　日毬も強い調子でそう言った。

「ひまりん……」

　杏奈は哀しそうな顔をしたが、渋々うなずいた。

「その代わり、日毬の党大会には栞に協力させよう。場を盛り上げる能力に長けてるし、ちゃんと演出に従ってくれるはずだ。『ひまりんプロジェクト』で共演してる仲なんだから、栞を知らない参加者なんていない。それに人気も着実に上昇してるぞ」

「し、栞か？　文句ばかり言うんじゃないのか？」

「たしかに不平不満を言うだろうけど、それでもしっかり手伝いにくるよ。目に見えるようだ。栞はあんなんでも、仲間想いのところがあるからな」

「バカな。颯斗は誤解している。私はインチキ左翼の仲間ではない」

「ははは、栞も似たようなことを言うだろうさ。だけど逆の立場だったら、日毬だって栞を手伝いに行くだろう？」

「……」

　日毬は気難しそうな顔をした。

「な？　決まりだ。二人の気持ちはわかるけど、ここは従ってくれ。俺だってちゃんと考えてるからさ」

　俺が言うと、二人は揃ってうなずいた。

　そして杏奈は、日毬がソファに乗せる手に、スッと手を重ねた。

　日毬はハッとしたように杏奈を見やる。

「ひまりん、お互い頑張ろうね」

「うん」

　日毬と杏奈は見つめ合い、深くうなずき合ったのだった。





◇






　日曜日の経営会議。

　メンバーは俺と由佳里、壮司、そして杏奈だ。これからは杏奈も経営ボードとして参加していくことになる。

　皆を見渡しながら俺は言う。

「──というわけで、御苑にビルを用意した。引っ越しは来月を予定してる。作業自体は業者に任せるし、ここのマンションも当面契約したままにしとくから、焦る必要はない」

「一気にスペースが広くなりますね。今のままでも十分っちゃ十分だったんですが」

　由佳里の言うように、現状でも困っているわけではないが、先を見据えた手は早く打っておくべきだ。

　杏奈は声を上げる。

「『御苑にビルを用意した』なんてサラッと……お金持ちだなぁ！　やっぱり何か違うよ、このプロダクションは」

「ただの資産運用の一環だよ。放っておいても現金は山と積み重なっていくから、機会があれば他のものに換えていかなくちゃな」

「私も言ってみたいよ。渋谷に高層ビルを買っちゃったの、なーんてね」

「最上階の一〇階、九階はひまりプロダクションで使用する予定だ。スペース的には一〇階だけで事足りるんだけど、念のため確保しておくよ。それから杏奈プロジェクトが八階、日本大志会は七階、『きれいなネット政治推進協会』は六階に移転だ。加えて一階も杏奈プロジェクトに貸し出して、お店にしてもらおうと思う。大通りから一本ずれてるけど、スイーツを売るお店としての立地は抜群だろう」

「内装の手配は済んでいます。来月半ばには終わる予定なので、それが終わったら移転とさせて頂きます。具体的な日時は決まり次第、私の方から各員にご連絡差し上げます」

　壮司が淡々と報告した。

　由佳里が訊く。

「二階から五階はどうするんです？　賃貸に出しちゃうんですか？」

「いや、うちで使う。とりあえず二階には防音を施して、放送設備や編集機材を入れて、ちょっとしたスタジオにでもしようかと考えてる。三階は撮影用スタジオだな。プロダクションとして持っていてもいいだろう。何らかの撮影がうちのビル内でこなせるようになれば、大いに時間の節約にもなってくれるしな。それと、四階と五階は空けとくよ。将来、何かの用途に使うことがあるだろう」

「ブルジョアすぎるよ。すっごいお金がかかると思うんだけど……」

　杏奈は舌を巻いたようだった。

「千歳や栞の家も、近場に探し直さないと。それから、杏奈は西プロダクションの側のマンションだろう？　ならこの機会に、近場に確保しておくか」

「そうしてもらえると助かるなぁ。今のところも気に入ってるけど、事務所の近くの方が便利だしね」

「ＯＫだ。引っ越し関連については佐々倉さんが仕切ってるから、疑問が出てくれば逐一確認してほしい。で、次は杏奈プロジェクトの進展状況について確認していこうか。杏奈、頼む」

「おっけ～。はいこれ、書類」

　杏奈は人数分のペーパーを用意していて、それぞれに配って寄越した。

「へー。ちゃんとしてるなぁ！　杏奈ちゃんが作ったの？」

　由佳里が感嘆の声を上げた。

「私と森くんで作ったの。……って言っても、颯斗くんが計画していたものをまとめ直したのがメインだよ」

　資料を捲りながら杏奈は続ける。

「一店舗目は二ヶ月後の開店予定。引っ越しが終わったあとだね。その次の出店場所は不動産屋さんに探してもらってたけど……二店舗目は新宿御苑でいいのかな？」

「そうだな。買ったばかりだったから杏奈に報告が遅れたけど、一階を使ってくれ。場所は良いはずだ」

「出店計画と並行してデパートとも交渉しててね──」

　意気揚々と杏奈は経営計画を語っていった。

　喋り方はほとんど女子高生といった風だが、やはり杏奈の根っこはしっかりしている。それほどサポートしなくても、杏奈なら想定していた以上にしっかりこなしてくれるのかもしれない。

　一通り計画を説明し終えて、杏奈は新しいアイデアを持ちかけてくる。

「──それでね、店舗が都内を網羅したら、宅配サービスもやってみたいなぁなんて考えてるの」

「ドーナツの宅配か？　ありえなくもないが……損益分岐点を超える程度に需要があるかどうかだな」

　俺は首をかしげた。宅配サービスとだけ聞けば、いかにも素人が考えそうな事業アイデアだが……。

「宅配ピザってあるでしょ？　あのピザの利益率って八割くらいあることは有名よね。ピザの利益率は驚異的だよ」

「テレビＣＭの常連だからね。本当はずっと安くスーパーで買えるんだけどね～」

　由佳里はうなずいた。

「同じような方式で、焼きたてドーナツを一〇個単位でどうかなって思ってるの。パーティー用に一〇個二八〇〇円とか、二〇個五六〇〇円とか、いいんじゃない？」

　杏奈は嬉々として提案してきたが、俺は逡巡する。

「どうだろ。今は何とも言えんな。どこか一店舗で市場調査してみないことには……。新宿御苑のお店ができたら、そこで宅配スタッフ雇って、近隣にパンフレットを撒まいて試してみるといい」

「でね、あえてピザも商品として扱うわけよ。一枚九八〇円でいいと思うの。いろいろ計算してみたら、それでも利益が残るのよね。見て、こっちの書類。いちおう数字上では利益が上がるはずなんだ。日本の宅配ピザってすごく割高だからチャンスがありそうだし、それをドーナツ販売にまで繫げる手段にしていけるんじゃないかって」

　杏奈の書類に俺は目を落とした。

　ザッと眺めると、案外計画は現実的に見えたし、数字を誇張しているようにも見えなかった。確かに、かなり早い段階から利益は確保できそうである。これは原価率が極めて低いためだろう。

「なるほど……。ピザもパンフレットに掲載して呼び込む手段にするわけか……。ピザなら馴染みがあるから、入り口としてはいいかもしれないぞ」

　最初は渋っていた俺も、存外に悪くないような気がしていた。

　別にやってみる分には悪くない。やってみて、上手くいけばそれで良し。ダメならダメで、大した損失にはならないだろう。コストとしては、ピザ用の厨房を用意する初期の投資と、宅配スタッフや調理スタッフの人件費だけだ。そこさえ見誤らなければ手堅い。

「うんうん。浸透してるピザを呼び水にして、世間相場から七〇％くらいの値引き販売で際立たせるっていうのは、マーケティング的にはアリですよ。悪くないビジネススキームです」

　由佳里は乗り気なようだった。

　この手のビジネス感──というより庶民感覚は、きっと由佳里の方が実感として理解できるはずだ。俺はちょっと異質な環境だったせいか、家にはだいたいの時間に一流の料理人がいた。ピザなど頼むわけがない。

「うちとしてはドーナツ販売に繫がってくれればいいから、キャンペーンで今だけピザ一〇〇円でもいいわよね。あるいはピザを注文してくれたお客さんには一枚につきドーナツ一個サービスとか、いろいろ考えられると思うの。宅配ではピザほど馴染み深いものはないから利用しなくちゃ」

　なるほど……仮にピザの宅配が儲からなくても、間口として考えれば悪くなかった。杏奈の計画には一理ある。

　いやこれはもしかすると……俺よりも、由佳里や杏奈の方がビジネス面の才能があったりするのではないだろうか……。俺は経験の蓄積だけでなんとかやれているが、しょせんは単なる知識である。本当の意味でゼロから仕事を創り出す能力は、目の前の女の子二人の方がずっと上なのかもしれない。このチームを率いる立場の俺としては肩身が狭くなり、大いに弱ってしまうのだが……。

　俺たちを眺めながら、杏奈は続ける。

「実はもう大手食品会社に森くんに当たってもらってて、ピザをどこから仕入れるかも密かに検討中。安く売るなら冷凍でいいでしょ。味わいが変わらないものも、今はたくさんあるみたい。あくまでもうちの看板商品は、佐歩のドーナツだからね」

「いいよ杏奈ちゃん！　お店の準備も着々と進んでるし、将来の計画もあるなんて！　広告の方は任せてね。最初はまったく広告しないように見えるけど、それも作戦だから。いずれ杏奈ちゃんに天下を獲らせてあげる」

　由佳里は手を叩いて喜んだ。

　ポツリと俺は言う。

「しかしピザにドーナツ……どんだけ身体に悪いんだ……。日毬だと食べられなくて、三日で飢え死にするかもしれんぞ」

「毎日そればかり食べるわけないじゃありませんか。みんなで集まったときに楽しむパーティー用ですよ」

　由佳里に杏奈も続く。

「佐歩と一緒に健康に良いドーナツも開発中なんだ。脂を使わないで焼くタイプにしてね、砂糖も控え目にして、小麦粉に玄米をまぜるようなものを試してる。作るだけならできるんだけど、女の子が食べたくて仕方がなくなるようなレベルにしないと。ランチの代わりに食べてもオッケーなドーナツを発売していきたいなぁ」

　それから杏奈はさまざまなドーナツのアイデアを語った。突飛なものもあったが、いろいろチャレンジしてみるのは必要だ。

　打ち合わせの終わりに、由佳里が言う。

「最後に、芸能事務所としての今後の方向性をすり合わせておきましょう。杏奈ちゃんも加わったことですし、経営陣で認識を共有しておくことは必要です」

「芸能事務所の方針と言っても……要は、栞と千歳をどう扱っていくかということに尽きると思う。タレントとしての地位は、日毬と凪紗と杏奈はすでに確定と見ていいだろう。この三人は不動の地位にあるからな」

「私はまだまだだけどね」

「謙虚なのは良いことだが、今の杏奈よりも上はない。ほとんどゴールしていると考えた方がいいぞ。あとは自分の知名度を使って、どうやって長く堅実に仕事に繫げていくかを考えていけばいいさ」

「ひまりんの方がずっと上じゃん」

「日毬と比べたってな……。西社長も言ってたろ、日毬は別の次元なんだってさ」

「私、早くひまりんに追いつきたいなぁ」

「良いことばかりじゃないんだぞ。世間じゃ日毬は賛否両論だ。批判の嵐と言った方がいいかもしれない。どこに出しても讃辞に囲まれる杏奈とは根本的に違う存在なんだよ。杏奈のポジションが一番幸せだと俺は思うね」

「すごいよね、ひまりんは……。だから私も頑張れるんだと思うよ」

　ため息混じりに杏奈は言った。心底から感心しているようだった。俺とて、その気持ちは同じだ。

　由佳里が口にする。

「少なくとも栞ちゃんは今のままでも伸びると思いますよ。レギュラーを複数確保してありますし、コンスタントに新規の仕事も舞い込んでます。メディア側からすると使いやすいアイドルなんですよね」

「嫌われ役をちゃんとこなしてくれてるからな。自分の役割をわかってるんだよ」

　俺は同意した。

「頭がいいから、どんな仕事も安心して見ていられます。文句ばかりな割に、その場になればちゃんと仕事するんですよね」

「栞ちゃん、絶対私より女優に向いてるよね～。役柄の勉強なんかしたことないはずなのに、演技が上手いんだ。参っちゃうよ」

　杏奈が肩をすくめた。

「トークもドラマもいけるし、本もコンスタントに出すインテリアイドルとしての位置付けも悪くない。栞の素を活かす仕事を割り当てていけば、割と早く一流になってくるだろうよ」

「あえてマイナス点を探すと、同じ雑誌グラビアで千歳ちゃんと並ぶと、人気では劣るようですね。まぁグラビアは狭すぎる世界ですし、デメリットというほどではないんですが」

　そう言う由佳里に、俺は冷静に指摘する。

「容姿もあるだろうが……主にはスタイルの優劣が大きいんだろうな。やはりグラビアに限れば千歳の方が上だ」

「……」

　とっさに固まった由佳里は、次の瞬間、ムッとして俺を見やってきた。スタイルの話題になると、いつもこれだ。由佳里のスタイルが悪いとは思わないのだが、本人は胸がないことを気にしているのである。

「怒るなよ。冷静に分析しないといけないだろう？」

「どうして私を見て言うんです⁉　少しも怒ってないんですけど！」

「そりゃ由佳里が俺を睨んできたからだろうよ……」

「……」

　由佳里はコメカミをぴくつかせていたが、やがて自分の矛盾に気づいたのか、目を逸らした。

　俺が言う。

「それじゃまとめると……プロダクションの方針としてはだ、このまま栞を持ち上げて、日毬や凪紗や杏奈に並ぶ看板に育てるってことでいいな？　栞の展開には予算を惜しまない。必要なら何でもやってくれ」

「らじゃ～。千歳ちゃんはどうします？」

「千歳はなぁ……別に悪くないんだが……抜きん出る部分がないんだよなぁ……。トークは劣る、歌はそこそこ、演技はダメ、加えて無器用で賢くもないときた。どこで押していけばいいかわからんよ。容姿だけは超一流でも……グラビアで完結して終わりだしな」

　由佳里がテーブルを叩く。

「言い過ぎ！　あんなに頑張ってるじゃないですか！」

「だから非難してるわけじゃないっての……。経営陣としては、客観的に状況を把握しておく必要があるだろう？」

　杏奈が身を乗り出してくる。

「無器用で、何をやらせても上手くいかないって……それ、女の子として一番可愛くない？　憧れちゃうよ。嫉妬しちゃうっていうのかな。あんなに美人なのにドジって可愛すぎだよ。そこを上手にアピールすれば、千歳ちゃんは化ける可能性があると思うな」

「アピールって、どうやるんだ？　テレビ番組で千歳のドジっぽさは世間にも伝わってると思うけど……大してインパクトあるわけじゃないぞ」

「ううん、インパクトあるって！　伝え方の問題。千歳ちゃんの露出は情報トーク番組が中心だから、今は千歳ちゃん自身をプッシュしていくことに繫がってないんだよね～」

　面白い光の当て方だ。ドジでノロマで少しばかり役立たず……と言うとまた由佳里から𠮟られそうだが、そういうマイナス面に、実はプラスのポテンシャルがあったなどと、俺は思い浮かべることができなかった。ただし最大のネックは、そのポテンシャルの伝え方なのだが……。

「杏奈ちゃんの話もわかるけど、お笑い系だと千歳ちゃんが付いていけないような気がするな」

　由佳里の言葉に、しばし杏奈は悩んだ様子を見せ、やがてアイデアをぶつけてくる。

「そうね～……こういうのはどうかな？　ひとつの案だけど、うちのプロダクションの女の子みんなで、ドラマかトーク番組を作ったりするのも面白いんじゃない？　その番組も、役柄を与えられるようなものじゃなくて、自分の素がそのままドラマになるみたいな感じで」

　由佳里は杏奈を指さす。

「それ、面白いかも。適当に喋ったものをカメラさんに撮り溜めしてもらって、繫げるだけでいいもんね。それなら千歳ちゃんのドジっぷりが可愛く映るはずよ。しかも日毬ちゃんや杏奈ちゃんの日常風景まで付いてたら、パワフルなプロモーション映像になるかもね」

「なら、森くんにカメラ持たせて撮らせればいいよ。数日、本職のカメラさんのところに習いに行かせて勉強させるから」

　そして杏奈と由佳里はキャッキャと二人で盛り上がり始めた。目の前でさまざまなアイデアが飛び出すのは興味深いが、こういう発想力ではやはり俺だと二人には追いつけない。

　俺が口をはさむ。

「素人映画みたいに変なものにならないか？」

「その素人っぽさが逆にいいんじゃないですか。千歳ちゃんのプロモーションには打って付けだと思いますね。日毬ちゃんと栞ちゃんが口喧嘩してる場面なんかも、栞ちゃんの広告効果に繫がるはずです。いいですよ、この案」

　由佳里はすっかり乗り気だった。

「まぁ、うちには役作りしてるタレントなんかいないからな。控え室に入ると、いきなりタバコ吸い出すようなアイドルはいない。日毬も栞も千歳もそのまんまだ」

「杏奈ちゃんは世間からもう少し大人しい印象を持たれてますね。でも別に、素をアピールしても困らないと思います」

「あんまり積極的に喋らせてもらえなかったんだよねー。トーク番組もっとやりたかったのになぁ」

　杏奈はしみじみと言った。

「逆に凪紗は強気な性格だと過大評価されてるくらいか……。でもそれは世間が勝手に誤解してるだけで、うちが役作りを強要したわけじゃない。大人しい部分が知られても、モデル専門の凪紗の仕事には影響がないだろう」

　俺の言葉に、由佳里はポンと手を打つ。

「なら決まりですね。杏奈ちゃんの案に乗っかって、プロダクション内の日常をたくさん撮って、素のままのプロモーション映像を作っていきましょうよ。毎日ネットで配信してもいいかもしれませんし、きちんと編集して記録映画やドラマにしてもいいかもしれません」

　それからさらに話し合いを続け、森に撮影技術を学ばせたりフリーのカメラマンに依頼したりして、折を見て社内の映像を撮り溜めていってもらうことにした。メインは千歳の売り出しのためだったが、栞など売り出し中のメンバーにとってもプラスの効果がありそうに思われた。

　俺と由佳里は広告マンとしてのバックボーンが同じだから、どうしても発想が似通ってしまう。しかし発想力や柔軟性では、由佳里の方が俺より遙かに上だと、口惜しいが認めざるをえない。

　そして杏奈は社会人として未完成だが、一人のアイドルとして、そして一人の経営者として積極的にさまざまな提案をしてくれる。俺や由佳里とはまた違った見方ができ、なおかつ斬新な発想力を持っている女の子だ。ひまりプロダクションに、新しい風を吹き込む力になってくれるに違いない。どうやら杏奈は、予想外に素晴らしい経営ボードになりそうだった。意外なこともあるものだ。
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　都内ホテルで、日本大志会三万人記念パーティーは盛大な規模で開かれることになった。かつて日本大志会は、代々木競技場の第二体育館を借り切って党大会を行ったことがあるが、そのときは日毬と凪紗と千歳の三人で準備しただけの手製の大会だった。

　だが今回は違う。日比谷にあるホテルの宴会場を借り切り、イベント業者（蒼通およびイベント専門の子会社）に発注し、多額の費用を注ぎ込んだ本格的なものである。

　党大会に参加するためのパーティー券は一人五〇〇〇円。一般的な政治家であれば、このような機会にはパーティー券を一人二～三万円で販売することで政治活動費に充当している。政治家にとって、政治活動費を確保するための貴重な機会だ。

　しかし日本大志会は金きん満まん団体だったから、原価割れの金額でパーティー券を販売することにしたのだった。計算してみれば、一人頭の原価は一万円を超えるらしい。

　日毬は当初、無料でやりたいと言い張っていたのだが、さすがに誰でも自由に出入りして高価な料理をむさぼられると収拾がつかなくなってしまう。そこで蒼通の担当者らと話し合い、五〇〇〇円を徴集することにしたのだった。

　特別ゲストも多く招かれ、『ひまりんプロジェクト』でパネリストとして日毬と討論を交わしている人々や、日本の保守陣営の重鎮らも招待されていた。

　しかも面白いことに、栞をはじめとして左派からも複数の言論人が招かれていた。もっとも、中立的・論理的な話ができる人物だけを事前に壮司が選定したようだ。意外にも、ほとんどは招待を受けてくれたらしい。

　もちろんマスメディアは、身分が明らかならば全員が入ることができた。報道陣の腕章を配布し、自由な取材を許可していた。この点だけでも、前回の代々木体育館のときとは状況がまるで違う。

　開幕時間一〇分前に、俺は千歳を連れて会場へと駆けつけた。つい先ほどまで千歳はグラビアの撮影を行っていて、きわどい水着の上に服だけ羽織って一緒にやってきたのである。いちおう、うちのアイドルが多数参加している大会だ。日毬、凪紗、栞がすでに会場にいる。

　ちなみに杏奈だけは不参加だ。俺の説得もあり、日毬と杏奈は話し合ってお互いの仕事に専念する約束をしていた。日毬は杏奈の前でだけは幼気な少女のような顔を見せるが、文通を通してお互いの内面を深く打ち明け合う親友同士になっているために、本当の姿を日毬は晒さらしているのかもしれなかった。

　会場の中程まで入ると、角に佇む凪紗がすぐに発見できた。目立って仕方がない。なぜなら凪紗はサングラスをかけていたからだ。もちろん混み合う会場内でサングラスをかけているのは、凪紗ただ一人である。

　俺たちはすぐさま凪紗の側へと向かった。

「おつかれさまです、凪紗さん」

　千歳が声をかけると、凪紗はサングラスを取って丁重に頭を下げてくる。

「あっ、織葉殿、朝霧殿、おつかれさまです」

「なんでサングラスなんだよ……。この会場内には有名人や著名人がいっぱいいるんだから、普通にしてても大丈夫だと思うぞ」

　呆れ声で俺は言った。

「会場に入るとき、日毬と間違われて騒がれましたので……念のため持って来たサングラスをかけたのです。おかげさまで、これなら誰も近寄って来ません」

「そりゃ誰だって、あからさまに怪しい人に近づきたくはないからな。ある意味、鉄壁の防御態勢だ」

　目の色素が薄い欧米人ならともかく、日本人が室内でサングラスをかける必要性はほとんどない。ラフな服装と合わせるファッションの一環ならありえるが、凪紗の今の格好は、前に由佳里に選んでもらったオフィススーツである。やはり不自然だった。どうにもセンスが異質な凪紗には、それがわからないのだ。

「つか、本当はサングラスが好きなんじゃないか？」

「……ど、どうでしょう……。そんなことはないと思いますが……。でもこれを掛けていると、周りに見られていないような気がしてくるんです。周囲と自分の間に壁ができるような安心感があるんです」

　考えてみれば凪紗は、人混みに入ると必ずオドオドして、周りにキョロキョロと視線を走らせ緊張してばかりいた。それがサングラスをかけることで少しでも緩和されるなら、悪くないのかもしれない。

「栞はもう向こうでスタンバイしてるのか？」

「はい。日毬と共に控え室に入っております。槙野殿は張り切っておられるように見受けられました。槙野殿のような実力あるアイドルの方が仕切って下さるのは、ありがたいことです」

「栞にとっても大きな舞台だからな。蒼通やイベント会社を通して、今日ここの模様はどのニュースでも特集枠で取り上げさせるようにねじ込んである。下手なテレビ番組でレギュラーやるより、今日の栞は目立つこと請け合いだ。タレントの素質がある栞なら、顔を売る絶好の機会になるだろう」

　冗談めかして俺は千歳を見やる。

「おっと、誰かさんのいる前で栞を褒ほめ讃たたえるのは酷だったか。後進にあっさり追い抜かれたわけで……」

「私だって今日もグラビア一生懸命こなしたんです！　少しでも注目されようと思って、きわどい水着で頑張ってみたんです！　Ｔバックみたいな水着は死ぬほど恥ずかしかったけど、社長がマネージャーについてくれるって知って、捨て身のつもりで選んだんです！　社長に認めてもらいたかったんです！」

　側の人たちは千歳の大声に驚いたようで、何事かとこちらを注目していた。

「こらっ……会場内で大声出すな……。注目浴びてるじゃないか……」

　慌てて俺は、千歳の肩に手を置いてなだめすかす。

「冗談だってば……。先日、経営会議で杏奈が面白い提案をしてくれたんだ。千歳の素をそのままアピールポイントにできるような企画だったから、やってみることにした。千歳の売り出しにプラスになってくれるかもしれない。こっちも頑張るから、ちょっと待ってな」

「あうう……いつも今みたいな優しい言葉をかけてくれればいいのに……。そしたら私、社長のために命だって投げ出してもいいんです……。社長のためなら火あぶりにされたって、地獄に堕ちたって構わないんです……」

　どうも本気で言っているようだった。千歳にはやや危険なところがあるのが困る。

　もともと千歳は身を犠牲にして実家工場を救おうとしていたくらいだから、そういう兆候があるのはわかっていた。しかし何事も極端で、思い詰めすぎだ。もう少し心に余裕を持って暮らしてほしいものだが……。

「優しい言葉をかけるのは彼氏の役目だろうよ……。凪紗の彼氏募集プロジェクトなんてやってないで、まずは自分からだろ。で、その凪紗のプロジェクトってのは進んだのか？」

　俺は話を切り替えた。

「いえ……凪紗さんに相応しい男性が見つからなくて……。誰でもいいってわけじゃないと思うんです。やっぱり凪紗さんに相応しいのは相当にハイレベルな人じゃないと……」

　すると凪紗が自分の胸のあたりを苦しげに押さえ、うなだれる。

「私には無理です……。男性と向き合ってお話しするなどと想像するだけで、怖くて震えてきてしまいます……。母上には誠に申し訳ないのですが、情けない私は一生独身なのだろうと覚悟しております……。日毬なら、私の代わりに立派に神楽家を継いでくれるはず……。私ごとき匹ひっ婦ぷよりも、日毬が継いでくれた方が、神楽家の隆りゅう盛せいのための大きな一歩になるものと確信できます。父上、母上……不甲斐ない娘で……誠に、誠に申し訳ありません……」

「俺や佐々倉さんや森さんとなら、普通に話ができるじゃないか。要は慣れの問題なんだよ。断言するが、毎日顔を合わすような男なら、凪紗は怖くもなんともなくなるだろう。つーかそれ以前に、まだ二〇歳になったばかりなんだぞ？　今からもう独身を貫くとか決めてどうする……」

　ため息をついて俺は言った。

　ちょうどそのとき、煌こう々こうと照らされていた会場のライトが薄暗くなった。もうすぐ開会の時間だ。

　壇上に、栞の姿が現れる。そしてスポットライトが栞に向けられた。

　そのまま栞は堂々とステージ脇にある司会者席に立ち、会場をゆっくりと眺め回した。会場いっぱいに集まった人々は、ステージ上の栞に視線を向けて騒然とし始めた。

　トーク番組に引っ張られることが多くなった栞は、その毒舌ぶりと容姿のギャップのおかげで人気を博し始めている。特に日毬と敵対する形で番組を盛り上げる『ひまりんプロジェクト』では、今やなくてはならない重要なアイドルになっていた。だから多くの人々が、栞がマルクス主義者であると知っている。その左翼であるはずの栞が、右翼団体の党大会で真っ先に姿を現すとは誰が想像しえようか。

　実はこれが、本大会におけるひとつのサプライズである。

　会場が驚く様子を満足げに見やっていた栞は、ゆっくりと、マイクに顔を近づける。

「なんでやねん。なんでうちが右翼の党大会に出んとアカンねん。ありえんわぁ。ツッコミどころ多すぎて、どうしていいかわからんで」

　栞の第一声。

　名も名乗らず、自分の役割も表明せず、いきなり話し出す言葉ではなかった。しかし、その声音のわざとらしさが妙なおかしみを感じさせ、緊張気味だった皆が不意を衝かれ、会場は穏やかな笑いで包まれた。

「今日の司会進行役を務める槙野栞や。日毬とは、同じプロダクションに所属する仲になる。知ってくれとる人も多いんやないかと思う。うちと日毬はテレビで一緒になると、喧嘩ばかりしてるように思われとるね。実は日常生活でもおんなじなんや。顔を合わせると口喧嘩になってまうから、普段はできるだけ話さないように距離を取るのが、うちと日毬の間の暗黙の了解やねん」

　なかなか覗けないアイドル同士の身近な話なので、会場は聞き耳を立てて栞の次の話を待った。こういう間合いの取り方、呼吸の仕方は、栞は天性のものを持っている。上手いものだ。

「ここだけの話やけど、喧嘩になればうちが言い負かされることが多い。なぜなら簡単な話や。日毬は絶対にうちには譲らん。もしやで、日毬がうちに言い負かされるようなことがあったら、マジで腹を切ってしまいかねん。これ、冗談やないから困るんや。万一うちが勝ったら、相手が死ぬかもしれんという恐怖。うちが毎日どれほどの断崖絶壁に追い詰められているか、ジブンらにはわからんやろう。どうせいっちゅーねん。手も足も出んとはこのことや」

　会場からは笑いが漏れる。

「負けっ放しでうちは悔しくて悔しくてしゃーない。どうしようもなく腹立って、うちはロクに眠ることもできへんかった。そんな悩みを抱えて落ち込んどったときや、聞けば日本大志会の党員が三万人になったとかで、記念パーティーを開く言うやないかい。うちは、これやと思うたね。せやから計画を練って、日毬の大会を乗っ取ったることにしたんや」

　ニヤリとして栞は続けてゆく。

「計画達成。うちは乗っ取ったった。見てみい、うちが日本大志会の司会者として君臨しているこの場面を。なんやパッと見、左翼人も交じっておるようやが、どうせ大半は保守や右の連中やろ。右の連中をステージの上から睥へい睨げいするのは気持ちええで～。これを勝利と言わずに何と言うんや。……ああん？　手伝ってるだけやないかって？　アホ抜かせ。うちが勝利ちゅーたら勝利なんや。なぁ、頼むで。せめて日毬が目の前にいないところで勝利宣言させたってや。せやないと、なかなか勝たしてもらえんのや」

　栞の必死そうなリアクションに、またもや会場には笑いが広がった。

「というわけで、うちの華麗なる勝利宣言とともに、日本大志会の三万人記念パーティーの幕開けや。どうか拍手でスタートを祝ったってや」

　その直後、会場は大きな拍手に包まれた。

　見事。極上の摑みである。槙野栞登場というサプライズに、最初は心配顔だった会場の人々も、すっかり違和感が消し飛んでしまったようだった。

　やはり栞はアイドルとしてタレントとして、非常に高いポテンシャルがある。トークは完成されていて、度胸もあるし、頭の回転が速くて仕事を安心して任せられる。知識豊富なおかげで引き出しも多い。このレベルにあるアイドルなど他にいないだろう。栞に必要なのは、あとはプロダクションのプッシュだけだ。

　実際、栞にはさまざまなメディアから出演依頼が殺到しており、急激に知名度が高まっていた。日毬逮捕のような華々しい出来事はないが、右肩上がりの堅実かつ素早い成長だ。日毬や杏奈に匹敵するようなタレントになるのはすぐだろう。

　拍手が落ち着いた頃合いを見計らい、再び栞がマイクに顔を近づける。

「特別ゲストはたくさんおりすぎて困るくらいやが、ちゃっちゃと進めてくで。それから申し訳ないが、うちの冒頭の挨拶くらいに短くしたってや。うちが主役やからしゃーないで」

　栞が会場の隅に手をかざすと、ライトがそちらに照らされる。

「まずはこの人。自友党衆議院議員、緒方和かず宏ひろ！」

　ステージ上に緒方が現れると、会場からは拍手が響いた。緒方は一礼して、会場の中央へと向かう。

　緒方は、『きれいなネット政治推進協会』で大変世話になった代議士である。知名度が遙かに上のゲストたちはたくさんいたが、直接的な関係を持った緒方を最初にすることにしたのだ。ニュースでも大きく取り扱われる大会に冒頭で登場してもらうのは、俺たちのちょっとした恩返しである。

　一分ほどの挨拶を終え、次は自友党の原はら田だが続いた。彼も同様に『きれいなネット政治推進協会』で関係し、警察方面を抑えてくれている議員だった。テレビ討論にもたまに顔を出す人だけに、緒方より知名度は上だ。

　自友党の議員が冒頭に連続したからといって、特別に肩入れしているわけではない。そもそも日毬にとって、大政党である自友党は、日本大志会のライバルである。自友党の方も、別に日本大志会を支援しているわけではない。百人単位で国会議員、千人単位で地方議員を有する自友党と、ただ一人のカリスマである日毬に支えられた日本大志会とでは、あまりに隔たりがある。

　だが議員たちの方も、これほどのメディアが集まり、世間の注目も向く晴れ舞台で挨拶するのは大きなプラス効果があった。このようなときこそお互い持ちつ持たれつというわけである。

　原田の後にもさらに一四人ほど、自友党や民政党の国会議員の挨拶が続き、その度ごとに会場は拍手でいっぱいになった。なぜこれほど議員の挨拶が多くなったのかと言えば、せっかく本大会に参加してくれた国会議員なのに、挨拶する人としない人を分けるわけにはいかなかったからだ。あちらを立てればこちらが立たなくなる。だから、とにかく全員に一言挨拶させることにしたのだった。その代わり、高名な学者や評論家の挨拶はなしだ。本当なら壇上に上がってほしい著名人も多数いたが、どこまでも挨拶が続くと堪らない。彼らは会報で紙面を割き、インタビュー形式で長々と語ってもらうのがベターだろう。

　議員たちの挨拶が終わり、栞は今までにもまして声を大にする。

「この党大会はうちが乗っ取ったもんやけど、もともとは日毬の企画や。さすがにうちばかり喋ってんのは可哀想やし、日毬にちょっとだけ挨拶さしたろ思うねん。喋ってええで。真打ち登場！　神楽日毬や！」

　日毬の姿が現れただけで、会場は割れんばかりの拍手に包まれた。

　厳いかめしい顔つきをして、日毬はステージの中央へと進み出た。

　会場を見渡した日毬は、大きく息を吸い込み、朗々とした声を響かせる。

「日本大志会総帥──神楽日毬だ。真正なる右翼は、日本に私ただ一人である」

　再び拍手……そして歓声。

　議員たちへの拍手とは比べものにならないけたたましさである。たった一言でこれほど会場を震わせる日毬の力には、集まった議員たちも敬服せざるを得ないだろう。

「多くの国で資本主義には綻ほころびが生じ、民主主義は迷走状態に陥りつつある。我が国においてもそれは同じだ。日本政治はかつてない混迷の真っ直中にある。……混乱極まる世界各国のなかでは、日本が最もマシだという議論がある。だがしかし、その指摘は間違いだ。なぜなら我々の日本は、世界で最も光り輝く国であって当然だからだ。日本には、世界に新しい道を指し示し、人類社会を正しく導く義務がある。我々には本来、その力があるはずだ」

　そこで日毬は言葉を区切り、声を粛然と、だが重々しいトーンに変える。

「日本国憲法が制定されてから六〇余年。権力が老化するのに十分な時間が経った。我々は体制の変革を必要としている。革新を成し遂げるのは、今この時をおいて他になし。さあ、維新の時だ。今こそ荒れ果てた現行政府の支配を終わらせよう」

　国会議員が十数人もいる前で、現行政府の打倒を叫ぶのはいかがなものか。しかし今では国民全員が日毬の意志を知っているわけで、今さら動じるほどではないのかもしれないが。

「私は生涯のすべてを懸けて、この国の未来のために決起した。腐敗した政体に終止符を打ち、魂を尽くして私が日本の未来を創り上げてみせる。私は誓う。同胞諸君らとの約束を果たせないときには、私は潔く腹を切ると」

　日毬は言い切り、そして再び澄み渡った声を会場いっぱいに響かせる。

「私には日本人としての矜きょう持じがある。身しん魂こんに刻まれたこの想いは神しん州しゅうのすべてに行き渡り、やがて私には天命が下るだろう。諸君、どうか私と共に、未来を勝ち取る戦いへと乗り出してほしい。諸君、どうか私と共に、確信に満ちた日本を取り戻す戦いへと打って出よう。この戦いは、必ずや光輝に満ちたものになる。私の心は揺るぎない。我が心は天にあり、皇こう国こくの繁栄を永久に見守る神とならん──」

　日毬は会場を真剣な眼差しで眺め回し、ゆっくりとコップを持ち上げた。

「大日本の未来のために……乾杯！」

『かんぱーい！』

　会場は割れんばかりの声を響かせて、日毬の献けん盃ぱいに応えたのだった。
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　日本大志会、党大会の直後。

　俺は同じホテルのスウィートルームに、密かに一部のメディア関係者たちを招集していた。インナーサークル──勉強会のメンバーである。彼らは全員、報道機関の腕わん章しょうをまいて党大会に出席していた。それが終わるとすぐ、帰路につくメディア関係者たちからひっそりと離れ、エレベータを上がり、この部屋にやってきたのだった。

　俺と壮司の二人はいち早く部屋に入っていて、続々とやってくるメンバーらと挨拶を交わし、席に案内して向き合っていた。栞と凪紗と千歳の三人は、タクシーで事務所へと戻らせている。

　集まった記者たちの前、俺は言う。

「おつかれさまです。関係者への挨拶が済んだら神楽も参ります。もう少しお待ちください」

　記者たちは興奮さめやらぬようで、顔を見合わせ口々に語る。

「すごい盛り上がりでしたね～。議員先生らもテレビに映ってほくほくじゃないですか」

「大政党みたいでした。地方議員すら一人もいない党なのに」

「ここ最近のテレビの傾向なんですが、日毬ちゃんや日本大志会絡みの話になると視聴率が上がるんですよ。一方で、自友党や民政党の話題になれば、とたんに視聴率が落ちるんです。単純すぎて、わかりやすいですよ国民は……本当に……」

「週刊誌は日本大志会のネタ探しに懸命になってるようですよ」

「でもネタって言っても、議員が一人もいないんだから大した情報が集まるわけもない」

「そう、誰もいない。ひまりんを探ったって今さらで、情報は出尽くしてる。日本大志会の中核には何も情報がないんです。だから仕方なく、ひまりプロダクションの方を叩きまくるような記事ばかりになるんですよ」

　しばらく記者たちの議論に耳を傾けていたが、ひまりプロダクションの話題が出たので俺が口をはさむ。

「うちの会社、メチャクチャ叩かれてますよねー。週刊誌では常連になってますし、一部のネットでの叩き方は尋常じゃないらしいです。最初はイライラしましたけど、だんだん何も感じなくなってきましたよ」

「実際には何も影響ないでしょ。気にしなければ、真の意味で関係ないんです」

　記者のひとりがサラリと言った。

「そうなんですよ。別に何かが変わるわけでもない。むしろ名前が浸透してくれて、かえって商売上はプラス効果になってるような気がしますけどね。負け惜しみじゃなく、本当に」

「これがうちらテレビだったら大変です。全局がまとまって相手を嬲なぶり殺しますから。ここの集まりみたいにまとまってね」

　キー局の報道記者が肩をすくめた。

「神楽逮捕のときに耐性ができたんで、大丈夫そうな気がしますよ。神楽もテレビで散々叩かれて飛躍してきたクチです」

　そんな会話を交わしていると、カチャリと扉が開かれた。

　入ってきたのは日毬である。生真面目な顔つきで、日毬はトコトコと俺たちが居並ぶテーブルへとやってきた。

　勉強会の全メンバーらは一斉に立ち上がり、スウィートルームは拍手で満たされた。

「待たせてしまったようだな。国会議員らにしつこく付きまとわれてしまった。早速だが勉強会を始めよう」

　そして日毬は席に腰かけ、日本大志会の現状の報告を始めた。

　記者たちは忙しなくメモを取ったりしつつも、身を乗り出すように耳を傾けていた。

「──そこでだ、日本大志会はついに政権を獲りに立ち上がるつもりだ。具体的には国政選挙に出ることを念頭に準備しているところだ」

「候補者はどうするつもりなんですか？」

　記者の一人の質問に日毬が答える前に、俺が言う。

「横から口をはさんで申し訳ありませんが、ちょっとここで待ってください。国政選挙の件については、まだ書かないでおいてください。ここのメンバーだけの秘密ということでお願いします」

　記者たちはうなずいた。

　日毬は咳払いをして口にする。

「優秀な候補者の獲得のため、幾つかの方針を同時並行的に進めていくつもりだ。保守系の議員に声をかけ引き抜くことや、学者らに直接声をかけて立候補してもらうことを考えている。こちらから声をかける以上、彼ら彼女らの政治資金面はすべて背負ってやれると考えている」

「ひまりプロダクションの方にも資金力があります。まだまだ遙かに稼いでいけるので、資金面での心配はないですね」

　俺がそう補足した。

　記者が訊いてくる。

「公募はしないんですか？」

「公募はかえって時間がかかるように思う。選定作業も大変だし、現場も混乱するだろう。実際、新しい政党が議員の公募を掲げるケースは多々あるが、上手くいっているように思えない。もちろん将来的に我々が政権を獲った暁あかつきには、大々的に議員を公募して優秀な若い血を政党に入れていくことが重要だ。しかし政権獲りのためには烏う合ごうの衆ではダメなんだ。力ある者を結集し、その力を一点に集中せねばならない」

　日毬は滔々と続けていった。

　日本大志会の具体的な戦略を聞けて記者たちは興奮し、喜んだ。

　また重要な事案については、俺の方から「ここまでは書いていいけど、ここからは書かないで欲しい」と率直に伝えた。記者たちはその約束を守るだろう。もし破れば、次からはこの勉強会に参加資格がなくなるのだから当然だ。それに、今はまださほど重要性のない情報開示であるから、仮に約束を破る記者が出てきても、メンバー選定のための良い判断材料になる。

　それから二時間にわたって勉強会を続け、日毬は記者たちの疑問に、率直な語り口で答えていったのだった。
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　スタジオ収録から日毬と共に戻ると、壮司が待ち構えていた。

　俺と日毬がソファに腰かけるなり、壮司はすぐ側までやってきて口にする。

「総帥に面白いところから言伝があります。お時間ありますか？」

「うむ。聞こう。このあとラジオの仕事があるが、一時間ほど合間が空いたから戻ってきたのだ」

　姿勢を正した日毬は重々しくうなずいた。

　そして壮司はチラと事務所内に視線を走らせる。リビング内には、鼻歌を歌いながら机を雑巾がけしている千歳と、オフィスチェアの上であぐらをくんで真剣にパソコンと睨めっこしている杏奈がいた。

　壮司が声を細める。

「よろしければ社長も……」

「俺も聞いていいような話かな？」

「もちろんです。社長に隠蔽すべき話などありません」

　それから俺と日毬は促され、個室になっている会議室に移動した。この部屋は会議用としてせっかく用意したのに、あまり使うことがなかった。軽い打ち合わせならリビングのソファで手早く済ませるし、長い時間をかけるものなら最上階の共用施設であるカフェラウンジを使用するからだ。

　しかし壮司がこの個室を選んだのだった。誰にも聞かれたくない話らしい。

　テーブルを挟んで向き合うと、ささやくように壮司が言う。

「昔の秘書仲間を通し、ある筋から会談を持ちかけられています」

「ある筋って？」

　俺は訊いた。

「民政党執行部です。日時が決まり次第、ホテルの一室を用意すると申し伝えられております」

──民政党。この前の総選挙で大敗を喫きっし、与党の座を滑り落ちた日本の第二党である。今は野党に身を落としているが、大政党であることに変わりはない。

　だが、さらに前の総選挙では、自友党が歴史的大敗で議席を大きく減らし、民政党に権力の座を明け渡している。総選挙ごとに、与党は自友党から民政党へ、そしてまた自友党へと往き来し、しかも議席数がその度に大量に移動してしまう。まったく忙しいことだ。

「執行部の誰？」

　俺の質問に、壮司が首をふる。

「誰が出てくるかは聞かされていないのです。向こうも最大限の警戒をしてのことでしょう」

「党全体の意志なのか、それとも個人の政治家として動いているのか判別がつかないな……」

「向こうの立場になってみれば……いかなる話も現時点では、党全体の意志という形にはできないはずです。日本大志会へのアプローチに、党内でのコンセンサスができているとも思えない。ですからまずは個人的な接近になるでしょうが、話の成り行きによって、党全体を巻き込んでいこうとする流れになるはずです」

　日毬が不審げな面持ちを浮かべる。

「民政党が私に何の話があるというのだ。民政党は最悪の無能集団だった。私は民政党を解体しようとしている人間なのだぞ」

「それは私にもわかりません。もちろん先方の申し入れを撥はねつけても構わないと思います。それは総帥のご意志次第。ですが私としては、話し合いを持つこと自体には何の損もないと考えます。向こうの出方を見定めるだけでも価値があるのではないでしょうか」

　俺も追従する。

「常識を言えば、相手もわからず席には着けないところだけど……これは受けてみてもいいんじゃないか？　まさか民政党が日本大志会に御機嫌窺いってわけでもないはずだから、何か提案があるんだろう。嫌なら断れば済む話だ」

「ううむ……颯斗と壮司がそう言うのなら……。わかった。民政党の密談に乗ってみよう。だが私が嫌だと思えば、即座に会談は中止させてもらう。それでもいいか？」

「もちろん、そうすべきです。大政党とは言えど、下り坂を転がり落ちる最中の民政党に、我々が気を遣う必要など皆無です」

　そしてひとまず日本大志会は、民政党のアプローチを受けてみることにしたのだった。
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　場所は、紀き尾お井い町のホテルニューイーストのロイヤルスウィート。

　こちらの出席は、俺と日毬と壮司の計三人である。そして民政党側からは、代表代行および執行部の政治家が二人の計三人。

「民政党代表代行、神じん内ない三さぶ郎ろうだ。呼び立ててしまってすまない。神楽さんとは一度話し合う機会を持ちたいと思っていた。気遣いは無用だ。座ってくれ」

　神内は座席を指し示し、座るように促してきた。

　ロイヤルスウィートのゴツイ楕だ円えん形テーブルを挟んで、ちょうど三対三で向き合う形だ。

　代表代行を務める神内三郎は、影の党首と目されるほど、民政党内での権力の持ち主だ。民政党が与党であったときも、総理はコロコロと移り変わってきたが、それでも神内の党内に対する影響力はずっと継続された。もともと自友党の執行部まで務めた大物議員だった神内は、二大政党制を指向し、その地位に安住することなく自友党を割って出て、民政党成立の基盤を創り上げていた。毀き誉よ褒ほう貶へんが激しい政治家の一人だが、政界再編の主役を務めたほどの大物である。日本国内に限っていえば、知名度でも決して日毬に引けを取らない政治家なのだった。

　日毬が口を開く。

「日本大志会総帥、神楽日毬だ。何の用事か知らないが来てやったぞ。話を聞こう」

「……」

　神内は、鋭い視線で日毬を見つめた。

　日毬は眉をひそめる。

「……どうした？」

「ふぅむ。右翼のドンを前にして、どこから話を切りだそうかと思ってね。私でも緊張しているんだよ」

「緊張？　面白くない冗談だな。政界の古ふる狸だぬきが緊張なぞするものか。もし緊張するような様子を貴公が見せたとしたら、ただの演技としか思えない」

「冗談ではない。その気になればヒットマンの一人や二人、飛ばす覚悟はあるのだろう？」

「もちろんだ。もし必要を迫られれば、私は自らが暗殺者となる覚悟を持っている」

　日毬は生真面目な顔で言い切った。

「……」

　神内は奇妙な顔をした。最初は冗談かと思った風だったが、日毬が微塵も表情を動かさない様子を見て、押し黙ってしまったのだ。

「沈黙していても何もわからないぞ。さあ、話せ」

　そう日毬が促すと、神内は苦しげに言葉を絞り出す。

「……恥ずかしい話だが……周知の通り、先の総選挙で民政党は大敗北を喫してしまった。党内は分裂し、解党の危機感すら漂うありさまだ」

「党内が分裂など、民政党は最初からではないか。何を今さらだ」

「だから私が代表代行を務めることになった。しかし、私ももう歳だ。これが最後のご奉公になる。日本に二大政党制を根付かせるため、なんとかここで民政党の地固めをしたいと考えている。それができなくば、民政党は終わりだ」

　神内は、民政党が与党時にも一度代表代行に就任したことがあったが、野党に転落してから再び代表代行に戻っていたのだった。もはや風前の灯ともし火びとも言える民政党の立て直しを、一身に背負ってのことだろう。

「二大政党制に、特別守るような価値はない。日本にそんなものを根付かせようなどと、実に滑稽な努力だと言わせてもらおう。無様で無能な民政党はここで終わってしまえばいい。我々日本大志会がいれば十分だ」

「しかし日本大志会はまだ設立して間もないだろう？　国会議員だって一人も有していないじゃないか。そんな党が、権力を担えるわけがない」

「だからどうした。私が貴公らのルール上で行動すると思ったら間違いだ。日本大志会の目的は最初から明らかにしている。目的はただひとつ──私の独裁体制を創り上げることだ。議員を有するかどうかなど、どうでもいい」

　そう日毬は断言し、テーブルをドンと拳で叩いて続けてゆく。

「そもそも現行の日本国憲法は無効である。アレは極めて不当な方法で作られた偽の憲法だ。明治憲法こそが、現在においても正当な日本の憲法である。憲法を改正するならば、明治憲法に則って行うべきだろう。私に言わせれば、貴公らは権力の簒さん奪だつ者しゃだ」

「……な、なんつう現状認識だ……。想像以上だ……」

　神内は目をむいた。

　咳払いをして間を取り、神内は口にする。

「いや、神楽さんの言うところは理解しているよ。厳密に指摘していけば、たしかに日本国憲法の成立過程には多大な問題があった。非常によくわかる。私とて一日本人として、忸じく怩じたる思いを持っている。だが……筋論と現実は違うんだ。何もかも理想通りに進むわけもない。我々政治家の役割は、いかに現状に沿いながら国益を追求していくかということにあると思う」

「それは現状維持策に他ならない」

「いいではないか。今の枠組みはそこまで腐敗はしていない。現状維持の何が悪いんだ？」

「現状維持──ある部分では甘美な響きのある言葉だ。いかにも知った風な口を利く人間が、現状維持こそが優れた対処法なのだと中立ぶって語るには都合のよい逃げ道だ。まったく小賢しいことだ。しかし世界は動いている。自分一人だけで納得し物事を決めていけるわけではない。現状維持は、現状を維持してこそ日本がリードすることが明らかな場合にのみ積極的に採るべき手法であって、時間を引き延ばせば引き延ばすほど不利になる状況で用いるべき策ではない」

「つまり神楽さんは、今のままでは日本が没落するだけだと言いたいのか？」

「貴公はそうは思わないのか？」

　日毬は質問を質問で返した。それが何よりの日毬の答えになっていた。

「……だから、その答えが神楽さんの独裁とでも？」

「そうだ。現状を鑑みれば、私の独裁にしくはなし」

　日毬は威風堂々と明言した。

　困った風に神内が応じる。

「そこまで真っ正面から言い切られると、一体全体どう反応していいかわからない──それが正直な気持ちだ」

「大日本帝国は現在においても有効だ。外交関係で可能な限りの波風を立てず、不当な手段で作られた日本国憲法を速やかに廃し、私は明治憲法を基盤にした新憲法を練り直したいと考えている。日本の新たな枠組みだ」

「凄まじいことだ……。憲法の成立過程を考えれば、極論とは言い切れないところがたしかにあるが……それでも現状の日本においては、大いに異質な意見であることに間違いないだろう」

「私は極めて正しい日本人である。貴公ら簒奪者たちが異物なだけなのだ」

「折り合わないことはわかった。……いや、それは初めからわかっていたことだ。それでも神楽さんに提案したいことがある」

「聞こう」

　日毬は神内を見据えた。

　居ずまいを正し、神内が切り出す。

「民政党に力を貸してほしい。先の総選挙で弱体化したとはいえど、それでも民政党が第二党の重責をになっていることに変わりはない。我々は今一度盛り返すつもりだ。そのためにも、果敢に政治的発言を試み、世界的人気を持つ神楽さんの力は大いにプラスになると考えている」

「広告の用命なら、広告代理店を通すなり、私のマネージャーに直接持ちかけるなりしてもらいたい。もっとも私は、民政党のポスターやパンフレットに掲載されるような仕事はご免被こうむる。悪いが断ることになるだろう」

「出演依頼ではない。神楽さんに国会議員になってもらいたいんだ。より具体的には、民政党から立候補してもらえないか？」

「現行制度の下では、私には被選挙権はないはずだ。私が政権を獲るためには、総選挙の際に選挙権を持つ候補者を数百人擁よう立りつして臨むか、現行システムを根本から突き崩すか……あるいは武力によって権力を奪取するという可能性も考える必要があるだろう。私はいずれのケースも想定している」

　神内はテーブルに身を乗り出す。

「待ってほしい。何もそこまで強硬に進める必要はないじゃないか。もっとスムーズな方法を採れるなら、それが一番いいだろう？　今のうちから政界入りして事情に精通し、被選挙権を獲得できる頃になれば、堂々と立候補すればいい。そのときにはすでに、二〇代にして首相候補と目されているだろう」

「バカも休み休み言うべきだ。私に一〇年近くも待てというのか？　そのとき日本はどうなっている？」

　日毬は再び拳をテーブルに打ち付けた。

「焦る気持ちはよくわかる。神楽さんが一刻も早く議員の仲間入りをできるように、年齢制限の緩和などの法改正も含めて、何らかの方法を考えていこう。我々は真剣に動く。民政党にとって、神楽さんが加わってくれることほど力強い逆転のシナリオはないんだ」

「民政党の候補者になった方が、日本大志会の理想のために早いと言いたいのか？」

「それはそうだろう。好き好んで武力に訴える必要がどこにある？　方法は幾らでもある。僭せん越えつだがひとつ神楽さんにアドバイスさせてもらうと……特定の物事にこだわらず、目的までの最短ルートを探るべきだ。民政党と日本大志会ががっぷり四つで組むことは、お互いの弱点を補い、より早く神楽さんの目的に近づくことができるだろう」

「要するに、私を利用しようと言うのだな？」

「当然だ。しかし逆に、神楽さんの方も我々を利用できるはずだ。よく考えてみて欲しい。我々は最適に利用し合える関係にある。我々には神楽さんに対し、あらゆる便宜を図る用意がある。そして神楽さんは、いずれ民政党の候補者として立候補する意志があるということを世間に発表してくれるだけでいい。簡単なことだ」

「貴公はつい今しがた、私の理想とはまったく相容れないことを述べたではないか。その私に仲間に加われというのか？」

「これは政治だ。政治とは理想の追求ではなく、あらゆる利害関係を追求した果ての妥協の産物だ。私とて四〇年もの間、政界の片隅に身を置いている。神楽さんとであっても、必ず妥協点は発見できるという自信がある。だからこそ、こんな話を持ちかけているんだ」

　神内の言葉には熱がこもっていた。心底から日毬を引き込みたいらしい。

「民政党自体が右から左まで有象無象が集まる党だからな。ハリボテだ。小さな物事を決めることだけでも四苦八苦しているのに、日本大志会との妥協など夢のまた夢だ」

「神楽さん一人で成り立っている党にハリボテ呼ばわりされたくはない。神楽さんがいなくなれば、日本大志会など何もなくなるじゃないか」

「だから私の独裁だと言っているだろう。日本大志会が私によって成立するのは当たり前だ」

「……民政党は、神楽さんを獲得できれば起死回生を図ることができるはずだ。となれば、党内においても神楽さんは大きな発言力を持つことができる。どうかあらゆる違いを吞み込んで、民政党に参加してもらいたい。大枠さえ決まれば、細かい物事は必ず調整していける。この神内三郎、伏して頼む」

　唐突に、神内はテーブルに両手をつき、額を打ち付けたのだった。

──大政治家がここまでやるのか……。

　俺も驚いたが、さしもの日毬も予想外といった様子だった。

　たしかに現状を放置すれば、民政党は三さん々さん五ご々ごに分裂し、国会は小政党が入り乱れる状況に陥ってしまうことだろう。その民政党に、世界的・国民的な人気を誇る日毬が参加すれば、一気に求心力を回復でき、党勢を盛り返すことができるという算段なのだ。神内にとって、日毬取り込みの一手は、民政党再生の切り札となるに違いない。

　日毬は押し黙る。

「……」

「頼む」

　神内は、テーブルに伏したまま、力のこもった声で言った。

「……なるほど、足を運んでみる程度には意味のある話ではあった」

　そんな日毬の言葉に、神内が顔を上げた。

　日毬は続ける。

「しかし、その申し入れはキッパリ断らせてもらう。民政党と妥協する必要など私にはない。私は私の道を行き、この身を極限まで酷使し、日本大志会の党員らの支援のもとに必ずや独裁者にまで上り詰めてみせるつもりだ」

　間髪を容れず、突如として神内がテーブルに身を乗り出してくる。

「だからこそ民政党を利用しろッ。本当に頼む。この俺がこれだけ頼んでいるんだ。民政党はかなりの部分まで、日本大志会に譲歩することができる。そのための事前協議は納得のいくまで行わせてもらおう。だから、どうか民政党を救ってほしい」

　神内の様子には鬼気迫るものがあった。

「今度は泣き落としか。だが私には民政党を救う義理など微塵もない。早く自壊してしまうがいい」

　日毬が突き放すと、椅子に身を戻した神内は強く声を上げる。

「独裁者だと⁉　バカげたことだ！　そんなことを国民が許すはずもない。悪いことは言わない。神楽さんが一日でも早く政界で大ナタを振るいたいのなら、民政党に参加することが最も早い。それがベストだ。日本大志会が独自で政権を獲得するなど、夢物語にすぎないぞ」

「話は終わりだ。私は帰るぞ。颯斗、壮司、もう行こう」

　そう言って、日毬はスックと立ち上がった。

　俺と壮司はうなずき、腰を上げた。もとより日毬が決断することだ。

　別れの挨拶もせず日毬が部屋を出ようとすると、神内が追いすがってきた。そして俺の目の前で、日毬の腕を強く摑む。

「待ってくれ。交渉はこれからだ。座ってもらえないか」

　神内は切々と口にした。

　俺は慌てて日毬と神内の間に入って諭す。

「神内先生、ちょっと止めてもらえますか……。いちおうタレントなんで……」

「構わないでくれ。俺は神楽さんに話しているんだ」

　マネージャーの俺に対し、神内のよくわからない言い訳だった。神内も、それほど懸命ということだろう。

　俺を腕で退けるように押しながら、神内は語る。

「神楽さん、俺の話を聞いてくれ。一緒に政権を目指そうじゃないか。神楽さんの力を活かしてもらえるなら、民政党は間違いなく政権に返り咲けるはずだ。そのときの総理候補のひとりは、もちろん神楽さんに決まりだ」

「先生……神楽も拒否してる話ですよ……」

　うんざり気味に俺は言った。

「どうか頼む……！」

　神内の声には切迫感があった。

　腕を取られたまま日毬は振り向き、神内を見やる。

「噂に違わず、貴公はタフな政治家だな。これだけ私が明確に拒絶したのに、一向に諦める様子がない。国益追求を旨とする政治家は、誰しも貴公のようであるべきだ」

　日毬は神内の腕を振り払い、冷静な口調で続ける。

「しかし残念だが、私は民政党には加わらない。私が民政党の一兵卒として動くなど、世間のいい笑いものだ。私の目指すところはただひとつ──この国の独裁者のみである。それが真に日本のためになると確信しているからこそ、私は人生のすべてを懸けている。この身を日本のために捧げるつもりだ」

「日本のために起つ気概があるのなら民政党に加わるべきだ！　それが最も早い方法なのだから、選択の余地などないはずだ！」

　神内は、尚も諦めようとしていなかった。

　またもや腕を取ろうとしてくる神内の手を、日毬はパシリとはたき落とす。

「すまぬが失礼する。いずれ貴公とは、議事堂で顔を合わせる機会もあるだろう」

「待ってくれ……」

　諦めきれない様子の神内は、エレベータ前まで俺たちに付きまとってきた。しかし俺たちは構わずエレベータに乗り込み、一階のボタンを押した。さしもの神内も、エレベータにまで乗り込んでくることはしなかった。もしもホテルの泊まり客に見られでもしたら、政治家の体面に傷がつくのだろう。

「日本国家の行く末を憂えるならば民政党から総理総裁を目指すべきだ。我々は、いつでも神楽さんを待っている」

　エレベータが閉まる直前、神内はすがるような目線を日毬に向けて、そう言った。
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　日毬の収録に立ち会っている最中、携帯に電話があった。自友党、緒方議員からの着信だ。

　カメラが回るスタジオを抜け出して、俺は携帯を耳に押し当てる。

「どうも、お世話になっております」

「織葉社長、水くさいですよ。もっと気兼ねなくお話しできる仲だと思ってましたが」

　のっけから緒方は人懐っこい声で言った。

「はい？　何のお話ですか？」

「日本大志会と民政党の件ですよ。何か、あったんでしょ？」

　民政党との一件と言えば、先日の神内三郎との密談のことしかない。どこからの情報だろうか。わずかに俺は身構えた。

　かといって緒方は、俺たちにとって最も仲の良い国会議員である。適当なことを言うわけにもいかない。噓にはならない範囲で、慎重に俺は答える。

「いえ、成果は何も……。他の政党の動きについてアレコレとリークするのは問題がありますので……」

「その件について、ちょっとお話ししませんか？　神楽さんも交えてお話ししてみたいですね～。私がお伺いしてもいいんですが、よろしければ永田町の方に……」

「先生からのお誘いとあっては無下にできませんので、神楽の仕事のスケジュールを調整してみます。ところで……どこでお聞きになりました？」

　肝心のことを俺は訊いた。できるだけ気楽な風を装って。

　緒方は朗らかに応じる。

「だってホテルニューイーストでしょ？　わかりますよ」

「それだけでわかるものですか？　この件、政治部の記者だって一人も食いついてきてませんよ？」

「それはちょっとね……と言いたいところですが、腹を割って話しましょう。私と織葉社長の仲ですからね」

　緒方は「私と織葉社長の仲」という部分を強調し、思わせぶりに続ける。

「警視庁から耳打ちされたんですよ。ほら、原田先生ね。いちおう与党ですからねぇ～」

「そうだったんですか……。与党ってのは凄いモノですね」

「だって神内先生は政界の大立者だから。片や神楽さんの方は日本右翼界のドンでしょう。ノーマークのわけがない」

「警察がそんな情報をもらしていいものですか。まるで自友党のスパイじゃないですか」

「そんなご大層なものじゃないですって。単なる世間話で伝わってきた話ですよ。まぁとにかく、民政党の件を横に置いても、神楽さんとは腹を割って話してみたいなぁと思ってるわけです。なんとか私の顔を立ててください。お待ちしてますので、よろしくお願いします」

　それから俺と緒方は永田町を訪問する日時を取り決め、電話を切ったのだった。
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　永田町、自友党の党本部ビル。

　奇しくも民政党と同じく、自友党も三人の陣容だった。

　緒方の他に、幹事長および総務会長。幹事長の深ふか見みは五四歳と若手だが、なかなかの大物議員だ。政治家一族に生まれた政治エリート家系で、親族が地方で建設業や製錬・冶金業などいくつもの企業を経営している。その地方では、深見財閥と呼ばれることがあるほどの家系でもあった。おそらく一族の総資産量は五〇〇億円は超えているのではなかろうか。一族で最も優秀な者がグループの経営を担い、二番手が政治家になるという。そのため資金が極めて潤沢で、他人から集金する必要もなく、クリーンな政治家として名を馳せている政治家だった。いずれ総理大臣になるかもしれない。

　それにしても……金繰りに四苦八苦する政治家が金権政治家と揶や揄ゆされ、金持ちの御おん曹ぞう司しがクリーンだと呼ばれる世の中は、まったくもって奇き妙みょう奇き天て烈れつなものである。

　こちら側の出席者は、俺と日毬の二人だけ。前回は壮司が繫ぎ役だったため同行したのだが、今回は違う。俺がスケジュールを調整し、仕事の合間に日毬を連れて永田町に立ち寄ったのだ。

　自友党側にはリラックスした雰囲気があった。支持率が上向きな自友党と、党が空中分解するかもしれない危機感を持った民政党とでは、姿勢がまったく違うということだろう。

　向かい合って腰かけ、最初に俺が口を開く。

「まさか幹事長までいらっしゃるとは予想外でした。緒方先生だけかと思っていたものですから……」

　緒方が応じる。

「民政党は神内先生が出てきたんでしょう？　実質的な頂点ですよ。ということは、本気で何か企んでいるということですからね。我々も手をこまねいているわけにはいかないということです」

「実は私、ひまりんのファンです。前から一度お会いしたいと思っていました。『ひまりんプロジェクト』は毎回欠かさず見てますよ」

　深見幹事長は親しみがこもった口調で言った。

　言葉遣いは丁寧だが、自信に満ちている感じだ。さすがは首相候補の一人と目されているだけの雰囲気はある。

　しかし日毬のファンとは本当だろうか。疑わしい部分もあるが、かといって指摘するほどでもない。リップサービス程度に考えておけばいいだろう。

　日毬は毅然として口にする。

「私は仕事が忙しい。単刀直入にいこう。自友党が私に、いったい何の用があるというのだ？」

「では率直に聞きます。神内先生から、どんな話を持ちかけられました？」

　深見は穏やかな表情で質問してきた。

「民政党との会談内容をベラベラ喋るつもりはないぞ。まさかそれを聞くために私を呼びつけたとでも言うのか？」

「いやいや、こちらから提案するにあたって、民政党側の提案に興味があっただけです。気分を害されたら申し訳ない。お会いしたいと思ったのは他でもありません。我々としては……神楽さんにいずれ自友党から立候補してほしいと考えているのです」

　そんな深見の言葉に、日毬と俺は視線を合わせた。民政党側とまったく同じ提案である。盗聴されていたのだろうかと一瞬疑ったが……しかし冷静に考えてみれば、いずれの政党も、日毬に提示するプランとしては最もオーソドックスなものかもしれない。自分の党から日毬を立候補させれば、日本大志会を丸ごと取り込むのに成功したようなものだ。

　先日いみじくも神内が指摘した通り、日本大志会とは日毬あってのものである。そして日毬当人も、独裁者となるべき自分が党の唯一の顔になっているのは当然だと考えている。だからこそ日本大志会という党は、日毬の帰趨だけが問題なのだった。

　何より自友党や民政党側にメリットがあることは、日本大志会に注目するメディアや国民の視線を、そっくりそのまま奪い取れることだろう。自友党や民政党の政治家がテレビに映ると視聴率は下がるが、日毬や日本大志会が登場すれば、それだけで視聴率が上がる──メディア関係者が口を揃えて力説する事実だ。

　深見は、日毬を覗き込むようにして言う。

「どうでしょう、ひまりんにとって悪い話ではないと思いますよ」

「悪いが断らせてもらおう。私は自友党を壊滅に追いやる側であって、自友党を守るつもりは毛頭ない」

　日毬は躊躇せずに即答した。民政党からの提案で慣れていたために、素早い判断が下せたのだろう。

「そういう果敢な姿勢が実にひまりんらしいですね。しかし、こう考えることは出来ませんか──」

　それからしばらく、滔々と深見が日毬に説得を重ねた。優しく、丁寧に、いかに日毬が自友党に加わることが王道なのかということを、深見は語り続けた。民政党の神内のような激しさはなく、深見はあくまで客観的な姿勢を崩そうとしなかった。

　深見は存分に語ったが、悩む様子もなく日毬が返答する。

「私には興味がない。私の興味は私の独裁のみにあり、議会制民主主義は一時的な独裁制を経たあとに再生されるべきものだ。そのときは、自友党に権力を返してやってもいい。だがしかし、今の形のままでいられるとは思わないことだな。小泉元首相のキャッチフレーズ『自友党をぶっ壊す』のようなまやかしではなく、真の意味で自友党を徹底破壊することになるだろう。貴公も身の振り方を考えておいた方がいい」

「ひまりんはまだ若いから、どうしても過激な方向に流れてしまうんでしょう。でもね──」

　深見が再び説得し始めようとするのを、日毬が目を見開いて制する。

「無礼者！　貴公は私を若輩呼ばわりするのか⁉　これでも私は、今や三万五〇〇〇人の実直な党員を抱える政治結社の党首であるのだぞ⁉」

「ご気分を害してしまったら申し訳ない。今すぐ決めてしまわず、ゆっくり考えてください。自友党は、ひまりんを喜んで受け入れる状況にあります」

　申し訳なさそうに深見は素直に頭を下げ、穏和に続ける。

「日本大志会の政策とは相容れない部分はあるかもしれませんが、自友党も保守本流の党ですから、折り合いはつけやすいのではないかと思いますよ。自友党への参加は、ひまりんの目標にとって一番の近道になるでしょう」

　それから幾度か言葉を交わしたのち、日毬は席を立った。神内のときのように深見が追いすがってくることもなかったし、笑顔で俺たちが部屋を出るのを見送ってくれたのだった。自友党の余裕を感じる態度だった。
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　自友党本部から車を出してすぐ、後部座席で気難しそうな顔をしている日毬に、俺は声をかける。

「おいおい、急にどうしたんだ？　方々から、ずいぶんラブコールが入るようになったな。公安に監視されていた日毬が、急に公安と近づいて、今度は政界からアプローチだよ。変われば変わるものだ」

「公安と近づいてなどいない。ヤツらは今でも私の敵のままだ。それに自友党も民政党も、私を利用したいだけだろう」

　生真面目な表情を崩さず、日毬は言った。

「だけど権力の転覆を常日頃から訴える日毬を取り込もうなんて……政界ってのは恐ろしいものだな」

　俺は肩をすくめて、バックミラーで日毬をチラと見やって訊く。

「日毬はどっちの提案にも乗っかる意志はないのか？」

「ない。……と言いたいところだが、私とて政治理念と政治活動の違いは実感として理解できるようになってきた。今の私は目的に到達するために、必要ならば一時的な盟約も必要であろうと考えている。向こうが私を利用しようと言うのなら、私も利用するまでだ」

「へえ！　やっぱり日毬は、いざというときの柔軟性があるな。案外、日本大志会が政権与党になる瞬間は近いかもしれないぞ」

「颯斗、『かもしれない』などと推量は用いないでもらいたい。日本大志会が政権を奪取するのは当然だ。そして私が独裁者として君臨するのは火を見るよりも明らかなのだ。真に日本を救えるのは私しかいないのだぞ？」

　再びバックミラーを見やると、日毬が鋭い視線を俺に向けていた。どうやら日毬を怒らせてしまったようだ。

　憤然とする日毬をなだめながら、俺は次の仕事先へと車を走らせたのだった。
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　インナーサークル──記者たちを集めた勉強会は、『きれいなネット政治推進協会』の事務所にて、二週間に一度くらいの割合で開くようになっていた。

「で、では……！　自友党と民政党の両方からアプローチがあったということですか⁉」

　記者の一人が血相を変えた。

「その通りです。いずれの党からも、日毬に対し立候補の要請がありました」

　俺は深くうなずいた。

　記者たちはざわめく。

「すごい……。仮にこの話が公になれば大スクープですよ……！」

「日毬ちゃんはこの動きに、どう反応するつもりなんですか？」

　ひとりの記者が、上座に姿勢正しく腰かける日毬に質問した。

　ゴホンと咳払いして、日毬は厳めしく応じる。

「率直なところを打ち明ければ、未だ決めかねている。だがしかし、一刻も早く私が頂点に登り詰めるためには、利用できることは利用すべきであろう。このアプローチに対し、何らかの行動は起こすつもりだ」

「ひまりんを中心にして政界が大きく動きそうな予感がしますね」

「まさか、こんなに早く日本大志会が日の目を見ることになろうとは……。我々としても面白いことになりそうだ……」

　記者たちが盛り上がるなか、俺は一同を見回して注意を促す。

「改めて確認しますが、今お伝えした内容はそのまま書かないで下さい。くれぐれもお願いします。書いていいのは、あくまで皆さんの予想の形を取って、『民政党が起死回生を期し、人気の高い日本大志会を取り込む可能性があるのではないか？』とか『自友党が基盤を強化するため、神楽日毬との提携関係を探る戦略もありうる』などという予想記事に留めてください。いいですね？」

　記者たちは全員うなずいた。

　そうした彼らの予測は、いずれズバリ的中することになる。日毬を取り込もうとする両陣営の動きが加速すればするほど、必ずどこかで情報が漏れるタイミングが来るからだ。周辺を嗅ぎ回る政治部の記者たちは木偶でくの坊ぼうではない。あるいはもしかしたら、警察庁や警視庁が何らかの意図を持ってメディアにリークする可能性だって十分にある。だから、いつか何らかの情報が表沙汰になるのは仕方ないことだが、事前にここのメンバーが予想記事として発表しておけば、その慧けい眼がんは高く評価されることになる。社内での影響力も上がって、関連記事も書きやすくなってくれるはずだ。そして何よりここのメンバーが俺たちに強く感謝してくれることになるから、いざというときの情報操作がしやすくなるのは間違いない。

　この勉強会に参加するメンバーらとは持ちつ持たれつ、お互い良好な関係を保っていければ、彼らを必ず武器として活かせる瞬間がやってくるだろう。
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　今日は事務所の移転日で、ちょうど引っ越し作業の真っ直中だった。二台のトラックが新宿御苑ビル前に横付けされ、何人もの作業員が机やパソコンなどを運び込んでいる。

　業者にすべての作業を丸投げしたから、俺たちには手間がかからない。昨日まで、普段通りに神宮前のマンション事務所を使用しており、今日の午後には業者の手によって、新事務所の机の配置からケーブルの配線まで、一切合切が完了する。電話回線やネット回線も開通済みだ。金に糸目をつけないと楽でいい。引っ越しの煩わしさからほぼ解放され、移転後もシームレスに業務を継続することができる。

　内装工事はすでに壮司が済ませており、会議室や防音室や各種個室、さらには収録スタジオや放送スタジオまで完備された、芸能プロダクションとしてはいささか過剰な事務所ビルになっていた。

　ただし、ビル内に駐車場はなかった。その代わり、ビルの裏手にある駐車場を複数押さえ、ここを利用することにしていた。

　そこに車を停めて日毬とエントランス前までやってくると、引っ越し作業に勤しむ人たちに交じり、くたびれたスーツの男が目に留まった。誰かと思えば、公安刑事の黒くろ谷たにだ。事務所ビルを物珍しげに眺めやっている。

　俺たちは無視して通り過ぎようとした。しかし黒谷は俺たちを見つけ、とたんに笑顔になって擦り寄ってくる。

「いや～、どうもどうも！　これが新事務所ですか！　立派なビルだよね～！　移転、おめでとうございます」

「どうも。お仕事ご苦労さまです」

　ぞんざいに俺は言った。

　日毬も興味なさそうに口にする。

「監視か？　意味のないことを」

「別に監視ってわけじゃないんだ。新しい事務所なんだから、日本大志会の担当者としては、やっぱり確認しておかなくちゃいけないじゃない？」

　臆面もなく黒谷は言った。

「何が『やっぱり』なんだ。公安には用がない。帰れ。今すぐだ」

　そう日毬は言い放ち、スタスタと歩き去ろうとした。俺もあとに続く。

　しかし慌てた黒谷は俺たちの前に立ちふさがってくる。

「ちょ……待ってってば。そんな邪険にしないでよ～。今日はお話があって来たんだよね。いいお話ですよ。物凄くいい話。ひまりんが聞いたら、たぶん感動してくれるんじゃないかなぁ」

　胡散臭そうに、日毬は黒谷を見やる。

「貴公が目の前から去ってくれるのが、私にとって一番いい話だ。公安とじゃれ合うつもりなど私にはない。邪魔だからどいてくれ」

「まま、そう言わず。ほんの五分でいいんで、少しだけ話を聞いてくれない？　たったそれだけで済むからさ」

「五分？　なら今話せ」

「事務所の中で話そうよ。五分も立ち話なんて疲れるからね。いや、やっぱ一〇分くらい。いやいや、どうせなら三〇分くらい。そうだ、せっかくだから一時間くらいにしておこうよ。いいでしょ、ね？」

　付きまとってくる黒谷を振り払っても、しつこく後を付いてくる。金魚のフンとはこのことだろうか。俺たちは無視してエントランスに入っていったが、黒谷はなかなか諦めず、しまいには勝手にエレベータにまで乗り込んできた。警察官のくせに傍若無人な振る舞いだ。

　警備会社との契約は壮司が交わしていたのだが、警備員が送られてくるのは来週からになっている。そうなれば年中無休二四時間、二名の警備員がビルに常駐することになるのだが、今はまだ警備員に黒谷の追い出しを頼むこともできない。

　エレベータのなかでも、黒谷は馴れ馴れしく言葉をかけてくる。

「今日は曇ってて、いつ雨が降ってもおかしくなさそうな陽気だよね～」

「……」

　日毬は応えず顔をしかめた。

　代わりに俺が訊く。

「何なんですかね。いつまで付いてくるつもりですか？」

「ちょっと話すまでです。本当に、いい話なんですから。びっくりしますよ」

　黒谷は大いに自信ありげな様子だった。
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　メインフロアでは、机や書庫や事務用キャビネットの配置作業が進められていた。ファイルや小物はダンボールに入ったまま、部屋の隅に積み重ねられている。

　まだ何も置かれていない個室のひとつに折りたたみテーブルと椅子を運び込み、俺たちはそこで黒谷を相手にすることにした。引っ越し作業が終わってから来ればいいものを、まったく面倒な客である。

　椅子に腰かけて黒谷と向かい合ったとき、お盆にお茶を載せた千歳が部屋へと入ってきた。

「ようこそお越し下さいました！　粗そ茶ちゃでございます！」

　千歳は明るい声を響かせながら、テーブルにお茶を並べ置いた。

　それにしても、なんて自分を主張しすぎな事務員様だろうか。たかだかお茶出しなのに、こんな風に大声で挨拶する事務員は他にどこにも存在しないだろう。ただ、意外にも、これはこれで来客のウケがいいのだ。千歳は心から歓迎の言葉を伝えようと懸命なので、その気持ちが客にも伝わるのだった。だから最初の頃は注意していた俺も、今では千歳のやりやすいようにさせておけばいいと思うようになっていた。

　黒谷は千歳に目を見張る。

「おっ？　朝霧ちとせちゃんだ！　グラビアで見るより、実物はもっと可愛いなぁ！」

　やや照れた様子でお盆を胸に抱き、千歳が俺を向いて口にする。

「社長、褒められちゃいましたよ」

「わかったから、あとはいいよ。ダンボールからファイルやら文房具やらを出して、元の戸棚や机に戻しておいてくれ。今日中にだぞ」

「わかりました！　頑張ります！」

　元気いっぱいに答えた千歳は、意気揚々と個室をあとにしていった。

「初々しい子だなぁ。すごい美人だし潑はつ剌らつとしてるし、完璧ですね」

　真実みのある声で、黒谷は感想をもらした。

　俺は訂正する。

「完璧とはちょっと違いますけどね。まぁ、びっくりするほどいい子であることは間違いないんですが」

　黒谷は、しみじみした口調で俺に語りかけてくる。

「織葉社長、こんな右翼団体が他にありますか？　日本大志会の担当になれて、私は心から感激しています。ゴロツキどもの事務所にばかり出入りしている自分にとって、ここは本物の天国ですよ。驚異的に可愛い子がいっぱいいるし、マジものの右翼団体だし、その右翼界のドンたるひまりんは超絶なる美少女……！　信じられない気持ちで一杯です。なんたる幸運。どうすればこの想いが伝わるでしょう？」

「伝えてもらわなくて結構ですよ」

　素っ気なく俺は応じた。

　日毬も無愛想に続く。

「貴公を日本大志会の担当にした覚えなどないがな」

「あっ、もちろん担当というのは、公安内部での話だよ。でも、ひまりんもそれでいいでしょ？　ね？　他の強面の刑事が出入りするより、私が担当するのがいいよね？」

　日毬は答えず、そっぽを向いた。

　代わりに俺が、苛立ったニュアンスを込めて訊く。

「で、何の用事なんですか？　ぼくらも忙しいので早く済ませてもらいたいんですが」

　黒谷はテーブルに身を乗り出す。

「それです。実はですね、我が警視庁公安部としては……日本大志会への資金援助を考えております」

「は？」

「何を言っているのだ貴公は。なぜ私が公安ごときから資金を援助してもらわなくてはならない？」

　俺も日毬も、予想外の話に啞然とした。

「我々としては、今後とも末永いお付き合いをさせてもらいたいという気持ちの表れでして、よりいっそうの関係性を深めていければいいのではないかと思っているので。今までにも増して親密な付き合いを……ね？」

「どう反応していいかわからないんですが」

「なに、心配は無用。そんなに構えてもらう必要はないですって。気楽に援助させてください。要するに、我々が金を差し上げるというお話だから、断る必要なんてないじゃない？」

「バカな。お金には色がついている。日本大志会の会員が正当に支払ってくれる月三〇〇〇円のお金は、正しく純血のものだ。しかし貴公らのお金は、どす黒く濁った血だ。貴公らの意図がどこにあるか、知ってからでないと判断できるわけがない」

「まったく日毬の指摘通りですね。日本大志会も、ひまりプロダクションも、微塵も金には困っていません。警察に密かに援助してもらわなくても、金が余って仕方がないほどです。いやむしろ、我々の方が警察にお金を恵んであげても構わないんですけどね」

「誠心誠意、本当のことをお伝えします。こちらとしても、何か複雑な事情や目標があるわけではないんですよね～。純粋に繫がっておきたい。警察からの好意くらいに、軽く考えておいてもいいんじゃないですか。もらっておいて損はありませんよ。あって困るものでもないでしょ」

　黒谷は気安く言った。

　本当なのかもしれないし、噓かもしれない。しかし仮に噓なら、もっともらしい理由をきちんと用意してくるはずだ。だから本当であるような気がした。いやいや、そう思わせるのが作戦で、案外、見事な噓なのかもしれない。

　考えれば考えるほど堂々巡りになってしまうし、どうせ答えが出る話でもない。ここは俺たちにメリットがあるかどうかだけで判断すればいいだろう。

　日毬は、俺に顔を近づけてきた。そして小声で訊いてくる。

「なんとも……言えないな……。颯斗はどう思う？」

　俺も日毬に小声で返す。

「わからない。日本大志会への資金援助だっていうんだから、最終的には日毬が決断するしかないだろう。ただ、俺の意見を言わせてもらえれば……公安警察がこちらに足かせをはめるのが目的だとすれば、逆もまた同じことが言えるだろうな。自友党や民政党とお互いを利用し合うのと似たようなものだ」

「ふぅむ……」

　日毬は腕を組み、珍しく戸惑いの色を浮かべた。民政党や自友党からの提案はその場で撥ねつけた日毬だったが、この公安の申し出には、どう応じればいいのか検討もつかないようだった。

　思い出したように黒谷が付け加える。

「あっ、そうだ。資金の出し方は相談させてね。いくらなんでも、警視庁から直接支払うわけにはいかないんで。公安部が実質的に管理所有する複数の会社を経由させて処理するので、その点はご理解のほどを」

「不思議な提案だ。今すぐ決めるわけにはいかないが、しかし前向きに考えてみることにしよう」

　日毬は困惑した表情そのままに口にした。

「よかったよね～。公安部がバックについちゃうよ。もうね、大船に乗ったつもりでいてほしいなぁ」

「バックにつく？　そういう話なのか？」

　日毬はさらに混乱したようだった。

　黒谷が意味深に口にする。

「ちょっとした応援団だよ。これでぼくも日本大志会に堂々と出入りしやすくなるし、ありがたいことだよね」

「変われば変わるものだな。どこまで信用していいか、まるで不明だが」

　俺は確認する。

「いったい公安部はどのくらいのお金を投入してくるつもりなんですか？　ひまりプロダクションは何十億の余剰金があるので、今さら公安が五億や一〇億を投げてきたとしても、大勢には影響しないんですけどね」

「毎月一〇〇万円の資金援助を予定しています。年間一二〇〇万円ですね。これだけの予算を確保するのも、すったもんだの末に、かなりの苦労を要しました。公安部としては、清水の舞台から飛び降りる覚悟で用意したお金です」

　キリリとした表情で黒谷は言った。

「ひ、一〇〇万⁉」

　思い掛けない提示金額に、俺は腰を抜かすほど驚いた。

「呆れて物も言えないとはこのことだな。議論の価値すらない長ちょう広こう舌ぜつに付き合わされた気分だ」

　日毬はうんざりした様子で首をふった。

　まったくバカげた提案だ。通常なら、別に金銭を寄付してもらうことにマイナスはないように思われる。しかし肝心の金額があまりに少なすぎ、もはやどうでもいい程度のものだった。これで恩を着せたとでも思われたら、かえって面倒なだけである。しかも相手が公安警察だ。

　結局、公安の提案はいちおう検討することにして、黒谷を追い返したのだった。
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　新事務所のメインフロア。

　マンション事務所のリビングで使用していたのと同じ大きなソファセットを窓際に並べおき、居残っていたメンバーでお茶を飲みながら新事務所の感想を語り合っていた。俺の他には、日毬と千歳と栞である。他のメンツは仕事に出かけているところだ。

　栞はだだっ広いフロアを見回しながら口にする。

「うちはマンションの方が良かったなぁ。裸足で過ごせたし、ゴロゴロ寝っ転がったりもできて自宅みたいに使えたさかい。オフィスビルやと、なんや会社みたいやん」

　俺は訂正する。

「会社だっつーの。仕事がないときも、自由に出入りして好きなことやってていいぞ。それと、四階と五階は丸々空いてるから、そっちも好きに使っていい」

「お仕事がないときも、新宿御苑で伸び伸びできて楽しく過ごせますよ。ちょっと足を伸ばせばウィンドーショッピングも楽しめます」

　千歳にはまだ仕事に余裕があるため、ヒマを潰せる場所が周りにあるのは嬉しいに違いない。

「あの名高い新宿の真ん中に、こないに静かな場所があるとは思わんかったわ。イメージではもっとこう、ヤクザがそこら中に跋ばっ扈こしてて、サバサバして荒れ果てた場所やと思うとったんやけど」

「バカを言うな。これでも私の地元なのだぞ」

　日毬は鋭い視線を栞に向けた。

　俺は言う。

「でも日毬は普段、ここらの繁華街まで足を伸ばさないだろ？　日毬も凪紗も、デパートでショッピングなんて縁がなさそうだからな」

「たしかに目と鼻の先なのに、普段の生活では、私はまったく来る用事はない。姉上も人混みが大の苦手だから、こっちの方までわざわざ足を向けることもない」

　そこまで語った日毬は、苦々しい口調になって続ける。

「しかし一度だけ私は、アルタ前で拡かくさんと一緒に街頭演説をしたことがあるんだ。颯斗に出会う前のことだ。人が多い場所の方が効果があるのではないかと思ってな。いっぱい勇気を振り絞って、頑張ったんだ」

「マジか。そいつは見てみたかったな」

「だが演説を始めてすぐに警察や公安のヤツらが飛んできて……私を取り巻いて暴言を吐き始めたんだ。警察は、私から拡さんを奪い取ろうとさえした。なんという卑劣なヤツらだ。小競り合いの末、私は警察の包囲網から脱出するのがやっとだった……。口惜しいが、警察のせいで私は新宿駅周辺で演説することは諦めたんだ」

「そら許可取ってなかったんやろ？　警察は普通に仕事したちゅーこっちゃ。新宿駅前で騒動巻き起こしたら、逮捕されてもしゃーないで」

　栞の言葉に、日毬が刮目して声を上げる。

「無礼者！　私は日本国家のために活動していたのだぞ⁉　その活動を妨害する警察は日本の敵でしかない！　逮捕されるべきは、警察の方なのだ！」

「うちかて別に警察の肩持っとるわけやないけど、新宿駅前で演説は迷惑すぎるやろうが」

　二人の口喧嘩に発展しそうになりかけたとき、ちょうどよく杏奈と由佳里が戻ってきてくれた。杏奈のレコーディングがあったのだ。杏奈の秘書兼マネージャーの森は、下の階の杏奈プロジェクト株式会社の開設準備でかかりっきりになっていたから、今日は由佳里がマネージャーを引き受けていたのだった。うちの会社は抱えるタレント数が少ないこともあって特定のマネージャーは付かず、交代で役目を引き受けている。

「ただいま戻りました～」

　フロアに入ってくるなり、由佳里が声を響かせた。

　すぐ後ろには杏奈も続いている。

「帰ったよー、ひまりーん」

　杏奈は飛ぶようにしてソファまでやってきて、日毬のすぐ隣に腰かけた。

　とっさに日毬は条件反射で自分の胸を抱え込み、小さく口にする。

「……お、おかえり」

「おかえりなさい、杏奈さん！」

　千歳が明るく声を上げた。

　栞が訊く。

「レコーディング、どうやった？　上手くいったか？」

「いったよ～。ひまりんが一生懸命な姿を思い浮かべて、私も頑張ったんだぁ！　バッチリだよ。ね、ひまりん？」

「……うん……」

　コクリ、と日毬はうなずいた。

「日毬と杏奈の関係を見てると……なんやカップルになりたての男女みたいやないか。面映ゆい気持ちになるから不思議やな」

　栞に千歳も同意する。

「羨ましいほど仲が良いお二人ですね。私も入れてもらいたいくらいです」

「杏奈ちゃんとの仕事に付き合うと、いつも日毬ちゃんのお話ばかりよね。杏奈ちゃんが、心から日毬ちゃんを慕したってるってことかしらね～？」

　由佳里はソファの隅に腰かけながら言った。

「私たちの仲は世界一なんだよ。私、ひまりんとなら結婚してもいいなぁ！」

「ホンマに⁉　レズな人やったん⁉」

　栞は意表を衝かれたようだった。

「ぜんぜん違うよ！　文通でも、好きな男性のタイプとかいっぱい話し合ってるんだよ。でも、ひまりんだけは特別だもん。ひまりんを想うと、可愛すぎて死んじゃいそうな気分になるの。朝起きるとね、『ああ、早くひまりんに会いたい！』って思うんだぁ」

「それは重症やね」

「ひまりプロダクションに移籍して正解だったということですね」

　千歳は何度もうなずいた。

　由佳里が日毬を覗き込む。

「ここまで慕われる日毬ちゃんはどんな気持ち？」

「えっ……？　あの……うんとね……私も杏奈のことを大切に思ってるから……そのね……」

　なぜか日毬はもじもじし始め、顔を赤らめた。

「やーん、ひまりーん、大好きだよ～」

　杏奈は嬌きょう声せいを上げて、ガバッと日毬の胸へと飛び込んだ。杏奈は両腕を日毬の腰に回して、顔を胸へと押し付ける。

「あんっ……⁉　んっ……杏奈……だめっ……やっ、やあああ……」

　日毬は身悶えながらも、身体を反転しソファにうずくまるようにして、抱きしめてくる杏奈から胸を遠ざけた。一方の杏奈は、日毬の背中に頰をすりつけて満足した表情を浮かべていた。

　杏奈は別に日毬の胸を触る意図はなかったようだ。単に日毬を抱きしめたかっただけらしい。

　栞が息を吞む。

「感じすぎやろ……。見てるこっちの方が妙な気持ちになってくるわ……」

「本当に敏感なんですよ。前に日毬先輩の弱点を克服しようって相談し合って、誰もいない個室で一緒にいろいろ試してみたんです。でも、私が何度か突端を突っついただけで、日毬先輩は立っていられなくなってギブアップしてしまいました。全身に電流が走るみたいになるそうです」

　そう千歳が説明した。

　それから杏奈に抱きしめられて凝固する日毬を横目に、俺たちは日毬の胸の話題でしばらく盛り上がっていた。

　ちょうどそのとき、壮司がフロアに戻ってきた。

「おかえり～」

「おかえりなさい！」

　俺たちは口々に言葉をかけた。

　壮司は神宮前のマンションに出向き、不動産会社の立ち会いのもと賃貸契約の解除について取り決めてきたはずだ。しかし心なしか、壮司の顔つきが緊張気味に感じられた。

　ソファの側までやってきた壮司は、おずおずと口にする。

「お取り込み中、恐縮です。ちょっとよろしいですか？」

「どったの、壮ちゃん？　なんか、いつもと違う感じだよ？」

　杏奈が日毬から離れ、不思議そうに壮司を見上げた。

「社長と総帥に、折り入ってお話があるのですが……」

「いいよ。何？　そんなに畏まらなくていいんだけど」

　俺は軽く応じたが、壮司は話しづらそうだった。

「外でお話ししましょう。少し私に付き合ってもらってもよろしいですか？」

　なんだろうか。まぁとにかく、壮司から何か話があるのなら、断る理由は何もない。

　ソファから俺は腰を上げた。

「わかった、行こう」

「うむ……」

　みんなから胸をネタにされたせいか、落ち込んだ様子の日毬もソファから起き上がり、うなずいた。そして胸を両腕で隠すようにしながら、よろよろと立ち上がったのだった。
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　俺はてっきり、壮司に近場の喫茶店にでも誘われるものと思っていた。しかしビルを出てすぐ、俺と日毬は、エントランス前に横付けされていたタクシーに乗るよう壮司に促された。タクシーを待たせていたらしい。

　俺と日毬が後部座席に乗り込むのを見届けて、壮司は助手席に滑り込み、運転手に「お願いします」とだけ口にした。するとタクシーは静かに走り出す。予め運転手にも行き先を告げていたのだろうか。

　不思議そうに日毬が訊く。

「どこへ行くんだ？」

「総帥と社長に会いたがっている人がいます。今から、そちらにお連れします」

　淡々と壮司は応じた。

「ずいぶん急だなぁ。話が見えないよ」

　俺は肩をすくめた。

「事前に予定を決めると、常に情報漏ろう洩えいのリスクが伴います。ですので真に万全を期すのであれば、その日のうちに決めて行動を起こした方がいいのです」

「情報漏洩？　なんか大げさだな」

「公安部も監視を強めているようですので」

　最近、公安部の黒谷がやってきて、わけのわからない金銭提示があったことは壮司にも伝えていた。壮司は興味がなさそうに話を聞いていたが、その実、何か思うところがあったのだろうか。

「だが公安の話など大したことではないぞ。断ることになると思う」

　日毬は落ち着いて言った。

「わかっております。しかし、念には念をと……」

「……」

「……」

　俺と日毬は視線を合わせ、お互い首をかしげた。

　タクシーは赤坂御用地の脇を抜け、首相官邸の側を通り、溜池山王駅の出入り口が見える辺りへとやってきた。

　壮司は口にする。

「もうすぐです。ご心配なきように」

　それからタクシーは、虎ノ門駅の方へと向かった。

　大通りから脇道に入ると、警察官らの姿を頻繁に見かけるようになり、検問までが行われているようだった。今日はこの辺りでイベントでもあるのだろうか。

　検問では、タクシー運転手がサッとカードのようなものを提示した。すると検問の警察官はうなずいただけで簡単に通してくれた。他の車は検問の前で止められ、免許証の提示などを求められているようだったが、このタクシーは特別扱いのようだった。

　検問を過ぎると、歩道には、着飾った人々で溢れていた。賑やかで、人々の流れは一方向に向かっていた。警察官らの数はさらに増え、賑わう人々の交通整理をしているようだ。大半は日本人のようだが、白人や黒人も交じっている。

──お祭りだろうか。虎ノ門で……？

　俺と日毬が、辺りを行き交う人波を不思議そうに眺めやっていると、壮司が半ば後ろを振り向き、真摯な調子で言う。

「社長、総帥……たとえ何があっても私の忠誠を疑わないでください。この佐々倉壮司、一命を賭してお二人をお守りする覚悟を持っております」

「もとより疑ってなどいないぞ……？　いったい、壮司はどうしたというのだ？」

　日毬は困惑を強めたようだった。

　壮司は何の指示もしなかったのに、勝手にタクシーが歩道際で止まった。目の前の正門には、歩道の人波が続々と集中している。

「到着しました。どうぞ、お降りください」

　壮司に促され、俺と日毬はタクシーを降り立った。

　そこは、アメリカ大使館の正面ゲートだった。虎ノ門に広い敷地を有するアメリカ大使館は、今日は人々に開放されているらしく、ずっと奥まで大勢の人々で埋めつくされていた。

「アメリカ……大使館……？　ま、まさか壮司は……」

　日毬は呆然と立ち尽くし、息を吞んだ。

　正面ゲート前には行列ができていて、すぐに入ることは難しそうだった。

「列に並ぶ必要はありません。参りましょう。こちらからスムーズに通れます」

　壮司は躊躇することなく、ゲート脇で守衛が待つ監視塔へと歩を進めた。

　大いに戸惑いつつも、俺と日毬はあとに続いたのだった。
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